PL        Takeuchi,  Makoto 

801  Akutagawa  Ryunosuke  no  kenkyu 

K8Z89 


East 

Asiatic 

Studies 


PLEASE  DO  NOT  REMOVE 
CARDS  OR  SLIPS  FROM  THIS  POCKET 


UNIVERSITY  OF  TORONTO  LIBRARY 


き 一 


Digitized  by  the  Internet  Archive 
in  2011  with  funding  from 
University  of  Toronto 


http://www.archive.org/details/akutagawaryunosuOOtake 


東 

神 
田 

大 
同 
館 
威 
版 

介 

竹 
內 

之 
介 

の 

研 
究 

眞 . 
著 

O^T  -  ？, 1 ビレ 


芥川龍之介 肖像 （大正 十 年 三 3 撮影) 
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3. ぐ姊） 初子 4. (姉） 久子 5. 龍 之 介 (五 歳） 
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少年 時代の 回 覽雜誌 「日の出 界」 見本。 〔本文 I7, I93 頁參 照〕 
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第 四 次 「新 思潮」 見本。 〔本文 50 頁參 照〕 

短篇 集 「羅生門」 の 扉の 文字。 〔本文 400 頁參 照〕 

第一 短篇 集 「羅生門」 及第 二 短篇 集 「傀儡師」 共に 著者の 装幀 

にか 乂る。 簡古 素朴 見 る ベ し 「本文 219,247 莨參 照〕 

自殺 前夜 書け る 芥川龍之介 原搞。 績 西方の 人， 貧しい 人た 

ちに 


芥 川 Hfi 之 介 <^  「本 文 n 123  B 照つ 


GS3 雜滅 S  >^ せ〕 画 籙^^  H 錄^ 飆 


近來 明治 文 擧に關 する 著書の 公に される もの は 漸く 多き を 加へ て來 たが、 大正 期の 作家に 就いて 

の 纏まった 研究の 未だ あまり 見かけられない 此の際、 芥川龍之介の 如き はいろ くの 點で 興味の 深 

ぃ對 象と なり 得る もので あらう。  . 

本書の 著者 竹 內眞君 は 以前から 龍 之 介の 事 を 熱心に 調べて ゐた 篤擧の 人で、 その 努力の 狀を 親し 

く 知って ゐる私 は、 玆に同 君の 從來の 仕事が 一 卷に まとめられ たの を 見て 私 かに 嬉しく 思って ゐる 

1 人で ある。  • 

殊に 著者が 意 を 傾けて ゐ るの は その 傳記 的の 部面で、 書中に は 龍 之 介の 研究に 資する 新 事實も 1 1 

三に 止まらす 擧 けられて ゐる。 それらが 描き出して ゐる 面貌 は 龍 之 介の 研究に 寄與 する 處が少 くな 

いこと を 信す ると 共に、 かう した 著述が 一 石 一 石と なって 近代 日本 文 擧の眞 相の 次第に 明かに 築き 

上られて 行く こと を 切望して ゐる。 . . 

昭和 九 年初 卷 


C 1 ) 序 


序  . 

二三 年 前になる。 著者が 茅屋に 見えて、 私と 芥川龍之介 論を鬪 はして 行った。 その 時の 話の 中心 

は、 芥 川の 資質 そのものより、 その 資質 を 決定した 環境に 就いて だった やうに 記 億して ゐる。 

著者 は 其 後孜々 として 芥川 研究に 從 事して ゐ たらしい。 最近 その 結實 なる 「芥川龍之介の 研究」 

の 上梓 を 報じて 來る と共に、 私に 一文 を 求められた。 是 はもと より 私の よくす る 所ではない。 私の 

柄で はない、 と 思った が、 著者より、 本書の 構想 乃至 組織の 大要 を 聞く を 得て、 その 研究 態度が 私 

の 夫と 零細 相 通す る 所 ある を 知って、 私の 逡巡 は、 隣人 を 見出す 喜びの 爲に 打消された。 

玆に 聊か 著者の 爲に贐 の 蕪辭を 綴らう と 思 ふ。 

文擧 作品と は、 心理 擧 的に 云へば、 作者の 經驗的 心象の 再構成に すぎない。 ほ、 ひ、 黷^ 

\ と  ー}^  グも その 構. twj 

Iwtl 霞ま 腿 I 読き； hsiol) 從 つて、 經驗 的な 心象が、 よし 前 意識的なる ものにせよ、 必すー 

囘は 作者の 體驗 であった 限り、 文擧 作品の 分析 は、 その 作者の 生活 (肉體 及び 精神の) の 分析へ と必 

然 的に 展開し なければ ならない。 そして 是は 當然、 實證 主義 精神 を 基底に おく ものである。 


この 實證 主義の 上に たつ 研究が、 個と 個との 緊密なる 聯關を 必要と し、 且、 一 つの 事實 がー 瞬 il 

前の 他の 事寳 の發展 である こと を 知る 藤 史的 研究に は、 その 事實の 空間 的 及び 時 的 存在に 對 する 

精確なる 決定 を 必要と する の は當然 であるが、 この 爲に は、 資料の 嚴密 なる 檢 討が 行 はれる の も、 

當 然と 云 はねば ならない。 

その 意味に 於いて、 本書の 態度 はこの 實證 主義 を 踏まへ て 立って ゐる ものと 信ぜられる。 換言す 

れば、 もし 本書の 叙述に 於いて 科學的 精緻が 出されるならば、 それ は、 著者の 弛みな き勞 力の 成 

果が、 著者の 實證 主義 的 精神の 下に 秩序 正しく 堆積され たからで あらう。 

芥川龍之介 研究に 關 する 諸 文献 は 多い が、 未だ 纏った 業績の 現れざる 今日に 於いて、 兹に^ 觀的 

觀察を 重視す る竹內 君の 勞作を 見出した こと は、 獨り 私の 歡 喜に 止まらす、 廣く 擧界に 於け る i:;:: び 

であらう と 思 ふ。 

しかしながら、 著者 竹內君 は、 啻に 黽勉の 學究 のみなら す、 又、 感性 銳き才 の 人で も ある。 おが 

日本 大擧 在學中 は、 明治 文 舉に關 する 指導 を 私が 心 灰 湯 地 孝 教授に 仰いだ と fi ふ。 湯 地敎投 は. E 來 

作品 分析の 精緻 その 再構成に 獨自の 神韻 を 漂 はす 學者 である。 個と全 體 との 相關を 絡え す 念し つ 


( 3  ) 序 


\ 生命 的なる ものに 迫らう とする 彼の 舉的 態度 は、 その 形象 學的 研究の 實踐と 相俟って、 —— 私 

と は對躕 的なる 擧 風なる にも 拘らす —— 私の 推服お く 能 はざる ものである。 敏感なる 著者 竹內君 は、 

恐らく 湯 地敎授 の學的 影響 を も 多分に 受けて ゐる であらう と 思 ふ。 そして、 かく 考 へる 事 は 私 Q 大 

いなる 眷び である。 

何故ならば、 竹內 君の 任務 は、 湯 地 教授 や 私 を 踏 ム：： にす るに ある。 君の 現下の 役割 は、 科擧 的な 

る ものと、 哲學 的なる ものとの 齊整 にある。 本書の 意圖も そこに あるので はない か、 と 言す る。 

勿論、 我等と 雖も、 この 儘停滯 する もので はない。 其點、 竹內君 は、 時間 的に は 後進で あるが、 

事實 は學犮 であり、 同伴者で あり、 或は 勁敵で あるか も 知れない。 

本書が、 擧 徒竹內 君の よき 出發點 となる やうに、 と 云 ふ贐の 言葉 を 捧げる に は、 私 はふ さはし く 

ない。 た K 淺學若 冠の 身 を 以て、 か. -る 大著の 卷頭を 汚す 光 榮に忸 促た るの みで ある。 

聊か 祝賀に か へ て 微意 を陳べ る。 (九、 一、 一 一 五) 

鹽田良 


自序. 

芥川龍之介 は旣に Classic である。 

彼が、 世 を 背き その 短い 一生 を 自ら 絶って から 逸く も 七 歳の 年月が 經 過した。 

彼が 一 生を絕 つた 昭和 初頭 は、 日本 文擧 史上 稀に 見る 過渡期で、 在来の 個人主義 文擧 漸く 衰退し 

新たに プ&レ タリ ァ文舉 が 1^ 然と 起り、 上昇し、 乃至 は 日本 文學を 席捲 せんが 如く 思 はれた 時代で 

あった。 

彼の 自殺 は、 それ 故 若き プロレタリア 文學の 礎石と して、 一段と 新時代 意識 を 有った 文擧 が、 旺 

盛に 創造され 漸く 發展 期に 入る ものと 豫 想され た。 が、 その後の 日本 文擧の 動向 は、 その 豫想を 見 

自 事 裏切った。 而 して 徒に、 反動的な 情勢の 中に、 文壇 は擧げ て沈湎 する ばかりであった。 

芥川龍之介が Classic であると いふ 感^ は、 近頃の 空白 時代に 際して、 尙更 その 深き を覺 える。 

) われわれが 芥川龍之介 を 省察す るの 與味津 々たる もの ある は、 彼が 現代に 輝いて ゐる 星で あるから 

C である。 


自 


序 


旣に Classic である 以上、 われわれ は その 研究 を歷 史的 價 値に 依存せ しめねば ならぬ。 小； i 

は 所詮、 藤 史家に 過ぎない とい ふ 芥川龍之介の 見解 を擴大 すれば、 われら も 亦、 正に藤.£.^;^ぶに過ぎ 

ないで あらう。 彼 は 旣に三 四の 文 學史に その 位置 を 占め、 殁 直後なら びに 過去 七 歳に 亙る 諸家の 研 

究は 彼の 風貌 を、 可成 鮮 かに 究明した やうに：：^ える。 然 かも 猶、 この 點に 於て 何等 見るべき ものが 

ない。  - 

本書 は 比較的 實證 主義 的に 資料 を 一鬼 集し、 日本 文 擧史の 一 部門と して 體系 づけた つもりで ある。 

芥川龍之介 は、 しかし、 謂 ふまで もな く 現代の 作家で も ある。 その 作品 は、 n::!: 發 表される 现代 

諸 作家の 中に 伍しても 優に 昨日べ ンを 置いた 如くに 潑剌 として ゐる。 而 して その 作品 は 何等の； j:^ 釋 

を 必要と しない。 之 半ば、 純 粹に文 擧 理論的に 研究 を 進展せ しめ 得る 所以で ある。 この 點に 於て は 

私 は 多くの 先行 研究家の 蹤を追 ひ、 比較的 多く 引用 をな しつ 、も 一 味の 鑑賞 的 態度 を 加味した つも 

りで ある。 

本書のと つた 態度 は、 以上の ニ點を 基調と して、 主として 芥川龍之介 自身なら びに、 彼 を 取^ん 

だ 偶然 II 遣傳、 生育、 境遇、 環境、 時代 等に 關 して、 彼の 多くの 短篇 を涉獵 して 稍-、：^ 細に 論じ 

た。 彼の 「系譜」 を 明瞭に し、 雜誌第 四 次 「新 思潮」 を 中心に 彼の 文 i^- 進出の 契機 を^ 明し、 また 


時代ぎ に 於て、 現代 日本. 一?- 學に 於け る 人生に 相 亙った 作家 群 —— 北 村 透 谷、 長 谷川 二葉 亭、 國木田 

獨歩、 川上 眉 山、 石 川 啄木、 有 島 武郞等 を 一 系列 線 上に 論じて、 「時代 趨勢より 見た る 龍 之 介の 地 

位」 を 見ようと したの も 以上の 微意に 出た ものであった。 

これ は、 龍 之 介の 晩年の 主張の 如く、 一方的に 哲擧 的、 自然 科擧 的、 經濟的 思想に 反應 する こと 

を さけて、 何よりも、 「人間 獸の 一生」 (小說 作法 十 則 • 遺稿) を 「ありのまま」 に 窺 はう とし a; ためで あ 

つた。 

序文 を 書いて ゐる 私に、 本書が 成る までの 美しい 情景が 目に 浮ぶ。 かって 私 は 芥川龍之介 論 を 企 

圖 して ゐた 頃、 鹽田 先生の 藝苑に 列した ことがある。 これ は 先生 御自身 序文に 於て 言及して ゐら， e 

るから 割愛す る。 また 湯 地 先生に は、 あの 日本 大學 のうら 寒い 廊下に 深更まで それ も 度々 御 指導 を 

自 仰いだ。 こ. -には その美し い 情景の 一 つ、 東京 市外 田 端 四 三 五番 地の 芥川家 訪問の 思 出 を 記さう。 

序 昭和 七 年 秋 九. 月、 まだ 淺暑 があった。 確か 私の 第二 回目の 訪問で あつたと 思 ふ。 表門から 入って 

う 左手の 木 戶を排 すると、 可成 廣ぃ 中庭が ある。 その 庭の 突 あたりが、 全集 第 六卷卷 頭の 寫眞の 如き 

3 

L 書齋 である。 その 書 齋に私 は 通された。 


序 

自 


庭 は 故人の 丹精の 跡 をと ビめ、 笆蕉 ゃ棕櫚 のた- -づ まゐ、 椎ゃ楓 の 枝の なり、 それから 飛石の 配 

置にまで 故人の 趣味が 窺 はれた。 

そこで 初めて 芥川龍之介の 親族の 方々 芥川龍之介 氏 令 甥 葛 卷義敏 氏、 養母、 未亡人 等に お 目に か 

i 親しく 御 指導 を 戴いた。  •  . 

いろいろのお 話 を 承って ゆく に從 つて 私が 有って ゐた 曖昧な 芥川龍之介 論に、 一 本 一 本 釘 を 打つ 

が 如き 力強 さ を 加 へ る 思 ひがした。 

さ つ きま で 喧し か つ た！： の聲も 落ちて、 いつしか こ の書齋 の 明り 障子 もタづ い て來 た。 

書齋の 庭から 向って 右 鴨居の 篇額 「澄 江 堂」 の 文字 も、 来た 時より は 明瞭で はない。 

そこへ 小 說家堀 辰 雄 氏が 來訪 されたり した。 

また、 去年の やはり 夏の ことであった。 愈々 本書 上梓の 運びに なった 旨 を 御 報告が てら 訪問した 

時であった。 

通された の は 座敷で、 その 座敷の 床に は、 齋 藤茂吉 氏の 歌の 掛軸、 右手に は 「風 = ^相 和」 の漱石 

の篇 額が 揭 げられ てゐ た。 それに、 す X めら れた 座布圑 が、 かって 佐 藤 春 夫 氏が 「芥川龍之介 を 憶 

ふ」 (改造 二 〇 ノ七) の 中で 言 ひ 及んだ、 それ は 支那 麻で、 中央に 濃い 淺 黄で r 壽」 の 字 を、 叫 方 


自ー 


序 
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に は 蝙蝠 を 染め出した 淸々 しい ものだった？ 

私 は、 これらの 印象 を 昨日の 事の 如く 今 憶 ひ 浮べる。 

そして 芥川御 一家の 方々 が、 この 小 著に 寄せた 手厚 レ御 援助と 御 支持 を 深く， 感謝す る 次第で あ 

る 0 

本書 卷 末に 發 表の 芥川龍之介 初期の 文章 「日光 小品」 の 如き も、 かくて 言 ふ 儘に 發 表の 機 會を與 

へられた。 右 「日光 小品」 は 岩波 版 芥川龍之介 全集に も揭 載され ざる、 未發 表の もので、 彼が 一 生 

を 貫いた 人生 觀藝術 觀を窺 ふに 足る 貴重なる 文献で ある。 

本書に 序文 を 賜った 湯 地 孝、 鹽田良 平 先生の いつも 乍ら の 御 厚意に 感謝す る。 見ら るる 如き 賞 讚 

の 辭に對 して は、 餘 りに 菲才 怠墮 なる 自分に 忸怩たる ものが ある。 幸ひ兩 先生の 御 指導 を 得て その 

驥尾 を 追 ふ を 得ば 幸甚である。 

こ の 兩 現代 文擧 研究家 の 序文 は、 必す や 本書 を客觀 的な 情勢に ま で 持 上げ る で あら う。 

摘、 兩 先生の 外、 橋 本進吉 先生、 坂 元三 郞 先生 は 本書 刊行に 微笑 を 以て 迎 へられ、 山 田 孝 雄、 今 

園 國貞、 森 本 治 吉の諸 先生に は 多 かれ 微かれ 日頃から 御 厚情 を 賜った。 附記して 謝 辭を陳 ぶ 次第で 

ある。 


> 末筆乍ら、 本書 出版に 關 して 直接 御盡 力の 勞を とられた 畏友 松 本浩記 氏なら びに 大同 館、 If 阪木 3 ぬ 

6 

C 三 氏に 感謝の 辭を陳 ねたい。 御兩人 は、 出版に はすぶ の 素人で ある 私に 常に 溫き 助言 を 御濺ぎ 下さ 

つた。 

序 か、 る さ、 やかな 小 著 も、 大方に 迎 へら るれば、 か \ る 多數の 方々 の 御 厚情の 賜で ある。 

昭和 九 年 一月 二十 六日 

竹 內  眞 


本書に 於て 單に 全集と 記せる は、 3 石 波 書店 刊 「芥川龍之介 全集」 を 指す。 尙 略記 を 次の 如く 

した。 

三 卷四三 五 頁 は (Co* 四 三 五) に、 別册 二三 頁 は、 (別 丄 一三) に 

これ は 唐 木 順 三 氏の 例に 倣った ので ある。 鷗外、 漱石、 寬 全集 等に 於ても 略 右の 例 を、 適用 

した。 

又單に 追悼 號と 記せる は、 昭和 一 一年 九月 號 文藝春秋 「芥川龍之介 追悼 號」 を 指す。 

本書 は 其 執筆 に 當り て 現代 文壇 の 諸 名家 の 諸 高 說を引 用 させて 頂き 參照 した 點が 多い 特記し 

て 謝意 を 述べたい。 又 時代 篇に 於て は 多 數の國 文 擧者諸 先生の 御高 說を參 照した これ また 词 

樣玆に 謝意 を 表する 次第で ある。 

この 書 はもと もと 著者が 國 文科 専攻の 卒業論文 として 執筆した もの を、 更に 修正した りした 

もので、 今 見ても 稚拙 極まりなき ものであるが 將來龍 之 介 論 を 記す 參考 ぐら ゐ になら うかと 

思って 勇 を 鼓して 上梓す る ことと した。  , 


例 几 （ 2  ) 


一、 序文のう ちに 一寸 述べて 置いた が、 本書に 於て 特に 御 厚意 を 忝 ふした 芥川御 一家の 方々. な 

ら びに、 葛 卷義敏 氏に 再び 深謝す る。 特に 「系譜」. 執筆に あたって は 多々 葛卷 氏に 負 ふと こ 

ろ 甚大なる ものが ある。 これ は 確かに 世の 蒙 を 啓く に 足る もの ある を 信す るが 故に、 それ だ 

け 氏の 後援 を 多と 致す 次第で ある。 氏の 私信の 節節に は、 この 書 刊行の 支持が 讀 まれた。 

(昭和 九、 一 • 一 一七 曰 記) • 
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^ 短篇の 極北  

6. 時代の 桎推  

第 四 章 「再び この 人 を 見よ」 (結語) 

〔附 錄〕 「日光 小品」 • . ： 芥川龍之介 初期 作品 發表. 

芥川龍之介 年譜 


S 

『？       四 四 

六  {rq  •=£ 


東 

大 

同 
館 
發 

行 


遂 正 

料 價 

一 八 

0  0 


島 爲男著 

〇 夏 目さん の 人 及 思想 S 版) は J 一一 ふ 3 

金子 彥ニ， g 閱 川 島 益 太郎著 

〇 現代 作家の 人 及 作風 (小 說篇) ^  ？  一一"^ 

〇 現代 作家の 人 及 作風 S 歌き は ほ ラ？〕 


宫 崎 安 右 衞門著 

〇 隨 筆 萆 は 醉 ふ 者 (好 評) 


芥川龍之介の 研究 

勢 

文 學士竹 內 眞著 

第一 篇 槪 論 

マイ ンレ V1K ル SI 確 死 S 力 を， I して 言。 11^^.-1^.^ ち、 

き3&：  -  ト  .1^ カゲ 一お 子に 死グ 1 魅力 を 諮 じたが a« 

後 容易に その 圏外に 逃れる こと i 出來 ない。 リメぶ っド 、3  、  r 

^a^/ レ グ みならす 同心 阗を めぐる やうて ぢ りぢリ l^ot ヽ.： .-f 

るので ある。  < ちりち リタ グ矿へ 步み寄 

.  —— 侏儒の 言葉 -1— 

芥川龍之介 は 昭和 1 一年 七月 1 1 十 W 日 自殺した。 

彼の II 時の 塞 は I、  ia^^i-...  ixMI 

^^  siiii  If 芥川 il らうと せす、 「；^ 」H 


明治 文 舉が迎 りついた 個人主義 文學の 完成が 自然主義 文擧 であるならば、 大！^ 期、 わが 芥川龍 之 

介 等の 新現實 主義 文學 は、 ゆく りなく も圓熟 期に 入った ものと 稱 して 誤 はない。. 

彼 はか， -る 日本 文學 史上 空前の 圓熟 期に 輩出し、 乃至、 圓 熟に 導いた 錚々 たる 作家の 一 人で ある。 

大正 五 年 第 四 次 「新 思潮」 發刊に 際し、 久米 K 雄、 菊 池 寛、 松 岡讓、 成瀨成 一 等と 共に その！： 人 

となつ た 芥川龍之介 は 、 そ の 創刊 號 に 掲載し た 短篇 「鼻」 が 時 の 文壇 の 重鎭夏 目漱石 の 推薦 を 5：: て 、 

一 躍 新進作家 として 出發 した。 

彼 は 「鼻」 以前の 發表 にか \ る 「羅生門」 より、 晚年 「或 阿呆の 一 生」 を 遣して 自殺す るまで、 

發 表の 短篇 實に 二百に 垂ん として ゐる。 短篇 集 「羅生門」 X 正 六 年刊) 「傀儡師」 (大正 八 ¥ 刊) 「影燈 

籠」 (大正 九 年刊) 「夜来の 花」 (大正 十 年刊) 「春 服」 (大正 十二 年刊) 「黄 ^ 風」 C 大正 十三 年刊) 「湖南の Ii」 

(昭和 二 年刊) の 自選に か. -る 七卷の 短篇 集に は 珠玉の 如き 短篇が 滿 載され てゐ る。 而 して 彼 は 死 を 決 

し て數 多の 遣 書 的 作品 を殘し てゐ る。 

その 間、 彼の 藝術境 は 「りんりん として 鳴り をた てる かの 如く 思 はれた。」 

性 俊敏、 博覽强 記、 古今東西に 涉 れる豐 かな 學殖 と、 名匠 氣 質の 彫琢 洗練され た その 枝 巧への 

進 は 彼れ の 作品 をして 燥 然と 日本 文學 史上に 光芒 を 放た し めて ゐる。 
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始め、 彼の 藝術は 新理智 派、 新 技巧 派、 新古典派の 名の 下に 呼稱 された。 それ は 寸分の 隙 もな く 

纏り 過ぎる 程よ く 纏った、 題 村の 新奇と 着想の 警拔と 相俟って 著しく 技巧的で あり、 か. -る 文學は 

理智 的に 訴 へまた 構成され たもので あり、 淸澄 典雅の 風格 は クラ シズム の 域に 達して ゐ たからの こ 

とであった。 而 して、 當 時の 批評家 は 彼の 人と 藝 術との 相 關を餘 りに 輕視 した。 

しかし、 彼の 業蹟を 一貫して 尋ねる 時、 何よりも 彼の 藝術は 著しく 彼 自身 を 語って ゐる 事に 想到 

する であらう。 

「周圍 は 醜い。 自己 も 醜い。 そして それ を 目の あたりに 見て 生きる の は 苦しい。 しかも 人 は その ま 

に 生きる 事を强 いられる。 一切 を 神の 仕業と すれば、 神の 仕業 は惡 むべき 嘲弄 だ。 (中略) 何故、 

こんなにして 迄 も 生存 をつ ビ ける 必要が あるの だら うと 思 ふ 事が ある。 そして 最後に 神に 對 する 復 

響 は、 自己の 生存 を 失 ふ 事 だと 思 ふ 事が ある。， K 大正 四 年 二月 二十 八 口 恒藤恭 宛 書簡 .7 丄 ハー) 

初期からの 斯 かる 人生 觀は、 彼の 藝 術に 著しく 反映して ゐる。 彼の 言の 如く、 死の 同心 圓を、 ぢ 

りぢ りと 歩み寄って ゐる姿 を、 われわれ は 彼の 藝 術に 於て みる。 

「死にに 行く 身を譬 ふれば、 仇し が 原の 道の 霜。 一足 づ つに 消えて 行く。 夢の 夢 こそ あはれ なれ。」 

會根崎 心中の 道行で はない が、 破の 作品の 中に 流れる 影^と した 寂.： i 感は、 同じ 響 を 共感せ しめる。 
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その 歩調 は、 初期より 次第に 晩年に 至る に從 つて ピッチ を 加へ てゐ る。 ： 

キ J み みよ さう がんの いろ  . 

君 看 雙眼色 

かたら ざれば うれ ひなき にに たり 

不 語 似無愁  ， 

これ は、 芥川龍之介の 第 一 短篇 集 「羅生門」 (阿蘭陀 書 刊) の 扉に 彫んだ 悒愁の 眼 差 を もった 彼の 

自畫 像で ある。 この 愛 句 を 彼 は、 生前 最後の 發表 となった 短篇 n 二つの 窓」 にほ錄 した。 

われわれ は兹 に、 この 句の もつ 重要性 を考 へたい。 

初期 以來、 彼の 雙眸の 色が、 人生の 堪へ難 さ を、 人間 獸の 遁れ ざる 運命 を、 不合理な、 人^の 述 

命 を 語って ゐ るに 充分で あるの をみ る。 かくて、 被の 藝術 は、 彼の 「悲しき 玩具」 であった。 

彼 は 彼の 作品の 主人公 を遁れ ざる 運命の 桎楷の 下に 置いた。 而 して 死 を、 多く は 自殺せ しめて ゐ 

る。 旣に 幸福に は 背 を 向けて ゐた彼 は、 幸福た るべき 境地に 居ながら、 その 幸福に しのびよる： 種 

の 哀愁 感を 幾度 か 作品の なかに 扱った。 

「遣 摩、 境遇、 偶然 11 我我の 運命 を 司る もの は畢竞 この 一 二者で ある」 (eii の 言萊) 


狂人の 母の 子で ある 芥川龍之介の 「人生 は、 地獄よりも 地獄 的で ある.」 のに 何も 不思議 はない。 

彼 は 南京 藻の 浮んだ、 頹廢 的な 東京 本 所、 大 川端に 幼少から 養家に 生育した。 江戸っ子の ュ ー 乇 

ァ も 彼の 遣傳 境遇 の 前に は餘り に 薄弱 でさへ ある。 

彼 は 生れ 乍ら にして 世紀末 的 詩人であった。 と共に、 彼 は 一人の 潑剌 なる 人生 探究の 行者と して 

隙間な く 張り 渡されて ゐ る 因襲 を拂 ひ拂 ひもの \ 本 體に隨 を 輝し てゐ る。 がいつ も 彼 は 押 返され て 

ゐ る。  - 


i ずみ  おこ  くぐ 

「兎 は 蒙の 心を發 して、 ：：： 耳 は 高く 瘾せ にして、 目 は 大きに 前の 足 短く、 尻の 穴 は 大きに 開いて， 

ある  ものな 

東西南北 求め 行け ども、 更に 求め 得た る 物 先し …… 」 

さんじゅう ぼさつの みちをお こな ひう さぎみ を やく ものがたり  ジャ ァタガ 

今昔 物語 卷五、 三 獸行 菩薩 道 兎 燒身語 と 云ぶ jataka の 中に こんなお 前の 肖像 畫がぁ 

る。  C 動物 圍 *5.1 八 六)  、 


〇• 八の ヴ ヱ ロナ アルに、 安眠 を とらなければ ならなかった 晩年の 健康 は、 次第に 「氷の やうに 

澄み渡った、 病的な 世界」 へ 彼 を 導いた。 ， 
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時 あだか も 個人主義 文舉 は、 その 圓 熟から 次第に 爛熟に 解體 せんとし、 新興 文 たる プ C レ タリ 

ァ文學 が 日本 文學 史上に 擦： 頭した 時であった。 而 して 從 来の 個人主義に 對 して 社會 主義、 資本、 王雜 

に對 して 無產 主義の 相 剡が多 かれ 少 かれ 作家の 心 奧を播 きむ しった。 

一代の インテリ ゲン チ ユア 作家、 芥川龍之介が、 この 新時代 意識に 逸早く 反應を 起した のに 何の 

不思議 はない。  y 

作家 は 畢竟、 時代の 嵐に 吹かれて ゐる 一本の 葦に 過ぎない。 時代 を 認識 すれば する 程、 彼の 術 

は 停止せ すに は 居られない。 

それが、 彼 自身の 人生 觀に 拍車 を 加へ ていった。 

肉體 的に も 精神的に も 「丁度 昔 スイフトの 見た 木末から 枯れて 來る 立ち木」 に 自ら を！ 13- なければ 

ならなかった 彼 は、 作品 「三つの 窓」 の 結末に 於て 自分自身 を ニ萬噸 XX に gl へて、 彼の 急：；； 一 せる 

運命 を 語って ゐ る。 

1 一 萬顺の X  X は 白 じらと 乾いた ドックの 中に 高 だかと 艦首 を 擡げて ゐた。 彼の 前に は 巡洋艦 ゃ驅 

遂艇が 何 隻も出 人して ゐた。 それから 新しい 潜航艇 や 水上飛行機 も 見えない ことはなかった。 しか 


しそれ 等 は XX に は 菜な さ を 感じさせる ばかりだった。 XX は 照ったり 曇ったり する 撗須賀 軍港 を 

見渡した まま、 ぢ いっと 彼の 運命 を 待ちつ づけて ゐた。 その 間 もや はりお のづ から 甲板の じりじり 

反り返って 來 るのに 幾分 か 不安 を 感じながら …… 。 (三つの 窓 •  4  • 五 九 五) 

有 島 武郞は 「底な しの 沼」 乃至 「瞳の ない 眼」 などの 如き 叙情詩に、 インテリ ゲン チ ュ ァの虛 空 

を 感じつ、 逝った。 芥川龍之介 は、 それよりも 更に、 悲痛 なること は、 自己に 根ざして ゐる こと だ。 

「わたしたち は必 すし も わたしたち ではない。 わたしたちの 祖先 は 悉く わたしたちの 中に 息づ いて 

ゐる。 わたしたちの 中に ゐる 祖先に 從 はなければ、 わたしたち は 不幸に 陷ら なければ ならぬ。」 (6 ん 

三 一 ) と 云って ゐ るの がそれ だ。 

彼の 運命 は、 もはや 「いたく 憂て 死ぬ ばかり」 の 敗北の 道に 通じて ゐ るの を觀る 時、 われら 又 彼 

と共に 慟哭 を 禁じ 得ないで あらう。  . 

かくて 晚 年の 作品 は、 嚴肅 なまた 悲慘 なる 人間 記錄 となった。 それ 等の 數々 の 作品 は、 彼の 血で 

書いた 必死の 墓標で ある。 

ぢりぢ りと 死に 近寄って いった 彼 は、 自ら 死の 磨と なった。 かって まだ 彼が 「新 思潮」 時代、 そ 
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の師 夏目漱 石が 「牛になる 事 はどうしても 必要です。 吾々 はと かく 馬に なりたが るが、 牛に は 中々. 

なり 切れないです」 と 云 ひ、 「世の中 は 根氣の 前に は 頭 を 下げる 市 c:^ を 知って ゐ ますが、 火花の 前に は 

1 瞬の 記憶し か與 へて 吳れ ません。」 (大正 五 ハ+ 八 二十 四 曰芥川 • 久 米 宛漱石 全集 S  • 五  一 ◦) と 論した 

こと も 忘れた が 如くに。 

しかし、 彼の 自殺 は 彼の 人 乃至 藝術を 尋ねる 時 必定の ものであった 以上 之 を 云云す る 事 は 僭越で 

ある。 

被 は 幾多の 功績 を 日本 文擧 史上に 遣して 糜 然と 輝いて ゐ るので ある。 

左 は レー 1 ンに 捧げた 彼の 讃歌で ある。 が、 これ を 彼の 讃歌と みて 大した 誤が なから うと 思 ふ。 

誰よりも 十戒 を 守った 君 は 

誰よりも 十戒 を 破った 君 だ。 

誰よりも 民衆 を 愛した 君 は 

誰よ り も 民衆 を輕 蔑し た 君 だ。 


誰よりも 理想に 燃え 上った 君 は 

誰よりも 現實を 知って ゐた君 だ。 

君 は 僕 等の 東洋が 生んだ 

草花の 句の する 電氣機 關車だ 。 
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第二 篇 生涯 論 

第一 期 少年 時代 明治 1 一十 五 年 —明治 四十 一 一年 〔敵 11 f〕 

「 一 〕「JJ の 人 を 見よ」 

芥川龍之介 は、 明治 二十 五 年 三月 一 日、 東京 市 京 橋 厘 入船 町に、 新原敏 三の 長男と して 生れた。 

辰华辰 nr 辰 日 辰 刻の 出生なる を 以て 龍 之 介と 命名され たと 云 ふ。 

父 四十 ニ才母 三十 三才 卽ち、 雨 親 共に 世俗の 所謂 大厄の 年の 出生で ある 破 は、 當然 昔より 傳 はれ 

る 迷信の 上から 一度び 捨兒 として その 形式 を 踏ませられた。 卽 ちその 拾 ひ 親 は、 彼が 生家 牧舍の 

日暮里 支店 を預 りし 故人 松 村淺ー 一 郞 氏で ある。 

母の 名 は 、「ふく。」 芥川 家より 新 原 家に 嫁いだ 人で、 作品 r 點 鬼簿」 や 「或 阿呆の 一 生」 に 見える 

如く、 龍 之 介 生後 九 ヶ月 卽ち 明治 二十 五 年 十一月に 發 狂した。 それに 加へ て、 母方に 子がなかった 

爲、 當時 東京 巿本所 區小泉 町 十五 番地の 芥川 家に 入った。 

養父 芥川道 章 は 母の 實 兄に 當る。 卽ち、 龍 之 介から 云へば、 道 章 は 伯父で あり 養父であった。 斯 
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様に して 龍 之 介 は、 芥川 家に 人った が籍を 移して、 芥 川の 姓 を 胃した の は、 その後、 資母を 十 ； 才 

にして 失った その 頃であった らしい。 猶、 この頃まで は 「龍 之 助」 が 正しく 「龍 之 介」 と 改めた の 一 

も、 この 顷 であった とい ふ。 

芥川龍之介 は、 遣傳 的に は、 それ故に、 實母 「ふく」 の 影響 を 最も 多く 承繼 いで ゐ ると る 察が 

出来る。  -  一 

寳父 新原敏 三の 本籍 は 山 口 縣攻珂 郡 賀見畑 村 字 生 見 八 十八番 地 屋敷。 彼 は 十八 才の 頃、 萩の 亂にー 

加 はり 敗走し、 同鄕、 益 田 孝、 潞澤榮 一 をた より 箱 根 仙 石 原に 牧合を 開き 成功し、 後上 京、 新 

と 築地 入船 町に 牧場 を 持ち 手廣く 事業 を經營 した。 降って 築地 人 船 町が 外國人 居^地と なるや、 當 

時 芝、 新錢座 町に 住宅 を 移し 營 業に 從 事し、 新 宿に は 依然として 牧場 を存 つて ゐた。 龍 之 介が 牛： 仏 

たの は、 まだ 人 船 町に 住居が あった 頃で ある。  一 

元来、 芥川 家は嘉 永年 問よりの 舊 家で、 代々 ぉ坊ぉ として 殿中に 奉仕した。 龍 之 介の 小品 「職 做」 

(5  •  二 五 3) の 中に 『嘉永 それの 年に 鎮られ たる 本 所 繪圖を ひらきた ま はば、 土屋 佐渡守 の： 敷の 

前に 小さく  r 芥川」 と 記せる を兑 たま ふらむ。 この 「芥 川」 ぞ わが 家な りけ る。』 と あり r 德川家 瓦解 

の 後 は 扶持 さへ 失 ひ、 今 はた ひと 珠の職 梅の みぞ. H ハ 世の 孫に は俾 はりたり ける。」 と あるから、 _ 
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龍 之 介 は 芥川家 十六 世の 孫に あたる わけで ある。 

右の 「嘉永 それの 年に 鎮られ たる 本 所 繪圖」 を 想定 すれば、 (m^ して、 龍 之 介は嘉 永の いづれ の 本 

所 繪圖を 指して ゐ るか 不明で は あるが) 玆に 一 の 「嘉永 新鐫」 の 「本 所 繪圖」 を 著者 は 示す ことが 

出来る。 それ は、 正しく 龍 之 介の 右の 文を滿 足せし める からで ある。 (寫 眞參 照) 

この 嘉永 新鐫、 本 所 縫圖は 「戸松 昌訓著 之」 と あり、 「安政 ニ卯歲 改正」 の 文字が あり、 板 元は、 

江 戶魏町 六 丁目、 尾 張屋淸 七と なって ゐる。 

右の 「本 所 繪圖」 に徵 すれば、 圖中 左上に、 回向 院の 東に 大きく 土 屋佐渡 守、 隣って、 本 田內藏 

助の 屋敷が あり、 道路 を 隔て & 前に 「竹 村.」 rs^ 能」 「芥 川」 「ノグチ」 「フカ 川」 の 順に 竝んで ゐる中 「芥 

川」 家 は 丁度 土 屋佐渡 守の 屋敷の 前に 見出す 事が 出来る。 

まだ 德川 時代、 御 竹 歳が あり、 御厩 河岸 之 渡が あり、 本 所 一 帶は諸 大名の 上屋敷、 中 屋敷、 下屋 

敷が 軒 を 連ねて ゐた 時代で ある。 實に芥 川 家 は、 それ以来 の舊 家であった。 

舊 家であった 芥川 家に 幼少から 育った 彼 は 家の 本箱から 早く も 草双紙 を、 殊に 「西遊記」 を飜案 

した 「金 爲羅利 生 記」 の 主人公の 大 天狗 や 「妙々 車」 の 化物に 近い 女に 驚異の 瞳 を 放って ゐる。 (追 

憶 5 丄ハ四 七) 又 郵便箱から 「母 や 伯母が 日の 暮 になる と 代る代る 門の 側へ 行き」 往来の 人通り を 


論涯生 （ 14  ) 


眺めた 封建時代の 名淺 をと めた 本 所 界隈 11 殊に は、 大溝 ゃ兩國 やお 竹藏、 さて は 问 向 院ゃ大 川 

端に、 彼の 幼少 時代 を 送った。 

舊 家に 育ち、 早くから 本に 親しむ 機會に 接した 事、 それから 環境が 灰色の 下町 本 所兩國 であった 

事 は、 彼の 芽 生 —— 纏て は 生長 後の 人生 觀ゃ藝 術 觀に 多分の 影響 を殘 したと m 心 はれる。 蓋し 幼少 時 

. 代の 敎養ゃ 環境が、 實に屢 生長 後の —.— 寧ろ 一 生 を 支配す る もの だから。 後年の 自傳的 作品 r 大導 

信輔の 半生」 にも 「南京 藻の 浮んだ 大溝 はいつ も 惡臭を 放って ゐた」 とい ひ、 「憐 みだった にもせ よ 三 

十 年後 の 今日 さへ 時々 彼の 夢に 入る もの は 未だ に それ 等の 場所ば かりで ある … … 」 といって ゐろ。 

幼稚園 は 名高い 回向 院の隣 本 所 元 町 江 東 小 舉校附 馬であった。 七才 同小 擧 校に 進み 成 Si は 優秀で 

あった。 しかし 彼の 體は 弱かった。 殊に 便泌 さへ すれば、 必す ひきつける 子供だった。 彼が：；^ 後に 

ひきつけた 當 時の 事 を、 「夢中 遊行」 (6 丄ハ四 八) の 中に 記して ゐる。 

それ 故、 肉體 的に 健康な ものに、 反感に 近い もの を與へ 易かった。 場所柄、 「相撲」 —— 殊に 常時 

は 常 陸 山 ゃ梅ケ 谷 の 全盛時代で あ つ たけれ ども。 

小擧 校へ 人舉 してより、 家の 本箱より 以外に 貸本屋の 影響 を 受け 出した。 そして 講釋 本. V、 端 か 

ら端 迄す つかり 讀み盡 してし まった。 やがて さう した ものから 導かれて、 まづ 、『八 犬 傅』 を？： ほみ 『四 
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遊 記』 『水 滸傳』 を讀 み、 馬 琴の もの、 三 馬 ひもの、 一 九の もの、 近 松の も. の を讀み 始めた。 

(別 丄ハ 〇p 

十一 歲。 「實母 を 失 ふ。 此の頃より 英語と 漢擧 とを學 ぶ。 英語 は ナショナル リ. I ダ ー より 始め、 漢 

文 は 日本 外史より 始 む。」 (年譜) それから、 習字と を 習った。 敎師は 宇治 紫 山と いふ 一 中 節のお 師 

匠の 一人息子。 そして、 龍 之 介 は、 相 生 町 二 丁目の その 師匠に 小擧 校の 科 業の 外に 個人指導 を 受け 

たので ある。 一 方 「活動 寫眞」 や 「川開き」 や 「回向 院境內 の いろいろの 見世物」 やから、 都會的 

な 刺戟 を 受けた。 本 所の 壽 座が 出来た の もや はり その 頃の ことだった。 

幼稚園に 入った 頃、 海軍 將 校になる つもりだった 龍 之 介 は小擧 校へ は ひった 頃から い つ か畫家 

11 それ も 洋畫家 志願に 變 つて ゐた、 彼の 叔母 は 狩 野 勝 玉と いふ 芳 崖の 弟子に 緣 づき、 そして 叔父 

も 裁刺官 だった 雨 谷に 南 畫を學 んでゐ たから。 

水泳 は 日本 水泳 協會 にて 習 はり、 永 井 荷 風 谷 崎 潤 一 郞氏も そこへ 通った。  ， 

生來 犬が 嫌いで、 大に 吠られて 他の 家へ 馳 込んだ 追憶 (6 丄ハ 五六) 後年の 作 「保 吉の 手帳から」 

は 、「わん」 とい ふ 犬の 啼聲 から 始まって ゐる。 この 點ゲ H テゃス トリ ンド • ベ ルク に似て ゐ ると 彼 

自ら 云って ゐる。 
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そして 龍 之 介が 如何に 早熟で あつたか は、 左の 引用に よっても 明かで あらう。 

芝居 や 小 說は隨 分 小さい 時から 見ました。 先の 圑十 郞、 菊 五郎、 秀 調な ども 覺 えて ゐ ます。 ； 4 が 始めて 芝お 

を 見た の は、 團十郎 が 齋藤內 藏之助 を やった 時 ださう です が、 これ はよ く覺 えて ゐ ません。 何でも この 時 は. S 

藏之 助が 馬を曳 いて 花道へ かかる と、 棧 敷の 後で 母に おぶさって ゐた 私が、 嬉しがって、 大きな 犟で 「ああう 

まえん」 と 云った さう です。 二つ か 三つ 位の 時で せう。 小說 らしい 小說 は、 泉 鏡 花 氏の 「化 銀杏」 が 始め だつ 

たと 思 ひます、 尤も その 前に 「倭文^^」 や 「妙々 車」 の やうな もの は 卒業して ゐ ましたつ これ はもう i::! 等 小 3： わ 

校へ 入って からです o( 文學 好きの 家庭から 6 丄ー 一九 一 〕 

確か 小學 校の 二三 年生 頃、 僕 等の 先生 は 僕 等の 机に 耳の 靑ぃ藁 牛 紙 を 配リ、 それへ 「可愛い と S ふ もの」 と 「笑 

しいと 思 ふ もの」 と を 書け と 云った。 僕 は 象 を 「可愛い と 思 ふ もの」 にし、 雲 を 美しい と 思 ふ もの」 にした。 

それ は 僕に は眞實 だった。 が、 僕の 答案 は 生 僧 先生に は氣に 入らなかった。 

「雲な ど は どこが 美しい？ 象 も 唯 大きい ばかり ぢ やな い ？」 

先生 はかう たしなめた 後、 獎の 答案へ X 印 をつ けた 。(追憶 • 三十 一 答案 6 丄 ハ五 九) 

彼 はかくて 舊制 高等 小學ー 年生の 時に、 旣に、 德富蘆 花の 「自然と 人生」 や 「思 ひ 出の 記」 を^ 

んでゐ る。 彼が まだ 十一 の 時で ある。 
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この 年 四月、 高 一 の 同級、 淸水昌 彦、 田代劎 吉郞、 大島敏 夫、 野ロ眞 造、 秋 永 周 道、 岡 本 與四郞 

等と、 回 覽雜誌 「日の出 界」 (寫 眞參 照) を發刊 し、 彼 自ら、 編輯に 當り、 カット 表紙 畫 まで 畫く程 

の 熱心 さであった。 彼 は、 「大海 賊 J  , ゥ H 1 ルカ ー. ム」 「不思議」 「西洋お 伽」 などの 小說 「無 鐵 砲と 不 

活澄」 「彰仁 親王 薨す」 「怒濤の 乘切」 r 學問城 攻擊」 「夜」 などの 短文 を揭 載して ゐる。 この 回 覽雜誌 

は、 明治 三十 六 年 四 巧 一 一十 日 創立 一 週 年 記念 號を發 行して ゐ るから 少く とも 一 年間 はつ ^けられた 

ものである。 

文章なら びに、 文 擧的勞 作に、 旣に 熱心であった 彼 を、 われわれ は 見る ので ある。 

この頃 —— 明治 三十 七 年 日露の 戰 端が 開かれた。 彼 は 明治 三十 八 年 十四 歳に て 「東京 府立 第三 中 

擧 校に 入學。 上級に 後藤 末 維、 久保田 万太郞 あり、 文 學の書 を多讀 す。 成績 善し」 (年譜) その 文學 

の 中、 泉 鏡 花、 夏目漱 石、 森鷗外 等に 沒 頭した。 又 漢詩 を 多く 讀ん でゐ る。 

技巧 や fairly- tale の 一面 を 鏡 花に、 淑 石を師 として やがて 見出され 文壇に 立ち、 その 文學の 基調 

を鷗外 に 置い た 作家 龍 之 介 の 胚胎 を 見 るで はない か。 

而 して 讀書 は、 次第に 本格的に、 その 範圍 を擴 大して 行った。 「愛讀 書の 印象」 (別 丄ハ 〇 二) 中に 彼 

は 次の 如く 語って ゐる。 
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急 

『子供の 時の 愛讀霄 は 「西遊記」 が 第一 である。 これ 等 は 今日で も 僕の 愛讀 書で ある。 比喩 談 として これほど 

の 傑作 は、 西洋に は 一 つもない であらう と 思 ふ。 名高い バン ヤンの 「天路歴程」 など も 到底 この 「西遊， 記」 の 

敵で はない。 それから 「水 滸傳」 も愛讀 書の 一 つで ある。 これ も 今以て 愛讀 して ゐる。 一時 は 「水 滸俾」 の 巾の 一 百 

八 人の 豪傑の 名前 を 悉く 諳記して ゐた ことがある。 その 時分で も 押 川春浪 の 胃 險小說 や 何 かよりも この 「水 

滸傅」 だの 「西遊記」 だのと いふ 方が 遙 かに 僕に 而 白かった。 

中學へ 入る 前から 德富蘆 花 氏の 「自然と 人生」 ゃ樗 牛の 「平家 雜感」 や 小，： Igl 水 氏の 「口 本山 水 論」 を 愛- 1! 

した。 同時に、 夏 目さん の 「猫」 や 鏡 花 氏の 「風流 線」 ゃ綠 雨の 「あられ 酒」 を愛讀 した』 

「中 學の五 年の 時に、 r 義： w 論」 とい ふ 論文 を 校友 會雜 誌に 出した。 これが 一番 始めに 書いて 出して 见た 文.； S. 

であった。 しかし、 當時 では まだ 作家に ならう とい ふやうな 考へは 浮ばなかった。 將來 は^ 史{ 氷に ならう とい 

ふやう に 思って ゐ た。」 

彼 は中擧 では 柔術 を 習った。 濱町 河岸の 大 竹と 云 ふ 道場へ 寒稽古に 通った。 大 竹の 柔術 は： 太 拗 

心 流だった。 

屮學 時代 成績 拔群 であった 彼 も 復習 をし なかった。 しかし 試 驗勉强 は 度た びした。 

「試驗 が ある 度に 舉業 はいつ も高點 だった。 が 所謂 操行 點 だけ は 一 度 も 六點を 上らなかった」。 「屮學 

は 彼に は 悪夢だった。 けれども、 悪夢だった こと は必 すし も 不幸と は 限らなかった。 彼 は その 爲に 

少く とも 孤 獨に堪 へる 性情 を 生じた。」 彼の 敎師を 憎んだ の も中學 時代で ある。 英語の 1  ザ に 獨歩ゃ 
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花 袋 を讀ん だとい ふので 英語の 敎師 から、 武道 や 競技に 興味 を 持たない と 云 ふので 國漢 の敎師 力ら 

それぞれ からか はれ、 これ 等の 屈辱に 反撥して、 自尊心の 高い 彼 は 自我 を强 くした。 そして 孤獨を 

胚胎した。 文弱で あり、 傲慢で あり、 一面、 輕佻浮 藩で すらあった。 それ は 聰明であった 彼の 特質 

で すらあった らう。 

龍 之 介 は、 「大導 寺 信輔の 半生」 の 「貧困」 の處に 次の 如く 彼の 家庭 を 語って ゐる。 

「信輔 の 家庭 は 貧しかった。 尤も 彼等の 貧困 は 棟割長屋に 雜居 する 下流 階級の 貧困ではなかった。 が、 體裁を 

繕ふ爲 により 苦痛 を 受けなければ ならぬ 中流 下層階級の 貧困だった。 返 職 官吏だった 彼の 父 は 多少の 貯金の 利 

子 を 除けば、 一 年に 五 百圓の 恩給に 女中と も 家族 五 人の 口 を 糊して 行かなければ ならなかった。 その 爲には 勿 

論 節儉の 上に も 節儉を 加へ なければ ならなかった。 彼等 は玄關 とも 五 問の 家に II しかも 小さ い ii- の ある 門 構 

へ の 家に 住んで ゐた。 

彼 は 二 ス 臭い 机に、 素直に IS いた 事の ない その 抽斗に、 早く も 彼の 貧困 を 味った。 そして、 . 更に 憎 

ん だもの は 貧困から くる 僞り であった。 近處の 菓子屋から 買った カステラ を 「風月」 の 菓子 折に つ 

めて 進物と する 母、 一冊の 漢和 辭典 を 買 ふこと さへ 「奢侈 文弱」 であると いって 勤儉尙 武を敎 へた 

父、 —— 彼 はこの 貧困に 處 して、 この 貧 W ゃ虛 僞に對 する 憎惡を やがて は憎惡 する やうに なって 行 

つた。 が この 感情 は 「彼の 心へ 消し 難い 痕跡 を殘 して ゐ た。」 
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一圓の 金 を贳ひ 本屋へ 本 を 買 ひに 出掛ける。 1 圆 出し さへ すれば、 自分の 欲しい 本 は \i ^に 入れられる。 が 一 

關を 出す 事に 逡巡 する。 さう して 七十 錢か 八十 錢の本 を 買って 來た 後、 後悔す る。 (追惊 6 にム 六 五) 

龍 之 介 も 亦 多くの 中 產下曆 階級の 子弟と この 點は 變ら なか つ た。 

長男に 生れて、 兩 親の 愛 を 一身に 受 くべ くして 受け 得られなかった 彼、 早くから 養家に 育ち、 控 

へ 目 勝な 日 を、 最も 重大な 時期に 於て 敢て おくらなければ ならなかった 彼 —— これ 等 は 彼の 灰色の 

下町の 環境と 相 埃って 到底 救 ひ 難い 人生 觀を 少年 時代の わが 芥川龍之介に 植付けた ものと m わ はれる。 

孤 獨、 貧困、 それ は 外面 的な もので はない。 深い 內 面に 爭ん だ、 どうに もなら ない 愤 である。 悄 

惡を 憎惡す ると は その 間 の 消息 を 語 つて ゐ よう。 

かくて 家庭的に も 老人 達に 對し控 へ 目 勝な 遠慮 を、 氣まづ さ を、 敏感な 彼 は、 もう 年少の この 時 

代から 深刻に 感じて ゐた であらう。 

然 かも、 彼 はよ き 子、 よき 擧生 であった。 

〔二〕 系 譜 

此處 まで 迎 つて 来た 私 は、 ここで 局面 をー轉 して 再び 芥川龍之介の 家 そのものに 立！： して、 そ^;- 
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血族 を 跡 づける であらう。 

芥川龍之介の 系譜 を發 表した もの は 未だない やうで ある。 左 は 私が 芥川家 を 訪れた 際、 豫め 全集 

に 依り 腹案 を 作製して 行つ て、 芥川龍之介 令 甥 葛 卷義敏 氏なら びに 芥川 一 家の 方々 から 直接 御敎示 

を 受けて 作製した ものである。 


(芥川龍之介 系譜 ン 


とも 

儔 (七十 八 歳) 


—芥川 道 章 (歿 )， 


女 (歿 ) 

一一 

- (竹 內) 得 二 (歿) 11 養子 (竹內 仙 治郞) 

嫁 

-芥川 ふき (七十 九 歳) 

-(f4^ 川) ふく 

-新 原敏三 (歿) 

—— 得 二  (新 原 家) 


i 初子 (歿) 


葛 卷義定 (歿) 

—義敏 

—里子 

 久子 

龍 之 介 (殁) 西川璺 (歿) 

I 比呂志 

I 多 加 志 

—也 寸志 


塚 本 善 五郎 (歿 )』 


|( 芥川) ふゆ 


鈴 


—(塚 本) 文 子 

ヤシ マ 

—八洲 
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芥川龍之介 は、 父 は 新原敏 三、 母 は芥川 家から 嫁した ふくであった。 この 母の 事 は 「點 鬼、」 一 

や 「或 阿呆の 「生」 に 記せる 如く 龍 之 介 生後 もな く狂氣 した。 龍 之 介 は 「一 度 も 僕の 母に、 2;^ ら 

しい 親しみ を 感じた こと はない。 僕の 母は髮 を猫卷 きにし、 いつも 芝の 實家 にたった 一 人 や-りな がー 

ら、 長 煙管です ぱすぱ 煙草 を 吸って ゐる。 顏も 小さければ 體も 小さい。 その 又領 はどうい" If か、 ： 

少しも. 生氣 のない 灰色 をして ゐる。 僕 はいつ か西廂 記を讀 み、 十； ロ氣 泥臭 味の 語に 出 八 グリた 時に 忽 

ち 僕の 母の 顔 を ——— 痩せ細った 横顔 を 思 出した。」 と r 點 鬼簿」 に 云って ゐる。 龍 之 介の 卜 一 才に. 一 

す。 命日 は 明治 三十 五 年 十 一 月ー 一十 八日。 又 戒名 は歸命 院妙乘 日進大 姉。  一 

龍 之 介 は後华 「侏儒の 言葉」 の 中に、  一 

一 

.  一 

「人生 は 落丁の 多い 書物に 似て ゐる。 一 部 を 成す と は稱し 難い。 しかし 鬼に 角 一 部 を 成し てん 

る。」 (6  • 五 七 一)  ； 

「人生 は 地獄よりも 地獄 的で ある。」 (6  • 五 七 七) 

一 

とい ひ 又  ^ 
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「人生の 悲劇の 第一 幕 は 親子と なった ことに はじまって ゐ る。」 (6  • 五 九 七) 

などと いふ 一 見 刻薄に 聞え る 言 も、 彼に は 止む を 得なかった 運命的な 眞情を そこに 見る ので ある。 

さう して 此 等の 貢 そのものの 中に 芥川龍之介が 感ぜられる ばかり か、 それ 等の 言のう ちに 龍 之 介 は . 

生長 を 遂げ て 行った ので ある。 

前に も 言った 如く 芥川家 を 冒した のは實 母の 死んだ 頃で あつたが、 發 病後 間もなく 芥川道 章 氏 方 

へ 移って ゐた。 

實父敏 三に は 元來、 紅床康 太郎、 新 原 元 一二郎 等の 弟、 それに 外に 一人の 妹が あった。 うち 新 原 元 

三郞は 早くから 上京、 細 木 香以の 姪え い を 妻に 迎 へ 炭屋を 家業と して ゐた。 

實父敏 三 は 牛乳屋で あり 「小さい 成功者，」 の 一 人で 當時 新しい 鬼 實ゃ飮 料 を 進めたり して 龍 之 介 

を 養家から 取り 戾さ うとした とい ふこと が やはり 「點 鬼簿」 に 記されて ゐる。 大正 八 年 三月、 龍 之 

介が 海軍 機關 擧校囑 托を辭 して 専ら 作家 坐活に 人る 月 歿した。 元來 「點 鬼簿」 は 鬼籍に 入った 龍 之 

介の 親族 三人 を寫 した ものであるが、 父母の こと は 以上の 如くで ある。 

最後の 一 人 は 龍 之 介の 姉 初子で ある。 

元来 新原敏 三と 妻 ふくとの 間に は 三人の 子供が あった。 (寫 眞參 照) 長女 初子、 次女 久子、 そし 
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て、 最後に 長男と して 生れた のが 龍 之 介 その 人で あつたの だ。 卽ち 彼等 は 一一： 人 姉弟であった。 

初子 は、 龍 之 介の 生れる 前、 卽ち、 明治 二十 四 年 iln 五日 突然 夭折した。 三人 姉、 め 中 一番 賢 かつ 

たの もこの 姊 であり、 芝の 新錢 座から わざわざ 築地の サン マァズ 夫人. の 幼稚園へ 通 ひ、 時々 本 所の 

芥川 家に も 泊り に 来たと いふ。 

父母の 愛 を 一 番餘 計に 受けた の も 彼女で あり、 行く行く は 新 原 を承繼 がせる i*: であった とい ふ。 

父に も 母に も 人並の 愛 を 感じなかった 龍 之 介 も、 この 賢かった 未見の 姉 だけに は 骨肉の 愛 を 感じ 

てゐ たらしい。 r 點 鬼簿」 に 加へ た 三人の 中  一 ^慕 はしく 描寫 して ゐ るの もこの 姊 である。 

囚 にこの 三人 —— 父敏 三、 母 ふく、 姉 初子の 墓地 は 谷 中で ある。 

次女 久子 —— 龍 之 介から 云へば 直前の 姉 は、 初め 葛 卷義定 に 嫁し、 一男 義敏 一女 里子 を舉 げてゐ 

るが、 氏 歿後 は 西 川豐に 緣 して ゐる。 

葛 卷義敏 氏 は r 晚春賣 文 日記」 に 出て 來る龍 之 介の 令 甥、 晩年 「文 藝 的な 餘 りに 文圈 的な」 に 氏 

の 援助が あり、 龍 之 介との 關係 緊密な ものが あった。 書簡集 (全 七卷) にも 氏 宛の 手紙が 多い。 今 

は 田 端 四 三 五芥川 家に お る。 私が 敎を賜 つたの も 氏であった。 

再緣 先、 西 川 氏 は 辯護士 にて、 作品 「齒 車」 の 「レエ ン*コー ト」 の 「僕の 姉の 夬は、 その 日の 午 
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後、 東京から 餘.^ 離れて ゐ ない 或 田 舍に鑠 死して ゐた。 しかも 季節に 緣 のない レ H ン* コ 1- トをひ 

つかけ てゐ た。」 中の 姉の 夫 はこの 西川豐 氏で、 氏 は 職掌 上 或 問題 中火 事に 遇 ひ、 放火の 嫌疑 を かけ 

られ てゐた 矢先、 鑠死 自殺した ものである。 

晩年の 病苦に 加へ て か、 る 親族 間の 突 發事は 彼の 心境 をー歷 暗澹と し、 それに 加へ て、 賴 みとし 

てゐた 夫人の 令弟、 八洲 氏の 發 病と 相俟って 親族 關係 では、 彼の 心頭 を惱 した 二 大事 怦 であった。 

これ は 菊 池寬も 肯定して 自殺の 原 WI として 數へ てゐ るく らゐ である。 

八洲 氏の 病氣は 結核。 なほ 「我 鬼窟 日錄」 に は 氏の ことが 出て くる。 

前述の 如く 龍 之 介 は 母 ふくの 發 狂の 爲、 又 母方に 子な き爲、 間もなく 芥川 家に 入った のであった 

が、 龍 之 介の 芥川 家に 人る、 もう 一 つの 理由 は、 何よりも 伯母 ふきが 龍 之 介 を 愛して ゐ たこと であ 

る 0  . 

伯母 芥川 ふき は、 獨 身で 世 を 過した ひとで 今 尙田端 四 三 五の 芥川 家に 老後 を 養って ゐる。 

洒落が うまく、 敎養も あり 昔の 話 を 多く 知り 顏も龍 之 介に よく 似て ゐる。 龍 之 介 は 「或 阿呆の 一 

生」 の 中 「家」 に 次の 如く 云って ゐる。 その 伯母が それで ある。  . 
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「彼 は 或 郊外の 二階の 部屋に 寢 起きして ゐた。 それ は 地盤の 緩い ぺ 4 に 妙に 傾いた 二階だった。 彼の 伯母 はこの 

二階に 度た び 彼と 喧嘩 をした。 それ は 彼の 養父母の 仲裁 を 受ける こと もない ことはなかった。 しかし 彼 は 彼の 

伯母に 誰よりも 愛 を 感じて ゐた。 一生 獨 身だった 彼の 伯母 は、 もう 彼の 二，^ 歲の 時に も 六十に 近い 年より だつ 

た。 彼 は 或 郊外の 二階に 何度も 互に 愛し 合 ふ もの は 苦しめ 合 ふの かを考 へたり した。 その 間も氣 味の 惡ぃ 二階 

の 傾き を 感じながら。」 

また、 實 父の 實 家に 逃げて 來 いとい ふ勸 誘が 效を 奏さなかった の も、 ffi にこの 伯：！：^ の はだった。 

この 伯母 は、 龍 之 介の 全集 中 多く 顔 を 出す。 二三 例 記せば 「本 所 兩國」 の方丈記巾の们：：^、 全 ffif 训 

冊 見返の 『伯母の 云 ふ。 うす 綿 はのば しかねた る 霜夜 哉』 の 伯母 は、 この 伯母で ある。 而 して、 I. 化 

之 介 は 第二 短篇 集 「傀儡師」 を、 この 伯母に 獻 じて ゐ るので ある。 

芥川龍之介 は、 この 愛して ゐた 伯母 を殘 した まま、 死に 就いて ゐる。 

龔之 介の 文學に 影響した、 もう 一人の 伯母が ある。 それ は、 伯父で あり 養父で ある 芥川 道^ 氏の 

麥儔 である。 それ 故、 この 伯母 は、 龍 之 介に は 伯母で も あり、 養母に も相當 する 譯 である。 作 n§ 「孤 

獨 地獄」 の 胃 頭 「この 話 を 自分 は 母から 聞いた。 母 は それ を 自分の 大叔父から 聞いた と 云って ゐ る。」 

のこの 母 はこの 養 a:、 この 伯母 を さす。 

とも 

儔の 「大叔父 は 所謂 大 通の 一 人で、 幕末の 藝人ゃ 文人の 間に 知己の 數が 多かった。 河竹默 1: 彌、 
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柳 下亭種 員、 善哉 庵、 水 機、 同 冬 映、 九 代目圑 十郞、 宇治 紫 文、 都 千 中、 乾坤 坊良齋 などの 人々 であ 

る。 中で も 默阿彌 は 「江 戶櫻淸 水 淸玄」 で 紀之國 屋文左 衞門を 書く のに、 この 大叔父 を 粉本に した。」 

「姓 は 細 木、 名 は 藤 次郞、 俳名 は 香以、 俗稱は 山城 河岸の 津 藤と 云った 男で ある。」 と 「孤獨 地獄」 

にある。 森鷗 外の 考證 「細 木 香以」 はこの 大叔父で ある。 

前述の 如く 龍 之 介の 父 は 長 州 藩の 人、 また 森鷗 外の 祖父 も 長 州の 人であった。 加 ふるに この 龍 之 

介、 鷗 外が 啻に 文擧 的ば かりで はなく この 養母の 大叔父 「細 木 香以」 を 介して 或 關係を 持って ゐ るの 

は 愉快で ある。 鷓 外が、 香以散 人に 緣の ある 小 家に 一 頃 住 はれた。 

考證 「細 木 香以」 に鷗 外が 次の 如く 云って ゐ るの がそれ だ。 

「小 家 は 三 間に 臺 所が 附 いて ゐる。 一一 一間 は六疊 に、 三疊 に、 四疊 半で、 四 疊牛は 茶室 造で ある。 後に 此 茶室が 

父の 終焉の 所と なった。 茶室の 隣の 三疊に 反古 張の 被が 二 枚 立て. - ある。 反古 は 俳文の 紀行で、 文字と 挿畫と 

が 相 半して ゐる。 卷 首に は 香以散 人の 半身像が ある。 草畫 では あるが、 圖顏の 胖大漢 だと 云 ふこと だけ は 看取 

せ られ る。 

崖の 上の 小 家 は 父の 歿後 敗屋 となって、 補 繕し 難いた め 毀 たれた。 反古 張も剝 落し 盡 して ゐた。 今にして 思 

へば これ は 安政 六 年の 夏に 香以が 三十 八 歳で 江の，： i?、 缣倉を 廻った 紀行の 草稿で あったらし い。 (中略) 

父母と 共に 崖の 上の 小 家に 移った 畤 から、 わた く  I -は 香以の 名を牢 記して ゐ る。」 (鶴 外 仝 集 7  ニニ 九 一) 
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又 細 木 香 以の父 は 龍 池で ある T 津藤」 は、 龍 池と、 香 以とニ 代に 百 一った ものである。 その 父. ま 池 

の 律 藤 紀行 の 寄贈に 關 して 鵾 外から 龍 之 介へ 次の 如き 書翰 が發送 されて ゐる T 文 思 如： 汕」 のこの 書 

翰 は 龍 之 介 漸く 文 境に 重き をな す 大！. ^八 年 三 二十.^ 日付で ある。 (神代 稀亮 文章 仉樂部 昭和 二、 ブ ) 

邦 啓 文 思 如 涌 之 御 近況 羨望 之 外 無 之 候 先 顷ァヅ ケ置被 成 候津藤 紀行 顷日 博物館 員 一 见シ飽 へ 御 寄贈 乂ハ御 « 

ヮタシ 被 下 候 コトハ 出 來ズャ 卜 申 候 鑑査 會議 一一 付 スルト 云 フ 關門有 之候而 必ズ 受理 セラ ル卜ハ 難 中 候 へ 共 八 分 

通リ ハ 通過 ス ベ キ见込 有 之 候急グ コ ト ハ 無 之 候 へ 共 御 思 召 御 囘報被 下 度 奉 願 候 

.  二十 九日  森 林ナ 

芥川雅 契 

侍史 

鷗 外の 母堂が 和漢 文擧の 深い 素養 を 有って 居った 事に 似て、 龍 之 介の 養母が、 この づ八人 尬のー 

入津 藤 細 木 香 以の姪 御で ある 事 は、 「藝術 家の 家」 を 思 はせ る。 私が 最初、 芥川家 を 訪れた 時、 (文.^ 

未亡人と 三人の 遣兒は 鴿 沼の 方に 行って 居った が 爲、) 初めて 會 つたの も、 この 伯 であった。 もう 

大分の 老齢と 兒 受けられ たが、 言葉 や なぞ は、 はっきりして ゐた。 卷；. の 「羅生門」 の 初版 そオ 


( 29  ) 論涯生 


に 「新 思潮」 の 創刊 號 なぞ を 持参して 行った のであった がそれ 等 を御覽 になって、 一 一文字までお 

讀み に なられお 話 下す つた ものである。 

昔の 話 をよ く 記憶され て 龍 之 介の 文擧に 深い 影響 を與 へた。 現に、 「孤獨 地獄」 も、 この 養母から 

聞いた と 前述の 如く 書いて ある 位で ある。 

しかし、 この 伯母と 龍 之 介と は 血 銃 上の 關係 はない のであって、 この 點が や- -も すると 世間に 誤 

解して 居る やうで ある。 恰 かも、 龍 之 介が 細 木 香以の 血統 上關係 あるかの 如くに。 然し 養母 は 他 か 

ら芥川 家に 入った もので その 點に關 する 限り 血統の ない 事 は 明瞭で ある。 しかも 尙、 か &る緣 類に 

. 置かれた 養母 養子の 關係 は、 それと は 別に、 儼然たる 事實 であり、 この 養母から 多分の 影響 を 受け 

た 事 も事實 である。 

とも 

今、 養母 儔の 系 圖を鷗 外の 考 iiT 細 木 香以」 によって 記せば 次の 如くなる。 

芥川道 章 (龍 之 介の 養父) 

婿 細 木 伊三郎  Ji- 

ll (女) 儔 

—姉 (香 以ノ 姉)  . 

,  新 原 元三 郎 (龍 之 介 叔父) 

伊兵衛— 龍 池— 一. |( 細 木) 香以  复，， 

11^  0^  (女) え い 

妻 ふさ  續三 
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今簡單 に說明 すれば、 香以の 父は寵 池で ある。 龍 池 は 第一 代攝津 國屋藤 次郞で 11 その 名稱 はみ 

以と ニ代續 いた。 龍 池 は、 春 水の 人情本に は津 藤さん として 出、 梅曆の 千藤卽 ち、 千 葉の 藤 兵衞は 

龍 池 を モデルに した もの だと 云 ふ。 

新橋 山城 町の 酒屋の 主人で、 その 居る 處 から、 山城 河岸の 檀那と 呼ばれた。 「一 鱗 《= -」 と 號し寄 を 

作る とき は 龍 池と 署し、 俳句 を呤 じて は 仙 塢と云 ひ、 狂歌 を 詠 じて は 桃、 y 園 又 被の 門 雛！ §、 後に 船 

倦と 云った。 

又 山城 河岸 を 代表す る 富豪に したの は、 龍 池の 父 伊兵衛であった。 

その子 香以 は、 前述の 如く 一  代の 通人であって 山城 河岸 切っての 大盡な 識遊を としたが 船 1： 十 

にして、 「年^ 十 露に 氣の附 く 花 野 哉」 と吟じ 店を繼 母に 渡し、 妻 ふさ 枠 慶次郞 を 速れ て^や HlTfm の 

むすめ 〇 0 

猿 寺 境內に 移って ゐる。 而 して 香以の 嫡子が 慶三郞 で 慶三郞 の 女が えいで ある。 

えい は 龍 之 介の 貰 父 新原敏 三の 弟 新 原 元三 郞に 嫁し 芝に 於て 炭屋を 家業と して ゐた。 

本鄕 追分 町、 第二 咼等學 校 附近の 願 行 寺の 否以の 墓に 詣 でる 老女 は、 このえい であると^ 外 は 云 

つて ゐる。 

否 以には 姉が あった。 その 婿が 山 王 町の 書肆 細 木 伊三郎で ある。 さう して この 細 木 5^ 一：； 郞 氏と、 
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その 姉との 間に 生れた 女が、 儔で ある。 而 して 儔 は 芥川道 章 氏に 嫁し、 芥川 家に 入った のであった ひ 

しかし、 その 間 には子がなかった。 龍 之 介 は 養子と して かくて 迎 へられた。 それ 故 儔 は 龍 之 介の 

養母で ある。 

然るに 森鷗 外の 考證 「細 木 香以」 に は、 

『伊三郎の 女 を 儔と 云った。 儔 は芥川 氏に 適いた。 龍 之 介さん は 儔の 生んだ 子で ある。 龍 之 介さん 

の 著した 小說 「羅生門」 中に 「孤 獨 地獄」 の ー篇が ある。 その 村 料 は 龍 之 介さん が 母に 聞いた もの 

ださう である。 此事は 龍 之 介さん がわた くし を訪 ふに 先だって 小島 政ニ郞 さんが、 わたくしに 報じ 

た。』 と 書いて ゐる がそれ は 誤で ある。 

なぜかな らば、 儔 は芥川 家に 適いた に は 相違ない が、 元來、 龍 之 介 は、 芥川 家の 養子、 その 養子 

に 入る の も、 母方に 子がなかった ことが 一 の 原因だった ので ある。 卽ち芥 川 道 章 氏と 儔との 間に は 

子はなかった。 又 「孤獨 地獄」 の 母 もや はり 母に は 相違ない が 正しく は 養母で ある。 

これ は 小島 政 一 ー郞 氏の 誤 傅が、 鷗外を 誤ら しめたの であらう と 思 はれる。 

猶 「細 木 香以」 の 交友、 生涯、 閲歷 等に 關 して は 鷂 外の 考證 「細 木 吞以」 龍 之 介の 「孤獨 地獄」 

に 就いて 見られたい。 前記の 系 圖も鷂 外の 右の 考證に 負 ふ處が 甚大であった。 
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芥川龍之介 系譜 中、 芥川道 章 以下 そこに 五 人 兄弟 を擧 げたが その外に 猶 一 一人 程あった らし いが、 

それ は 餘り關 係がない 様だった からあげなかった。 

顯ニ氏 は竹內 家に 養子に 入った。 その 女の 婿が 竹內 仙治郞 氏で あり、 女 殁後は 嫁を迎 へて 今！：：！ に 

至って ゐる。 

龍 之 介の 實母 ふくの 歿後 は、 その 妹 ふゆ、 新 原 家に 後妻と して 嫁ぎ、 いま は その 問に 出來た 二 

氏が 新 原 家 を 承 機して ゐる。 

これで 一 通 龍 之 介に 關 係した 親族の 人々 を 終る 事と する。 

龍 之 介 歿後、 當時 八つ を 頭だった 三人の 遣兒、 比呂 志、 多 加 志、 也 寸志の 三；；？； は、 その後. ぼ： - 明な 

る 母の 手に 生長 を 遂げつ 、ある やうで ある。 


(b3)〜 論 撒 生.. 


第二 期 修業 時代 明治 W 十三 年 11 大正 SHf 11 1〕 

〔 I  〕 「ファウスト」 の 中の 學生。 

「第三 中學を 卒業。 無試驗 にて 第 マ 高等 舉校 一部 乙 (英文科) に 入擧。 同級に 久米正 雄、 菊 池 寛、 

山 本 有 三、 松 岡讓、 成瀨正  一、 土屋 文明 あり。 一級 上に 豐島與 志 雄、 山宫允 あり。 特に 作家たら む 

希望な し。 新 宿 一 一丁目 七十 一 番地に 移 轉。」 ， 

彼 は 「年譜」 の 十九 歳の 條 下に 以上の 如く 自ら 記して ゐる。 この 明治 四十 三年 は 本 所ー帶 に、 大水 

があった。 彼 は 東京 府立 第三 中 學校擧 友 會雜誌 十六 號に 「水の 三日」 なる 文章 を 執筆して ゐる。 

龍 之 介 はこの 三月 中攀を 卒業、 九月 前述の 如く 無試驗 にて 一高に 入學 したので ある。 大水が 出た 

の は 八月で 彼の 「水の 三日」 は、 その 十八、 二十、 二十 二日の 三日間の 記事で ある。 それ は！ に 角- 

同雜 誌の 卒業式 後の 茶話 會を 報じた 記事 (江 生 記) の 中に 「芥川龍之介 喝釆裡 に 起って、 總代 とし 

て は、 諸 先生の 御 教訓 を 奉戴して 吾人 は須く 遠大なる 抱負と 崇高なる 理想と を 以て 前途に 奮 進す ベ 

しと 御 挨拶 をな し、 個人と して は 印象 深き 五箇 年の スク， |ル* ライフ を 他日 寫 して 以て 一本と なし、 

我 敬愛す る 校長 及 諸 先生の 梧 下に 恭しく  dedicate せんと 巧に 結び、 談笑の 裡に 散き せり」 と ある 
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と 紹介し、 「この 記事に 據 つても、 芥川 氏が 夙く から 志 を 立て k ゐ たこと が 窺 はれる。」 と祌代 種 亮氏 

は 記して ゐる。 (文章 俱樂部 十 ニノ 九) 同感で ある。 

猶、 右の 雜誌 裏表紙に ペンで、 

錐兮、 錐兮、 嚢中 錐、 

と當 時の 筆蹟ら しく 例の 简銳遒 勁な 楷書で 書いて ある さう である。 錐兮、 錐兮、 W. ルに <"5 時の 

彼 はま だ 才智 ある ものが、 その 技倆 を祕 庫に 藏し 乍ら、 いまだ その 鋭鋒 を顯 はさなかった 貌 であつ 

たらう。 この 期の 龍 之 介 は、 旣に歷 史家になる 考 もなかった。 

「ええ、 わたし は 何でも えら ぃ學 者に なリ たい の です。 下界の 事から 灭 上の 事まで 窮めまして、 ，：： 然とが il と 

に 通じたい と 存じます」 

「ファ ウス ト」 の 中の 學生 はかう メ フィス 卜 フエ レス に：^^っ てんる。 この言葉はそのままゅ止時代の^；^帧にも 

當て 嵌まる 心 もちだ つ た。 尤も 彼のな リた いもの は必 しも 學 者と は 限らな かつ た C それ は 純粹の 者よりも 寧 

る學 者に 近い ものだった。 或は 藝術 家に も 近い ものだった C が、 鬼に 角 「精祌 的に えらい もの」 であるに は f 处 

ひなかった 。彼 は 只 この 「精神的に えらい もの」 になる のに 滿 足して ゐ た。 思想家になる とか、 人になる 

とか、 或は 又小說 家になる とか、 具體 的に は 何も 考 へたかった" その 乂 「精神的に えら の」 は 何 か 無造作 

になれ さう だった。 #^^し彼さ へ なリた ぃと思 へ ば、 明日に も 忽ち たれさう だった つ」 (別 •  二八 S:) 
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この 信輔の 心は卽 ち、 龍 之 介の 心であった。 彼 は、 この 「精神的に えらい もの」 を 目標に、 先づ 

哲學の 中へ 沒 頭した。 

ここで 彼 は ベルグ ソンに 失望し、 ラ •  メト リイの 唯物主義に 流し-肥 を與 へ、 カントに 行き * カン 

トは レクラム 版の 「純粹 理性 批判」 であった が 三 頁より 先 は、 讀 まなかった といって ゐる。 彼 は 次 

第に 不安に なり、 二 イチ H や ショウ ベン ハウェルに 進んだ。 ここで 彼 は 「一 雷の 肉」 を 始めて 味つ 

てゐ る。 (後年、 「この 人 をみ よ」 「文 藝 的な 餘 りに 文藝 的な」 の 表題 を 始めと して、 尠 からす、 二 イチ. 

ェ を われわれ は 感じる ものである。) 

そして 彼 は 終に、 一に は 準備 的 智識の 不足、 二に は 根氣の 缺乏、 三に は 「概念 を糧 にす るに は餘 

りに 感覺に 執して ゐた」 等 を 感じる より は、 當 時の 彼 は 徒らに r 签虛」 を 感じて ゐた。 

然 らば r 藝術 的」 に はどう か。 

「ペン を 執って 見る と、 紙の 上へ JikWSt 出来る もの は 感歎詞の 外に 何もなかった。 しかし、 それ はま 

だ 好かった。 彼 は 今度 はありの まま 見聞 を 書いて 見ようと した。 が、 この 試み も 失敗だった。 彼に 

は 一 匹の 犬の 姿 も， 或は 二人の 擧 生の 電車の 中に 話して ゐる容 子も滿 足に は 文章に ならなかった。」 

(别 ニー 八 六 >  そして、 彼の 「二三の 友達 は 殆んど 表現に 苦しまなかった。」 
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三度、 彼 は、 飜譯を 試みた。 ここで も 見事 失望して ゐる 彼だった。 飜譯は 美術館に 校寫に 出かけ 

るのと 同じで ある 事 を 誰れ よりも 彼 は 知って ゐ たから" . 

断く して、 彼 は、 徒らに、 签虛を 感じ， たぐ 圖書 館へ 行ったり、 夜 舉 へ 通ったり、 » 甸； ま i の獨習 

を 始めたり した。 

中學 時代 旣に 孤獨に tl 城した 彼 は、 「厭世主義の 祈 r 擧を まだ 一 度も讀 まぬ 前に 既に 服 世キ； 翁 だつ 

た。」 「シ ヨウ ペン ハウ H ルの ァフホ リズムに、 彼の 厥 世 主義 を 辯 護す る 無数の 武器 を發兑 した。」 そ 

れは、 机上の 產 物ではなくて、 彼が 當時現 實の黑 い 壁に 幾度 か 失望 を赏 ねた 時、 ？^： ：> ^：旣 に、 孤獨に 

籠城し た中學 生から の 當然の 發展で あった。 

しかし、 ここに 彼の 突進すべき 唯一の 道が ある。 それ は 何で あるか。 彼の 頭腦が M 級の 靑 3 ^より 

も 鋭敏に 出 來てゐ る 事、 そして、 1^ くこと を 知らぬ 讀書 欲と、 この 二つであった。 

この 時の 彼 は ！ 後年、 寬 をして、 現代 小說 家中、 唯一 の擧 者で あろと 叫ばし めた やうに、 —1 

まく ことなく 古今東西の 「本」 と 格 鬪し舉 生 時代の 修業の 實 を遣憾 なく 舉 げたので ある。 

「相 變らす 小 說を讀 んでゐ た。 主に 德川 時代の ものが 多かった。 德川 時代の ゆ 小 說の次 に は、 

西洋の ものに も 移った。 丁度 自然主義 運動で 當時我 文壇に 流行した、 ツル ゲ ー ネフ、 イブセン、 モ 
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ゥパ ッ サ ン など を出鳕 IH に 讀み獵 つた。」 それから その 反 對に叉 「ワイルド とか ゴ ー チ ェ とかい ふや 

うな 絢爛と した 小說」 も讀 んでゐ る。 自然主義 乃至 反 自然主義 的な か& る廣汎 なる 讀書 は、 彼の 多 

彩なる 文擧 乃至 文章に 一 段と 光彩 を 加へ たで あらう。  一 

ところが 高等 學 校から 大擧に 進む と、 小說は 支那の ものに 移り T 珠邨 談怪」 「新 齊諧」 「西廂 記」 r 琵 

琶行」 など を 無闇と 讀み、 日本の 作家で は 志賀直 哉の r 留女」 武者 小路 實篤 氏の もの を讀ん た。 

た ワイルド ゃゴ ー チ H が 物の兒 方、 趣味の 變 化から 嫌に なり、 スト リンド ベルクに 傾倒した。 ミ J;^ 

口、 アン ヂェ 口 風な 力 を 持って ゐ ない 藝術 はすべ て 瓦礫の やうに 感じた。 「ジ ヤン *ク リス トフ」 に 

感激した の もこの 頃の 事で ある。  一 

か、 る點 描に 於ても、 われわれ は、 彼の 潑剌 たる 讀書 傾向の 波動 をみ る。 彼 は、 多くの 本の 中 か 

ら總て を擧び 取った。 「少 くと も 本に 負 ふ 所の 全然ない もの は 一 つもなかった。 實際彼 は 人生 を 知る 一 

爲に 街頭の 行人 を 眺めなかった。 寧ろ 行人 を 眺める 爲に 本の 中の 人生 を 知らう とした。 それ は 或は 一 

人生 を 知る に は 迂遠の 策だった の も 知れなかった。 が、 街頭の 行人 は 彼に は 只 行人だった。 彼 は 彼 

等 を 知る 爲に は、 .1 彼等の 愛 を、 彼等の 憎惡 を、 彼等の 虛榮心 を 知る 爲には 本を讀 むより 外 はな か 

つた。 本 を ！ 殊に 世紀末の 歐羅 巴の 生んだ 小 說ゃ戲 曲 を」 (4  . 一  三 〇) 「本から 現實 へ」 は 彼に は 一 


眞理 であった。 

ー且 古本屋に 賣 渡した 一冊の 「ツァラ トス トラ」 にいつ 迄 も 愛着 を 感じて 1$ び 取 一お、 した 龍 之 介の 

本 へ の 愛着 は餘 人の 圖り 識ら ない 深さ を 持って ゐ たので あらう。 

彼 は智的 貪欲に 燃え、 大橋圖 寄 館から 帝國 圖 書 館、 大擧の 圖害館 や 高等 擧 校の 11 書 館、 それ 等の 

11 書 館から 何 西 冊と 知らぬ 本を惜 りた。 叉 何十 冊と も 知らぬ 本 を 愛した。 

孤獨 であった 彼 は、 本 は、 慰撫の 唯一 の 友であった らう。 さう して 「灰 だち」 は、 才能の 多少 を 

問 はす 作る こと は出來 なかった。 

r 智的 貪欲 を 知らない 靑年 はや はり 彼に は 路傍の 人だった」 また、 頭 腦を冇 つた 人達 を、 それが 爲 

に 憎んだ。 r 實際 彼の 友情 はいつ も 幾分 か 愛の 中に 憎惡を 孕んだ 情熱だった。」 

彼 は 「手帳」 (別 • 七 八 二： * に 次の 如く 書いて ゐる。 

「社交の follndation は lie なり。 精々 truth を sng.c^cst する Kc なり。 斷 じて IViith にあら 

す」 と。 

その 虚偽 を識 つて 尙且彼 は、 その上に 立って 社交 を營ん だ。 多くの 人々 から 社交 上 乎と 一： ム はれる 

迄に。 徒らに 都會 的な 一 面 をのみ 見て ゐた 人達に は 寧ろ 驚異で なければ ならぬ。 
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「最も 賢い 處生術 は 社會的 因襲 を輕 蔑しながら、 しかも 社會的 因襲と 矛盾せ ぬ 生活 をす る ことで あ 

る。」 (保 儒の 言 業 6  • 六 二 五、) 

それ 故、 社交に も あながち 失敗 はしなかった。 多くの 友 は、 もう 彼の 秀でた 才能と 端正なる 容姿 

の 中に、 彼の 愛 を 感じ 初めて ゐ たので ある。 

久米 E 雄、 菊 池寬、 山 本 有 三、 松 岡讓、 成瀨正  一 、 土屋 文明、 豐島與 志 維、 山 宮龙、 寵之 介の 擧 

げた 右の 友人 は 彼の 晩年までの 友と なった。 その外 齋藤 貞吉、 恒 藤恭、 藤 岡 藏六等 彼の 親友 はこの 

頃から 始まって ゐる。  • 

大： 止 一 一年 第 ； 高等 學校 卒業、 帝國 文科 大學 英文科に 入る。 と 同時に 田 端 四 三 五番 地に 移って ゐる。 

大正 三年 二月 (齢 二士 一一) 久米正 維、 菊 池 寛、 松 岡讓、 成瀨正 一 ， 山 本 有 三、 土屋 文明、 豐島與 志 

雄、 山宮 允と 共に 第三 次 「新 思潮」 を發刊 した。 同誌 上 處女作 「老 .^」 を發 表した。 「靑 年と 死と」 

の 如き 戲曲 も發 表して ある。 その他、 アナ トオル a フランスの 「バルタ ザ アル」、 ィ H エツの 「春の 心 

職」 等の 飜譯 をも發 表した 。「犬 川の 水」 を雜誌 「心の 花」 に發 表して 漸く 文筆に 志した。 初期の ぺ 

ンネ， 'ムは 柳 川隆之 介。 十月 第三 次 「新 思潮」 は 廢刊。 この頃、 芥川龍之介の 意識 はま だ 薄弱で あつ 

だけれ ども、 目 擦 は 大體に 於て 決して ゐ たものと 思 はれる。 習作 時代と みて 差 支ないで あらう。 大 


論涯生 (40) 


正 w 年 短篇 「ひょっと こ」 を ！：巧 號に 「羅生門」 を 十月 號に、 それぞれ 「帝^ 文舉」 誌上に 發 表し 

た。 しかし 「世評 まだ 一 言 も 加へ す」 と 氏 は s:!z つて ゐる。 右の 二 作の 中、 「羅生門」 は 氏の， 乂舉 の m 

大 なる 特長で ある 平安朝から 素 村した もので、 n 十く も 氏の ュ 一一，， 'ク を造憾 なく 示して ゐる。 は、 

第 一 著作 集の 跌 「羅生門の 後に」 次の 如く 言って ゐる。 

「この 期間の 自分 は、 ^^京？^國文科大學の怠惰なる學生でぁった0講義は 一 週 に 六 七 時間し か 、間き に 行かな 

い。 試驗は 何：：： も、 ^だ瞹 味な 答案 を 書いて 通過す る。」 (中略) 

『自分 は 「羅生門」 以前に も、 幾つかの 短篇 を 書いて ゐた 。恐らく 未完成の 作 を も 加へ たら、 この に 入れ 

たもの (註 羅生門に は 短篇 十四 篇) の 二倍に は、 上って ゐた 事で あらう。 時、 發 表する 意志 も、 發^ する 機關 

もなかった 自分 は、 作家と 讀 者と 批評家と を 一身に 兼ねて、 そして 格別 不満に も 思はなかった ゥ 尤も、 ゾ ぶ.；： 'で 

三代 目の 「新 思潮」 の 同人に なって、 短篇 を 一 つ (註 老人 を 指す) 發 表した ことがある。 が W もな く 「新 思潮」 

が廢刊 すると 共に、 自分 は 又 元の通り 文壇と は緣 のな い 人間に なつ てし まった。 

それが 彼是 一年ば かり 續く 巾に、 一度 「帝 國 文學」 の 新年 號へ 原稿 を 持ち こんで、 返された 覺 えが あるが、 

間もなく 二度目の が やっと 同じ 雜 誌で 活字に なリ、 三度 目の が 又、 半年ば かり 經 つて、 どうにか：：： の 0 を る 

やうな 運びに なった。 その 三度 目が、 この 中へ 入れた 「羅生門」 である。 その 發表後 もな く、，： n 分 は 人俾に 

加 藤武雄 君が、 rtl 分の 小說 を讀ん だとい ふ 事 を 聞いた- - 斷 つて くが、 読んだ と 云 ふ 事を閗 いたので、 褒めた 

と 云 ふ 事 を 聞いた ので はない： けれども 自分 は それだけで 滿 足であった， これが、 .a 分の 小說 も. 人 以外に 請 者 
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が ある、 さう して 又 同時に ぁリ 得る と 云 ふ 事 を 知った 始めで ある。」 

かやう に、 ■ 漸く 文 擧に、 次第に 習作 を續 けて 行った。 この頃 旣に、 彼の 友人で ある 二三の 友、 豐 

島 與志 維、 久米正 維、 土屋 文明 等 は、 それぞれ、 文壇 的に 將來 を囑 望され 出した。 卽ち 第三 次 「新 

思潮」 に 文壇 的に 有名に なった の は 菊池寬 「新 思潮と 我々.」 「久米 正 雄 年譜」 によれば、 豐島與 志 雄 只 

一人であった。 しかし 久米正 雄 は 其 時 、「新 思潮」 第二 號に處 女 社界劇 「牛乳屋の 兄弟」 を揭 載した。 

それ を 新時代 劇 協會の 树本淸 氏に 認められ、 九月 有樂 座に 上演され たりして 多大の 好評 を 博した。 

また、 土屋 文明 は、 大正 二三 年頃、 旣に歌 入と して、 一 家を爲 して ゐた。 (「ふゆく さ」 讀後、 五 ニニ) 

斯様な 中に 龍 之 介 は、 多くの 此 等の 友人の 影響 を 受けて 創作家に ならう と 意識し 出した。 特に 久米 

正 雄の 影響と 煽動が 大 であった。 「小說 を 書き出した の は 友人の 煽動に 負 ふ 所が 多い」 (別 • 六 〇 一) 

とい ふ 一 文 すら 彼 は 書いて ゐる。 

それ は 勿論 友人の 刺戟ば かりではなかった であらう。 彼の 家庭に 旣に 胚胎して ゐ るし、 彼の 敎養 

が 英文 學 であり 又 彼の 才能 が 英文 學者 となって 敎 師に果 つるに は餘 りに、 藝術的 天分に も惠 まれて 

ゐた爲 であった らう。  . 

芥川家 は、 代々 御 奥 坊主で あつたし、 養父 は 一中 節、 圍碁、 盆栽、 俳句な どの 趣味、 養母 は津藤 
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の 姪 御で 昔の 話 を澤山 知り、 その他に、 芥川 家の 伯母が、 龍 之 介の 心 もちの 上で 共通 點を ー桥 持った。 

それ 故 龍 之 介が 文擧を やる 事 は、 誰も 反對 しない。 所謂 「文擧 好きの 家庭」 つ o;: 九 一) の 出で あ 

つた。 それ故に、 彼 は 母、 伯母よりの 影響 及舊家 だけに、 rn 本文 學 乃至 支那からの 素材 や 東洋 的の 

趣味から 彼の 文學 が出發 して ゐ るので ある。 而 かも、 彼の 專 門であった 英文 舉 外！： 文 s:.、  S: に佛ぃ 3 

西 文擧 (佛蘭 西 文 學と僕 6  ニー 一九 八) との 接觸は 次第に、 彼に、 創作家と しての 隨を il けて 行った。 

かくして、 次^に 作家た らんと 希望して 作を繽 けて 行った 傍、 この頃 文 の mli であった i ：义 

目漱 石の 門に、 大正 叫 年 十二月、 久米正 雄と 共に、 林 原 耕 三の 紹介に 據 つて、 人って ゐる。 新 m 心 潮 

同人 は 勿論 人道 主蓊の 作家 達 も漱石 を崇拜 して 居った。 漱石 門 下の 龍 之 介 は、 師漱 石の 忠 なる 敎 

導の 下にあった。 龍 之 介が 漱 石の 賞讃を 得て、 やがて 作家と して 華々 しく デビ ゥ した 以前に、 かく 

て 、 漱 石と 龍 之 介と の 問に は 密接な 關 係が 結ば れてゐ たので ある。 

人生 觀 乃至 藝術觀 に 龍 之 介は漱 石に 甚だしく 敬服して ゐた。 而 して、 その 敬慕 は 晩年まで i4S いた。 

龍 之 介が 先生と 稱 する 二人。 それ は森鷗 外と 夏 目漱 石と である。 そして 龍 之 介の 文 m ぐ はこの 二人 

に 影響 を 多分に 冇 つので ある。 これ は旣に 定評で ある。 然 かも 晩^の 隨 I 「文-" 的な， ぬりに 文化 A 的 

な I の 中に 於て 一 一人 共に 言及して ゐ るので あるが、 漱石を 外よりも、 より 敬愛して ゐる もの 、やう 


である。 

早くから 文擧的 標準 を淑 石に 置いて 居たら しく 「僕 一身から 云 ふと、 外の 人に どんな 惡ロを 云 は 

れても 先生に 褒められれば、 それで 滿 足だった。 同時に 先生 を 唯一 の 標準に する 事の 危險 を、 時々 

は 怖れ もした。」 と、 第 四 次 「新 思潮」 大正 六 年  一 n 號 後記に 記して ゐる 位で ある。 漱 石に 關 する 文 

章 は 龍 之 介 全集に 多大に 上って ゐる。 今  一 二 を 示せば、 

彼 は 先づ、 漱 石の 「葬儀 記」 (6  • 四 五三) を 書いて ゐる。 漱 石の 墓參を 取扱った 創作 「年末の j 

日」 (4  •  二 七 一 ) を 始めと して、 小品 r 漱 石山 房の. 秋」 (5  . 1 九 五) 「漱 石山 房の 冬」 (5  • .1 九 八) 等、 

こ の 他隨筆 なぞ 枚 擧に遑 ない 夥しい 數に 上つ てゐ る。 

かくて、 龍 之 介 は、 漱 石の 宽に 模範的な、 そして 出監の 門下の 一 人で ある 事 は 言 ふまで もない。 

斯様に して 龍 之 介 は、 創作 道までの 修業 を 重ねて 行った。 
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第三 期 作家 時代 ( 一 ) 大 y 五 年 ——ヒ年 〔1——1〕 

r 一 〕 第 四 次 「新 思潮」 の 頃 

大正 五生 —— それ は 啻に 文擧的 生涯の 出發點 であった ばかりで はない。 芥川龍之介に とって は、 

個人的に も 亦 多端な 年であった。 蓋し 個人的に は、 同年 七月 東京 帝 國大舉 英文科 を し、 東 一！： 小 市 

本 所 til 江 東小擧 校、 東京 府立 第三 中擧 校、 第一 高等 擧校 一部 乙 (英文科) の 久しき に 一：：：： る 秀才 的な 

舉校 生活 を 了した。 而 して 同年. H 1 月に は 1$ 一  高等 學校 敎授畔 柳芥舟 氏の 紹介に 據り f ま： 小機關 m 校 

の囑托 となって ゐる。 のみなら す 前年た る 大正 年 十二 尸人 久米正 雄と 共に； 目漱 石の 門 に 人った 

彼 は、 一歳 を 出です して、 同月 恩師の 訃に 接して ゐる。 如何に 多端なる 年であった か は、 彼 自らの 

手記に か- -る 現代 小說 全集 (新潮 社刊) 第一 卷 芥川龍之介 集の 卷末ギ 諮に 依って、 他の いづれ のた 巾 

年 (明治 二 五 —— 大正 十三 年) よりも 多く 活字 を 費して ゐる ことによって も證 せられる。 

さて、 個人的な 問題 は 姑く 置く。 兹 では 第 四 次 「新 思潮」 を 中心に して、 氏が 文 摩 的に 進出せ る 

發生當 時の 風貌 を 窺 はう と 思 ふ。  .  . 
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「その 頃 自分 は 日本間の 二階に、 安物の 西洋 机 や 椅子 を 並べて、 そこ を 書齋に 定めて ゐ た。」 「この 

書齋の 中が、 混沌た る 和漢 洋の 寄せ 物で あるが 如く、 その 頃の 自分の 頭の 中には、 やはり 和漢 洋の 

思想 や 感情が、 出たら めに 一 ぱいつ まって ゐ た。」 と 「あの 頃の 自分の 事) C 別. 一 一六：) の 中に 彼 は 書 

S てゐ る。 

そして 何よりも 先ス トリ ン. ド • ベ ルクに 感服し、 モウ パ スサ ン を嫌惡 して ゐた。 『この 自分の 頭の 

象徵の やうな 書 齋で當 時 書いた 小說は n 惟 生 門」 と 「鼻」 との 二つだった。』 『その 發 表した 「羅生 

門」 も、 當時帝 國文學 の 編輯 者だった 青木 健 作 氏の 好意で、 やっと 活字になる 事が 出來 たが、 六猇 

批評に さへ 上らなかった。 のみなら す 久米も 松 岡 も 成 瀨もロ を 揃 へ て惡く 云った』。 それから 彼の 高 

等學校 以來の 友達から Cacaoethes  scribcnedc  (書きたがる 病氣) と 言 はれ 匆々 やめる がいいと 手 

紙. を もらった。 

『そこへ 幸 「新 思潮」 再興の 相談 (第 四 次) が 持ち 上った もの だから、 多少 勇氣を 得て 「鼻」 を 書 

き 出した』。 それが 仲々 涉 取らす 「一週間ば かり 揑ね 返した 揚句、 やっと 曲り なりに も 結末が つい 

たの は、 成瀨と 二人で 久 米の 所へ 行った その 日の 晩の 事で ある。 自分 は • 書いて しま ふと、 丁度 鼻の 

先の 置 時計の 針が、 一時 を 指して ゐ るの を 見た。」 
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また、 第 一 短篇 集 「羅生門」 の跌に は、 彼の 所謂 「怠 墮 なる 學生」 を 彷彿せ しめて ゐる、 そして 

亦 「羅生門」 までの 彼の 有様 を 如實に 語って ゐ るが、 第 四 次 「新 思潮」 發刊當 時の 事に 就いて 次の 

如く 語って ゐる。 

『次いで、 四 代 目の 「新 思潮」 が久 米、 松 岡、 菊 池、 成瀨、 自分の 五 人の 手で、 發刊 された。 さ 

うして、 その 初號に 載った 「鼻」 を、 夏 目先 生に、 乎 紙で 褒めて 頂いた。 これが、 {：： 分の 小 5^:^ を 灰 

人 以外の 人に 批評され た、 さう して 叉 同時に、 褒めて 貰った 始めで ある。 

爾來 程なく、 鈴 木 三重 吉 氏の 推薦に よって T 芋 粥」 を 「新 小說」 に發 表した が 「新 H 心 潮」 以外の 

雜 誌に 寄稿した の は、 寧ろ 「希望」 に揭 げられ た、 「風」 を 以て 始めと する ので ある。』 

さて、 又 「あの 頃の 自 八 刀の 事」 (2  • 一 一  -1 ..1.ぁの顷の自分の事」を龍之介はー： っ^：：ぃてゐるづ の巾からぁ：山 

時の 有様 を 更に 想像して 兑る。 これ は 「新 思潮」 發刊當 時 彼が 一 一十 五 才大擧 《お 時 所 iin" わ^なる m.^.^ ；」 

時代 を ありの 儘に 描いた ものである。 

「立ちながら 三人で C 、註— 成瀨、 松！：、 芥川) 近近 出さう として ゐる E: 人雜誌 『新 思潮』 の； „^ をした。」 

「朝の 時間 はもう 故人に なった 口才 レンス 先生の マクベスの 講载 である。 松 岡と 別れて、 成 瀬と 二 

陪の 敎窒へ 行く と、 もう 大ぜ ぃ擧 生が 集って、 ノオト を讀 みん！： せたり、 むだ 話 をしたり して ゐた。 
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我我 も 隅の 方の 机に 就いて、 新 思潮へ 書かう として ゐる 我我の 小 說の話 をした Y 我我の 頭の 上の 壁. 

に は、 禁煙と 云 ふ 札が 貼って あった。 が、 我我 は 話しながら、 ポケットから 敷 島 を 出して 吸 ひ 始め 

た。」 

『自分と 成瀨 との 間に は、 可也 懸隔ての ない 友情が 通って ゐた。 その上 その 頃 は 思想の 上で も、 一 

致す る 點が少 くなかった。 殊に 一 一人と も、 偶然 同時に 「ジャ ン • クリストフ」 を讀み 出して、 同時 

に それに 感服して ゐた。 だから かふ 云 ふ 時になる と、 每 曰の やうに 顏を 合せて ゐる 癖に、 やはり 話 

が はすみ がちだった。 すると 二人の ゐる 所へ、 給仕の 谷が やって 來て、 相場の 話 をし 始めた。 それ 

も 「まかり 間違ったら、 これになる 覺悟 でな くつち ゃ& 目です ね」 と、 手 を 後へ ま はして 見せた の 

だから 盛で ある。 成瀨 は、 「莫迦 だな」 と 云って、 取合はなかった が、 當時 「財布」 (これ は 遂に 現實 

に は 出現し なかった) と 云 ふ 小 說を考 へて ゐた 自分 は、 さまざまな 意味で 面白かった から、 食事 を 

しま ふまで 谷の 相手に なった。 さう して 妙な 相場の 熟語 を、 十ば かり 一度に 敎 へられた。』 . 

『久米 は 我我 以上の なまけ 者 だから、 大抵 は 敎窒へ も 出す に、 下宿で 小說ゃ 芝居 を 書いて ゐ たので 

ある。 行って 見る と、 やはり 机の 側に 置炬 燒を据 ゑて 「カラマ ゾフ 兄弟 か 何か讀 んでゐ た。』 「久米 

は 今、 彼の 幼年時代に 自殺した、 阿 父さんの 事 を 短篇 (「父の 死」 を 指す) にして 書いて ゐ ると 云つ 
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た。 小說 はこれ が 處女作 同様 だから、 昆當 がっかなくて 困る とも 言った。 が、 不相變 元 氣の好 ささ 

うな 顔 をして、 餘り 困って ゐる らしい 容子も なかった。 その後で 「君 はどうした」 と， くから、 「や 

つと 『鼻』 を 半分ば かり 書いた」 と 答へ た。 成瀨も 今年の 夏、 日本 アルプス へ 行った 時の 話 を 書き 

かけて ゐ ると いふ 事だった。』 

而 して、 當 時の 彼等の 中、 久米正 雄 は、 その グル ー プ中 最も 文壇 的 地位に 相 常な c: 信 を 持って ゐ 

た。 龍 之 介が 創作 を 始める 動機 も 全く、 久米正 雄の 「煽動に よって 人工的 インス ピレ H ション を附 

加せられ た 結果で ある。』 とい ふ。 一方 京都 帝 國大舉 1 文科に 在舉 中の 菊池寬 は、 京都市 吉田 町个ノ 

宫 田畑 方より、 「新 思潮」 の 同人と して 戯曲 を 送って ゐた C 

當時は 自然主義 運動の 渦屮 で、 したがって 田 山 花 袋が 彼等の 話題に 上り、 時代が 時代 だづ たから 

ねと 輕 蔑し 漸く パ ル ナ スの 頂上に 立た うとして ゐる 武者 小路 實篤 を、 ^然. 義 的な 重苦しい 穴 氣に 

天窓 を 開け放 つ て爽な 空氣を 人れ たも のとして そ の 愉快 を 身近く 感じたり、 やが て 氏の 鐵に 接し て 

來た 「我我の 時代」 を豫感 したりして ゐる。 また、 氏の 雜感の 多くの 中から、 彼等の 屮に 燃え てん 

た 「理想主義の 火 を 吹いて、 一 時に 火焰を 放た しむる だけの 大風の やうな 雄々 しい 力 が^んで ゐろ」 

の を 認めたり した。 
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又、 谷 崎 潤 一 郞論を 試みて、 ボウ や ボウ ドレ H ル との 相違 點を 克明に 認識し、 結局、 この 耽美 主 

きば 

義 にも 背 をむ け、 しかし 暗 » たる 文壇の 空に 「恐怖の 星」 はと もさなかった が、 「比類のない 語の 織 

ら でん 

物師」 とし て 螺鈿の 如く 鏤めた 堂 々 た る 文章の リ ズ ム に 非凡 さ を 認め てゐ た。 

叉、 大擧の 純 文擧科 無用 論 を 唱えたり 山 田 耕作 氏の 音 樂會に 出席したり、 哲擧ゃ 美學の 講義 を 聞 

いたり、 歌舞伎の 立 見 をしたり、 等等。  - 

耍之、 多感な 彼等 新 思潮 同人 達が 如何に 靑 年期の アン ビシ ヤスな 心 を 以て 友情 を溫 め、 來 らんと 

する 「我等の 時代」 を ほのかに 夢み てゐ たか、 さう して 過去の 淸算と 相互の 激勵と 切磋に、 日 を 足 

らす として ゐ たかが 窺へ るので ある。 

而 して か.. る 中に 彼等の 時代が 醱酵し 次第に 現實の ものと なって 行った。 

いま 彼等 同人 相互の 鳥瞰 圖 たる 第 四 次 「新 思潮」 を 通して 龍 之 介 文 擧の發 生を觀 ようと 思 ふ。 

第 四 次 「新 思潮」 は 大正 五 年 二 巧 十五 日、 その 創刊 號を 東京 堂に て發賨 して ゐる。 

當時龍 之 介 は、 府下 田 端 四 三 五番 地、 久米正 雄 は、 本 鄕區森 川 町 一番 地 宫裏河 野 方、 松岡讓 は、 

本鄕 本鄕 五丁目 一 一 一 番地 荒 井 方、 成瀨正 一 は、 芝 白金 三 光町 (電話 芝 一 三 六 七) 草 H 杜太郞 (後 
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おお 九 
ま年號 


罪 


第 第 四 行 五 二 創 I 號 
ニー 月 日； 3 刊 I 
號年號 發十號 數 


孤 

へ獨 

1、 地 
"獄 


の 菊 池 寛) は 京都市 吉 m 町 牛の 宫 H 畑 方に ゐた。 而 して 成 瀨正 一方に、 編 科 所 を き 事務 i€ 端が 行 

はれた。 卽ち第 四 次 「新 思潮」 は 第三 次の 同人と は 別に、， 前揭五 人が その 问 人であった ので ある。 

第三 次に 於て は、 龍 之 介 はま だ 暗中摸索の 域を脫 しなかった ので はあった が、 第 叫 次に 於て 2 糸；^ 

と 同人 相互の 切 嗟 琢磨に よりて 俄に 新生面 を 開拓す る 機運に 向った。 

今 同人 各自の 發展を 鳥瞰 すれば 次の 表の 如くなる。 

I  第 四 次 「新 思潮」 一 覽 


(小 說) 


父 


(小 說) 


屋上の 狂人 一友 

(戯曲) 一 


の 死 

(小 說) 


老 人 

(小 說) 


〇 草 E 杜太 郎のぺ ンネ -ムを 改め 本號. N 

リ 本名 菊池寬 とす。 

0ガ"=； 號の 「希望」 に芥 川の 「；^」 發^=^の 

豫吿 あり。 

(ん へ 八 頁) 


最初の 石 

(小 說) 


不良少年の 

父 (戯曲) 


手 品 師 

(小 說) 


河豚 和^ 

(小 說.) 


0.1: 人 卒業論文に 忙し- 

〇 發行： n を  一 n に 改正- 

(仝 六 四 K) 


人 


名 


成瀨 正  一 i 芥川龍之介 一久 米 正 雄松 岡 


晒 し 

(小 說) 


鼻  暴徒の 子 I ハム 

(小 說) (戯曲) 


の 死 一 I 非の 彼方へ 

(小說 


〇 編 斡 兼發； 仃人 成瀨正 

〇 發行所 

(戯曲： -〇 定僎 一部 十五 錢 

(入 Hi 七 九 页) 
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第 第 十 

/V —月 

號卷 號 

第 第 九 
七 一月 
號年號 

第 第 八 
六 一月 
號年號 

第 第 七 
五一 月 
號年號 

第 第 六 
四 一月 
號年號 
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第 第一 

一二 月 

號ギ號 

九 一月 

號卷號 

紐 紐 一き 囚 

杳 A     人； 人 

^           ノ乂っ しノ  V 

よ 八 L 八 L 

y 近 1 獨 f 小 
、信 5 り S さ 

m 航 

へ, 八 
ょ少 

へ p  ^ 

小 1— (  CC; 

口  q 

り 

煙 

八 
小 

苗 

父 

戯歸 

曲 2^ 

來文 の 三 

B^/T 、後 £ 
s 西 も 衞 

S 往 5  n 

峽 

村 

； r 、中 

への 
小火 

；^事 

萬 

赤 

/T 、年 

；?、 頭 
S 巾 

〇 〇〇〇 

來錢 十" n 夏 
；:) J   。二 小 H 
お >^?5先 

。；ゴ 號飼生 

y-M ひ の 

5i!l  .5^. 小 逝 
悼 おお 去 

の I] 丄悼 

m  i や i;: む 
fi- き 。 

リ 'ぶ 執 

〇 

〇〇〇 〇〇 
動 同松芥 を久新 

； T を 人 Rij 川 發米刊 
す は微っ 表新紹 

：!^ ベ 新恙煙 。潮 介 
P て 思 。管 に 、 
6 菊 潮 L  -itt 
池の 新 銀 他 
に ジ 小 貨 ： 

ーァ 說 L  • 
任ナ 十 帝 fl  ij 
しリ 一 國 人 
たス 月 文 執 
° テ 號 t お 第 
ッ に に 

なる f 
行 °  ？ 

この 新 思潮 は、 寬の 「新 思潮と 我々」 によれば、 大正 六 年 二 H に、 r 漱石 追慕 號」 を 出して ゐる。 

が、 以上の 如く 私の 手元に は 左の 十號 しかない。 して その 十號 は、 十二月 號とー H 號 との 合併で あ 

る。 この 一月 號は、 卷 頭に、 夏 目先 生の 御 逝去 を掉 み、 後記に、 来月 は、 先生の 追 愤號を 出す 匕：： の 

記事が 出て ゐる。 この 漱石 追慕 號を 出し て そのまま 休刊に なった ものである。 

同人の 希望 は 初めは、 永久に やって 行き、 單に 文壇に 出る 一時の 方便と する に は、 餘 りに 大きな 

欲望 を 持って ゐた (創刊 號編辑 後記) ので はあった が、 結句、 それ 以外に は發展 せす、 號を ねろ ^十 

1 卷、 滿 一 歳に して 廢刊 となった ものである。 因に、 體裁を 一寸 記せば、 創刊 號 から 七 號迄 は、 


C53) 論涯生 


紙に 黑 にて、 新 思潮と 號 名を橫 書に して 四角の 枠の 中に 入れて、 題目と 筆者が 印刷され てゐ、 八、 

丸、 一 〇、 一一 (？. ) 號は、 赤で 縱に新 思潮と かき 同人の み 四角 わくで 表記して ある。 八月 號 から 

三種 郵便物 取扱 を 受け、 編輯 兼發 行人 も 松 岡 讓に變 つて ゐる。 (寫 眞參 照) 

經營 費用 は、 同人の 貧しい 私費で 各自が 三圓づ \ と 成瀨正 一が 十五 圓 ばかり 出して、 三 四十 圓内 

外、 その 三 圓も菊 池寬は 金がない 爲 免除して 貰って ゐた。 漱石 追慕 號は 五百部 全部 賣れ た。 それ を 

一千 部 刷って 置けば、 新 思潮 は 損失な しに すんだ ので あるが、 新 思潮の 積り 積った 借金が 百 二十 圓 

ばかり 殘 つた。 それ を 寛が 後に 集めて、 七十 圓に まけて 貰って 支拂 つたと いふ。 

體 裁と 云 ひ、 紙質と 云 ひ 全く 同人 雜誌 らしい 雜誌 以外に は發展 しなかった 事が わかる。 

しかし、 同人 達 は、 この 小冊子 を踏臺 として、 創作に 精進した。 殊に 龍 之 介 は 花々 しく 文壇 的に 

認められて 行った。 この 小 同人 雜 誌から 芥川龍之介、 菊 池寬、 久米正 雄 等の 如き 大正 期 第一線に 立 

つた、 創作家 を 輩出した ことに 想到す る 時、 か i る 六 七十 頁價格 十五 錢 十八 錢 二十 錢の 同人 雜誌も 

今や 全く、 歷 史的な 存在と して、 日本 文擧 史上 足跡 を 印して ゐ るので ある。 

龍 之 介 は 姑く 置く も、 寬は、 「暴徒の 子」、 「不良少年の 父」 を 經て、 「屋上の 狂人」 「海の 勇者」 を 出 

し、 早く も、 劇作家と して 彼の地 歩 を 確め、 「父歸 る」 に 終って ゐる。 「屋上の 狂人」 「父歸 る」 は 後年 
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脚^^^をぁび寬の傑作としてまた 一幕物の 典型と して 遍 はれた ものであった。  一 

久米正 雄は维 三次 以來戲 曲 を 書いて ゐ たが • 兹 では 「梨の 花」 「阿武隈 心中」 を ま 3 いて ゐる。 乂、 . 

小說 家： 止 雄 は 殆ど、 この 時に 初 まると 云って いい。 卽ち、 「父の 死」 「兢 ®」 は その ni^ なる もので あ 

る。 松岡讓 も、 當時、 「河豚 和尙」 「二 老人」 「赤頭巾」 の 如き 好 短篇 を 書いて ゐ るので ある。 成； i 成 マ 

氏 は、 初めから 「創作家」 として は 右 §： 氏に 比して 作家 意識が 薄弱であった と W 心 はれる。 氏 は、 人 

^五 年 三 巧、 欧米に- 5m 舉し、 同人と しての 活動力 も 最初と 終 「紐 育 だより」 で 右 叫 氏の 動朋. は、 . 

全く^^京を離れ て ゐ たのであった。  ； 

就中、 右すべく か 左すべき か 岐路に 立って ゐた當 時の 龍 之 介に とって は、 第 叫 次 「新 忍 湖」 は， >C 

壇 進出の 確固たる 機緣 となった。 

「鼻」 「孤獨 地獄」 「父」 「酒 蟲」 「仙人」 「猿」 「創作」 「出帆」 「煙草」 MEX さ KA  ZOILT 等 彼 は 矢： Ink に 短篇 一 

を發 表して ゐる。 而 して その 各々 が 後年 彼を大 ならしむ るに 足る ュ ー1 1 クな ものであった。 一 

前揭 「鼻，」 が漱 石の 赏讃を 得た の は 有名な 事實 である。 卽ち、 大正 五 ハ牛ニ M 卜 九：：： キ込. い^は 

南 町 七 番地から 漱 石が 府下 田 端 叫 三 五番 地の 芥川龍之介へ 次の 如く 手紙 を^って ゐる。 

拜欣 n 新 思潮 の あなたの ものと 久米 君の ものと、 新 思潮 の もの を 讀んで 見ました あなたの もの は 大變而 ，：： パ と 一 
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思 ひます。 落着が あって、 巫山戯て ゐ なくって 自然 其 俊の 可 笑 味が おっとり 出て ゐる 所に 上品な 趣が あります 

夫から 材料が 非常に 新し いのが 眼に つきます。 文章が 耍領を 得て 能く 整って ゐ ます 敬服し ました。 あ、 いふ も 

のを是 から 二三 十 並べ て 御 ，覽 なさ い 文壇で 類の な い 作家に なれます 然し 「鼻」 丈で は 恐らく 多数の 人の 眼に 觸 

れな いでせ う 觸れて もみん なが 默過 する でせ うそんな 事に 頓着し ないで ずん くお 進みな さ い。 群衆 は 眼 巾に 

置かない 方が 身 體の藥 です。 

久米 君の も 面白かった。 ことに 事 焚と いふ 話を聽 いて ゐ たから 猶の事 興味が ぁリ ました。 然し 害き 方 や 其 他 

の點 になる と あなた の 方が 申 分な く 行って ゐ ると 思 ひます。 成瀨 君の もの は失禮 ながら 三人の 中で 一 番劣リ ま 

す、 是は當 人も卷 末で. E 白して ゐ るから 蛇足です が 感じた 通り を 其 儘つ け 加 へ て sjd きます、 以ヒっ (漱石 仝 集續 

書簡集 四 七三)  . 

漱石は 新 思潮 同人 達 の 指南役 であつ た。 特 に 龍 之 介 • 正 雄 は 大正 年 以来 師事し て ゐ た。 

寬の 「文藝 往來」 卷 頭の 「漱石 先生と 我等」 によれば、 同人と 漱 石との 關 係が 略 明瞭に 判る から 

次に 擧げ よう。 

「一 體僕 等の 連中 は、 高等 學校 時代に は、 夏 目先 生の 事 を、 餘リ 話題に はしなかった。 夫よ リも、 谷 崎 潤 一郎 

とか 木 下 奎太郎 とか 小山 內薰 など を、 手近の 先輋 として、 その 作物 を愛讀 して 居た の だ。 

所が、 京都 大學に 2^ た， HI 分が、 時々 上京す る 毎に" 連中が 夏 目先 生に 傾倒して 行く のが、 著しく 目に付く や 

うにな つた。 久米ゃ 松 岡 は、 頻りに 道草 を赏め 立てて 居た。 
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第三 次 S 「新 思潮」 時代に は、 夏 目先 生と 同人と は 仝く 沒交涉 であった が、 今の 新 思潮 (註 第 1： 次 新 思潮 を 

指す。) になつ て、 夏 目先 生の 作物な リ 批評な りが 同人の 創作に 强ぃ 影響.^ 及す やうに なった。 

成濑は 創作の 方面で は餘り 影響 を 受けなかった が、 文 として の 先. に 深く 私淑 L てゐ た。 成 瀬と 文 s: チの 

話 をして ゐる とよく 「文 學論」 や 「文 學 評論」 が 引合に 出された。 先生の 著書 を 悉く 宽め でお たの も成濑 であ 

つた。 

然し、 自分 は 戯曲ば かりに 與昧を 集注 させて 居た ので、 戯曲に 對 して 少しも 興味 を 持って られ なか つ た 

目先 生に 對 して は、 文壇の 先輩に 對 する 尊敬 以外に は、 別に 特別な もの は 持って 111= なかった" 

自分 は 夏 H 先生の 作物の 愛讀 者で はあった。 夫 は 素人が 文 展の畫 に 感心す る やうな、 感心の し 方であった" 

所が 去年 京都から 上京して 見る と、 久米ゃ 芥川は 可な リ夏 目先 生に 近づいて 居た。 た i -、 ぁれほど^{ー.ル师して 

1" た成瀨 が、 一 度 も 先生に 逢って 居な いのは 意外であった。 成瀨は 、「洋行す る 前に 一 度 5^ つて 行 くんだ」 と  < ふ 

鲁 

願の やうに 繰返して 居た。 

何でも 七月の 下旬で、 成瀨が 愈々 洋行す る 間際にな つて、 同人が 揃って 先生のお 宅へ 行く 約束が 出來 たつ」 C 卜 

略) 

これ は實 に、 第 四 次 「新 思潮」 の 頃の 出來 事であった。 

夏目漱 石の、 か \ る 「鼻」 に對 する 折紙 は、 やがて 龍 之 介の 運命 を 左右す ろ 契機 を 作った。 

かくて 龍 之 介 は、 創作に 對 して 新たなる 自信 を 得 T 新 思潮」 に、 「孤獨 地 狱」「 父」 「1^ 蟲，」 「仙人 Jt^J 
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「出帆」 「煙草」 nVlEKSUliA  22 に」 如き 好 短篇 を 物せ る 外、 新小說 (五 H) に 「鼻」 を 再揭、 フ布 望」 

五 n:: に 「風」、 人文 (八月) に 「野呂 松 人形」、 新小說 (九月) に 「芋 粥」 ついで 中央 公論 十 に 「手 

巾」 新小說 (十 巧) に 「煙管」 等を發 表する に 及んで 早く も 新進作家 としての 未來を 約束した ので 

ある。 

X  ♦ 

これより 先、 龍 之 介 は、 柳 川隆之 介の ぺ ンネ ー ムの 下に、 第三 次 「新 思潮」 の 同人で もあった の 

であるが、 然 らば 「新 思潮」 は 如何なる 發展經 過 を 持つ 雜誌 であった か 以下 その 大略 を 記して 參考 

としょう、 これ は 明治 以来、 明星の 詩人 達が 「明星」 とい ふ雜 誌に、 白樺 派 作家 は 「白樺」 とい ふ 

雜 誌に、 各々 その 文 擧的發 足 や 主張 や 本質 や を 一 にして ゐる樣 に、 後年の 文擧 史家が 「新 思潮 派」 と 

して、 論じて ゐ るのに 徵 しても、 それが 發展經 過 をた どるの も敢て 徒爾で はないで あらう から。 

元來 「新 思潮」 は 帝 國大學 系統に 屬 する 文學雜 誌で、 當時帝 國大學 英文科 卒業後の 小山 內薰 は、 大學 在學中 

より 伊井 蓉 峰の 立籠って ゐた 中洲 露 砂 座に 出入し 卒業後 も、 絕 えず 蓉 峰の 爲に 脚本 訂正の 任に 赏り、 劇場に 出 

入して ゐ た。 この 顷 明治 四十 年 九月 木場の 藪 井政吉 氏の 庇護 を 得て、 潮文閣 から 創刊した のが 卽ち第 一 次 「新 

思潮」 であった。 それ 故、 「白樺」 「三 田 文學」 より は 三年、 鶴 外 等の 「ス バル」 よ リニ 年 前であった。 これ は 

約 半年 績 いた。 
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小山 内 蒸 作 「駄 者」 「色の 概 めた 女」 等 は 同誌に 發表 文壇に 送った が、 後^ は 特に E 山 花 袋に 認められた。 

第二次 新 思潮 は (i^ 治 W 十二 年 八 w 刊) は、 小山 内薰、 和 哲郎、 後藤末雄、 木村莊 太、 小，！： 水 鐵、 人^: ：§ 川、 

谷^ 潤 一 郎等が その 同人で ある。 赏 時薰、 莊太 以外の 同人 建 は、 帝大 文科の 學生 ばかりであった 。創刊 の^に 

主として 働いた の は 末 雄、 晶川、 潤 一郎で、 末 雄 は その 爲に學 校の 成績が 下から 四 番目に 臆ち、 . 潤 一郎 は：：：； 謝 

が 滞納して、 九月 論 ぼ 返學 などの 事が あった。 

資本 出 所 は 潤 一郎の 小學校 時代 2 友で パ トロン。 

初號 は、 薰 2 作品 の^め 發賁 禁止と なる。 しかし、 發賣笫  一 H  二. 百 五十部 は資 れてゐ たから、：；^ お 新 に そ 

の 作の 批評の る。 續 いて ニ號 世に出る。 一夜 放談 高 語、 與を盡 した 揚句、 銀座に て 「新 思潮」 デ モンス トレ ー 

シ ヨン をな せりと いふ 0 

十 一 月 「刺 靑」 十二お 「麒麟」 のる。 谷！ t 潤 一 郎 文壇に 認めら る。 

四十 三年 三月 當 初の 「文壇へ 出る 迄」 とい ふ 目的 を 達して 廢刊。 

第三 次 新 思潮 11  (大正 三年 二月 發刊) 11 卽ち、 第二次より 第三 次に 至る 四ケ 過。 文^！^に新機？^の兆 

見 初む。 卽ち、 四十 二 年 •「 ス バル」、 四十； 二 年に 「白樺」、 「三 田 文 风チ」 發刊 谷：^ 潤 一郎 集 「刺 十； H:」 g; 十 卟發 

刊、 等 ぁリ、 漸く、 自然主義 以後の 新 機運が 次第に、 醸成した ので ある。 この 時、 お；； 次^ 思潮 出づ つ 

同人 は、 柳 川 隆之介 (芥川龍之介) 久米正 雄、 松 岡讓、 成瀨正 一 、 革 田 杜太郞 (菊 池宽〉 本 有：：；、 1>广リ 與 

志 雄、 土屋 文明、 山宮 允。 昔、 帝 大の舉 生だった。 啓 成 社と いふ 本：： から 出版、 问 人から は 金 は 出さないで 被 

て 本 尾から 發行。 
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初號 に、 與志雄 S 「湖水の 彼方」 が 現れ 彼の 將來 保證 さる。 第二 號 (三月) 正 雄の 處女社 A« ^劇 「牛乳屋の 兄 

弟」 を褐 載。 新時代 劇 協會の 树本淸 氏に 認められ、 九月、 有樂 座に 上演、 多大の 好評 を 博した。 

初號 (二  HO に 柳 川隆之 介の 「老人」 載れ ども、 文壇の 注目 を惹 かなかった。 

その. ST 赏時 京都 大學. に ゐた寬 は ショウの 飜譯 r シ ー ザ I と クレオ パ トラ」 や、 五月 號に、 「玉 村 吉彌の 死」 八 

月 「弱 蟲の 夫」 發表 。後年、 「父歸 る」 の 上演 を機緣 として、 兩方 とも 上演 さる。 しかし、 それ は、 後年の 事に 屬 

し、 當時 第三 次 新 思潮 を 以て 世に出た の は、 寬、 正 雄に 依れば 與志雄 一 人だった。 而 して、 九月 號を 出して、 

十月に は廢 W となった 4 新 思潮と 我々」 (文 藝當座 帳) によれば 「この 時、 與志 雄の 外、 久米も 多少 認められた 

芥川ゃ 自分 なぞ は、 あま リ、 本氣に 書かなかった 殊に 自分 なぞ は 未だ 見赏が 立って ゐ なかった」 

と、 寬 はいって ゐる。 

尙附 加へ ると すれば 同人 中、 土屋 文明 は、 大正 二三 年頃 旣に その 歌 は 完成して ゐ たとい ふ。 卽 ち- 

『僕 等 第 一 一； 次 「新 思潮」 の 同人 巾、 まつ 先に 一家の 風格 を 成した もの は、 菊池寬 でも、 久米正 雄で も、 

山 本 有 三で も、 豐島與 志 雄で もない T ふゆく さ」 の 作者 土屋 文明で ある。』 とい ひ 「牧場の 兄弟」 以 

前の 久米ひ 作品、 「女親」 以前の 山 本の 作品、 「恩人」 以前の 豐 島の 作品 は いづれ も、 大正 二三 年の 土 

屋の 作品 ほど 完成して ゐ ない。 况んゃ 菊 池 や 僕な ど は 上屋が 「山上 相 聞」 や 「白 楊 花」 の 連作 を 作 

つて ゐた寺 4 も、 まだ 暗キ 摸索の 境から 殆ど 一 歩 も 出す にゐ たもので ある。」 と 「ふゆく さ」 讀後 (5 
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•  一 一一 一) に 龍 之 介 はい つて ゐる。 

斯様に して 第 叫 次へ と受繼 がれた ので あつたが、 この 第 n 次に 至って 最も 功 緩 を殘し 且 つ 反饗も 

著しかった る。 

卽ち、 龍 之 介、 寬、 正 維の 如きき くと も 大正 期の 錚々 たる 作家が この 第 g: 次 「新 m 心 潮」 から 發足 

して ゐ るの を 見れば 思 ひ 半ばに 過ぐ るで あらう。 

尙、 第五 次 以下 を 記せば 次の 如くなる。 

. 第 五次 「新 思潮」 大正 七 年 十月 創刊、 ：！： 人 村 松 正 俊 • 佐治祐 士11  ，福 田梯夫 • 中 戶川吉 二  二 旦现正 等 七 人。 

笫六次 「新 思潮」 大正 十二 年 七月 南天 堂より 創刊、 同人 は 川端 康成. 石 濱金作 • 鈴 木 彦次郞 *今砒 光， 洒井 

3M 人 等。 

第 七 次 「新 思潮」 大正 十三 年 六月 創刊、 同人 は 淺井正 • 钣岛正 • 大宅壯 一 . 平 塚お 雄 •  ？.^ 地 孝 等 

かくて、 昭和 五 年までに 三回 同名の 雜 誌が 創刊され、 笫十 一 次 「新 思潮」 が 昭和 七た や 五月 渾田貞 雄 氏に よつ 

て 天人 社 か ら 創刊 號 を發刊 して 今日に 至って ゐる。 

中 戶川吉 一 一氏 等 第五 次 「新 思潮」 を 大正 七 年 十月 發刊 する 顷は、 第 四 次の 同人、 芥川 • 菊 池 • 久 

米な ど は 所謂 新進作家 乃至 は 中堅 作家と して 意 氣壯ん なる もの あり、 また 前途 は 豁然と 11 けて ゐた 

ので ある。 文藝春秋 芥川 追悼 號に、 大正 八 年 正月 本 鄕燕樂 軒で 行った 「新 m 心 潮 縦の 會」 の 記 を 中 
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戶川吉 二 氏が 執筆して ゐ るが、 それに 菊 池 • 久 米 ニ介 川の 三 君が 後れば せに 人って 來た 時には、 ホ 

ッ として 『停電に 灯の 來た 感じ』 であった と 記して ゐる。 

その 夜 は折惡 しく 成瀨正 一氏が フラ ンス から 歸 つての 歡迎會 で、 氏 等の 出席が 晩かった ので ある。 

谷 崎 潤 一 郞は 早くから 出席して ゐた。 

以上、 「新 思潮」 の變遷 を迎る 時、 それ は單 なる 同人 雜誌 では あるが、 一 は 文壇の 反響 や 功績の 多 

大を 以て、 二に は帝大 派の 最も アカデミックな 眞摯 な雜誌 として 特筆すべく 史的に も 亦評價 せらる 

べきで ある。 

早稻田 大學に 於け る 「早 稻田 文學」 、慶應義塾 大學の 「三 田 文擧」 と は 違った 意味で、 帝大 派の 作 

家 養成の 機關 となった ので ある。 

而 して、 この 「新 思潮」 中に 於ても 最も 活躍の 目覺 しかった の も 第二次 及び 第三 次第 四 次の 「新 

思潮」 であり、 文學 史家の 所謂 「新 思潮 派」 と呼稱 したの も實 は、 第 四 次 同人 達に 冠した もので あ 

つた。 

斯くて 芥川龍之介 は 第 叫 次 新 思潮から 出た 最も 異色 ある 作家と はなった。 彼の 後年 死 を 決しての 

作 「或 阿呆の 一 生」 の 八 「火花」 は、 實 にこの 「新 思潮」 時代の 追憶であった。 この頃の 彼の 心の 
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うちに は， 恐らく これと 等しい 藝 術に 對 する 意欲が 熾んで あつたと 思 はれる。 

彼 は 雨に 潘れ たま ま、 ァス フ アルトの L を 路んで 行った。 雨 は 可也 烈しかった。 彼 は 水.!^ の ちた 屮にゴ ム 

引の 外 赛の句 を 感じた。 

すると 目の前の 架空 線が 一 本、 紫い ろの 火花 を發 して ゐた。 彼 は 妙に 感動した。 彼の 上着の ボケ ットは 彼等 

の 同人 雜 誌へ 發 表する 彼の 原稿 を隱 して ゐた。 彼 は 雨の 中を步 きながら、 もう 一 度 後ろの 架 ゆ ェ線を 上げた。 

架空 線 は不相 變銳ぃ 火花 を 放って ゐた。 彼 は 人生 を 見渡しても、 何も 特に 欲しい もの， H なかった。 が、 この 

紫色の 火花 だけ は、 11 凄まじい 空中の 火花 だけ は 命と 取り 換 へても つかま へ たかった 0(4  . 六 七 八) 

やがて 龍 之 介の 前に 次第に 「夜明け」 が 近づいて 行った。 

「空に は 丁度 彼の 眞 上に 星が 一 つ 輝いて ゐ た。」 

その 星 をた よりに 彼の 創作 欲 は 一 段と 高く 縢った。 

それ は 彼の 二十 五の 年であった。 

•  X 

第三 次、 第 四 次 「新 思潮」 同人 間の 交友と 影響の 外に 龍 之 介 を 創作に 導いた ものに n 十稻 田- の 人 

々があった 事 は 見 遁す事 は 出來な い。 龍 之 介 は 『「假 面」 の 人々』 00  • 四 六 九) の 中に 

擧生 時代の 僕 は 第三 次 並びに 第 四 次 「新 思潮」 の 同人と 最も 往來 して ゐた C 元來 作家 志 土で もな 
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かった 僕のと うと う 作家 になって しまった 0 は 全然 彼等 の 惡 影響で ある。 全然？  1 - 尤も 全然 か ど 

うか は 疑問 かも 知れない。 當 時の 僕 は 彼等 以外に も早稻 田の 連中と 交際して ゐた。 その 連中 もや は 

り淸淨 なる 僕に 惡 影響を及ぼした 事 は 確かで ある。」 といって ゐる。 

元來 「假 面」 と は、 當 時の 早稻田 派の 同人雑誌で、 その 先生 格の 吉江 孤雁 氏 を 始め、 西條 八十 氏、 

日 夏 炚之介 氏の 詩人 達 を 始め、 森 口 多 里 氏、 長 谷川 潔 氏、 永 瀨義郞 氏な どが あって 大正 ョ年 四月に 

は 第三 卷第 四號を 出して ゐる。 

その他、 當 時の 諸 雜誌中 主なる もの は、 -雜誌 「 ス バル」 の 分身であった 「我等」 に は 高 村 光太郎、 

佐 藤 春 夫、 森鷗 外、 秦 豐吉、 茅 野 蕭々、 內藤銀 策な どが 據り、 「白樺」 に は、 柳 宗悅、 武者 小路 實篤、 

園 池 公致、 萱野 二十 一、 長與 善郞、 有お 武郞、 志賀直 哉、 里 見 js^、 兒 島喜久 雄、 有 島 生 馬、 木 下 利 

玄 がゐ、 その 亦 兄弟 雜誌 「エゴ」 に は 千家 元 磨、 武者 小路 實篤、 長與 善郞、 岸 田 劉 生が 據 つて ゐた。 

それに 柳 川 隆之介 (芥川龍之介) 山 本 有 三、 岸 田 杜太郞 (菊 池寬) 等の 第三 次 「新 思潮」 が あつ 

たので あるから、 宛然、 大正 文學 の醱酵 時代 を 形成して ゐた觀 が ある。 

それ 等から 龍 之 介の 文學も 次第に 醸成して 行った と 思 はれる。 (十七 年 前の 文 藝雜誌 宇野浩 一 一文 藝 

春秋、 昭和 六 • 四) 
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大正 五 年 五月 雜誌 フ 布 望」 に 「虱」 を發 表した。 原稿料 を 得た る 始めで ある。 一 枚 三十 錢。 その 

消息 は 「知己 料」 .  二 四 二) の 中に 記して ゐる。 同 九月 「芋 粥」 を 新小說 に、 十：：！： 「乎 巾」 を 中央 

公論に 發表。 就れ も アン ビシィ ァスな 作であった。 しかし、 その r 节粥」 の 原稿で すら 一枚 叫十錢 

だった。 (身の ま はリ、 6  • 三 三 九) 

大舉は 七月 卒業した T 卒業論文の 如き は、 一週間で 多忙の 中に 作製した」 と 首って ゐる。 

題目 は、 詩人 藝術家 兼社會 主義者であった 「ウィリアム • モリス 研究」 であった。 この 題： nr の 選 

擇は 凡ゆる 點で 如何にも 芥川 氏ら しいと 云 はれて ゐる。 

十二月 第一 高等 學校 敎授畔 柳芥舟 氏の 紹介に より 海軍 機關學 校の 囑托と _ なり、 英語 を 敎投。 パ 

は 六十 圓 であった。 傍、 夜 は 創作に 從 事した。 一年の 後に 月俸 百圓、 原稿 も 二 11 前後に なった。 

この 海軍 機 關學校 時代から 取材した 一 群の 短篇 は、 所謂 「保吉 物」 と稱 せられた。 ^川 保吉を 作 

の 主人公と して あるが 爲 である。 

「保 吉の 手帳から」 を 始めと して 、「あばば ばば」 「寒さ」 「文章」 等が それで ある。 

銥 倉に 於て は、 菅忠雄 氏の 紹介に より、 當 時海濱 ホテルの 傍、 野 西洋 洗濯， の裘」 m 敷 六お ニ^ 
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に假 偶した。 卽ち、 菅氏は 次の 如く 言って ゐる。 

「^は 貸間 を 鎌 倉の 海岸通りの ホテル の 傍らにみ つけました。 野 間 洗濯 店と いつ て 現在 はぁリ ません が、 其處 

の 裏 座敷で 六疊ニ 間でした。 南向きだった のです が 、狭い 庭に 常 磐 木が 一 杯 茂って ゐ るので、 部屋の 中は喑 かつ 

たやう です、 併し 海岸に も 近く、 賄 ひ は ホテルで 日本食 を 運んでくれ、 ；^^の家にも近ぃとぃふ點で、 私 は 父に 

す >f めて 芥川 さんの ところ へ 報ら せて 貰 ひました。 芥 川さん から は 早速に 見に 行く とい ふ 返事が ありました。 

^はう まく 氣に 入つ て くれ、 ばい X がと 思つ てゐ ました 。(中略) 貸間 は氣に 入り、 間もなく 東京から 移つ て來 

られ ました。」 (追憶 を 書く と は 思 は ざリき ，1 芥川龍之介に 就いて、 菅忠雄 文章 俱樂部 昭和 二、 九、) 

その 場所の 圖解は 全集 七卷ー 一二 頁に 載って ゐる。 それ は、 大正 五 年 十二月 五日 鎌 倉から 龍 之 介 

が 松岡讓 に 宛て た 書簡 の 中の ものである。 

十二月 九日 夏目漱 石の 訃に 接す。 彼 は 「或 阿呆の 一生」 の 十三に 「先生の 死」 を 描いて ゐる。 夏 

目漱石 追悼 號に、 その 葬儀 記 • 四 五一 一) を 書いて ゐる。 

斯樣 にして、 多事な りし 大正 五 年、 彼の 二十 五 歳の 年 は 暮れる。 

「羅生門」 「れ げん だ • おられ あ」 

「新 思潮」 廢刊、 
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同年 五 月、 ^ 一  短篇 集 「羅生門」 ({ぉ 眞參 照) を、 當時、 東京 市 趣 町區、 有 樂町薆 丁目 參桥 地、 阿 

蘭陀 書房より 出版。 發行所 は 北 原 白 秋 氏の 令弟 北 原鐵雄 氏であった。 (現在 ァ ルス 社主) これ 晚年、 

ァ ル ス編鞞 の 兒童文 靡と 寬編 gi の 小 畢生 全集の 間に 立 つ て、 龍 之 介が 板 挾みに な つて 偶んだ とい ふ 

の も、 實に、 か、 る 恩惠を 蒙って ゐた爲 であった。 

问年六 =1：  二十 七日 「羅生門の 會」 を 日本 橋の 鴻の で 江 ロ渙、 佐 藤 春 夫 等の 發 起で n 催して ゐる。 

出版 記念 會 である。 その 折の 寫眞が 全集 第 一 卷卷 頭に 載って ゐる。 

當 時の 事に 就いて 佐 藤 春 夫 は、 次の 如く 追憶 を 語って ゐる。 

「この 家の 主人 は 文 學者を 愛好して ゐ たので、 それに 花の 多い 季節で、 卓上に は どつ さり ス イト ピ I や^ 薇な 

どが 盛られて あった。 自分 は 迚も 希望の ない 自分の 文學的 生涯 を考へ 乍ら、 飒爽 として 席の 巾 心 にんる 芥川 

を 幸福 だと 思った。 會の 終に 此 家の 主人が 稍々 大きな 畫帳を 持ち出して 芥 川に 記念の を 求めた： 芥川は 

もと 二れ さんちゅうの ひと 

「本是 山中 人」 の 五 字 を 六 朝 まが ひの 餘リ 上手で ない 字で 書いた。 —— 」 

(芥川龍之介 を 億 ふ、 佐 藤赛夫 改造 一 〇 ノ七 昭和 三、 七) 

この 「本 是 山中 人」 の 語 は、 芥川龍之介の 好んだ 句であった らしく、 彼の 常 川の ぺ ン皿 11 それ 

は 紫檀の 茶箕 であった が i にも、 菅 虎雄 氏の 字に て T 本是 山中 人、 愛說 山中 話」 と 刻まし てんる。 

(身の ま はリ、 6  . 三 四 〇) これ は都會 的な 彼 をのみ：： てゐる 者に は 一 つの 驚異で なければ ならぬ。 
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同年 八月、 彼 は 菅虎維 氏 宛の 書簡に 次の 如き 句を揷 入して ゐる。 彼の 自覺 が讀 まれる。  ， 

旣今 签自覺 

四十 九 年 非 

皓首 哈秋霽 

蒼 1K 一  鶴 飛 

同年 九月 十四日、 橫須賀 巿汐入 五八 〇 番地 尾 鷲梅吉 方に 移 轉。 

大正 六 年 は、 彼の 自覺 時代と 稱 してよ く 「尾 形 了 齋覺ぇ 書」 「偷 盜」 「或 日の 大石 內藏 助」 「戯作 三昧」 

等 多くの 傑作 を殘 して ゐる。  . 

彼 は 「戯作 一一； 味」 中の 馬 琴の 如く 創作に 本格的に 傾倒して 行った と 思 はれる。 

大正 七 年 二月、 交友の 問であった 塚 本文と 結婚。 四月 早々、 鎌 倉 町大町 字、 辻、 小山 別邸 內に移 

轉 して ゐる。 彼 自身 次の 如く 云って ゐる。 
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「僕 は？ ぱ時縑 倉の 辻と い ふ處に 住んで ゐた。 借家 は 贊 業 家 S. 別莊の 中に 建つ てゐ たか、 り、 芭^が 軒 を 遮 つた リ、 

廣ぃ 池が 見渡せた"、 在外 居心地のよい 住居だった。 が、 八 墨 二 問.， 六 墨 一間、 四 疊牛ニ 問、 それにぬ 殿 や^ 

所が あっても、 家賃 は 十八 圆を 越えた ことはなかった。 僕 等 はかう いふ 四 墨 牛の  一 にこの 小さ い. 4i 火鉢 を^ 

ゑ、 太平 無事に ici^ して ゐ た。」 のま はり • 火鉢 •  6  • 三 四 一 ) 

. この 年 「装 裟と盛 遠」 「蜘蛛の 糸 J 地獄 變」 「開化の 殺人」 「奉 敎 人の 死」 r 枯 野抄」 「邪-に 小 門」 等、 芥川 

龍 之 介 一 代と しても 又 日本 文擧 史上に 於ても 輝し い 業 蹟を殘 して、 中堅 作家と し C の 地位 を瘦 得し 

た。 結婚 を 期と して 漸く 筆に 油が 乘 つて 來た觀 が ある。 

玆にー つの 挿話が ある。 それ は 「奉 敎 人の 死」 の 發表當 時に 起った もので、 この 事件に 關 して は 

芥川龍之介 死後 新たに 新聞 雜 誌に 多く 揭 載され た。 例へば 昭和 二 年 八月 n; 十一 曰の 京 や、 zi: 

年 九月 號 文章 俱樂 部の r 芥 川さん の 事 ども。」 渡邊淸 執筆 等が それ だ。 

この 揷 話に 直接 關係 せる 內田魯 庵 氏 も 亦 r れ げん だ • おうれ あ」 の 見出に よって 昭和 ニハ+ 九： =： 文 

藝 春秋 芥川 追悼 號に 執筆して ゐる。 當時 切支丹 研究 はま だ 端を發 したば かりであった。 そして 切い 乂 

丹 文 學に對 する 惝悅 から、 切支丹 本の 發 見に 血眼に なって ゐた。  . 

折も折 創作 「奉 敎 人の 死」 の 末 章に、 彼 は 長 崎 耶蘇 會 出版の 一書、 題して r れ げん だ • おうれ あ」 
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を所藏 し、 と 長々 と 體裁等 を 述べた ばかり か 「奉 敎 人の 死」 は該 r れ げん だ • おうれ あ」 の 下卷第 

1 1 章に 依る ものであると 記した。 

そこで 多くの 切支丹 文學 研究家 は その 文献に 注目した ので ある。 魯庵 氏は當 時の 事 を 次の 如く 記 

して ゐ る。 

r 恁ぅ いふ 最中に 現れた のが 芥川 君の 「奉 敎 人の 死」 であった。 篇末 著者が 所蔵の 切支丹 本 r れ げん だ • お 

うれ あ」 から 材を 取った と いふ 記事 を 見た 切支丹 黨は 恰も メ シャの j$ 臨 を 聞いた やうな シ ョ ックに 打 たれた。 

今 思 ふと 馬鹿々々 しいが、 何しろ ド n かに マダ^に 知られな い 切支丹 本が 祕 襲され てゐて イツ か は 世に出る 時 

が 必ず 有る に 違 ひない と 信じ 切って ゐた 最中 だから r れ げん だ • おうれ あ」 なぞと いふ ツイ ぞ 聞いた 事の 無 

い 書名 を も 少しも 疑 はずに 逆上った ので、 ァ卜 になって こそい ろく 疑點も 生じた が、 之 を 聞いた 瞬間 は 疑 

ふ 餘地は 無く 夢中に なって 了った。 夫まで 芥川 君と は 面識 も 無く 書信 を 通じた 事 さへ 無かった の だが、 任、 5 うな 

つて は 矢も楣 も堪ら ず、 卽 時に 飛札 を芥川 氏の 寓居の 鎌 倉へ 飛ばして 『れ げん だ • おうれ あ」 の 內見を 申込ん 

だ。 

中 1 日 置いて 折返して 來た 返信 を ワクく しながら 取る 手も遲 しと 封 を 切る と、 サラ くと 書 流した 文句 は、 

右 は 全く 出 鰐 目の 小說 にて 候。 思 はず アツと 聲を 上げて 暫 らく 茫然と して 了った 間拔 けさ 加減 は獨リ 相撲に 汗 

を 流して 尻餅 突いた よりも 馬鹿々々 しかった。 だが、 一 杯 喰った とい ふ 忌々 しさよ リは、 芥川 君の 天分の 奇才 

と、 行く 听 として 可なら ざるな き 文藻の 縱 横無礙 なる を 愈々 益々 感喷 せずに ゐられ なかった。』 
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そして 氏の 同文に よれば， 氏の 外に、 か、 る 憂目 を ：13- た 者に.、 富豪で 獵 書家の 和 W 雲邨 翁が あ 

る。 翁 は、 千金 を かけても と、 子息 幹 男 君 を 使者と して、 「仙臺 殿が 高 尾 を 身 請す る やうな 意氣 込」 

で購 取らん とした。 しかし、 これ も 頭を搔 いて 引下らざる を 得なかった。 切支丹 文舉の 泰斗 新 村 出 

博士 は當 時、 一 文 を雜誌 「文 藝」 誌上に 公に した。 そして T 慶長 一 一年 三月と いふ やうな ハ 4_.號 はない。 

何故なら 文祿四 年が 改元して 廣長 になった の だから 麼長ー 一年 三月 は文祿 g: 年 十一 1=：： でな けれ. まなら 

ない。 そんな 事 はもつ と 注意して 調べてから 書くべき であらう」 といった が、 實は龍 之 介 はそんな 

事 は 問題で なく、 かへ つて、 間違へ て 置いて 自ら 右の r れ げんお • おうれ あ」 は 創作で ある iajll- を仄 

めかす 積り であった。 

しかし、 その イタ、、 ッ ラが餘 りに 巧智 であった が爲 に、 右の 諸家 を 始めと して 一般の 切支丹 文 m 硏 

究 家の 間に 問題 視 された ので ある。 

大正 七 年 九月 二十 二日 小島 政 ニ郞氏 宛の 書簡 (7  •  ニニ 三) 中 『「奉 敎 人の 死」 の 「二」 はね 內 

庵 氏が 手紙 を くれたの は久 米から お聞きで せう。 所が 今日 東京に ゐ ると 柬 洋精藝 株式.^ 社と かの 社 

長さん が 二百 圓か 三百 圓で讓 つてく れつて 來 たに は 驚きました 隨分氣 の 早い 人が ゐる ものです r-、 

でたらめ だって つたら 呆れて 歸 りました。』 といって ゐ るの は、 前述の 消. を 語って. Q る。 
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この頃より、 龍 之 介 は 俳句に 眞 正面から 精進し 出して ゐる。 菅忠雄 は 次の 如く 言って ゐる。 

「その 年の (七 年) 五月、 束 京から 又 鎌 倉へ 歸 つた； 4 に 句 稿 を 手紙と 同封され て、 髙濱虚 子さん へその 句 稿 を 見 

せて くれと いふ やうな 事でした。 句 は 十五 句 ぁリ、 車中な どで 作った もの 多し すき 句 あらざる べしと いふので 

した 0 

五月雨 ゃ枇 把つ ぶら 見 ゅ蕺に 住む。 

五月雨に 鬼菱 せめぐ 水の面 かな。 

もどらず よ 挽 木の 反 も 短夜 は。 

うどんげの 蝶と なる 間 も 明 易き。 

ほととぎす 壁に ぬりこむ 藻の いきれ。 

ほととぎす 山 桑 摘めば 朝燒 くる。 

はたと 打つ ネッ木 もけ ふの 暑さ かな。 

ぜんまい 

鐵條 に似て 蝶の 舌 暑さ かな。 

盡の 月霍亂 人が 眼 ざし かな。 

牡丹 燈籠 消えて 蚊帳に 人 を 見す。 

蚊帳の H にかが る 風景 も朝燒 けて。 

水 打てば 御城 下町のに ほひ かな。  - 


天 に =1 ま 地 に 砂 文字 の 異鳥奇 花。 

むらさき は 君が 日傘 や 暮れ 易き。 

靑簾裏 畑の 花を幽 にす。 

以上 十五 句の 內で 高濱 さんが 拔 かれた の は 四 句で その 內、 二重 まる は 「天に 日傘」 と r 靑鎞」 の 二 句でした 

が 「天に 日傘 地に」 を 消されて 「日傘 人 る」 と高濱 さんの 朱 華が 加へ て ありました。 その他  一 m まる は 「^ 

丹燈 籠」 と 「水 打てば」 (此句 も 水 打てば のてば をち しとな ほして ありました) の 二 句でした、 前の 二 句 はホト 

トギス の 詠に 出た と 記憶して ゐ ます。」 

高濱虚 子に 師事して 句作 を續 けて 行った 彼。 旣 に小說 壇に は 高名であった 彼が、 ホトト ギスに 二 

句 三.！^ づっ 載る のを樂 しみと した。 

俳名、 我 鬼の ち 澄 江 堂と も號 した、 初めは r 點心を 食 ふ 心 もち」 から 次第に 技 S を 深めて 行った 

の も、 實 はこの 頃からで あった。 
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第 四 期 作家 時代 (一 D 大正 A 年 i 大正 十 一 年 〔1 —— 輸〕 

〔一〕 專ら 創作に 

大正 八 年 三月、 fe^ 軍機 關擧 校囑 托を辭 し大阪 毎日 新聞社に 入る。 これより 以後 は專ら 創作家と し 

て 立った。 

これより 先、 同年 一 月に は 第一 一 短篇 集 「傀儡師」 を 新潮 社から 出版。 玆に 確乎たる 中堅 作家と し 

て 專ら 文壇 に 雄飛す る やうに なった。 

大阪练 日 新聞社に 社員と して 入る に關 して 薄 田淳介 氏との 間に 幾 回 かの 交涉が 成された。 

この頃の 彼の 心境 を 物語る ものと 思 ふが 故に 左に 揭げ る。 . ^れは 大正 八 年 一 月 十一 一日 付 龍 之 介が 

薄 田 氏に 宛てた ものである。 

拜啓、 突然 こんな 事 を 申 上げる の は少々 恐縮です が 私 は あなたの 方の 社の 社員に して はくれ ません か 私 は 今 

の 儘の 私の 生活 を持續 して 行く 限り とても 碌な 事 は出來 さう もな ぃ氣 がする のです。 ，^iな仕事が出來なぃばか 

リ ではな い あなたの 方の 社から 月に 五十 圓の金 を 貰って ゐ ながら、 一 向 あなたの 方の 社の 爲 になる 仕事が 出來 

な いだら うと a ふので す。 今の 私 は あなたの 方の 社から 來る 金と 原稿の 報酬と で先づ 生活 だけ は保證 されて ゐ 
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る譯 です 力 いくら 飯 を 食 ふ 心配が なくつ て も S へ 刀の した いと 思 ふ 仕事 も出來 ず、 しなければ fi^ 现の すまぬ e-K 

も出來 ない と 云 ふ 事 は 決して 偸 快な 事ぢ やありません 。(中略) 

その ビ おに； 14 の 社 負になる と 云 ふ 事の 意味 を說 明し ます。 ^が 社員に なると 云 ふの は あなたの 社へ 出勤す る義 

務 だけ は 負 はずに 年に 何回 かの 小說を 何度か 書く 事を條 件と して 報酬 を 貧 ふと 云 ふ 事です。 勿論 さう すれば ゆ 

校 はやめて しまって 純粹の 作家 生活に はいるの です。 つまり 私と あなたの 方の 社との 今の 關係を 一 部分 改造し 

て 小說の 原稿料 を 貰 はない 代リに 小說を 書く 回 數を條 件に 加へ て、 報酬 を 一 家の 糊口に，^ する 丈^して 1^ ふと 

云 ふ 事になる のです 。それが 出來 たら 私 も 少し は 仕事ら しい 仕事に 取り かかれ はしない かと 思 ふので す 。(下略) 

(7  .  二 四 六) 

斯 くして 幾 回 か 交涉を 重ねて 菊池寬 と共に、 愈々 入社す る 運びに なった。 彼 は、 二"  二十 叫 日、 

薄 田 氏 宛の 書簡に。 

(前略) おかげで 私 も it や that を ふりま はすの を やめて 東京へ まひ 戾れ るの だと 思 ふと 俄に 肩が 輕く なつ 

た やうな 甚だ 偷 快な 氣が します。 

句に 曰 

歸ら なんい ざ 草の 庵 は 春の 風  (7  •  二 六 〇) 

と 云って ゐる。 又、 「入社の 辭」 (別. 五 〇 八) とい ふ もの を 書いて ゐる。 それに は 皮肉に 過去 ニ^に 

百 一る 敎師 時代 を 省み r 予は敎 育 家と して、 殊に 未來の 梅軍將 校を陶 鑄すべき 敎 W 家と して、 いくら 
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己 惚れて 見た所が、 到底 然るべき 人物で はない」 と 云 ひ T しかし 現在の 予は、 旣に 過去の 予と 違つ 

て、 全 精力 を 創作に 費さない 限り 人生に 對 しても 又予 自身に 對 しても、 濟 まない やうな 氣 がして ゐ 

るので ある。」 とい ひ、 『昔の ま 那人は 「歸ら なんい ざ、 田園 將に蕪 せんとす」 とか 謠 つた e 予は まだ 

それほど 道 情 を 得た 人間 だと は 思 はない。 が 昨の 非 を 悔い 今の 是を 悟って ゐる 上から 云へば、 予も 

亦 同じ 歸 去来の 人で ある。 春風 は 旣に予 が 草堂の 箬 を 吹いた。 これから 予も輕 燕と 共に、 そろそろ 

征途へ 上らう と 思って ゐる』 と 結んで ゐる。 

籠 之 介が 所謂 純粹の 作家と して 玆に 誕生し、 機關 舉校敎 宫の餘 技から 飜然 身を辭 して、 文字通り、 

その 輕ら かな 燕の 如く、 征途に 上った ので ある。 

同 三 H 寶父敏 三 氏 を 失 ふ。 爾來田 端 四 三 五に 住す。 

五 nH: 十々 新聞社より、 菊池寬 と共に、 長 崎に 遊ぶ。 彼 は 「天雲の 光 ま ぼし も 日本の 聖母の 御寺 今 

日 見つ るか も」 と大 浦の 天主 堂 をみ て 詠 じて ゐる。 

「粉壁 や 蕉玉卷 く 南京 寺」 とも 吟 じて ゐる。 

彼の 素 村の 南蠻 物の 研究に は 恰好の 旅行であった らう。 彼 は 阿蘭陀 皿 を 集めたり 切支丹 本 を 集め 

たり 日本の 聖母の 寺 を 見たり して ゐ るので ある。 菊 池寬の 小品 「長 崎への 旅」 (寬^  ニー 一四 九〕 はこの 
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旅 を 書いた もので、 寬は、 車中 感冒で 長 崎まで 同道せ す、 岡 山 や 尾 道 や 下關で 下車して 行った。 宽 

の 右の 文 を 左に 拔萃 しょう。 

「到頭、 長 崎へ 來た。 芥 川と 豫て 約束した 通、 長 崎の 銅 座 町の 永 見 德太郞 氏の 家で 落 合った。 芥 川が 近 藤 ゆ 一 

路 氏の IT? 介 を 貰って、 尋ねて 來 たの だが、 永 見 氏 は洋畫 家で 俳人で 而も 少壯の 赏業 家と 云 ふ 可な リ 變 つた 愉快 

な 人で ある。 その上、 長 崎の Inl. 分の 一 人で 御朱印 を預 つた 家と かで、 芥 川と 自分と が疲た 座敷 は、 御 維新 前に 

長 崎 奉行と 英吉利 公使と が 談判の 席に^ ゐ たと 云 ふ 由緒の ある 座敷だった。 

永 見 氏の 家で、 平戶蘭 館の 圖 だとが 和 蘭船圖 などと 云 ふ南蠻 趣味の 汪 溢して ゐ るお： S 紛を せて れつた。 

あくる 口 は、 芥 川と 二人で、 浦 上の 敎會堂 を 見に 行った。 浦 上 地方 は 切支丹 御法^- 代に- 3： 邪-:. 小 門 の 徒が、 

隱密の 問に その 信仰 を續 けて 來た 地方で、 御 維新に なって、 信 敎の自 を 許される と 11： 時に 天、 H.: 敎復沾 の 先鋒 

となった 所で ある。 從 つて、 信者が 煉瓦 一 枚 宛 を 寄進して 成った と！ K ふ 敎會堂 も 素 破し く 大きい。 

薄日 の さす 敎會堂 の 内部に は、 乳 C 色の 枉が幾 本と なく 立 ち 拉んで ゐ る o( 中略， * 

この 天、 王 堂で 物した のが、 前揭 の、 「天雲の」 の 歌で ある、 『我 鬼 窟の實 梅 落つべき 小雨 かな」 の 句 

を 作り 歸心を 催し、 大阪 京都 を 經て歸 れるは 五月 十九 日で ある。 

佐々 木 茂 索 氏 や 瀧 井 孝 作 氏が 師事した の も、 この の 事であった。 しかし その 態度 は、 師 ぼが..^ 

子 に對す る 態度 ではなかった。 それ は 左の 佐々 木 茂 索 氏 { ^の 害 簡に徵 しても 明で あ ろ。 
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(前略) 僕 君 の 先生 を 以て 居る ものに あらず 故に 言 の 先生ぶ ら ん |5^.を惧 る 。 或は 旣に 先生 ぶ り た ら ん事 を惧る 

請 ふ 大きな 額 をす るな と哂ふ 勿れ 僕の 本意 は 唯 君 をして 僕の 世界 を 看 一 看せ しめんと する にあり。 言 偶、 君 を 

强 ひんと する もの ある は 唯 彼等の 巨匠が 僕 を 動かす 事大なる に存 する のみ。」 (下略) (7  .  二 九 六)。 

と ある これ はゲ H テを說 いた 彼の 末筆の 言で ある。 

師弟の 關係を 煩と したの は 彼の 氣質 上で あつたが、 彼 は、 後輩に 對 しても、 親切であった らしい、 

菊 池寬は r 芥川 のこと」 のうちで、 

「人と しての 芥川 は、 いくらか、 强 もての 方で、 一般から 可成 近づきが たいやう に 思 はれて ゐる。 例へば、 原 

稿 をた のみに 來る 人な ども、 僕な どと 較べ て 可也 少な いやう だ。 文學靑 31 'など は 近づきが たいやう に 思って ゐ 

るの かも 知れない。 が、 それ は反對 で、 芥川は 目 分に 近づいて 來る 人に 對 して は 可成 親切 だ。 特に、 自分 を 尊 

敬して 近づいて 來る 者に は、 可成 親切 だ。 それ は 所 謂 自尊心の 强ぃ 人の 缺點 でも あり 类點 でも あると 思 ふが、 

芥川は 尊敬して 近づいて 來る ものに は、 下らない 人間に 對 しても、 可成 親切 だ。 しかし、 自分の 味方で ない 人 

々に對 して は、 何時も 正面 をき つて ゐ る。」 (寬 全集 五六 四) 

と 云って ゐる。 が、 內 心に は、 ソフトな 心臓 を 持って ゐ 理解 も 持ち、 又、 可成 正當な 判斷を 持って 

ゐた事 も 其の 書簡集 中に 窺れ るので ある。 「鬼面 人 を 刺す」 と 云 はれ 勝な 性格の 半面に、 童子 をも懷 

く ベ き慈容 と、 溫 情が 漂 うて ゐ たの を 見 遁す事 は 出来な い 。 
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この頃から 從來の 家の 藝に 一 味の 轉換を 意欲した 作物 を 物し、 又 次第に 現寶 的に 濃度 を 加 へても 

行った。 又 、「妖婆」 の 如き 「龍」 の 如き 作家の 危機 を 物語る 感の 作物 を 物した の もこの 期で ある。 

そして、 又、 新しい 精進の 道に 立 向 ふたの もこの 時代であった。 

「子規 は 三十 六で 死んで ゐる 僕な ど は、 餘程 しっかりせ ぬと あの 年で は 碌な 事 一 つせ ずに 了り さう だ」。 (火 正 

八、 一 一 、二三 日、 佐々 木 茂 索 書簡 7  . 三 三 三) 

と 云 ひ 

「死ぬ までに 二百 位 短篇が かけな くち や 幅が利かな いやうな 氣 がします がどうで すか。」 (大正 八、 九、 ニニ、 菅 

忠雄 宛、 7  . 三 〇 七) 

と 云って ゐる。 一生の 見通し を、 もうこの 頃から 心底に 宿して 精進して 行った 芥川龍之介 を惊 

、 0 

彼 は、 作品の 完成の 爲に、 また、 觀 照の 純粹を 期す 爲 であらう か、 造形美術に、 書 近 や 骨 蒸 は 勿 

論 篆刻 陶器 漆器 に 至 るまで、 自家 藥籠中 に收 めるべく 手 をつ けたの も 大正 八 年頃で ある。 

隣の 禱 物師、 香 取秀眞 氏。 陶器で は 窒生犀 星氏畫 家で は 小穴隆 一氏 喾 では^ 虎雄 氏 等 は、 彼の そ 

の 道の 師友であった。 
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「僕 は 手 習 ひもした い。 篆刻の 趣味 も わかる やうに なリた い 陶器 漆器 いづれ も 見る 眼が 欲し いもの だ書畫 骨董 

を 見る 人 は 文壇の 批評家より ずっと 落着いて ゐて、 叮嚀 親切に 各の 作品 を 玩味す る。 あの 玩味す る 態度 だけで 

も 學んで 損に はならぬ やうに 思 ふ。 僕な ども もっと 落着かな いと 今 分の 所 碌な 小說は 書け ない の だから」、 (7 

• 三 三 三、 大正 八、 十 一 、二三、 佐々 木 茂 索 宛) 

といって ゐる。 由來、 氏の 作品が 落附 いて ゐる 結果、 批評家 は、 情 ism;^ ない 事 を 指摘した。 が 彼 は， 

彌が 上に も、 靜 寂な 落着 を、 それ 等から 養 はう と 云 ふので ある。 名人の 冴 は、 斯うした、 姉妹 藝術 

から も、 彼 を 養って 行った であらう。 われわれ は、 彼の 作品の 中に 多く 縫畫を 取扱った もの をみ る。 

「地獄 變」 や、 「秋 山圖」 や 「沼地」. など。 そして、 それ 等が いづれ も 彼の 創作 中高 位に 屬す るの を 

見る の も、 偶然で はない ので ある。 

彼が 一 代の 文人 的 作家と なれる も玆 にあった。 が兹に 大切な 事 は 所謂 「文人」 そのものに 終始す 

る 事 を 龍 之 介は肯 じた もので はない 事で ある。 

文人 的 修養 は、 彼の 作家 生活に 如何なる 割 役に 置かれる か、 それ は 或 種の 枯淡と、 風流 味と、 超 

脫味を 加へ たで あらう、 がその 東洋 的 隱遁的 趣味 以外の 或 物、 11 人生の 眞只 中に て、 飽く 事な き 

エゴイズムの メ スを 振って ゐる 彼の 半面 は、 文人 的 修養の 外に 屬 する ものである。 
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この 點は、 動 もす ると 一 般に誤 讓を持 たれた。 卽ち、 龍 之 介の 作品 を 見て、 いつでも 枯淡 や！！ 渺 

を 中心に 見る 時の 誤で ある 事 を 指摘したい。 

例へば r 枯 野杪」 や 「ひょっと こ」 は、 文人 的な 所產 ばかりで はない ので ある。 

これ 文人と して 高き 修養 を 遂げた にも 關 はらす、 その 枯淡 さに も滿 足して 止る 事が 出來 なかった 

彼 をみ る。 彼 は、 文人 趣味 は所訟 、 道樂 である こと を 誰よりも 識 つて ゐ たから。 

X 

大正 九 年  一 ：！： に は 第三 短篇 集 「影 燈籠」 を^ 陽 堂から 野 ロ功选 氏の 裝： g にて 出版。 影燈^ と は 迥 

り燈 籠の 意味で ある。 その 名の 如く この 集 は轉換 期に ある 作品の 先驅 をな す 「葱」 「蜜柑」 等が 收め 

て ある。 この 期より 南部 修太郎 氏の 所謂 r 轉換 期の 藝術」 に 精進し つ k あろ 彼を發 r 儿 する。 と！： 時 

に 煩悶 期で もあった。 

窮巷賫 文 偏 寂寞、 塞 厨缺酒 自淸修 

拈毫 窓外 西風 晚、 欲寫 胸中 落 木 秋 

斯うした 詩の 中に も當 時の 彼の 心中が 窺 へ るで はない か。 

三 月、 長男 比呂志 生る。 名 附親は 菊 池寬、 比呂 志と は 寛の 假名 綴に した ものである。 
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創作的に 一 轉機を 期し、 在來の 「家の 藝」 から、 一 歩 を 踏 出して、 劃 時 的な 「秋」 を 物した の も 

この 年で ある。 

それだけ その 成敗 は 彼の 心 奥を惱 した。 稿 も 亦 幾度 か改變 して ゐる。 中央 公論 社の 瀧 田 哲太郞 氏 

へ の 左の 數 度の 手紙 は それ を 物語って ゐる。 彼の 苦心の 程 も 察せられる。 

信 子 女史が 襟の 事で 夫に 叱られる 所に 

「信 子は默 つて 眼 を 伏せて 上衣の 塵を拂 つて ゐた」 とぁリ それ を、 

「信 子は默 つて 眼 を 伏せて、 薄 濁った 朝日の 光の 中に、 上衣の 埃を拂 つて ゐた」 と (句讀 もこの 通り) 御 改め 

下さい。 

さう して その 次の 「夫 は その上 衣へ やけに」 云々 以下 パラグラフ のし まひ 即 r 脫ぎ 捨てた 儘に なって ゐた」 

まで 御 削り 下さい。 (下略)  三月 十三 日 (7  • 三 六 八) 

「姉さんが いらつ しった 時には 誰も ゐ なかった のね」 とか 何とか 云 ふ 言葉 あり、 (三回の 中程) その 姊 さん を 「お 

姉檬」 に 改められ たし、 やっと 稿 了、 出來の 程、 甚心 もとなくて 閉口、 

M  興 

石 渡る 鶴危 さや 春の 水  11 一月 十六 日 (7  • 三 七 二、) 
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原稿 差 上げます 但し (四) の 前半 は 書け てゐ ると は 思 はれません もし 明日の 晚 (十八 日の 晩まで) 暇が あれ 

ば 書き直し たいと 思 ひます (二 枚 半ば かり、) しかし 御 都合 も ある だら う！ と 思って 鬼に 角 1 應 さし 上げます。 

もし 明日の 晚 まで ひまが とれたら 朝 御 使に 御 持たせ 下さ い 間に合 はなかったら 不本意ながら あきらめます。 右 

どちらで もよ ろしく 御と り 計ら ひ 下さい。 頓首  三月 十七 日、 (7  • 三 七三) 

X 

もう 間に合 はない かと 思 ひます が 〔秋」 の 二回 目、 御 亭主が 襟 をと リ換 へようと して、 それが^ 洗 灌^へ 行 

つて ゐる故 腹 を 立てる 件に、 

「信 子 は默. つて、 目を伏せて、 うす 濁った 朝日の 光の 中に、 上衣の 塵を拂 つて ゐた」 と 云 ふ 言葉が あります あ 

. の 「うす 潟った 朝日の 光の 中に」 を 削って くれません か 「信 子は默 つて、 目を伏せて、 上衣の i:i を拂ゥ てんた」 

とする のです、 度々 御 面倒 を かけて 恐縮です が 然るべ く 御と り 計ら ひ 下さ い。 顿首 三月 二三 口、 (7  • 三 八 七) 

〔一一〕 龍 之 介と 河童 

「芥川龍之介 氏と 河童」 それ は、 昭和 1 一年 九月 號 「新潮」 に 夏汀 永 見 德太郞 氏の 執 第せ る 表題で あ 

る。 それ 程、 龍 之 介と 河童と は緣が ある。 作品 「河童」 を 書いた の は 晩年、 昭和 二 年 二 H であった- 

その 前に 未完の 「河童」 (別 ニー 五一) を 大正 十一 年に 書いて ゐる。 が 作品ば かりで はない。 に 
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も、 俳句に も 歌に も、 彼 は、 河童 を 物した。 彼^ 忌 日 を 「河童 忌」 と 云 ふの も 偶然で はない。 特に、 

河童の 墨鎗 は、 永 見 氏の 言に 隨 へば 現代に は、 小川 芋鐵と 芥川龍之介の 二 大人。 「墨 跡カ强 く、 河童 

の 骨格 は 筋張て、 それ を 捕へ よう ものなら、 この 關 節が ボ キボキ 音 をして、 折 さうな 氣 がする、 爛 

々と 赫く大 眼の 光り は、 よく スペクトルの 味が 表現 盡 されて ゐ る。」 寇に、 龍 之 介 は、 彼の 自畫像 を 

一匹の 河童に 仕上げて ゐる。 

九 年中に 書いた 「水 虎 問答 之圖」 (7  • 四 三 四) や 全集 七 卷四四 二 頁の ものに 徵 しても 右の 言に そ. 

むかない ので ある。 彼 は、 十一 年長 崎 再遊の 折 土地の 藝妓照 菊の ために 「水 虎晚歸 之圖」 を 銀 屏風 

に畫 いた。 それが、 一番の 大作で 力作で も あると 云 ふ。 永 見 氏の 文幷 に、 全集 四卷の 見返しに も そ 

の 「水 虎晚歸 之圖」 が ある。 蒲の 穗 でも あらう、 それ を かついだ 河童の 隨は 文字通り 斕々 と赫 いて 

ゐる ではない か。 

これ 等 水 虎の 圖は この頃、 旣に 立派な もので、 前記. 「水 虎 問答 之圖」 や 「田 端 之 河童」 「本 鄉之河 

童」 は、 各々、 彼 自身 を 物語って ゐ るが 如く 見える。 

小穴隆 一 氏に よれば 晩年の 芥川龍之介 は 「その 生母が ぉ稻荷 樣を畫 いて ゐた やうに、 (何 を畫 いて 

も實際 皆、 顏は 狐だった とい ふ。) 河童ば かり 畫 いて ゐ た。」 とい ふ。 (二つの 繪ゅ央 公論 四八ノ 一) 
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今 、「水 虎 問答 之！：」 に 加へ た 河童の 歌 を 擧げれ ば、 次の 如くで ある。 

はだへ 

赤ら ひく 肌 ふりつつ 河童ら は ほのぼのとして 眠り たる かも。 

この 川の 愛し 河童 は 人間 を まぐ とせし かば 殺されに けり。 

短夜の 淸き 河瀨に 河童 われ は 人 を 愛しと ひた 泣きに けり。 

ニニ〕 支那 游行 

大正 十 年 三月 「新潮 社」 から 小穴隆 一 氏の 装幀に より、 短篇 集 「夜来の 花」 を 出版、 彼 自ら 「年 

譜」 に 「雨後の 短篇 集 槪ね隆 一 の 装幀に 係る、 啻に 親交に 據 るの みならす 藝術上 降 一 に 服 すれば な 

り」 と 云って ゐる。 小穴隆 一氏との 交友 は、 晩年まで っビ いた。 氏 は 二 科 會に屬 する 篑家、 龍 之 介 

の デス マ ス クを寫 せる も 氏であった。 

氏との 交友 は、 深き 藝術 上に 根ざし 大正 十 一 年に は、 一 一 科會に 芥川龍之介 を モデルに した 像 

「白衣」 を畫 いた。 右 「白衣」 は 同年 十 巧 號 文章 供 樂部、 文壇 近事 畫 報に？ g 載され た。 雜 よ！： 粹に、 

「往生 繪卷」 を 執筆す る や、 その 揷畫 を畫 いたの も 彼であった。 號は 一 游亭、 ^中、 氏との.. ズ： i は 

書簡集に 極めて 多い。 それだけ、 この 友 を 思ふ眞 情が 厚かった。 
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ぬば 玉の 夜風に 冴え は 通る 頃 を 一 游亭ょ 風 ひくな ゆめ 

打ち 日 さす 都 を さかる 汽車の 窓に 圓 中なん ぢを思 ふ 男 あり。 

これ は 芥川龍之介が、 ま那 旅行の 打合せの 爲、 下阪の 時の 書簡 中の ものである。 

大正 十 年 三月 十九 日 午後 五 時半 東京 を 出發、 一 一十 八日 門 司 發の筑 後 丸に て 一 路 支那 遊行の 途に上 

つたので あるが、 これより 先、 支那 漫遊の 途へ 上る 芥川龍之介の 爲に 三月 十一 日 上野 精 養 軒で 送別 

の 宴が 開かれた。 彼の 希望 は r 內輪 だけの 會」 であった が、 文壇 人が 相當 多く 集った。 

大正 十 年 四月 號の 「新潮」 に は、 その 送別 會の寫 眞が祸 載して ある。 それによ ると、 集れる もの- 

久米正 雄、 里 見 IST 與謝野 晶子、 菊 池寬、 豐島與 志 雄、 田 中 純、 吉井 勇、 小山 內薰、 鈴 木 三重 吉- 

久保田 万 太郞、 佐々 木 茂 索、 中 根 駒 十郞、 南部 修太 郞、 村 松 梢 風、 山 本 有 三、 小島 政 ニ郞氏 等が 寫 

眞に みえて ゐる。 席上， 與謝 野寬、 里 見獰、 菊 池寬氏 等が 講演した。 

上海 着 後、 出發の 際の 風邪が 全快して 居なかった 爲、 乾性 肋 膜 炎に 胃され、 約 三 週間 病院 生活 を 

送った。 「上海より 江 南 ー帶に 遊び、 漢ロを 經て洛 陽 龍 門 を觀、 北京より 更に 大同に 至る 朝鮮 を經て 

歸れる は 八月な り」 と 年譜に 云って ゐる。 その 間 彼 は 擧者鄭 孝胥、 章炳 麟に會 ひ. 杭 州の 西 湖に 遊 

び また 秋瑾 女史の 墓に 詣 でたり して ゐる。 
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又 蘇 州で は 孔子 廟を 見、 天平 山に 接す。 北京で は 書畫、 芝居 を 始め、 各地で 支那 書 を 蒐集したり 

して ゐる。 

彼の 「支那 游記」 一 卷は實 にこの、 旅行の 賜で ある。 上海 游記、 江南游 記、 長江 游記、 北京 niiy 

抄 など を 包蔵して ゐる。 

彼 は、 大正 十四 年 十一 月 「支那 游記」 を 上梓す るに 當り 自序に 『「支那 游記」 ー卷は 畢竟 天の 僕に 

惠んだ (或は 僕に 災 ひした) Jmirnalist 的 才能の 產物 である。」 と 云った。 して 然 らば、 われわれ 

はこの 一 卷に 於ても Journalist としても 天分 豐 かなる 彼を發 見す るで あらう。 

豐 富な 學殖、 秀拔な 着想、 或は 敏感な 觀察 は、 われわれ をして 共に 彼の地に 遊ばしめ る槪が ある， 

しかし、 この 游記 を當 時大阪 毎日 紙上に 連載した 頃 は 動 もす ると 中絕し 勝だった とい ふ。 

今 當時 その 衝に當 つた 薄 田泣堇 氏に あて、 龍 之 介が、 その 催促に 答へ た 歌 を、 ；！ I： 氏^  r 樹 下石 

上」 から 引用して 左に 褐げて 置く。 これ は 書簡集に も 見えない ものである。 

そ の 1 

怠けつ つ あ リと思 ふな 文 債に こもれる 我 は 安け からな く。 

あ か ら ひく 畫も こもりて 文書けば さ 庭の 櫻 ふ ふ みそめけ り。 
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去年 の 春 見し 長江 の 旅日記け ふ 書きし かば やがて 送ら む。 

旅日記と く かけと 云 ふ 君の 文 見の つらければ 二日 見ず けり。 

祌經 衰弱 癒えず ぬば 玉の 夢の み 見つつ 安いせ ず われ は。 

そ の 二 

原稿 を 書かねば ならぬ 苦し さに 痩 すらむ 我 を あはれ と 思 へ 。 

雪の 上に ふリ來 る 雨 か 原稿 を 書き つつ 聞けば 苦し かりけ り。 

「甘 洒」 の 終り は 近し 然れ ども 「支那 旅行記」 はやまむ 日 知らに 

さ 庭 へ の 草 をと もしみ 橡 にあれば 原稿 を 書く 心 起らず。 

作者 我 の 泣く 泣く 書け る 旅行記 も 讀者君 に は を かし かるら む。 

赤 玉の みすまる の 玉の 美し 乙女 愛で 讀む ベく は 勇みて 書かな む。 

支那 紀行 書きつつ をれば 小說 がせん すべ 知らず 書きた くなる も。 

小說を 書きた き 心 保ち つ つ 唐土 日記 を ものす る われ は。 

原稿 を 書かねば ならぬ 苦し さに 入日 見る 心 君 知ら ざら む。 

の ん きなる A*  K 論 をす る 博士 文章 道 を 知らず 卑し も。 

薄 曇 る ち ま た を 行けば 心う し 四百の 金も旣 にあ ま らず。 

. 澄 江 堂 主 人 

二 伸 
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ー體 ボタの 遊 記 を そんなに つ^けても いいので すか 。讀 者から あんな 物 は 早くよ せと 云 ひ はしません か 。(ハム 

へば すぐによ せる のです が) 評判よ ろしければ その 評判 をつつ かひ 棒に 書きます。 なる 可く 評判 をお きかせ 下 

さい。 小說 家と ジャナ リス 卜の 兼業 は 大役です。  . 

〔四〕 病 氣 • 發 句 

支那 旅行 は、 芥川龍之介に 一 段と 支那に 關 する 趣味 や 造詣 を 加 へ たと 冋 時に、 一 方身體 的に は、 

可也の 無理で もあった。 その 爲か 歸國 後の 彼 は觅角 健康が 勝れなかった。 卽 ち祌經 衰弱、 ^等が そ 

れだ。 左の 一連の 書簡 は その 消息 を 物語って ゐる。 

支那が へ リ我鬼 は 病み つ っ汝を 待てり 洗 馬 ゆか へ らばと ひ來 ませす ぐ。 

矿 めば まだ 入 谷 もとはず こもり 居リ 草の 家に ふる 雨 をき きつ つ。 

汝カ ために 筆と 墨と は 買ひ來 しもよき ゃ惡 しき やた めし もま だせず。 

八月  一二 曰 一 游ーひ 宛 (7  • 五 一 四) 

X 

阿修羅 百臂の 刀^  j 時に 便 門 を 裂く が 如き 目にあ ひ 居候。 
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秋風 や 尻た れ たる 女郎 蜘珠。 

九月 十三 日 下 島 勳氏宛 (7  • 五一 九). 

X 

； は 現在 11 百 四 病 一 時に 發し 床上に 呻吟して ゐ ます。 

九月 十四 B 婦謝 (！ 五一 5) 

これ や この 子規の み ことが 痔を わぶ とう まらに 食せ し 白 無花果 ぞ。 

井月 も痔 をし 病めら ば 句に か へ て 食せ しけむ もの を これの 無花果。 

.  九月 二十四日 下 島 勳氏宛 (7. 五 二 六) 

「この 顷祌經 衰弱 甚 しく 催眠 藥 なしに は 一 睡も 出来ぬ 次第」 

十一月 二十四日 薄 田 淳介氏 宛 (7  • 五 四 二) 

當 時の 病 狀を略 想像す る ことが 出來 る。 子規、 獨歩、 啄木な どの 如く 晩年の 健康 は 次第に 彼の 肉 

體を 奪って 行った。 

性來 蒲柳の質であった 彼で あつたが、 この頃が、 その 甚だしき 第一 期と も 見る ことが 出来る。 こ 

の 不健康 は 支那 游 行の 無理と、 その後の 文僙 による 彼の 責任感に 基因す る ものと 思 はれる。 
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西の 田の もに ふる 時雨 

東に 澄める 町の そら 

二つ 心の すべな さは 

人間の みと 思 ひき や。 

と 彼は斷 腸の 思 を 托して 佐々 木 茂 索 氏に おくって ゐる。 この頃の 彼の 心に 撒喻 ふて ゐる 兑る 

やうな 氣持 がする。 

號を 「夜来 花 庵」 「了 中 庵」 と稱 したの もこの 頃の ことであった。 

大正 十 一 年 四月 下旬、 長 崎に 遊ぶ。 滞在 約  一 l^^l 一回 目の 長 崎 へ の 旅で ある。 

彼 は、 渡 邊與茂 平氏と 寺 町の 古道具屋に 出入したり、 永 見 夏 、汀 氏の 家に て、 竹 田、 逸 9r  0n 

鐵翁、 熊斐、 仙 崖 等の 日本 畫家、 江 稼圃、 沈 南蘋、 宋紫 石、 胡 公 溝 等の 支那 畫 家の を 2^ たり、 美 

妓、 照 菊、 菊 千代、 伊達 奴等 を 知り 妓の隔 に 、「夕立 や 我 は 眞鶴君 は Hi や 「うき 人 も を さ., な-: r ひた 

り衣更 へ」 などと 書いたり、 或は 鯨 M の 飛揚 を 見たり、 「まりや 觀昔」 を 川.：： たりして ゐる。 又、 


( 91 ) 論涯生 


花 を 持ち 荷蘭陀 こち を 向きに けり。 

夏山 や 薄日の あたる 一 ところ。 

唐 寺の 王卷 芭蕉 肥りけ り。 

等 優れた 發句を 物して ゐる。 五月 下旬 美妓、 照 菊に 「萱草 も 人 吹いた ばってん 別れ かな」 と淺 して こ 

の 旅 を 了した ゐる。 當 時の 旅に 關 して は 、「長 崎 日錄」 (5 丄 ハー 一) や 永 見 氏の 「芥川龍之介 氏と 河 

童」 等を參 照され たい。 美妓 照 菊に 「河童 晚歸 之圖」 を 筆力 雄大に 銀 屏風に 殘し たの もこの 旅の 事 

であった。 猶、 彼 はこの 旅から 「長 崎 小品」 (5  .  二 〇 五) を续 して ゐる。 

大正 八 年 五月 菊池寬 氏と 同道の 長 崎の 旅と 共に 前後 一 一回の 長 崎への 旅 は、 龍 之 介に 南蠻 的な 或 物 

を附 加した と 思 はれる。 

五月 隨筆集 r 點心」 を 金星 堂から 森田恒 友の 装幀に て 出版。 隨筆 出版の 最初で ある。 又 八月 選集 

「沙羅 の 花」 を 改造 社から 中篇 「邪宗 門」 を 十 一 月に 春陽 堂から それぞれ 出版して ゐる T 點心」 の 

自序に 彼 は 次の 如く 言って ゐる。 

T 點 心と は 早飯 前 及 午前 午後 啼 前の 小食 を 指す やうで ある。 小說ゃ 戯曲 を 飯と すれば、 これらの 隨 

筆は點 心で ある。 のみなら すわた し はこの 四 五 年、 丁度 點心 でも 喫する やうに、 時々 これらの 隨筆 
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を艸 した。 この 書に 題して 點 心と 云 ふの も畢竞 こんな gi 由に 出た ので ある。」 

r 沙羅の 花」 自序に は r 沙羅の 花 は 和漢 三才 圖會に 據れば 『白 軍 瓣狀似 山茶花 而 „^^1:』 と 云 ふ で 

ある。 是 等の 作品 も 沙羅の 花の やうに、 凋落し 易い もの かも 知れぬ。 かたがた ふと 思 ひついた 通り _ 

この 選集の 名前に する 事と した。」 と ある。 

「邪宗 門」 の 跌には 、「作者の 心 も 谷川の やうに 逆流す る こと を 得ない から」 と 未完 稿の ま- - 上梓す 

る 理由 を 記して ゐる。 

各異 つた 意味で 作者の 面目が 躍如と して ゐる。 

大正 七 一 年 四月 八日 渡 邊庫輔 氏 宛の 書簡に よれば、 この頃よ iH* 齋の額 を 「澄 江 堂」 と 改めた と 

いふ。 

それまで は 「我 鬼窟」 であった ので あらう。 愈々 淡々 たる 中期 以後の 作者の 心境が、 それ 等の 文 

字に 據 つても 窺 はれる。 「澄 江 堂」 の 扁額 は 今 も 尙芥川 家の 階下 書齋 (全集^ 六卷卷 頭の. 參 照) 

の 向って 右手に 懸 つて ゐる。 

以後 彼 は 澄 江 堂と 號し、 澄 江堂雜 記、 澄 江 堂 日録、 澄江堂主人の如く^^^^ら使川してゐろ。 

十 一 月、 次男 多 加 志 生る。 多 加 志と は 小穴隆 一 氏の r 隆」 を 假名 緩に した ものである。 
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この頃、 俳句 は 今までの 精進の 跡を迪 つて、 旣に 一家 を 成した 概が ある。 彼 は それ を自覺 しても 

ゐた。 旣に 明治 四十 三年 彼が 年 十九の 時 「秋立つ日 うろ 齒に銀 を うづめ けり。」 の 如き 秀句 を殘 して 

ゐる 彼の こと だ。 敢て異 とする に 足らない かも 知れぬ。 

「句 は、 虚 子と 比べられても よろしく 候」 (香 取 秀眞氏 宛 •  7  • 五六 七) と 言って ゐる。 この頃 作ら 

れた 俳句 は、 彼が 自選に か， -る發 句 (大正 六 年より 昭和 二 年に 至る 七十 七 首 5  • 六 七 七) のうちに 

加 はって ゐる ものが 多く、 彼の 一代の 傑作 も齡 くないの である。 左に 秀句 を右發 句集から 揭 載して 

置く。 

伯母の 云 ふ 

薄 綿 は の ばし 兼ねた る 霜夜 かな。 

竹の 芽 も 茜 さした る 彼岸 かな。 

木が らしゃ 目 刺に の こる 海の いろ。 

臘梅 や 枝 まばらなる 時雨 ぞら。  . 

蝶の 舌ゼン マイに 似る 暑さ かな。 

お降り や 竹 深ぶ かと 町の そら。  ， 

初夏の 蝗 つかめば 柔らかき。  ， 
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あて かいな あて 宇治の 生まれ どす。 

茶 畠 に 入り H しづ も る 在所 かな 。 

漢 口 

ひと 籃の 暑さ 照りけ リ巴且 杏。 

病 中 

あかつ き や 蝉 なきや む 屋根 の うら。 

木の 枝の 瓦に さはる 暑さ かな。 

一 游亭を 送る、 別 情^ 然 

霜の ふる 夜 を 菅笠の ゆく へ 哉。 

菊池寬 の自傳 體小說 

「！^:: 吉物 語」 に 

元日 や 啓吉も 世に 古 簞笥。 

春雨の 中 や 雪お く 甲斐の 山。 

金 澤 

むし 子 や 雨に もね まる 蝸牛。 

室 生 犀 星 金 澤の蟹 を 贈る 

秋風 や 甲羅 を あます 膳の 蟹。 

越後よ リ來れ る婢赏 歲の兒 

を 「たんたん」 と 云 ふ、 


たんたんの 咳 を 出した る 夜寒 かな 

久米三 汀 新婚 

白 じらと 菊 を 映す ゃ賴 帽子 

悼 亡 

更け まさる 火 かげ や こよ ひ 雛の 額。 

兎 も 片耳 垂 るる 大暑 かな。 

旭 川 

雪 どけの 中に しだる る 柳 かな。 

因に 芥川龍之介の 俳句 を 研究した ものに、 西 谷 碧 落 居 著 「俳人 芥川龍之介 論」 (立命 館 出版) 

る。 また、 窒生犀 星 氏 は、 改造 社 版 「俳句 講座」 第五 卷に、 「芥川龍之介」 を 執筆して ゐる。 
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第五 期 作家 時代 (三) 大正 士 一年 —— 同 十 叫  1 年 s——t〕 

〔一〕 震災に 際して 

大正 十 1 一年 五 nr 短篇 築 「春 服」 を 小穴隆 一 氏の 装幀に て舂陽 堂より 上梓。 概ね 「夜 來の 花」 以後 

の 短篇が 集められて ゐる。 

彼 は跋に r 一  二の 例外 を 除き さへ すれば 「春 服」 に牧 めた 作品 は 一 一十代に 成った ものの みで ある。 

だから 「春 服」 と 名 づける ことにした。」 と 云って ゐる。 

大正 十二 年 は、 彼 は 數へ年 三士 一歳で ある。 

春 以来 脫疸 であった 友 小穴隆 一氏 は 丁度、 「春 服」 校正 中、 一 脚 を切斷 した。 彼 は 右の 践に r 价然 

の感を 禁じ 得ない」 と 云って ゐる。 

九月 一 日、 未曾有の 大震災が 關東を 襲 ふた。 しかし、 彼の 一家 は、 無事なる を 得た。 翌大； 止 十三 

年 九月に 出版した 隨筆集 「百 艸」 に は 「大正 十 一 一年 九月 一 日の 大 震に 際して」 と 題して、 一 、 犬-中：^ 

雜記、 二、 大震 曰錄、 三、 大 震に 際せる 感想、 四、 東京の 人、 五、 廢都 _SB^、 六、 .ル：^ 災の文 藝に與 

ふる 影響の 六 項 ( 一 二 九 頁 ——- 一 四 五 頁) が載錄 されて ゐる。 試みに 「大 $i ^日 錄」 を 左に 拔萃 して 
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當 時の 彼なら びに 彼 一 家の 消息 を 窺 はう。 

九月  一 n 

午 ごろ 茶の間に パ ンと 牛乳 を 奥し 了リ、 將に 茶を飮 まんと すれば、 忽ち 大 震の 來る ぁリ。 

母と 共に 屋外に 出づ。 妻 は 二階に 眠れる 多 加 志 を 救 ひに 去り、 伯母 は 又 梯子段の もとに 立ちつつ、 妻と 多 加 

志と を 呼んで やまず。 旣 にして 妻と 伯母と 多 加 志 を 抱いて 屋外に 出づれ ば、 更に 又 父と 比呂 志との あらざる を 

知る。 

婢 しづを、 再び 屋內に 入り、 倉皇 比 呂志を 抱いて 出づ。 父 亦 庭 を 回って 出づ。 この間 家 大いに 動き、 步行甚 

だ 自由なら ず。 屋 瓦の 亂墜 する もの 十餘。 大震 漸く 靜 まれば、 風 あり、 面 を 吹いて 過ぐ。 土臭 i„f んど噎 ばんと 

欲す。 父と 屋 5 內外を 見れば、 被害 は屋 冗の 墜ち たると 石燈 籠の 倒れた るの み。 (下略) 

九月 二日 

東京の 天、 未だ 煙に 蔽 はれ、 灰燼の 時に 庭前に 墜 つる を 見る。 圓月 堂に 請 ひ、 牛 込、 芝 等の 親戚 を 見舞 はし 

む。 東京 全滅の 報 あり。 又 撗濱竝 びに 湘南 地方 全滅の 報 あり。 缣 倉に 止まれる 知友 を 思 ひ、 心 頻りに 安から ず。 

(下略) 

彼 は 「善良なる 市民」 として 「勇敢なる 自警 圑の 一員」 に 加 はったりした。 この 大震災 は 文壇に 

も、 激動 を與へ 精神的に 充分 ショッキングな ものであった。 寬 はか、 る 時には 藝術を 省る 暇がない 

とまで 云った。 文字通りに 非常時で 文擧 的に も 一時 衰退した。 多くの 書肆 は崩壞 して 文擧的 刊行物 
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も 一時 休息した ので ある。 

この 年、 創作的に 彼 は 新しい 轉向 を意圖 せる もの 、如く 作品 發表も 乏しく、 僅かに 五月 「保 吉の 

手紙 か ら」 を 書 い て 再度 珍し く 自敍傳 的 作品 に 手 を 染める やうに なった 。「子供 の 病氣」 「あ ばばば ば」 

「文章」 などが それで ある。 

これ 等 一群の 作品 は、 堀川 保吉を 主人公と した 心境 的 私 小說で T 保吉 物」 の 名に よって 呼稱 され 

たもので ある。 

六月 次男 多 加 志病氣 入院。 彼 は 大正 十三 年 八月 これ を 「子供の 病氣」 と 題して 作品と して ゐる。 

〔二〕 和 歌 

和歌に 就いては 香 取秀眞 氏土屋 文明 氏齋 藤茂吉 氏な どとの 交友の 間に、 次第に 一家 を 成して 行つ 

た觀が ある。 白哲の 大擧生 時代から 才氣 焕發の 歌風 を もち、 また、 當時 n: 百 部位し か 刊行し なかつ 

たァ ララ ギを 愛讀 して ゐて 同輩 を 驚かした 彼が、 次第に、 .nii 木 赤 彥氏齋 藤茂吉 氏土屋 文明 氏な どの 

影響 をう けて 萬 葉風の 作風と なった。 それ以来の 彼で ある。 

が、 短歌 は數の 上に 極めて 僅かで、 その 自選になる もの は、 大正 八 年より 昭和 二 年に 至る 二十， パ 
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首し かない。 (5  . 六 八 九) . 

しかし 發句 と共に 書簡の 後に 消息 風に 書 加へ たもの は 相 當の數 に 上る ので あるひ 

左に 右の 自選 歌より 拔萃 して 見本と する。 

吉井 勇に 戲る 二 首 

末の世の くどきの 歌の 歌 ひじり 吉井 勇に 酒た てまつ る。 

赤 寺の 南京 寺の 痩せ 女 餓鬼 まぎ はまぐ とも 酒な たち そね。 

丸 善の 二階 

かそ  かいひ  ， 

しぐれ ふる 町を幽 けみ ここにして 海 彼の 本 をめ で にけ るか も。 

小澤碧 童に 

きみが 家の 軒の 糸瓜 はけ ふの 雨に 臍 落ちたり や あるひ は いまだ。 

卽  景 

手水 鉢の 水に いささか 濁リ 立ち 南天の 花 はさきす ぎに けリ。 

戯れに 河 郞の圖 を 作りて 

かぶろ 

橋の 上 ゆ 胡瓜な ぐれば 水 ひびきすな はち 見 ゆる 禿の あたま。 

「とな リ のい もじ」 香 取 先生に 

と ，つ しん  = 

冬 心の 竹の 畫 見に 來 ひさかたの 雪 茶 を 煮つ つ わが 待つ らくに 
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佐 藤您之 助琉球 諸島 風物詩 集 を 贈る 

ミヤ ラビ は 娘 子の 稱なリ 

空み つ 大和 扇 を かざしつつ 來ょ とつげけ む ミヤ ラビ あはれ。 

室 生 厚 星に  . " 

遠山に かがよ ふ 雪の かすかに も 命 を 守る と 君に つげな む。 

香 取 先生に - 

金 澤の鱔 のす し は 日 を へ なば あぶら や 浮かむ ただに 食し 給 へ 。 

わが 門の 薄 くらがりに 人の 居て あくびす るに もお どろく われ は。 

大正 十三 年 五月 窒生犀 星の 案內 にて 金澤に 旅す。 卽ち、 「僕 今 犀 星 先生の 世話に て^ 六 公^の 中の 

三す じと 申す 御茶屋に 居り 豪奢 をき はめ 居候、 (中略) まづ 十五 疊の 趣 敷、 十壘の 次の 問、 八：！：：^の茶 

の 間、 六疊の 女中 部屋、 四疊 半の 茶 窒\ 四疊の 玄關、 臺所、 ニ疊の 後架 等 全部 僕の ものに なりおり 

候へば それだけ でも 甚潜 上の 所、 屋を繞 つて 老： 疎、 樹 間に 瓢池を 臨み、 茶室の 外に は 瀧の ある 次 

第、 風流 おん 察し 下され 度 候」 と 下島勳 小穴隆 一 氏な どに 手紙 を 送って ゐる。 

又 土地の 老 俳人 (恐らく 桂 井 未 翁な らん) の 前で 「彼 は 北 枝の 句の こと なぞ を 土地柄で あると は 

云へ 話し 出したり した。」 そして 「金 澤へも 度度 人も來 たが、 あれ 程 若くて しっかりして ゐる は 初 

めて だ」 と 感服した T しかも 老 俳人 はま だ 彼の 一 作 をも讀 破して ゐ なかった ので ある。」 と i ボ： 生 IS が； 
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が 「芥川龍之介 氏の 人と 作」 (「天馬の 脚」 三 三 五) 中に 云って ゐ るの もこの 時の 旅で ある。 

七月、 短篇 集 「黄雀 風」 を 新潮 社から 小穴隆 一 の 装幀に て 出版。 九月 隨筆集 「百 艸」 を 恩 池 孝 氏 

の裝幢 にて、 やはり 新潮 社より 出版して ゐる。  * 

「黄雀 風」 と は 「此節 東南 常 有 風、 俗名 黄雀 風」 と あるに 據り 「春 服 J に繼 いだ 意 を 示した だけで 

あると その 践に 記して ゐ る。 

「百 艸」 は序跋 共に ない。 始め 「全家 寶」 とすべき 豫定 であった ことが 書簡に： In- える。 「點 心」 に亞 

ぐ隨筆 集で ある。 

また 、rhe  modern  Scries  of  English  Litesttjre を 編した の も、 本年 七月から 翌 十四 年 三月に 

かけて である。 

〔三〕 家庭的 憂苦 • 詩 

大正 十三 年 十二月 叔父の 喪に あ ひ、 又、 義弟 八洲 氏 (系譜 參照) 咯航。 所謂 裟婆 苦の 苦勞 が、 自 

己の 病弱に 加へ て 次第に 彼 を弱氣 にして 行った。 

病苦 は 大正 十四 年も續 いた。 同年 二月 十一 日淸水 昌彥氏 宛の 書簡に も 「僕 も 胃 を 患 ひ、. 腸 を 患 ひ • 
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祌經 衰！？ S: を逮ひ 1 悪い 所 だらけで 暮 して ゐる。 生きて 面白い 世の中と も 思 はない が、 死んで， 面白い i 

世の中と も 思 はれない。 僕 も 生きられる だけ 生きる」 と 云って ゐる。  ！ 

淸水昌 彥氏は 龍 之 介の 「追憶」 二十 二 「水泳」 中に 出て くる 幼少 水泳 を 共に 習った Ei: 級の 人。 ま 

た 高等 小擧 時代 共に 雜誌 「：：： の 出界」 を 出した 時の 同人だった。 この 幼なじみ は もな く 喉頭 結核 

の 上、 腸結核 を W 發して 逝った。 ひれ も 彼の 弱氣に 拍車 を 加へ たで あらう。 輕 井澤へ-::^ 氣を つた 

の もこの 頃の こと だ。 

旣に 俳句、 短歌 等に 一 見識 を 有った 彼 は、 いままで もさう であった が この頃より 一 段と 「詩」 に 

就いて 讀み 作り、 一方 詩人 達と も 交友して ゐる。 

「この頃 諸 詩人の 集を讀 み、 つらつら 考 ふる 所に よれば、 どうも 日本の 詩人 は ii だね。 少く とも： S 

覺的効 菜に 鋭い 割に 聽覺的 効果に は 鈍感 だね。 君 はさう は 思 はぬ か？. 長歌、 催 馬樂、 今 嫌の リズ 一 

ム もどう ももう 一 度考へ 直して 見る 必要が ありさう だ。」 (九月 二十 五日 佐 藤 春 夫 宛。 7  • 八 0 一) と 彼 は 

意見 を 披瀝して ゐる。  .  一 

彼の 詩 は 右の 意見 を 見事に 實錢 化し てゐ る。 
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あはれ、 あはれ、 旅び と は 

いっか は こころやすら はん。 

垣 ほ を 見れば 「山吹 や 

笠に さすべ き 枝の なり。」 

しらべ かなしき 蛇 皮 線に、 

シャ ウス キ ホウ 

小 翠 花 は 歌 ひけり。 

耳環 は 金に ゆらげ ども、 

君に 似ざる を 如何に せん。 


な 古り そね や。 

さん 

さ 公 だち や 

に ひ 

新 水 干に 新 草履 

に ひ 

新 さび 烏帽子ち やくと 着な ば- 

に ひ 

新 はり 道に やと かがみ、 

新 糞 まれ や。 

さ 公 だち や 0 


—「山吹」 (五卷 )- 


..「 洞 庭 舟 中」 (五卷 )- 


論涯生 （104) 


I! 「百事 新たなら ざるべ からざる に 似た リ」 (五 卷：. —— . 

また 立ち か へ る 水無月の 

歎き を 誰に かたるべき。 

沙羅の みづ枝に 花 さけば 

かなしき 人の 目ぞ見 ゆる 

11 「相 聞 三」 (五 卷) 1 . 

微風 は 散らせ 柚の 花 を 

金魚 は 泳げ 水の 上 を 

汝は 弄べ 畫圑扇 を 

J1! っリ  つま 

虎疫は 殺せ 汝が夫 を。 

—— 「夏」 (別册) I . 

松葉 杜丹 をむ しリ つ、 

ひと 殺さむ と 思 ひけ リ 

光 まば ゆき 晝 なれ ど 

女 ゆ ゑに はすべ もな や。 

11 「惡 念」 (別 箭) —— 

何 か はふと もく ご も ) 
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消えし 首 葉 は 如何な りし 

「思 ふ は 遠き 人の 上」 

波に おとなき たそがれ は 

梨花 を 盛る 一 村の 風景 暗し 

Ml か はふと も 口ごもりし 

え や は 忘れむ 入日 空 

せむ すべ なげに 仰ぎつ つ 

is か はふと も 口ごもりし 

「思 ふ はと ほき 人 の 上」 

船の サロ ン にた だ ひとり 

玫瑰の 茶 を 啜りつつ 

ふと つぶやき し 寂し さ は 

書舫に ひと をお も ほ へ ば 
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たがす て 行きし 薔 凝の 花 

白 きば かリ ぞうつ つなる 

畫舫は ゆるる 水明り  * 

はるけ きひと をお も ほ へば 

わが 力 かぶれる ヘルメット 

白き ばか リ ぞうつ つなる。 

—— Sois  belle,  sois  triste  (澄 江 堂 遣珠) i 

斯る 彼の 詩から 次第に 晩年の プロ レタ リア 的 詩 をうた ふ 様になった 。「僕の 瑞 威から」 とい ふ 一群 

の 詩 11 「信 條」、 「レ -1 ン」、 「カイゼル」、 「手」、 「生存 競走」、 「立ち見」 などが それ だ。 

大正 十 一年 五月 旣に 「山吹」 の 如き 優れた 詩を爲 した 彼と、 晩年 「文 藝 的な 餘 りに 文藝 的な」 に 

於て 詩に 就い て 論じた 彼 を 思 ひ 合 はすと い い。 

{是 に 彼 は 優れたる 一 個の 詩人であった。 窒生犀 星 氏 は 「芥川龍之介 を 憶 ふ」 (天馬の 脚) の 一 文の 

中に 於て、 『實際 芥川君 は 何よりも 詩人だった とい ふこと は、 何よりも 詩人 中の 詩人だった こと を證 

i^^るものでぁった、 誠に 詩人と いふ ものの 恐るべき 「天火」 を 彼は摧 いて ゐ た。』 と 言って ゐ るの 
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も 過褒で はな いで あらう。 

翁、 彼の 詩 は、 岩波 版 全集 第五 卷、 ^冊 及び、 佐 藤 春 夫纂輯 にか &る 彼の 詩集 「澄 江 堂 遺珠」 

Sois  belle,  Sois  tHste  (岩波 版) に牧 めら れてゐ る。 

大正 十四 年 三月 「近代 曰 本文 藝讀 本」 五 冊の 編纂 を 終る。 こ は 大正 十二 年 九月 以降、 神代 種亮氏 

の 紹介に より 書肆 興 文 社 石 川 氏から 編 HI を依賴 されて ゐ たもので あった。 

この 集發 行に 及び、 無斷 にて 作品 を牧錄 せし 理由に て 諸家から  一二 不平が 出た。 その 經緯 につい 

て 菊 池寬は 「芥 川の 事 ども」 (追悼 號六 一 頁) の 中に 於て 次の 如く 言って ゐる。 

「この 讀本 は、 凝り性の 芥 川が、 心血 を 注いで 編輯した もので、 あらゆる 文人に 不平な からし めんた めに、 出 

來る だけ 多くの 人の 作品 を敉錄 した。 芥川 として は、 何人に も 敬意 を 失せ ざらん とする 彼の 配慮で あつたの だ。 

そのため、 收錄 された 作者 數は、 百 二三 十 人に も 上った。 然し、 あまりに 凝り 過ぎ、 あま リに 文藝 的であった 

、め、 澤 山賣れ なかった。 そして、 その 印稅も 編輯 を手傳 つた 二三 子に 分 たれた ので、 芥川 として は その 勞の 

十分の 一 の 報酬 も 得られなかった 位で ある。 然るに、 何ぞゃ 「芥川 は、 あの 讀 本で 儲 けて 書齋を 建てた」 と 云 

ふ 妄說が 生じた。 中には、 「我々 貧乏な 作家の 作品 を 集めて、 一 人で 儲ける と はけし からん」 と 不平 を こぼす 作 

家まで 生じた。 かう した 妄說 を芥 川が、 いかに 氣 にした か、 芥川 として は、 お リ 切れない 尊に 違 ひなかった。 
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芥川 は、 堪らなかった と 見え 「今後 あの 本の 印税 は 仝 部 文藝家 協會に 寄附す る やうに したい」 と 私に 云った 0 

；?^ は、 そんな こと を氣 にす る こと はない。 文藝家 協會に 寄附な ど すれば 却って、 問題 を 大きく する やうな もの 

だ。 そんな 事 は、 全然 無視す るが い い。 本は賣 れてゐ ない の だし、 君と して あんな 勞 カを拂 つて ゐ るの だもの、 

グズく 云 ふ 奴に は、 云 はして 置け ぱい 、と、 私 は 口が すくなる ほど、 彼に 云った。 彼が、 多くの 作家 を 入れ 

たの は、 各 作家に 對 する n ムプ リメ ント であった が、 却って そんな 不 *平 を 呼び ^ す 種と なり、 彼と して は、.^ 外 

千 な ことであった らう。 私が、 文藝 家協會 云々 の ことに 反對 すると、 彼 は それなら 今後、 印稅は あの 巾に 入れ 

て ある 各 作家へ 分配す ると 云 ひ 出した ので ある。 私 は、 この 說 にも 反 對 した。 敎科 書類 似の 讀本颠 に 無 斷收錄 

する のが、 例で ある。 然るに 叮 重に 許可 を 得て ゐる 以上、 非常な 利益 を 得て ゐ るなら ば ともかく、 あまり 『はれ 

もしない 場合に、 そんな こと をす る必耍 は絕對 にないと、 は 云った。 その上、 百 二三 十 人に 分^して、 一、： 

十^ 位づ、 やった 位で、 何にもなら な いぢ やない かと 云った。 が、 さう；： ム へば その 場 は、 承 iiiS して ゐた樣 で 

あつたが、 彼 はやつ ばリ 最後に、 三越の 十圓 切手 か 何 か を、 各 作家の 許に 拽れ なく 贈ったら しい ゥ 私 は、 こん 

なにまで、 こんな こと を氣 にす る芥 川が 悲しかった。 だが 彼の 潔痳性 は、 かう せずに は ゐられ なかった の だ。」 

そして、 菊 池寬も 云へ るが 如く 斯様な 世俗的な 苦 勞が晚 年の 彼 を 暗澹と して 行った。 

加 ふるに、 彼の 仲人の 夫婦の 間に 離婚 問題が 起ったり した。 

さつ ま 

多病の 魑を 養って 「庭つ ちに 舉 月の 蠅 のした しさよ」 と吟 じたの もこの 年の 事であった。 

七月 三男 也 寸志 生る。 


十 一 月 紀行 「支那 游記」 を 改造 社から 小穴隆 一 の 装幀に て 出版。 

作品 「海の ほとり」 「年末の 一 日」 など 所謂 T 筋の ない 小 說、」 作者の 心境 的な 小說を 多く 物した の 

もこの 年からで あった。 これ は 詩と 極めて 近似な ものである。 

その 又 詩 は、 次第に プ ロレ タリ ャ的 色彩 を帶 びて いった。 死の 數年 前、 彼 は、 ショ 才を讀 破し、 

傾倒した。 而 して、 それ を 契機に やがて 社 會科學 の 方面の 讀 書に 進んで いった。 かくて 彼 自身の も 

つて 生れた 悒 苦に 加へ て Sacial  slrest が 二重の 不安に 彼 を かりたて ていった。 

中 野 重 治と 交友し、 神 崎淸、 林 房 雄を兩 大家と 呼んだ の も、 その 間の 消息 を 語って ゐる 。(藝 術に 

關 する 走り 書 的覺書 • 中 野 重 治) 

それ は、 一代の インテリ ゲン チ ユア 作家の、 彼の 割 役で もあった らう。 
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第 穴 期 晚年 時代 大正十五年||昭和ニ年〔^— I〕 

〔I〕 病 氣* 死 を 前にして 

大正 十五 年、 昭和 二 年、 この 二 年 は 彼の 晚 年期と 見るべく、 龍 之 介の 心の底に は旣に 死が 新しき 

情熱の 如く 燃えさ かって ゐた。 

胃、 腸、 痔、 等 健康が 著しく 衰弱し、 極度の 神經 衰弱に てべ  <- ナ アル 〇• 八 を 常用し なければ 眠 

れ ない。 肉體 的に も 精神的に も 危期を 孕んで ゐ たので ある。 從 つて 作品 は 著しく. Lnl^v な、 彼. 0 身の 

心境 を傳 へて ゐる。  ， 

昭和 二 年、 作品の 發 表も玆 二三 年に 比し 著しく 活發 であった が 故に、 人 は 彼の 健 を內心 祝す や 

うに さへ 思 はれた。 がそれ は 丁度 焰の將 に 消えん とする 前の 燃 盛りに も 近い 現象だった。 それが、 

昭和 一 一年 七月 一 一十 四日の 自殺 を 前にして だと 誰が 識り 得よう。 

今、 彼の 晩年の 病氣を 物語る 一 速の 書簡 を參 照しょう。 

〇 
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「あ ひ.^ はらず 神經 衰弱 は ひどく、 胃腸 は惡 いし、 疼に も賸 まされて 鬱々 と Hr を 送って ゐる仕 末 だ。」 

(大正 十五 年 四月 五日 渡 邊庫輔 宛 7, 八 五 〇) 

X 

「小生 は 二月 近くの 不眠症 未だに 癒らず、 ニ晚 ばか リ 眠らずに ゐ ると、 三 晚目は 疲れて 眠る に は 眠る が、 四晚 

目 は 又 目が さえて しま ふ。  (大正 十五 年 一月 二十日 佐々 木 茂 索 宛 7. 八 三 〇) 

け ふ も 亦 屁 をしたら、 便が 出て しまった、 氣を 腐らせて ゐる。 

(大正 十五 年 九月 二十 二日 佐々 木 茂 索 宛 7. 八 七 四) 

足が 寢足 になって ゐ るので 三 四 町 あるく と へ こたれ てし まふ。 尻 へ はもう 尾 ティ 骨が 出て 来たよ。 

(大正 十五 年 七月 二十 九日 佐々 木 茂 索 宛 八 六 三) 

この頃の 寒 氣に痔 が 再發、 催眠 藥の 量は增 すば かリ。 (同 十一月 十日 佐々 木 茂 索 宛 7. 八 九 七) 

そして 神經 衰弱 は、 祌經的 苦痛 を 伴って 行った。 

「何しろ ふと 出合った 婆さんの 顏が 死んだ お袋の 額に 見えた リす るので 困る。 今 は どんな 苦痛で も祌 鱸 的 苦痛 

ほど 苦しい もの は 一 つも あるまい と 云ふ氣 もちだ。 (同 十 一 月 二十 一日 佐々 木 茂 索 宛 7. 八 八 一) 
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「無用の もの 入る ベ からず」 などと 申す 標札 を 見る と 未だに 行 手 を 塞がれし やうな 氣の する こと 少 からず、 # 

にか、 る 苦しみ 有るべき やな ど 思 ひ 居り 候。  (同 十一月 二十 八日 齋藤 茂吉宛 7. 八 八 二) 

この頃の 彼 は、 鴉片 エキス、 ホ ミカ、 下劑、 ヴェ ロナ アル、 アロナ アル 等實際 i 水 を 食って 生きて 

ゐる やうだった。 「道ば たの 墓な つかし や 冬の 梅」 と吟 じたの も、 この頃で ある。 「かひ もな き 眠り 藥 

や 夜半の 冬」 と 詠 じたの もこの 頃で ある。 そして、 次の 齋藤 茂吉 氏に 送った 歌 は、 彼の 病狀を 印象 

的に 歌 ひ あげて ゐる。 

文書 力 ン n  n  n モ細リ 炭 トリノ 炭ノ 木目 ヲ見テ ヲ ル我ハ 

夜ゴ モ リ -I 白湯ヲ ヌル シト 思ヒッ ッ眠 リ藥ヲ ノ マント ス我ハ 

モ  . 

タマ ユラ 一 一 消ュル 煙草 ノ煙 -1 モ Vita  bre  VIS ヲ 思ヒヲ ル我ハ  (7  • 八.；^.,^) 

この頃の 神經 衰弱 の 脅迫 觀念 に 就いて 文 子 未亡人 は 次 の 如く 語って ゐる r 

「神經 衰弱 特有の 脅迫 觀 念と 申し ませう か、 それに ひどく 惱 まされて ゐ ましたつ 室の 中央に おて 居りましても、 

室の 四角が 倒れて 來る やうな 氣 持になる らし いんです の、 或 時な ど、 私が ： 寸餘 俄な い 川お で 出掛けて おって 
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參 ります と、 わな^^- |i へて £ りました。 こんな 風でした から、 惡ぃ 最中に は 少しも 傍 を 離れられません でし 

た， (昭和 二 年 十月 婦女 界 r 芥川氏 未亡人 を訪 ふの 記」 (太 田 菊 子 記)  ， 

その 爲、 大正 十五 年 五：：： から 昭和 二 年 一月まで 鵠 沼に 滞在、 病 を 養った。 鵠 沼に 於け る 二度目の 

新 世帶が 始ま つ た。 

それ は 龍 之 介に とって は、 死 を 放浪して ゐた、 否、 死 を 突破しての 新しい 生涯の 頁であった。 

「ちょっと 我々 の 二度目の 新 世帶に 先生 をお 迎 へして 御飯の 一 杯 もさし 上げたい 念願が あり、 ます。 

(八月 二十四日、 下島勳 宛、 7  . 八 六 九) と 彼 は in いて ゐる。 

かふる 思で 滞在した 彼の 家 は、 「鵠 沼ィの m 號」 であった。 いま、 「二つの 鎗」 (小 穴隆 一、 中央 公論 

昭和 七 • 十二) から、 その 圖面を 引用して 置かう。 

この間の 彼 は、 あらゆる 手段 を 講じて 自殺し ようと 試みた。 そして 日々 は 死と 遊んで ゐ たの かも 

知れぬ。 靑酸 加里、 スパァ 一 1 ッシュ • フライ、 モルヒネ 等、 或 時 は 縊死 を圖 り、 或 時 は、 蠅を幾 匹 

か嚥 下したり、 油繪の 筆の 豚の 毛 を 鋏で 切って 保存したり 等々。 

しかし 彼 は、 その 目的 を 容易に は 果せなかった。  .  , 


場所 は 

相 州鵠沼 海岸 

東西南北 は 不詳 

L 伊四號 芥川龍之介 最初の 借 { 水、 玄關共 

三 間の 家、 湯殿 付 

2. 池。 小さく あはれ な述ー つ-: つ^けり 

「僕が 始めて 鎌 で 世帶を 持った ゆの 

家に も こんな 池が ある。」 (彼 の l;ni^、) 

3. 「保 儒の 言 菜」 SB- 紙紛の やが. iH えて 

ゐる。 赤坊也 寸志； おいま はる、 

4* 蔦うる し 松にから む。 彼は槻 やおうる 

し を 俳句に しょうとして ゐた こと も あ 

つた。 

5.  5 の 見 常 に 江の it が兑 える。 松林。 

fi5 海水浴場まで は 一 寸 歩る く" 

1 し 伊 ニ號小 穴の 借家 

8. 秋に なって 轉 居した：：^:：: の 彼の 家。 

玄關 にさる すべ リの 花， が、 くつ 

a- あづま や 旅 
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大正 十五 年 十二月 佐藤赛 夫の 装幀に て、 隨筆集 「梅 *馬* 篤」 を 新潮 社より 出版。 

昭和 二 年 一巧 早々 義兄 西 川豐氏 (系譜 參 iiO 宅 全燒、 主人公 行方不明、 彼は爲 めに 束奔西 走、 その 

整理 X 亡 殺された。 間もなく 西 川 豊氏は 礫 死 を 遂げて 發 見され た。 彼 は その 整理に 當ら ねばならな 

かった。 〇• 八の ベ H  。ナ アル を 服用し なければ ならない 不眠症に も か \ はらす。 

この間、 特異な 作品 「河童」 を 始めと して、 數に 於ても 質に 於ても 優れた 多くの 小 說を澄 刺と し 

て發 表した。 而 して 昭和 二 年 七月 號 改造 發 表の n 二つの 窓」 がその 最後と なった。 

それと 共に、 「改造」 紙上に 於て 谷 崎 潤 一 郞と 議論 を 上下した。 當時潤 一 郞 「饒舌 錄」 と 龍 之 介の 

「文藝 的な 餘 りに 文藝 的な」 のこの 兩 巨匠の 文藝 論の 角逐 は、 當 時の 沈 退せ る 文壇に 聳 動を與 へた 

ものである。 

谷 崎 潤 一郎の 「饒舌 錄」 が 初めて 改造に 載った の は 昭和 二 年 二 號 であった。 氏 は その 中に 「素 

直な ものよりも ヒネク レた もの、 無 邪氣の ものよりも 有 邪氣な もの 出來る だけ 細工の 力 力 つん 入 組 

ん だもの を 好く やうに なった。」 「そこで 私 は 成る 可く 現代に 鎵の 遠い 題材の もの を讀 むこと になる _ 

歴史 小 說の、 荒唐無稽な 物語が、 寫實 的で も 半世紀 前の 作品 か、 或 ひ は 現代 を 扱って ゐても 日本の 

社 會とは 非常に かけ 離れた、 西洋の ものなら、 矢張り 一種の 空想の 世界と して 見る 氣 になれ る。」 と 一 
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言 ひ 中 里 介 山の 「大 菩薩 峙」 ゃヂョ ウジ、 ム ー ァの Ilcloisc  and  Abclard 及 Ulick  and  soracls 

など を 推した。 

それに 對 して、 龍 之 介 は、 同 二 巧號、 新潮 合評 會 にて、 潤 一郎の いふ 奇抜の 筋 や 奇想天外 的な も 

の、 筋の 面白さに 藝術 的價値 はない。 と 云って、 全く 反 對の意 兑を發 表した。 それに 對 して、 潤 j 

郞は、 改造 三 號に 於て、 その 龍 之 介の 意見 を 踏み、 更に それに 嫻 して 意見 を 述べた。 

芥川龍之介が、 「文 藝 的な、 餘 りに 文藝 的な」 11 併せて 谷 崎 潤 一 郞 氏に 答 ふ 11 を發 したの は、 

EE 年 改造 叫 月 特別 號 であった。. 龍 之 介 は、 同文に 於て 一 、「話」 らしい 話の ない 小說 二、 谷 崎 溜 一 

郞に答 ふ、 三、 僕、 g:、 大作 家、 五、 志賀直 哉、 以下 二 〇 ジャ アナ リズムに 至る、 彼の 隨ゃを 以て 

答へ、 同時に、 彼の 文 藝觀を 披瀝した。 

それより 互に 論陣 を 張って 數次 試みた。 

この 「筋の ない 小說」 は 龍 之 介の 晩年の、 張で 詩に 近い 純 粹さを 小說に 願った 彼に は 寧ろ 《：m 然の 

主張だった 。「壁 氣樓」 以下の 彼の 小說 がそれ を 物； マお つ てゐ る。 

また 潤 一 郞は、 あれ 以来 彼の 主張の 如く  r& 目 物； 詰」 「春 琴抄」 等の 如く ク ラ シ ッ クな 傑作 を 物し 

た。 卽ち、 今にして 考 ふれば 彼等 は 相 交らざる 一 一線 分 を 交らし めんが 如き 議論 を 行った こと、 ふ 
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ので ある。 

しかし、 この 二 尸、 家の 一騎討 は、 沈 退せ る 昭和 初頭の 文壇に 一 の 淸凉劑 を 提供した のであった。 

自殺. は 旣に目 眉の 間に 迫った。 ここに 彼と 死 を 共に しょうと した 女人 及  一 二の 婦人に 言及し なけ 

れ ばなら ない。 これ 等の 婦人 は 晩年の 作品に も 投影して はゐ る。 しかし、 それ 等 はどうしても 死ぬ 

であらう 芥川龍之介に とって は 何者で もない。 小穴隆 一氏の 如く： これが 「芥川龍之介 自殺の 眞相」 

などと は 謂 はれない であらう。 それ はたか だか 自殺の スプリング • ボォド としてで はない か、 自殺 

の 一 の 矮小な 要素と はなら う。 しかし 斷 じて 全部で はない。 餘め 重大視す る こと はつ しむべき 事 

ではない か。 それ は 丁度 有 島武郞 氏の 場贫、 一方の 女人 を 過大に 重大視す る 事と 同じで ある。 それ 

は 三 面 記事 的な 興味 以外 に は 出な い 。 、 

武郞の 死が、 それらの こ ちた き 現象より、 爐 かに 深い 意義 を 有せる 如く 龍 之 介の 場合 も、 寧ろ そ 

れ等は ： つの 單少な H レメ ント にし か 過ぎ， ないで あらう。. 

寧ろ われわれ は 左の 「風琴」 「船乘 りの ざれ 歌」 の 如き 詩 を 誦すれば 足りる。  ■ 

風き よふ 夕べ をち かみ 
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戶 のかげ に 身 を ひそめつつ、 

(いかばかり われ は 達ぢ けむ) 

オルガン 

風 11^ 今 を とどろと ひける 

め  . 

女 わらべ の 君 こそみ しか 

とし 月の 流る る ままに 

や 一 

男 わらべ の われ を も 名 を も 

いま ははた 知りた ま はず や  . 

いま もな ほ 知りた ま へ り や 

(風琴. 昭和 二 • 七 

. この 身 は 艤の餌 ともなれ 

汝を 賭け 物に 博打た む 

びる ぜん • まりあ も 見 そな はせ 

汝に夫 ある はたへ がた し 

(船乘 りの ざれ 歌) 

大正の 末期、 昭和 初頭に かけて は、 震災 後 復活した プ。 レタリァ文學は澄l^^して我文i:<.界を席 

卷 した。 そして 在来の 個人主義 文學に 激甚な 蕩 搖を與 へた 時で ある。 或る 作家 達 は、 轉 向した。 而 
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して インテリ ゲン チ ユア 作家の 割 役 は、 彼等に 順應 する 前に、 强激 なる 煩悶 を 煩悶し なければ なら， 

なかった。.  1 

作家 は 時代の 風に 吹かれて ゐる 一本の 葦で ある。 時代の 嵐 は、 蕩搖 は、 この 弱き 一本の 葦 を 無慚ー 

にも 打の めさす に は 置かない。 有 島 武郞氏 は、 先づ その 犧牲 となって 仆れ た。  丄 

芥川龍之介 も 亦、 彼の 道が 「敗北」 につな がって ゐる こと を 認識し、 數々 の 作品に 慟哭の 聲を禁 

じ 得なかった。 

あ 

彼 は キリストの 一生 を、 我事の 如く 想望して 「西方の 人」 を 書いた の は 七月 十日であった。 * 

「闇 中 問答」 r 齒車」 「或 阿呆の 一 生」 の 作品 r 繽 西方の 人 _ 「十本の 針」 「小說 作法 十 則」 「或舊 友へ 送る 

一 

手記」 等 多 數の遣 稿を殘 して、 當時 東京 市外 瀧 野 川 田 端 四 三 五の 自邸に てべ ロナ，' ル 及び ジャ ー ルー 

を 多量に 嚥 下し 漠然たる 不安のう ちに 自殺 を 遂げた の は、 實に 昭和 一 一年 七月 1 1 十四日の 大暑の 日で A 

あった。 小穴隆 一 氏の 想定 は 次の 如くで ある。  一 

三〕 W  一 

七月 二十 三日 彼の 伯母の 考で 午後 十 時半、 彼 は 彼の 伯母の 枕 もとに 來た。 . . 
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「  タバコ IN トリ ニキ タ」 

七 月ー 一十 四日 彼の 伯母の 勘定で 午前 一 時 か 半 頃、 彼は復 伯母さんの 枕 もとに 來た。 さう して 一 枚 

の 短冊 を 渡して 言った。  . - 

r — ヲバ サン コレ ヲァシ タノ アサ 下 サ ンニ ヮタシ テク ダサ ィ」 

「 — 先生が 來タ トキ 僕が マ ダネテ ヰ ルカ モ知 レナ ィガ、 ネテヰ タラ 俱ヲォ コサズ 二 オイ テソノ マ 

マ、 マ ダネテ ヰ ルカ ラト 云 ッテヮ タシテ オイ テク ダサ ィ。 

短晋、 句 は、 

自 # 

水演ゃ 鼻の 先 だけ 暮れ 殘る 

(小 穴隆 一 、改造 昭和 二 *九 月) 

〇 

行年 三十 六。 遣 書に は 枕元に 文 子 夫人、 叢 家 小穴隆 一氏、 親友 菊池寬 氏、 叔父 竹 内 氏 あての 叫 通 

および T ある 舊 友へ 送る 手記」 が殘 されて ゐた。 

二十 1： 日 は、 日曜 曰に て、 夕刊 出です、 二十 五日 都下の 各 新聞 は 氏の 自殺の 記； el;- を iffiifg しそして 


a2i) 論 派 生 


この 偉大なる 作家の 唐突の 死 を 悼んだ。 

その 多く は 皆、 「ある 舊 友へ 送る 手記」 を褐 げてゐ る。 が、 その 中 「夫人への 遣 書」 を祸 げた もの 

は 東京 朝日 新聞の みであった。 今 その 全文 を 左に 載錄 する。 

一 、 活かす 工夫 は 絕對に 無用。 

二、 絕命後 は 小 穴 君に 知らせよ。 絶命 前に 知らせる こと は、 小 穴 君 を 苦しめる こと 幷に 世人 を 

騷 がせる おそれが ある。 

三、 自殺と 知れたら それまで、 自殺と 知れ チ i かったら 暑さ 中り の 病死と して くれ。 

叫、 死後 は 下 島 先生と 相談して 然るべ く 取 計らへ、 自殺と 判った 場合 は 菊 池 あての 遺 誉は同 君 

に 渡せ、 ふみ子 あての もの は いづれ にか. - はらす 開封して 讀み絕 對に遣 書の 通りに すべし。 

五、 小 穴 君に は 『蓬 平の 蘭』 を 贈るべし、 義敏に はす^り を 贈るべし。 

六、 この 遣 書 は 開封 讀了後 直ちに 燒 失すべし。 

この 夏 は、 近ギ にない 酷暑で、 七月 二十 二 曰 は 華氏 九十 六 度 一分であった。 

急報に より 文壇の 友の 驚がく は 非常な ものであった。 新聞紙の 報す る處 によれば 久米正 雄、 久保 

£ 万 太郞、 南部 修太 郞、 山 本 有 三等が 先づ かけつけ、 次に、 宇都 宮 講演 旅行 を 中途に 歸 京した 菊 池 
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寬カ ぬかるみの 中に 雨て ぬ^ながら 卞リ乏 はち  - 

はに すれな 力ら，， ；Fg を 訪れ 久米正 雄と 無言に 握手して 淚 をのんだ、 と 一せ 『 

>^  0 

〔一一 I〕 葬儀 *墓 地 

葬儀 は 七月 二十 七 曰 午后 一二 時 谷 中 齋場 にて 執行。 宛然、 灣 會 する もの 査の人 I めヒ， 1 

數十 名に 達して、 儘であった。 曰 ii 眼 寺 住 If 光師が 導師で 式 は 初められた。 

先輩 總代泉 鏡 花 氏、 友人 總代 菊池寬 氏、 蹇家協 霧 代表して 里 i 氏、 sil 

二 郞氏， それぞれ 切々 たる S の Hf. 文 を讀ん だ。 左 は、 泉鏡 花 氏 菊 池 寬氏 の， である。 

〇 

¥ う、 明齊、 その 文、 その 質、 應、 文界に 輝け る 君よ、 しん 暑 薄の 夏 をず 

管た まひぬ。 i 天に ti を 密林 S きて 光と してつ ひに 消えず、 然 。とよ J し、 ^.^n 

It  ur その 容を みるに あかず、 その 聲を きくに たらずと せし われら、 !tL  t ひ、 

秋 悲しく 露 はま 如し、 風 を 見て、 その 面影に 代 へうべく ば たれ かまた 哀別 離苦 をい twtTql;; ひし 

君に あこが f もの、 愛らし 11 兒 たちと II なる 令夫人"^ み Mu^pu 

f 顧った なき をはぢ つ、 謹で 徵 ちゅう をのぶ。  / 


泉 鏡 花 _ 
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芥川龍之介 君よ、 

君が 自ら 選み 自ら 決した る 死に つ いて 我等 何 を か いはん や、 ただ 我等 は 君が 死 面に 平和なる 微光の 漂へ る を 

見て 甚だ 安心したり、 友よ。 安らかに 眠れ！ 君が 夫人 变 なれば よく 遺 兒を養 ふに 堪ゅ ベく、 我等 また 微力 を 

致して 君が 眠りの いやが 上に 安らかな らんこと に努 むべ し、 ただ 悲しき は 君 去りて 我等が 身邊 とみに せう でう. 

たる を 如何に せん、  菊 池 宽 

昭和 二 年 七月 二十 八日の 東京 朝日 新聞の 葬儀 記 は r 芥川 氏の 謹 前に 泣く 菊 池 氏、 高 雲、 地に 還れ 

と 泉 鏡 花 氏の 悲しい 弔文」 と 題して ゐる。 菊池寬 は、 右の 吊 文を讀 むに 先だって 先づ 泣いて ゐ たと 

錄 されて ゐる。 

墓地 は、 染井、 省線、 駒 込驛を 下車して 姑く にして 右折 約 四 五町 餘、 路 窮る處 そこ は染 井の 墓地 

である。 墓地 內の 法華宗 慈眼 寺、 その 境內 に、 芥川 家の 墓が 二 基 ある。 右の 一基 は 祖先 代々 の 墓、 

左の 一 基が 芥川龍之介 墓で ある。 寺男に 案內 された その 墓標 は、 左 傍に 推の 木が 一 本黑々 と 聳え、 

前に は 格好よ く 楓が枝 を斜に 伸して ゐる。 初秋の 雲の 霽間を 待って 撮った のが 卷 頭の 寫眞 である。 

墓の 前面に は 「芥川龍之介 墓」 と あり、 背面に は 昭和 一 一年 七月 一 一十 と、 それぞれ 小穴隆 ！ 氏 
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の攀 にて、 つつまし く 一刻 まれて ある。 

墓の m 、に は 芥， 川 家の 家紋 —ー 榈が 浮彫に されて ゐる。 (小 穴隆ー 氏に 據れ ば、 臺石は 平素 g 之 介が 

敷いて ゐたー 一枚の 座 蒲團の 形に し、 全 體の型 は 推して 作った ものであると いふ。) 

わたし は、 墓前に 叩頭き、 用意して 行った 線香と 花 を 供へ た。 寺男 は、 その 葬 俄の 盛大だった 

や 何 か を 物.： 諮った 末、 「早い ものです ね、 もう 來年は 七 周忌です から」 と附 加へ た。 

わたし は、 夕靄の あたり を 立籠め る 頃、 そこ を辭 したので あった。 (昭和 七 年中 秋 記) 

芥川龍之介の 死  橋 m 來薛 

ほと ほと にう みっかれ たる 目 を あげて 花の 散れる を 見し 夕べ かも。 

きく もの も 面影 さ へも鹤 に似てけ 高き 人 を 死なし めに けり。 

(「大暑」 ょリま .！2 ^朝：：： 新 問 昭和： ： • 七 •：；；〇) 

悼 芥川氏 一首 ■  齋藤 茂. f:!: 

むしあつく ふけ わたりた る さ 夜な かの ねむりに つぎし 死 をお も はむ 

(「業 餘 の吟」 ょリ 「文藝 ifi^ 秋」 昭和.：： • 十 一 ) 
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第三 篇 時 代 論 

第一章 時代の 槪觀 

芥川龍之介 の 作品に 研究の 歩 を 進める 前に われわれ は その 文 學的生 涯が、 文擧 史的 に 如何な る 時 

代に、 如何なる 地位 を 占有す る もので あるか 一 應 系統 づけて 置かう と 思 ふ。 

時代の 概觀 は、 啻に その 文擧が 如何なる 環境から 發 生した か、 如何なる 影響 を 後生に 殘し たかを 

見る ばかりで はない。 それと 共に、 作家が 如何に その 時代に 處し 或は 働 掛け、 また 影響され たかを 

觀 るのに 緊要で あらう と 思 ふ。 

芥川龍之介の 文學的 生. 涯は旣 にわれ われが 詳論した が 如く 大正 五 年 二月 第 四 次 「新 思潮」 に發表 

した 「鼻」 (その 前に 二三の 短篇 ある は 勿論) を 以て 初 まり 昭和 二 年 七月 彼が 自殺 を 遂げて 同時に 一 

切の 文 擧的勞 作を絕 つたのに 終る。 

その 間 十二 年間、 それ 故 芥川龍之介の 文擧的 時代 は 大正 期で あつたと 云って 殆ど 差 支ない。 然か 

も、 「比較的 多くの 自然主義 以前 的な 要素と 自然主義 直接 延長 線 上の ものと しての 性質と に 依存す る 
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形の あった 所 新 浪漫派 文學 を、 明治時代に 繰 人れ て考 へる。」 卽ち、 大正 叫 五 年まで を 「明治時代」 

の 中に 包含す る 片岡良 一氏の 見解に 從 へば、 純然たる 大正 期に 終始した 作家であった。 而 して、 彼 

は、 武 *; 小路 實篤 等の 白樺 派の 人達が 自然主義 的な 淺滓を 洗って 鬼も^、 それ は 期 ii にして は 短 か 

jr- たが、 新時代 文擧の 意識 を 濃厚に 冇 つて ゐ たの を 除いて は 大正 期の、 王 流と なった 新 現資、 H.i1i の^ 

將 として 菊池寬 と共に、 大正 期 文學の 屋根の 一方であった 觀が ある。 そして、 爾餘の 文 學の述 動 例 

へば 無產派 文擧の 擡頭、 農民 文舉の 勃興、 新 感覺派 運動 乃至 はこれ は 昭和時代になる が 新藝術 派出 

現 等の 現象 は、 明に 解體 への 途を迎 つて ゐる。 云 は e 崩 壌 的 現象に 過ぎない。 そして 昭和の 今 依 

然として 大正 期の 作家が 健全な 地歩 を 獲得して、 これに 代るべき 何人 を も S 現しない の を：： ：儿 ろと m 心 

ひ 半 を 過ぎる ものが ある。 

然 らば 大正 期 は 如何なる 文擧 史的な 位相 を 占める か。 

生 田 長江の 「明治 文 舉概說 J は、 明治 大正 文學を ( 一 ) 混沌 期、 (二) 第一 播 Si 期 つ 一  收^ 

期 (四) 第二 播種 期 (五) 第二 牧穫期 (六) 第三 播種 期と 分け、 大正 期 は、 右の (五) 第二 收稀 期と、 

(六) の 第三 播種 期に 相當 して ゐる。 卽ち、 (五) に 於て. g: 然 主義 文舉、 對. 0 然卞 1^ 的 文 £〈、 タ樂， ェ義_ 

惡魔 主義 文學、 白樺 派、 新現實 主義 文學に 論及し、 (六) に 於て、 主として 無産 文 率に (n 及して ゐろ。 


時- 

代 一 


7 

2 

C 


ノ ん，9..,^萍こ^^印 ノた片 岡 良 一 氏の 明治 大正 昭和の 文 學史の ブラ 

右の 長江 氏の 觀點 を參 照して 及 獨自の 見解に 立 P プぁ 

ンは、 

一、 黎明 期 (明治 初年 -i. 十 年 前後 頃。) 

二、  ^ 期 (明治 十 一 年頃 II 三十 年代 末葉) 

一二、 確立 圓熟期 (三十 年代 末葉 i. 大正 十 一 一 一年 頃) 

四、 崩 壞 (？) 期 (大正 十二、 三年 以降) 

然も、 三、 は、 氏の 「曰 本 豪史 I. (五) 「明治時代」 によ & 

3  i:,^  、三 ト、 LE. 頁！， 十二、 三 頃)  * 

「第五 期 一確 立 期 (三 汁 八プ き比ノ い H  二  7 ヒ 

一 成長 明 (W 十三 年頃 li 大正 四 . 五 年頃)  . 

"qipili 躍し I 霞ら— 自ニ  i 居 

lltfl し lli る。 IIIIH 

た。； r が、 分岐され、 III  I も、 全く s になった。」 時代で ある 
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そして それが 次の 解體 期になる と 「た ビ崩遣 的の 資本主義 文化が 産み出した、 魔 的な 户樂 のおに 人 

氣に醉 ひしれ て、 その 謳歌 や 代 辯に 浮 身 を やつして さへ 居れば 結構 それで 濟む ほどの 餘裕」 が 文 S や 

を 徒らに 末 稍 的に 崩壊して いったから。 

斯 くして、 自然主義 以来の 個人主義 的 近代 思想に 立脚せ る文學 は、 {<H 前 絶後の 圓熟 完成の^ 期 を 

劃した。 これ は 勿論 日本 一般の 經濟 機構 も、. ほビ この 期に 完成 を 示した のと 规を 同じく する。 例へ 

ば、 高 橋龜吉 氏の 「明治 大正 經濟 史」 の 第 四 期、 I 资 本家 經濟の 全盛期 並に 喷落 時代 (大 ：.^ の 初 

めから 大正 八 九 年まで) 第五 期 i 资 本家 經濟の 凋落 時代。 等、 火體に 於て、 その 消 "お を 同 ふして 

ゐ るので ある。 

が、 社 會に關 心 を 持った 文藝 11 無產 文擧、 農民 文擧等 は、 まだ 倾向的 文舉の 外の 何物で もな く 

解體 乃至 は-: 朋壊 的な 割 役 をし か、 日本 文擧 史上に 殘 さない ばかり か、 一方 藝術派 そのものに 立 卿せ 

る も の も 新 感覺派 乃至 は 新興 藝術 派等卽 ち、 圓熟期 の解體 乃至 は-: 朋壊 的な 役割し か演す る 15^ しか 出 

来なかった。 . 

そして、 大正 期 文擧の 根底 を 貫ぬ くもの は 依然として 新 現實、 王篛 であり、 龍 之 < ^は、 その 代お 的 

な tffi 豕の 一人であった。 
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左に、 その 間の 消息 を 少しく 詳論して、 龍 之 介 文擧の 時代 を概觀 する。 尤も、 龍 之 介 を 中心とし 

て對 時代 を 走り #1 的に 概說 する こと を豫 めお 斷 りして 置く。 便宜上、 左の 三に 分類す る。 

( 一 )、 出現 以前の 文擧 (明治 末葉 —— 大正 五六 年) 

(一 一)、 新現實 主義 文學 (大正 五六 年 ！ 十  一 、 士 一年) 

(三)、 解體 期の 文學。 (大正 十二 三年. I 昭和) 

〔 一 〕 出現 以前の 文學 

r 畢竞 明治 文舉の 流れ は、 レア リズムへの 道で ある。 この 道の 上で、 作家の 刻苦 經營 した 跡が、 時 

に寫實 派と 謂 はれ、 觀念 派、 深刻 派と 呼ばれ、 また 浪漫派と 名づ けられて、 自然主義にまで 結實し 

たので ある。」 と 雅川渑 氏 は、 その 「自然主義 文學 理論の 展開」 (「明治 文學史 集說」 昭和 七. 六月) の 冒 

頭に 云って ゐる。 正しく 自然主義 は、 明治 文學に 礎石 を 置いた 特筆大書すべき 運動であった。 鼓に 

於て 日本 文學は 一 應 確立 期に 入った ので ある。 これ は あらゆる 明治 文 舉史. 家の 筆 を 揃へ て 言及した 

定說 である。 と 同時に あらゆる 自然主義 文擧 研究家の 言 も 之に 一 致す る。 

自然主義の 運動 は 、「美」 から 「眞」 への 轉向 であり、 所謂 狂 鹏 時 代の 满卷の 中から こちた 
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き現實 への 凝視で ある。 ここで は、 如實 ありの 儘の 何等 主觀を 加へ ない 「平面 描寫. 一が 尊^され 题 

村 的に は 暗澹たる 人生の どん底が 取材され た。  ， 

田 山 花 袋の 「蒲 團. 『生」 「妻」 「田 舍 敎師」 「緣」 等、 德田 秋聲の 「新 世帶」 「足 迹」 r 徵」 r あら くれ」 正 

宗 白鳥の 「徒 勞」 「微光」 「泥 人形」 等 それに 國 木田獨 歩の 「竹の 木戸」 「二 老人」 B 崎 藤 村の 「破戒」， 

「家」 「新生」 等 は その 代表的な ものであった。 

が、 運動 は 正に 劃 時 的な 存在であった けれども、 もの 運動に 相應 する だけの 作品 を 創 51 する に は、 

その 間に 徑 庭が 存在して ゐた。 卽ち、 き 然 主義 的な 作品 は、 餘 りに. 211 然キ： 義的 イズムに 1^ したる が 

爲に 作品の 中に 示された 人生が 一 面 的に 墮し、 題 村 的に は 固定 的に 身邊 的と なり、 描寫 は、 餘 りに 

平面 的で 淺 いものと なった。 そして、 主觀を 著しく 無視した。 

是れ反 自然主義 運動の 擡頭した 所以で ある。 

反 自然主義の 最も 强 力な 主張者 は r 餘裕の ある 小說」 低徊趣味 を 主張した 夏 目 漱石及 「あそび」 

を 主張した 森鷗 外で あつたが、 主張まで は 行かす に 反動的に 起った もの. に、 永 井 荷 風、 谷 崎. g ー郞 

の 如き 享樂 派、 惡魔 派と 稱 せられる 耽美的 傾向の 文學 があった。 

荷 風 は 、「あめりか 物語」 「ふらんす 物語」 等に、 潤 一郎 は 「刺 靑」 r 少ハ 牛」 r 惡魔」 に それぞれ 反 S 然 
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主義 的な 亦、 古い 浪漫派と も 異なる 客觀 より 主觀 に、 觀 察より 思索に、 それ それ カ點を 置く やうに 

なった。 卽ち、 著しく 精神的 感情的に なった 事で ある。 

が、 この 自然主義 反動 も、 精神的 享樂 乃至 濃艷の 世界 を 展開して 極端なる 口 マ ン チックな 世界に、 

飛翔 せんとす る 時、 一方 力強く 對 自然主義に 自己の 文 學觀を 披瀝して、 角逐した ものに 前述の it 外 

と漱 石が あった。 

鷗外は 「あそび」 「高瀨 舟」 「阿部 一 族」 等の 創作に よって 反 自然主義の 主張 を 見事 作品に よって 反 

.駁 し 完成した。 彼 は理智 的で あり、 批判的で あり 主觀 的であった" 觀 察の 針 鋭、 描寫の 的確 さ等從 

來 の文擧 に 漂ふ輕 薄なる セ ンチ メンタ リズム を 一 掃した。 

夏 目 漱石は 俳句から 出て 東洋 的な 對 自然主義に 「餘裕 の ある 小說」 を 提唱し 柢徊 的で 迫らない 事 

を 彼の 小說 に遍漫 せしめた。 それだけ 多面的な 觀察、 批評 的な 的確 さ を 迫らす 把握した。 と 同時に、 

飄逸 洒脫な 「我輩 は 猫で ある」 「坊ちゃん」 等の 作品 を 物した。 

これ とりも 直さす、 「人生に 對 する 深い 愛着と 廣ぃ 理解と が、 人間の Si 僞乖理 を 剔抉す る 間から、 

一脈の 騎蕩 たる 春風 を 吹き送る ュ ー モア. K 學」 となる 所以で ある。 

然 かも、 鷀外漱 石 共に 強烈なる 理智 によって 人生の 渦中に 沒 せす、 冷然と 凝視して 立って ゐ たこ 
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と は 同じで ある。 

が 終に、 鹧外は 「^澤 蘭 軒」、 「北條 霞亭」 の 如き 考證に 走り、 より 的確 さ を 期し、 淑石 は、 「心」 

「道草」 そして 「明暗」 に 到る まで、 益々 心 it: 描寫に 新機軸 を 開き、 思想 的に は大乘 的に 「則 H< 去 

私」 の 境地に 達し、 著しく 理想主義 的と なって 行った。 

これ やがて、 ネオ •  イデア リズム 卽 白樺 派の 人々 が 擡頭す る 素因と なった。 武ぶ 小路 .ss: 篤 は、 

現に 自叙 傳小說 「或る 男」 に 「彼 は 夏 目さん に  一 感心して ゐた」 と 書いて ゐる。 

白樺 派 は雜誌 「白樺」 (明治 四十 三年 四月 創刊) を 中心に 集れる 武： 小路實 IT 志贺ぃ肚：^^^、  Mn0. 

有 S 武郞 「有 鳥 生 馬、 長 與善郞 等の 諸氏の 費 族 出の 人々 によって 結成され、 、H ^として 理想的な 人類- 

愛 —— 人道主義 を 鼓吹した 作品 を 示した。 

これ は歐洲 大戰と 前後して、 強力に 文壇に 働き かけ 自然主義 末期の 沈：， i した { 仝 氣を  一： g し、 すお 新 

な 純情 を 吐露した が、 その 中心思想 は 世界 愛、 人道 愛 を 第一義 的に^い たが 爲に、 それ を 現 に飜 

つて 見る と、 第二義 的な もの.^ 障碍が 必す そこに 起る。 結 鬼 は、 彼等 は、 彼等の 现 想が どこまでも 

理想に 止まらざる を 得なくなる。 然 かも 彼等 は 一義に 前進す る。 

それ 故 誇大妄想 的と なり、 時に 滑榜に 非現實 的な 幼稚な センチ メンタ リズムに 陷 つた。 而 して 彼 
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等の 思想 を縠作 化する には餘 りに 性急で ありすぎ た觀が ある。 

勿論、 自然主義 的な 無理 想、 無 解決の 懷 疑に 沈： ませす して、 靑年 にも アツ ビィル する 程、 しかく 

自由な 明朗な 形式の 中に、 また 偶像 破壞的 方面に 新時代 意識が 濃厚であった けれども、 自然主義に 

對 して 著しく 理想 を揭 げた 如き. その 反動た る をまぬ かれなかった。 • 

が 鬼に 角、 自然主義 を ー應 克服して 文壇に ふくよかな 風 を 入れた 事は爭 はれ， ない 事實 であった。 

而 して 爾後の 大正 期の 文學に 著しい 影響 を與 へたので ある。 

期くて ね 樺 派の 文擧 がその 頂點に 達しよう とする 大正 叫 五 年 ST 出現した のが 所謂 r 理智 派」 と 

稱 せられた 雜誌 「新 思潮」 を 中心とする 人達 菊 池寬、 芥川龍之介、 久米正 雄の 諸氏であった。 

以上 出現 以前の 文擧を 述べて 來 たが、 龍 之 介 等の 「新 思潮」 派の 人々 が、 この 出現 前の 文 擧に如 

何なる 觀察を 持し、 影響 を 受けて 接頭し たかを、 洞察し なければ ならない。 その 點の 方が、 より 重 

要で あるか も 知れぬ。  . 

自然主義 文學 は、 彼等の 新現實 主義の 根底に 確乎と して 根 を 下した。 その 當 時に 於て 彼等の 中心 

は 常に 自然主義 的で あつたが、 當 時の 彼等 は 田 山 花 袋の 小說を 目して 「われわれ は、 氏の 小 說をー 

貫して、 月光と 性慾と を 除いて は 何もの をも發 見す る 事 は出來 なかった」 とい ひ 「自然主義 運動に 
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於け る 氏の 功績の 如き も 、「何しろ 時代が 時代だった からね」 などと 輕 蔑して ゐ たもので ある」 (あの： 

頃の 自分の 事)  一 

而 して 寧ろ 氏 を 紀行文 家と してより 多く 認めて ゐた。 ここに 主張と 作品と 一 致 を缺く 缺點を £ 人ぎ 

i 

出して ゐる。  一 

荷 風、 潤 一郎の 文學 について は 如何、 殊に、 潤 一郎 は T 新 思潮」 から 出た 人で あり、 或意味の先^^ 

ではあった けれども、 彼と ボウ や ポオ ド レ H ル の惡魔 主義と を 識別して、 「安全 地 帶の恶 魔- 賴」 4 

した。 そして、 谷 崎 氏の 耽美主義に は、 嚴肅な 感激 を 持つ 「地獄の ド ン た シュア ン」 の やうな 冷酷.,^ 

心の 苦しみ を 見せられる 代りに、 寧ろ 彼が 輕 蔑して ゐた r ゴォ ティ ェを勞 K させる 所以」 を 批判し 

てゐ た。 そして、 非凡な 「語の 織物 師」 である 事 は 認めても、 遂に か- -る 耽美主義に は 嫌 足らな か 

つたので ある。  一 

芥川龍之介の 中心の 「恐怖の ni^」 は 彼等に 背 を 向けさせ たの は當然 であらう と W 心 ふ。 

武者 小路 實篤 等の 白樺 派 は 彼等の 文壇への 一歩の 處に r 將に パル ナスの 頂上へ 立た うとして ゐた 

頃 だ つ た。」 から 厦々 作品 や 主張が 話題に 上 つたので ある。 芥川は 次の 如く 云 つ てゐ る。  一 

『作家と しての 氏 を 見る 眼と、 思想家と しての 氏 を 見る 眼と —— この 二つの ii に は、 又 自らな mil.fl 
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があった。 作家と しての 武者 小路 氏 は、 作品の 完成 を 期す る 上に、 餘 りに 性急な 憾 があった。 形式 

と內容 との 不卽 不離な 關係 は、 屢氏 自身が r 雜感」 の 中で 書いて ゐる にも 關 はらす、 忍耐よりも 輿 

レ まく 

奮に 依賴 した 氏 は、 遷實 際の 創作の 上で は、 この 微妙な 關係を 等閑に 附 して 顧みなかった。 (中略)、 

がそれ と 同時に、 叉 氏の 雜感の 多くの 中には 我々 の 中に 盤え てゐた 理想主義の 火 を 吹いて、 一時に 

火焰を 放た し める だけの 大風 の やうな 雄々 しい 力が 潜んで ゐ る 事 も 事實だ つ た。』 

そして、 「久しく 自然主義の 淤 泥に まみれて、 本来の 面目 を 失して ゐた人 道の 出現に 感 喜した。」 

彼 は、 後の 氏 を 語って T 現に 自分の 如く、 世間から は、 氏と 全然 反對の 傾向に ある 作家の 一人に 數 

へられて ゐる 人間で さへ、 今日 も猶 氏の 雜感 を讀み 返す と、 常に 昔の 懲辨 とした 輿 奮が、 一種の な 

つかし さと 共に 還って 來 る。」 と 云って ゐる。 我々 は、 龍 之 介文學 に、 現實 主義と は 凡そ 反對の 人道 

の 理想 を 到る 處に みるの は、 この 影響と み て 差 支な いで あらう とい ふ。 

以上の これ 等の 人達より 以外に、 龍 之 介 文擧に 影響 感化 を 及した もの は、 旣 に定說 となって ゐる 

森鷗 外と 夏目漱 石で ある。 この 日本 文學 史上の ニ旦人 を 先生と 稱 した 龍 之 介 文舉は 可成り の 影響 や 

感化 を受繼 いで ゐ るので ある。 理智的 傾向 は森鷗 外から、 心理的 檢 討を漱 石から、 受繼 いで、 互に 

握手せ しめて ゐる。 主として、 形式の 正確、 簡 勁な 點、 それに 多面的な イズム を 超克して ゐる點 等 
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は鷗 外から、 歡 石から は、 生活 上の 指導 や、 心现 描寫、 迫らざる ュ ー モア 的 傾向 等、 そして、 文人 

的 素養 ゃ對 創作的 態度 は、 一味の 問隔を 置いて、 人生に 對 して ゐる。 これ 鷗外 幷に漱 石に 等しい 餘 

裕 ある あそびの 境地で ある。 

が、 か、 る 前 承 文擧の 影響と アナ ト，. 'ル フランス、 バ. ー ナ ー ド ショウな どの 如き 多くの：； 6 外 作， 一;^ 

の 影響 を 受け 乍ら も 然も、 氏 獨自な 文 學が玆 に 打 建てられて 行った のであった。 

〔二〕 新現實 主義 文學 

第三 次 及第 四 次 「新 思潮」 は、 殊に 第 次 「新 思潮」 は、 同人、 芥川龍之介、 wfm 杜太郞 (後の 

菊 池寬) 久米正 雄、 松 岡讓、 成瀨正 一 の 五 人が 據 つて、 新現實 主義 文學 に、 先鞭 をつ けた 觀が ある。 

創刊 號 (生涯 論參 照) が發刊 された の は、 大正 五 年 二：：：： 十五 日であった。 创刊號 の 龍 之 介の r^IWU 

が歡 石の 推 i- によって、 漸く 文名が あがって 先づ 世に出て、 久米正 雄 は、 「牧場の 兄弟」 等の 戯„^ に 

よって、 襄に 世に 劇作家と して 立ち、 菊池寬 は、 「新 思潮」 時代 「屋上の 狂人」 「父 歸る」 等の s,^ 

を 書いた けれども 世評に 出です 遲れて 大正 七 年 「無名 作家の 日記」 r 忠直 卿行狀 記」 を 公に して 初 

めて 新進作家 としての 位置が 確定した のであった。 
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彼等に 共通した 特色 は r 初めから 觀念 だけで 人生 を構圖 する 自然主義が 不滿 足な の だ。 がされば 

とて 是が餘 りに 現實 離れした 享樂 主義 派、 浪漫主義 にも 像らない。 たビ 理屈 を拔 きにして あるが ま 

&の、 人生 を 見つめよう。 それに は 歪まない そして 尖鋭で 透明な 理智が 第一 の耍 件で なければ なら 

ぬ。 また そこから 發 生す る情緖 や、 心理 を、 少しも 虐げす に， 全圓 的に 展開させる。 それが 新現實 

主義で ある。」 (「明治 大正時代の 文學」 千 葉龜雄 太陽 明治 大正の 文化 號 昭和 二、 六) 

それ 故、 心理的で も あり、 主觀 的で もあった。 それ は、 『現 實の隱 された 片隅に 新しい 「人生」 を 

再發 見しょう とすると ころに あった。 しかし 彼等 は 自然主義の やうに はしなかった。 彼等 は、 はつ 

きりした 焦點 づけに よって 見た。 現實の 一片 を そのまま きりとる にしても それに 確かな 構 圖を與 へ 

た。 一 歩 進んで 何等かの モ ラ ，1 ルを與 へようと した。 主題 を 中心として 直感的に ！$ 構成し ようとし 

た。」 (岩波 講座 「日本 文學」 「現代」 谷川 徹三) 

勢、 主我 的と なり、 新解釋 となり、 それ は、 多く 歷 史的に 題 村 を 取る 契機と なった。 彼等の 初期 

の 作品 は、 多く 鷗外 以来の 一種の 歷 史小說 であった。 しかも 鷗 外の 歷史小 說とは 著しく 相違して ゐ 

る點 は、 解釋 であり、 主觀 的で ある 事で ある。 

菊 池 寛 は その 編輯の 「文 藝 講座」 (大正 十三、 九) 第一 號 より 小 說 講座 を 擔當 して、 「感史 小說 論」 
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を 試みて ゐる。 その 中に r 歷 史的の 記錄の 中で は、 平凡に 記述され てゐ るが、 一度 我々 の 主觀 を， 

それに 投 すると、 たちまち 輝く やうな 人生 揷話 として 浮び 出して 來る 事が ある。 つまり 故人が 比較 

的； S つた 認識 や、 比較的 鈍い 感覺 で、 生活して 行った 後 を、 我々 近代 人が 洗練され た、 主観で 他つ 

て 行く と、 故人が 見落した 人生 的寳 石が 思 ひがけない 所に 光って ゐ るの だ。」 といって ゐる。 

斯 くして、 寬の r 忠直 卿行狀 記」 「恩 鐘お 彼方に」 「藤 十郞 の戀」 等、 义龍之 介の 「csur^ 粥」 「地 £1 

變」 等 初期 は 多く 歷 史的な 記錄 から 素 村され たもの が 多かった。 

かくて 「新 思潮 派」 が 先鞭と なって、 「スバ ル 系統」 の 詩人と して 作家と なった 佐藤卷 夫、 また 詩 

人から 轉 向の 窒生犀 星 「三 田 文舉」 から 出た 久保田 カ太郞 水上 龍 太郞、 「早 稻田 文學」 から、 ，：：：： 然 

主義 直系と なされる 葛 西 善藏、 廣津 和郞、 獨自の 物語 風な 作者 宇 野^ 二。 尙 白樺からの 志賀 直^、 

里 見 jssT 數に 於て、 空前の 盛況 を 見た のであった。 これ 等 は、 いづれ も、 自然主義 を 通過し 或は 

通過した と 思 はれる 作風の 上に、 いづれ も 現實を 濃淡の 差 こそ あれ 認識し、 各自の 藝 術を殘 したの 

である。 これ 新現實 主義と 稱 される 所以で ある。 

令、 「明治 大正 文藝 運動 大觀」 (新 小說 大正 十五、 四) に 「いは ゆる 新現實 主義 時代」 を執笨 せる 橋 

爪 健 氏の 分類法に 從 へば、 11 
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第一 群 

〇 志 賀直哉 11 「正義 派」 「大津 順吉」 「和解」 「暗夜 行路」 

〇 芥川龍之介 11. 「鼻」 「將 軍」 「羅生門. I 「ある 日の 大石 

內藏之 助」 「秋」 「戲作 三昧 .「 j 塊の 土」 

〇 菊池寬 •—— 「無名 作家の 日記」 「忠直 卿行狀 記」 「恩讎の 

彼方 に /蘭學 事始」 「義民 甚 兵衞」 「藤 十郞 の 戀」 「肉親」 

〇 里 獰 11 「箱 根 行」 「善心 惡心」 「三人の 弟子」 「俄 あ 

れ」 「無題」 「毒 蕈」 「父親」 「直 辅. の 夢」 「多情 佛心」 

〇 豐島與 志 維 -11 「霧」 「反抗」 「野 ざら し」 「幻の 彼方」 

〇 藤 森成吉 11- 「山」 「鼠」 「子供」 _ 

〇 佐 藤 春 夫 11 「指紋， T 田園の 憂鬱」 「都 會の 憂鬱」 「伦 

しすぎる」 「美しき 町」 「旅人」 

〇 室 生 犀 星 11 「性に 覺 める 頃」 「地下室と 老人」 「蒼白 

き 巢窟」 

〇 水上 瀧太郞 11 r 大阪」 

〇 有 島 生 馬 —— 

0 木 下 杏太郎 —— 「唐草 草紙」 


〇 久米正 雄 ！| 【學生 時代」 中の 諸 作 

〇 宇野浩 三 11 「藏 の 中」 「苦の 世界」 

〇 岡 田三郞 ！— 「泥濘」 「巴 里」 「夜明け 前」 

〇 南部 修太郎 i 「修道院 の 秋」 「少年 の 日」 

〇 中 戶川吉 二  , .—— 「ィ ボ タ の蟲」 「反射す る 心」 

〇 瀧 井 孝 作 —— 「ゲ テ モノ」 

〇 牧野 信  一 -.!! 「婢」 

〇 小島 政ニ郎 i 「生理的 踵 物」 

〇 佐々 木 茂 索 11 「春 の 外套」 中 の 諸 作 

第二 群 . 

〇 廣 津和郎 11 nt 經病 時代」 r 悔」 「死兒 を 抱いて」 「隱 

れ家」 

〇 葛 西善藏 「子 を つ れて」 「朝詣 り」 「千 人 風呂」 

〇 加 能 作次郎 —— 「世の中へ J 躑躅」 「祖母」 

〇 加 籐武雄 ー— 「祭 の 夜の 出來 事」 「仙 太 の 戀」 

〇 谷 崎 精 二 ，—— 「閑人」 

〇 水 守 龜之助 11 「小さ い 茶畑」 「少年と 帽子」 
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〇 中 村 武羅夫 11 「人生」 

〇 細 田源吉 11 「罪に 立つ」 

〇 細 田民樹 11 「女 をめ ぐる 父子」 「極みな き 破局」 

〇 相 馬泰三 —— 

つ 石 丸 梧平 I .「 船 場の ぼんち」 


佐 藤 綠葉— 

〇 田 中 純 — 


- 「黎明」 

—「智 惠 の果」 


〇 白 石實三 11 「返らぬ 過去に 


〇 舟 木 重 作 i r 娇 約した 男 の 手紙」 

第一 群の 作家 を 新 様式 派の 作家、 著しく 技巧的で あり、 藝術 的で あり、 或は 觀念的 e あると し、 

第二 群の 作家 は、 それに 反して、 比較的 現 實に卽 した 生^ 派に 近く 從 つて 技巧と いふ 點には 餘り顧 

慮せ す、 自然主義 的な 作家で あると した。 そして 氏 は、 白樺 派まで を 前期 自然. 王義 としこの 新 現. 

主義 を 後期 c: 然 主義と して ゐる。 そして 言 ふ。 「自然主義 は あらゆる 様式に 分化 派生して、 あらゆる 

花 を 吹かせた ネオ •  ロマンチシズム や、 下 才 • アイデア リズムの 肥し をた つぶり 吸 ひ 込んだ： ii 期 自然 

主義 はこ こに 大成し 爛熟し、 いは ゆる 後期 自然主義の 黄金時代 を 現出した oj 

是、 あらゆる 文藝 運動が ここに 行き着く 所 を 見出して、 ま 流 を 合せた 下流の 如くお 前の 氾濫 期 を 

現出した 所以で あらう と 3 心 はれる。 各 作家が 對立 して 眞に 百花 爛漫 たる この 期の 盛大な る は 前後 に 

Sf で、 多彩な 景 觀を呈 して ゐ るので ある。  や 

直截簡明な 寬、 幻想 的な 卷夫、 多面的な 龍 之 介、 西鹤 ぶりの 浩 二等、 前 祸の各 作家 は 孰れ も、 著 
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しい 個性の 相異を 見る。 然 かも、 現實を 把握して ゐる點 で この 呼稱の 下に 總括 出来る。 而 して、 こ 

の 主義の 主唱 者と 目 せらる は、 實に 「新 思潮」 から 出た 菊 池 寛、 芥川龍之介で 龍 之 介 は、 寛よりも 

より 藝衛 的で あつたが 爲に 一般に 餘り 目立たなかった が、 寬と 選ぶ ところ はない。 それ は 作品 を觀 

れば 直に 明瞭と なる であらう。 H ゴ イズム を 剔抉し、 心理的 描寫を 加へ、 現實の 認識 を ゆく りなく 

も 展開して ゐる。 又、 あらゆる 權威を 著しく 認めない。 例へば 龍 之 介の 小說の 主人公 を 見よ、 大石 

も、 將軍 も、 素 斐嗚尊 も 鼠小儈 次郞吉 も、 すべてが 齊 通人で ある。 而 して 更に、 「保 儒の 言葉」 を 見 

よ、 彼の 偶像 破壞 的な 現實 暴露 的な 一面 は、 後年の 寬の 通俗 小說 より 優れる 事數 等で はない か。 

か る現實 主義 的な 思想が、 當 時の 文壇の 主流であった。 

か- -る 新現實 派の 特質 は、 寬 をして 作品 以外の 對 世間 的な 仕事に 働き かけさせた。 或は 「作家 凡 

庸論」 となり、 或は、 文藝 家協會 (大正 十 年) を 起たり 「文藝春秋」 (大正 十二 年) を 編輯した りして、 

作家の 位置 向上に カを盡 し、 時代の 好尙に 投じて、 ジャ ー ナ リストと しての 彼の 面目 を發 揮した。 

叉、 文章 的に 見ても、 簡明 直截で 一部 少數の もので はなく 萬 人 向に、 藝術を 「日常の 糧」 とした。 

木村毅 氏の 所謂 「文事 はも はや 散歩 用の ステ ッ キ ではなくて、 雨降りの 日の 傘と 同じく 缺く ベから 

ざる ものと なった ので ある。」 これ は藝術 へ の胃瀆 ではなくて 勝利であった。 これ はまた、 「新 現實主 
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義」 の 勝利 ともなった。 

一方、 新現實 主義 作家 達の 前 時代と 著しい 特色 は、 作家の 意圖が 正しく 作品に 遍漫 自在す る 完成 

期の 技巧に 相應 した 觀を 示して ゐる 事で ある。 寛、 龍 之 介、 浩ニ、 淳、 春 夫 等 いづれ も 著しい 相 遠 

が ある。 が 各自 獨 立の 「うま さ」 を 把持して ゐた。 千 葉龜雄 氏の 言の 如く 「科 學的 細微な 觀察 に^く 

まれ、 ■ 躍 動的な 氣 分と 手法で 眺められた 現實 は、 生きる もの \ やうに 潑 刺と 跳って 居た。 五 =： の 朝 

の やうに 朗らかで、 淸 新な 語彙 ゃ修辭 がた しかに 前代に 見られない 生彩 を與へ てゐ た」 

これ 里 見 Mi ；、 久米正 雄、 久保 E 万 太郞、 志賀直 哉、 佐 藤 春 夫、 芥川龍之介 等が この 時代 「技巧 派」 

と呼稱 された 所以で ある。 

これらの 人々 の 中に 於て、 最も 新現實 主義 的で あつたの も、 やはり、 寬、 龍 之 介な どで はな かつ 

たかと 思 はれる。 それ は簡 勁で あると いふ 點 である。 この 點は 重要な 事であって、 文章. 的に 兌て 

も、 プ CL レタ リアの 「壁 小說」 などの 如き、 短 勁のう ちに 主題 を 把握し、 然 かも 適 常の 藝術味 を 失 

は な い 文章が 要求 せらる \ に 到った。 

濶ー郞 の藝、 春 夫の 技、 淳の巧 いづれ も 堂々 たる リズム を 有った 名文 ii4 たる を 失 はない けれども 

その 點に 於て 前 一 一 者に 及ばない。 後年 無產派 文學が 技巧に ついても 右一 1^^に舉ぶ虑微なくた"かった 
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事 を 思へば 思 半ばに 過ぎる であらう 

次に この 時代の 特色の 一 つ は 「戯曲 時代」 の 誕生であった。 寬、 正 雄、 有 三、 國士、 等の 如く 專 

門 的な 優れた 劇作家が 輩出した の は 勿論、 多くの 小 說家は 殆ど、 戯曲に 手 を 染めた。 小說 時代から 

戯曲 時代。 これ もこの 期の 圓熟 期で ある ことの 證 左の 一 つで ある。 しかし 龍 之 介 は なぜか 戯曲 を 書 

かなかった。 それ は 戯曲の 非藝術 的な 方面 を餘 りに 識り 過ぎて ゐた爲 と師の 流れ を 汲んだ ものと 思 

はれる。 

戯曲 は 「一幕物」、 小說は 「短篇」 が歡迎 された の は 主として ジャ 1- ナ リズムの 關 係から と、 近代 

人の 趣味に 合して ゐ たからで あらう。 寛 は 舞臺の 上に 於ても リアリズム を 主張し 實 行した。 

か、 る 新現實 主義の 人々 に 如 ふるに 鏡 花、 藤 村、 荷 風、 白鳥、 秋聲、 花 袋、 潤 一 郞、 實篤 等の 作 

家 も 活躍した ので 殆ど 飽和 狀 態に 達して 行った。 

鬼 も 角 T 新現實 主義 文擧」 は 我國の 資本主義 的 完成、 個人主義 文化 を 等しく 反映して、 我 國文學 

史上 稀に 見る 盛況 を 見た ので ある。 而 して 芥川龍之介 は 菊池寬 と共に、 双璧の 觀 あった こと も事實 

であった 。- 
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〔一二〕 解體 期の 文學 

兹に 「解體 期の 文擧」 と 言 ふの は、 在来の 個人主義 文學 の頂點 である 新現寶 、王 義文维 の 解 體とロ 

せられる 「新 感覺派 文擧」 と、 新しく 別に 擡頭した 社き 意識的な 文學 「プロ レタ リア 文 ；」 と を 指 

す。 本質的に は 一 一 者 は それぞれ 相 異れる 現象で は ある けれども 新現實 主義 文學の 崩壊に 寄與 した 點 

は 兩者相 通じて ゐ るので ある。 新興 藝術 たる プ P レタ リア 文舉を も解體 期の 文舉 として 兑る 所以が、 

そこに ある。 

さて、 「プ U レタ リア 文學」 は 世界の 社界的 思潮と 呼應 して、 日本の 文 S 一に 發 生した の は大： 止 十. Jif 

十月、 小牧近 江、 村 松 正 俊、 佐々 木 孝 丸 氏 等に 組織され たと ころの 機關紙 「種 it く 人」 に 初 まる。 

が、 その 前に、 知識階級の 內部的 動搖を 頗る 卒直に 表現した と稱 される 有 島武郞 氏の 「官； 言 一 つ」 

が 大正 九 年 一 目雜誌 「改造」 に發 表されて セ ンセ ー ショ ンを 文壇の 一角に 與へ た。 

尤も、 それ迄に、 靑 野季吉 氏の 所謂 「前史 期」 「過渡期」 は 伏在した。 卽ち 遠く 明 ユ^ 叫 十 年 前後 木 

下尙 江、 壤 利彥、 荒 畑 寒村 等の 諸氏が、 社會 主義 文藝を 創作し また 飜譯 した 時代から、 ついで 大衫 

榮、 荒 畑 寒村、 山川 菊榮 等が 雜誌 「近代 思想」 等に 於て、 當 時の 文擧 現象に 向って 唯 物 史的な 批判 
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を 試みたり した 時代に その 胚胎 をみ る。 而 して 過渡期 は、 歐洲大 戰中及 その後、 我國の 思想界 は 民 

主 主義の 勃興と なり、 いて 社會 主義の 時代と 變遷 して 行った。 利彥、 山川 均、 高 畠 素 之、 大杉 

榮氏 等が その 運動に 參 加した。 加 ふに 大正 九 年の 經濟界 は、 嶮惡な 空氣を 資本家 對勞働 者の 中に 棬 

起した。 か. T るう ちから プロ レク リア 文舉は 次第に 釀 成して いったの である。 が 大正 十 年 以前の か 

\ る 様相 は、 文擧 的に は 何等 重き をな さなか つた。 これまでの ブ レタ リア 文 擧を靑 野 季吉氏 は 

『日本 プ レタ リア 藝 術史』 中 左の 如く 要約して ゐる。 ( 一 )、 社會 主義者が 餘技 として 文擧藝 術の 

こと を 時た ま 顧みた とい ふだけ で、 文壇 的に、 何等かの 地歩 を 占めよう などと いふ 意志の なかった 

こと。 (二) 小 說ゃ詩 や、 批評の 形式 を かりて、 社會 主義 思想なら びに その 觀方 をした に 過ぎぬ こと。 

(三) したがって プ。 レタ リア 文學の 意義な どに ついては、 明確な 意識 もなかつ たし、 それに 關 する 

討究 もなかつ たこと。 (四) またしたがって、 文壇 的に 何等の 勢力 も 占めす、 文壇 的に 文壇 を 作る 

ほどに いたらなかった こと 等で ある。 

が 大正 八 年に 「改造」 「解放」 「我等」 「社 會 問題 研究」 等の 雑誌が 發刊 され その 翌年 十二  「日本 社 

會 主義 同盟」 が 成立し、 社會 主義 的な 思想家 作家が 各參 加した。 小川 未明、 秋 田 雨 雀、 加 藤 一夫、 

江ロ澳 等の 諸氏が あった。 そして 宣傳藝 術の 範疇 を はみ出して 兎に角 創作的に も、 批評 的に も 著し 
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く 成長して 行った。 

かう して 前揭の 如く 大正 九 年の 經濟界 は.， 未曾有 の 險惡な 签氣を 資本家 對勞働 *? の 巾に 捣 起した。 

か、 る 中に、 次第に 醱酵 して 行った 「プロレタリア 文學」 は 大正 十 年の 雜誌 「種 蒔く 人」 によって 

そ の 主體を 見出して 益々 强 力な も のとな つて 行った。 

この 時期の 創作 は、 前 河廣 一郎の. 「三等 船客」 金子 洋 文の 「地獄」 屮西 伊之助の 「赫 土に めぐ 

む もの」 等で 代表され る。 尙 創作家 批評家 を あげれば、 秋 田 雨 雀、 新 井紀ー 、 有 島 武郞、 麻 生久、 

江 ロ澳、 藤井眞 澄、 今 野 賢 三、 金子 洋文、 加 藤 一夫、 小 泉鐵、 前 田河廣 ー郞、 松本淳 一一；、 か：： は资 夫、 

內藤辰 雄、 中 西 伊之助、 小川 未明、 尾 崎 士郞、 佐々 木 孝 丸、 靑野 季吉、 藤 森 成吉、 平 林 初 之輔、 細 

井 和 喜藏、 小牧近 江、 新居 格、 新島榮 治、 佐 野 裝裟美 等 その 數も 多い ので ある。 

而 して、 十 年 以後 震災 前までの 運動の 特質 は (一) プロ レタ リアの 立場に 立つ 創作家、 評論家が 

現 はれ、 文壇へ 直接 呼びかけ たこと。 (一 一) したがつ て 文壇- M: に 於て ブル ジ ョ アジ ー とプ a レクリ 

ァの鬪 爭が行 はれた こと。 乃至 はプ P 文擧の 存在 權の 主張 等で ある。 

兹に 到って 始めて、 我國 プロレタリア 文學が 文壇に 於て その 存在 權を 獲得した のであった。 時 あ 

だか も 所謂 新現寳 主義 作家 達が、 漸く マ ンネ リズムに 墮 して 何等かの 新鮮 味 を 欲して ゐた 時で あつ 
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たから 此の 新興 藝 術に 注視し、 また 批判 も 試みられた。  . 

かくて その 蓮 動が 漸く 華 かに も賑 はしくな らうと する 大正 十一 一年 卽 「種 蒔く 人」 發刊 以來ー 一歳に- 

して、 その 年の 九月 かの 關東 大震災が 都下 をお そって ー擧 にして 機 關紙を 奪 ひ、 ために その 運動の 

中絶の 止むな きに 至った。  -. 

が 鬼 も 角、 大正 十三 年 六月 「種 蒔く 人」 の 同人に よって 「文 藝戰 線」 が發刊 された。 兹に 震災 後 

から 大正 十五 年 秋 頃 迄卽ち 昭和 初頭までの プ 口 レク リア 文藝 運動 第三 期が 出現した ので ある。 - 

この 期に 於て 後說の 如く 「新 感覺 派」 が 擡頭して、 文壞に 一 時活 氣を呈 した。 それ は 1^ に 角、 こ 一 

の 期に 於て 宛 も ブル ヂ " ァ 文擧. とプ n レタ リア 文擧の 代表で も あるかの 如く 菊 池 寛 氏と、 前 田 河廣ー 

一郎 氏が 互に 論き を 試みた。 當時發 表された 寬の 「プ。 レ タリ ァ藝術 論」 隨筆集 (「わが 文 藝陣」 )。 一 

廣 一郎の 「菊 池寬 無用 論」 (評論 集 「十 年間」) などが それで ある。 而 して 互に 論陣 を 張って 戰 つた _ 

しかし 事實、 寛の 指摘せ る 如く、 當 時の プ 51 レ タリ ァ文擧 は、 徒らに 聲 のみ 犬であって 技巧 その 一 

他の 點に 於て 未熟で も あり、 傾向 的なる をまぬ かれなかった。 而も 多くの 旣成 作家 達 も 大同小異で 一 

あった。  一 

芥川龍之介 は、 主義 主張 や 今後の 文擧 史的 發展 として プ P レタ リア 文 舉には 賛成して ゐ たけれ ど 
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も 當 時の プロレタリア 文擧 そのものに 滿足を 表さなかった こ. と は 寛と 同じであった。 それ は 大正！ 

十三 年 十 一 月 十 一 日 早 稻田第 一 高等 擧院 主催の 文藝 講演 會に 於て した 「プ n レタ リア 文藝」 の 速 iiS: 

に 就いて 見ても 明で ある。  一 

にも か-はらす、 これ 等と は 別に この 期の プロレタリア 文學 は、 やはり、 發展 的な 新しい 励， ：！： を： 

文壇に もたらして 常に それ 自體 進展 を つ^けた。 中期 及 末期に 於て は 創作に も 著しく 活躍した 主な 

る 作家 は、 葉 山 嘉樹、 林 房 雄、 村 山 知義、 山 田 淸三郞 氏 等で ある。 從來の 體驗小 說の型 を 破って 新 

しい 動向が 見られる。  一 

然 かも 猶、 一面 著しく 傾向 的で、 文舉 として 不純な ものが 介在して ゐる。 そして 所ス旺 この 期の プ！ 

G レタ リア 文攀 はま だ-, \ 準備 や 飛躍の 階梯に 過ぎない 觀 があった。 それ は發逮 段^の 幾何 もない 一 

のに 徵 しても 無理ではなかった。  i 

が、 兹に 考察す るに、 寬、 龍 之 介、 正 雄 等の 文舉は 所謂 「前 プ レタ リア 文 S. ヒ であって、 何も 

プロ レタ リア 文 學と對 立すべき ものではなかった かも 知れない。 寬、 正 雄 は 姑く §1: はす、 龍 之 介の 一 

藝 術が 所謂 プロレタリア 批評家から 初期 以来 批評 せられて ゐる ことに 注目す るが いい。 卽ち、 江 ロー 

澳氏、 靑 野季吉 氏、 宫本顯 治 氏等而 して それ 等の 人々 に 龍 之介藝 術が アツ ピィル し、 且つ 克明に： 止- 
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解され た 足跡 を みるがいい。 

龍 之 介 は、 ブル ヂ 3 ァ的 であると 同時に プロ レタ リア 的で も 充分 あり 得る 證左 ではない か。 また、 

寬の文 藝觀、 人生 觀が ブル ヂョァ 的よりも、 プロ レタ リア 的で あるの を 見る がいい。 內容、 形式 共 

に、 充分 プロレタリア 的であった。 その 間に 立って た^ 龍 之 介は藝 術の 完成 を 期して、 形式に 時に 

賫族 的な 一面が あるに 過ぎない。 それ も晚 年に 隨 つて、 著しく プロレタリア 的に 接近した。 (その 經 

過 は 第一 一章に 詳論す る。) 一 例 を 示せば、 芥川龍之介の 小品 「機 關車を 見ながら」 (昭和】 一年 七月) 

と、 中 野 重 治の 詩 「機 關車」 と を 比較す る 時、 そこに 多くの 差が あると 共に、 また 著しい 接近が あ 

る こと も 否む わけに は ゆかない。  . 

それ は！ に 角 震災 後の 日本 プ レタ リア 文舉は 多少に もせよ、 圓熟 期の 文學を 崩壞、 解體に 導き- 

混亂 に陷れ た。 それだけ 新しい 機運 を 吹お くった と 謂へ る だら う。 而 して 昭和 初頭に 於て、 文壇の 

色々 なる 發表 機關 である。 新潮、 改造、 中央 公論 等の 文藝攔 を席卷 した 觀が あるので ある。 そこに 

1 1 潮流の 蕩搖が 文壇 を 次第に 新鮮な ものと しょうと する かの 如く 思 はれた。 

大正 十一 一年 九月 一 日に 起った かの 關東 大震災 は 偉大な ショック を 文壇に も與へ すに 置かなかった 


か i る强激 なる 現 〔ぼの 感情に 充ち滿 ちて ゐる時 は、 藝 術を考 へ る餘裕 はな い とすら 宽は云 つ た。 

多くの 肆は燒 失し、 爲 めに 文藝 物の 出版 は It はれた。 僅に 災 をまぬ かれた もの は、 「新潮 社」 

r 國民圖 書 出版 株式 會社」 外 一 一三 を數 へる 位で 殆ど 全 減の 狀態 であった。 

今、 餘燼 未だ 去らざる 大正 .H 一年 十月 特輯 「文章 偶樂 部」 の 「凶 災の 印象」 「東京の 1： 想」 II を见 

ると、 文壇の 諸家 は 競 ふて この 凶變の 如何に 凄慘を 極め たかを 物語って ゐる。 題名と 作家と を 左に 

列記して ® く 

火 來京を 吊 ふ (詩) 

火來 京の 更生よ、 力 あれ 

廢都束 京 

灰燼の 中より (詩〕 

震災 日記 

東京よ、 曾て あり、 今 無し 

死せ る 街 

刹那 

地震と H! 本文 ，2 一  面 

ji^ 都 通信 (繪) , ， 


西條 八十 

久米 正 雄 

芥川龍之介 

白鳥 省 吾 

^ 匕 じし b.,Jy  R. 

バ =； 未 か 

谷 崎 精 二 

新 井 紀ー 

高須 芳次郞 

竹久 夢 二 


艰 京と 地方の 生活 

印象の 二三、 

業火 餘燼 (歌) 

恐ろしき 惡 夢の 後 (詩) 

死せ る 都 (詩) 

不安と 騒擾と 影響と 

災禍の あと 

父母 を 索め て 

都市 哀欲 (詩) 

II める 都會の 一 隅に て 


藤 森 成. fu 

さ 井 e?^ 

秋 田 雨 雀 

水 守 趣 之 助 

長 田 幹彥 

林政 雄 

竹 夫 

信 子 
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施 (詩) 

その E の 記 

不死鳥 は 燃えた リ 

大災害の 初めに 見た もの 

被服 廠 あと. 

避難の 二 夜 

雨の 東海道 

神 E 三 崎 町 


川路 柳 虹 

金子 讓園 

加 藤 朝 鳥 

巾 河 與ー 

中 村 詳ー 

生 田 春 月 

西川勉 

內藤 辰 雄 


淺草 公園 

二  n ライ 堂 

街頭 商人と なる 記 

禍の m  . 

水火 をく ぐって 來た人 

動、 靜. 若干の 美 ぁリき 

運命の 醜 さ 

東京の 朝 


上野 山淸貢 

藤 森 靜雄 

山 田 淸三郎 

吉田 絃ニ郎 

宇 野 浩ニ 

三 上 於蒐吉 

,E 民樹 

加 藤 武雄 


斯 くして 一 時 休止 狀 態の 出版界 も、 翌十 一一： 年  一 頃 急速に 恢復され、 文藝 物の 發行も 多くな り、 

三 四月から 五六 月に 至って 著しく 復活した。 

が 斯る未 曾 1^ の凶變 は、 社會 人心に も 文壇に も 強烈に 蕩搖を 引 起さす に は 居られなかった。 起つ 

たのが 「大衆 文藝」 「探偵 小說」 であった。 そして 著しく デカダン 的で も あり、 嚴肅の ものよりも 遙 

かに 架空 的な 中間 物に 向かし めた。 現世に 對 する 限りなき 絕 望が 餘 りに 救 ひの ない 境地に 人々 を 追 

やる 時、 彼等 は 何 を 求める であらう か。 著しく ヂァ ー ナ リス チックに、 ゴシップ 的に、 なって 行く 

の は 自然の 數 である。 そして 自然、 小説より 隨筆、 深刻 さよりも 話柄 的な ものへ。 菊 池 寛 編輯の 「文 
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藝 春秋」 ( 一  ") 中 戶川吉 1 一氏 發 行の 「隨 筆」 (十 一 月) は 大正 十一 一年に 創刊され た。 龍 之 介の 「保 

儒の 言 薬」 (昭和 一 一年) 「梅 *馬* 篤」 (大正 十五 年) 藤 村の 「鎌 倉 だより」 (大正 十 一 ハキ) 「赤 を 待ちつ 

&」 (ト叫 年) 「市井に ありて」 (昭和 五 年) 卷 夫の 「退屈 讀本」 「大正 十五^」 等 それぞれ 隨 として 

の 名篇を 孕む 基礎 をき すいた の もこ の 頃であった。 

そして 兹で も解體 の 割 役 を 次第に 濃厚な ものと して 行った。 曩に 頂點 に 逹し た 文- S は あげて 沈 n 

した 空 氣に閉 されて しまった。 行 着く 所に 達すれば そこに 分化 作 川が 初 まるの は现 の常然 である。 

か-^ る 沈 退 期に 勃興した のが 所謂 新感覺 派の 新進作家の 一 群で ある。 

「新 感覺 派」 と は 大正 十三 ハヰ十 一 ：：：：： の雜誌 「世紀」 に 時の 批評家 千 葉龜雄 氏が ！：！： ハ 牛し- パ の创刊 雑ず i 

「文 藝 時代」 に據 つた 一 群の 同人 作家の 共通な 特色 を 指摘して 「新 感覺 派の 誕生」 と 命名した に 初 

まる。 

同人 中 特に 横 光利 一、 中河與 一、 川端 康成、 片岡鐵 兵 等が 有つ 特殊な 感覺 は、 著しく 技巧的な 文 

章と 相俟って 新しい 運動に は 違 ひなかった。 大正 十 ra: 年の 上半期 はこの 新感覺 派：： だ 非 論 で 服った。 

横 光利 一氏の 「沿線の 小驛は 石の 如く 默 殺された」 等の 修辭 が問题 になった。 

その 示した 作品 は， 中 河 氏の 「凍る 舞踏 場」 横 光 氏の 「表現 派の 役者」 川端 氏の 「短篇 i^」 等 著 
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しい。 

橫 光利 一 氏 「新 感覺 論」 は その 論理的 根據 は、 谷川 徹三氏 も 指 適して ゐ るが 如く 不明瞭で ある けれ 

ども、 彼等の 主張 は 明で ある。 

感覺 的な 彼等の 感受 を、 在来の 何物の 「順 應 または 摸倣」 に 乎 よらす して、 「創造と 飛躍」 に主觀 

的な 內面 的な 狂奔に 任せよう とする。 そして、 か \ る 狂奔 は、 したがって 著しく 光彩 的な 明朗 さ を 

修辭の 上に 醸成して 行った。 

そして、 「彼等 は 勇躍した。 と 同時に、 新しく 若々 しき 情 熟 を 以て 人生に 再び 接した 彼等 は、 今更 

見 古された 人生 其の物に さへ、 新しい 感激と 觸發と を 感じさせた。 彼等の 胸に ある 若々 しい 詩が、 

古き がま、 の ものに 觸れ ても进 つた。 新鮮さと 生氣 とが 蘇った. K 最近の 文壇に 現れた る 諸 傾向し 片岡良 

ー國 語と 國文學 大正 十四、 九) ので ある。 この 意味に 於て 上昇 的な この 運動が 當 時の 文壇に 於て 問題 視 

された の は當然 である。 

が r 感覺 派の 危險 は、 感覺の 語彙に 耽溺して、 まことの 感覺 と、 うその 感覺を 差別す る ことの 出 

來 なくなる ところに ある。 遂に は、 意識した 感覺の 技巧 を もって、 純眞 な感覺 だと 信す る やうに さ 

へ もなる。 さう した 危險な 誘惑 を感覺 なる 語彙が 持って 居る。 額廢 派と いはれ る 十九 世紀末の 時代 
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末藝 術が 明らかに それ を 示して ゐ る。」 體の ものであった。 隨 つて、 顏廢 的な 感覺 はたと へ 光彩 的な 

觀點を 以てしても、 それ は、 病驅 への 一時 S カンフル 注射 的な 割 役 をし か演 する 事 は出來 なかった 0 

そして この 事 は 新感覺 派の 常時の 作品 を 手薄に した。 必然 各 作家 は それぞれ 各自の 道を迎 つて、 

その 運動 は 甚だ あっけない 終末 を 遂げた。 が、 これ 等 新人 達 は それぞれ 新しい 方向に 向った。 横 光 

利 一氏 は、 より 內面 的な 心理的な 「鳥」 「機械」 等の 活路 を 見出し、 片岡鐵 丘 〈氏 はプ n レタ リア， 乂 

舉に 走り、 祌經の 文學を 提唱して ゐた 中河與 一氏 は、 氏の 「形式主義」 に、 川端 康成 は、 淺草を 背 

景 とした 時代 詩 を 奏でる 等、 往年の 同人 は、 分化 線 上に 活躍 を つ^けた。 

さて、 これ を文擧 史的に 觀れば 如何なる 事が 云へ るで あらう か。 私 は 次に これ を 要約して m はく。 

(一) 新 感覺派 は、 リアリズム を 新現實 主義から 受繼 ぎ、 その 技巧 を 新 技巧 主義から 繼 承して、 よ 

り、 都會 的な 文化の 華と して 解消 的な 解體期 文舉の 特質と して 著しく 額踐 的であった。 

(一 一) 隨 つて、 次の 新興 藝術派 等に 至って 末梢的に 次第に 分裂 解 體の跡 を迪る 素地 を 作った と：： 1: 時 

に、 その 新鮮な 表現 は 光彩 的で 新時代 を 劃した が 依然として、 文 學史の 根底 は 新 現！^ キ： 該的 であつ 

た 事で ある。 

(三) 表現 は、 理智 派よりも より 理智 的に 寧ろ 科學 的に 著しく 主觀 的であった。 而 して、 その.；. fa 
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が ® だしく 普遍性 を缺 いた 時、 それ は 同時に 人々 から 離^せられる 運命に あった。 

兎に角、 それ は、 技巧的に 新しい 方面 を 開拓した と は 謂へ る。 

芥川龍之介 は 隨擎、 「文 藝 的な 餘 りに 文藝 的な」 の 三十 三に 「新 感覺 派」 を 論じて、 藤澤恒 夫の 「馬 

は 褐色の 思想の やうに 走って 行った」 と 窒生犀 星の 妙 義山を 「生姜の やう だね」 といった 事と を 比 

較 して、 その 間の 相 遠に 言及して ゐる。 一方 は 理昝の 光を帶 びて ゐる。 他方 は、 帶 びて ゐ ない。 彼 

は 後 を 取って ゐる。 以て、 氏の 新感覺 派に 對 する 態度が 明瞭で あらう と 思 ふ。 往年の 理智 主義 人工 

的の 作家 も玆 では 餘 りに 自然 讚美 的で ある 事 を、 われわれ は發 見す るので ある。 

要するに 大 末期の 感覺的 頹廢を 色 濃く 反映して ゐる のが この 「新 感覺 派」 である 事 は 誤り はな 

い、 ので ある。 

以上、 「プ レタ リア 文擧」 「新 感覺派 文學」 を概說 したが、 文壇の 中心 は、 依然として、 新 現 寶、； 土 

義 作家が 中心と なり、 前代の 作家が あり 飽和 度から やがて 5 明壞 的な 運命 をた どって 行った。 大正 十 

三年 「新潮」 十 H 「文壇 時事問題」 中 「文藝 の 主流 傍流 問題」 に 於て 當 時の 一 流 作家 久米正 雄、 宇 野 

浩ニ、 千葉龜 雄、 菊 池寬、 田 山 花 袋、 芥川龍之介 等が 論じて ゐ るが、 完成から 崩 壌への 道程 を に 

跡づ けて ゐ る 事を發 見す る。 
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ず" 碟友 以 來励搖 した 文壇が、 硯友社 時代の やうに 靜まリ きって 居る の だね。 今 千 葉さん の 言 はれた 技 

巧に 苦心す る やうに なった と 云 ふの も 藝術的 完成 と 云 ふ 事が 重大に なって 來 た 爲 だね。 

巾 村、 技巧 本位と 云 ふ：： 

芥川 本位と 云 ふこと でない、 技巧に もと 云 ふ 意味に。 ：： 

千 葉。 一 の 事：^ として は、 一の メイン カレン 卜が はっきりして 居る ょリ も、 線して る 。そして 入に く 型 

の 違った よい 作家が いくらでも 對 立して 居る。 斯う 云ふ狀 態に 置かれる のが 本 よい 文 igl の倾， M ぢ やないで 

せう か。 

芥川 今 飽和と 云 ふ 言葉が 出た けれども、 飽和と 云 ふこと は 長く 續 かないで せう。 いづれ 崩-: します ね、 

菊 池 新し い 主義な ど 出て きた 時 は 活動す るが、 さう して 活動して 居る 中には 也の 人の 水準と 同じ やうて な 

つてし まう もの だ、 今 は 其 時代 だと 思 ふ。 色々 の ものが 出て 夾て 段々 活動して 《w る屮 に、 周 圃も兑 |:r れ るし、 

自分自身 も與 味が なくなって； や 均して しまう。 さう いふ 時代で せう。 飽和 時；^ でせ う。 

斯 くして、 飽和から 崩壞 への 道 を 歩んで 行った 大正 末期 文 摩 は 混戰狀 態の 中に、 上 #的た 何物 を 

もなかった。 「新 感覺 派」 「新 人生派」 「コ ント 時代」 「大衆 文藝」 等の 雜 居の 中に 大： 止. i- 叫 ハ卟は 終った。 

十五 ハ牛は それ 等 は 忘れられた。 十五 年に は 通俗 小說ゃ 大衆 文 藝が义 述作 小說 通俗 もの ゅ寸 が 幅 をき 

かして 純 文藝は 沈滞した {<i であった。 僅かに、 映畫 方面に 川端： g 成 氏 作の 「狂った 1K」 が 製作 
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され、 問題 を 惹起した。 そして、 か、 る沈滯 期が 昭和 二 年まで 引 仲ば された。 

昭和 二 年に は、 明治 大正 文 擧の總 決算と も 見られる 、「現代 日本 文擧 全集」 (改造 社) や 「明治 大正. 

文擧 全集」 (春陽 堂) 等の 所謂 圓本 時代 を 現出して 出版界 空前の 活 氣を呈 した けれども 創作 界は 著し 

く 沈滞の 度 を 深刻に し 一 大ダ， I ク、 H 1 ヂを 現出した。 

か- -る 沈滞、 崩壞 乃至 は解體 期に 處 して 作家 達 は、 或は T ブ n レタ リア 文學」 に 或は 「大衆 文學」 

に 或は 通俗小説に 各 走った けれども 芥川龍之介 は、 それ 等の 間 沈 默の狀 態 を 守って 居て その 節 を 全 

うして ゐた。 この 期 は 特に 寡作であった。 が、 その 作が 時代の 一般の 好尙 から 遠ざかる にせよ、 常 

に 自分の 藝術 上に 精進 を 忘れない だけ、 永久 的に 文壇 的 存在 を 確保し 一方の 重鎭 として 益々 尊重 さ 

れて 行った。 かくて、 此の 創作 十數 年の 最後の 年 昭和 二 年 は、 姑く の 沈默を 破って、 甚 しく 活躍 奮 

鬪し 文壇 は その 意氣に 注目した が 間もなく、 昭和 二 年 七月 二十四日の 自殺が、 それにつ ビ いた。 

これ を 要するに、 氏 は 明治 大正 文 擧史の 最も 完成 期に 作家と なり 最高級の 作家の 一人と して 終始 

し、 その 作品 は、 完成 期の 藝 術に 相 適しい 整 美と 彫 球が 充分に 施され、 時代 的な 憂苦と 懐疑と 個人 

的な 運命と、 天分が、 濃厚に 出て 文擧 史的に も 稀に 見る ものであった 而 して、 その 最後に 於て 新し 

き 文 擧に立 向 ふた 彼が あった。 
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第二 章 時代 趨勢より 見た る 龍 之 介の 位置 

われわれ は 明治 大正 文蔡を 通じて 一 列の 詩人 小說 家の 一 群を識 る。 

北 村 透 谷、 長 谷川 一 一葉 亭、 國 木田獨 歩、 川上 眉 山、 石 川 啄木、 有 島 武郞、 芥川龍之介。 

彼等 は 一 様に 、「明日」 に 何等かの 關心を 持ち 或は 悲慘な 一 生 を 送り 或は 傷き 仆れて 行った 人々 で 

ある。 

「人生に 相涉 ると は 何の 謂ぞ」 彼 透 谷 は 「文 擧界」 の 先達と して、 先づ 自ら 人生に 相涉 り、 やがて 

「世 を 破り、 世を壞 ち、 一切の 傳習 を減絕 して 新生の 新 光明に 浴 せんと 努力」 した。 

一： それ は 正に 斯 先 覺の聲 とも 云 ふべ く、 彼 自ら 及び 藤 田 湖 白の 悲慘 なる 11^ 期 (二十 七 ハ卟及 二十 八た や) 

は， 實に 時代の 犧牲 として 仆る、 新人の 必至 的 運命」 (明治 文 學史. 岩 城 準 太郎) と兑る isl- が 來る。 

そして 彼の 運動 は、 次の 時代 を 動かした。 

長 谷川 二葉 亭は、 彼の 文 擧に對 する 不卽 不離の 態度 は、 稍、 森鷗 外と 對照 せられる が、 そして、 

小說 「浮 雲」、 飜譯 r 片戀」 、やがて 「其 面影」 「平凡」 たど、 彼の小說界に於ける足跡ならびに飜.？^^界 

に 於け る 業蹟は 大きい。 けだし それ は 自然主義の 人生派 文擧 の先驅 となった から。 しかし 彼，：：：： らは 
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文學 者の 名 を 厭って 終に 「文學 は 男子 一生の 事業と 成す に 足らす」 とした。 晩年 この 「：！ シ ャ文舉 0 

最初の 鼓吹者」 は、 肺 を 病んで 口 シャ からの 歸途、 印度洋 上の ケビ ンの 中で、 ひとり 淋しく 逝った。 

獨歩 はどう か。 國 木田獨 歩の 三十 八 年の 生涯 は、 淚と戀 と 煩悶との 連續に 終始した。 彼の 詩、 彼 

の小說 は、 斯 くして 彼の 卓拔 なる 人間的 創造の 過程 を 展開す る。 彼が 自然主義 的に して 然も 自然 主 

義 たらざる 所以が そこに ある。 「如何に 巧みに 人間の 事實 を直寫 したから とて、 それ は 一 藝當 たるに 

過ぎない。 斯くて 文學 何の 値ぞ、 所謂 自然主義 何の 値ぞ」 (自然主義と 人生) 

そして、 彼 は 一個の イズムから 脫 却した 獨自の 世界 觀を 創造しょう とした。 それ は 「驚異の 折 I： 擧」 

にまで、 發展 して 來た。 そして、 獨 歩の 精神 史は、 此處 まで 打 切られて ゐ る。」 (「國 木 田 獨步. 良 

平) が 彼の 一生 を 支配した 熱狂 は、 彼に ュ 一 1 !■ クな 活動 を 與 へた 事 は 否定 出来ない であらう。 彼 は、 

「欺かざる の 記」 中に 「自然の 自由と 人情の 好 和と を 求む る 詩的 狂 熱 ありて、 而 かも 自然に 包まる 

\ 人間の 世に立つ 深玄の 反省 乏し かりき。 

人に は 皆な 眞の靈 性 を 殺す ほどの 狂 熱 あり。 殆ど 熱狂の なきもの も あり、 狂 熱 は 一種の 力なり。 

能く 導く に 於て は 人 を 肉 以上に 活動せ しむる ものな り。 され どや \ も すれば 人の 靈 性の 眞の發 達 を 

殺す もの は 此の 狂 熱な り、 余の 如き は 此の 悲しき 實 例の 一 なり。」  - 
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一山 林に 自由 存す」 の 獨歩呤 は" 彼 をして T われ 此句 を吟 じて 血 を わく を覺 ゆ」 とまで 狂 熱せし め 

てゐ る。 彼 も 亦、 新 機運の 唯 中に 立って、 その ま- - 不治の病に 夭折した 一人で ある。 懷疑 ft 悩の^ 

に。 

「眉 山の 死」 に 就いて 田 山 花 袋 は その 著 「• 東京の 三十 年」 の 中に 次の 如く 記して ゐる。 

「眉 山哲は 追跡 狂に なやまされて ゐ たに 相違なかった。 無論、 生活 上の 煩 問 もあった に は相逮 ない。 

しかし 單に、 生活難で 自殺した ので は 決してない。 

新 運動に 對 する 眉 山 君の 位置 は、 辛い 苦しい ものであった。 かれの 全盛期 は、 紅葉の 晚年 r 晤湖」 

など を 書いた、 「眉 山 紅葉 を 凌ぐ」 時代で あつたが、 割合に 早く 新 思想に 觸れ て、 舰友社 M 人の 巾で 

一 番 新しい 考を 抱いて ゐ たかれ は その 時分から 旣に 深い 文擧 上の 煩悶と 換惱と をつ い-けて ゐ たので 

ある。」 

r バ ルザ ック、 ドォデ ヱ、 ゾラ、 ダン ヌチォ 等の 西歐諸 作家 をよ み 常に 新しい スタイル を 出さう と 

苦心した」 彼 「始終 夜更し を するとい ふ 割合に、 かれは 作品 を 世に 公に しなかった」 彼 は、 やはり 

時代と 藝 術との 相 刻に 惱んだ 一 人に 違 ひない。 そこに 彼の あの 悲惨な 最後が あった。 

己の 歌集に 「悲しき 玩具」 と名附 けた 石 川 啄木 は、 
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呼吸 すれば、 

胸の 中に て 鳴る 音 あり。 

風よりも さびしき その 音.！ 

と、 その 首に 書きつ けて ゐる。 しかく 彼の 病狀は 先が 見えて ゐた。 か.^ る陰慘 なる 空氣の 一生の、 

終りに 近づく 頃、 何 をうた ひ 何 を 考察して ゐ るか。 それ は 「明日の 考察」 であった。 . 

「時代 閉塞の 現狀」 (强 權、 純粹 自然主義 及び 明日の 考察) なる 論文の 中に 於て 彼 は 『斯くて 今や 我々 靑 

年 は、 此 自滅から 脫出 する 爲に、 遂に 其 「敵」 の 存在 を 意識し なければ ならぬ 時期に 到達して ゐる 

ので ある。 これ は 我々 の 希望 や 乃至 其 他の 理由に よるので はない。 { 莨に 必至で ある。 我々 は ー齊に 

起って 先づ此 時代 閉塞の 現狀 に宣戰 しなければ ならぬ。 自然主義 を 捨て、 盲目的 反抗と 元綠の 回顧 

と を I 能め て、 全 精神 を 明日の 考察 ！ 我々 自身の 時代に 對 する 組織的 考察に 傾注し なければ ならぬ 

ので ある。』 となし、 結局、 『我々 の 理想 は 最早 「善」 や 「美」 に對 する 空 想で ある 譯 はない。 一 切の 

空想 を 峻拒して、 其 處に淺 る 唯 一 つ の眞實 i 「必要」 ！ これ 實 に 我々 が 未来に 向つ て 求む ベ き 一 

切で ある。 我々 は 今 最も 厳密に 大膽に 自由に 「今日」 を 研究して、 其處に 我々 自身に とっての 「明 

日」 の 必要 を發 見し なければ ならぬ。 必要 は 最も 確實 なる 理想で ある。』 とした。 
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彼 は 晩年 かくて、 自分 を 社 食 主義者と して 宜し、 遂に 實 行への 關心 をまで 有った。 而 して 彼の； M 

會的關 繋 は、 か--る若き靑年作家の藝術に^?し濃ぃ印跡をとビめてゐるのでぁる。 

「呼子と 口笛」 の 中の 一 聯の詩 は それ を 物語る。 

此處 にあつ まれる 者 は昝靑 年な リ 

常に 世に 新しき もの を作リ だす 靑年 なり。 

われら は 老人の 早く 死に、 しかして われらの 遂に 勝つ べき を 知る。 

見よ。 われら 2 眼の 輝け る を、 また その 議論の 激しき を。 

され ど、 誰 一 人、 握り しめたる 拳に 卓 をた たきて、 

、v  NAROD 二 と 叫び 出づる ものな し。 

—— はてしなき 議論の 後 I—  — 

はてしなき 議論の 後の 

さじ 

冷めた る n コアの ひと 匙 を^り て、 

そのうす にがき 舌觸リ に、 

われ は 知る、 テロリストの  . 

かなしき、 かなしき、 レを C 
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 ココアの ひと 匙 —— . 

若き 時代 ひ 子叛木 も、 しかし 乍ら、 社會の 制約 をまで 否定す る實 行の 人ではなかった。 彼 は 運動 

に 入る には餘 りに 不健康 であった。 また 作家 的 で あ つ た 。 

インテリゲンチャの 特質 を も 兼備して ゐた。 次に は 叉、 時代が、 然 かく 彼等の 思想の 芽に 適した 

苗床で もなかった。 これ、 「彼 は社會 主義 を 心と したら うが、 その 心 を 行に した かどう か は 疑し い。 

(恐らく は そこまで 行って ゐ なかった、 だから こそ、 「コ コ ァの ひと 匙」 を 歌った ので あらう) 更に 

評論 思想 (「性急な 思想」、 「硝子 窓」、 「時代 閉塞の 現狀」 等 11 全 ra) の 上で は當時 自然主義の 陷っ 

た觀 照と 一 莨 行の 矛盾に 對 して 疑問と 非難 を 向けて ゐる。 これ は 所謂 自然主義から 先に 突き抜けよう 

とする もの、 卽ち 同一 方向 線 上への 進出であった。」 (石 川 啄木 • 湯 池 孝) と 思惟 せられる 所以で ある。 

が 鬼 も 角 「明日の 考察」 に 於て 著しく 社會 主義 的な 方面に 向った 事 は事實 だった。 が 漸く 彼 は、 末 

期に 近づき、 次第に 社會 主義 的帝國 主義に 轉換し 「病床に 跪 坐して 火 を 吐く やうに 現代の 社會 組織 

を呪咀 した 口から、 淚ぐ まし く 一  切の 現 資を此 儘 肯定し よう とす る 血の 出る 様な 言葉が 響いた。」 

(石 川 啄木 年譜、 金 田 一 京 助) 

それ は 明治 四十 叫 年 彼の 二十 六 歳の 時であった。 その 翌年 明治 叫 十五 年 彼の 短い t^;^ を閉ぢ た。 
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以上 北 村 透 谷、 二葉 亭 迷、 國 木田獨 歩、 川上 周 山、 石 川 啄木に 就いて 簡單 乍ら^ 描 を 試みた。 

彼等の 生きた 明治時代 は、 曰 本 資本主義 社會 がまお 發 達の 道程 を 歩みつ i あった 時代で ある。 彼等 

は文學 的に 幾多の 示唆 を、 明治 文學 史上に 殘 した 儘、 傷き 仆れた 人々 であった。 

「文明開化」 と共に 歐米 先進 资本 主義 組織 を 取 入れた わが 國は、 文學に 於ても、 その 經濟 的糾 織の 

消長と 共に、 黍 明 期、 自覺 期、 反動 期、 蕩搖期 を 重ねて 漸く 確立 期、 成長期に 入った ので ある。 仏 g 

描の 人々 は、 その 濃淡の 差 こそ あれ それぞれ その 時代に 於け る 所謂 「新時代」 の 機運 を 逸：： いく £人 ぎ、 

感じ、 想望し 體 得せん とし、 やがて 仆れて 行った 人々 であった。 

が、 明治 末期、 大正 期に 入った、 我國 の社界 組織 は 漸く 資本主義 的に 完成し、 世界の 機構の どの 

部面に も、 そのまま 通す る やうに 成長 發 達した。 これ は 文學に 於ても 確立 圆 熟の 時代 を 成し 次^ 

に 又 分化、 爛熟 解 體の道 をと らしめ た 機緣と はなった。 

「自然主義 文擧の 克服から プ & レタ リア 文 擧の發 生に 至る 大正 期 は 世界 文舉に 立ち If れ て出發 した 

この 國の 近代 文擧が 早く も 分化し、. 爛 熱し 解體し 漸く 世界 文舉の 一 般 的發逮 段階にまで ：93 ひついた 

時代であった。 この 過程 は、 日本 資本主義 社會が この 時期に おいて；：；^ 近の 獨.！ {： 的 體制を 数 倫し、 

時に 世界 資本主義 とのより 緊密な 關聯 にまで 入り込んだ 事の 文擧的 反映だった。 それ故に この-:^ 
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はまた、 次第に プ a レタ リア 文 擧が仲 長 するとと もに、 社會 意識が 浸潤し、 從 前の 個人 意識と 相齊 

し、 狂 嵐と 怒 讓 とが 多少に 拘 はらす 近代 作家の 心 奥を搔 きむ しった 時代であった」 かう 瀨沼氏 は 云 

ふ。 「かう した 相剠 する 時代 意識の 飛沫 を眞 向に うけて、 自己 を， 犧牲 にした 最初の 作家 は^ 島武郞 

であった。」 と。 (「有 島 武郞論 ，瀨 沼茂樹 「文 學」  一 ノ 三、) それ は 正しいで あらう。 

なぜならば、 世界 戰爭 (大正 三 I 七 年) の慘 害が、 次で 起った ロシャ 革命の 過程が 世界の 勞働運 

動に 新しく 油を濺 ぎ、 欝 然と 民主主義が 起り、 個人主義に 蕩搖を 加へ た 時代であった からだ。 そし 

て、 やがて 我國 プロレタリア 文擧が 文壇の 一角に、 熾ん になら うとした 時代であった から。 

こ の 經濟的 環境の 切實 さに 逸早く 反應を 起した もの は インテリ ゲ ン チヤの 匮 であった。 而 して そ 

の 代表的な ものに 有 島 武郞が ある。 

彼の 宜言 一 つ (大正 九 • 一) は 知識階級の 內部的 動搖を 頗る 卒直に 表現した ものである。 

彼 は、 藝術 家哲擧 者の 手から 「第 Si 階級」 の 自らの 手に 問題 を 奪還せ よ、 「眞 筒の 第四階級から 發 

しない 思想 若しくは 動機に よって 成就され た 改造 運動 は、 當 初の 目的 以外の 所に 行って 停止す る 外 

は あるまい」 と 云 ひ 「^の 生れ 且つ 育った、 境遇と、 私の 素養と は、 それ を させない こと を 十分に 

意識す るが 故に、 私 は、 敢て越 ゆべ からざる 埒を 越えようと は 思 はない の だ」 と 言った。 
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断くて 彼 は、 知識階級の 苦悶 を 正直に 吿 {I した。 この 時、 彼 は旣に 白樺 派の 作家ではなかった。 

次第に 彼 は 苦悶の 度 を 内面的に 發展 させて 行く より 外なかった。 「現在の 文化に 浸って 成長した お 

にと つて 寶 際に 殘 された 道 は …… 寳は 一 一つより あり 得ない。 奥底の 知れない デカダ ン の 生活 へ か。 

極端に 鈍い 而 して 圖 太い 神 經を 以て 他の 文化 へ 移 人す る 盲目的 努力 へ か」 (文化の 末路) 

そして， 彼 は 「底な しの 沼」 に陷り 「瞳の ない 眼」 に 虚空 を 凝視し すに は 居られなかった。 

が、 さすが は 彼 は、 人道主義 作家の 一人で ある。 (これ は 何等の 皮肉の ー} 一口 葉で はない。) 彼の 内的に 

發達經 路を迆 つた 「愛」 は、 最後まで 彼の 思想に 殘澤を 止めす に は 居られなかった。 

それ は、 達 は 愛の 絕頂 における 死を迎 へる」 又 「私達 は自. S に歡 喜して 死を迎 へる。」 やの 遣 書 

によっても 明かで ある。 こ の點 がわが 龍 之 介との 相異 である。 

宫本顯 治 氏 は、 芥川龍之介の 文舉を 論す るに 先だって、 有-お 武郞と 芥川龍之介と を 比較して 次の 

如く 言って ゐる。 (「敗北の 文學」 改造 十  ーノ 八) 

.『^ は 今、 氏 (芥川龍之介) に 似通った 社界的 範嗜の 人と して、 有. お 武郞氏 を、 聯^ 的に 想起す る 

ことが 出來 る。 過渡期の 苦悶 を 生活した 點 において、 二人 は、 最も 典型的. インテリゲンチャの 型 を 

代表して ゐ ると 云 へ る だら う。 
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しかも、 私 は、 芥川 氏の 中より 我々 に 近い もの を感 する ので ある。 該博な ブル ヂョ ァ的敎 養と 態 

度の ために、 有 島 氏 は、 今日 尙、 全集の 刊行 ゃ評傳 によって 「大陸 的 風貌」 「階級 的 苦悶」 等 をた \ 

へられて ゐる。 けれど、 有 島 氏の 持った 苦悶の 中に も 殉教者 的な 稚氣 を帶 びて ゐる。 故 片山仲 氏が 

批判して ゐる やうに、 啓蒙 主義者. I 自得 的な H ゴィ ストに ある" —— r 理づ めで 自分の 氣持 を片 

づけて ゐる點 が 氏の 言 ふところ を淺 くし、 平たく し、 乾いた ものにし、 尤もの やうで ゐて、 眞に心 

から 受け入れさせて 吳れる 力の ない ものと して ゐる」 ので ある。 のみなら す。 知識^級の 役割に 關 

する その 理論 付け すら 認識の ブ A ジ , ァ 性に 起因す る 誤謬に 立って ゐる こと も、 今日に おいて は 明 

ら かにされ てゐる こと だ。 痛み 多い 苦鬪を 末年に みられる ニヒリズムの 萠芽に も か \ はらす、 とま 

れ、 有 島 氏の 歩みに は 最後まで 「愛」 と 「人道」 についての 確信ら しい ものが 句って ゐた。 遣 書に 

ある 「私達 は自. a に歡 喜して 死を迎 へる」 とい ふ 言葉 は 偶然に 書かれた もので はない。 

しかし、 芥川 氏の 場合、 我々 の 受け取る もの は、 より 切迫した 陰 體 な. S 氣 である。』 『そこに ある 

もの は、 困憊した 神 經の觸 手 を 通して、 次第に 意識され て 行く 「人生に 對 する 敗北」 の 痛みで ある。 

恰然、 氏 は 自分の 迎 つて ゐる路 が 「敗 慘」 に 通じて ゐる こと を自覺 せす に は 居られなかった ので あ 

る。 やがて 「實踐 的 自己 否定」 に 到達せ すに は 居られない 後悔に 滿 ちた 自己批判が、 末期の 氏の 中 
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に滂 藩して ゐる。 その 批判の 中に も インテリゲンチャに 課せられた 重荷で ある 懷疑 や、 s 尊 心から 

脫 する ことが 出來 なく、 それ を 決裂に 至る まで 祌經の 先に 凍らして ゐる。 氏 こそ、 ブル ヂョ ァ文藝 

史に類 稀な 內面的 苦悶の 紅 血を渗 ませた 悲劇的な 高峯 であると 云へ る だら. う。 それ こそ、 市： 的 社 

^の 開化 期から 凋落 期に 及び 文化的 環境に 育まれた 記念碑 的な 存在の 一 つで あらう。』 

右 引 用 文 に 於 て 我 々 は 有 島 武郞と 芥川龍之介と の 相異、 なら び に 芥川龍之介 の 末期の 動向に 就い 

て 短 勁の 言葉の 中に 多く を 知り 得る であらう： 私 は、 左に その 末期の 時代 的 苦悶の 跡 を、 稍 詳細に 

跡付けて みょうと 思 ふ。 

「或 阿呆の 一 生」 の はじめに 彼 は 「時代」 と名附 けて 次の 如くに いって ゐる。 

「それ は 或 本屋の 二階だった。 二十歳の 彼 は、 書棚に かけた 西洋風の 梯子に 登り、 新しい 木 を 探し 

てゐ た。 モ オパス サン、 ポオ ドレ エル、 スト リンドべ リイ、 イブセン、 ショウ、 トルストイ ：•：. 

そのうちに 日の暮 は 迫り 出した。 しかし 彼 は 熱心に 本の 背 文 宇を讀 みつ づけた。 そこに 並んで ゐ 

るの は 本と いふよりも 寧ろ 世紀末 それ 自身だった。 一一 イチ H、 ヴ エル レエ ン、 ゴンク ウル 兄^、 グ 

ス タエ フス キイ、 ハウプトマン、 フロォ ベ エル、 …… (4 丄ハ七 一二) 
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彼の 敎養は 世紀末の 此等 作家 群から 出發 する。 

十九 世紀 初頭から 歐洲人 を 支配した 懷疑的 厭世的な 苦悶、 所謂 「世紀の 痼疾」 (ILeMauhl  Si6cle) 

が やがて その 末期に 於て 頹廢 的な 氣分を 醸成し、 絕望、 不安、 恐怖、 自棄 等に 導いた。 あらゆる 

もの は 權威を 失 ひ、 否定 破 壌から 來る 思想 的 混亂、 それが その 病的な 疲勞の 中に 人工的な 樂園を 

見出さう とする 一 派の 文擧者 それが 彼等の 文擧 であり 又 芥川龍之介の 「時代」 そのもので もあった 

と 云へ る。 

「彼 は 薔薇の 句 ひの する 懷疑 主義 を 枕に しながら、 アナ トオル • フランスの 本を讀 んでゐ た。 が、 

いっか その 枕の 中に も 半身 半 馬 祌のゐ る ことに は氣 がっかなかった。」 「彼 は アナ トオル ，フランス 

から 十八 世紀の 哲擧 者た ちに 移って 行った。」 が 熱情に 驅られ 易い 彼の 性格 は、 ルソゥ に 近づかす、 

理智に 富んだ 「カン ディ イド」 の哲擧 者に 近づいて 行った。 

「人生 は 二十 九 歳の 彼に はもう 少しも 明るく はなかった。 が、 ヴ オル テ _ -ル はかう 云 ふ 彼に 人工の 

冀を 供給した。 

彼 はこの 人工の K を ひろげ、 易 やすと 空へ 舞 ひ 上った。 同時に 又 理智の 光 を 浴びた 人生の 歡びゃ 

悲しみ は 彼の 目の 下へ 沈んで 行った。  . 
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彼 は 兌す ぼらし い 町々 の 上へ 反語 や 微笑 を 落しながら 遮る もの のない 空中 を まっ^に 太陽へ 登つ 

て 行った。」 (4  • 六 八 叫) 

然して、 多彩な 彼の 藝術は 彼の 微笑 11 「人 ェの 翼」 にの つて 人生 に與 へ た 微笑で あ つ た。 「人生 は 

一 行の ポオ ドレ H ル にも 若かない」 とい ひ、 「人生 を： a 渡しても、 何も 特に 欲しい ものはなかった。 が、 

この 紫色の 火花 だけ は 11 凄まじい 签 中の 火花 だけ は 命と 取換 へても つかまへ たかった。」 と 云 ひ、 

叉 T 已は 死體に 不足 すれば、 何の 惡意 もな しに 人殺し をす るが ね」 と考 へたり した。 あの W マン チッ 

クな藝 術 至上 主義 的な 彼の 風貌 は 一度 は 我々 をして、 彼が 藝術 を專ら にして 人生 を 時代 を 忘れても 

ゐ るかの 如く 思 はしめ る。 が 彼 は 早くから 藝 術に 對 してす ら懷疑 的なら ざる を 得なかった。 ：^^みに 

彼の 初期に 屬 する 作品 「野 呂松 人形」 (大正 五 • 七) を 見よ。 われわれ は それ を 如資に 知る であらう。 

—ItK たちの 書いて ゐ る小說 も、 何時か、 この 野呂松 人形の やうになる 時は來 はしない だら つか。 

僕たち は、 時代と 場所との 制限 をう けない 美が あると 信じたがって ゐる。 僕たちの ために も、 僕た 

ちの 尊敬す る藝術 家の ために も、 さう 信じて 疑 ひたくな いと 思って ゐる。 しかし、 それが、 ^して 

さう ありたい ばかりでなく、 さう ある 事で あらう か。 …… (I* 八 二) 

そして 晚 年の 彼 は、 か \ る懷疑 を 一 層 深刻に して ゐる r シ H クス ピィァ も、 ゲ ェ テも、 ォ芈 太. c も、 
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近 松 門 左 衛門も 亡びる であらう。 しかし、 藝術は 民衆の 中に 必す 種子 を殘 して ゐ る。」 (6 丄ハ四 一) 

「文 藝 上の 作品 もい つか は 滅びる のに 違 ひない」 r ポオ ド レ エルの 詩の 響き もお の づ から 明日 異る 

であらう。 しかし、 一行の 詩の 生命 は 僕 等の 生命よりも 長いので ある」 (6 • 七 二 四)  . 

人 ェ の 翼 を ひろげ、 理智を 信じ この 人生の 々に 反語 や 微笑 を 落し 乍ら 太陽 へ 登って 行つ た 彼 も、 

一 度 は、 その 諷が 太陽に 燒 かれる のに 氣づ いた 時が あるのに 違 ひない T 理性の わたしに 敎へ たもの 

は畢竞 理性の 無力だった」 と 云って ゐる。 そして 彼 はヴォ ル テ ェ ル をも經 蔑して ゐ るので ある。 「若 

し 理性に 終始す ると すれば、 我々 は 我々 の 存在に 滿 腔の 呪 阻 を 加へ なければ ならぬ。」 (6  . 六 二 四) 

「我我 はもう 目が さめた 以上、 御伽 噺の 中には、 住んで ゐる訣 に は 行きません。 我我の 前に は 霧の 

奥から、 もっと 廣ぃ 世界が 浮んで 來 ます。 我我 はこの 薇薔と 噴水との 世界から、 一し よに その 世界 

へ 出て 行き ませう、 もっと 廣ぃ 世界！ もっと 醜い、 もっと 美しい、 . I もっと 大きい 御伽 噺の世 

界！ その 世界に 我我 を 待って ゐる もの は、 苦しみ か 又は 樂し みか、 我我 は 何も 知りません。 唯 我 

我 は その 世界へ、 異 ましい 一隊の 兵卒の やうに、 進んで 行く 事 を 知って ゐる だけです。」 (三つの 寶 

00  • 四 五 五) 

彼 は 端然た る 容姿 を 捨て 、彼 を 制 釣して ゐる孅 くも 美しい 持 代の 燭流^ 隨を展 .^：^ ん。. そこに 今 ま 
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でに ない 蕩 描がなければ ならぬ。 藝術 家の 藝 術に 對 する 動 搐は 所謂 時代への 認識に 外なら な.^。 

「或聲 、お前の 微笑 は どこへ 行った？ 

僕、 天上の 神々 に歸 つて 丄 まった。 人生に 微笑 を 送る 爲 には^ 一  に 吊り 合 ひのとれ た 性格、 t が 二 

に 金、 第三に 僕よりも 逞しい 祌經を 持って ゐ なければ ならぬ。， K 闇 中 答 4 丄ハ 一 三) 

「僕 等 は 時代 を 超越す る こと は 出来ない。 のみなら す 階級 を 超越す る こと も出來 ない。」 (6  ，七 S 

八) 已の藝 術に 安住して 居た 顷の彼 はま だ 救 はれた であらう。 藝 術に 念す る 事に 於て 他の あら ゆ 

る もの を 忘れる 事が 出來 たから。 

しかし 彼 は 人生 を 時代 を 認識 すれば する 程 T いらいら する」 ばかりであった。 

「文 藝の 極北 は ハイネの 云った やうに 古代の 石 人と 變り はない。 たと ひ 微笑 は 含んで ゐて も、 いつ 

も 冷然と して 靜か である。」 (6  • 七 八 一) 

中期 以前の 彼の 作品 は 確かに 否、 彼 自身 も 亦 文藝の 極北 そのものであった。 然し、 凡そ r 大？： ^寺 

信輔の 半生」 (大正 十三、 十二) 頃からの 晩年の 彼 は 明に 新しい 局面 を 展^して ゐる。 晚ハキ の 作品 

は、 「いらいらして」 ゐる 彼の 精神 風景と して また 末期の 蕩 搖を寫 した 時代の 苦悶の 象微 として、 n 

本文 擧 史上 稀に 見る 遣產 となった。 
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それ は 一個の インテリ ゲン チアが、 社會の 時代の 觸 手に 感電して、 傷し くも 苦悶 Q 中に 敗北す る 

歷史 である。 

「彼 は 不眠症に 襲 はれ 出した。 のみなら す體カ も衰へ はじめた。 何人 かの 醫者は 彼の 病に それぞれ 

二三の 診斷を 下した。 11 胃酸 過多、 胃 アト- 1 ィ、 乾性 肋 膜 炎、 祌經 衰弱、 蔓性 結膜炎、 腦疲勞 …； 

しかし 彼 は 彼 自身 彼の 病 源 を 承知して ゐた。 それ は 彼 自身 を恥ぢ ると 共に 彼等 を 恐れる 心 もちだ 

つた。 彼等 を、 11 彼の 輕 蔑して ゐた 社會 を！」 (或 阿呆の 一生 4 丄ハ九 八) 

が芥川 は、 ひたむきに 時代に つかへ たかと 云 ふに、 あらゆる ものに スケプチックな 彼 は、 さう は 

しなかった。 「彼 はいつ 死んでも 悔いない やうに 烈しい 生活 をす るつ もりだった。 が 不相變 養父母 や 

伯母に 遠慮 勝ちな 生活 をつ づけて ゐ た。」 そして 「どの位 彼 も 道化 人形に 近い かと 云 ふこと を考 へた 

りした。」  . 

「我我 を 支配す る 道德は 資本主義に 毒され た 封建時代の 道德 である 我我 は 殆ど 損害の 外に、 何の 恩 

惠 にも 浴して ゐ ない。」 (侏儒の 言葉 6  ，五六 一) 

「道德 は 常に 古着で ある。」 と 云って ゐる。 が 同時に 「最も 賢い 生活 は 一時 代の 習 惯を經 蔑しながら、 

しかも その 又 習惯を 少しも 破らない やうに 暮す ことで ある。 I 一 (河 帝； 4  ♦ 四 四 五) 


論 代 時 （174〉 


とも 云って ゐる。 そこに 彼の 春 良な モラル • センスが ある。 同時に 何物に も 徹底し 難い 彼. Jn! 身の 聰 

明な 性格が ある。 それだけ 彼の 精神的 內部 鬪爭が 强激を 加へ 彼の 祌經を 棒び えさせ、 平和 を 奪 ひ、 

生活力 を 消耗 さ せ 最後 に 減 ぼす 素因と な つ た。 

现智に 終始 せんとした 彼 は 遂に 理智の 無力 さ を 知り、 「魂の アフリカ」 に戰慄 した。 

或聲。 お前 は在來 のお 前と は 違った、 新しい お前になる だら う。  . 

僕。 僕 はいつ でも 僕 自身 だ。 唯 皮 は變る だら う。 蛇の 皮 を 脫ぎ變 へ る やうに。 

或聲。 お前 は 何も彼も 承知して ゐる。 

僕。 いや、 僕 は 承知して ゐ ない。 僕の 意識して ゐ るの は 僕の 魂の 一部分 だけ だ。 俊の t ぉ識 して ゐ ない 部分 

は、 —— 僕の 魂の アフリカ は どこまでも 茫々 と廣 がつ てゐ る。 僕 は それ を 恐れて ゐ るの だ。 光の 巾に は：^ 物 

は 棲まな い。 しかし 無邊の 闇の 中には 何 かがま だ 眠つ てゐ る。 

(闇 中 問答 4  . 六 一 三) 

乘合 船に 同船した 貝 原 益 軒と 一書 生の 逸話に、 彼 は、 次の 批判 を與 へて ゐる。 

一 、 無言に 終始した 益 軒の 侮蔑 は 如何に 辛辣 を 極めて ゐ たか！ 

一 一、 害 生の 恥ぢ るの を 欣んだ 同船の 客の 喝采 は 如何に 俗惡を 極めて ゐ たか！ 

三、 益 軒の 知らぬ 新時代の 精神 は 年少の 書生の 放； の 中に も 如何に 澄 刺と 鼓動して ゐ たか！ 
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(6  * 五八 0 

「一一 イチ ェは、 たしか 「ツァラ ッス トラ」 の 中で 蛇が 口の 中へ 這 ひ 込んだ 男の 事 を 雪いて ゐる。 ッ 

ァ ラッス トラが 大聲で 喰 ひ 切れ、 喰 ひ 切れと 聲を 掛ける。 それに 勵 まされて 男 は、 全身の 力 を 自分 

の齒 先に 集めて、 一 氣に その 蛇 を喻ひ 切って 了 ふ。 蛇 を喻ひ 切って、 その 男 は、 今まで 一生の 間に 

經驗 した 事 もな い 様な、 朗らかな 笑 ひ を 笑った さう である。」 

r 芥川 は、 蛇 を 喰 ひ 切り さへ すれば 朗 かな 笑 ひが 笑へ ると いふ 事 を、 知って ゐた。 知って ゐ たれば 

こそ 芥川 は、 蛇 を 喰 ひ 切る 努力 を 11 思 ひ 切って 亂暴 になり、 思 ひ 切り 赤裸々 になる 努力 を、 幾度 

かその 作品の 上に 試みて ゐる。 然し 芥 川に は 蛇 を喻ひ 切る 力がなかった。 

「丈の 高い 唐黍 は 荒 あらし い 葉 をよ ろった ま、、 盛り土の 上に は 神經の やうに 細 ぼ そと 根 を 露 はして ゐた。 そ 

れは又 勿論 傷き 易い 彼の 自畫 像に も 違 ひなかった。 しかし かう 云 ふ 發見は 彼 を 憂鬱に する だけだった。 『もう 通 

い。 しかしい ざと なった 時には：：』 と 云って ゐた芥 川 も、 その 「いざと なった 時」 を 違った 意味に S ひなけ 

れ ばなら ない こと を 意識し ないで は ゐられ なかった。」 (芥川龍之介の 死、 小宮 豐隆、 中央 公論 眧 和 四、 六) 

彼 は 作品 r 玄鶴山 房」 に 於て リイ プ クネヒト を點 出して 新時代に 光 を 投げた。 その 發 見者 は靑野 

季吉 氏であった。 氏 は 云 ふ。 
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r 芥川氏 は 新時代の 存在 乃至 到來 を、 何等かの 形で 玄鶴山 ci3 で喑 示しない では をれ なかった。 それ はまた 芥 

川 氏が 彼の 生活の 世界の 傍に 新時代の 世界の 存在 乃至 到來を 認めな いで は をれ なかった こと を 意.^ する。 が、. 

それならば 芥川氏 は、 そ の 新時代に どう 云 ふ 態度 を 持つ であらう か。 砂く とも 現在 どう 云 ふ 態度 を 持つ てんる 

であらう か or 玄鶴山 G13」 に 現れて ゐる ところでは、 新時代の 存在 乃至 到 來を靜 かな 眼で 眺めて ゐ ると 一. ム ふだけ 

である。 さう 云 ふ 世界 も 開けつ、 ある、 とかな り 離れた 心で 眺めて ねる だけで ある。 新時代に 皮肉 を 浴せ た 

リ、 それに 淺 薄な 疑惑 を 投げ かけたり、 捉 はれた ペシミズムで それ を 眺める やうな こと は、 彼の 聰明が 許さな 

い ので ある。 この 點で 彼の 冷た さが、 不健康な 冷た さで はなく 溫か味 を 加 へ たもので あると も 云 へ ると 思 ふ。 

彼 は、 新時代 を 認めない では をれ ない。 そして、 新時代 を靜な 眼で 眺めて ゐる だけの、 素直 さと 聰 叨 さと 準 

備とを 持って ゐる、 しかし 彼 は、 彼の 言葉 を かリて 云へば 「新時代と 抱き合 ふ ほどの 熱 iwj を 持って ゐ ない 

し、 そんな 熱情が 彼の やうな 生活の 歴史 を 持った 者に 持ち 得る もので はな いと も考 へる ので ある。 —— 芥川氏 

は 故 有 島武郞 氏より は、 消極的に では あるが、 やはり 有 島 氏. と 同樣な 心境 を 持って ゐる こと を、 私 は 意味 深く 

思 ふ。 -——( 芥川龍之介と 新時代 • 不同 調 昭和 二、 六) 

芥川龍之介の 末期の 創作、 隨 筆に は 超えられない インテリ ゲ ンチ ュ ァの 悲痫な 叫びが C お古しい 迄 

に 我々 の 肺腑 を 打つ。 かくて 「西方の 人」 r 齒車」 「或 阿：： 木の 一 生」 は 敗慘の 一 牛ソ 手前に 成った 「新しい 

戰慄」 である 。「わたし は 良心 を 持って ゐな い。 わたしの 持って ゐ るの は祌經 ばかりで あろ。 • 六 

三 八) 
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彼 は 細々 とした 祌經 のみに 賴 つて、 もう 一 度 あの 「善悪の 彼岸に 悠々 と 立って ゐるゲ H テ」 に 近 

づか うとした、 がその 時 は 「丁度 昔 スイフトの 見た、 木末から 枯れて 來る 立ち木」 に 自分自身 を 見 

なければ ならぬ 程衰へ てゐ た。 

あげく 

「彼 はすつ かり 疲れ切った 揚句、 ふと ラディゲの 臨終の 言葉 を讀 み、 もう 一度 神々 の 笑 ひ聲を 感じ 

た。 それ は 『神の 兵卒た ち は 己 をつ かまへ に來 る』 と 云 ふ 言葉だった。 彼 は 彼の 迷信 や 彼の 感傷主義 

と鬪 はう とした。 しかし どう 云ふ鬪 ひも 肉體 的に 彼に は 不可能だった。 『世紀末の 惡鬼』 は實際 彼を虐 

んでゐ るのに 違 ひなかった。 彼 は 神 を 力に した 中 世紀の 人々 に 羨し さ を 感じた。 しかし 祌を 信す 

る こと は 神の愛 を 信す る こ と は 到底 彼に は出來 なか つた。 あの コク トォ さへ 信じた 神 を！」 (或 阿呆 

の 一生 4*七〇 五) 

そして 彼 は あらゆる ものに 虚僞を 感じ 同時に 自分自身の 矛盾に 慟哭に 近い 超えられない 或 物を感 

じ. た。 「わたしたちに 最も 恐し ぃ事實 はわた したち の畢 にわたし たち を 超えられな いと 云 ふこと であ 

る。 あらゆる 樂 一大 主義 的な 目隱し をと つてし まへば、 鴉 はいつ になっても 孔雀に なること は 出來な 

い。 (十本の 針 6  . 八 三 二) 

. 運命 それ は 時代 的な 運命で なければ ならぬ。 彼の 言葉に 從 へば 「わたしたち は必 すし も わたした 
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ちで はない。 わたしたちの 祖先 は 悉く わたしたちの 中に 息づ いて ゐる。 わたしたちの 中に ゐる膨 先 

に從 はなければ、 わたしたち は 不幸に 陷ら なければ ならぬ。 (6  ，八 三 一 )  ， - 

それ は 彼の 受けた 遣 傅 を さす。 と共に また 時代の 越 ゆべ からざる こと を 指示して ゐる。 芥 川の 焦 

燥、 無慘な 敗北 を 小品 「虎の 話」 によって 唐 木 順 三 氏 は 跡 づけて ゐる。 それ は 1^ しいで あらう。 か 

つて 芥 川が 自己の 藝術を 「古風な 漆紋 のつ いた、 如何 はしい 黃 びら の 衣服」 (小品 「着物」) に へ 1^ 

時からの 飛躍 を 我々 は 思 ふ。  j 

「一時 代の ー國の 社會ゃ 我々 の 祖先 はこれ 等の 機關 車に どの位 齒 どめ を かける であらう？」 (機 S 

単 を 見ながら、 五 丄 一九 三) と 彼 自身 を、 トランス *テ H ブルの 上に 乘 つて 徐に 位置 を換 へて ゐる古 

風な 機關車 11 煙突の 高い 3  2 3  6 號 にたと へ た 彼 は、 漸く 彼 を 減し に來る 運命 をば 待たざる を 得 

なかった。  ^ 

一 

1 一 萬噸の X  X は 白 じらと 乾いた ドックの 中に 高 だかと 艦首 を 擡げて ゐた。 彼の 前に は 巡 作 艦 や K 

遂艇が 何 隻も出 人して ゐた。 それから 新しい 潜水 艇ゃ 水上飛行機 も^えない ことはなかった。 しか 

しそれ 等 は X  X に は 果な さ を 感じさせ るば かりだ つた。 X  X は 照ったり ぉ1 つたり する 横 お，：^ 港 を 
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見渡した まま、 ぢ つと 彼の 運命 を 待ちつ づけて ゐた。 その 間 もや はりお のづ から 甲板の じりじり 反 

り 返って 來 るのに 幾分 か 不安 を 感じながら。 …… (三つの 窓 .4  • 五 九 六) 

これ は 龍 之 介 生前 最後に 發 表した 創作 「三つの 窓」 の 結末で ある。 ニ萬噸 XX に譬 へた 彼の 運命 

はあり ありと 感得 出來 るで はな い か。  • 

「あすこに 船が 一 つ 見える ね？」 

「ええ」 

「檣の 一 一 つ に 折れた 船が。」 (或 阿呆の 一 生 4  . 六 九九)  - 

「芥川龍之介！ 芥川龍之介、 お前の 根 をし つかりと おろせ。 お前 は 風に 吹かれて ゐる葦 だ。 空模様 

は. 可寺變 るか も 知れない。 唯し つかり 踏ん ばって ゐろ。 それ はお 前 自身の 爲だ。 同時に 又お 前の 子 

供た ちの 爲だ。 うぬ 惚れるな。 同時に 卑屈に もなる な。 これから お前 はやり 直す の だ。」 し 力し 彼の 

負った 十字架 は 「やり直す」 こと を肯 すべく 餘 りに 重荷であった。 「革命の 上に 革命 を 加へ よ。 然ら 

、ま 我等 は 今日よりも 合现 的に 婆 婆 苦を嘗 むる こと を 得べ し。」 と 言った 彼 は 武郞の 「底な しの 沼」 乃 
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至 は 「隨 のない 服」 の 如き 虚空に 衝き あたる。 それ は、 極限にまで 高められた インテリ ゲン チ ュ ァ 

の內部 的蕩搖 *懷 疑た 小 安 等から 來る 末期的 現象で ある。 もう 「いたく 憂て 死ぬ ばかり」 より 外に 

なかった 彼で ある。 


誰よりも 十戒 を 守った 君 は 

誰よ リも 十戒 を 破った 君 だ。 

誰よ リも 民衆 を 愛した 君 は 

誰よ リも K 衆を輕 蔑した 君 だ。 

誰よ リも 理想に 燃え 上った 君 は 

誰よ リも 現實を 知って ゐた君 だ。 

君 は 僕 等の 東洋が 生んだ。 

草花 の 勾 のす る 電氣機 關車だ 11 

(レ 二 ン笫三 •  5  • 七 二 七) 
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これ はレ 一一 ンに對 する 彼の 讃歌であった。 が 同時に 彼の 讃歌に も、 その 一部 を 修正す る 事に よつ 

て 置換 へられる。 一 部 を 修正す る 事に よって。 われわれ は 次の 詩に よって それ を發 見す る。 

ブル ヂョァ は 白い 手に 

プ 口 レタ リア は 赤い 手に 

どちらも 棍棒 を 握り 給 へ 。 

ではお 前 は どちらに する？ 

俊 か？ 僕 は 赤い 手 をして ゐる。 

しかし 僕 は その外に も 一 本の 手 を 見つめて ゐる、 —— あの 遠國に 餓え 死した ド スト ェ フス キイの 子供の 手 

を 0 

(手 ，5  • 七三 〇) 

これ は 明に 修正され てゐる 。「その外に も 一本の 手 を 見つめ」 てゐる 芥川龍之介に。 ！ が、 我 々は- 

更に、 ー轉 した 彼 を 知る であらう。 それ は 何 か、 若し 理性に 終始 すれば 我我 自身 を 否定し なければ 

ならぬ。 革命に 革命 を 加へ よ、 我等 は 今日よりも、 合理的に 婆 婆 苦を嘗 むべ しとい ふ 彼で ある。 更 
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に、 「人間に 負 はされ たる 永遠の 世界 苦」 である。 人間 獸に負 はされ た、 のがれざる 婆 婆 苦で ある。 

あらゆる Ig 世 主義者の やうに 彼 は 人類 永遠の 苦惱に 自己の 苦しみ を 置換へ る。 そして それ は てし 

なき 虛穴， j に 打つ ^く。 

はげ^  お 二  くひ 

I 鬼は勵 の、 もを發 して ：：： 耳 は 高く 癟せ にして、 目 は 大きに 前の 足 短く、 尻の 穴 は 大きに 開 いて 朿 

おる  ものな 

西南 北 求め 行け ども、 更に 求め 得た る 物无し …… 」 

さんじゅう ほさつの； 5 ち をお u な ひ 5 さぎ；^ を §.< ものがたり  ジャァ タカ 

今昔 物語 卷 五.、 三獸行 菩薩 道 兎 燒身語 と 云 ふ jataka の 中に、 こんなお 前の 肖像 IS が ある。 - 

I ハ 動物園 .5  . 一八 六) 

娑婆 苦 を 最小 にしたい もの は 

アナ キス 卜の 爆彈を 投げろ 

娑婆 苦 を、 娑婆 苦 だけにした いもの は  . 

n ンミュ II ストの 棍棒 を ふりま はせ。 

娑苦 をす つかり 失 ひた いもの は 

ピストルで 頭 を 擊ち拔 いてし まへ。  ，  • 

(信 條 ：0  • 七 二 五) 
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「魂の ァ-フ リカ」 に戰慄 した 彼 は 一 切の 理智を 抛棄した。 同時に 虚空 を 得た T 彼 は 彼の 一 生を田^^ひ、 

淚ゃ 冷笑の こみ上げ る の を 感じた。 彼の 前に ある もの は 發狂か 自殺 か だけ だ つ たつ」 ッ ァ ラ ス トラの 

詩人 フリ 1- ドリ ッヒ •  二 ー チェ は、 「この 人を兑 よ」 (Ecce  wcmmo) の 中に、 彼の 一生の エッセン 

スを總 括して 間もなく 發 狂した。 わが 芥川龍之介 は 「或 阿呆の 一 生」 の 中に 彼の 「云は^^^のこぼ 

れて しまった、 細い 劍を 杖に しながら、」 その 一生 を 要約した。 そして、 「將 來に對 する 唯 ぼんやりし 

た 不安」 (或舊 友へ 送る 手記) の 中に 自殺した。 

しかし 我々 は その 「ぼんやりした 不安」 が 何に 基因す るか をー應 確め た 害で ある。 

『時代の 嵐の 前に、 先づ 倒れる もの は 弱い 葦で あらねば ならぬ 。「歌 ふ 葦」 である 藝術家 は、 か，^ る 

時に おいて、 多く は 救 はれない 懐疑主義者 となり、 また 最も 敏感な 神經と 最も 傷み 易い 心臓 を 持つ 

てゐ る。 で、 彼等が、 非常に、 不自然に 斃れ に は、 たと へ、 直接の 動機が 他に 千 も 百 も あるに し 

て も、 大きな 目から 見れば、 それが どこかで、 どんな 意味で か、 時代の 感電に よる ものである こと 

は爭 へない』 (作品 を 通して 見た る 芥川龍之介。 千 葉龜雄 • 太陽 昭和 二、 九). 

個人主義と 社會 主義との 相别、 資本主義と 無産 主義の 反撥の 狂 嵐 乃至 は 怒濤の 中に 立って 鬼 も 角、 

旗 はすた すたに 裂け 檣の 一 一 つ に 折れる 最後まで 戰 つ て 自ら 死 を 選んだ 芥川龍之介の 最後 を か へ りみ 
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る 時、 そして、 彼の 先蹤 を、 前に あげた 北 村 透 谷、 長 谷川 二葉 亭、 國 木田獨 歩、 川上 眉 山、 石川啄 

木、 有^:11武郞等にみる時、 彼等が 等しく、 攀ぢ 登り 難い、 こごし き 高 峯に杖 を 運んで ゐ る先驅 者の 

姿 をみ る。 

時代 や 社會は 彼等 を殘 した まま、 流れ 去る であらう。 しかし、 彼等の 通った 荊の 道 は、 やがて は 

亦承繼 がれる 何者か を 持つ であらう。 彼 は 云って ゐる ——  • 

「わたし は 勿論 失敗だった。 が、 わたし を 造り 出した もの は 必す又 誰か を 作り出す であらう。 一木 

の 木の 枯れる こと は 極めて 厘々 たる 問題に 過ぎない。 無數の 種子 を 宿して ゐる 大きい 地面が 存.； ^す 

る 限り は」 (诛 儒の 言葉 6 丄ハ四 一) 

芥川龍之介 は 時代の 桂牿 にかくて 傷し き 最後 を 遂げた やはり 一 人の 先驅 者で あると 思 はれる。 
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第四篇 作 品 論 

Y 著作 目錄 

芥川龍之介 の 著作 目錄 の 正 系 は、 「羅生門」 「傀 媪師」 「影燈 籠」 「夜来 の 花」 「春 服」 「黄雀 風」 「湖南 の 

扇」 の七卷 である。 これ 等 は 就れ も i 介 自身 I 變ャる ものである。 が 私 は 小 版で は あるが 

「煙草と 惡魔」 一 卷を 「附」 として 加へ たい。 

それ は、 初期からの 作品 を通覽 して 行く 上に S であるから である。 右 八 卷の發 行 並に 內毒を 

列記 すれば 次の 如くなる。 

〔短篇 集〕 

(一) 羅生門 默解 IK 細 〔著者 装幀〕 絕版 

羅ヒ 『。 鼻。 父。 猿。 孤獨 獄。 運。 手 巾。 尾 形 了 齋覺ぇ 書。 虱。 酒蟲。 煙管。 絡。 忠義。 宇 粥。 

(十 ！：篇) 


論 品 作 ひ 86) 


「す.！ 垔 S '二 マ」. つお 超 大正 六 年 十一月 へ 短篇 小說 集ン 

1.^:」^せすこま& 新潮 社刊 〈新進作家 叢 嘗第八 篇./ 

煙草と 惡魔。 大石 內藏之 助。 野呂松 人形。 さまよへ る 猶太 人。 ひょっと こ。 二つの 手紙。^ 狐 il 《合。 

MEJSUKA  Z0!L1。 父。 煙管。 片戀。 

(二) 愧儡師 I 正 I お i 一  S  〔著者 裝幀〕 絕版 

奉敎 人の 死。 るし へる。 枯 野抄。 開化の 殺人。 蜘蛛の 糸。 裝裟と 盛 遠。 或 日の 大石 內藏之 助。 や H か 

落ちた 話。 毛 利 先生。 戯作 三昧。 地獄 變。 (十 一 篇。) 

(三) 影 燈 籠 狱正 I ぜ则 〔野 n 功造 裝幀〕 絕版 

蜜枇。 沼地。 きリ しと ほろ 上人 傳。 龍。 開化の 良人。 世 之 助の 話。 小品 四稱。 あの 顷の ほ 分の^。 

じゅ W あの .吉 助。 疑惑。 魔術。 葱。 バルタザル (飜譯 ) 春の 心臓 (飜譯 X 十四 篇) 

®) 夜来の 花 默正 4, お 一 刑 〔小 穴隆 一 裝幀〕 絕版 

秋。 黑衣 聖母。 山嶋。 杜子 春。 動物園。 捨兒 C 舞踏 會。 南京の 甚督。 妙な 話。 鼠 小 俗 次 郎吉。 影 

秋 山圖。 ァグ -1 の 神。 女。 奇怪な 再會。 (十五 篇) 

へ IH ン 1 き  S 大正 十二 年 五月 「ト丄 y 夂生 一 セぉト SE 

(3J 看  朋 春陽 堂刊 广づ タ^  一  -」 系 ft 

六の 宮の 姬宮。 トロッコ。 おぎん。 往生 紛卷っ お {ほ の 良 操。 三つの 齊。 庭。 神神の 微笑。 奇迎。 蒙 

の 中。 母" 好色。 報恩 記。 老 いたる 素 戈 戈 鳴 尊。 わが 散文詩。 (十五 篇ゾ 
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(六) 黄雀 風 歉正 i 三 I 七 S  〔小 穴隆 一 裝幀〕 - 

一塊の 土。 おしの。 金將 軍。 不思議な 島。 雛。 文 放 古。 糸 女覺ぇ 書。 子供の 病氣。 寒さ。 あばば ば 

ば。 魚河岸。 或戀愛 小說。 少年" 保吉の 手帳から。 お 時 儀。 文章。 (十六 篇) 

(七) 湖南の 扇 ifss  ^穴隆 一 装幀- 

湖南の 扇。 溫泉 だより。 淺草 公園。 誘惑。 春の 夜。 尼提 C カルメン。 彼。 彼 第二。 僕 は。 0 君の 新 

秋。 春の 夜 は。 鬼ごっこ。 或社會 主義者。 塵勞。 年末の 一 日。 海の ほとり。 蜃氣摟 (十八 篇) 

以上の 七卷に 次いで 死後 刊行され たもので は あるが、 その 正系と：：：^ られる ものに 「大導 寺 信輔の 

半生」 と 「西方の 人」 とが ある。 この 二 卷に牧 めら れた 短篇 は、 彼の 晚 年期 を 物語る 創作が 排列 さ 

れてゐ るので 逸する 事が 出来ない。 左に 發行及 內容を 掲げる。 この ニ卷 は、 芥川龍之介 令 甥 葛卷義 

敏 氏の 編に か」 る ものである。 今、 番號を 八、 九、 として 置く。 

(八) 大導寺 信輔の 半生 I ま 糊 〔小 穴隆 一 装幀 U 

大導寺 信輔の 半生。 第 四の 夫から。 馬の 脚。 早 iil^。 桃 太郞。 三つの なぜ。 點 鬼簿。 悠々 莊。 玄鹆山 

&。  河童。 践。 (菊 池寬) 作品 年表。 (十 一 篇) 


f^f 秋 亡社+ 社， 堂 s 

一二 八 五 
刊 刊; i 刊 )1 刊 刊）】 

" ノ  ノ    ^ ノ ヽ ノ 


(九) 西方の 人 ナも I  C 小穴隆 一 装幀〕 

三つ の 窓。 手紙。 冬。 古 千屋。 たね子の 薆戀。 十本の 針。 闇 中 問答。 齒 M -。 或 阿 * の 一 止。 西方の 

人。 續 西方の 人。 跋。 (佐 藤 春 夫) 作品 ハキ 表。 (十 一 篇) 

それ 故、 私は私の作品篇を以上の.^=^卷に基ぃて、 九 時代と なし、 初期の 文章なら びに 作品 を取极 

つた 一時 代 を 劃して、 十 章と して 論じた。 

以上 は いづれ も 短篇 集であって 略、 岩波 書店 刊行の 「芥川龍之介 全集」 の 第一 卷 から 第叫卷 まで 

に牧 めら れてゐ る。 

次に 隨筆集 を 擧げれ ば 次の 如くなる。  . 

〔隨筆 集〕 ， 

點 、い 

百  艸 

梅 • 馬 • 鶯 

： 四) ^儒の 言葉 


森 田 恒 友裝幢 

恩 地 孝裝幢 

佐 藤 卷夫 装幀 

小 穴 隆 一 装幀 

(五) 文藝 的な、 餘 りに 文 藝 的な 小 穴 隆ー 装幀 


大正 十二 

金 星 

大正 十三 

新 潮 

大正 十五た 止 

新 潮 

昭和 二 年 

文 藝 

昭和— 


0 波 ド. - 
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の 如く 正系と 目すべき 外に、 新潮 社刊 「芥川龍之介 隨筆 集」 (新潮 文庫 十三) 等 その 類の 普及版 は 多 

い。  一 


その他 


紀行 支那 游 記 

選集 沙羅の サ 


匕 

ィ 


中篇 $  ^-K  HJ 

小說 牙 iJ 万 P 


童話 

集 ， 


小 穴 隆ー 装幀 

小 穴 隆 一 装幀 

g  版) 

小穴隆 一 畫及幀 


佐藤舂 夫 編 


大正 十四 年 十 一 月 

改 造 社 刊 

大正 十一 年 八月- 

改 造 社 刊 

大正 十一 年 十一月 

春陽 堂 fF- 

昭和 五 年 

改造 社刊 

、昭和 八 年 三 月ノ 

ん石 波 書 店 刊、 


一つの 寶 

詩集 澄 江 堂遺珠 

等が ある。 

• 以上が 著作 目録の 正系と も 目す ベぎ であるが その他 旣述の 短篇 小說 集の 普及版、 叢書 類 中に 牧め 

られた 選集 は 多數に 上り 繁雜 でも あるから 承 略す る。 

そして、 芥川龍之介の 全集の 最も 完全なる もの は 岩波 書店 刊行 「芥川龍之介 全集」 (全 八卷) であ 

る。 これ は、 昭和 二 年 十二月 卷ーを 出版。 別册 第 八卷が 出て 完結した のが 昭和 四 年 二月で ある。 尤 

もこの 中に 於ても 脆 落 等 あり、 猶、 相當、 增 補すべき 遣 稿 も ある。 本書 卷 末に 附錄 として 發表 せる 
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「日光 小品」 の 如き は、 初期の 文章と して 當然 全集 中に 牧む べきであった。 猶、 芥ハ龍 之 介 力、 生 

前 開闢 以來の £n 本 歷史を 題 村と して 長編 小說 「民」 とい ふ もの を意圖 して ゐた。 その 發 端の 一 節の 

如き も、 亦、 當然發 表せら るべき ものである。 

最後に、 彼の 遣 稿と して 發 表した もの を 左に 揭げて 置く。 これら は 龍 之 介 死後、 fficw の 感激 を以 

て迎 へられた ものでなかった かと 思 ふ。 

〇 闇 中 問 (昭和 六 年 十二月 日付)  昭和 二 年 九月 文藝赛 秋〕？ vfe: 號に發 表 

)[  ,i レ ー ンコ I ト (三月 二三 日) 復簪 (三月 二七日) 夜 (三月 二八 日) 

〇 齒  車 まだ？ (三月 二 九日) 赤 光 (三月 三〇 日) 飛行機 (四月 七日) 

一 「I レ 1 、ノ、 コ ，；2 トに £11  刀， み雜 f 「大)  昭和 1 一年 十月 文薩ぉ 秋に . 

V 調和」 六月 號に發 表せし こと あり ) 

〇 或 阿呆の 一 生 (昭和 二 年 六月)  昭和 二 年 十月 「改造」 に發表 

〇 保 儒 の 言 葉 

「辧 護」 i 「嘲る も の 」  昭和 三年 十月 「文 藝# 秋」 に發 表 

「或 日本人 の 言葉」 11 「或 夜の 感想」  昭和 ニ华 十一 一月 「文藝春秋」 に^ 表 

〇 績 ^方の、 (昭和 二 年 七月 二十 三日)  昭和 二 年 九 「改造」 に發表 - 
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0 十本の 針 (昭和 二 年 七月)  昭和 二 年 九月 「文藝春秋」 追悼 號に發 表 

〇 小 說 作 法 (大正 十三た ヰ 五月 四日)  昭和 二 年 九月 「新潮」 に發表 

rvssw こさ、 一 r-UL 己  昭和 二 年 七月 二十 五日 都下 各 新聞 

〇 或舊 友に 送る 手記  「改造」 九月 號 「文 藝卷 秋」 追悼 號に發 表 

而 して、 芥川龍之介 自殺の 前夜 七 ni: 二十 三 曰に 書いた、 r 續 西方の 人」 は、 彼が 原稿と して 書いた 

最後 の ものである とい ふ 。 (寫 眞參 照) 

二、 作品の 全 容 

芥川龍之介の 作品の 全容 は、 岩波 書店 刊の 彼の 全集に 據れ ば、 第一 卷 より 第 匹 卷ま での 一 三 六篇。 

それに 別冊 所揭の 「初期の 作品」 五篇を 加へ、 一 四ー篇 となる。 之に 加 ふべき は、 r 路」 (七 卷) 「日光 

小品」 の 如き ものが ある。 

加 ふるに 別册 「未定稿 第一 」 所載の 未完 二 七篇。 「小品」 五 卷所牧 の 五十 篇を 加へ、 更に 創作と 見 

做さるべき 「西方の 人」 r 續 西方の 人」 を 加 ふれば 優に 二百 篇に 上る。 

彼 は 生前、 死ぬ までに 二百 位 短篇 を殘 さない と 幅が きかない と 言った が 正に 彼 は 言に 違 はす 1 1 百 

に餘る 作品 を 後世に 殘 して 日本 文學 史上に 燦然た る 光芒 を 放って ゐる。 
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彼の 作品 は槪ね 短篇で ある。 長く とも 「邪宗 門」 「偷 盜」 「妖婆」 の 如き 中篇 以上に 出なかった。 

彼は藝 術に 未完成 を 許さなかった。 未完の 美し さ を 知つ ゐた 彼で はあった が 己の 藝 術に は 未 { 元 成 

を 許さなかった。 

か &る藝 術 的 良心が 自ら 彼 を 短篇 作家と したと 云 はれる。 

彫琢され た 技巧、 典雅なる 風致、 そして 近代的な 變愁を 底に 藏 しつ」 彼の 创作 は、 初から 獨 歩の 

地 を 日本 文學 史上 に 開拓し ていった。 

「羅生門」 「鼻」 の 初期から 晚年 「或 阿呆の I 生」 の 外、 數篇の 造作に 至る まで、 彼 は 十 有 二 年に 一 旦 

る 作家 生活 を、 昭和 二 年 七月に 閉ぢる 最後まで、 彼の 藝術境 は、 宽に德 々として， 羾 t り をた てる かの 

やうであった。 それ は、 何よりも、 個々 の 作品の 中に 鮮 かに 氣魄 となって 殘 つて ゐる やうで ある。 

われわれ は、 前述の 短篇 集の 順序に 從 つて 以下 その 消息 を 跡 づける こと k する。 
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第一章 初期の 文章 及 作品 

〇 囘覽雜 誌 「日の出 界」 發 行の 頃の 文章、 〇 義仲 論、 〇 水の 三日、 〇 槍ケ岳に 登った 記、 〇 土 佐 日記、 C 

日光 小品、 〇 大 川の 水、 〇 老年、 〇 路、 〇 靑ハ 牛と 死と、 〇 ひょっと こ、 〇 仙 入。 

芥川龍之介 は、 その 文 擧的發 足 を、 彼等の 個人 雜誌 「新 思潮」 第三 次第 四 次に 托して 出現した。 

これ は、 我々 は旣に 生涯 論に て 知る ところで ある。 しかし それ 以前に も 文筆に 筆 を 染めて ゐ ない 事 

はなかった。 否、 彼の 文學 への 趣味 は旣に 小擧校 中擧校 時代に 於て 旣に 頗る 旺盛で あつたと 云 はね 

ばなら ぬ。 試みに 彼の 幼少 時代の 日記、 ならびに 囘覽雜 誌 「日の出 界」 (寫 眞參 照) を 一 讀 すれば 右 

の 解答 を與 へる に 充分で ある。 

明治 三十 五 年 三月 (推定， >  創刊の 回 覽雜誌 「日の出 界」 は、 芥川龍之介が 舊制 高等 小擧第 一 舉年 

時代、 同級の 淸水 昌彥、 田代劍 吉郞、 大島敏 夫、 野ロ眞 造、 秋永國 造、 岡 本 與四郞 等 を 同人と して、 

殆ど 龍 之 介が 主幹 格に て發 行した もので 表紙 畫、 カット 本文 共に 毛筆に て、 大部分 龍 之 介の 手に 依 

つて 書か- - れてゐ る。 その 熱心 さ 見るべき ものが ある。 その 一部分が 芥川 家に 保存され てゐ る、 予 

は 內諾を 得 て 閱覽す る こと を 得た。 
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予の 閱讃に 及びし は、 その 第二 篇 「文事の 光」 (寫 眞參 照) 第三 篇、 翌年 明治 三十 六 年 二月 發行 

「お 伽 一 来」 號。 (篇數 記入な し、) 而 して、 同 四 0- (四月 一 1 十日 發行) の 「 日の出 界」 「创立 一 週 年 

記念 雜誌」 との 四册 である。 

彼 は、 此の 時代 未だ、 龍 之 助と 云 ひ、 「龍 雨」、 「溪 水」 などの 雅號を 用 ゐてゐ る。 

第二 篇に は、 彼 は、 r 昆蟲 採集 論」 「大 海賊」 (小 說) さん 術 占。 はめ 璺。 第三 篇には T 签屮 H 韓卟」 

英 國小說 「ゥ H 1 ルカ，' ム」 (小 說) 險談 「不思議」 「無 鐵 砲と 不活 澄。」 「西洋お 伽噺」 (SW 參 m) 明^ 

三十 六 年 一  一 rn: 發行 「お 伽 一 束」 號には r 彰仁 親王 藤す」 「な、 しぐさ」 「月下の 散歩」 「雪 後の 旭 口」 「^の 

夕べ」 「つきぬな がめ」。 而 して 、「創立 一 週 年 記念 雜誌 (四 月 二十 日刊) に は 「怒 清の 乘切 Jai- 問城攻 

擊」 「夜」 (寫 眞參 照) など を揭 載して ゐる。 

概ね、 短文に てあげつ らふ 程の もので はない が 少年 時代の 彼の 風貌 を、 文章 を、 ^ぶよす がと な 

る。 いま 試みに 右 「一 週 年 記念 雜誌」 の 中の r 學問城 攻擊」 を 左に 引用し て^く、 

走.^ 友 t、 今 正に 敵に 近づきつ 、あり 走れ 友よ" 敵 をのり とれよ 大本 營を 11 敵の 大本 營を ：—— 進め.；：！^ よ 0 

地理の 大隊 を 歷史の 中隊 を 習字の 小隊 を 走れ 友よ。 

氣 をつ ナ  效の間^！^ぁり。 H に 見えず 耳に きこ へ ざる 敵の 問 者. I 'これ 睡魔 — これな 山た。 ：： 术を vf- け — 
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敵 は 我等が 身邊 にあり。 

萬 歳 —— のりと リ たり あ X 學 問の 墨 を萬歲 —— 

猶、 冒險 小說、 ぉ伽噺 等に 筆 を 染めて ゐ るので ある。 

が、 それ は 遠い 過去の 話であって、 龍 之 介が 一代の 作家に なった が 故にの み、 史家に よって 取 上 

げられ る ものであって、 何等 意識的な もので はない。 にも か& はらす、 彼の 文才 はか.^ る 斷簡零 墨 

の 中に も 窺 ひ 知る 躍如たる ものが ある。 

が、 それに も增 して、 まだ 彼が 特に 作家た らんと して ゐ たので はなく 寧ろ、 藤 史家た らんと {ゃ： 想 

して ゐた 頃、 明治 四十 三年 二月の 「義仲 論」 (別 • 四 三 七) は 彼の 母校の 東京 府立 第三 中 學校擧 友會 

雑誌に 執筆した もので、 夙く も 文筆に 一 家 を 成す であらう 素質 を 充分に 看取 出来る 好 論文で ある。 

次に、 同誌 十六 號 (明治 四十 三年 十一月 二十 五日 發 行。) に 「水の 三日」 (「文章 俱樂 部」 十二 ノ九發 表ノチ < や 

別. 四 七 八 -1 收ム J を 執筆して ゐる。 

大水が 出た の は 同年 八月の 事で 「八月 九日 以來 大雨 寸斷 なく、 十 一 日に 及びて 舉校 附近 一 擧 浸水 

の 不幸 を 見る に 至りし が、 十二 日 午後 七 時 三十 分の 頃 俄然 增水を 來し九 時 前後に 於て 門 衞所及 小 使 

窒は 遂に 床上 を 浸さる るに 至れり」 と 同誌に (同雜 誌 卒業式 後の 茶話 會の 記事) ある。 「水の 三日」 
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は 十八 日と 一 一十：！： と 一 一十 二日との 三日の 記事に なって ゐる。 

機災民 慰問き の 人々 を 彼 は 次の 如 く 書き分け 開會 の 瞬時 を 描いて ゐる。 中畢 卒業生 の 文- S: 中と して 

は 驚くべく 耍を 得て ゐる。 

「鼠色の 壁と、 不景氣 な 硝子 窓と に圍 まれた、 伽藍の やうな 講堂に は、 何百 人 かひ 概災民 諸.^ が、 

雜 然として、 憔悴した 顏を 並べて ゐた。 ijf じみた 浴衣で、 肌つ こに 白 雲の ある si- の兒 をお ぶった、 

おかみさん もあった。 よごれた、 薄い 蘊袍に 手拭の 帶を しめた、 目の 爛れた、 お婆さん もあった。 

白い メリ ヤスの 概 衣と 下ば きば かりの 若い 男 もあった。 大きな 鍵 裂の ある 印半纏に、 三尺 をぐ るぐ 

る まきつけた、 若い 女 もあった。 色の 褪めた 赤毛布 を 腰の ま はりに まいた、 暴の 赤い おちいさん も 

あった。 さう して 此 等の 人々 が 皆、 黄ばんだ、 彈カ のない 顔を敎 壇の 方へ 向けて ゐた。 敎. 1^: の 上で 

は 蓄音機が、 鼻く たの 樣な聲 を 出して かつ ぼれ か 何 かや つて ゐ た。」 (別 •  a 七 九) 

明治 四十 三年 三月 中擧を 卒業した 彼 は、 九月 第 一 高等 舉 校へ 入舉 した。 

同雜 誌の 卒業式 後の 荼話會 を 報じた 記事 (江 生 記) の 中に、 「芥川龍之介 对喝采 の裡に 起って、 總 

代と して は、 諸 先生の 御 敎訓を 奉戴して 吾人 は須く 遠大なる 抱負と 崇高なる 现 想と を 以て 前途に お 

進すべし と 御挨俊 をな し、 個人と して は 印象 深き 五箇 年の スク ー ル • ライフ を 他：：： おして 以て 一本 
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となし、 我が 敬愛す る 校長 及 諸 先生の 梧 下に 恭しく  dedicate せんと 巧に 結び、 談笑の 裡に 散會せ 

り。」 と ある。 この頃 旣に、 うつぼつ たる 靑年容 氣の龍 之 介が 志 を 立て \ゐ たので おらう とい ふ。 

(「文章 俱樂 部」 昭和 二、 九、 神代 種亮 云。)  . 

彼 は その 原稿の 載った 雑誌の 裏に 「雞 兮、 維兮、 囊中 錐」 と 書いた もの を 神代 種亮 氏に 後年 與へ 

た。 錐兮、 錐兮、 正に この 時代の 龍 之 介 は、 後年の 龍 之 介の 萌芽 をみ る。 あの 才智に 長け た 錐の 如 

き 銳鋒を 內に藏 して 居った 事 は、 以上の 二 文 を讀ん だのみ で 窺 はれる であらう。 

「槍ケ岳に 登った 記。」 「日光 小品」 「土 佐 日記」 は 共に、 彼が 一高 を 出、 大 擧在擧 中、 彼等の 第三 次 

「新 思潮」 發刊の 頃 執筆に か、 る ものと 推定され る。 その 中 「槍ケ岳に 登 つた 記」 は 全集 に は 明治 

四十 §： 年頃と ある。 これ は 全集 別晋 に牧錄 されて ゐる。 この 文章と 著しく 酷似して ゐる のが 「日光 

小品」 であり、 而 して T 日光 小品」 と 「土 佐 日記」 と は、 形式的に 殆ど 一致して ゐる。 この 「日光 

小品」 「土 佐 日記」 は 共に 全集 中に も收錄 されて ゐす、 且未發 表の ものであるから、 兹に 一寸 紹介し 

て 置かう と 思 ふ。  • 

「日光 小品」 「土 佐 日記」 は 共に 半紙、 紙 緩と ぢで 表紙 共 前者 は 十 枚、 後^ は 十四 枚で 毛筆に 書かれ 

てゐ る。 表紙に は、 題と 姓名が 書かれて 居り、 殆ど 同一 形式で ある。 按す るに、 これ は大擧 のリボ 
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1 ト として 課せられた ものの 如く、 現に 「土 佐 日記」 は 赤 インクに 卷 頭に r 閱」 卷 末に T く はしく 

とかれたり」 の 評語が 加 へられて ある。 

うち 、「土 佐 日記」 は 「土 佐 日記」 本文 「二： =：： 朔日、 朝の 間 雨ふり、 午の 時ば かりに 止み ぬれば、」 

以下 結末までの 文語 現代 譯で 、「玉く しげ はこの 浦な みたたぬ 日 は 海 を かがみと たれ か 兌 ざら む。」 以 

下 二十 三 首の 歌 は、 (一) 11 (二三) の 番號を ふり、 卷尾に 一 括して流暢なるこれも文；^^1譯をしてゐ. 

るので ある。 

これ は 日本の 古典 飜譯 とも 見るべく、 芥川龍之介 全集に もな き 一形 式で ある。. ^ 

次に 「日光 小品」 は、 友人 等と 日光に 旅した 時の 「小品」 である。 しかし 一展 この 時代、 旣 にか 

--る 人生 觀、 藝術觀 を 把持して ゐ たかを 知る 上に 貴重な 資料と 思 はれる。 それ 故 乞 ふて 本書の 卷末 

に 「附録」 として 發 表する ことと した。 

その 人生 觀、 藝術觀 は、 實に晚 年まで 變ら ない 彼の それではなかった かと 出 〈一はれ る。 

みら る k 如く 大 谷川 • 戰場ケ 原 一女 • 高原。 工場 • 寺と 墓 *溫 き 心の ヒ 節から 成って ゐる。 そ 

の 見出し そのもの も 如何にも 龍 之 介 的で あると 思 はれる。 この 中に、 蕪 村の 「谷川の つきて こがる 

k 紅葉 かな 一 (大 谷川)。 ッ ルゲ ー ネフ の I  have  nothing  to  do  with  thcc  (戰 場ケ ig)〔KR 參 iii〕 
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ピ ー タ I- • ク ロボ ト キンの 「靑 年よ、 溫き心 を 以て 現實を 見よ。」 (溫き 心) などが 引用して ある Q_ 

左に 「工場」 の 結末 を 引 すれば 次の 如くなる。 

「が 今 この 工場の 中に 立って、 あの 煙 を 見、 あの 火 を 見、 さう して あの 響 をき くと 勞働 者の 眞 生活 

とい ふやうな 悲壯な 思が 抑へ 難い 迄に 起って 來る。 彼等の 銅の やうな 筋肉 を 見 給へ。 彼等の 勇まし 

き 歌 をき \ 給へ。 私たちの 生活 は 彼等 を 思 ふ 度に イラショナルになる 様な 氣 がして くる。 或は 眞に 

空虚な 生活な のか もしれ ない。」 

か る 自己 を 取 まく 環境、 敎養、 階級 時代 へ の 省察 は、 晚 年まで つぐき 彼の 懷 疑に 拍車 を 加 へ たや 

うで ある。 そして 彼 は 「溫き 心」 はたと へ 虞 を 描く にしても 持たなければ ならない 事 を 云って ゐ る。. 

また。 文章 上に 於ても 錢ぃ 彼の 瞳 を われわれ は 感じる であらう。 

「その 垣根に ついて、 此處ら に は 珍しい コスモスが 紅 や 白の 花 をつ けたのに、 片目の つぶれた 黑犬 

が懶 さう に 其 ドに寢 ころんで ゐ た。」 彼の 文章 は、 いつも 的確に、 自然 を寫 生して ゐる。 か、 る 初期 

の 文章に 於ても、 その 事 は 云へ るで あらう。 

この 文章の 最後に 「雜 誌の 編輯に 急がれて 思 ふやう に 書け ません」 と ある。 この 雜 誌と は、 第三 

次 「新 思潮」 を 指す ので あらう か。 さう すれば、 これ は 大正 三年 初頭 #1 かれた 事と なる。 今 は 姑く 
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「槍ケ岳に 登った 記」 頃と して 置く。 

佐々 木 信 綱 氏 は 「芥川 君の 初期の 文章」 (芥川龍之介 追悼 號) の 中に 於て、 龍 之 介の 「大 川の 水」 

に 言及して ゐる。 これ は 大正 三年 四月 雜誌 「心の 花」 に揭 載され たもので ある。 常時 彼 は 柳 川 降 之 

介の ぺ ンネ， 1 ムを 使用して ゐた 時代で ある。 

この頃 は、 前 二者よりも 著しく 文學 的に なって ゐる。 全集 中に T 初期の 作品」 中 |§ 一に 加へ たの 

も 當を得 てゐ ると 思 ふ。 

それ は 幼少から 大 川端に 育 れた 彼に とっても 懷 しい 文章で なければ ならない。 後年の 執 にか 

&る 「追憶」 や 「本 所 兩國」 と共に、 彼の 心 を 眼 を 育 ぐんだ 故鄕 であった。 

この 文章のう ちに 於て は、 誰でもが さう である 如く、 龍 之 介 も 亦 ：1 マン チックな. S 想の を 擴げ、 

流る る 水に すら 「何となく 淚を 落したい やうな、 云 ひ 難い 慰安と 寂 塞と を 感じ」 「全く、  GI 分の 住ん 

でゐる 世界から 遠ざかって、 なつかしい 思慕と 追憶との 間に はいる やうな 心 もち」 で 寄いて ゐるの 

である。 

「夏 川の 水から 生れる 黑 蜻蛉の 羽の やうな、 をのの き 易い 少年の、. ：3」 は 感じ、 觀、 耳 を そ f でて、 
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ゐる。  一 

まことに、 この 文章 は 初期 龍 之 介の 浪漫的な 一 面 を 瞭然と われわれに 指示して 吳れ るので ある。 

「自分 は 幾度と なく、 靑ぃ 水に 臨んだ ァ カシャ が、 初夏の や はら かな 風に ふかれて、 ほろほろと 白 

い 花 を 落す の を 見た。. 自分 は 幾度と なく、 霧の 多い 十 一 月の 夜に、 暗い 水の 空 を 寒む さう に 鳴く、 

千鳥の 聲を 聞いた。 自分の 見、 自分の 聞く すべての もの は、 悉、 大 川に 對 する 自分の 愛 を 新に する。 

丁度、 夏 川の 水から 生れる 黑蜻 の 羽の やうな、 をのの き 易い 少年の 心 は、 其 度に 新な 驚異の 眸を 

見 はらす に は ゐられ ない ので ある。」 (別 • 四) 

さう して、 『大 川の 水の 色、 大 川の 水の ひ^き は 我 愛する 『東京』 の 色で あり、 聲 でなければ なら 

ない。 自分 は大川 あるが 故に、 「東京」 を 愛し 、「東京」 あるが 故に、 生活 を 愛する ので， ある。』 と 結ん 

である。 その 間、 首尾一貫、 何等 間然す る 所がない。 まことに 彼の 文章 は 初頭に 於て より 旣に、 完 

成して 居た 觀が ある。 

兹 では、 短篇 集 「羅生門」 以前の 作品に 言及す るの が、 目的で あるが、 「羅生門」 以前の 作品 も 相 

當の數 に 上って 居った。 氏ば 短 作 集、 「羅生門」 の践に 次の 如く 言って ゐる。 

『自分 は 「羅生門」 以前に も、 幾つかの 短篇 を |> いて ゐた。 恐らく 未完成の 作 を も 加へ たら、 この 
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集に 入れた もの \  二倍に は、 上って ゐた 事で あらう。 當時、 發 表する 意志 も、 發 表する 機關 もなか 

つた 自分 は、 作家と 讀 者と 批評家と を 一身に 兼ねて、 それで 格別 不滿 にも 思はなかった。』 

しかし、 今 は 全集に 揭 載され てゐる 作品に 就いて 語る 外 はない。 

「老年」 (別 一 九)， I - 「老年」 は、 芥川龍之介 年譜 (別 • 五 一 九) の 中には、 0 ら T 處女 作」 として 許 

し 第三 次 「新 思潮」 發刊 になる や 、「短篇」 として 發 表した もの.. 最初で ある。 

それだけ、 龍 之 介の 文學 研究に は、 重要な 史的 地位 を 有つ もので あらう。 大正 三年^: n: 十 叫 m 稿。 

橋 場の 玉 川 軒と いふ 茶 式 料理屋で 一中 節の 盡講 があった Mr その 末座に 加った、 この ク A の oid. 1:5 

， ，  9  W  いと 

さん」 が、 一 中 節の 「しぶい さびの 中に、 長唄 ゃ淸 元にき く 事の 出來 ない つや」 を かくした と絃 

とに き& ほれて ゐる うち、 過去の 一切の ィメ ー ジが 次第に 還って くる。 本卦 返り をした 老人で は あ 

る。 しかし T 十五の 年から 茶屋酒 を おぼえて、 二十 五の 前厄に は、 金 瓶 大黑の 若 太 失と 心屮 沙汰 ま 

であった その 昔が、 ぼのぼのと 、「すい も あまい も、 かみ 分けた 心の底に も 時なら ぬ 絡と なって 返 

つてく る。」 やがて 座 をはづ す。 丁度、 その 時御會 席の 膳が 出た。 席で は 一時、 「房さん」 の が つづ 

いたが やがて、 柳 橋の 老妓の 「導 成 寺」 が はじまる と共に、 座敷 は 又もとの IS かさに 返る。 と M じ 

くこの 講に 列席した 「小川の 且那」 と 「中洲の 大將」 が、 やがて 廻って くる 自分の 桥 まで 一杯 やつ 
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て 腹 をつ くらう と 廊下 づた ひに 母屋へ ま はって 來る。 と、 右手の 障子の 中から とぎれ 勝ながら、 か 

う 聞え るので ある。 

『何 をす ねて るんだ つて ことよ。 さう 泣いて ばかり ゐ ちゃ、 仕樣ね いわ さ、 なに、 お前さん は紀 の 

國屋の 奴さんと わけが ある！ 冗談 云つ ちゃい けね え。 奴の やうな ば ^ あ を どうす る もの かな。 さま 

してお いて、 たんと お あがん な はいだ と。 さあ さう きくから 惡 いわね。 自體、 お前と 云 ふ ものが あ 

るのに、 外へ 女 を こしら へて すむ 譯の もの ぢゃ あねえ。 そ もく の馴 初め がさ。 歌 澤の俊 ひで 己が 

「わがもの」 を 語った。 あの 時お 前が …… 』 

彼等 二人の 空想に は 『白粉のに ほひが 浮んで ゐ る。』 そして 障子の 中 を观き 込む ので ある。 が 女 は、 

どこに もゐ ない。 た e 誰に 云 ふ ともなく、 ひとりな まめいた 語 を 「房さん」 が 繰返して ゐ るので あ 

つた。 それ を見聽 きした 彼等 一 一人 は默 つた 長い 廊下 を 座敷へ 引かへ すと いふ 筋で ある。 

短篇 作家、 龍 之 介 は、 早く も、 この 「老年」 を 遺憾な く活寫 して ゐる。 それば かりで はない、 そ 

の 部分 部分が 如何にも、 鮮明に、 具象 化されて ゐる。 十五 疊の 座敷 を描寫 して 「籠 行燈の 中に とも 

した 電燈が 所々 に 丸い 影 を 神代杉の 天井に うつして ゐる」 とい ひ、 その 座席 を活寫 して は T 其 前へ. 

毛氈 を 二 枚 敷いて、 床 を かける か はりに した。 鮮な緋 の 色が、 三味線の 皮に も、 ひく 人の 手に も 七 
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寳の 花菱 の紋が 抉って ある 、華表な 桐 の 昆臺 にも、 あた、 か く 反射し てゐ るので ある 。」 と 1W つて ゐ る。 

この 老人 を 通して 作者 龍 之 介 は、 何 を 語って ゐる だら うか。 この 老人の 所作、 獨： は、 老人の 半 

生 を、 ありあり とー冉 現して ゐる。 と共に、 その 詞が藝 術が、 人生に 深い 感動 を與 へる 關係を 作者 龍 

之 介 は、 その 老人の 語 首に 閒 きいる 二人に 代表 させて ゐる、 さう して 二人に 「^をと つたって、 隅 

へ はおけ ません や」 と 疑 はしめ、 艷 っぽい 場面 を 想起せ しめ、 やがて 戶 から のぞかし め、 その 「穴 q 

想に は 白粉のに ほひ さへ 浮んで ゐた」 と附 加へ てゐ る。 卽ち、 この 老人の 半生の 影像が、 この 語 言 

を 通じて、 明に、 その 實景 を苒 現して ゐ るので ある。 この 故に こそ、 無 首の 感動のう ちに、 その 場 

を 立 去らなければ ならなかった。 龍 之 介 は、 この 作に 於て、 藝術は その 作者の 體驗を 倚へ て 始めて 

人 に 感動 を與 へ る ものである とい ふ 事 を 言 はう とし てゐる ので はな い かと 思 はれる。 

もう 斯う なれば 藝事 ではなく、 このな まめいた 語 も、 實は 人生の 生きた  一； n であるの だから。 W 

景を 「一中 節の 盡講」 に 取り、 「宇治 紫曉 とい ふ、 腰の 曲った 一 中の 師匠」 や 「小川の n; 那」 「中洲の 

大將」 「柳 橋の 老妓」 さて は、 歌澤の 師匠 もやり 俳諧の 點者 もやった とい ふ 隠居 等 を點綠 した 一：： ル粹 

な藝 事の 世界 も、 た それだけ を寫 すに は 龍 之 介 は、 滿 足しなかった ので あろ。 さう して、 その 藝 

事の バックと なる 隱 居の 半生が、 藝術を 生し 眞の藝 術と し、 感動 を與 へる ものである 察 を， ほして 
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ゐ るが 如くで ある。 

j 昆 すれば 藝 術に 對 する 感動 あり 藝術 至上 主義 的に 見える けれども、 再 見 すれば、 龍 之 介 は、 そ 

の藝 術の 藝 術たら しめる 契機 を 明に 指示して ゐる。 さう して、 人生に 對 しての 關心を 見 遁す事 は 出 

來 ないで あらう。 

「靑ハ 牛と 死と。」 (別 • 一  五) 大正 三年 八月 十四 曰 稿、 

龍 之 介の 唯一 の 戯曲、 第三 次 「新 思潮」 に發 表した ものである。 「龍樹 菩薩に 關 する 俗 傅より」 と 

後 註が ほどこして ある。 山 本 有 三 氏 は 「芥川 君の 戯曲」 (追悼 號) のうちで、 

「その 淸 新な 會 話と 簡潔な 手法と は、 當時も われわれの 間で 評判に なった ものである。 久米君 (註、 

久米正 雄) は 特に 私に 書 を 寄こして、 武者 小路 以上 だぞ と賞讃 して ゐた。 (その 頃 は 「その 妹」 なぞ 

が 出た 前後で、 武者 小路 君 はわれく 擧 生の 仲間の 刺戟で あり、 目標であった。) 多分 今 見た つて ひ 

どく 見劣りの する 戯曲で は あるまい と 思 ふが、 潔 僻な 芥川君 は 習作 時代の 作品 なぞ は 書物の 中に 入 

れる こと を 好まない ので あらう。」 と 言って ゐ るの がそれ である。 氏 も 言って 居られる が 如く 人物 は、 

△•R や 男と なって 居り、 龍樹 菩薩の 青年時代の 有名な 傳說 11 隱 身の 術 を 以て 王城の 後室に 忍び込 

んで妃 を 孕ます 話 を 取扱った ものである。 典據は 今昔 物語、 法 苑珠林 打 聞 集 等に 見える。 
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北；：： 景も なく， 初めに 宦宫を 二人 出して いきなり 

—— 今：：：；： も 生み n:: になって ゐる妃 が 六人ゐ るので すから ね。 身重に なって ゐ るの を 勘定したら 何 

十,？^" る 力 わ 力り ません よ 

11 それが 皆 相手が わからない の です か。 

と 語らせ 元來、 男の 跡ぶ みの 出来ない 後宮 を 忍んで 妃を 身重ら せる 不思議な WR の 豫防策 を it じ 腰 

元に、 廊下と いはす 各所に 砂 をまい て 置かせ 「足跡 を 印に 追 ひかければ きっと 捕る でせ う」 と 1 一一：： ふ。 

これに は氣附 かす、 二人の 靑年 は、 いつもの 如く 一し きり 死の 事 なぞ を 議論し そろく 出かけよう 

と、 着る と 姿の 見えなくなる マント を 着用に 及んで 妃の 大勢 裸です はったり、 寢 ころんだ りして ゐ 

る 露臺へ 飛ぶ。 やがて、 男女の 聲の 交換が つ^くが 女の 聲 がだんく 微 な- i. 吟 になって しま ふ。 沈 

默 の 後、 その 沈默を 破って、 大勢の 兵卒が 检を 持って どこから か 出て 來る。 女み な 悲鳴 を あげて 逃 

げる 兵卒 は 足跡 を たづね て 其 處此處 を 追 ひま はす。 A と B と は (實は 死) に 獲 はれ 結局 B は 死に、 

A は、 黑ぃ 覆面 をした 件の 男に、 黎明の 光の 中へ つれて 行かれる。 兵卒 は B の 死骸 を 引す つて 行く。 

この 中で 死 をして 次の 如く 語らし めて ゐる。 

「己 はすべ て を 亡ぼす もので はない。 すべて を 生む もの だ。 お前 はすべ ての 母なる 己 を 忘れて ゐた。 
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己 を 忘れる の は 生 を 忘れる の だ。 生 を 忘れた 者 は 亡びなければ ならない ぞ」 

この 語 は 芥川龍之介の 人生 觀 乃至、 倫理 觀と相 通す る。 われ 等 は 次の 引 ^ によって それ を識 るで 

あらう。 

「自分に は 善と 惡 とが 相反的に ならす 相關 的に なって ゐる やうな 氣 がする。」 「善惡 一 如の もの を自 

分 は 見て ゐる やうな： がする 也。 これが 現前せ ば 藝術を 語る 資格な き 人の やうな 氣 がするな り。」 

(大正 三年 二月 二十日 恒藤恭 宛 • 7 . 三 四) 

「我我 は 失望す る爲に 生きて ゐ るの かもしれ ない けれども 失望し きった 處には 自ら 新しい 望が 芽ぐ 

む、 雜草 をむ しり 取った あとの 土で なければ ヒ ヤシン スの花 はなかない disillusion を經 過した あ 

との 心に 生まれた のぞみで なけれ はカづ よい のぞみと は 云 はれない。 僕 等 はさび しい けれど それお 

けさび しくない 人より は强 いと 思 ふ。」 (大正 二 年 七月 二十 二日、 藤 岡 藏六宛 *7  .  二 〇) 

この 意味に 於て、 芥川龍之介 は、 夙く 初期に 於て 孤獨に 執し、 チ H スタァ トンの 所謂 

1  メ he  wisemen  are  those  wlio  liave  comedies  in  their  lieacls  and  tragedies  in  their  liearfs. 

の 如く、 頭に は 喜劇 を 胸に は 悲劇 を藏 して 人生の 途上 を 歩まなければ ならない 賢者の 一 人であった 
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らう。 

「路」 (對 話) (7  • 四 二) これ は、 大正 三年 七：：^ 三十 一 日 藤 岡藏六 氏に 宛てた 作品で ある。 全文 消息 

ではなく、 「靑 年と 死と」 以外に 書かれた 五節から 成る 對話 である。 玆 では 姑く 彼の 初期の 作品と し 

て 取扱 ふ。 それ は 立派な 作品で も あるから。 

この ー篇 によって、 「路」 に 迷って ゐる 一人の 舉生を —-1 彼 自身 を 描いて ゐる。 霧の 深い 路に立 迷 

つた 彼に 行 乎 を 示す もの は 牧師で も敎授 でも 女で もない。 Eg 後に そこへ やって 來 るの は DOMINO 

をつ けた 友人 M である。 M は r 路が わかる 爲に あるく」 べき 事 を傅授 する。 そして その 對話は 次の 

如く 終って ゐる。 

擧生 うん あるかう。 

M  (PEDESTAL の銘 をよ む) 何 だ K  MANGIA は WEK  W  DORMW  E  VWSTW  PANNI  (註、 

伊太利 語 (—「のみく ひして 眠り 衣つ くるの み。」) かこの SPHINX より 外に 何も しら なくなって 

は大變 だからね、 1^ に角路 をし る 事が 必要 だよ、 それから 早くう ちへ かへ るが ぃ&、 この 近所に 

うろつい てる や うぢ やき 生きが ひがない からね、 ぢゃぁ 出かけよう (二人 去る。) 

SHINX 霧 夜 幕 
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この頃の 芥川龍之介 は 未だ 前途 は 霧 に 遮られた 路上 であった であらう。 はるかなる 行 手 を 想望し 

て 彼 は 歌って ゐ る。 

キヤ ラバ ンは 何處に 行ける 

みやれば 唯平洲 のみ 見 ゆ 

何處に 行ける。  .  - 

(火 正 三年 五月 十九 日、 恆藤恭 宛 •  7  • 四 〇) 

「ひょっと こ。」 大正 三年 十二月 稿。 大正 叫 年 四月 號 「帝 國 文舉」 發表。 

「ひょっと こ」 は 「羅生門」 と共に 龍 之 介が 「帝國 文擧」 に 寄稿した、 さう して、 第 四 次 「新 思潮」 以 

ひよ つと U まい 

前の 二 作の 一 つで ある。 隅 m の 土手の 花見の 船の 中で 廢吹面 舞 を 踊る 事の 得意な 小川 平吉 が、 得意 

の 頂上、 その 馬鹿 踊の m ；^、 遂に 船の 中で 腦 溢血で 死んで しま ふ。 その 最後に 、「面 を …… 面 をと つて 

くれ …… 面 を」 と 叫ぶ 事が i! いて ある。 

龍 之 介 は、 小川 平吉の 性格 を その 作の 中段に 說 明して 次の 如く 言って ゐる。 

『平吉 は唯醉 ふと、 ま 分が 全、 別人に なると 言 ふ 事 を 知って ゐる。 勿論、 馬鹿 踊 を 踊った あとで、 
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しらふに なつてから 「昨夜 は 御 盛でした な」 と 云 はれる と、 すっかり てれて しまって T どうも 醉っ 

ばら ふと だら しはありません ね。 何 を どうしたん だか、 今朝に なって 見る と、 まるで 夢の やうな 始 

末で」 と rn: 並な 噓を 云って ゐ るが、 實は 踊った の も、 眠って しまったの も、 末に ちゃんと 1:^ えて ゐ 

る。 さう して、 その 記憶に 殘 つて ゐる 自分と 4 マ 日の 自分と 比較す ると、 どうしても 11： じ 人 だと は 

思 はれない。 それなら、 どっちの 平吉 がほんと うの 平吉 かと 言 ふと、 之 も 彼に は 判然と わからない。 

醉 つて ゐ るの は 一時で、 しらふで ゐ るの は 始終で ある。 さう すると、 しらふで ゐる 時の 平 吉の方 

が、 ほんとうの KH! 口の やうに 思 はれる が 彼 自身で は 妙に どっちと も 一一 目ひ觳 ねる。 何故かと 云 ふと、 

平吉が 後で 考 へて、 莫迦々々 しいと 思 ふ 事 は、 大抵 醉 つた 時に した 事ば かりで ある。 (中略) 

00000000000000000  o〇oo〇oooo〇，oo〇oooo〇OOOOOOOQ 

Jaiius と 云 ふ 神様に は 首が 二つ ある。 どっちが ほんとうの 首 だか 知って ゐる者 は 誰も ゐ ない。 平 

000003000 

吉も その 通りで ある。」 (傍點 竹內) 

をの 

龍 之 介 は、 この 平吉を 通して、 自ら 自分 を 語って ゐ ないだら うか。 假面 を. 费 つて ゐる人 ii の 社交 

と、 嘘と を また スケ プチ ツチな 彼 を。 

「社交の foundation は lie なり。 精々 trtith を siigggest する lie なり。 斷 じて 51 ニ1 にあら 

す。」 (别 • 七 八 二) と 手帳に 記して ゐた彼 はまた、 「保 儒の 言葉」 の屮 にも r 噓に 依る 外 は 語られぬ 腐資 
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の ある 事 を」 (6  • 六 0 九) 指摘した。 何物 を も 分析して 止まない 理智 は、 人間の 性行ば かりで はな 

く、 あらゆる 點に 噓を發 見した ので あらう。 龍 之 介の 悲劇の 一 つ は、 この あらゆる ものに 噓を發 見 

する —— 例へば、 人間界に 「必要なる 噓」 まで も 、「嫌 惡 すべき 噓」 として 克明に 認識す る —— 人生 

求道に 胚胎して ゐ るので はなから うか。 

丁度、 懷疑 主義であった 彼が、 懷疑 そのもの を も 疑って 居った 様に。 龍 之 介の 斯様な 何物に も噓 

を發 見す る 事 は、 著しく 自己 嫌 惡を增 長した。 見よ。 「最も 著しい 自己 嫌 惡の徵 候 は、 あらゆる もの 

に噓を 見つける ことで ある。 いや 必す しも それば かりで はない。 その 又噓を 兌つ ける ことに 少しも 

^足 を 感じない 事で ある」 (6  • 六 三 六) と 言って ゐる。 

龍 之 介 は 彼の 創作の 初めに、 この 平 吉を覺 めて ゐる 時は噓 つきに、 酒と 假 面との ド では 喜劇 的な 

性格に 仕立て &ゐ る。 

ひょっと こ I- をつ け た平吉 の 馬鹿 踊 を 見 て ゐ る觀衆 に 次の 如く. 彼 は 批評せ しめて ゐる。 

「どうだい。 あの 腰つ き は」 「い、" 氣な もんだ ぜ。 何處の 馬の骨 だら う」 「を かしい ね、 あらよ ろけ 

o〇〇〇oo〇OG〇〇o〇 ■  J  / 

たよ。 一 そ 素面で 踊り やい いのに さ」 (傍點 竹內) 

その 素面で 踊る ことが 出來 ない のが、 都 會人龍 之 介の 半面 を 形成っても ゐた。 その 爲に 多くの 人 
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々に、 その 點に 誤解 を まねいた。 佐藤卷 夫の 「芥川龍之介 を 憶 ふ」 (改造 • 昭和 三、 七) の 中の 芥川 

は储 に、 その 半面 を 語って ゐる。 

『自分 は 或 程度まで は 胸襟 を 開きます が、 それ 以上 は 御免 を 蒙ります」 と 云 ふのに 對 して 芥 川の 態 

度 は、 よく 「齒に 衣 着せす」 と 前置きし 乍ら なかなか 思 ひ 通りに 云 はない こと もあった。 彼の：： S の 

弱さ を 自分 は 一 概に 政策 者 だと 思ったり 彼の 自己 鞘晦 をた ビ 一 種の 聰明な する さとの み H わ ひ 込んで 

彼 も 孤獨の 人で あると 云 ふこと を {DI 分 はほんと うに 知らす にゐ たの だ』 さう して、 八 而玲瑜 な 都き 

的な 芥川龍之介と 野蠻 なる 氏と を 比較して ゐる。 叉 萩原 朔太郞 氏 も 「理智 の 人」 「g 節の 人」 として 

のみ 始めは、 感じて ゐ たらしい。 

『； r が 田 端に 住んで ゐる 時、 或 口 突然、 長髮 驅の 人が 訪ねて 來た。 「僕 は芥 川です。 始めまして。」 さう 一： ム つ て 

丁寧に ぉ辭儀 をされ た。 自分 は 前から、 室 生 君 (註， 室 生 犀 星) と共に 氏 を 訪ねる 約束に なって ゐ たので、 こ 

の 突然の 訪問に 對し、 いささか 恐縮して 丁寧に 禮を 返した。 しかし 一層 恐縮した ことに は、 e 分が 頭 を あげた 

時に、 尙侬 然として 訪問者の 頭が 蠱 につ いて ゐた C 自分 は あわて >t ぉ辭 儀の ツギ 足し をした。 そして 思った。 

自分の やうな 書生 流儀で どうも こ の 人と 交際が できる かどう か。：， CI 分 は いささか 不安 を 感じた ご (芥川^之介 

の 死 • 改造 • 昭和 二、 九〕 

龍 之 介の 中の 都會人 は、 さう せす に は 居られなかった のお。 しかし 次の K 問に は、 その 嘘なる^ 
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を、 誰れ よりも、 然と、 知って ゐ たの だ。 それ は 何に よるので あらう か。 龍 之 介の 中の もう 一人 

の野蠻 人が 冷酷に も 批評して ゐ るに 外なら ない。 作家 龍 之 介の 作物 は 何よりも、 都會 人に 對 する 野 

蠻人龍 之 介の 叫びで すら ある。 彼 は、 それが 爲に、 彼の 全身の 理智を 11 氏の 言葉の 通り 時に、 紅 

血 を にじませて すら 噓の發 ：！ 凡に 努力して ゐる。 や k ともす ると 都 會的龍 之 介に 對 して 慘 酷にまで。 

而 して、 その 11 に對 して、 冷酷に も 惡罵を 放って さへ ゐる。 

この 「ひょっと こ」 ー篇 は、 何よりも、 氏の 作家 態度の 一面の 傾向 を 現して ゐる觀 が ある。 それ 

は、 「頭の 藝」 などと する に は、 餘 りに 人生の 本質に 觸 れてゐ はしない かと 思 はれる。 

「面 を …… 面 を とってくれ」 面 をと つた 後の 平 吉の顏 は、 「小鼻が 落ちて、 唇の 色が 變 つて. m くな 

つた 額に は、 油汗が 流れて ゐる。 一眼 EJ- たので は、 誰でも 之が、 あの 愛嬌の ある、 へう きんな、 話 

のうまい、 平吉 だと 思 ふ もの はない。」 と 言 ひ T た^ 變らな いのは、 つんと 口 をと がらしながら、 と 

ぼけた 顏を 胴の 間の 赤毛布の 上に 仰向けて、 靜に平 吉の顔 を 見上げて ゐる、 さっきの ひょっと こ 面 

ばかりで ある。」 と 結んで ゐる。 如何にも 暗示の 多い 結末で は ある。 

最も 彼 を識る 事の 多い 友人の 一 人 恒藤恭 氏 は、 

「彼 は 精神的に 著しく 早熟だった。 後年 彼の 諸々 の 作品に 盛られた 內容の 根抵を 成す 人生 觀的 思想 は、 高等 學 


論 品 作 （214) 


校 時代 の 後半期 及 大舉 時代 の 初 半期 にす でに 確定され てゐ たこと を 想 ふ。 

その後に 成長し、 圆 熟して 行った もの は、 大體 から 見て、 彼の 表現の 力な リ 手腕な りで は あるまい か。」 (友 

人芥 川の や； I 惊、 追 焯號) 

と 言って ゐる。 私 は 形式 を もぬ きさし ならぬ 手練 さ を 持って ゐ ると 思 ふ。 mi,^ して 然 らば これ 等^ 作 

時代 とても 內容 形式 共に 或る 程度までの 完成で ある 譯 である。 

文章と 云 ひ、 思想と 言 ひ、 旣に 完成して ゐる觀 が ある。 これ をし も 創作 禁に 人れ なかった 龍 之 介 

は、 或は、 この 「ひょっと こ」 なぞと いふ 素材が 氏の 業績に 著しい 特色に なって ゐる、 J;^ 品の 商 さ 

を缺 いて ゐる爲 では な いだら うか。 

仙人。 I— 大正 M 年 七 二十 三日 稿。 -  . 

第 四 次 「新 思潮」 大正 五 年 八月 號に揭 載した ものである。 

北 支那の 市から 市 を 渡って 歩く 野天の 見世物 師、 李 小 二 11 彼 は、 五 匹の 鼠 を かって その 鼠に 芝 

居 を させて、 その 日 その 日 を 渡世して ゐる。 勿論 暮し は樂 ではない。 特に 老いた 李 小 二に は 11 の 日 

風の 日 は 勿論， 北 支那の 夂 A の 日 は尙更 である。 

或 塞い 日、 雨に ぬれた 李 小 二 は 商 賣の歸 る さ、 路傍に 小さな 廟を發 見して、 北 ハ處に 11 宿 をす る" 
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ふと 中 をみ ると、 守 神の 前に は 11 紙錢が うづ 高く 積 重ねて ある。 李 は、 その 紙錢に 心が 動いて、 

外へ 目 を 配る その 瞬間、 その 紙錢の 陰から 人間が 一 入 現れた。 毘 ると、 乞丐の 道士 風の 見苦しい 老 

人で ある。 

李 は、 そこで この 乞丐の 道士と 世間話 を 始め 栗て は 李の 話 は その 道士の 同情に 落ちて 行く。 

と、 その 道士 風の 老人 は 斯う 云 ふので ある。 

「あなた は 私に 同情して 下さる らしい が、 私 は、 金に は 不自由 をし ない 人間で ね」 千 鎰ゃニ 千鎰で 

よろしければ、 今でも さし 上げよう、 實は、 唯の 人 問で はない。」 

道士 はやが てかき 集めた 紙 錢を兩 手で 床から 取上げて 忙しく 足下へ 撒き散らし 始めた" 

李 は 一 擧に陶 朱の 富 を 得た と 云 ふので ある。 

龍 之 介 は、 この 話の 始末に、 李 小 二が、 その 折、 仙人から 書いて 貰った 四 句の 語が あつたと 云 ふ 

風に 云って、 次の 如く、 書いて ゐる、 それが、 李 小 二が 何故、 仙に して 乞丐 をして 歩く かと 云 ふ 事 

を 訊ねた 答な の ださう だ。 

「人生 苦 あり、 以て 樂む べし。 人間 死す る あり。 以て 生く る を 知る。 死 苦 共に 脫し 得て 甚 無聊な り。 

仙人 は 若 かす、 凡人の 死 苦 あるに。」 


論 品 作 （216) 


二十 叫 歳の 龍 之 介は旣 に、 それ は 一種の 觀念 的であった にもせ よ、 斯. -る 境地 を 確固と 把持して 

ゐた事 は、 驚異に 價 する。 「人：^ 死す る あり。 以て 生く る を 知る。」 彼の 生 は、 正に、 死 を のぞかせて 

ゐる 様な 生であった。 11 後年 彼が 「保 儒の 言葉」 の 中に、 

「あらゆる 祌の屬 性 中、 最も 神の 爲に 同情す るの は 祌には 自殺の 出来ない ことで ある。」 ("• 五八 四) 

と 云って ゐ るのと 同様， この 創作 「仙人」 の 中で、 彼は仙人の凡人の死苦ぁるに若かなぃ^5;|^を云っ 

てゐ るので ある。 

また 龍 之 介 は、 この 貧しい 李 小 二の 心理 を この 小說 の 中段に 描寫し て 次の 如く 云って ゐる。 

「その上、 この頃 は、 年の 加減と、 體の 具合が 惡 いのと で、 餘計、 商寶に 身が 入らない。 節 廻し の 

長い 所 を ふと、 息が 切れる。 喉 も 昔の やうに は、 冴え なくなった。 この 分で は 何時、 どんな i$ が 

ノ  〇〇o〇〇o〇  〇〇  000000000  〇〇o〇〇oo〇〇o 

起らない とも 限らない。 i かう 云 ふ 不安 は、 丁度、 北 支那の 冬の やうに、 この 世 物師の 心から、 

0 〇〇〇〇〇〇 0 〇〇〇〇〇〇  〇〇〇〇〇  〇〇〇〇〇〇  o〇〇〇〇〇o〇〇  〇o〇o〇oo 

一切の 日光と 空氣と を遮斷 して、 しま ひに は、 人並に 生きて ゆかう と 云ふ氣 さへ、 未練 未 11 なく 枯 

〇〇〇〇o〇  b〇o〇〇〇〇oo〇〇〇〇 〇〇  〇〇〇〇〇  〇〇〇〇〇〇  o〇〇oo〇〇〇 

らして しま ふ。 何故 生きて ゆく の は 苦しい か、 佝故、 苦しくても、 生きて 行かなければ ならない か。 

〇〇 〇〇〇〇o〇〇ooo〇〇oo〇〇ooo〇o 〇 〇〇ooo〇  〇〇〇〇〇oo〇〇 

勿論、 李 は 一度 もさう 云 ふ 問題 を考 へて 見た 事がない。 が、 その 苦しみ を、 不當 だと は 思って ゐ 

〇  〇〇〇〇  〇〇〇〇〇〇  c}〇〇〇〇o  oo〇ooo  o〇o〇o〇〇〇〇  〇〇o〇 

る。 さう して、 その 苦しみ を與 へる もの を、 —— それが 问 だか、 李に はわから ない が —— 無^;-¥^,な 
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o〇〇o〇〇〇  〇〇〇〇o  o〇o〇〇〇〇〇〇〇o  〇o 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  o  o  o  o 

がら 憎んで ゐる。 事によると、 李が 何んでも 持って ゐる、 漠然とした 反抗的な 心 もち は、 この 無意 

o〇〇o〇o〇〇〇o〇〇〇〇o〇o〇ooo 

識の 憎しみが、 原因に なって ゐ るの かも 知れない。』 (傍點 竹內) 

しかも、 この 小 二 は、 {t^ 腹 を かかへ ながら、 鼠 達に、 「辛抱し ろよ。 己 だって、 腹が へる の や、 

寒い の を 辛抱して ゐ るの だからな、 どうせ 生きて ゐ るから に は、. 苦し いのは あたり 前 だと 思へ。 そ 

れも、 鼠より は、 いくら 人間の 方が、 苦しい か 知れない ぞ」 と 云って ゐる。 

人 は 龍 之 介の 文舉 をと もす ると、 「話」 で 終って 居る かの 如く 評す。 しかし、 その 「話」 に は、 そ 

も そ も、 何が 語られて ゐ るか。 その 中に 眞摯 なる 「人生 觀」 の 思索が 如何に 展開され てゐ るか、 I 

それ を 觀る者 こそよ く芥 川の 文舉を 評する 者と 云へ よう。 然 かも、 彼 は、 時々 客觀 的な 創作の 或處 

で 自己の 主觀を 適宜に 語って ゐる。 多くの 評 家の 言 ふ 形式の 用意ば かりで はない。 實に 隈なく 言 は 

ん とする 內容の 切 盛に も 寸分の 隙 を 見せない ので ある。 見よ。 小 二の 漠然たる 人生への 反抗 は 亦 龍 

之 介の それに 通じて ゐる。 と 同時に、 我我 は、 凡人の 死 苦 ある を、 神の 自殺 出來 ない 事 を、 頰 笑ま 

しく 迎 へる 芥川龍之介に 出 遇 ふで あらう。 彼 は、 その いづれ でも あり 得た ので ある。 

「僕 はありの ま \ に 大きくな りたい。 ありの ま.^ に强 くな りたい。 僕 を 苦め るヴ ァニチ 1- と 性慾と 

ィゴ イズムと を、 僕の ヂ ヤス チフ アイし 得べき ものに 向上 させたい。 そして 愛する 事に よって、 愛 
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せらる、 事な くと も、 生存 苦 を なぐさめたい。」 (大正 叫 年 (推定) 恒藤恭 宛) 

彼の 唯一 の 生存 苦の 慰安 は、 最早 藝 術の 外にない 事 を 我々 は 知る。 

彼の 舉生 時代 は、 宛然、 文藝 復興の 搖籃 期であった。 卽ち 英文に、 久米正 雄、 菊 池寬、 成 瀨正ー 

八ム 岡讓、 山 本 有 三、 土屋 文明、 恒藤 恭がゐ る。 掘 文に は、 倉 田， 百 三、 藤 森 成 11-2 等。 一級 上に は、 

宮允、 皆 川 行人。 佛 文に は、 豐， 1? 與志雄 等が ゐた。 彼の 創作に 志した の も 故ない 事で はない。 

わが 前 を 多くの 騎士 はすぎ ゆくな り 

われ も 行かむ と 時に 思へ る 

メムノ ン はも だして 立てり 

黎明 は 未だ 來らす 

暗し 11 暗し 

(犬正三啐；，^-=-7•四 一 > 
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第！  i 「羅生門」 時代 

〇 羅生門、 〇 鼻、 〇 父、 〇 猿、 〇 孤獨 地獄、 〇 運、 〇 手 巾、 〇 尾 形 了 齋覺ぇ 書、 〇 虱、 〇 洒蟲、 〇 煙^、 〇 

絡、 〇 忠義、 〇 手 粥、 〇 煙草と 惡魔、 〇 野呂松 人形、 OMJBNSURA.  ZOILI 〇 逍祖 問答、 〇 さまよ へる 

猶太 人 

大正 六 年 五月 阿蘭陀 書房 刊 「羅生門」 と 大正 八 年 一 月 新潮 社刊 「傀儡師」 と は、 前期の 作風 を 代 

表せる 珠玉 S 如き 短篇 を 集めた 第 一 及第 一 一 短篇 集で ある。  . 

特に 「羅生門」 は 著者の 第 一 創作^に 當り、 龍 之 介 をして 一 躍、 新進作家たら しめた 「鼻」 を始 

め、 準處女 作の 「羅生門」。 「父」 「猿」 「孤獨 地獄、」 「運」 「手 巾」 「尾 形 了 齋覺ぇ 書、」 「虱」 「酒 蟲」 「煙 

管」 「絡」 「忠義」 「芋 粥」 の 十四 篇を牧 めて ゐる。 

十四 篇の中 「羅生門」 は 大正 四 年に 、「忠義」 「翁」 の ニ篇は 大正 六 年初 頭に 發表、 殘り十 一 篇は實 

に 大正 五 年 巾に 書 かれた ものの みで あ る 。  > 

それに 加へ、 小 版 「煙草と 惡魔」 中に 加へ た 「野 呂松 人形」 「道 祖 問答. j 「さまよへ る 猶太 人」 rME: 

NSURA  ZOILI.ful 草 (煙草と 惡 魔と 改題)」 も 亦、 富に 大正 五 年中に 物せ る ものである。 
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大正 五ハ 牛と 謂へば、 龍 之 介の 年齢、 僅かに 二十 五、 その 前半 は 未だ 學生 時代であった。 

然 かも 彼 は 殆ど  一 ^=ハ 牛に して 確固たる 地位 を 文 擅の 一 角に 築いた ので ある。 

旣に 我々 は實證 した 如く 當 時文 科大擧 生だった 芥川龍之介 は、 大正 五 年 一 一月 十五 日 M 人 久米正 雄- 

松 岡 譲、 成？ i 正 一 、 草 m 杜太郞 (菊 池寬) と共に 第 ra: 次 「新 思潮」 を 創刊した。 その 创刊 號に报 1^ 

した 「鼻」 が當 時文 擅の 大御所 夏 目默 石の 推輓を 受けて 一躍 その 名聲が あがった。 あだか も、 自然 

主義 文舉 漸く 衰へ、 耽美派 文學、 新 理想主義 文擧が 文壇に 擾 頭して、 一^ その 活躍 は まし かつ 

たと は 云へ、 問 もな く、 彼等の 徒ら なる 類型が、 廣漠 たる 主張が、 讀者麼 に、 厭かれ 始める に 至つ 

た D 

しかし、 鬼 も 彼等 {H: 然キ： 義 以後の 作家 達が、 新しい 機運 を 文壇に 醯 成した こと は 疑 ふべ くもな 

而 して、 その、 に、 育まれ、 成長して、 新たに 巾 央に覇 を 成した のが 所 「新 m ケ 1 派」 の 彼等 

であった の だ。  - 

文 培 一で は、 龍 之 介の 頭角 を 露した 頃、 その 作品 を 目して、 新现智 派、 新 技巧 派、 新古典派 等 種々 

の 名に よって 簡單 に片附 けようと した。 が、 龍 之 介の 態度 は、 それ 等の いづれ の 一 つ を 選んでも 說 
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明 出來る 程し かく 單純 ではなかった。 寧ろ、 それ 等 各々 の イズムの 總 和であった。 イズム を 脚下に 

蹂躪して ゐた 態度 は 夏 Ifls 石の 「抵 徊」 森鷗 外の 「あそび」 に すら 似て ゐる。 それだけ 多面的で あ 

り、 複雜 であった。 

第一 創作 集 「羅生門」 を繙 くもの は、 その 變轉 極まりなき 彼の 作風に 驚嘆の 聲を あげる であらう。 

その 各々 の 一 篇も、 龍 之 介の ュ  一一 I クな 方面の 胚胎で ない もの はない。 否、 胚胎の みならす、 その 

ュ 二 ー クな 方面 は 早く も 完成の 域 を 示して ゐる。 

大正 六 年 六月 二十 八日 初期の 批評家、 江 ロ渙氏 は、 彼 芥川龍之介 を 目して、 その 「芥川龍之介 論」 

(「新 藝 術と 新人」. 五 五 頁) の 中に 次の 如く 云って ゐる。 

『芥川 君の 作品の 基調 をな す もの は、 澄 切った 理 智 と 洗 練され たヒュ モア ー である。 そして、 

作者 は 何時も 生活の 外側に 立って 靜 かに 渦 卷を 眺めて ゐる。 それが 必す しも 冷然と 見詰めて 居る の 

でもな く、 又、 苛立ちながら 眺めて ゐ るので も、 ない。 むしろ、 靜に味 は ひながら 眺めて ゐ ると 云つ 

た 風な、 甚だ 複雜な 態度で ある。 

故に 或る 種の 人々 は芥川 君の この 態度 を 若き に 似ない 不自然な 冷靜 であると 誹 難す る。 然し、 そ 

れは 人生の 傍觀 者が 理智 に活 きる 必然の 歸 結であって、 同時に 芥川 君の 物の 觀 方が 常に 一 面で ない 
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と 云ふ證 左で ある。 

旣に人生の傍觀^^でぁる。 從 つて その 作品の 中には 心 を 燒盡す やうな 熱 はない。 又 魂 を打碎 くや 

うな 力 はない。 然し 凡てに 對 する 落着いた 理解と 同情と は、 過不及な き 形に 於て 現れて ゐる。 善に 

對 しても、 叉 無論 惡に對 しても。 かくて 作者 は 理智に 生きる 人で あるが 故に、 その 同情 は 時々 輕じ 

て柔 な挪揄 となり、 科轉 して 清楚な 皮肉と なる ので ある。』 と 云って ゐる。 

元來、 「理智 お 義」 乃至 、「理 智派」 等と いふ こと は 芥川龍之介、 菊 池寬の 文擧に 批評家が： 小川 意に 

附 けた 曖昧な 標語であった。 

しかし、 一面、 當 時の 批評家 をして、 しかく 呼ばし める もない 裹 はなかった。 

飽くまで 球 磨され た 技巧、 卓拔な 主題 それ を 寸分の 隙 もな く、 理智 的に 構成す る 態度 11 それ は 

冷徹な 鋭い 理智 によって 先づ 頭に 訴 へられ、 やがて、 われわれの 藝術感 を そ- -る體 の ものが その 特 

色 11 少く とも、 その 著しい 一 の 特色であった から。 これ は、 自然主義の 平面 描お や、 ネオ • アイ 

デ ァ リズムの センチ メン タ リ ズ ム に 見馴れて ゐた讀 者 や 評 家に 先づ 著しい 感銘で あ つたから。 

宮島新 三郞氏 は、 「現代 日本 文樂 評論」 の 一節 「理智 主義の 文舉 J の 中で、 その 现智 主義の 如何な 

る もの かを說 明した 後、 次の 如く 云って ゐる。 『斯 かる 文舉に 於て は、 必然の 數 として、 题 村が 1" 的 
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となり、 技巧が 巧緻と なり、 興味が 合理的た る を 免れない。 そして 斯様な 文 學の訴 へる 力 は 理智的 

である。 卽ち、 讀 者の 知識に 先づ訴 へる。 從 つて、 讀 者の 方で は、 は、 と 知識で 頷いて、 後 始めて 

作品の 輿 味を感 する。 動かされた 知識に 比例して 感情が 同じく 動いて 來 るので ある。 

更に この種の 文擧の 特色 を、 碎 いて 說明 すれば、 題材の 點 では 心理的の ものが 多い。 技巧の 點か 

ら 云へば、 說明 的と ならざる を 得ない。 听謂 psychological  Novel (心理 小說 ) 4 右し くはテ 1 'マ 小 

說と はこれ を 指して いふので ある。 個人の 心理な り、 個人々々 の 心理の ふれ 合 ひなり を、 た 外面 

から 見た ま \ に 描く ので はなくその 內 部に 這 入って 說 明して 行く と 云 ふ 手法で ある。』 

これ 等の 言 は、 一面 芥川龍之介の 文學の 全般に 就いて 言 はれる。 が 特に、 初期に 於て 鮮 かな 特色 

を 形作った。 

千 葉 龜雄氏 は、 その 「理智 派 作家と しての 芥川 氏」 の 中に、 次の 如く 言って ゐる。 

「理智 派と いふの は、 あいまいな 命題で あるに 相違ない が、 われ 等が、 理智 派に ふくました 概念 は、 大體 以下 

の やうな もので あ つ た。 

あの ころの 自然、 H.: 義は、 自然に 卽し 自然 を 描く といっても、 彼等の 描く もの 自體 は、 自然ではなくて 顴 念の 

對 象であった。 觀念 としての 宇宙 を、 固定した 觀 念の 眼で 眺める のであった。 運命 は 決定的で 反抗 を ゆるさな 

いと か 官能に うつる ものの みが 自然の 姿で、 心の 窓から 眺めた 活動 は、 本然の  姿で はない とか、 かく 1 
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定 した 觀 念で 眺められた 限リ、 百 人の. 0 然 派の 作物が 百の 同じ 形象 を もった 作物と なる の に 何が 不思ゅ  1 であら 

う。 然るに 15 智 派と は、 まづ さう した あらゆる 觀 念から 解放され る こと だ。 もちろん、 今まで 畏縮した感^^を 

も 心の ま  に 解放す る。 解放す る けれども、 それ を 现智で 引きし める こと を 忘れない。 放 ri^ な 感^の 飛蹤 は、 

澄んだ 理智の 股 をく もらす おそれが あるから だ、 そして その 水の 底の やうに 澄みき つた 理 ！；： の 眼 を、，： n 然の表 

相から、 つき 進んで 自然の 心へまで 貫ぬ くやう に 透徹させる。 かう して こそ、 掩 はない 現-:^ の 姿が、 一 絲掩は 

ずに、 神の 如く 嚴肅 にわれ 等の 面前に、 幕が 開かれて 來る であらう。 そこで はまた 一 つ の 現 •！：； の 姿で はなく、 

個々 性に よる 個々 の 作家 の 見た 現. K が、 百 千の 變っ た 現 實相を もって 作物 に 展開 さ れて來 るで あらう。 菊 池 氏 

に 菊 池 氏の 見る 現 が ある。 芥川 氏に 芥川 氏が 捉 へる 現 la; 相が ある。 この 變化は 單に倘 々作品の 人格の、 觀照 

の、 凝視の、 個々 に變 つて 居る ためで ある こと を 示す に過ぎない。 その どれ もが、 みな 一つ一つ、 -敲谢 な 現- K で 

ある 點 において は 何等の 疑點を いれる 餘 地がない ものであった。」 (作品 を 通して： Is- たる 芥川^之介 • 太陽 丄 二 

三 ノー 一) 

寇に、 龍 之 介文舉 各々 が 技巧と 云 ひ、 素材と いひ、 構想と 云 ひ 一見 そ Sil に 何等の 關 係がない。 

隨 つて 歸ー する カテゴ リ ー に 容れる 事に われわれ は 苦しむ。 しかして その 各 作品の 底 を 流れて ゐる 

川 は、 明治 末期 自然主義で ー應は 完成した る リアリズムの 本 £1 である。 これ、 龍 之 介 等の 文羅 を、 

新現實 主義 文擧と 呼稱 される 理由で あ る。 

橋 瓜 健 氏 は、 「いは ゆる 新 現寳主 義 時代」 を 論じて、 「自然主義 は あらゆる 様式に 分化 派生して、 あ 


(225) 論 品 作 


ら ゆる 花 を かせた。 ネオ •  口 マ ンチ、 ンズ ムゃ ネオ • アイデア リズ ム の 肥し を たっぷり 吸 ひこ A だ 

前期 自然主義 はこ.^ に 大成し 爛熟し、 いは ゆる 後期 自然主義の 黄金時代 を 現出した。」 と 云って ゐ 

る。 この 後期 自然主義が 卽ち 新現實 主義に 當る。 

芥川龍之介の 文 擧を岩 城 準 太 郞氏は その 著 「明治 大正の 國 文擧」 の 中に 「現實 主義 小說の 一 面」 

と 題 示した の はさす がに 肯綮に 中って ゐ ると 思 はれる。 

扨、 理智は 表現 や 主張に 根 を 下せば、 甚 しく 技巧的な 文舉 となる。 新 技巧 主義と 千 葉龜雄 氏が 呼 

稱 したの も 一 面 を 語って ゐる。 

また 「取材に 於ても 態度に 於いても 一面 回顧的 沒我 的で ある。 と共に、 他面に 於いて 建設的で あ 

り、 主我 的で ある。 かつ，； Ss い 洋風な 氣 品と 技巧の 隱 約と を備 へて ゐ ると 共に、 近代 風の 透徹 辛辣な 觀 

照 と 結構 布置 の 妙と を 有って ゐる。 然 かも その 凡 を 包む に豐 富な 藝術的 天 分と 技術 の 上の 刻 銘な完 

成と を 以てして ゐ る。」 (江ロ^^队、 新藝 術と 新人. 五 七 頁) 

新 古典主義 なぞの イズムに ふさ はしい 典型的な 纒りは 寸分の 破綻 さへ 見えない ばかり かわれ われ 

は、 この 第 一 創作 集 を 手に して、 その 完成に 驚嘆す るで あらう。 多くの 作家 は、 一代の 作家に 成る 

迄に は、 それだけの 準備 期が 多 かれ 少 かれ 必要で ある。 然るに、 龍 之 介 は 如何、 この 點は 正宗 白鳥 
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氏が 嘗 つて 「芥川龍之介 論」 の 中で その 作品の 「出 來 損ねの ない」 のに 感心して ゐる。 又、 千 葉 舰 

雄 氏 も 初めから 「成長した 作家」 である 事 を 認め、 「彼れ は、 第一 作から すでに 完成の 域に 入った 老 

成人で あつたの であらう * それほど 幼稚と か、 禅 拙と いふ ものが おそろしく 無い」 といって ゐる。 

西歐の 短篇 作家の 例に 倣 ひ、 この 作家の か k る 初期からの 完成に は、 我々 は 驚嘆の 外 はない。 

；是 に、 龍 之 介の、 作品の 侗々 は、 個々 として 他の いづれ を俟 たす して、 完成" された 藝術" i であ 

る 0 

この 期 「羅生門 時代」 は、 し. かし、 孰れ かと 云へば、 才 氣焕發 である。 が、 それと て片 化！^ 句 も 

苟 くもせ す 一 行 一 句 も 無駄 をし. ない 體 であるから、 街氣 なぞ は 無い。 

冷 靜な觀 照 的な 態度 は、 彼の 氣品 を彌が 上に も、 高めて ゐる やうで ある。 

新進作家 龍 之 介 は、 鼓で は 端然た る 風貌で 人生に 臨んで 一見、 些 の躊蹉 もな く藝 術の 白 近に 而し 

てゐ る。 しかし、 この 「羅生門」 の 扉に 刻んだ 愛 句。 菅 虎雄 氏の 文字。 

き よ さ-つがん Q.^ ろ 

君 看雙眼 色  . 

かたら ざれば-つ れ ひなき にに たり 

不 語 似無愁 
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—— 寫眞參 照 —— 

は、 龍 之 介の 「若さに も 似す 落着いて ゐる」 端然なる 風貌に、 一抹の 影 を、 哀愁 を 孕んで ゐ るが 如 

くで ある。 そして、 この 凡そ T 现智」 とは緣 遠い 龍 之 介の 姿が この 羅生門 ー卷の 一部に 現れて はゐ 

ないだら うか。 

素 村 を 古典に 取って、 飽迄 その 時代の 雰圍氣 を 破らす、 その 範圍の 中に、 文明 批評 や、 諧謔 や 皮 

肉 を 弄し、 さて は、 、王 題+! 盛れる ものが 多く、 歷 史的 北；：： 景 と現實 性が 緊密に 調和 をして ゐる事 は、 

彼の 歷史 物の 著しい 特色であって 所謂 「古人の 心と 近 人の 心と 共通す る 云 はば ヒ ュ マ ンな 閃き を 

捉 へた」 (6  土 六 五 澄 江堂雜 記. 歷史 小說) ものが 多い。 隨 つて 一見 客觀 的で あると 同時に 主觀 的で あ 

る。 客觀 的な 部分 は 時代 的 雰圍氣 や エキゾチシズム であり、 主觀的 部分 は、 氏の 解釋 や、 諧謔 やで 

ある" その 二つが 平衡 を 保って 古典的で あり 高責 である。 その 平均の ポ I ズを 保持して ゐ るの も、 

この 時代で ある。 龍 之 介 は 大正 七 年、 彼の 作品が 多く 歷 史的 背景 を 持つ 事 を 問 はれた 時に 彼 は 次の 

如く 之れ に 答へ てゐ る。 

「今 僕が 或テェ マを捉 へて それ を 小說に 書く とする。 さう して その テェ マを藝 術^に 最も カ强く 表現す る爲に 
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は、 或 異常な 事件が 必要になる とする。 その 場合、 その 異常な 事件なる もの は、 異常な だけ それだけ、 今 Hi 

の 日本に 起った 事と して は 書き こなし 惡ぃ。 もし 强て 書けば、 多くの場合 不自然の 感を讀 者に 起させて、 その 

結果 折^の テ ェ マまで も 犬 死 をさせる 事に なって しま ふ。 所で この 困難 を 除く 手段に は 「今 H この 21 本に 起つ 

た 事と して は喾 きこなし 惡 い」 とい ふ 語が 示して ゐる やうに、 昔 か (未來 は 稀で あらう。)：；：" 本 以外の 土地 か 或 

は 北 3  = 本 以外の 土地から 起った 事と する より 外 はな い。 僕の 昔から 材料 を 採った 小說は 大抵 この 必 喪に 迫られ 

て、 不自然の 障？！： を 避ける 爲に 舞臺を 昔に 求めた ので ある。」 (6  •  m〇 三 • 昔 •) 

斯 くして、 氏 は、 今昔 • 語、 宇治 拾 遣 物語、 十 訓抄、 聊 齋志異 等の 如き、 內 外の 古物：^ i 狼から；^ 村 

した。 特に 今昔 物語から 素 村した ものが 多い。 これら 平安朝 を舞臺 とした 一群の 感史物 は 特に 「王 

朝 物」 と呼稱 され 傑作が 多い。 而 して、 この 「王朝 物」 は 氏の 前期 文擧を 飾る 獨. S の もので、 芥川 

龍 之 介 は、 か k る 方面に 素 村 的に 日本 文學 史上に 新 境地 を 開拓した。 

か \ る 素 村 選撑は 作家の 觀 照の 純 粹 である 事 を 示し、 一 勝 早く 名 を 成す 機會を 作った と 云 ふ片岡 

良 一 氏に 同感で ある。 (芥川龍之介の 作品 •「 國 語と 國 文舉」 大正 一 四 • 六) 

尙、 片岡良 一 氏も引^^^たが石坂養平氏の言の如くか、る 「歴史 稗史 などに あら はれた 人 の 生 

活は、 それ 自ら 旣に脫 實の倾 向 を もって ゐる。 

少く とも 生々 しい 臭 ひの する 現寳 から 切 離して 味識 する のに 都合の い い 性！ 3： を 具へ てゐ る。 (中 
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略ン 氏の 美的 觀 照が 純眞 であるの は 勿論 氏の 天分に 基いて ゐ ると兒 なければ ならない が、 然し、 氏， 

が 古い ものに 村 料 を 求む るが ために、 より 十分に 美的 對 境のう ちに 浸潤して、 縹渺 たる 獨自の 新し 

い 世界 を 示現し 得る と 云 ふこと だけ は斷言 して 差 支な からう。」 

しかし、 か」 る 素材の 選擇 は、 氏 を 見る 文舉 諸家に 或 誤解 を懷 かしめ た。 それ は、 一時 龍 之 介の 

作品 を この 故に、 I- マ ン チック 小說 であると した。 近 松 秋 江 氏 や、 高 須梅溪 氏 等の 人達で ある。 大 

正 七 年頃 氏 等 は 谷 崎 潤 一郎の 作品と 共に、 彼の 作 口 g を P マ ン チック 小說 としたが、 王朝 時代 を 描け 

ば、 直ちに 口 マ ン チックな もの だとす るの 認識の 誤れる 事 を、 秋風 嶺氏 (帝 國文擧 大正 七 年 十 巧) 

や、 菊池寬 氏が 反駁 を 加へ てゐ る。 そして 菊池寬 は、 大正 八 年 執筆の 「浪漫主義の 本質」 とい ふ 論 

文の 中で 『谷 崎 氏の 「兄弟」 芥川 氏の r 偷盜」 「鼻」 等の 題 村 こそ、 舞臺 こそ、 口 マ ン チックで あ 

るが、 その 作者の 根抵 をな す 作家の 觀照ゃ 心眼の 何 處がロ マ ン チックな の だら う。』 とい ひ 『「鼻」 

の 根本の 眼目 は 人生に 對 する 一 の 幻滅 だ 。「芋 粥」 だって さう だ。 「ある 日の 大石 內藏之 助」 の 如き、 

作者の リア リス チックな 觀 照が 隨處に 動いて 居る ではない か』 と 謂った。 

そして 氏 は 浪漫主義 は 題 村の 問題で ない。 作品の 衣 物の 問題で ない、 作品 を 貫く もっと 根本的な 

精 の 問題 だと 自分 は 確信して ゐ ると 結んで ゐる。 龍 之 介の 作品の 根本 を 貫く もの は、 初期より、 
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旣に 旣述の 如く： r.. 寶 主義 で あ ると 云 ふ 事が 出來 る。 

而 して 前 揭の龍 之 介 自身の 說の 如く、 この §Sf なる 素材に 主題 を 生命 を 吹き込んで 行った。 

が、 一方 「高瀬舟」 の 作者、 森. m 外の 歷^ 小說と 著しく その 趣 を 異にする の は、 その 主題に 相應 

しい 縦横の 機智と 辛辣な 皮肉と、 上品な ュ，' モアが ある 點 である。 外面から 小 t 觀 的に 描.； ！：ぉ する ので 

はなく、 内面的に 心理 解剖の メス を 振 ふ體の もので、 作者の 主 觀が色 濃く 特色 づけて ゐ るので ある、 

その 點は、 この 期の 菊 池寬の それと 規を同 ふす る。 

これ 自然主義に 比して n: じく 現實性 を 把握せ ると は 云へ、 それに 拘泥し ない 相異を 示して ゐろ。 

最後に、 これ は 龍 之 介の 全 作品に 兑られ るので あるが、 殊に 初期に 於て 著し いのは、 「投雜 な 人 

の氣 持に 對 する 正しい 理解 を 有って ゐた點 である。 それ は 丁度 光線の 如く、 僅かの 隙^ を もお 透し 

た。 片岡良 一氏 は、 その 點に 就いて、  ， 

「洗練され た神經 と、 銳ぃ 頭との 所有者であった 氏 は、 人 問の 心の 微妙な 動きに 對 する 驚く ベ き 細かな 感受性 

と、 緻密な 觀察 力と を 示した。 複雜な 人 問の 氣 持に 對 する 正しい 理解 を も 有って ゐた。 秘^ かな 刺戟に 對 する 

人 の 心の 反應を も 見逃さない 銳 さと 敏感 と を 具 へて ゐた。 だ から 或 時の 氏の 作品 はどう かする と 人^ の 心の 

照 魔讀の やらに 思 はれた。  - 


(231) 論 品 作 


と 云って ゐる。 彼の r 溫き 心」 は、 かくて 一抹の 哀愁 を 孕んで ゐる。 明朗なる 现 智的タ ツチの 一 C 

に、 かくされた 作者の 瞳 を nn- るので ある。 彼 は、 實に 一代の インテリ ゲン チ ユアの 特質 を 具備して 

ゐた。 

「羅生門」 は、 大正 ra: 年 十月 「帝 國 文擧」 に發 表した、 準處女 作と も 見做すべき 作品で ある。 

作者が 「年譜」 中に 云へ るが 如く 發表當 時  一 一一 一一 C も 加 へられす、 世評に 上らなかった が、 作者の 面 

目 は旣 に、 躍如と して ゐる。 今." 岩 城 準太郞 氏の 梗概 を 借用 すれば。 

『「羅生門」 は 、「今昔 物語 卷ニ 十九」 から 取った もので、 平安の 末期 京洛の 寂 びれ た 羅生門の 樓上 

が 死人の 棄場 となって ゐた 頃、 主家から 暇 を 出された 一人の 下人が、 止むな く 此の 門に 雨宿りして 

もう 盗賊になる より 外に 道がない と 思 ひよ つ た 時、 計らす 樓 上に 死人の 髮を拔 取 つて ゐ る 老婆 を發. 

見す ると、 悪婆に 對 する 憎 惡 心が 猛然と 起って 之 を 斬って 棄 てようと したが、 老婆が 祓いた 髮を鬓 

にして 賣 つて やっと 命を繼 ぐの だと 一一 一一 n ふの を 聞いて、 はっと 已の 生存の 問題に 思當 り、 先刻 盜賊に 

ならう と 思 寄って まだ その 勇氣の 無かった 者が、 決然と 引剝 になって 老婆の 着衣 を强 奪す ると 云 ふ 

筋で ある。 今昔 物語で は、 盜賊 である 男が 京に 上って 日の 暮れる の を 待つ 爲に 羅生門に 隱れ たので 
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あるが 會々 死人の 髮を拔 く妪の 居る の を 見附けて、 卽 座に 死人の 衣と 妪の 衣と 祓いた 髮とを 奪って 

逃げた とい ふこと になって ゐる。 

こ れ を 素材 にして それに 心 现變 移の 說 明解 釋を加 へた ものである。』 

これ を 更に 要約 すれば 條 m 太郞氏 (「史的唯物論より 見た る 近代 日本 文 擧」) の 云 ふ 如く 「生きん が 

爲の H ゴ イズムの 無慈悲」 を 摘 抉した ので あらう。 。 マ ン チックな 平安朝の 羅生門の 樓の屮 にくり 

展 げられ た 人間の 修羅場。 作者 は、 この 平安朝の 昔に も 「生きん が爲の 悲哀」 を 描いて ゐ るので あ 

る。 江 ロ澳氏 は、 下人の 惡に對 する 憎惡が 作者の 有って ゐる 「人間性の 高貴な 閃き」 であると 肯っ 

てゐ る。 それよりも 注意すべき は、 この 作に 登 上す る 人物 は、 ii も 下人 も 共に 敗慘に 近い 人と 人と 

の鬪爭 と 云 ふ 事で あらう と 思 ふ。 殊に、 腐爛した死骸をさむざむと描寫してゐる作^<?がゐる。 が こ 

れ等を 世紀末 的に、 描いて ゐ ると 云 ふより は、 寧ろ、 間隔 を 置いて 描いて ゐる。 そこに 族 的な 上 

品 さが ある。 「. 文章 は 適確で 必然性 を 持って 居る」 と 云 ふ キ葉龜 雄 氏に 同感で ある。 我々 は、 先づ 

書 出しから その 描寫の 典雅 さ 端正 さに 敬意 を拂 はすに 居られない。 .鼓では作^<^は 「心现 的に は^を 

伸し、 寫實 的に は 筆 をお しむ J とい ふ。 描寫 上の 金 條を嚴 守して ゐる。 

然も その 短い 寫實 にも 我々 は 作者の 觀， 照の 的確 さ、 彫琉 された 技巧 を 見る であらう。 
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或 日の 暮 方の 寧で ある。 一人の 下人が、 羅生門の 下で 雨 やみ を 待って ゐた。 

廣ぃ 門の 下に は、 この 男の 外に 誰も ゐ ない。 唯、 所々 丹 塗の 剝 げた、 大きな 圓 柱に、 蟋蟀が 一匹と まって ゐ 

る。 

これ は 「羅生門」 の 書 出しで ある。 

雨 は 羅生門 をつ、 んで、 遠くから、 ざあっと 云 ふ 音 を あつめて 來る。 夕闇 は 次第に 空を抵 くして、 見上げる 

と、 門の 屋根が、 斜に つき出した 甍の 先に、 宽ー たくう す 暗い 雲 を 支 へ てゐ る。 

これ は 闇が 迫った 雨の 羅生門の 描寫だ 。 

我々 は、 最後に 江 ロ澳 氏と 共に 云 ふで あらう。 

氏の 「凡ての長所が^！然に交錯して現れて居る點でその準處女作でぁる 「羅生門」 は 推賞 惜く能 

はざる 物で ある。」 と。 

「鼻」 と 「竿 粥」 と は 共に、 同 一 の 主題 ——— 理想 は 理想で ある 問が 尊い と 云 ふ ； の イデ，' を 表した 

作品で ある。 「鼻」 が漱 石の 賞讃を 得て 一 代の 出世作と なつに 事 は、 旣に、 生！ S 論に 於て 述べた 通り 

である。 

「芋 粥」 は、 龍 之 介が 屮央 に乘 出した 劃 時 的な 作品で、 雜誌 「新 小說」 に褐 載され たもの、 當時 

同人 雜誌 「新 思潮」 以外に 揭げ たものに 「風」 が ある 外、 これが 最初であった。 然 かも 【， 虱」 は 
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「希望」 に揭 げられ たもので ある。 

それだけ、 努力した 作品であった。 漱石 は、 手紙に 次の 如く 評して ゐる。  ： 

「啓、 只今 「芋 粥」 を讀 みました 君が 心配して ゐる事 を 知って ゐる故 一寸 感想 を 書いて あげます。 あれ は 何時 

もよ リ骨を 折り 過ぎました。 細 叙 絮說に 過ぎました。 然し 其 所に 君の 偉い 所 も 現れて ゐ ます、 too  labonrcaj 

とい ふ 弊に 陷 るので すな。 うんと 氣 張り 過ぎる から、 あ、 なる のです。 

物語り 類 は r 西洋の もので も) シ ン。 フ ル な ナイ— ヴな點 で 面白味が 伴 ひます。 惜ぃ 事に 君 は そこ を 塗り 浪ぃー 

てべ タ 塗りに 薛 if を 施しました。 r 是は惡 い 結果になります。 然し 芋 粥の 命令が 下った あと は 非常に 出來 がよ ろ 二 

し い。 立 脈な ものです。， 然して 御手 際から いふと 首尾 一 貫して ゐ るの だから 文句 をつ ければ 前半の 內 -5^ が あれ. 1 

丈の 勞 力に 惯 しないと いふ 事に 歸ー M しなければ なりません。 新 m 心 潮へ 書く 镜 りで や つ たら 入 > -體の 出 來榮も つ と 

見事に なつ たらう と 思 ひます。 

然し 是は惡 くい ふ 側からで す。 技巧 は 前後 を 通じて 立派な ものです 誰に 對 したって 耻し い 事はありません。 „ 

段々 唷の 場所へ 書き なれる と 硬くなる 氣 分が薄ら いで 餘 所行はなくなります。 さう して どんな 時に も 茶飯： 

でさつ さと 片付けて 行かれます。 この 時 始めて 君の 眞 面目 は 躍 然として 思 ふ 存分 紙上に 出て 來 ます。 何でも 生 一 

涯の 修業で せう けれども ことに 場 なれない とい ふ 事 は 損です。 

此 批評 は 君の 參考 の爲 めです。 僕 自身 を 標準に する 評で はぁリ ません。 .H 分の 事 を 棚へ あげ て 君の ため ド 

(未來 の) 一 言す るので す。 た ビ芋粥 丈 を (前後 を截斷 して) 批評す るなら もっと 赏 めます。)  j 
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(漱石 全集 S  • 五一 五) 

「鼻」 は 禪知内 供の 長い 鼻 を 治療して、 年来の 熱， 望 を 遂げた 滿 足の 心 持、 並の 鼻に なって 却って 道 

行く 人に 笑 はれた 後悔の 心 持、 元の 長い 鼻と なった 安心の 心 持、 この 三 段の 心理が 說 明解 釋 されて 

ゐる事 は 岩 城 準太郞 氏の 解說の 通りで ある。 そして 今昔 物語 卷ニ 十八、 宇治 拾 遣 物語 卷ニ 「鼻 長き 

僧の 察」 に 出て ゐる池 尾の 禪知內 供の 物語で、 二 書 共に、 簡單な 笑話と して 取极 はれて ゐる短 少な 

記事で ある。 この 短 少な 記事から 取材して、 內供 をして 近代的な 心理の 所有者と して ゐる。 

「芋 粥」 も 同樣で 今昔 物語 卷ニ 十六 及び 宇治 拾 遣 物語 卷ー 「利 仁薯賴 粥の 事」 に 見ら る 藤 原 和 仁が 

五位の 男に 芋 粥 を 振舞 つ た 物語 を 素 村と し たもので、 原作で は 北方の 豪族 としての 利 仁の 威勢 を 語 

る こと を 主題と して ゐ るが、 「芋 粥」 では 五位が 「芋 粥」 に 飽き またい との 欲望 も か、 る大 装. 裟な饗 

應に會 つて は 却って 閉 息して しま ふと 云 ふ 事に 筋が 變 へられて ゐる。 

これ 等の 作 は、 その 似寄 を アイルランドの 劇作家 シン グの 「井戸の 聖人」 に似て ゐる と官岛 新 三 

郞氏は 云って ゐる。 それ は 正しい、 なぜかな らば 「井戸の 聖人」 も 亦 か、 る イデ ー を 含んだ 作品で 

あるから。  . 

江 口 氏 は 、「形式と 內容 が渾然 融和して ゐる點 で 「鼻」 をと り 描寫の 水際立った 點で 「芋 粥」 を 
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採る と 云って ゐる、 窒生犀 星 は (「龍 氏 作品の 解說」 ) 一 鼻」 について 「か- -る村 料に 打つ かる こと は 

旣 にこの 作者の 凡 席なら ざる 將來 を晴 示して ゐる」 と 云 ひ 「t 于粥」 について 「好人物と 馬鹿と を 

搗き交ぜた 人 問の なかに、 作家と しての 手腕の 定まらない 龍 氏が 旣に 作品の 上に 馬乘 りに ならう と 

云 ふ 尊敬すべき 面魂と 身 構 へ と を 抱いて ゐ た。」 と 云 つて ゐる。 

又、 宫島新 三郞氏 は、 「鼻」 について、 「上品な 滑稽と 皮肉と は、 夏目漱 石の 顯 著な 特質の ； つで あ 

つた。 芥川 氏に も 亦た この 皮肉と 諷剌 とがあって、 彼の 特徵の 一面 をな して ゐる。 それが 「^:^」 

にも 旣に現 はれて ゐた、 加 ふるに 機智 さえあった。」 そして、 表現の 理智的 透明、 結構の 巧緻 精妙 は 

敢て說 明 を 要しない と 云 ひ。 叉、 「芋 粥」 に關 して、 「細 叙 絮說に 過ぎ」 「ベタ 塗の 薛綺を 施し」 の漱 ：，^ 

の 手紙 を ふんで、 『刺身の 上乘 なる 點は、 その 生きに ある。 ところが、 見た 眼 を 突し くせんが 爲に、 

とりつくろ ひ、 却って その 生き を 殺す 料理人が ある。 芥川 氏に は單 にこの 「芋 粥」 に^らす、 一般 

にこの 弊が ある。』 と 云って ゐる。 

而し てこれ 等の 諸氏より 更に、 作品の 肺腑 をつ いた ものと 思 はれる の は、 寬のュ f 拐の ri:^」 も 「芋 

粥」 も 共に 人生に 對 する 一 の 幻滅で あると 云 ふ解釋 であらう と 思 ふ、 それから、 宮木 〔山 氏 (收北 

の 文擧) の 『「鼻」 「芋 粥」 …… 等の 作品 を讀ん だのち、 作者の 微笑の 裘に憂 な サ：！ 面 を 我々 はさぐ り 
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あてる であらう』 と 云 ふ 事で ある。 而 して、 宫本氏 は， 次の 如く 言って ゐる。 

『ュ ー モ ラスな 一面 は 多くの場合、 氏の 嚴肅な 精神の 悲しい 戲れ であった であらう。 さう した ヴェ 

1 ルをか k げ見る 時、 我々 は、 氏が その 文擧的 出發點 において、 旣に 「いたましき 人」 であり、 理 

智と情 熟の 相划に 苛まれた 人で ある こと を 知る ので ある 。「頭に は 喜劇、 心 臟には 悲劇」 を 持った チ 

エスタ ー ト ンの臥 貝 人 は 或は 氏 自身ではなかった か。』 

もうかう なれば 內 供の 長い 鼻 も、 うすのろの 五位の 宿望 も、 笑 ふに は餘 りに 嚴肅な 人 悲劇で は 

ないか。 平安朝の 物語 作者 は、 單 なる 笑話 や 豪勢の 誇示に 使った この 村 料 も、 近代 人 龍 之 介に は、 

か、 る 嚴肅な 人 ？ i の 悲劇 を 語ら しめたの である。 

これ、 龍 之 介が 「鼻」 を發 表した 「新 思潮」 創刊 號 「編 後に」 「これから も 今 = ^のと 同じ やうな 

材料 を 使って 創作す るつ もりで ゐる。 あれ を單 なる 歷史 小說の 仲間 入 を させられて はた まらない.」 

と 云った 所以 も兹 にある かと も 思 ふ。 

「孤 獨 地獄」 に關 して は、 正宗 白鳥 は その 「芥川龍之介 論」 の 中に、 殆ど 餘 さす 批評して ゐる觀 が 

あるから 左に 揭げ る。 

『彼れ の 大叔父と いふの は、 幕末から 明治 初年へ かけての 大 通人 山城 河岸の 津 藤の ことで、 この 津 藤が 吉 原の 
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ある 遊女 屋で. 偶然 近づ きになった 僧侶の 心境 を 語った のが、 五 十 3f 後に、 年少 作家 龍 之 介の おい 心に «れ て、 

かの 小品と なった。 

t^M^^M. 超 は 大通律 蓮に 向って 語って ゐる。 r 佛說 によると、 地獄に もさ ま > ^あるが、 凡 先づ、 根本 地^ 近 

邊 地獄、 孤獨 地獄の 三つに 分つ ことが 出来る らし い。 それ も、 大抵 は 昔から 地下に ある ものと なつ てゐ たの 

であらう。 唯、 その 屮で孤 地獄 だけ は、 山間 曠野 樹下 空中、 何處 へで も 忽然と して 現 はれる。 云 はば U ュ g の 

境界が、 _d ぐ その ま >-、 地獄の 苦艱を 現出す るので ある。 自分 は 二三 年 前から この 地獄へ^ ちた。 ー切の^^-が 

少しも 永續 した 興味 を與 へない。 だから 何時でも 一 つの 境界から 一 つの 境界 をお 一って 生きて ゐる。 勿論 それで 

も^ 獄は 逃れられない。 さう. かと 云つ て も 境界 を變 へ ずに ゐれ ば、 尙^ し い 思 ひ をす る。 そこで ゃはリ 棘々 と 

して その 口く の 苦しみ を 忘れる やうな 生活 をして 行く。 しかし、 それ もし まひに しく なれば、 死んで しま 

ふ 外 はない、 昔 は 苦しみながら も、 死ぬ のが 嫌だった。 今では：：」 

ここまで 語って、 禪超 はまた 三^線の 調子 を 合せながら、 低い 聲で 云った ので、 最後の 句 は 藤の 耳に は 入 

ら なか つ たさう である 0 

たヰ少 作者 龍 之 介 は、 この 小說を 述べた あとに 、自己の 感想 を 添加して、 かう 云って ゐる。 の 人-ば 分 を 

書齋で 暮らして ゐる 自分 は、 生沽の 上から 云って、 自分の 大叔父 や この？ t 僧と は、 个： 然？； K 久涉 な^ 界に 仏んで 

ゐる 人間で ある。 又 興味の 上から 云っても、 自分 は德川 時代の 戯作 や 浮 贡输に 特^な 興味 を 持って ゐ るお では 

ない。 しかし、 自分の 中に ある 或 心 もち は、 動 もす ると 孤獨 地獄と 云 ふ 語 を 介して、 ，=1 分の： を 彼等の 小； 沾 

に 注がう とする、 が、 自分 は それ を 否まう と は 思 はな い。 
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何故と 云 へ ば ある 意味で 自分 も 亦孤獨 地獄に 苦しめられて ゐる 一 人 だからで ある.^」 

4 は、 かって この 小話 を、 通して、 慕 末の 僧侶 禪 超の 心境 を 想望した ので あつたが、 今讀 直す とこの 小品が、 

晴 示に 富んだ 筆で； t 藤と 僧侶と を描寫 して ゐ るの に氣づ いた。 母親から 傳 聞した ただのお 話の 記錄 ではない の 

である。 そして、 

思 ふに、 この 材料 を 充分に 驅 使して、 僧侶 禪 超の 生涯 を、 もっと 具體 的に 細 叙したなら、 遊廓の 背景 ゃ脇師 

の津 藤の 通人 振リ とともに、 絢爛に して 後慘 なる 名作が 現れた 譯 であった が、 芥 氏 は、 その 短 い 人生 行路に 

於て さう 云 ふ 材料 を 生かす ほどの 實驗を 心身に 吸收し 得なかった。 

： ： 氏 はかの 小品に 於て は、 禪 超の 心の 一 端 を 瞥見して、 ある 现解を 試みた のに 過ぎなかった。 津 藤の 言葉 

として 「これ を嫖容 のか X リ やすい 倦怠 だ」 と解釋 したりして ゐる。 「洒色 を恣 にして ゐる 人間が か、 つた 倦怠 

は、 酒色で 癒る 害がない」 とも 云って ゐる。 そして その後の 十數 年の 作家 生活の 間に も、 この 材料 を 生かす ほ 

どの 人生 味 は 身に 體し 得な か つ た。 

「自分 も 亦、 孤 獨 地獄に 苦しめられて ゐる 一人 だ」 と は、 年少者が 氣 まぐれに 口にする 感傷 語とば かり は 思 は 

れ ない。」  . 

以上の 長い 引用で 殆 んど盡 きて ゐ るから これ 以上 說明を ルカ 略す る。 が、 兹に 重大な こと は、 「作者 

も 亦孤獨 地獄に 落ちて ゐる」 と 云 ふ 事で ある。 これ は 重要な 暗示 を 彼の 作品に なげて ゐる。 「戯作 

三味」 は、 この 作に 次ぐ もので あらう。 
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立體 的に 描出され なかった 遣憾は 江ロ澳 氏 も 云って ゐる。 尤も、 人が 云 ふ 如く、 人生 經驗が あつ 

て も、 廣大な 物語に 仕上げ たかは 疑問で ある、 蓋し 彼は斷 じて 物語 的でなかった から。 

「手 巾」 は、 「新 思潮」 十月 號 後記に は 「文明 批評 を ねらった」 ものである 事が 記して ある。 大正 五 

年 十 ra: の屮央 公論に 發 表した もの T 芋 粥」 に 次ぐ 中央への 飛躍で ある。 右の 屮央 公論 を みれば 小 就 

欄に、 直の 「伊香保 土產」 長 M 幹彥の 「錦 之 助」 と 肩 を 比べて ゐた。 

龍 之 介 はか」 る 批評 的 乃至 懷疑 的な 作 を 物して ゐる。 「羅生門」 巾に 收 めす 別に 小 版に 出版した 

「煙草と 惡魔」 中に 牧 めた 「野吕 松 人形」 rMWNSURA  ZOILI」 等 も 亦 之に 屬 する ものである。 

「野 nil 松 人形」 に 於て は 

「僕たちの 書いて ゐ る小說 も、 何時か この 野呂松 人形の やうになる 時が 來 はしない だら うか。.」 

と藝術 そのもの を も 絕對に は 信じ 得ない 作者が ゐる。 

「僕たち は、 時代と 場所との 制限 を 受けない 美が あると 信じたがって ゐ る。」 

藝術 信仰に 就いての 懷疑 であり、 不思議に も藝 術に さへ stranger の：^}^？ がゐる の でぁ る。 

f.MWNSUJRA  7bILI」 は、 作者の 空想的な 所産で、 藝術價 梳計撤 器 を 中心に、 、H.: として 逸 術の 價 

値の！： 題 を 諷刺して ゐる" 作者の^ 肉な 隨が 光って ゐる。  j 
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「手 巾」 「風」 「煙管」 「忠義」 はすべ て 封建的 觀 念へ の 痛烈な 皮肉で あるとの 篠^ 太郞 氏の 兄 解 は 恐ら 

く正當 であらう。 

. 愛 兒の死 を 語り 乍ら、 額に も 動作に も あら はさない。 が 膝の 下の 手 は、 感情の 激動 を强く 抑へ て、 

持って ゐる手 巾 を 裂かん ばかりにして ゐる。 —— ；；^ 人 は 顔で こそ 笑って ゐ たが、 實 はさつ きから 全 

身で 泣いて ゐ たので ある。  ， 

か 、る 婦人と スト リ ンドべ ルク の ドラ マ トル ギ ー の 「鼻 味」 と 「武土 道」 の 型 と を 三重 寫し 

にして 作爲 された 文明 批評で ある。 作者 は玆 にても 懷疑 的で は ある。 

「， 虱」 ——• 長 州 征伐と 風。 そこに 已に 諧謔が ある。 虱が もとで やがて^ 傷 沙汰まで W 起す。 作者 は 

斯 やうな 人生に とって 看過され てゐた 一 存在に、 その 價値を 認めて 11 これが 畫く割 役 を相當 主要 

して ゐる。 人生の 一. 斑 事 を 中心に、 人生 を 裏側から 見る ので ある。 自然主義の 取擧げ なかった 素 村 

選擇の 一 典型で ある。 横 光利 一 氏の 「ナボレ オンと W 蟲」 は 素 村 的に みて その後に 來る ものと 稱す 

べきで あらう。 

「煙管」 は 大名の 鷹揚に つけこんで、 金の 煙管 を 貰 ひたがる？^ 趙的 なお 坊主 階級なら びに 大名の 家 

臣の 忠義 を 中心として 作爲 されて ゐる。 
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又 「忠義」 は亂 心の 主君 を 巡る 忠義 を 取扱った もので、 一 は 「家」 を 尊重して 主君と しての 人 を 

考 へない。 一 は 「人」 を 尊重して 主君 を 救 はう とする が、 結句 共に 失敗す る 事が 描れ てゐ る。 

以上 これ 等 は $1、 封建的 觀 念への 痛切な 皮肉 を 宿して ゐる。 

作者の 懷疑 的な 作品と して は 「運」 「酒 蟲」 が ある。 「酒 蟲」 は、 支那の 妖怪 奇異 を 集めた、 「聊齋 志 

異」 から 取 村して ゐる。 作者 は その 結末に 於て、 劉が 酒を絕 めて、 なぜ 健 厳が 衰へ たか、 家 一ぬ が倾 

いたかに 答へ て、 代表的な もの 三つ を擧 げてゐ る。 が 作者 は 三つの 孰れが 當を 得た もので あるか 知 

らな いと 云って ゐる。 解釋 とその 後に 來る もの は懷 疑で ある。 江 口 澳氏は 「人に よって は シンボル 

と 見る かも 知れない。 然し 私に は單 なる ァレ ゴリ としか 受取れ ない」 と 云って ゐる。 ァレゴ リの奥 

は スケプチック な 作者の 瞳が 輝い てゐ る。 

「運」 は 平安朝 を 背景に、 陶物 師と靑 侍と が 「運命」 についての 解釋を 中心に 展 W され 作爲 された 

美しい 物語で ある。 美しい 京洛の 物靜 かな 情景。 しかし、 作者 は、 か^る背3^:小にも近代的な「；.^命」 

へ の 解釋に 一 際 色 濃く 一  線 を 引いて ゐる。 兹 にも デ レツ タン 的な 作者が ゐる。 

斯様に 峻烈な 批判 や 諷刺の ある 半面に は、 龍 之 介 自身の 溫ぃ 人間味 を fr ュ i つて ゐる 作" S もないで は 

ない 。「猿 」「 父」 等が それで ある。 
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「猿」 に 於て 犯罪者 候補生 奈良 島に 對 する 同情 「猿 は 懲罰 を 許されても、 人 問 は ゆるされません 力 

ら」 と 一 旦は罪 を 問 ふ 心と、 やがて 禁錮 室に ゐろ奈 良 島に、 勢の ぃ& 靴の 音 を 聞かせて はすまない 

と 艦首から 艦尾へ 引き返す 心と が、 兹 では 均整が とれて 顯 示されて ゐる。 一は、 批判の 心、 理智の 

、い、 一は、 包攝 の、 V 愛情の 心で ある。 一見 相剌 する この 二つの 心が、 龍 之 介の 心の中に 蛇の 首尾 

の 如く、 追 かけて ゐた。 

n 維 生 門」 の 下人の 惡に對 する 憎惡 「芋 粥」 の 五位に 對 する 丹 波 出の 若侍の 同情 等と 共に、 これ は 

江 口 VI.- の 所謂 龍 之 介の 「人 ii 性の 高價な 閃き」 であらう。 之、 單 に理智 的の みに 片附け 得られない 

所以で ある。 

—父 一 で ま、 主人公 能 勢 五十雄 をして 自分の 父に ン ドン 乞食」 と 食 はして しま ふが Tr^i^ の 平 

生 孝行で ある こと を 承知して ゐる 作者 は、 その 悼辭に 「父母に 孝に」 と 書いて ゐる。 これ は 强ち形 

式 一 片 の儀禮 ではない ので ある。 

「絡」 「煙 革と 惡魔」 「さまよ へ る 猶太 人」 は 共に 彼の 該博なる 智惠の 泉から 出た 小品で ある。 

「絡」 は W 紀以來 人 を 化す 由来 を たづね、 「煙草と 悪魔」 は 煙草 は惡 魔が 渡来せ しめたと いふ。 「さまよ 

へる^ 太 人」 に は、 古今の 傅說の 中に 猶太 人の 足跡 を たづね てゐ る。 
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共に、 縦横の 鬼才が 生んだ 愛すべき 作品で ある、 考證. 的で は あるが、 一片の， 識に墮 して ゐな 

い。 殊に 「絡」 の 中の 陸 奥の 汐 汲の 娘と、 同じ 村の 夕燒 きの SR との 戀 物語。 「煙草と^ 魔」 の 巾の liii- 

，つし あきんど 

魔と 牛 商人。 「さまよへ る 猶太 人」 の 中の キリストの 最後に おける ヨセフの 慟哭。 共に 好 © の "マン 

ス である。 これ 等に も、 解釋 がない 事 はない。 

最後に T 尾 形 了 齋覺ぇ 書」 であるが、 これ は、 「煙草と 魔」 に 一端 を 見せた キリシタン 的 趣味 か 

ら、 キリシタン 物 を 多く 物して 行く 様になった。 その スタ ー ト とも 見ら るべき、 於 がーの 作品で あ 

る。 前揭の 「煙草と 惡魔」 「さまよへ る 猶太ん」 も それの 前奏と みれば みられる。 5^ 豫！： の £t 帅： 1^ 形 

了齋 が、 11 同 村の 邪宗 門徒 篠の 行狀 を、 公儀へ 中 述べる 「覺ぇ 書」 風の 形式に なって ゐる。 

„ 我 子の 大病に て 了 齋が篠 に檢脈 をた のまれる。  _ 

篠の賴 み と了齋 の 私情 を 以て 公道 を廢す ベ から ざ る 義務 心 との 相划 が 前段 に 克明に J:^ かれて ゐる。 

そして 三度 足 を 運んで、 宗敎か 我 子 か 孰れ かを棄 てざる ベから ざる 岐路に 立った 場合、 我 r をと 

り、 宗 敎を棄 て. -ゐ るの も 自然で ある。 前段の 迫眞に 比して 後段の 奇蹟 卽ち 蘇生が、 如何にも 突 

と 思 はれる。 それ は 作者 は、 餘 りに、 筆 をお しみ 過ぎた 爲 であると 思 ふ。 

が 作者 は、 了 齋と篠 との 心的 經 過に 主眼 を 置き この 一 文を喾 いた 憾は ある。 


この 「奇蹟」 を 通じて、 切支丹の 邪宗 門で ある 事 を 云 はんとす るに は、 餘 りに 廚 突の 觀が あると 

も 思 はれる。 

全文、 候文に て 終始、 日 を 追 ふて 書かれて はゐ るが、 具象的に、 立體 的に 描れ てゐ る。 

如何にも r 覺ぇ 齊-」 風に 畫 かれて はゐ るが 藝術 的ィ ルゥヂ ョ ンを 破らす、 古典的な 氣品を 示して 

ゐる。 

特に、 前段の 了 齋の理 i« と篠の 情愛との 相 剌は鮮 かな 手際 を 示して ゐ る。 

「道 祖 問答」 は 部の 許に 通った 天 王 寺の 別當道 命阿閿 梨が、 深夜 一人 起き 出て 法華經 八の 卷 

, を讀 誦して ゐ ると、 五條の 道祖神と 稱 する 翁が 顯れて それ を聽問 するとい ふ 筋で、 その 問に 龍 之 介 

は 「天が下の いろごのみ」 とい ふ dandy の 階級に 屬 する やうな 生活と、 法 華 經讀誦 とが、 矛盾せ 

す兩立 するとい ふこと を 云 はう として ゐ るが 如く  える。 

「よう 聞け よ。 生死 卽 涅槃と 云 ひ、 煩惱卽 菩提と いふ は、 悉く 己が 身の 怫性 を觀 すると 云 ふ意ぢ 

品 や …… 」 云云が 結論の 如く 見える。 

これ は 龍 之 介の 人生 觀の 根底 をな す 主張で 「自分 は 善と 惡 とが 相反的に ならす 相 11 的に なって ゐ 

5 

ぴ る やうな 氣 がする」 (7  . 三 四) とい ふ 思想の 發展 せる 形 を 兌る。 
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因に この 素 村 は 今昔 物語の 卷 十二の 第三 十六 話 宇治 拾 遣 物語 卷 一 「道命阿闍梨和^5^式部の許に於 

て讀經 五條？ g 祖神聽 問 の 事」 その他 古事 談卷 三な どに 見 ゆる 好色 類から 取材せ る は 明で ある。 唯、 

結論に 彼の 新 解釋が ある。 

以上 「羅生門」 ー卷及 同期の 作品 を 通じて、 各 要素が：； 1 爛 として 多面 多彩、 その 光輝 を 放って ゐ 

る。 之、 作 の 力量の 秀拔を 示す ものであって、 その 端正なる 维致 と共に、 新 逃 作家 龍 之 介の、 將 

來大 をな す 礎石が、 一 讀逸 くも 確乎と して 置かれて ゐ るの を 觀 るので ある。 
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第三 章 「傀儡師」 時代 

〇 奉敎 人の 死、 〇 るし へる。 〇 枯 野抄、 〇 開化の 殺人、 〇 蜘蛛の 糸、 〇 袈裟と 盛 遠、 〇 或る：； I の 大石內 蔵- 

之 助、 〇 首が 落ちた 話 〇 毛 利 先生。 〇 戯作 三昧、 〇 地獄 變、 〇 西鄕 隆盛 

大正 八 年 一 月 新潮 社より 著者 装幀して 出版した 第一 一 短篇 集で ある。 第 一 短篇 集 「羅生門」 と共に， 

前期 龍 之 介の 特色が 著しく 現れて ゐる。 牧 むる 處、 奉敎 人の 死。 るし へる。 枯 野抄。 開化の 殺人。 

蜘 蝶の 糸。 袈裟と 盛 遠。 或る日の 大石 內藏之 助。 首が 落ちた 話。 \ ^利 先生。 戯作 三昧。 地獄 變。 の 

十一 篇。 

大正 六 年後 半から 大正 七 年 一 年間の 約 一 有半 年間の 結晶で ある。 、 

羅生門 一 卷 によって 新進作家 として 巢 立った 芥川龍之介 は 所謂 「文壇 は來 るべき 何物 かに 向って 

動きつ，. - ある。 亡ぶべき 者が 亡びる と共に、 生るべき ものが 必す 生れさう に 思 はれる。 今年 は必 す 

何 か ある。 何 か あらす に は ゐられ ない。 僕 等 は 皆 小手 しらべ はすんだ と 云ふ氣 がして ゐ る。」 と、 大 

正 六 年 一 月 「新 思潮」 に その 覺 悟の 程 を 示して ゐる だけ 彼の 藝術的 精進 は逕 しい ものが あったらう。 

それ か あらぬ か、 初期 以来の 筆に 愈、 油が 乘り、 中堅 作家と して その 地位 を 確立せ しめた 逸品が 
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この 時代 を 飾って ゐる。 寇 にこの 期の 彼 は 作品 「戯作 三味」 の 中の 主人公 馬 琴の 如く、 その 藝 術の 

經營に は 一 方なら ぬ 心魂 を碎 いて ゐる。 恒藤恭 氏の 所謂 「藝 術の 道に 精進 せんとす る 彼の 氣媿 は、 

りんりんと 鳴り を 立てる かの 如く 思 はれた」 と 言った の もこの 時代に 相應 しい。 而 して 『初期に 於 

ける 芥川氏 は その 人生に 對 する 熊 度に 於いて 著しく 沒我 的で あり、 傍觀 的であった。 それ は r 羅生 

門」 の 短篇に 於ても 充分 明白に 看取す る ことが 出来る。 然るに 氏 はやが て 作品 そのものの スケ ー ル 

を 次第に 大きく するとと もに、 最初の 守 嬰 的 態度 を 拾て ，\ 人生の 主 潮に 人り 始めた。 然かも 氏 は 

何れの 作品に 於ても その 素質が 充分 斯るメ I ン カレ ントの 作品に も 堪える こと を立證 した』 (文 -2^: の 

大勢と 各 作家の 地位 • 大正 七、 五、 十五 日) と 當時江 口 氏が 云って ゐる 如く、 稍 もす ると M 人雜誌 

的な ものから 次第に、 氣魄と 云 ひ 力 * と 謂 ひ、 中央の 舞臺 に相應 しい 力作 を發 表する やうに なった 

の もこの 期の ことであった。  - 

正宗， 臼 鳥 をして r 鷗外漱 石の 全 禁中に も斷 じて 見 難い」 「芥川龍之介の 持って 生れた 才能と、 数十 

年の 修養と が この 一 篇に 結晶され てゐ る。」 と嘆稱 せしめた 「地獄 變」 を 始め、 快舉 後の 大石 蘇 之 

助、 を 取扱った 「或る日の 大石 內藏之 助/瀧 澤馬 琴、 を 主人公と して、 自己の 藝術 精進 を； つて ゐ 

ると 稱 せられる 「戯作 三味」。 俳聖 色蕉の 臨終 を敍 した r 枯 野抄」 。切支丹 文献から 取材した、 「奉敎 人 
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の 死」 「るし へる。」 明治 開化 期 を 背景と した 「開化の 殺人」、 烈婦 袈裟に 氏 一流の 解釋を 下した 

「袈 接と 盛 遠」、 犍陀 多が ぉ釋迴 様に 助けられよ うとして その 自己の ヱゴ イズムの 爲搏び 地獄に 落ち 

て 行く とい ふ 童話 「蜘蛛の 糸」 等、 取 村、 趣向、 等、 千變萬 化、 よく その 複雜 さ、 と觀 照の 深さ を 盛 

つた 傑作 を 生んで ゐる。 

この 期の 特長 は 「地獄 變」 を 中心とした 藝術至 上 主義 的な 作者の 風貌が、 現れて ゐる 事お。 それ 

は、 馬 琴が 漸く 自己の 天地 を 見出さす の もや はり 己の 藝術 であり 、「地獄 變」 の 屏風 完成の 爲 には自 

が 她をも 火中に 投 するとい ふ藝 術に 對 する 作者の 心 熱、 . （ . それ は藝術 至上 主義 的で なければ なら 

ない。 そして、 これ 等の 心血 はやが て は、 藝 術に 對 する 作者の 氣魄を 示して ゐる。 「奉敎 人の 死」 「る 

し へ る。」 も異國 情緒 を 追 ふ、 美的 感情の 方が 色 濃く 現れて ゐる。 

これ 等を總 合して 一度 は藝術 至上 主義 的で あると する ので あるが、 半面、 この 期 すら、 專ら、 藝 

術 至上 主義に 終始 はしなかった。 

「羅生門」 時代に 於て 「孤獨 地獄」 を 物して、 早く も 人生 觀 的な 一 面 を 示した 作者 は、 芭 蒸の 臨終 

を敘し 乍ら も、 其 角、 去來、 丈艸、 支考、 惟然、 乙州等の^^子達をして、「師の臨終」 の 際まで も 彼 

等の H ゴ イズム を 語らし めて 止まない。  . 
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そして 「地獄 變」 です らも 單 なる 藝術 至上 主義 的 作品で はない。 主人公の整家良秀をして作^<;は 

作品 完成と 共に 「自分の 部屋の 梁へ 繩を かけて、 縊れ 死」 なしめ てゐ るので ある。 

玆に、 龍 之 介の 藝術 至上 主義 は滿 足して 他 を 省みない 體の もので はない ポ J がわ かるので ある。 室 

生 IS 星が 「芥川龍之介 氏の 人と 作」 との 中で、 『彼 は 充分な 縹茫ゃ 枯寂を 「枯 野杪」 で：^ 表し 得な か 

つたと 言って よい』 と 言って ゐ るが、 龍 之 介と い へば 總茫 ゃ枯 寂を附 物の 如く 考 へる ie^ を 私 は 否お 

したい。 少く とも 龍 之 介 は、 それ 等の み を 追求して ゐる單 なる 古典的 作家ではなかった。 

之 を 要するに 「傀儡師」 時代の 彼 は、 作家 生活の 前後 を 通じて 最も 藝術 至上 主義 的であった。 し 

かし、 彼の 瞳 は 「人生の 爲の藝 術」 に 半ば また、 いて ゐ たとい へよう。 

素 村 は 「羅生門」 時代に は、 今昔 物語 や 宇治 拾 遣 物語に 取った ので あるが、 今期 は、 德川^ 代に 

取 村せ る もの や 切支丹 物 を 始め、 開化 期の もの も 交って ゐる。 總て、 一種の 藤 史小說 であり、 物；^_1 

風な 作品で ある。 が、 それ は單 なる 歷史 でも 物語で もない。 姿 は、 物語 風で はあって も 物； 胎 ではな 

い。 これ も 窒生犀 星の 「彼 は、 彼の 文攀的 過去に 於て 物語の 作家であった」 とい ふの は 誤 謹で あら 

うと 思 ふ。 なぜかな らば、 龍 之 介の 歷史 物語 は 前述. 「羅生門」 に 於て 川した るが 如く、  i 半た る 物 

語 を描寫 せんが 爲の歷 史小說 でない。 自己の 主張 を、 叙べ るに、 都合の よい 爲に、 時代 や 物； お を IS 


擇 したので ある。 龍 之 介の 藝 術に 盛らん とする 藝術的 意欲が 先づ あって、 物語が 後に あるの だ之斷 

じて 龍 之 介の 小說の 物語 的で あっても 物語 そのもの でない 所以で ある。 

この 點は、 多くの 評 家と 對躕點 に 立つ。 恰も 龍 之 介 を 「物語 作者」 の 如くに みる こと は 私に 於て 

斷 じて とらない 所で ある。 片岡鐵 兵 も 「作家と しての 芥川 氏」 (昭和 二、 九 追悼 號 による) の 中に 歷 

史物 は、 作者の 持った 興味の 中心 點が 凡眼に は 茶 だ 漠然たる ものが 多い。 とい ふの は、 取扱 はれた 

. 村 料から、 一 つの 思想 的テ ー マ を 見出す ことが 困難な ので あると 云って ゐる。 

併し、 その 困難で ある 事 は、 中心 點が 全然ない と 云 ふ 事に は、 なり 得ない。 それ は 固定 的な 「思 

想」 とい ふ 形 はないで あらう。 しかし、 その 作品の 主張 は 自ら 判然して ゐる。 そして、 主眼 は、 多 

くの 場合 龍 之 介 は その物 語られる 物語 自體に 置い てない のを發 見す るので ある。 

この 點は、 私 は 多くの 評 家に 背 を 向けたい 點 である。 そして、 典 雑な 龍 之 介と 共に、 實に 理智的 

な、 寧ろ 科學 的な 人生に 對す 態度 を 見る ので ある。 われわれ は、 典雅な 端正な 彼の 創作の 一 篇の中 

作  ， 

品 にも、 分析 飽く 事な き 人生の 諸惡に 目を濺 いで ゐる 彼の 暗い 隨に出 遇 ふので ある。 私 は、 この 龍 之 

< 冊  . 

介に も 敬意 を 捧げたい と 思 ふ。  - 

1 

E  これ は 「僕 は藝術 上の あらゆる 反抗の 精神に 同情す る。 たと ひそれ が 時として、 僕 自身に 對 する 
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もので あっても」 と 云 ふ 如く 反抗的に さへ みえる。 そして この 點に、 死後 發 表された 評 家の 一一： 叫 は 

特に 今 B へらしく 瞠目して ゐ るので あるが、 それ は、 旣に 初期より 胚胎して ゐ るかの 様で ある。 

大正 八 年 r 藝術 その他」  一 (5  • 一  四) とい ふ H ッ セ ィの 巾に T 藝術家 は 何よりも 作品の 完成 を 期せ 

ねばならぬ。 さもなければ、 藝 術に 奉仕す る 一 I が 無意味に なって しま ふだら う。 たと ひ 人道的 感激 

にしても、 それだけ を 求めるなら、 単に 說敎 を閒く 事から も 得られる 香 だ。 藝 術に 奉仕す る 以上、 

僕 等の 作品の 與 へる もの は、 何よりも ま づ藝術 的 感激で なければ ならぬ。 そこに は唯俟 等が 作品 

こしら 

の 完成 を 期す る 外に 途 はない のた」 とい ひ 又 「完成と は 讀んで そつ のない 作品 を iw へる 事で はな 

い。 分化 發逹 した 藝術 上の 理想の それぞれ を 完全に 實 現させる 事 だ。 それが いつも 出來 なければ、 

その 藝術家 は恥ぢ なければ ならぬ」 と 云って ゐる。 

彼 は、 「人生の 爲の蘇 術」 に 執す るに は餘 りに その 「功利」 を 知り T 藝 術の 爲の藝 術」 に 執す るに 

は餘 りに 「その 「遊戲 化」 を 恐れた、 そして、 藝術的 完成 を 分化 發達 上の 理想の それぞれの 完全な 

る資 現に 置いた。 それ故に 芥川龍之介の 作品から、 一 方 的に 「思想」 や T 藝術」 自體を 求める ま は 

誤謬で ある 事 を覺ら なければ ならない。 そして實は單なる物；^11の中に、 如何なる 人生 を 如何なる S 

術 を、 われわれが 窺知し 得る かが、 彼の 作品への 課題で ある。 


(253) 論 品 作 


「藝術 活動 は、 どんな 天才で も、 意識的な もの だ」 と r 藝術 その他」 の 中に 言へ るが 如く、 彼の 藝 

術 は、 著しく 意識的で 寸分の 破碇 がない、 片岡良 一 氏 も 嘗て 「芥川龍之介の 作品」 (國 語と 國文擧 

大正 十四 年 六 rl^ の 中に 於て、 

「氏 は そ の 創作 活動 のす ベての 場合に、 その 活動の 生む ベ き 効果 の 計算 を 決し て 忘れない 人だった。 

自ら 氏の 作品に は 常に 非常な 乎 堅さが あった。 出 鰐 目ゃ氣 まぐれに よって 亂 されない。 渾然たる 纒 

りが あった。 無論 その 極端に 失敗した 作 は 別 だが、 大抵の ものに は、 一 絲亂れ ぬ 均整と、 何處 にも 

過不足の ない 彫 球と 銑鍊 とが 行き渡って ゐた。 作品 全體 として 見れば、 そこに 取扱 はれた 材料に 對 

する 作者の 把握と 支配と が 十分 過ぎる 程 十分に 感ぜられ、 部分的に 言へば、 拔け 目の ない 確 實な村 

料の 布置と、 一 語 一 語に も 作者の 意識の 張りき つた 文字の 使用と が 感じられた。」 と 言 ひ、 又 「全 體 

としても、 部分的に 見ても、 殆ど 何處 にも 破碇 とい ふ ものの 認められない 氏の 作品の 最も 著しい 特 

色の 一 つ は、 云 ふまで もな く、 これが、 徹底的に 完成され た藝術 品で ある こと だ、 この 點で、 芥川 

龍 之 介 氏 は 確かに 我 が 文壇 では 獨 歩の 位置 を 占めて ゐる 。」 と 言 つたの も、 賞 は 前期の 彼の 作品が 如 

實に 示して ゐる 著しい 特徵 であった。  - 

そして、 われわれ は、 この 作者の 藝術 境が 或 程度まで この 前期に 上昇し 寶 現して ゐ ると S ふ。 
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大正 七 年と 云へば、 作者 は、 その 年の 二月 結婚し、 生涯に 於て 藝術 上に 於ても 漸く 油の 乘 つた 時 

期で ある。 彼 は、 彼の 輝かしい 未来 を 想望し、 精進の 跡を迆 つたと 共に、 「毛 利 先生」 や 「路上」 な 

どに よって、 過去 を^ 懐古して ゐる。 

「傀儡師」 世に出 づる や、 新潮 社廣吿 文に 『著者 具 さに 名匠の 苦心 を盡 して 一 作 を ゆるがせ にせす 

兹に 漸く 此ー卷 を 公に する 事と なれり。 牧 する 所 「地獄 變」 「戲作 三昧」 以下、 何れも 寳 玉の 光^と 

古金 欄の 色彩と を備 へたる 氣品 高き 作品の みに して、 獨り 新興 文 g の 異彩た るの みならす、 口木の 

文藝に 空前の 新生面 を 開き、 獨ー 無類の 作風 を 完成せ る もの 也。』 としたの も、 あながち、 過 (ハ、 では 

ないで あらう。 

「地獄 變」 は 管に この 期の 特徵を 色 濃く 高 昇して ゐる ばる かりで はない。 龍 之 介 一 代の 名作で あら 

う 0 素 村 は 宇治 拾遺 物語 卷三、 「繪佛 師良秀 家の 燒 くる を 見て よろこぶ 事、」 十 訓杪第 六 「紛佛 帥， U あ 

とい ふ儈」 及 古今 著 聞集卷 十一 の 畫圖第 四 話の 弘 高の 地獄 變を 描いた 話 等を參 照して 作られた もの 

であらう。 それら は、 いづれ も藝 術に 魂 を こめる 者の 崇高 さ を 物語って はゐ るが SS1. なる 記錄に 過ぎ 

ない。 龍 之 介 は說話 的に 攀を 運びつ. -立體 的に T 地獄 變」 の碎 風の 由來を Si つて ゐる。 


(255^ 論 品 怍 


本朝 第 一 の繪師 良秀が 「地獄 變」 の 屏風 完成の 爲に大 殿様に、 檳椰 毛の 車と 上 脇 一人と を 火に か 

けて 實驗 して 見せて 貰 ひたいと 申出る。 彼 は、 見た もので なければ 畫 かれない とい ふ。 大 殿様 は、 

それ を 引受け、 常用の 樓榔 毛の 車に、 召使って ゐた良 秀の娘 を 縛して 火 を かけさす。 良 秀は我 子の 

火焰に 包まれる 光景 を も 忘れて 藝術 境に ひたる が、 作品 完成 を 期して 自ら 縊れ 死ぬ。 これが ー篇の 

筋で あるが、 全幅 さながら 炎熱地獄 を、 はう ふつす る體の 懷慘を 極めて ゐる。 特に 第 六 章 は、 この 

繪 卷描寫 である。  - 

「これ を 見る もの、 耳の 底に は、 自然と 物凄い 叫喚の 聲が傳 はって 來 るかと 疑 ふ 程、 入祌 ひ出來 

映で ある」 と 「地獄 變」 の 屏風 を 物語る 作者の 氣魄 は、 藝 道への 強い 憧憬と なって 鮮 かに 殘 つて ゐ 

る。 岩 城 氏の 所謂 「藝 術家氣 質の 一 面 を强ぃ 光で 描いた」 もので あり、 千 葉龜雄 氏の 所謂 怪異 美 描 

寫の 南極と も 云 へ る 部分が どこに でも 散在す る。 

私 は、 これ は、 都會 的な 彼 自身に 對 する 作者の 「野性の 叫」 ではない かと 思 はれる。 か、 る凄慘 

な 描寫、 野蠻な 美し さは、 氏の 作品の 一 つの 方向 を 作る もので あらう。 

當 時の 評 家 江ロ澳 氏は當 時評して 、『「地獄 變」 に 於て は 今や その 豐麗な B マ ンチ シズム から 现智の 

轡を はすして 如 にも 自在に 奔馳 せしめて ゐる』 と 言った が、 口 マ ンチシ ズムの 底に は 地獄の 火焰 
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が i^H 慘に 燃えて ゐ るの を 我々 は 見る ので ある。 窒生氏 も その 解題で 言及して ゐる 如く、 作お 晚^; 1 

りかけ た 健康の 中で 或讀 者からの 手紙で 「地獄 變」 とい ふ 文字 を 見て 戰慄 した 「自分に も その 氣待 

が祌經 的に 同感され る。」 と 云って ゐる。 晚ハ牛 r 齒車」 の I::- にも、 作者 は 「保 儒の 6n 藥」 の 巾の ァフ 

ォ リズム 「人生 は 地獄よりも、 地獄 的で ある。」 等と 共に この 主人公 良秀の 運命に 恐怖して ゐる。 こ 

れは 何よりも 作者 の 單、 なる 技巧な ど で はなく、 彼 の 全人格 を ゆり 動かす に 足る ものである こ との J ほ 

左で ある。 と 同時に、 如何に この 作品の 强烈か を 示す 好 筒の ェ ピソ ー ド とならう。 

正宗 白鳥 は 「芥川龍之介 論」 の 中で 左の 如く その 價 値に 於いて 述べて ゐる。 

「今度 讀 みかへ して 見て 一 暦 深い 感銘 を 得た 芥川龍之介 2 おって 生れた 才能と 数十； 牛^の 修業と が こ の  一 t.^ に！^ 

晶 されて ゐ る。 聰明な 才人 の 智惠 の 遊びで はない。 心 熱が 燃え てゐ る。」 「この 一 篇は鯓 外漱石 の 全 化ボ 巾 にも 斷 じて 

a 難い ものであると 確信して ゐ る。」 「この を 以て、 芥川？ は 之 介 の 最 傑作 として 描譜 する に^ 路 しない。 叨ュ E 以 

來 の 日本 文 史 に 於ても、 特異 の 光彩 を 放 つて ゐ る 名作で あ る。」 

我等 も 亦 同感 せす に は 居ら れな い。 彼の 遣傳 環境 時代 を 考慮 の 屮 に容れ てこの 作品 は设も 芥川舰 

之 介 的で あると 思 はれる。 「地獄 極 樂圔」 を 歌った 歌人 齋藤 茂吉 氏の 仕事 を 彼 は 短篇に よって 歌 ひ あ 

げてゐ る。 


(257) 論 品 作 


戲作 三昧」。 を 窒生犀 星 氏 は、 解說 して、 斯う 云って ゐる。 

「朗らかな 氣 持で 老馬 琴の 生涯の 幾 枚 か を書綠 つた ものである。 作家と しての 彼 は、 爲 琴の 生活の 巾に 最早 彼 

自身 を： る こと を 拒め なくなって ゐる。 作家の 幽遠 や 思慕 は 時に 昔の 作家 を 思 ふ ことがある ものである C 彼が 

著 早く も老馬 琴に 思 ひ を 潜めた の も 今 H になって 兑 ると 却々 に懷し ぃ氣 持で ある。  ， 

と。 そして、 この 作の もつ 割 役に ついて 早く 大正 八 年 二月 「浪漫主義の 本質」 の 中で 寬が、 

「彼の 創作 生活の 吿 白でなくて 何で あらう。 た i -、 彼が 世の 所謂 告白 作家よりも もっと 藝術 家で ある 1^ に、 曲 

亭-馬 琴 を 傀儡と し て 、 吿白 の 代理 をせ しめたのに 過ぎ ない。」 

と 云って ゐ る。 

然 らば、 この 作者 を 暗示して ゐる馬 琴 を 如何に 描いた か、 そこに は、 他人の 批評に 耳 を 傾ける 馬 

琴が ゐる。 他人の 批評に 祌經 を， なやます 馬 琴が ゐる。 己の 藝術を 泰水ゃ 種彥に 比較され て， s: 己の 孤 

高に 疑問 を 懷く馬 琴が ゐる。 叉 古今と 後生の 板 挾みと な つて ゐ る 自己 の 地位 を！ 守 つて ゐ る 馬 琴が 

ゐる。 不安が ある。 が 孤獨の 中に も 、「根 かぎり 書きつ づけろ。 今 己の 書いて ゐる事 は、 今で なけれ 

ば 書け ないか も 知れない ぞ」 と 云って、 王者の やうに、 「不可思議な 悅び」 「恍惚た る 悲壯の 感潋」 に 

滿 ちて 筆 をと つて ゐる馬 琴が ゐ る。 
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「この 感激 を 知らない ものに、 どうして 戯作 三昧の 心境が 味 到され よう。 どうして 戯作者の 厳 力な 

魂が 解され よう。 こ、 にこ そ 「人生」 は、 あらゆる その 殘滓を 洗って、 まるで 新しい 纖 石の やう 

に、 美しく 作者の 前に.， 輝いて ゐる ではない か。 ：：： 」 

「rKES ぬ 地 で 彼の 中に 生きて ゐる 「孤 獨」 に 注目した われわれ は、 僅かに 戯作 三昧に 耽って、 孤 

獨を 忘れて ゐ るかの 如き 作者 をみ る。 然 かも、 自己の 藝術 にも 或懷疑 を殘し 乍ら。 「描寫 もがつ ちり 

^を 卸した やうに、 堪め 込まれて ゐる靜 かな 明るい 午過ぎな どで 讀 むと 泌々 せられる。 龍 氏 作" i の 

あぶらの のった 初期の 物と して 自分 は愛讀 して ゐる」 と 窒生氏 も 云って ゐる。 私も亦 同感で ある。 

宫本顯 治 氏 は 「敗北の 文擧」 の 中に 於て、 「地獄 變』， 戯作 三昧」 を 「沼」 などと 共に 評して、 

「藝 術， り 生 沾に材 を 採った 芥川 氏の 作品 は、 鐶 然とした 熱情の ために カ强ぃ 表现を 受けて ゐる。 「戯作 n 昧」 

「也 S 變」 「沼」 —1 これらの 作品の 主人公 達 を、 共通に 赏 いて ゐ る事赏 は、 現世 的に 彼等が 決して 幸福で はない 

こと だ or 戲作 三昧」 の 境地に 落ちつ いて ゐる やうに 见 える- it 琴 すら、 安住の 人で はない" 彼 を ii 解し ない 作家 

に對 する 侮蔑、 藝 術と 逍德 との 二元的 相 超、 愚昧な 檢閱官 に對 する 痛罵、 我々 は 馬 琴の 巾に 作^の 姿 を 汲みと 

る ことが 出來る 。だが 「戯作 三昧」 の 氏に は、 まだ 深い 絶望はなかった。 人生 は 座せ ガと惓 怠に みちて ゐる にし 

ろ、 ..寸 に 「あらゆる 残滓 を 洗って、 新しい 鎖 脈の やうに 輝く 時が あった。」 から。 民衆に 對 する 孤高な 態^ は T 苦 

？ S と いふよ リも、 寧ろ 矜恃を もった 張 リを與 へ る ものだった o( 巾 略) 


(259) 論 品 作 


「地獄 變」 は藝術 家の 狂氣に 近い 魂が 切 .1 只に 描かれて ゐる 作と して、 最も 壯烈な 色彩に とんで ゐる。 藝 術の 精 

進の 前に は、 いかなる 野蠻な 精進 を も 投げ出す こと を 厭 はない 藝術 家の 勝利 11 不幸な 勝利が ある。 だが、 線 

師良秀 は いつ 迄 も、 野 蠻な藝 術 的法悅 に恍饱 となって ゐる ことが 出來 なかった。 この こと は 重要な 喑示を 持つ 

てゐる 。「道徳的な 芥川 氏の 一 面 は、 やつば リ、 良秀 に縊れ 死の 結末 を與 へずに は 居られなかった の だ.^ その 前 

に は 一切 を 蹂躪して 悔いない 藝術的 氣魄を 示しながら、 此の ヒュ ー マンな 半面 は、 その 蹂鑭を 妨げる の だつ 

た。 藤 術 は 氏に とって は 最上の 城砦で はあって も、 氏の 全部と は成リ 得なかった こと を、 いみ じく もこ に 知 

ら される ので ある。 氏 は藝衛 上の 至上 主義者と は 成り 得なかった。 畢竟 氏 は、 藝術 的な 11 甚 しく 藝術 的な 氣 

質に 富んで ゐ ながら、 それに 安住す る ことが 出來 なか つ た。」 

といって ゐる。 . 

これ は、 た^に 二 作品からの、 作家への 關心 ではない。 彼の か、 るヂ レンマに 陷 ちて ゐ たこと は、 

晚 年に 至る に從 つて、 はっきり 形 を 取る やうに なった。 

「仇 討の 快擧 をし とげた 四十七士 は、 今 細 川 家の 奧の 座敷に 公儀の 沙汰 を 待つ てゐ るので あるが、 すべ ては溫 

い 日 ざしの 中に 心靜 かに 滿 足の 情に 浸つ てゐ る。 その 中 彼等の 1 人が、 目下 江戶 表に 何かと 仇 討 じみた 事が は 

やり、 最近に も 米屋の 丁稚が 主人 を 侮辱した 職人 を 途に耍 して 「主人の 簪思ひ 知れ」 と 云って、 钩を 肩に 打ち 

こんだ さう だと 語る と、 昝は心 持 よげ に 笑った が、 內藏之 助 だけ は 額に 手 を 加へ たま  >-默 つて ゐ る。」 

と 作品 「或 日の 大石 內藏之 助」 の 梗概 を 書いて、 岩 城 準 太郞氏 は、 「作者 は 內藏之 助の 此の 時の 心 
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理を 精， 1 に說 明して、 その 不快に 感じた 理. S を 周到に 叙述して ゐ る。」 と 評して ゐる。 (明治 大； 止の 國 

文舉、 BOB  , 

湯 地 孝 氏 は、 「快擧 後の 大石 内藏之 助が、 周圍 の兑當 遠 ひの 激赏に 接して すべて を Eif.- た 今、 自ら 

味って ゐる滿 足感の 中に 一 脈の 寂し さを覺 えて 行く 經緯 が、 精細に 描寫 されて ゐ る。」 (日本 文舉大 

辭典 一 卷 叫 六 七 頁) とした。 

二 氏に よって 旣に 明らかな 如く、 事業 を 完成した 滿足感 の 中に、 しのびやかに 辦む. -:: 众愁、 —— ま 

だ果 さない 過去 世 をな つかしむ 心 を描寫 した ものである。 作者 は 他の 文章で、 ：： 十く より、 名 を 成し 

た 不幸 を 語って ゐる。 彼 {：:: 身の 氣 持が 裏 附 となって ゐる。 

「枯 野抄」 は、 湯 地 孝 氏の 說 の 如く 「- ！巴 蒸の 臨終に 會 して 其 角、 去來、 丈艸、 支考、 i. 乙 州 

等が、 師の 逝く に々 Z つて 感じた 我執に 捉 はれた 感， S を 各人の 風貌 性格に 應 じて 心 现 的に 述べ、 その 

間 自ら 俳聖の 精祌 的に 孤獨な 終焉 を 彷彿 させて ゐ る。」 

窒生厚 星 氏 は、 『彼 は 充分な！！ 渺ゃ枯 寂 を 「祜 野抄」 では あら はし 得なかった と 云って よい。 去 

來、 丈 艸の諸 I： 弟 を 一 々描いた だけで、 それだけの 彼の ねら ひが 餘り にこの 签氣を 表すに 近 具 立が 

多かった と 云 つて 過で はなから う。」 と 云 つて ゐ るの に對 し、 宮本顯 治 氏 は， の 如く 反對 意：： 儿を述 ベ 
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て ゐる。 

「枯 野抄」 も亦單 なる 渺茫の 趣を覘 つて ゐる 作品で はない。 この 作品に 充分な 渺 茫ゃ枯 寂が 現されて ゐ ない、 

と 云 ふ 室 生 犀 S 氏 は、 結局 氏 自身の 好み を 語って ゐ るに 過ぎな いで あらう 一 般 的に 云って、 氏の 作品に いつも. 

さう した もの を發 見した がるの は、 芥川 氏を餘 りに 東洋 的な 文人と しょうと する 鑑賞 家的惡 癖で ある 。「悲嘆 か 

ぎリ なき」 門弟た ち は、 必ずしも 嘆きの 中の 悅び I 芭蕉の 人格： £壓 力の 粹梏 からの 解放の 悅びを 持たぬ わけ 

ではなかった。 彼等 は枯 野に 窮死した 先達 を 嘆かずに、 薄 慕に 先達 を 失った 自分 達 自身 を 嘆いて ゐる。 我々 は 

こ、 に、 近代的 個性の 痛々 しい. DZ 已 省察 を 見せられ るので ある。」 

私 は、 後者に 贅 同せ すに は 居られない、 なぜならば、 德 K 太郞氏 も、 指摘 せられて ゐる 如く 其 角 

は 骨と 皮ば かりの 師の 姿に 嫌忌の 情 を 起し、 去 來は師 の 看病に 盡 した 自己に 滿 足し、 支考は 冷酷に 

I 座の 狀態を 眺め、 師 の：？ 禁 を發刊 して 儲けようと 考 へて ゐ る。 惟 然坊は 今度 死ぬ の は 自分で あら 

うと 恐怖し、 丈 艸は師 の 死によ つて 彼の 人格 的 顯 力から 免 かれて 自由な 载 持になる こと を 喜んで ゐ 

る。 この やうに 門弟 一同 個人、 ffi 義的 愛情 を 描いた と 同時に、 一代の 俳聖が かかる 門弟に 圍 まれて 逝 

く 孤 獨の姿 を描寫 した ものであると 思惟す るが 故で ある。 

この 作品が 成る までに 三度 作者の 心境が 變轉 した。 三度 目 蕪 村の 描いた 「芭蕉 iHisiJ ならびに、 前に 見た 

川 越の赛 多院の r 芭燕涅 藥圖」 等から ヒ ン卜を 得て 完成した と 龍 之 介 自ら 「一 つの 作の 出來 上る まで 1(6  • 11 一 
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A  一  )  2  ft 來を 記して ゐる。 

これ 等の、 人 公、 良 秀も馬 琴 も 內藏助 も 笆蕉も 作者の 息吹 を 感ぜし める に 充分であって、 听 ^E:! 

なる 物語で はない。 彼 自ら を 濃淡の か； - こそ あれ 吿. Mr して ゐる。 

r 效裟と 盛： 遠」 は、 「袈缓 が 夫の 身代りと なって 盛 遠に 殺される 場合の 戀 愛心现 を、 各自の 獨 白を藉 

りて 微細に 解剖し、 兩者 それぞれの 動機に 傳說 とは異 つた 作者 一流の 皮肉な 解釋を 下した。」 と 地 

孝 氏が 云 つて ゐる 如く 坊 問に 傳 へ られ てゐる 「烈 效裟」 を 一 介の 人妻に 描き 直 ほして 装 の 夫、 

渡 左衞門 尉に そむいて 盛 遠に 通じ、 盛逮 をして 渡 を 殺さし めようと する が、 盛 遠が c: 分の {^ 姿なら. 

びに、 心 組 を 憎んで ゐ るの を 知って、 装裟が 身代りに 立つ 事に なって ゐる。 

この 新 解 釋に對 する 或 人 S 非難に 答へ て、 彼 は 源平 盛衰 記の 文覺發 心の 條 「はや 來 つて 女と 共に 臥し iji- たり. 

狹 夜も漸 更け 行きて 一 K 云」 を 引用して T 裝裟と 盛 遠と が 情交が あった 事が、 s 分の 創作で ない」 を立證 し、 

史赏を 勝手 に 改竄し た 罪 は、 あの 小說を 非難す る ブル ヂョァ 自身に あつたと 云って 差 支へ ない。」 

記 二八 三) 

と 云って ゐ る。 

1 篇複雜 な 心理 描 寫が、 作者の 主觀を 縦横に 驅 使して ゐる。 
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「尾 形 了齋覺 え-寄」 に 次ぐ キリシタン 物と して 本 期に 傑作 「奉敎 人の 死」 「るし へる」 の ニ篇が ある 。- 

殊に 「奉敎 人の 死」 は キリシタン 物の 極北と して 當時 評判の 高かった ものであった。 

共に、 口 マ ン チック 乃至 H キゾチ シズム が 色 濃く 浮 出されて ゐる。 

「なべて 人の 卅レの 尊 さは、 何ものに も換へ 離い、 殺那の 感動に 極まる もの ぢゃ。 暗夜の 海に も譬 へよう ず 煩悩 

心の 空に 一波 を あげて、 まだ 出ぬ 月の 光 を、 水沫の 中に 捕へ てこ そ、 生きて 甲斐 ある 命と も 中 さう ず ご 

と 「奉敎 人の 死」 の 後段に 言って ゐる。 彼は兹 では r 藝 術の 感動」 に 專ら身 を 投げ かけて ゐる。 

男装の 爲め 邪淫の 寃罪を 負 ひ、 長 崎の ー敎會 から 破門され た 切支丹 宗徒の 若い 女が、 艱苦 迫害に 

打 勝って 最後まで 敎を 捨てす、 栗 は 街の 大火に 際し 身 を 以て 幼 兒を救 ひ、 自分 も 亦 大焰の 中に 最後 

を 遂げて 行く、 神の 如き 淸ら かな 殉敎の 姿 を 描した 「奉敎 人の 死」 は、 長 崎 耶蘇 會 本の 態に 做 ひ 巧 

みに 描いて 琪の 破綻 もない。 

そして、 大火の 火焰の 中に 救った 子 は、 かって 彼女が 傘屋の 娘に 子 を 孕ませた とい ふ 寃罪を 受け 

た 子な ので ある。 

その 「ろお れん ぞ」 奉敎 人が 死んで 始め c、 女で ある 事が 一般に 知れ、 傘屋の 娘の 子 は、 娘の 

「こ ひさん」 によって 家 隣の 「ぜんちょ」 の 子で ある 事が わかる ので ある。 くー篇 r: は 主人公 
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「ろお れん ぞ」 を 男と して 取扱って、 作の 結末に 於て、 實は 女が 男装して ゐた 事が わかる ので ある。 

此點 ：^、 この ー篇が 傑作で ある 事 を 許す 人で も 非難 L てゐる 者が 多い。 志 賀直哉 氏 も 「^掛 にて」 

(中央 公論。 昭和 二  a 九) の 一 文の 中に 於て 、「作者の 技巧が 見えす くやう で 面白くない」 と 云つ ゐる。 

これ は、 「尾 形 了 齋覺ぇ 書」 に 於ても 一寸 觸れた 如く、 切支丹の 敎の 奇蹟 的な 蓽件を 取扱った ものな 

るが 故に、 さした る 自然主義 的な 觀點を 担 否し なくて はならぬ。 

作者 は、 この ー篇 にプレ フエ， I ス して 「善の 道に 立ち入り たらん 人 は、 御敎 にこ もる 不可 思 の 

甘味 を覺 ゆべ し。」 と 云って ゐ るからで ある。 この 篇の 後記に 於て、 

r れ げん だ、 おうれ あ」 の 如き 假說の 長 崎 耶蘇 會 出版の 一書 を 作り上げ 好事家 を 喫 驚せ しめたの も 

實 に本篇 であった。 (生涯 論參 照)  . 

當時江 口 澳氏は 「奉 敎 人の 死」 を 論じた 中に 

「この 作 は 構想 もよ いが、 又 スタイル も 好い 。「この 稀の スタイル は 不勉強な 私の 知って ゐ る範圃 では、 かのお 

原譯の 「H ソポ 物語」 に 使用され てゐる • 然か もこの 作の スタイル は rn ソポ 物語」 の スタイルに 一 味の きら 

び やか さ を 加味した ものである。 それが この種の リリカルな 物語に、 ，3:1 段の 光彩 を 添へ てゐ る。」 (帝 ^文お 

大正 七 年 十月 號) 
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と 言って ゐる。 

曩の 「尾 形 了 齋覺ぇ 書」 と 謂 ひ、 この 作品と いひ、 エキゾチック なか \ る スタイルに、 とつぷり 

入 込んで 自由 無礙 に、 圓轉と 操って ゐる 作者の 技量、 藝 の深邃 さに は 驚嘆の 外 はないで あらう。 

キリシ タ ン 物の 極北と 稱 せられる の も實に その 點 にあら うと 思 はれる。 

「るし へ る。」 は 「巴 聊呲弇 の 前に 姿 を 現した。 、 日本の Diabolus つ を 一 瞥 しょうと 思 ふ」 と 書い 

て ある 如く、 禪 僧巴毗 弁の 書いた 如くに した、 惡魔 「るし へる。」 の、 實は 作者の 解釋 である。 

「惡 魔の 族 は そ 2 性惡 なれ ど、 善 を 忘れず、 右の 眼 は 「いんへ るの」 の 無 間の 暗 を 見る と 云へ ど、 左の 眼 は 今 

も尙 「はらい そ」 の 光を麗 はしと、 常に 夭 上を眺 むるな り。 されば こそ 惡に 於て 4- からず。 屢 Ds, が 夭 人の 爲 

に 苦しめら る。」 

芥川龍之介の 態度 も、 か、 る 桂^ を 深く 身に 藏 して ゐ たので はない かと 思 ふ。 惡魔 「いんへ るの」 

の 中に、 作者 は 自分 自ら を 語って ゐ るが 如く 思 はれる。 

「るし へる」 も 亦 「奉 敎 人の 死」 の 如く、 その スタイル は琪の 破綻がない。 その スタイルが 彌 がヒ. 

にも これ 等の n マ ンスに 仕上げ を 施して ゐる觀 が ある。 正宗 白鳥と 共に 「完成され た藝 術」 である 

と 思 ふ。 唐 木 噴 三 氏 はこの 「るし へる 」 を 重要視し、 その 龍 之 介 論 を 展開して ゐる。 
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「開化の 殺人」 は 次の 時代の 「開化の 良人」 などと 共に 治 開化 期から 素 村した もので、 「II 化の 狡 

人」 は その 方而 の！ S 矢で ある。 

「幼馴染の 甘露 寺 明 子への 戀 慕と、 彼女の 第一 の 夫 滿村恭 平 を 殺して、 自ら 責められる 良心との； 0? 

藤に 惱む醫 師北島 義 一郎が、 一 W び 第二の 夫、 本 多 子爵に 對 して 抱く 殺意の 誘惑と 戰 ひつ K、 遂に， y 

己 を 精神的に 救 はん 爲に 自決す るに 至る 始末 を、 本 多 子爵へ 宛てた 彼の 遺書の 形に 據 つて 記した」 

(湯 地^ 氏の 極概) もので、 これ は 封建的な 道德 から 自己の 名 を 全 ふしたい ための H ゴ イズムから 

苦しみ，：！：： 殺す る、 や； 人 公 を 描いた とみる 篠 H 氏の 見解に も 一 應黉 成される。 自殺までの 心理が 克明に 

描かれて ゐる。 

「首が 落ちた 話」 は、 滿洲 戰爭で 頻死の 重傷 を 負った 支那 人 何 小 二の 穴 r; 想 的な 話に 託して、 人 の 

弱 點を衝 いた ュ ー モアな 作品で ある。 作者 はスケ プチ ッ クに 臨んで ゐる。 

「西 鄕 隆盛」 も 之と 同様な 作品で ある 。「首が 落ちた 話」 の 結末 「我々 は 我々 自身の あてに ならない- 

事 を、 痛切に 知って 置く 必要が ある」 と 云 ひ 又 T 西鄕降 盛」 の 結尾に も 「我々 は 何も 知らない。 い 

やさう 云 ふ 我々. tn 身の 事 さへ も 知らない。 まして 西鄕 隆盛の 生死 を やです。 (略) 见に 角俟は スケプ 

チックで 澤山 だ。 君 はさう 思はないです か。」 と 云って ゐる。 
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「蜘蛛の 糸」 11 

正宗 白鳥 氏 は その 「芥川龍之介 論」 の 中で 次の 如く、 梗概 を 述べて ゐる。 

「蜘跦 の絲」 は 犍陀多 は 生前の 惡行 のために 地獄の 底に 墮 ちて ゐ たが、 ただ 一 度 蜘蛛の 生命 を 助けた ことがあ 

つたの が、 お 釋迦樣 の 記憶に 浮んで、 その 惡 行の むく ゐ として、 地獄から 救 ひ 出される ことと なって、 お 釋迦. 

樣の 手から 一筋の 蜘蛛の 絲が、 その 地獄の 底へ 下ろされた。 捷陀多 は その 絲を 見つけ と歡 喜して、 それに 鎚 

つて 天ヒへ 上り かけた が、 他の 多くの E 非人 も 彼れ に 習って その 絲に 鎚リ つ いた。 彼れ は 多人数の 重みで 絲の中 

斷 する こと を 恐れて 「この 蜘蛛の 絲 はおれの もの だ ぞ下リ ろ 下りろ」 と 喚いた。 すると、 その 途端に 蜘蛛の 絲- 

はぶつ りと 切れて、 捷陀 多は眞 逆さまに 暗の 底へ 落ちて しまった。 ： ： つまり. は、.： 2 分ば かり 地獄から ぬけ 出 

さう とする こ の 無慈悲な 心が、 その 心 相 當の罰 を 受けた と いふ ので ある。」 

そして 氏 は T 美しく 叙述され た」 「有 振れた 人情に 雷同して 作爲 された 物語で ある。」 「作者 はこ こで、 極り 切 

つた 秩序 ある 世界 を やすくと 受け入れて、 そこに 何等の 懷 疑の 苦 を も 感じて ゐな い。 書 振リが 童話と して 書 

かれたら しく S はれる が、 作者の 心まで も 童話の 世界に なって ゐ る。」 r 溫室 的な 書齋で の 假寢の 夢に 過ぎな い 

やうに も 思 はれる。：： 無論 溫 室の 夢も藝 術と して 價 値が あるのに 違 ひない。 私 は 『蜘蛛の 絲』 を も 愛讀し 

た。」 

と 云って ゐる。 

つんざ 

童話と して いただけに、 内容 形式と もに、 氏の 所謂 「寒風に 肌 を 劈かれる 思 ひ」 など は 感じら • 
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れ ない。 が、 童話 風の 豐 かな 上品な 書 振 は、 何と、 われわれの 心を捉 へる ことか。 

或曰 の ^^-で ござ い ます。 御 釋迦樣 は極樂 の 蓮 池の ふち を、 獨リで ぶら ぶ ら御步 き になって いらっしゃ いまし 

た。 池の 巾に 咲いて ゐる 蓮の 花 は、 みんな 玉の やうに まつ. G で、 そのまん 巾に ある 金色の 蔬 から は、 何とも 云 

へない 好い 句が、 絕問 なく あたり へ 溢れて 居ります。 極樂は 丁度 朝な ので ございます。 

由來、 袁話は 心の 芽の 和い 子供達に 與 へるべき ものである。 白鳥 氏の 右 批評 は餘 りに 氏 好みの 嫌 

が ある。 犍陀 多の エゴイズム を こらす に 蜘蛛の 糸 を 以てした 作者の 力量 を、 寧ろ 嘉 すべきで あらう。 

首尾 一 貫 童話の 逸品た る を 失 はない。 

「首 が^ちた 話」 及 「西 鄕 隆盛」 の 如く 懷疑 的な 作品に 「毛 利 先生」 が ある。 

「毛 利 先生」 は、 作者の 中學 時代から 取 村して ゐる事 は 「父」 と 同じで ある。 一見 ュ ー モアに ゆ 

るが 著しく  real に 悲痛に さ へ 見える。 

この 作の 主人公 毛 利 先生 は、 恰も 我事の 如く  P ング フエ の LiTe  is  real,  life  is  earnest を 深刻 

に譯讀 して 止まない。 一 人の 敎へ 子が 大擧を 卒業して、 と ある 力 ッ フ ェ ー で 毛 利 先^ を發兑 する の 

であるが、 その 時 は旣に 老朽で 解雇され た 先生 は、 頓み もしない のに、 ハ母晚 その カツ フ へ 來て給 

仕 達に 無代で 英語 を敎 へて ゐる のであった。 笑 ふに は餘 りに 悲痛で はない か。 
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片山仲 氏が 當時 「作者の 心が 中學の 三年 級 あたりで 毛 利 先生 を いぢめ た 時分から、 何程 も 離れて 

ゐ， ないやう である。」 (大觀 • 大正 八 年 一 一月 號) と 批評して ゐ るが 甚だしく 誤 評で あらう と m 心れ る、 な 

ぜ かなら ば、 作者 は こ の 毛 利 先生 を發 見し て 、「自分 達 は 先生の 誠意 を 疑 つ て 生活の 爲と嘲 つたの も 

令と なって は 心から 赤面の 外 はない 誤謬で ある」 といって ゐる。 然 かも 次の 如く 書 加へ てゐ る。 

「刹那の 間 こんな 事を考 へた 自分 は、 泣いて 好い か 笑って 好い か、 わからな いやうな 感動に 壓 せら 

れな がら、 外套の 襟へ 顔 を 埋めて、 匆々 カツ フ H の 外へ 出た」 

この 「泣いて 好い か 笑って 好い か、 わからな いやうな」 悲痛 は、 この 一 篇を 物した 作者の 心で な 

くて 何で あらう。  . 

しかも、 この 毛 利 先生 は、 不相變 金 切聲を ふり 立てて、 熱心な 給仕た ちに まだ 英語 を敎 へて ゐ る。 

「名に 代る 詞 だから、 代名詞と 云 ふ。 ね、 代名詞。 よろしい かね。 …… 」 

これ 程の 悲痛が あるで あらう か。 

か&る ー篇の real が 次の 時代に 一段と 加 へられて 行った。 


論 品 作 （270) 


第 四 章 「影燈 籠」 時代 

〇 蜜批。 〇 龍、 じゅ リ あの *吉 助、 〇 開化の 良人、 〇 沼地、 〇 きりし とほろ 上人 傳、 〇^ 之 助の 話。 〇 あ 

の • ぬの，： H 分の 事、 〇 疑惑、 〇 魔術、 〇 犬と 笛、 〇 葱、 〇 小品 四 種、 

「羅生門.」？ 「愧 儡師」 を 公に した 芥川龍之介 は、 所謂 「家の 藝」 を、 自家 藥籠 中に 收 めて 兑 仕上 

を 施した 觀が ある。 それだけ、 その 範 iS 內 では 旣に 完成して ゐる。 がー 面、 彼 は その 完璧の 裘には 

型 や 臭味が 次第に 彼 を 慮に する こと を 感じ 出した。  . 

「影 燈籠」 ー卷は 前-拙の 作 口 § に 弓 を 引いて ゐる 彼を發 見す る 。「影 燈籠」 と は 廻り 燈籠 のこと である。 

何物 かに 向って 廻轉 しつ ある 彼を發 見す る。  . 

大正 七 年 五 號 「コ； S 文擧」 に 於て 井汲 淸治氏 は 言って ゐる 。「始め 『羅生門』 の e! 築 i 仪師 であり、 

次いで 俳人 桃 一 ゃ戲 作者 馬 琴 を 糸で 操つ る 「傀儡師」 となった。 思 ふに 建築 技師で あるよりも、 多 

くの 場合、 どうも 「傀儡師」 であった やう だ。」 が、 玆 では 「傀儡師」 にも 滿足 出來 す、 そこから 脫 

却 せんとして ゐる彼 を、 われわれ は發 見す る 。「影 燈籠」 ー卷 は、 かくて次の時代へ の過渡期を；^|1る 

橋， となった ので ある。 
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卷中牧 むる 處 「蜜柑」 「龍」 「じゅり あの * 吉助」 「開化の 良人， r 沼地」 「きりし とほろ 上人 傳」 「世 之 助 

の 話」 「あの 頃の 自分の 事」 「疑惑」 「魔術」 「葱」 「バルタ ザ アル」 (S) 「卷の 心臟」 X 飜譯) 「小品」 四 種 

の 以上 十 篇。 

その 中 「世 之 助の 話」 は、 大正 六 年 七月 作、 翻譯 「バルタ ザ アル」 並に 「春の 心臟」 は 共に r 羅 

生 門」 以前、 第三 次 「新 思潮」 に發 表した 舊稿 である。 

彼は跋 『「影 燈籠」 附記』 に 於て 自ら 次の 如く 書いて ゐる。 

『「世 之 助の 話」 は本來 r 愧 儡師」 に 加 ふべき であった が、 當 局の 忌避に 觸れ た爲、 やっと 一 部 を 

削って 本 集に 牧 める 事が 出来た。 

ニ篇の 飜譯は 「羅生門」 以前の 舊稿 であるが、 紙數の 不足 を 補 ふ爲、 止む を 得す 卷 末に 加へ る 事 

にした。 

その他 は 皆 「愧 儡師」 以後の 創作で ある。』  - 

大正 九 年 一 月赛陽 堂から 野 口 功造 氏の 装幀に て 出版して ゐる。 

喾中牧 むる 虑は、 上述の 三 篇を殘 した 外 は、 愧 儡！： 以後 卽ち、 大正 八 年 一箇年の 所產 である。 中 

「あの 顷の 自分の 事」 は 執筆 は 七 年 十二月で あるが 發表 は、 八 年の 一 月の 中央 公論であった。 その 
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外 は 執筆 も 發表も 共に、 大正 八 年中で ある。 

アン ビシ ヤスな 被の 進展 を 語る 作と して は、 「蜜 拊」 「葱」 を擧げ ねばならない。 キリシタン 物で は 

「きりし とほろ 上人 倚」 「じゅり あの 助」 を、 その他 「疑惑」 「魔術」 「^化の 良人」 各 特 異な 作 

風 を 見せて ゐる。 

「蜜 w」 と 「葱」 は、 共に 現代に 題材 を 取り、 素 村 的に 觀ても 「羅生門」 r 愧 儡師」 時代の M, お， 的^ 

景を扮 てて、 新しい 境地 を 開拓して ゐる。 がそれ よりも 大切な 事 は、 かくの 如き n: 常 茶飯 の 中 か 

ら斯 くも 尊い 主題 を、 われわれに 見せて 吳れた 事 を 感謝せ すに は 居られない。  - 

かって 菊 池寬も 「蜜柑」 について、 「私 は、 あの 題材 を芥川 氏から 聽 いたと き、 旣に 感動に 打 たれ 

た、」 (文藝 作品の 内容 的價 値) とい つて ゐる。 

又 この 期の 著しい 特徵は 作者が real の 本道に 何等の 躊躇な く 歩 を 運んで ゐる ことで ある。 ふ 

まで もな く 前期の 破 は、 「昔」 に 依存し 乃至 は 「昔」 を とりでと して 戰を いどんで ゐる。 が兹 では 

real な 美に 何等 躊蹐 なく 肉薄して ゐる。 

「葱」 では 一い ：水叫 錢の葱 を 女給お 君さん に 買 はしめ て、 田， 中：^ ばかりで はない、 われわれ を も、 い 

たく 感動せ しめる ので ある。 
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か、 る 日常 平凡 事から 寬の 所謂 「燥と して 輝く 人生の 寶石」 を 見出した 例 は、 前期に 於て なかつ 

た 事 だ。 

今期の 作品が 著しく 現實 的で ある 事 は、 本 期の 作品 を檢討 すれば 自ら 明瞭と なる。 在来の 端正な 

彼の 作風に 玻の 蕩搖を さへ われわれ は發 見す るので ある。 

三等 切符 を 持ち 乍ら 然も 二等に 乘 込んで 來た 愚鈍な 田舍娘 を、 始め 嫌惡 して ゐた 作者 も、 その 娘 

が、 踏切に 來る や、 そこに 目白 押に 並んだ 彼の 女の 弟 達に 蜜柑 を 汽車の 窓から 投げて 見送りに 來た 

勞に 報いる。 その 光景 を 見て 感動す る。 そして 作者 は 「私 はこの 時、 始めて、 云 ひやう のない 疲勞 

と 倦怠と を、 さう して 又 不可解な、 下等な、 退屈な 人生 を 縫に 忘れる 事が 出來 たので ある。」 と 反省 

的に 云って ゐる。 それに 彼の 態度 11 人生 と藝術 と の 態度 が顯示 されて ゐる。 

叉 その 田舍娘 を描寫 して、 

「それ は油氣 のな い 髪 を ひ つ つ めの 銀杏 返しに 結って、 横な での 痕の ある 雠 だらけ の 兩 頗を氣 持の 惡ぃ程 赤く 

. ^照らせた、 如何にも 田舍 者ら し い 娘だった。 しかも じみた 萠葱 色の 毛絲の 襟卷が だら りと 垂れ 下った 膝の 

上に は、 大きな 風呂敷 包みが あった。 その 又 包み を 抱いた 霜燒 けの 手の 中には、 三等 切符が 大事 さう にしつ か 

り 握られて ゐ た。」 
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と 云って ゐる。 如何にも 現寶 的で ある。 

「葱」 の屮 では、 主人公 女給お 君。 彼の 女の 二階 を描寫 して 

お 君さん の 二階に は、 造花の 百合 や、 『藤 村 詩集』 や ラフ ァ H ルの マドンナの 寫眞の 外に は、 自炊 生沾 に必耍 

な、 辜 一所 道具が 竝 んでゐ る。 その 臺所 道具の 象徵 する 世智 辛い 鬼 京の 實 生活 は、 何 "肱 今 W までにお 君さん へ 迫 

害 を 加へ. たか 知れなかった。 が 落莫たる 人生 も、 淚の靄 を 透して 見る 時 は 美しい 世界 を 展開す る。 ぉ^；^さんは 

その 赏ル. ^活の 迫害 を 逃れる 爲に、 その 藝術的 感激の 涙の 中へ 身を隱 した。 其 處には 一 月 六 岡の 代 もなければ、 

一 升 七十 錢の米 代 もない。 カルメ ン は電燈 代の 心配 もな く 氣樂に カスタネット を 鳴らして ゐる 。(巾 略) 一 言に 

して 云へ ば この 淚は、 人間苦の 黄昏のお ぼろめ く 中に、 人間愛の 燈火 をつ つまし やかに ともして くれる つ あ 

あ、 東京の 町の 音 も 全く 何處か へ 消えて しま ふ ほ； 夜中 涙に 溜れた 眼 を舉げ ながら、 うす 1= い 十燭の 燈の 下に 

たった 1 人逗 子の 海風と コ ル ドヴァ の、 杏 竹 桃と を 夢み てゐ た、 お 君さん 2 姿 を 想像 —— 畜生、 惡 意がない 所 

かう つか リ して ゐ ると おれまで も、 ナンティ マンタ ァ ル にな リ 兼ねない ぞ。 元來^ 間の 批評家に は 昧 がな い 

と 云 はれて ゐる、 頗る 理智 的な おれな の だが。 

と 言って ゐる。 

「輝 だらけの 兩頰」 や 「霜 燒 けの 手」、 また、 r 一  月 六圓の 間代」 や r 一  升 七十 錢の米 代」 を 描いた 

作者 は、 もう 前期の 作者で はない。 我我 はこの 現實に 直面した、 新しい 作者 を發兑 する ので ある。 
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而 して、 作者 は、 「葱」 の 結末に 於て この 女給 をして 戀人田 中 君を淺 した ま- M 束 四 錢の葱 を 二 束 

買 はせ てし まふ。 「あらゆる 物價が 暴騰した 今日、 一 朿四錢 と 云 ふ 葱 は 滅多にない。 この 至 鹿な 札 を 

眺める-と共に、 今まで 戀 愛と 藝 術と に醉 つて ゐた、 お 君さん の 幸福な 心の中に は、 其處に 潜んで ゐ 

た實 生活が、 突如して その 惰眠から 覺 めた」 からで ある。 

龍 之 介の 本來 の理智 的な 態度が、 今迄の 藝 術に 飽 足りな くな つて、 著しく 彼の 心 をう つた。 それ 

は 以上の 引用で 略 諒解 出來 ると 思 ふ。 

本書の キリシタン 物、 「きりし とほろ 上人 傅」 「じゅり あの *吉 助」 も、 亦、 前期の 切支丹 物よりも、 

現實 的な 色彩 を 濃厚に して ゐる。 

. それ 故、 人生に 對 しても 理智に 終始せ す、 愛の 微笑 は 著しく 生長した 形と なつ. て 示されて ゐる。 

大正 八 年と 云へ は、 三月、 海軍 機關 學校囑 托を辭 し、 本格的に tffiM 生活に 入り、 大阪 毎日 新聞社 纩 

人って ゐる。 七 年 結婚した 彼 は、 生活 的に も 充分に 轉向を 孕んで ゐ、 一面、 作者 は、 新しい 生活 後一 

年で あつたが 爲に、 素材 を 充分に 驅 使す る餘裕 なく 理智 のみで 仕上げた 如き 「龍」 の 如き 作品 を 物し 

たの もこの 期で ある。 がその 失敗で ある 事 は 誰よりも 彼 自身 知って ゐる。 現に、 彼 は r 藝術 その他」 

に 於て r 藝 術の 境に 停滞と 云 ふ 事 はない。 進歩し なければ 必 退歩す るの だ。 (中略) 僕 自身 「龍」 を 
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書いた 時 は、 明に この種の 死に 瀕して ゐ た。」 と 云って ゐ るが 如く、 この 期 は、 正に 危期 でもあった 

の だ。 

「龍」 は、 かくて、 徒ら なる 反覆に 終って ゐる。 

「あの 頃の 自分の 事」 を 書いて 新 思潮 同人 時代の 事を懷 古し、 「開化 物」 の Tra 化の ft{ 人」。 それに 

類した 「疑惑」 "マン チッ ク豐 かな 童話 「魔術」 それぞれ 特異な 作風 をな して ゐる。 作品 「沼地」 . 

では、 氣違 ひの 畫 家の 畫 いた 一枚の 沼地の 繪に、 小さな カン ヴァス の屮に 恐し い 焦燥と 不安と に處 

まれて ゐる 傷し い 藝術家 を 見出して 我事の 如く 全身に 異様な 戰慄を 感じて ゐる 作者に、 われわれ は 

出會 ふので ある。 

「蜜 批」 と 「葱」 は 本 期 を 代表せ る もので、 共に 現代から 素材され てゐ る。 

「蜜 w」 は 作者が、 まだ、 海軍 機- 1 擧 校の 囑托で あった 頃、 横須賀 から 東京への 汽ボ 巾に 起った I 

見聞から 取材した 好箇の 小品で、 後年の 保吉 物の 一 端と も 見られる。 前 揭宽が 口頭に 聞いた 時 「旣 

に 或 感動に 打 たれた」 と 「我が 文 藝陣」 屮に 云って ゐる 程、 主題と しても ショッキング. i な もので あ 

る 0 
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三等 切符 を 持ち 乍ら 二等の 列車へ 入って 來 る田舍 娘。 それだけ すら 「私」 なる 二等 客の 嫌惡を I 属 

ふに 充分 だが、 下品な 顏 だち、 服装の 不潔 等 何 一 つ 同情され ない。 がその 小娘が、 汽車が 隧道 をぬ 

ける と、 踏切の 近くに 見送りに 來て聲 を あげて ゐる 三人の 弟と も 思しき 子供に 蜜柑、 を 投げて やる 光： 

景を 見て、 今迄 感じて ゐた險 しい 感情が、 すっかり 跡 方 もな く 和いで しま ふとい ふ 筋で ある。 

そして 結末に 於て 

「或 得體の 知れない 朗らかな 心 もちが 湧き上る のを體 得した。 私 は 昂然と 頭 を あげて、 まるで 别人 

を 見る やうに あの 小娘 を 注視し た 。」 と 書 いて ゐる。 

宫島新 三郞氏 は、 批評して、 次の 如く 云って ゐる。 

小娘の 持つ てむ る 三等 切符 は 大事な 役目 を 持って ゐる。 此の 切符が 猶更 男に は 僧 惡の念 を^さし めた。 男 は 確 

かに 階級 を 意識し 權利を 主張して ゐる。 之に 反して 小娘 は、 極めて 平 氣な氣 持で ある。 彼女に は 階級がない。 粗 

野な 性格の 中に、 美しい 自然の 醇 情が 溢れて ゐる。 作者 は專ら 此の 娘 を 生かさう としたに ちが ひない。 二等 客 

をして 小娘 を驗 がらせた の も、 此の 小娘の 醇情を 鮮明に 描き出す 用意で あらう。 田舍 者し く 描かれて ある。 降 

道の 間際で、 窓 を あける 所な ど は、 彼女の 人物 を かなり 自然に 取扱って ゐる。 斯うした 粗野な 小娘に は 一 片の 

尊い ものが ある (中略) 野性の 陰に は 相當に 人間性の 崇高 さと、 溫 かさが ある。 

この 野性の 自然 さ、 性格の 中に ある 敬 虎 さ を 窺 はう としたの が この 作品の 主題で あらう と 思 ふ。 


論 品 作 （278) 


この 小娘 を 作者 は 可成 リア ル に 見て ゐる。 

窒生犀 星 氏 は、 

r 赏時 この 小品の 「蜜 枇」 の 評判の よかった の は 人生 些事の スケッチ であ リ、 何時もの 龍 君の 物々 しい 川お と 手 

法が 隱され てゐ た、 めで あらう。」 

と 云って 居る。 又、 千 葉 龜雄氏 は、 この ー篇 を、 氏の 數 少ない 「明色 を帶 びた」 もの. - 代^と して 

ゐる。 いづれ も、 それぞれの 部面の 批評と してうな づ かれる。 

か」 る 現 實に對 する 驚異と、 自己の 藝術觀 との 反省 を 物語る ものに T 葱」 が ある。 

葱の 主人公 は 神 田 神 保 町 邊の或 カツ フ H の 女給お 君で ある。 ぉ界 が、 戀人 W 中 II？； との 初めての ラ 

ン デブ ー に、 二人 師走の 路を 歩いて ゐる。 と、 ふと、 八百屋の 店先で お 君が、 一束 叫錢の 葱の 安 似 

さを兒 ると、 田 中 君を殘 した まま T あれ をニ朿 下さいな」 と 云って 葱 を 買って しま ふと 云 ふ 筋で あ 

る。 これ は、 明に、 a マン チッ クに對 する リア リズ ム へ の 勝利で ある。 作者 は、 一見 ロマンチック 

な 筆 使で 愛 を描寫 をして ゐ るが 現 實 的に、 米 代、 炭 代、 看 代、 醤油 代、 新聞 代、 化粧代、 電車 貧、 

—— その他 ありと あらゆる 生活費に 苦しめられて ゐ るお 君 を强く 描いて ゐ るの だ。  - 

描寫は 「葱」 と共に すらすらと 運び 物々 しさがない。 
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「魔術」 は a マ ンチ ッ クなプ n ットの 中に 作者の 現 實性を 物語る 童話で ある。 この 作者の 主題 は 

魔術 を 使 はう と 思ったら、 ま づ欲を 捨てなければ ならない と 云 ふに あるが、 その 欲 を棄て 得ない、 HT 

人 公が ゐる。 自分の 魔術から 山の 様な 金貨 を 出し、 その 金貨 及 他人の 財 產をも 自分の ものにしよう 

とする 欲心から 遂に、 全 財產を 一切 賭ける。 これ を 見た ミス ラ君 は、 ハッサン カンの 魔術の 秘法 を 

習 ふ 資格の ない 人間た る 事 を 看破す ると 云 ふ 筋で ある。 

この 他に この 期の 童話と して 髪 長彥を 書いた 「犬と 笛」 が ある。 

作者の 信念 を 物語る ものと して 「沼地」 や キリシタン 物が ある。 

「沼地」 は 思 ふやう に 描け ない と 云 ふので、 遂に 狂人と なつ て 死んだ 無名の 畫家 の畫ぃ た 一 枚の 

「沼地」 とい ふ 油畫の 前で 、「傑作」 を 連呼して ゐる 作者に 出 遇 ふ。 「藝術 家の 不幸な 一 生に 對 して、 

作者 は 痛々 しい 敬虔な 面 持で 立 つ てゐ る。」 と 宮本顯 治 は 云った。 その 通で ある。 

短い ものであるが、 作者の 心が 一 篇に 躍如と して 描 寫は眞 に 迫って ゐる。 而 して 彼 自ら を 語れる 

が 如く 切實に 響いて くる。 

これが 無名の 藝術 家が 11 我我の 一 人が、 その 生命 を 犠牲に して 縫に 世間から 購ひ 得た 唯 一 の 報， 
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酬 だった ので ある。 私 は 全身に 異様な 戰慄を 感じて、 三度 この 憂 管な 油 畫を观 いて 見た。 そこに 

ポプ ラ ァ 

はう す喑ぃ 空と 水と の^に、 濡れた 黄土の 色 をした 蘆が、 白 楊が、 無 花 ra^ が、 自然 それ 自身 を 見る 

やうな 凄じい 勢で 生きて ゐる。 ……  (2 上 一八 八) 

龍 之 介 は、 この 畫を 描いた 不幸な 藝術 家の 中に、 彼 自身 を 見る こと を、 この 時代 豫 期して ゐ たで 

あらう か。 鬼 まれ 滿 腔の 同情 を拂 つて ゐ るので ある。 

「きりし とほろ 上人 傳」 と 「じゅり あの 了百 助」 と は 共に キリシタン 物で ある。 前期の それに 比し 

て 唯、 著しく 現實 的に なって ゐる のが 目につく。 

「きりし とほろ 上人 傳」 は、 しりあの 國の 山奥に 住む とい ふ 大男 r れぷ ろぼす」 が、 、千； 人 公で ある。 

彼 は 英雄 崇拜 で、 天下 無 雙の强 者 を 尋ね 求める。 

始め、 武勇に 富んだ 「あんち おきや」 の 帝に つかへ 武功 を あら はし 俄 大名になる。 が 或 日 侍から 

天が下の 人間 を 掌に のせて 弄ぶ 大力 量が ある 惡 魔と いふ ものが ゐ、 帝 もこの 惡魔 ほどの 威勢 はない 

と 聞かされる。 そこで 彼 は 惡魔を 求める が、 そのこと が 露見して、 遂に 牢に 入られる。 ，年の 中で 學 

匠に 化けた 惡 魔に 會ひ 遂に その 弟子と なる。 が 間もなく、 惡魔も 「えす • きりし と」 の 威光に は 及 
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ばない 事 を 聞き、 隱 者に 下部に 加へ て 貰 ふ 事 をた のむ。 隱者 は、 では、 水が 多く 流 も 急で 人馬の 渡 

りに も 難儀す ると 云 ふ流沙 河の 渡し をす るが い \ と敎へ 山男の 頭へ 水 を 注ぎ 名 を 「きりし とほろ」 

と 名のらせる。 

斯 くして 「きりし とほろ」 は、 流沙 河の 渡し を 任じ、 三年 を經 過す るが 御主 「えす • きりし と」 

らしい 姿に は 一度 も會 はない。 

が 一 夜、 嵐に 狂 ふ晚、 十に も 足らない 白衣の 童子が 訪ねて 渡し を 頼む。 

「きりし とほろ」 は、 その 風浪 を 物と もせす 渡す が 河の 途中まで 來 ると 恰も 大盤石の 如く 重くなる。 

1 度 は 命 を？ S すと 覺 悟した が 三年の 勤行 を 一 夜に 捨 つる を 思 ひ、 遂に 3B: に たどりついた。 

「さてさて、 おぬしと 云 ふわらん ベの 重さ は、 海山 量り 知れ まじい」 と 云 ふと、 童 は 『さも あらう す、 

おぬし は 今宵 こそ、 世界の 苦しみ を 身に 荷うた 「えす， きりすと」 を 負 ひないた のぢ や』 と、 答 ふ。 

これが 一 篇の 筋で ある。 作者 は 結末に、 馬 太のお 經 「心の 貧しき もの は 仕 合せ ぢゃ。 一 定天國 は 

その 人の ものと ならう する。」 と 云って ゐる 如く 一  篇の 主題 は 明で ある。 「きりし とほろ 上人」 の流沙 

河の 渡しに 使 S したと 云 ふ 柳の 太 杖に 彼が 殁後、 紅の 薔薇の 花が^い たと 作者 は附 加へ てゐ る。 窒 

生翠 星の 所謂 「彼の 智 性と 想像の 豐 富と を 示して ゐる」 とい へよう。 
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「じゅり あの *吉 助」 は、 灶 へて ゐた 家の 娘に 戀 した 一人の 下男 吉 助が、 、玉 家 を 出奔して、 キリシ 

タ ン の：：^ 徒と なり 又 主家へ，； t つて 來 るが ii もな く 邪宗 門徒なる 事 を 朋輩から 發見 されて 碟 刑に 處せ 

られ る。 

彼の 死骸 を 礫から 下ろして 見る と、 美妙な 香り、 彼の 口から は、 一本の 白い 百合の 花が、 不思議 

にもみ づ みづ. 咲き出て ゐた。 とい ふ 筋で ある。 作者 は 「日本の 殉敎者 中、 最も 私の 愛して ゐる、 祌 

聖な 愚人の 一 生で ある。」 と 云って ゐる。 これ は 長 崎 著 聞 集、 公教 遣 事、 壞浦 把燭談 から. 取 村した も 

の だ。 

これ 等の 作品 は、 いづれ も 「奉 敎 人の 死」 以來 作者の 信念 を 示して ゐる もので あらつ と m 心 ふ。 こ 

れに 類した もので 後に 「往生 繪卷」 が ある。 

開化 物と して 本 期に 於て は 「疑惑」 「開化の 良人」 などが ある。 

「疑惑」 は 明治 二十 四 年の 濃 尾の 大地震の 折、 梁に 塑 せられて 絶望的な 苦悶の 妻の 苦しみ を兑, 、ね 

て、 瓦で 殺し 自分 も 後から 死ぬ 積り だった 小 學校敎 員が、 幸か不幸か 生きお ら へて、 その を祕 し、 

妻の 死に 就いて、 生前、 彼女が 不具だった から 殺した ので はない かと 煩悶 疑惑し、 得將の依式の：：^ 

中、 自分 は 人 粒し であると 自. CI し 人々 から 發狂极 ひに される とい ふ 筋で ある。 一！： i の 中心 は、 n 分 


(283) 論 品 作 


が 殺した 妻 は、 果して 止む を 得ざる 行爲 であった か 否か、 、干： 人 公が 疑惑す る 心理 描寫 である。 

他殺の か，^ る 契機 を 取扱った ものに it 外の 「高 瀨舟」 が ある。 高瀨舟 は、 その 契機が 作の 一 要素 

になって ゐる に過ぎないが。 猶、 か、 る 作風に 龍 之 介に は 傑作 「藪の 中」 が ある。 

「開化の iek」 —— 三 浦 直 記 は 「愛の 結婚」 に夠じ T 妻の 純情」 をし のべる だけし のぶが、 遂に 離 

婚 してし まふ。 それまでの 三 浦の 心理 を、 三 浦の 友人 木 多 子爵に よって 語られる 如く 描寫 されて ゐ. 

る。 「たと ひ 子供じみた 夢に しても、 信す る 所に 殉す るの だから、 僕 は それで 本望 だ」 と 云 ふ 三 浦. 

の 一一 一一 c 葉 は、 その ま&、 作家の 言葉で あると 思 はれる。 この 信念 は、 この 期の キリシタン 物と 共に、 

作者の 藝 術への 一 むきの 精進 を 示して ゐ ると 思 はれる。 

「あの 頃の 自分の 事」 につい. て 室 生 犀 星 氏 は、 次の 如く 云って ゐる。 

「此の ー篇は 彼と して 珍ら しい 程、 學生 時代、 無名 作家 時代 を 裸に 細 叙した ものである。 彼の 交友-時代、 その 

雰圍氣 及び 文學 的な 或 時期の 彼 を 知る ことが 出來 る。 此 程の 作品に よる 文學 生活 を 書いた もの は t: めて 敏 いや 

うで ある。 

第 四 次 新 思潮 創刊 當時 の 彼の 風貌 が 窺 はれる 事は旣 に 生涯 論 にて 述べ た 通 である。 

猶 この種の 作と して は宽の 「無名 作家の 日記」 と共に 双璧で あらう。 


一世 之 助の 話」 は 色好み 「世 之 助」 とその 友 だち との 問答 體 のうちに、 色 情感 を 心理的に 描 S した 

新しい 解釋 である。 「好色」 等と 共に 氏の 好色 物の 一 篇 である。 

「龍」 は、 宇治 拾遺 物語 卷 十一 ノ六、 「藏人 得 業 猿澤の 池の 龍の 事。」 から 素 村した もので、 

藏人 得業惠 印が、 猿澤の 池の ほとりに、 n 二 二 曰 この 池より 龍 昇らん するな り. I と 立札した とこ 

ろが、 遠く は 大和、 河內、 和 泉、 攝津國 の 者まで が喧傳 して、 登 龍を兒 に來 る。 この 勢況に _ ^心 印 自 

身 も その 氣 になり、 案內 をた のまれた 叔母と 共共、 見物に 出掛ける が、 俄に 風雨 雷光あって、 登 龍 

を 見る。 叔母 も 見た と 言 ふ。 

後に、 惠印 自身、 惡戲 であった と吿 白しても、 仲間から は 信ぜられな いとい ふので ある。 

つい 輕ぃ氣 持で やった AT- そ も、 萬 犬聲に ゆえる 様になる と、 我ながら そのう そ も K 在 性が ある やう 

な氣 持と なり、 更に 噓 から 出た 眞も、 眞と 信じられれば これ は噓 であった と 云っても、 公論 をく つ 

が へ す 事が 出來 なくなる と 云 ふの が 主題で あらう。 原典 は 短小な 笑話に 過ぎない。 

ー篇が 宇治 大納肯 隆國が 旅の 者に 話 を 聞く、 その 一 話と して 寄 かれて ゐ るので、 この 材料の ふま 

へ 方に 充分で ない 點が ある 様に 思 ふ。 作者 自身 「藝術 其の 他」 の 中で 自ら、 「伎 自身 龍 を # い JM^ は、 

明に この種の 死に 瀕して ゐた 。」 と 云って 類型的な 停滯を 氏 自身 許 して ゐ るので ある。 
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第五 章 「夜来の 花」 時代 

, 〇 秋、 〇 黑衣 聖母、 〇 山嶋ハ 〇杜 子卷、 .〇 動物園、 〇 捨兒、 〇 舞踏 會、 〇 南京の 基 管、 〇 妙な 話、 C 鼠 小 _ 

僧 次 郞吉、 〇 影、 〇 秋 山 .圖、 〇 ァグニ の 神、 〇 女、 〇 奇怪な 再會、 〇 ぉ错と 子等と 

「蜜柑」 や 「葱」 に 新しく 飛躍. を 試みた 「影 燈籠」 時代 を承繼 いだ 本 期 は、 芥川龍之介に 一 轉機を 

劃せ りと 稱 せられた 「秋」 を 始め、 漸く 圓 熟に 向って、 在来の 彼の 藝術 にも 一入 作意が 加 はって、 

备獨自 の 佳什 を 見せて ゐ る。 

小澤忠 兵衞の 書、 小 穴隆ー の畫 などの 装幀と 相俟って、 その 內容 も實に 見事な 出來榮 である。 卷 

中牧 むる 所 、「秋」 r 黑衣 聖母」 「山 嶋」、 「社 子 春」 「動物園」、 r 捨兒」 「舞踏 會」 「南京の 基督」 「妙な 話」 「嵐 

小僧 次 郞吉」 「影」 「秋 山圖」 「ァグ 二 の祌」 「女」 「奇怪な 再會」 の 十五 篇、 「影燈 籠」 以後 卽ち 大正 九年盡 

く 一 箇 年中に なれる ものの みで、 大正 十 年 三月 新潮 社から 刊行 せられた。 

この 他， 素 姜鳴尊 (改作、 老いた る 素 斐 鳴 尊) は、 大正 九 年 五お 東京 日日、 大阪 毎日 新聞に 執筆、 

又 「お 律と 子等と」 は、 やはり 大正 九 年 十月、 十 一月 號の 中央 公論に 發 表した。 共に 芥川龍之介と 

して は相當 長い もので 數少ぃ 中篇で、 力作で ある。 
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上記の 作品 中、 附記に もこと はって ある 如く T 杜子 春」 と 「ァグ 二 の祌」 は共に"ー3^話でぁる。 

南部 修太郞 氏の 所謂 r 轉換 期に ある 藝術」 は、 兹 では、 兎も角、 新しい 大成 をな して ゐる" この 

に は、 作き の 並々 ならぬ 苦心が あつたの である。 片岡良 一氏 も その 「芥川龍之介の 作品」 一  i と國 

文學」 大正 十 年 六月) 中に 謂へ るが 如く、 「人 問で も 事件で も、 その 本來の 動き 方 はたった 一 つし 

かない。 その 一 つし かない もの を、 それから それへ と 見つけながら 害いて 行く とい ふ 氣持を 忘れな 

かった。 叉 女の 言葉 を 氏の 奥さんに 不自然で ないか 讀んで 正したり、 ia^ 京の 下町 を 描お する 爲に 

『日本 橋の 横 山 町に ズラリ と 軒 を 並べて ゐる メリ ヤス 問屋 を觀 察に 出 懸けた もの だ。 しかし 外から 

見た^け では 我慢が し 切れ なくなって …… 小寶 商人と まじって 或 一軒へ 足駄 を脫 いだので ある。 店 

だけで は 堪能し ないで、 二階へまで 上って 靴下まで 買って ゐる。 こ &らぁたりの小^^ゃ番頭はどん 

な 言葉 を 使 ふの だら うとい ふ 疑問 を 起して、 話題の ない ところへ 無理に 話 题を裕 へて、 一 一首 三 首 言 

葉 を 交しても 見た』 結 菜、 漸くに して その 作に 相應 しい 場面 や 小道具 を 知り、 柱時計の ありか や、 

簿記 帳の 描寫の 正確 を 期した と 小島 政ニ郞 氏が 一一 目. つたと 云 ふの も 「お 律と 子等と」 の 作品 完成の 苦 

心 を 物語る 例證 である。」 

又、 『「秋 山 園」 を こしら へる に當 つて は、 それ を 支那ら しくす る爲 に、 先 づ^.. ズで寄 き F ろして 恰 
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もこれ を飜譯 したやうな 恰好の 文體に 仕上げて ゐる事 や、 又 「山 嶋」 の 場合で は 一度 露西亜 語で で 

も 書いて、 やっぱり それ を翻譯 したやうな 形に 仕上げて ゐる 用意な ど、 を さ を さ 才人の 技巧の 考案 

至れり 盡 せりと いふべき である。』 (文藝 夜話 • 一 一六 六) と 宇野浩 一 一氏が 言って ゐ るの もこの 間の 消息 

を 物語る ものである。  ... 

• そして、 宇 野 氏 は 、「試みに 一 例 を 『お， 鉢と 子等と』 にと ると、 その 作品の 出來榮 えの 不成功に も 

拘ら す、 そこに 現れて ゐる 作者の 苦心 慘儋 たる 計 營の跡 は、 私たち 同じ 小 說に浮 身 を窶す 者に とつ 

て、 殆ど 淚 なしに、 襟 を 正さす に 見る ことが 出來 ない 程 精進 潔 齋眞に 一 刀 一 拜 して 佛を 刻む 抵の、 

彼の 姿 を 見る 事が 出來 る」 と 謂って ゐる。 

「一刀 ー拜 して 怫を 刻む」 體の 苦心 は、 敢 てこの 期ば かりで はない が、 新しい 動向の 前に は 尙更、 

その 苦心 計營の 新たなる ものが あつたで あらう。 

「秋」 や 「お 律と 子等と」 は、 いづれ も 斯様に して 現代から 取材して 成れる 作 口 § である。 「秋」 の批 

評の 當時 高った のも尤 である T お 律と 子等と」 の 作品が、 一部の 人から 不成功 を 言 はれ 乍ら も 飛躍 

に 死 身な 作者の 氣魄を 大いに 歡迎 し、 「それ あるが 故に、 やっぱり この 男悔 るべ からざる ものが あ 

る 一 と 尊敬 を拂 つて ゐ るので ある。 
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「夜來 の 花」 の壓卷 は、 「秋」 「山 略」 「秋 山圖」 r 黑衣 聖母」 「南京の 基^」 「舞踏 會」 などで あらう" 

「秋」 は、 子と いふ 女 主人公が、 妹に 情人 を讓 つて、 犠牲的な 結婚 をし、 次第に 平 靜な心 持に な 

る 女らし い 心 持が 描れ てゐ る。 「山 嶋」 は トウル ゲ ネフと ト ルス トイの 一 一個の 性格 を描寫 して ゐる。 

「秋 山圖」 は、 一枚の 「秋 山圖」 を 前にして、 彼の 藝術觀 を 窺 はせ てゐ る。 切支丹 物の rgg 衣 母」。 

支那 遊行から 題 村 を とれる、 「南京の 基督」 それ 等 は、 共に 「家の 藝」 である だけ 益. -、 深刻に^ 下 

げた ものが 多い。 

「影」 や 「妙な 話」 の 特異 さ、 支那から 題 村 を 得た、 童話、 r 杜子 春」 r ァグ 一 1 の 神， I。 「杜チ i^」 は、 犮 

人の 頼む に 足らない 事、 「ァグ 一一 の 神」 に は 、「魔術」 の 如き 口 マ ン チックな 話が われわれの 心魂 を 打つ。 

「奇怪な 苒會」 や 「舞踏 會」 は、 共に 現實 から 遠い ヲマ ン チックの 句の 高い ものである。 しかし 單 

なる n マ ンス とも 異ふ T 鼠 小 |5 次 郞吉」 は、 稀代の 大盜人 を 書き 乍ら、 人間的な 筆致で これ を ま iZ い 

た。 いかにも 苦心の 作で ある。  • 

「夜来の 花」 世に出 づる や、 「三 田 文學」 大正 十 年 五月 號に 於て、 井汲 淸治氏 は、 その 批！； i を 試みて 

ゐる。 その 結末に、  - 

「芥川 氏の 取材の 範 圍は廣 いやう に 見える。 パテレン 物が あるつ 今昔 物語が ある 。支那の 物が ある。 それに 西 
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洋 物が ある。 洋の 東西 を 問 はず、 古今 を 論ぜす、 と 云 ふ 趣きが ある。 いかにも 廣 いやう である。 しかし その 藝 

術の 世界に 抱攝 せられ、 そこに 釀 される もの は、 そんなに 廣大 無邊の もので はな い。 —— 讀者を 逑れて 穂々 な 

人間 相 をみ せて くれても、 いつでも 芥川 流の 11 今 それ を 十分に 吟味し 斷定し 得な いが 11 一  種の 藝術的 魅力 

を讀 者に 與へ て くれる のが その 小. 說の 世界であった。 「傀儡師」 中の もの は、 そん _ な ものば かリ だった，' しかし 

「夜 來の 花」 では、 その 統一 が 破れて ゐる やうな 氣 がして ならな い。 とも すれば 内容 形式が 十分に 一致して ゐ 

な い 所が ある やう だ T 夜來の 花」 はもう 散る かしらん。 さう して 新しい 若葉が その後から どんどん 生長す るか 

も 知れない。 

と 言って ゐる。 それだけ 新しい 精進 は、 それだけの 効 菜 を 蕭 ら さす、 血み どろの 作者 を、 われわれ 

は、 この 期の 作品 を 通じてみ るので ある。 

が、 「影燈 籠」 から 新 機運に 廻轉し 初めた 彼 は、 この 期に 於て 或 程度の 成功 を牧 めて その 方面に 於 

て は 完成して ゐる。 而 して T 作者 稀代の 天稟 を 以てし、 而も 精進 一 曰 を 措かす、 飛躍 更に 飛躍、 新 

境 又 新 境 を 開いて 取材の 變化、 着想の 警拔、 端 睨すべからざる もの あり、 篇々 何れも 泣 血の 苦心に 

なり、 出 づる每 に 評 壇を騷 がした もの。 この 一 卷 まことに 現下 小說 壇の 最高 水準な り」 と、 この 卷 

公に せる に當 り、 當時、 新潮 社廣吿 文に 云って ゐ るの も 亦、 われわれ は 否む わけに は ゆかない であ 

らう。 
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「秋」 は、 「女子大 學 出の 文學 少女 信 子が、 從 兄の 愛が 妹に 移って ゐ るの を 見る と、 自分 は 高 商 出の 侖： 肚 贝 と 娘 

約して 了った 心 もち、 夫が 仝然 趣味 性格 を 異にする のを發 見した 心 もち、 從 兄と 紡^した 妹の 家 に その 幸福 

らし さ を目擎 した 心 もち、 此の 三 樣の變 化の 描寫が 式に 書かれて ゐる」 と、 岩 城 準 太郞氏 は秘概 され 「 一 塊の 

土」 と共に、 「作の 手際 は 例によって 名工の 技 を 思 はせ るが、 心の 動き を 見せる 作意が 徹底して ゐる だけに、 人 

. 生仝體 としての 現 實の壓 力 を 缺く憾 が ある。 內 面的說 明の 爲の 趣好が、 寸法が 合 ひ 過ぎて 仝 面 的 人生と しての 

自然の 流動 を しないので ある。」 

と 云って ゐ る。 

叉 、「此 の 題 村 は 自然主義 の 作と 同様の ものであるが、 その 手法が や はり 言動 の 描 {；： およりも 解 |£ 說 

明に 傾いて ゐ るから、 その 味 ひ は 全くち がふ。」 と 云って ゐる。 

それに も か、 はらす、 龍 之 介の 物と して は、 著しく 寫實 的な 事が 目に 附く。 正宗 {niil 氏 は r 芥川 

氏 は、 現代の 寫實に 於ても、 可成り に 傑れた 技倆 を 現 はして ゐ る。』 と 云 ひ 「秋」 「一 1^ の 土」 等を舉 

げて 居る。 

自然主義の 如き 平面 描寫 では、 勿論ない。 が、 然も 充分 寫實の 妙 をも衝 いて ゐ るので ある。 この 

事 は 矛盾し ない。 同時に 作品 を 重厚なら しめた。 然して 餘 りに 說 明に 倾 いたきら ひ なぞ はない。 

寫實 的な 反面に は、 窒. 生 犀 星 氏の 所謂 「口籠る やう ユな 哀愁」 が 漂 ふて ゐ るからで ある。 これ は 
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に 寫實と は 喰 ひ 遠って ゐる 現象で は ある。 が、 これ 等の 一見 相反す る 様な 現象が 一の 階 調 を 作って _ 

作品 を 重厚な も のにして ゐる と 同時 に 、 詩的な 情 緖を漂 はし めて ゐ ると 思 ふ。 

厚 n 化 氏 は、 「此の 「秋」 のなかの 人生 は 大正 九. 年代の 明るい 憂愁と 詩情と を 持つ 【， 家庭」 をし つく 

りと 描き あげた ものである。 新派 悲劇的な 要素が 人生から 追 ひ 出す ことができな いと 同様 「秋」 の 

なかに ある 口籠る やうな 哀愁 は 却々 に 消え 難い、 自分 はこ の 年代に ある 凡ゆる 藝術 小說亦 凡ゆる 通 

俗 小說を 通じた、 好箇の ー篇 だと 思うて ゐる。 龍 氏の 感傷主義 及 詩人 的 禀質が 此 一 篇に 手際よ く哀 

愁を 含んで 漂うて ゐて、 よい 美的な 手 觸りを 感じさせる。」 と、 この 作品の 中に 悠然と 流れて ゐる 

「口籠る やうな 哀愁」 を 指 適して ゐる。 同感せ. f に は 居られない。 說明は ある。 寫實は ある。 心理 

描寫は ある。 しかも、 それ 等に よって 示された 作の 內容 は、 哀愁 感 である。 然 らば、 その 口ごもる 

やうな 哀愁 は、 どこから 來 るので あらう。 それ を 私 は 悔恨で あると 思 ふ。 そして、 その 悔恨 も 遂に 

無意味に 終る。 その後に 來る もの は 「あきらめ」 であらう と 思 はれる。 

主人公 信 子が、 妹 照 子の 家 を 訪れて、 前の 戀人俊 吉に會 つて、 その 夜、 昔の ありし日の 一 頁の 如 

く 二人 は、 ：：^ 夜、 鷄 小屋まで、 水；： 脫を 下りる ので ある。 そして 俊吉が r 寢てゐ る。.」 とい へば 「玉子 

；を 人に 取られた 幾が」 と 信 子は考 へたり して、 戀 心が 自然に 蘇る ので あるが、 翌日 俊吉と 俥で 遇 ひ 
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乍ら、 俥 を 故意に は 止めようと はしないで、 その 儘 行き過ぎ てし まふ 信 子 —— B#f 叩に^ なき" 子で 

ある。 そこに 「あきらめ」 が あり、 哀愁が ある。 或 一 人の 女性の あまりに 日本的な 「女らし さ」 の 

爲に、 妹に 鐘 を 譲り、 自分 は 結婚す るが、 その 悔恨が、 いつまでも 心の底に 淀んで、 それが 次^に 

薄れて ゆく と、 すっかり 「あきらめ」 てし まふ。 その 經緯 が、 哀愁が 婉々 として 一 篇の 中に： ：！^ を：：； 

き、 女性の 心理が 錄く 光って ゐる。 芥川龍之介 はか- -る女 主人公 を 「六の 宫の 姬！ ；」 にも 性格 づけ 

た。 龍 之 介 はか &る 女性 觀を 愛した やうで ある。 何物 を かの 假面 を剝 がう とした 半面に、 か. -る 叱 

之 介の ある こと はもつ と 注視し なければ ならない。 兹 にも 「溫き 心」 を もっての 彼の 言 を， せた す兑 

せられる。 

「一塊の 土」 と共に、 現代 物と して は雙璧 であらう。 稿 を 幾度 か 改めて ゐ るの も その 苦心 を 物； る. 

ものである。 (生涯 論參 照) 

井汲 氏 も 謂へ るが 如く、 「秋」 は、 「お 互に 抱き合 ふこと が 出来た 二人が、 その 出 發點の 一 歩の， な ひ 

違 ひからして、 ほんの 近くまで きて、 もう、 それ 以上 進め なくなり、 遂に 別れて しま ふので ある。 I 

I  (或は 更に その 出發點 でもう 一 一三 歩の 喧違 ひが 生じて ゐ たら 三角 關 係の 戀愛ゅ 岡が 生じて ゐ たか 

も 知れない のお、) 
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が 「山 嶋」 では、 互に 相對 して ゐる 性格が 或る 一 點で 握手し 得た 劇的 場合が 描いて ある。」 (三 ぼ 

文 舉* 大正 十 年 五月) 

トルストイと、 トウル ゲ ネフ は、 、ヴァ ロン 力 川の 向 ふの 雜木 林へ 山嶋を 打ちに 出掛けた。 ト ルス 

トイと トウル ゲ ネフと は、 二 個の 逮 つた 性格の 所 is^ として 描かれて ゐる。 卽ち、 「我執の 强ぃ トル 

スト ィは、 徹頭徹尾 他人の 中に、 眞實を 認めない 人間だった。 常に 他人の する 事に は、 虚僞 を感す 

る 人間だった。」 が、 トウル ゲ ネフ は、 「無骨な トルストイ に比べる と、 上品な 趣が あると 同時に、 何 

處か 女らしい」 ところ も ある〕 從 つて、 昔と 變ら ない トウル ゲ ネフ は 、「トルストイの 言葉に、 子 # 

らしい、 感激 を 感じる と、 我 知らす 皮肉に 出 勝ちだった。」 井汲 氏 も 言って 居る 様に、 斯様な 「二つ 

の 性格 所有者 は、 氣まづ い 思 ひ をして、 各々 の 軌道の 上ば かり を 動く」。 ところが 最後に トウル ゲネ 

フの射 _洛 した 山嶋 が、 明かな 事實 となると、 今迄 反撥して ゐた 二人が 握手す るので ある。 昨夜 トウ 

ルゲ ネフが 射 落した と 云 ふ 山 嶋を犬 や 子供達が 探した が 遂に 見當ら なかった。 それ 故、 トルストイ 

は、 その 事 實をも 疑って ゐ たが 今朝、 子供達が その 山 嶋が白 楊の 枝に ぶら 下って ゐた事 を 二人の 者 

に吿げ ると、 先づ トルストイ は 手 をのべ て、 トウル ゲ ネフの 手 を 握る ので ある。 — これで この 話 

は 終る。 が、 の 後段に 「見つかつ たの は、 山畴 か、 それとも ァ ンナ • カレュ ァの 作家 か」 と 言 ふ 
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言葉が ある。 それにつ いて 井汲 淸治氏 は 次の 如く 云って ゐる。 

「屎 して 山嶋を 見つけた ために 安心した のか。 それとも r ァ ンナ • 力 レ 二 ァ」 の 作品の 性格の 點に ふれた のか。 

さう して 二人 は 永久に 握手し 得た のか。 それ はや はり 分らない。 11 恐らく 二の 性格 者 はお 互に 降參 せずにす 

ん だから、 安心して 喜んだ ので あらう。 しかし 二人 は、 お 互に 許し 合ったならば、 もっと 安心し たので あら 

う。 それ はこの 小說に 書いて ない。 が 十分に 暗示して ある。」 

以上の 如く、 作者 は スケプ テックな 立場に 立って は 居る が 鬼 も 角、 トルストイと トウル ゲ ネフと 

を 握 乎せ しめて ゐる。 一瞬の 感動と しても。 

性格の 描. お、 乎 法 共に、 本 期の 傑作で ある 事 は、 宇 野 浩ニ氏 や 井汲 淸治 氏と 共に、 ZE 感 である。 

「秋 山圖」 は、 元朝 畫の神 手、 黄 大慶の 書いた とい ふ 「秋 山圖」 に 託して 作者の 藝 術の 一 面 を； おつ 

てゐ る。 結末。  . 

「しかし 煙 客 先生の 心の中に は、 その 怪しい 秋山圔 が、 はっきり、 淺 つて ゐ るので せう。 それから 

あなたの 心の中に も、」 

「山 石の 靑綠 だの 紅葉の 碑の 色 だの は、 今でも ありあり 兒 える やうです、」 

「では 秋山圔 がない にしても、 憾む所 はないで はありません か？」 
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惲 王の 兩 大家 は、 掌を捬 つて 一 笑した。 

「荷る と 云 ふ 事 は 信す る 事で、 信す る もの、 前に は、 有った か 無かった か は 問題で ない。」 それが に 

の 一 篇の 主題と 思へ る。 

然 かも j 篇は、 支那が 背景で あるが 爲に 文字 文章 共に、 漢文の 和譯の 如く、 注意して ゐる。 加 ふ 

るに r 藝術」 から. 1 . 殊に は繪畫 から 題 村 を 取った 彼の 創作 11 「地獄 變」 「沼地」 等の 如く 彼の 藝術. 

への 氣魄が 一丸となって 表 はれて ゐる〕 例へば 「秋 山圖」 を 描す 彼の 一文 を 見よ、 それ 等の 諸點が 

自ら 明になる であらう。 . 

「畫 は靑 綠の設 色です。 溪の 水が 委 蛇と 流れた 處に、 村落 や 小 橋が 散在して ゐ 7 リ、 11 その上に 起した 主 5| の 腹 

に は、 悠々 とした 秋の 雲が、 給 粉の 濃淡 を 重ねて ゐ ます。 山 は 高 房 山の 橫點を 重ねた、 新 雨を經 たやうな 翠黛. 

です が、 それが 又 珠を點 じた、 所々 の 叢林の 紅葉と 映發 して ゐる 美し さは、 殆ど 何と 形容して 好い か、 言葉の 

着け やう さ へ ありません。 かう 云 ふと 唯 華麗な 畫の やうです が、 布 11^ も 雄大 を盡 して ねれば、 筆墨 も 渾厚を 極 

めて ゐる —— 云 はば 爛 然とした 色彩の 中に、 空 靈擔蕩 の 古 趣が 自ら 漲って ゐる やうな なのです。」 

「山 嶋」 「秋 山圖」 などの、 その 背景に 相應 しい 藝術 的ィル ー ヂ ヨン は、 作者が 如何に 作 中に 融け 込 

んで、 その 素材 を縱 横に 驅 使して ゐ るか を 示す もので、 その 點に 掛けて は 一字一句 も ゆるがせ にし 
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てゐ ない ので ある。 

「秋 山圖」 を 評した 井汲 氏 は 次の 如く 言って ゐる。 

「これ は 恐らく 芥川 氏の 藝術觀 の 一 面 を 語つ てゐる もの だら う。 それ は 靜觀の 世界で ある。 靜 かに 表 はさんと 

する もの を 眺め、 さう して それ を 制作し、 近よ る ものに 何ら かの 感銘 を與 へようと する。 それが 制作の 努力で 

ある。 それが 創造で ある。」 

と 0 

これ は 晩年 「文藝 的な 餘 りに 文藝 的な」 の 結末に 於て、 彼が 主張した 處と亦 符合す るので ある。 

r 文藝 上の 極北 は ハイネの 言った やうに 古代の 石 人と 變り はない。 たと ひ 微笑 は 含んで ゐて も、 い 

つも 唯 冷然と して 靜か である。」 (6  • 七 八 一) 

湖心の 如く 靜 まりかへ つた 作者の 心境が、 か \ る藝 術の 多く を殘 して ゐ るので ある。 

支那から 素材した ものに 「秋 山圖」 の 外 T 南京の 基督」 「社 子 春」 「ァグ 一一 の祌」 等が ある。 

「南京の 基督」 は、 耶蘇 敎徒 である 秦淮 の宋金 花と いふ 十五 歳の 私窩 子が、 揚梅瘡 を 病み、 客 をと 

ら ない。 が、 一 日外國 人が 金 花 を 訪れ 金 花が 病 氣の話 をして 担む にも 關 はらす、 無理に 一 夜 を 明し 

てし まふ、 翌朝 余 花 は 目を覺 ますと、 件の 外 國人は 旣にゐ す、 叉 不思議に も 一 夜の 中に かの loi- 性 を 

極めた 揚梅瘡 が 癒って しま ふ。 それ 故、 無智な 金 花 はかの 外 國人を 基督 様 だと 信じて ゐ るので ある。 
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が、 事實 は、 その外 國 人と いふの は、 無頼の、 日本人と 亞米利 加 人の 混血 兒で路 透 電報局の 通信 

員で ある。 彼 は その 傳染を 受けて 惡 性の 梅毒から 遂に 發 狂して しま ふ。 

こ の 事情 を 知 つ て ゐる宋 金 花 を 訪れた 若い 日本人 は、  、 

「おれ は、 一 體 この 女の 爲に、 蒙 を 啓いて やるべき であらう か。 それとも 默 つて 永久に" 昔の 西洋 

の 傳說の やうな 夢を見させて 置くべき であらう か。 …… 」 と 思 ふ 事が か，. -れ てゐ る。 

この 日本人 は、 金 花に 事實を 明かしても、 金 花の 信念 を 打破る 事 は 或は 不可能であった らう。 な 

ぜ かなら、 事實は 信念の 前に は とる に 足らない から。 

この ー篇を 「迷信の 幸福 を說 いた もの」 とい ふ篠 田太郞 氏の 見解と、 叉、 「甚だしい 暗澹たる 迷信 

を 露いた」 と 云 ふ 窒生厚 星 氏の 間、 卽ち、 その いづれ か を 作者 は 明に して ゐ ない。 そして ス ケプケ 

ック である。 一人の 可憐な 私窩 子の 生活 や 基督 を 信す る 事情な ど、 愛 を 以て 巧妙に 描かれて ゐる。 

千 葉 龜雄氏 は 「人情 美と 表現が しっくり 合って、 作者が 持って 居た よさと、 美し さ を 稀に 表. m し 

た」 と 評し、 又 「どうかす ると、 面白 一 ベんだ けの 物語に 墮 ちる 危險が ある。 その 危險を 苦 もな く 

克服して、 かう も 器用に すがすがしく、 いかにも 巧みな 構圖に 仕上げた の は、 やはり 彼で なければ 

ならぬ 技倆 だ。 わざとら しい 誇張 味が 無いだ けで も 救 はれる。.」 (作品 を 通して 見た る 芥川龍之介 太陽 
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昭和 一 一 • 九) と 云った の は 同感で ある。 

「杜子 春」 「ァグ -1 の祌」 は 共に 童話で ある。  - 

「社 子赛」 は、 二度 峨眉 山の 鐵冠 子の 言葉 を 聞いて、 大金 持になる が、 三度 目に は、 人^の 雜 SE に 

愛想 をつ かし、 鐵冠 子に 仙術 を敎 へて 吳れる 様に たのむ。 が、 鐵冠子 は 仙術 を 行 ひ、 杜子 恭 に ま 

あたり 兩 親が 地獄の 森羅 殿で、 鞭 を 受けて ゐる 光景 を 見せしめて、 試め すが、 その 試驗 に、 彼 は、 

失敗す る 事が 記されて ある。 

そして 言 ふ。  • 

「なれません。 なれません が、 しかし 私 はなれなかった こと も 反って 嬉しい 氣 がする のです。」 

「何に なっても、 人間ら しい、 正直な 暮し をす るつ もりです。」 

この 言葉 を 引用して 正宗 白鳥 は、 これ を 傑作の 一 つで あると 認め 乍ら も 「人情に 安 じて ゐ る、」 と、 

云った。 それ は 正しい。 龍 之 介の 童話 は、 か \ る 批判の 下に 於て は、 #： 通の 道徳から 出て ゐ ないか 

ら。 が、 この 作の 前段で は、 人の 薄情 さ を も 描いて ゐる。 现 想よりも 現寳 への 勝利で ある。 ロマン 

チックな 筆致の 中に 口 マ ンチッ ク ならざる 所以で ある。 

「ァグ 一一 の 神」 も、 同様 魔術 を 描いた 一昆 ロマ ン チックな 話で ある。 
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印度人の 老婆が 「ァグ 一一 の祌」 を 使って 占 を やって ゐる。 それ は 支那の 娘惠 蓮に 「ァグ 二 の祌」 

をのり うつらして 占 をす るので ある。 が實 は、 惠蓮 は、 香港の 日本領 事の 娘 妙 子で、 妙 子 は、 去年 

の 春 行方不明 になった もの だ。 一 日 isj 米 利 加 人に 賴 まれた 老婆 は 娘に r ァグ 二 の祌」 を乘 りう つら 

せて ゐる 深夜、 妙 子 一家の 書生 後藤が、 妙 子 を 救出す ので ある。 

妙 子 は、 前の 戸口に ゐる遠 藤と 謀って どうかして、 「ァグ 一一 の 神」 が乘 りうつ つたと 見せかけて、 

「今夜 限り 娘 を かへ せ。 でない と、 命に か- - はる」 と、 老婆に 云 はう とする が 老婆の 魔法が 初 まる 

と、 型の 如く 「 ァグ 一一 の祌」 のとり ことなる。 

が 「ァグ 二の 神」 は 娘の 思 ひの 通り、 占の 事 を 言 はす 娘 を 還せ、 でなければ 命に か" はる」 とい ふ- 

これ を 聞いた 老婆 は、  それが 娘の 噓言 であると 思 ひ 娘 を 殺さう とする。 が實は 「ァグ 二 の 神」 その 

もの &ぉ吿 である。 老婆 は 我と 我 身で、 振 上げた ナイフ を 自分の 胸へ 突き立て \ 死んで しま ふ。 

遠 藤 は、 鍵穴から これ を 見て 事の 成功 を 言 ふが、 娘 は、 事の 失敗した 事 を 言 ふ。 それ は、 娘 は、 

「ァグ 二の 神」 のとり ことなって しまって、 お告げの 事 を 知らなかった からで ある。 

が r ァグ 一一 の祌」 は、 娘の 信念 通り 動いて 吳れた 事 を 知って .1 切 を 了解す ると 云 ふ 筋で あ る。 

卽ち、 一 篇の 主題 は T 妙 子」 の 信念が 「ァグ 二 の 神」 を 支配した 事 を 示して ゐ るので あらう と 
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田 J 

「杜子 者」 と共に、 構想、 描寫 共に、 優れた 童話と 云 ふよりも、 好矩篇 たるに 恥ぢ ない と 思 ふ。 

「舞踏 會」 「奇怪な 再會」 は、 共に、 明治 開化 期から 取 村され たもので ある。 

「， 舞踏 會」 は、 明治 開化の 鹿 鳴 館の 舞踏 舍 から 取 村した 口 マ ン チックな 色彩が 高い 作品で あるが、 ； 

一 方宫本 氏が 指摘した 如く 作者 は、 ピエル •  口 ティと 共に 『我々 の 生の やうな 火花 をみ つめて.^ 

る。 『開化 期の 空氣 が、 典型的な 表現 をう けて 一 篇を 支配して ゐる。  ： 

「奇怪な 再會」 は 「， 舞踏 會」 に 於て ピ エル •  口 ティの 「お 菊 夫人」 を 描いた に 比し、 これ は 牧野と 

いふ 軍人が 日 淸戰爭 後 つれ 園つ た 妾 支 那人 孟惠蓮 の 事が 描れ てゐ る。 

お 蓮さん こと 孟惠 蓮が、 妾 生活の 中、 行方不明の 前の 戀人 金さん や、 死んだ 犬 や、 牧野の 夫人の 

嫉妬の 事 を考へ 乍ら 遂に 發 狂す るまで の經 過が 可成 精緻な 心理 描寫 をう けて ゐる。  - 

奇怪な W 弁と いふの は發 狂した お 蓮が、 彌勒寺 橋で 前の 戀人 金さん に發 狂の 精神的 狀 態に 於て # 

はう とする 事から 名 附られ たもので あらう。 井汲 氏 は 「この 作品に は 作家の 燒點の S き 所が 明かで- 

ない。」 と 云って ゐ るが、 一人の 女が 發 狂す るまでの プロセスが 可成 瞭然と 現れて ゐ ると W 心 ふ。 特 

彼女が 愛した 犬 等 は、 ^^も波女の精钟のシル ヱットの如く、 奇 しく 生々 しく 描れ てゐ る" 私 は 後年 
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「齒 車」 等の 作品に みる、 作者の 倾 向が、 この 作品に 於て、 早く も 見られる 如く 思 はれる。 

超現實 的な 色彩の 濃厚な ものに、 この 外、 「影」 「妙な 話」 が ある。  ， 

「妙な 話」 は 結婚 後 まだ 半年 も經 たない 內に、 夫に 離れた 若い 千 枝 子と 云 ふ 女 主人公の 強度な 神 IS 

衰弱 中の 出来事 を 千 枝 子の 夫の 話と して 細々 と 書いた もの T 影」 は、 橫濱 日華 洋行の 主人 陳彩、 女， 

給 あがりの 房 子 夫人、 顏 色の 蒼白い 書記の 今 西、 それ 等が 各、 「影」 に 追 はれて ゐる 人間と して 描れ 

てゐ る。 陳彩 は、 房 子 夫人 を 探偵し、 房 子 婦人 は神經 衰弱、 今 西 は、 房 子の 若い 時の 戀人、 陳彰に 一 

蟹 名の 手紙 を 書い て 房 子 夫人 の 無 貞操 を 幾度と なく 吿げ る。 

これ 等の 作品 は いづれ も アブ ノ ー マルな 祌經を 細々 と 作者 は描寫 して ゐる。  一 

この 外 小品で は あるが、 「女」 が ある。 力強い 作品で ある。  一 

この 中の 雌 蜘蛛の 中に、 —— 蜂と 爭鬪の 結果、 血 を 啜り やがて 卵 を 生み、 死んで 行く 一  匹の 雌蜘 

蛛の 中に 女の 一生 を 作者 は 見て ゐ るので ある。 寫實 風な 描寫 のなかに あらゆる 母親の 本性 を 見遁さ * 

ない 作者の カ强 さが、 如實に 示されて ゐる。  一 

尙、 本 期の 力作と も稱 すべき、 r 黑衣 聖母」 「捨子」 「鼠 小僧 次 郞吉」 が ある。  i 
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r 黑衣 聖母」 は、 

稻 豕の 祖母が 大病の 孫 を黑衣 聖母に 祈つ て 「何卒 私が 目をつぶります まででよ ろしう ございま 

すから、 死の 天使の 御 劍が茂 作の 體に 觸れ ません やう、 御 慈悲 を 御 垂れ 下さい まし」 と 云った。 そ 

れで j 日： 孫 茂 作の 病氣が 癒る がその 代り 祖母 は 死に、 やがて 孫 茂 作が その後 もな く ：= を-すがす とい 

ふ 筋で ある。 

作者 は、 斯様な 「或惡 意を帶 びた 嘲笑 を 永久に 冷然と 濯へ てゐ る」 黑衣 聖母に、 作の 始めに 於て- 

うめ 

疇って ゐる。 それ は 人 問 一般に 對 する 作者の 祈りの やう だ、 —— この 淚の 谷に t. き 泣きて、 ， 胡 身に 

願 ひ を かけ 奉る。 ：：： 御身の 憐 みの 御 眼 を われらに 廻らせ 給へ。 ……深く 御 柔軟、 深く 御 哀憐、 す 

5 まし  ， $ 

ぐれて 甘く まします 「びる ぜん、 さんた まりや」 樣  

r 捨兒」 は、 開化 期に 素 村した こと は 「舞踏會」「奇怪な1^會」 と 同じで ある。 子 を 亡くし 夫 を 失つ 

た 一人の 女が、 淺 草の 信 行 寺の 住職、 日 錚和尙 の 說敎に 感動し、 日錚の 下に ゐる 未晃の 扮兒を 我 >:.- 

であると たばかり 貰 ひ 受け 母の 役 を 務め 育てる。 長す るに 及び、 母 も 子 も その 3M 相を識 つて はゐる 

が、 知らせる 事は慘 酷の やうに 考て 態と 實を 明さない、 卽ち、 「母 以上の 人 問」 「子 以上の 人 叫」 を 描 

いて ゐる。 
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「鼠 小僧 次 郞吉」 は、 義盜鼠 小僧 次 郞吉を 人間ら しく 描寫 して 遺憾がない。 井汲 氏の 言の 如く、 「甲 

州 街道 をた どた どと 歩いて 行く 彼の 姿な ど は、 寳 によく 書け てゐ る。」 英雄 視 されて ゐ る次郞 吉を當 

の 次 郞吉が 聞いて ゐる。 英雄の 偶像化 を、 世間 も 民衆 も 許して ゐる愚 を 作 は嚼 つて ゐる。 そして 

作者 は 英雄が やった ことで も惡ぃ こと は惡 いと 指摘して ゐる。 

甲 州 道中、 一人の 胡麻の 蠅と 道連れと なった 次郞吉 は、 その 胡麻の 蠅を 取って おさへ る。 がお さ 

へられた 件の 胡麻の 蠅は、 今 自分が おさ へられた のが 次郞吉 である こと を識ら す、 自分 こそ 稀代の 

義盜 鼠小儈 次郞吉 であると 豪語して 捕縛され 乍ら 手柄 話に 怪氣焰 を あげる。 それ を 聞いて ゐる 宿屋 

の 番頭、 馬子 半天 等 は、 次第に 英雄 崇拜の 熱に 浮かされ、 さて は 言 ふま &に 酒まで 取らせる。 

この 話 を 梯子の 中段に てぢ いっと 聞 入って ゐ たの は、 眞の 次郞吉 であった。 彼の 思 ひ を 作者 は 次 

の樣に 書いて ゐる。 ， 

「かう 云 ふ 野郎 も圖圖 しいが、 それ を乂 正直に 聞いて やる 番頭 も 間 拔けぢ や 無え か。 おれ は 八 間の 明リの 下で 

藥銀 頭の 番頭が、 あの 飲んだくれの 胡麻の 蠅に、 桝の 酒を飮 ませて ゐ るの を 見たら、 何も この 山甚の 奉公人ば 

かりと は 限ら 無え、 世間の 奴等の 莫迦 莫迦し さが、 可笑しく つて、 可笑しく つて、 こて えられ 無かった。 何故 

と 云 ひねえ ■ 同じ 惡黨と は 云 ひながら、 押 込みより は搔拂 ひ、 火つ けより や 巾着 切が、 まだし も 罪は輕 いぢ 
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や 無え か。 それなら 世 問 も その やうに、 大 盗っ人より や、 小 盗っ人に 憐みを かけて くれさうな もの だ。 所が 人 

し マ  . M  J 

はさ うぢ や 無え。 三下 野郎に やむ ごくっても、 金箔つ きの 惡黨に や 向う から 頭 を 下げ やが る。 鼠 小僧と 云ゃ洒 

も飮 ますが、 唯の 胡麻の 蠅と云 や 張り倒す の だ。」 

それ 故、 この ー篇は 民衆の 英雄 崇拜を 作者 は 皮肉に 見て ゐる。 と 云った 德 田太郞 氏に M 感 である 

話す やうに すら./ \ ^と 筆 を 運んで ゐ るが 讀後 いかにも 勞作 であると 思 ふ。 

「動物園」 は、 稷々 の 動物 を 表題に した 短 章から 成って ゐる 作者の 精神 風景で ある C 

今、 その 中から、 作者、 人なら びに 藝術 を、 うかが ふに 足る 二三 を 引 ほしょう。 

驟 哥 

お前 は 古い 麼畫の 桃の 枝に、 ぢ つと 止って ゐ るが 好い。 うっかり 羽搏きで もしゃう ものな、 し、 體の紛 の 具が 

剝げ てし まふから。 

 <ェ 的な 又 文人 的な 彼の 一面 を 見る。 彼の 藝術 もこれ に ill す 倾向を 内 藏 して ゐた。 が、 それ 

に 彼は齒 どめ を かけて ゐる。 

猿 

猿よ。 お前 は 一 體 泣いて ゐる のか、 それとも 亦 笑って ゐる のか、 お前の 顔 は 悲劇の 面の やうで、 時に 乂審 

劇の 面の やう だ。 (下略) 
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11 この 猿に、 われわれ は、 はっきり 彼 を 見る 。「泣いて ゐる のか、 それとも 亦 笑って ゐ るの 

か」 ！  ， 

兎 

さんじう ほさつの； &ち をお U な ひ 5 さぎみ を 5. くも？ 5 が；， -り 

今昔 物語 卷五、 三 獸行菩 薩道 鬼燒身 語と 云 ふ Jataka の 中に、， こんなお 前の 肖像 畫が ある。 

—— 「鬼 は勵 みの 心を發 して、 ： ： 耳 は 高く 病せ にして、 目 は 大きに 前 Q 足 短く、 尻の 穴 は 大きに 開いて、 東 

西南 北 求め 步け ども、 更に 求め 得た る物无 し。 ：：.」 

—— この 鬼の 肖像 畫は、 f 亦 彼の 精進 求道の 藝術 心で はない か。 I - 

そして 我我 は、 彼の 創作に 滿足 出来ない 自嘲の 聲を 左の T 羊」 の 一章に 聞く ので ある。 

或 日 おれ は 檻の 羊に、 いろいろな 本 を 食 はせ て やった。 聖書、 Une  Vie. 廣 詩選、 11 何でも 羊 

は 食って しま ふ。 が、 その 中に たった 一 つ、 いくら 鼻の 先へ 出して やっても、 食 はない 本が あると 

思ったら、 それ はおれの 小說 集だった。 覺 えて ゐ ろよ。 . 綿 細工め。 
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第 六 章 「春 服」 時代 

〇 六の 宮の姬 君、 〇 往生 输卷、 〇 藪の 中、 〇 老いた る 素 戈 t{ 嗚尊、 〇 好色、 〇 報恩 ss、 〇 神神の 微笑、 〇 お 

ぎん、 〇 お 富の 貞操、 〇 庭、 〇 トロッコ、 〇 百合、 〇 三つの 寳、 〇 奇遇、 〇 母、 〇 わが 散文詩、 〇 俊寬、 

〇 將軍 〇 一 夕 話 

大正 十二^ 五月 一恭 陽 堂から 小 穴隆ー 氏の 装帖 にて 出版せ る 第五 短篇 集が 「春 服」 である。 前ギ 十 

一 年 は 隨筆集 r 點心」 と選藥 r 沙 維の 花」 と、 中篇 「邪宗 門」 を、 それぞれ、 金：：^ 堂、 改选 社、 卷 

^堂から 出版した 芥川龍之介 は、 漸く 一方の 重鎭 として 我國文 il? 一に！ isi した。 彼の 書く 物が いづれ 

も當 時の 文 擅に 强ぃ聳 動 を もたらした。 

この 中に 牧 めら れた 短篇が 如何に 龍 之 介の 眞骨 髓を發 した もので あるか、 また 神技に も 比すべ 

き 重厚な 作品に よって 滿 たされて ゐ るか を 觀れば 明かで ある。 

「六 の宮の 姬君」 「往生 緯卷」 「藪 の 中，」 「老 い た る 素斐， ⑩ 尊.」 「好色.」 「報恩 記」 「神神 の 微笑」 「お ぎ ん」 「お 

富の 貞操」 「庭.」 「ト 口 ッコ jn 二つの 寶.」 「奇遇」 「母」 「わが 散文詩」 の 十五 篇。 

うち 、「老いた る 素戔嗚 尊」 は 「夜来の 花」 以前の 作品で ある 他 は、 ^_;^z、 それ 以後の 作：： i である。 
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「羅生門」 「傀儡師」 時代が、 初期の 頂點を 示す とすれば、 この 「春 服」 は、. 次の 「黄雀 風」 時代と 

共に 第二の 頂點に 立つ ものと 云へ よう。 

作者 は 「春 服」 の践 に、 「一二の 例外 を 除き さへ すれば、 春 服に 牧 めた 作品 は 二十代に 成つ. たもの 

のみで ある。 だから 「春 服」 と 名 づける 事と した。」 と 云って ゐる。 事實 、「神神の 微笑」 を 除いた 他 

は 大正 十 一 年末 卽ち 彼が 滿 三十 歲 以前に 書かれた ものの みで ある。 

大正 五 年 「鼻」 發表を 文 t: 進出の 契機と して 滿五 年に して 早く も 大家ら しい 位置 を 獲 〔付して ゐる 

彼の 風貌 を 憶 ふと、 若く して 高 料に 上った 天才に、 今更^ 目せ すに は 居られない。 轉換に 轉換、 新 

手に 新手 を 加へ 乍ら、 自ら 信す る處が あり、 自己の 藝 術の 分野に 泰然と 彼 は、 不覊の 藝術を 仕上げ 

てゐ る。  ， 

「藪の 中」 「報恩 記」 の 心理的な 重厚な 作品、 「六の 宫の姬 君」 「お 富の 貞操」 の 如き 典型的 小說 美、 「往 

生 繪卷」 「トロッコ」 などに 見 ゆる 完成、 いづれ をと る も、 われわれ は、 それ を證 して 餘り あるで あ 

らうと 思 はれる。 

この頃の 彼に は、 あらゆる 批評に は 耳 馬 牛で、 專心、 彼の 藝術 境に 肉薄して ゐ るが 如く 思 はれる。 
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「六の{呂の姬^！^」 は、 かって 作品 「秋」 に 於て、 宿命に 對 する 「あきらめ」 を 謳った 彼 は、 玆 では 

平安朝 を 背景と して、 やはり 宿命に まかせて 何等 意志し ない 一人の 日本の 典型的な 姬君を 中心とし 

て、 その 可憐な 後半生 11 結婚、 離婚、 死、 死後な どが 一家の 沒落を 背景と して 哀， 極まる 紛卷物 

として 織な して ゐ るので ある。 龍 之 介の 女性 觀 はか \ る 意志し ない 從 順な 女性 を、 こよな く 愛して 

尤もよ しとして ゐる。 「六の 宫の姬 君」 や 「秋」 の 信 子 は、 その 代表的な ものである。 

形式的に 於て、 他の 多くの 歷史 物の 如く、 時代の 空 氣を色 濃く 浮上ら せて、 殆ど 典型的に さへ み 

える。 窒生庫 ni^; 氏の 「典型的な 小說 美」 といった 所以 も兹 にある。 また、 片岡鐵 兵 氏 は、 この 作品 

ならびに r 秋 山圖」 等の 龍 之 介の 歷史物 を 評して 『「秋 山圖」 も 「六の 宮」 も 作者の 呼吸と、 流れる 

意識の 進行と は 同じ 色彩 を 持って 居る が、 兎も角、 これ^の 作品 は、 據史を 通して： た 遠い 或 r2 代 

の 签 氣に對 する 憧れから 成って ゐる やうに 思 ふ。 その 時代の 屮に、 作者が 如何に 美しく 生きて 居る 

こと だら う。 その美し さ を 私 は 「六の 宮」 又は 「秋 山圖」 の 創造的 進行のう ちに 見る の だ。 我々 は 

歷史を 叙した 叙事詩の 如何なる 物 も 取り落とした 美しい 「呼吸」 を これ 等の 作品から 感じ取る こと 

が出來 る。」 (作家と しての 芥川氏 • 追 悼號) と 云った の も 亦、 その 間 の 消息 を； つて ゐる。 

「老いた る 素戔鳴 尊」 は、 尊の 娘 須世现 姬と鼙 原 醜男との 問の 戀愛 を、 嫉：^ し 裂かう として、 ii -々 


(309) 論 品 作 


な 難題 や 邪魔 を 入れる が、 遂に 澄 刺なる 彼等の 戀愛を 祝ぐ ことが 書かれて ゐる。 

「おれ はお 前た ち を 祝 ぐぞ！」 

たおから 

「おれよりも もっと 手 力 を 養へ。 おれよりも もっと 智慧 を 磨け」 「おれよりも もっと 仕 合せに なれ！」 

老いた 素 戔鳴尊 は、 かう、 獨木 舟に 乘 つて 船出して ゐる 彼等に 呼 かける。 作者 は、 而 して、 次の 

言葉で この 小說を 終って ゐる 。「彼の 言葉 は 風と 共に、 海原の 上へ 響き渡った。 この 時 わが 素戔鳴 

お ほひる め むち 

は、 九曰嬖 貴と 爭 つた 時より、 高天原の 國を逐 はれた 時より、 高 志の 大蛇 を 斬った 時より、 すっと 

天上の 神神に 近い、 悠悠た る 威厳に 充ち滿 ちで ゐ た。』 一 見 その 意圔は 明で あらう。 

正宗 白鳥 氏 は、 r 芥川 氏の 文學を 評す」 (中央 公論 昭和 二 • 一  〇) の 中に 於て 、「往生 鎗卷」 に 就いて 

次の 如く 言って ゐる。 

『小品 「往生 綺卷」 も 「孤獨 地獄」 と 同じ やうな 意味で 私に は 面白かった。 ： ： 五位の 入道 は、 狩りの 歸 りに 

或 講：！ の說 法を聽 聞して、 如何なる 破戒の 罪人で も、 阿 彌陀佛 に 知遇し 奉れば、 淨 土に 往 かれる と 知って、 全 

4； の 血が、 一度に 燃え立つ たかと 思 ふ ほどに、 急に 阿彌陀 佛が戀 しくな つて、 直ちに 刀 を引拔 いて、 講師の 胸 さ 

きへ つきつけながら、 阿 彌陀佛 の 在所 を 責め 問うた。 そして、 西へ 行けと 敎 へられた ので、 彼れ は、 「阿 彌陀 

佛ょ や。 おおい。 おおい」 と 物 狂 はしく 連呼しながら、 西へ くと 馳 せて ゐ たが、 やがて、 彼れ は 波打 際へ 出 

て、 ^^るにも舟がなかった 「阿 彌陀佛 の 住まれる 闽は、 あの 波の 向 ふに あるか も 知れぬ。 もし 身共が 鶴の 鳥な. 
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らば、 すぐ そこへ 渡る のぢ やが：： しかし、 あの 講師 も、 阿 彌陀佛 に は、 廣大 無邊の 慈悲が あると 云うた。 し 

て 見れば、 身共が 大 It に、 御佛の 名前 を呼續 けたら、 答へ 位 はなされぬ 事 も あるまい。 されず ば 呼び 死に、 死 

ぬまで ぢゃ。 幸 ひ 此處に 松の 枯木が、 二 肢に校 を 伸ばして ゐる。 まづ この 梢に 登る としょう か」 と、 彼 は IE- 純 

に 決心し た。 そして 柑の 上で、 息の ある 隈リ、 生命の 續 く限リ 「阿 彌陀佛 よ や。 おおい。 おおい」 と 叫んで 止 

まなかった。 ：： 彼れ はこの 稍の 上で つ ひに 餓死した ので あつたが、 その 屍骸の 口に は、 まつ. S な述 華が い 

てゐ て、 あた リに異 香が 漂 ふて ゐ たさう である」。 (中略) 

「孤 獨 地獄に 苦しめられて ゐる ある 人間が、 仝 身の 血 を 湧 立た せて 阿 彌陀佛 を 迫 掛けて ゐ ると m4 ふと、 そこに 

私の 最も 親しみ を覺 える 人 問が 現出す るので あった。」 

といって ゐ るが、 「このまつ. 21 な 蓮華」 を 氏 は 「藝 術の 上 だけの 遊び」 では あるまい かと 云って ゐる。 

が、 私 は、 それ を宮本 氏と 共に 否定せ すに は 居られない。 宮本顯 治 氏 は r 肷 北の 文舉」 に 於て、 

「この 往生 緣 卷はュ ー モ ラスな 形式の 下に、 笑 ひ 切れない 求道者の 姿 を 書いて ゐる。 正宗 白鳥 氏 は、 この 作品 

の 結末の まつ. m な 蓮華 の^く 非現實 的な 描 寫を捉 へ て、 芥川 氏が リアル に 徹する ことの 出來 なかった 人 だと い 

ふ ことの 例證 として ゐる。 勿論、 我々 は 別の 意味で 氏が 現實を 深く 認識し なかった こと を 批判す るつ けれど、 

こうした 偏狭な 自然主義 的 批判 は、 永久に、 作品の 本質 を 理解し 得る もので はない。 作者 は 「五位の 入 S3」 を 

愛して ゐる。 憐愍 を 越えて、 まじめに 愛して ゐ るの だ： 蓮華の 花 をい 咲かす は、 氏の 「あそび」 ではない。 枯 

木の 稍に 死んだ 求道者 に 心 か ら 詩的な 頌辭を 最後に 手 向け てゐ るので ある。』 

と。 ま y に その 通りで あらう。 
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われわれ は、 籠 之 介と 共に 、「阿 彌陀怫 よ や、 おおい、 おおい」 と 叫び 乍ら 行く 求道の 「五位の 人 

道」 に無關 心で ゐられ ない の だ。 そして その 笑 ひに は 針の 如き 悲痛 さが、 底に たたえられて ゐ るの 

を 知る の だ。 宫本氏 も 云へ るが 如く 、「鼻」 「芋 粥」 等の 如き も、 それ は單 なる 笑話と は遽に 遠い もの 

である or 作者の 微笑の 底に 憂 管な^ 面 を 我々 は さぐりあてる であらう」 而 して か、 る ュ，' モ ァ C- 

そ、 笑 ふに は 笑へ ない 嚴肅 そのもので なければ ならぬ。 

「悲しき V 矾具」 の 作者 石 川 啄木 は その 歌に よって その 悲痛 を 歌 ひ あげた 様に、 わが 龍 之 介 は、 彼自 

身の 悲痛 を 或は 彼 自身の 觀 じた. この 恼霸 たる 人生の 悲痛 を、 ュ ，1 モアな 幾多の 小說 として 纏め 上げ 

てゐ る。 さう は 謂 はれない であらう か。  ， 

「トロッコ」 と、 この 集に は 入って ゐな いが 同じく 十一 年に 物して 未完の 儘の 「百合」 と は、 主人 

公 「良 平」 の 幼年時代の 一 頁から 取材した もの。 一 見寫實 風な 中に、 幼年時代の 哀愁が 長く 尾を引 

いて ゐる やうな 作品で ある。 幼年時代の ありし日の 斷片。 それ は 時には 大人に なっても、 頭の 何 處 

かに 在って、 ふいと 全然 何の 理由 もな く 蘇へ る ものである。 

「トロッコ」 は、 乘 りたい と 思 ふ トロッコに 弟と、 弟と 同じ年の 隣の 子供と で 土工の 居ない 留守に 

乘り 得た 經驗、 又 土 H を手傳 つて、 再び トロッコに 乘り 遠く 迄 わけもなく 行き 土工に 「われ はも^ 
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歸ん な。 おれたち は、 今日は 向 ふ 泊り だから」 と 云 はれて、 急に、 家から 遠方へ 來 てこれ から 一人 

で歸ら なければ ならな， い 事に 氣附 いて 無我 無 中 素足の ま \ 走った。 彼 は 家に 著く や 否や 大聲で 泣い 

てし まふと いふ 筋。 

「百合」 は 「二 本 芽の 百合」 を兒 つけて、 良 平と 隣の 金 三と が 驚異の 隨を瞠 つて 愛撫す る。 それが 

もとで 喧嘩になる。 11 それが 如何にも 少年ら しい 會話を 交へ て潑 刺と 描かれて ゐる。 例へば、 

金 三の 「ああ、 うんと 太い 二 本 芽の ね、 ちん ぼ 芽の ね、 赤 芽の ね、」 といって 良 平 を 誘 ひに 來 るの 

を 初め T 夏ね え？ 夏な もんか。 雨の 降る 時分 だよう。」 「雨の 降る 時分 は S だよう、」 「s は 白い^ 物 

を 着る 時 だよう 11 」 良 平 も 容易に 負けな か つた。 「雨の 降る 時分 は 夏な もんか」 「莫迦！  ..：11 いお 物 

を 着る の は 土用 だい」 「噓 だい。 うちのお 母さんに 訊いて 見ろ、 白い 着物 を 着る の は 夏 だい！」 だの 

と 一 一本 芽の 百合 を 圍んで 議論したり、 喧嘩の 果、 金 三 は 「日 金山が 蕓 つた！  i:^ 平の 目から 雨が 蹄 

る！」 と 逃げて 行く あたり、 如何にも 清新に 描かれて ゐる。 二 作 共に 「日 金山」 が 出て 來 るの は、 

實 際の 土地で あらう か。 

作者 は 「トロッコ」 の 追憶 を、 東京の或雜誌社のニ階に校正の朱筆を握ってゐるニ十六^;1の良平 

に 作の 後で 思 出させ 、「百合」 d 追憶 を、 その 作品の 初めに、 やはり 或雜 誌に 校 の 朱お を^って ゐ 
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る。 しかし 少しの 暇 さへ あれば、 飜譯の マルクス を耽讀 し、 薄暗い。 シャを 夢み て ゐる靑 年 良 平に 

憶 出せて ゐる。 

恐らく この 一 一作 は、 同 一 人の 幼年時代から 取材した もので あらう と 思 はれる。 

「三つの 寳」 

三つの 寶と は、 一飛び に 千里 飛ぶ 長靴、. 着れば 姿の 隱れる マント、 鐵で もまつ 二つに 切れる 劍。 

である。 一 篇對 話體に 進行して ゐる。 

プ n レタ リア 文擧の 漸く 我國 文壇に 勃興した 頃の 作 (大正 十 一 一年 一 月) として 見れば、 この 一 篇 

は 相當の 意義 を 持つ。 

主人。 (なだめる やうに、) まあ、 あなたな ど は 御 か 午 苦な のです から、 一 先 御父樣 の御國 へお 歸リ なさい。 いく 

ら あなたが 騒いで 見た所が、 とても 黑ん坊 の 王樣に はかな ひ はしません。 鬼 角 人間と 云 ふ 者 は、 何でも 身の 释 

を 忘れな いやう に 慎み深く する のが 上分別です。 

1 同。 さうな さ い。 さうな さい。 惡ぃ事 は 云 ひ はしません。 

王子。 わたし は 何でも、 ！！- 何でも 出来る と 思った のに、 (突然 淚を 落す。) お前た ちに も恥づ かしい (顔 を隱 

しながら) ああ、 この 儘 消えて しま ひたい やう だ。 

第一 の 農夫？ その マントル を 着て 御覽 なさい。 さう すれば 消える かも 知れません。 
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王子。 畜生. I  (ぢ だんだ を 踏む。) よし、 いくらでも 馬迦 にしろ。 わたし はきつ と 黑ん坊 の. 王から：^ 一 さう 

な 王女 を 助けて 見せる。 長靴 は 千里 飛ばれなかった が、 まだ 劍も ある。 マントル も、 —— ( 一 生 懸命に) いや、 

空手で も 助けて 见せ る。 その 時に 後悔し な いやう にしろ o( 氣違ひ の やうに 洒場を 飛 出して しま ふ。) 

、K 人" 困った もの だ。 黑ん坊 の 王様に 殺されなければ 好い が。 11 

以上 は 二の 結末で ある。 芥川龍之介 はこの 王子に 自分 を 見て ゐた であらう。 そして、 设 後の 篇で 

王子と 黒ん坊の 王様と は、 互に 淸算 して T 我我 は 二人とも ii 遠って ゐ たの だ」 とい ひ、 この ー篇の 

結末に は 次の 如く 書かれて ゐる。 

r 惡 魔の やうな 黑ん 坊や、 三つの 寳を 持って ゐる 王子 は" 御伽 噺 にある だけな のです。 我我 はもう 

目が さめた 以上、 御伽 噺の國 に は、 住んで ゐる訣 に は 行きません。 我我の 前に は 霧の 奥から、 もつ 

と廣ぃ 世界が 浮んで 來 ます。 我我 はこの 薔薇と 喷 水との 世界から、 一し よに その^ 界へ 出て 行き ま. 

せう。 もっと 廣ぃ 世界！ もっと 醜い、 もっと 美しい、 —— もっと 大きい 御伽 噺の^ 界！ その 靠 

界に 我我 を 待って ゐる もの は、 苦しみ か 又は 樂し みか、 我我 は 何も 知りません。 唯 我我 は その 世界 

へ、 勇ましい 一隊の 兵卒の やうに、 進んで 行く 事 を 知って ゐる だけです。」 

芥川龍之介 は、 それならば 醜い 世界に 「勇ましい 一隊の 兵卒の やうに」 進んで 行った かと^ i ふに" 


必 すし もさう ではなかった。 そこに は 彼 を、 それから 引 もどす 他の ものが あった。 それ は 彼の 敎養 

であった であらう。 斯くて 偉大なる インテリ ゲン チアであった 彼 は 容易に は 動搖し 難かった。 それ 

だけ 苦惱 は、 內 心に 潜在 力 を 有って 深刻の 度 を 加へ た。 この 苦 惱は晚 年にまで つ^けられた。 

稀代の 泥棒 「多 囊丸」 を 主人公と した 「藪の 中」 と、 やはり 義盜 「阿媽港 甚內」 を 主人公と した 

「報恩 記」 と は、 この 期に 於け る、 否、 芥川龍之介の 作品 中で も、 嶄然 高峯に 立つ 傑作で、 明治 以 

來 日本 文學 史上に 於ても 稀に 見る 完成せ る 作品で ある 事 を 失 はない と 思 はれる。 

これ 等の 作品 は、 兩 つながら、 心理 解剖の 細微 を 極めた 點に 於て、 構 架の 整 美、 技巧の 典型的な 

彫琢の 點に 於て、 完成 期に 相應 しい 大正 期の 代表作た る を 失 はない。 多くの 批評家の 晩年まで 推賞 

措く 能はなかった の は、 故ない 事で はない。 * 

「藪の 中」 も 「報恩 記」 も 同じ 手法、 卽ち、 各人各様の 物， 語から それ-^ 作の 中心に 向って、 漸翳 

品 的に 效栗を 擧げて 行き 一 の 絵 合 的 構成 美が 首尾 一 貫して われわれ にうな づける 様に 仕組まれて ゐる 

ふ. 冊 

そして 各人の 物語が、 それぞれ 各個 人の 立場 を閬 明して ゐる ばかり か、 各自 相互の 一一 ゥ アンスが デ 

フ 

g リケ ー トな 人生の 機微に 觸 れてゐ て、 混然と した 藝術 美のう ちに、 作品が、 立體 的に 浮彫に されて 
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ゐる。 そこに 心理 描寫の 極致が みられる。 

卽ち 「藪の 中」 は T 撿 非違 使に 問 はれた る 木 樵り の 物語」 r 撿 非違 使に 問 はれた る 旅 法師の 物語、」 

r 檢 非違 使に Ei: はれた る 放免の 物語」 r 檢 非違 使に 問 はれた る媼の 物語」 の 如く 叫 人の 訊問に 於て、 

作者 は、 外的な 物語の 展開 を アウトラインし 、「多 襄 丸の. m 狀」 r 淸水 寺に 來れる 女の 懺悔」 「巫女の 口 

を 借りた る 死靈の 物語」 によって 作 は、 この 犯行 を 通じて 展 げられ る 人 問の 種々 相 を 心理的に 立 

體 的に 解剖して ゐ るので ある。 そして、 木 樵り、 旅 法師、 放免、 媧を 始め、 多襄 丸、 淸水 寺に 來れ 

る 女、 死人の 言葉 を 通じて、 各人各様の 關心 や、 懸念 や、 憎惡 や、 憐愍が 話の 縦横 を 縫 ふて、 混然 

として 作の テ H マに 肉迫して ゐ ると 同時に、 备 人の 中分の 好 筒の 喰 遠 ひが 人生の 機微に 觸れ て藝術 

的な 一一 ュ ァ ンスを 形作って ゐ るので ある。 

「報恩 記」 は、 「阿媽港 甚內の 話」 「北 條三 右衛門の 話」 『「ボ うろ」 彌 一一： 郞の 話』 の 一一； つの 話から 成立 

して ゐる。 

義盜甚 內が盜 みに 入った その 家の 主人が、 かって 自分が 阿媽港に 渡って ゐた 頃の 救 主で あるの を 

識り、 窮迫の 主人 三 右衛門に 三千 貫と いふ 大金 を 調達して 報恩す る。 ところが 三 右衛門の 息彌 一一： 郞 

は、 その 時 甚內の 代りに とら へられ、 一に は 親からの 勘 當の償 ひから、 一は^: M: への 報 W わから rt^-. 
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內」 の 名の 下に 一條の 戻り 橋で 曝し首と なる。 卽ち 二重 三重の 報恩 を 取扱って ゐる。 彌！ ニ郞の 報恩 

に は、 かって 甚 內に笫 子 入 を 願った 時に 聽 入れられなかった 恨 をも藏 されて ゐる。 

それぞれの 話 は、 疊 かけて 作に ー點の 加除 を 許さす、 主題に 漸歷 的に 盛 上って ゐる點 は r 蔽の 中」 

と變り はない。 

正宗 白鳥 (芥川龍之介 論) は 「最もよ く 作者の 藝術的 手腕の 冴え を 見せて ゐ る。」 と 云って、 二 作 

を 傑作と して 許して ゐる。 

理智 派と しての 彼 は 作品の 隅々 まで 心理 解剖、 批評の めす を 振って ゐ ると 同時に、 技巧 派の 彼 は、 

彫琢 一寸の 隙も存 して ゐ ない。 啻に 氏の 傑作た るの みならす、 明治 大正 文學 史上 その 例 を 見ない。 

「藪の 中」 は當 時より 晩年まで 好評であった。 

次に 附加 へた いのは、 「六の 宮の姬 君」 「藪の 中」 に 見える シ インの 「陰 慘 なる 空氣」 の 事に 關 して 

である、 千 葉 龜雄氏 は、 

「六の 宮の姬 君」 の 「蓮華 はもう 見え ませぬ。 跡に は 唯 だ 暗い 中に、 風ば かり 吹いて 居ります る」 

「何も —— 何も 見え ませぬ。 暗い 中に 風ば かり 冷たい 風ば かり 吹いて 參 ります。」 

を 引用して、 氏の 多 救の 作物の シ インの 暗 さ を 死 を 描く 結娱 である 事 を 指摘した。 五位の 入道 も姬 
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君 も cn® の 中」 は慘 酷なる 男の 死が 中心と なって ゐる。 それ は 凄慘と 形容したい 程、 何物 を も 假^ 

しなぃ作^^の心理分析が根底を成してゐるゃぅでぁる。 

「かれは、 理智 派と しても、 人間 心理 を 分析す る ことに、 非常な 與味を 持つ 作家の やうに 見える が、 さう した 

場合の 彼の 視線 は、 決して 直線で はない、 水の 中で 曲折す る 先 線の やうに、 まことに 柔靱 である。 彈 性に {:5 み、 

微妙に 意地 惡く、 どんな 狭い 空間の 中へ でも ずんずん 入リ 込んで 行く。 或は、 釣り針の やうな、 怖し い 鈎 さへ 

を も 持つ てゐ る。 惡 魔の 鈎と でも 命名され さうな 彼の 鈎に よ つ て、 人間 世界の 中から 釣り上げられる もの は、 

きまって、 開 ょリ も黑ぃ 腐った 心臓 だ。 醜く い 人間の 心理の 鬪爭 だ。 もしくは、 作者の 影に ひそむ ところの や 

るせ ない 空虚と 寂英 だ。 「手 巾」 「戯作 三昧」 「枯 野抄」 「或る H の大石 內藏之 助」 「開化の 殺人」 「秋 」「！^」r 將： 本」 「玄 

鶴 山 房」 など は、 多く か少く かの 程 一 肱で、 以上の 影を藏 して ゐる 物語りで ある」 (太陽 • 昭和 二. 九) 

と 千 葉 龜雄氏 は 云って ゐる。 「報恩 記」 の 彌三郞 「藪の 中」 の 多襄丸 等に 於ても われわれ は それ を 

見る ので ある。 そして、 われわれ は 千 葉龜雄 氏と 共に 云 ふ。 

「それが、 或は 顏を 向けられぬ ほどの 皮肉の 針 を ふくみ、 ぞっとす る やうな 冷 刻 さ を讃む 人々 に 共 

感 させる の は 作家が 自分で 意識して ゐ るか、 どうか、 それ はわから ない。 恐らく 半ば^ 識し、 中ば 

意識し ない もの かも 知らぬ が、 た^ 作家が、 かう した 人生に 對 して、 何等の 好意 を もっても 臨まぬ 

ばかり か、 或はより 以上に、 嫌 惡感を もってさへ も 居る こと は、 どうと もし 得ない 絶對 的な ものの 
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やう だ。」 

. 「どう だ。 態 を 見ろ」 かう 言ひ棄 てて 微笑 さへ も んで 居る。 分析の 銳 さと、 氣味惡 さと、 暴自の 手際の 鮮か 

さに おいて は、 おそらく 文壇に 類がない であらう。 とぎすました 剃刀の やうに 細 く^めき、 電の やうに、 恐ろ 

し い 光力で 疾驅す る 彼の 祌經の 蒼白 い 敏感が 、 文壇 に 類が 無 い の と 共通す る。」 

これ は、 「藪の 中」 「報恩 記」 の 中に 漂 ふ 鬼氣を 如實に 物語って 餘 さない 適評で あらう と 思 ふ。 これ 

は 芥川龍之介の 「溫き 心」 と 凡そ 反 對點に 立つ 天才 的な 彼の 半面で ある 。「地 嶽變」 「藪の 中」 彼の 傑 

作 はこの 方面に すぐれた 業蹟を 示した。 

「母」 も 亦 彼の 邪惶な 人生 へ の 一 瞥 である。 

. 故國を 離れて、 上海に 住む 日本の 知合 同志の 二人の 母、 11 その 一 人が 子供 を 失 ふ。 間もなく 夫 

の轉 勤の 爲燕 湖へ 移り 住む。 が 失った 子供 を 忘れ 兼ねて ゐる。 § が 過ぎた 或 日 別れた 上海の 他の 

母から 子供 死去の 報に 接する。 彼女 は それ を 見て 慘酷 にも 嬉 ぶと いふ 筋で ある。 

作者 は 斯う 結末に 女 主人公に 云 はしめ てゐ る。 

「なくなつ たのが 嬉し いんです。 御 氣の毒 だと は 思 ふんです けれども —— それでも 私 は 嬉し いんで 

す。 嬉しくて は惡 いんで せう か？ 惡 いんで せう か？ あなた。」  . 
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これ は 女性の 慘 酷な よろこび を 主題と して ゐる事 は 明で、 作^^：は 「何 か 人力に 及ばない ものが、 

厳然と 前 へで も 塞がった やう」 な 本能 的な もの を 表現して ゐる。 

「おぎん」 は 切支丹 物の 一 つで、 「我國 に 多かった 奉敎 人の 受難の 中で、 最も 恥づ べき 蹈き として、 

後代に 傳 へられた」 おぎん の 物語で ある。 

まりやお ぎん は、 じょ あん 孫 七、 じょ あんなお すみの 養女で ある。 三人が 三人ながら 邪宗 門衍徒 

の 故に、 十字架に か、 つて 今が今、 處刑を 受ける Rsi 、「おぎん」 は、 叫ぶ ので ある。 

「わたし はお 敎を抬 てました。 (中略) わたし はや はり 地獄の 底へ、 御兩 親の 跡 を 追って 參り ませう。 

(下略)) 

「お 父樣！ いんへ る ゆへ 參り ませう。 お母様 も、 わたし も、 あちらの 御 父 様 やお a- 様 も、 —— み 

んな： 惡魔 にさら はれませ う。」 

この 無 邪氣な 童女 心 —— 『「流人と なれる ^ の 子供」、 あらゆる 人 ii の 心』 に 孫 七 も、 おすみ も、 

敎を^^てるのでぁる。  . 

白鳥 は、 「蜘蛛の 糸」 と共に 、「有 振れた 人情に 雷同して 作な された 美しく 叙述され た 物語で ある o」 

と 評せられた。 或は さう であらう。 がー 方、 あらゆる 近德は 作者の  一一 H の 如く 「あらゆる 人出の 、レーで 
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はないで あらう か。  • 

raK して 然 らば、 道德 にかな へる 點に 於て 排斥 せらるべき 何物で もない。  . 

眞實は 必す萬 人の 心 をう つので ある。 

著しく リアルで ある 點は 作者の 心境 を 語って ゐる。 

「庭」 に は、 中 村と いふ 舊 家の 庭 を 中心に、 その 荒 廢の樣 を 叙した もので 登 上人 物 は、 孰れ も癡人 

に 近い 人々 である。 

傳法 肌の 老人、 肺病の 當主、 馳落 をした 次男 等。 時代の 變 移と 人々 の 浮沈が、 この 「庭」 を 次第に 

實用 化して 行く 有様が 描かれて ゐる。 

「神神の 微笑」 は、 P マ ン チックな 筆致の 中に 外來の 文化 は 皆 日本化し てし まふ。 泥烏須 も、 大日 

靈貴 化さなければ、 遂に 日本の 物た る こと は 出来ない と 諷刺され てゐ る。 

「好色」 は、 宇治 拾 遣、 今昔 物語、 十訓抄 なぞに みえる 色好み 平 中 を 主人公と した 好色の 解釋 であ. 

る。 作者 は 甚だ 絕望 的で ある。 

「好色 問答」 に 於て 範實 をして、 

r 11 しかも 末法の 世の中に、 そんな 美人の ゐる箬 はない から、 結局 平 巾の 一 生 は、 不幸に 終る より 仕方がな 
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い。 その 點 では 君 や 僕の 方が、 遙 かに 仕 合せ だと 言 ふ もの さ。 しかし 平 中の 不幸な の は、 云 はば 天才 なれば こ 

そだ。 —— 」 

天才の 不幸 天才の 飽く なき 欲求に よる 不幸 を、 われわれ は視き 見る 觀が ある。 それ は 亦作袁 にも 

適用 出來る 不幸な の だ。 

「お 富の 貞操」 は 開化 物の 一 つで ある。 

明治 元年 東 叙山彰 義隊攻 摩の. 砌、 立ち退いた 下 谷の 小間物 店、 古河 屋政 兵衞の 女中お 富が、 三毛 

を つれに 家に 引き かへ すと、 そこに 新 公と 呼ばれる 乞食が 短銃 を 持って 這入り込んで ゐる。 

お 富が 猫 を 連れよう とすると、 それに は 貞操の 代償 を强 ひられる。 がお 富 は 始め 拒む が、 もな 

く 大膽に 聞き 容れ ようとす る。 が 今度 は 新 公の 方で、 それ を rai^ さない。 かくて 明治 二十 三年お {ぉ は- 

夫 や 子供 一 二人と 上野に 博 覽會を 見に 出掛けて、 往年の 新 公が 「駝鳥の 羽根の 前 立 だの、 厳めしい 金 

モ オルの 飾 緒 だの、 大小 幾つかの 勳章 だの、 いろいろの 名譽の 標章に 埋 つて」 二 頭 立の 馬車に 悠々 

とおさ まって 通る のを發 見す る。 そして、 それ を當然 すぎる 程、 當 然と 思 ふとい ふので ある。 

作者 は、 お 富の 貞操 を 好意に も惡 意に も解釋 して ゐ るので ある。 

雨、 猫の 描寫等 的確な ものが ある。 龍 之 介 は その 當 時の 事 を 古老に 1^ したりして ゐる。 ー篇 よく 


(323) 論 品 作 


響り：！^^-什でぁる。 

「わが 散文詩」 は、 彼の 小品で ある。 小さい 節節から 見た、 これ 等 は 彼の 藝術觀 人生 觀を 語って ゐ 

るか、 でな け ば 彼 自身の 自畫 像で ある。 「悠々 としか も 嚴肅に そそり 立って ゐる」 一本の 「椎の 木」 

に 「雄雄しい 日本の 古 天才」 を 感じて ゐる。 それ はとり も 直さす 彼の 內省 である。 

湯の みに はとうに 罅が 入って ゐる。 茶 も 亦す つか リ 冷えて しまった。  秋 夜  

(藝術 精進への 疲れが ある！) 

竹の 枝 は 吹かれて ゐる。 娑婆 界の 風に 吹かれて ゐる。   蟲^ _  

(時代への 關心、 婆 婆界を 如何に 堪へ 難しと して ゐ たか。) 

少女 はこの 一 炷の 香に 淸閑を 愛して ゐ るので あらう か？ いや、 更に 氣を つけて 見る と、 少女の 額に 現れて 

ゐ るの はさう 言 ふ 落着いた 感情で はない。 鼻翼 は絕 えず 震へ てゐ る。 脣も 時時 ひき 攣る らしい。 その上 ほのか 

に靜 脈の 浮いた、 華奢な 顳顬の あたりに は 薄い 汗 さへ も 光って ゐる。 ！ 

わたし は 咄嗟に 發 見した。 この 額の 感情の 何 か を。 ：：  II 線香 11 

(これ は 彼の 自畫 像でなくて 何で あらう。 淸閑を 愛し、 清閑に 安 じ 得られない 彼、 文人に して 而か 

も 文人たら ざる 半面 を 持つ 彼。 i この 二つの 相 剌が彼 を 苦 惱に追 やった。) 
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5 つ 

わたし は 夜 塞の 寧" 通りに、 あかあかと 障子へ 火の 映った、 或 家の 玄關を 知って ゐる。 玄關を II が、 その 

夷 松の 格子戸の 巾へ は 一 遍も足 を 入れた こと はな い。 まして 障子に 塞がれた 向 ふ は 全然 未知の 世界で ある。 

しかし わたし は 知って ゐる。 その 玄關の 奥の 芝居 を。 淚 さへ 催させる 人生の 喜劇 を。 

玄 aK^.  

これ 等の 短 章が、 如何に 龍 之 介の 自畫像 を 痛切に 描いて ゐ るか。 塞々 とした 氏の 人生 li を慘 まし 

くも 泌 ませて ゐ るか。 われわれ は、 氏の 嚴肅 なる 人生 探究に 襟 を 正さざる を 得ない ので ある。 

「春 服」 中に 牧め なかった この 期の 作品に 、「俊 寬」 r 將軍」 「一夕話」 が ある。 

「俊 寬」 は、 岩 城 準太郞 氏の 所謂 「如何なる 史的 傳說的 人物 も、 又 異國的 祌仙的 人物 も、 一^に 人 

間の 立場から 之 を 解剖して 詩的 靄 霧を拂 拭って 了 ふ」 その 代表作と 云 ふよりも、 寧ろ 餘 りに 人 的 

に 仕 過ぎた 憾が ある 作品で ある。 卽ち、 片岡良 一氏 は、 この 點に關 して、 次の 如く 言って ゐる。 

「あの 作 は、 菊池寬 氏の 「俊 寬」 と 同樣に その 製作の il 機が あま リに 反動的だった。 菊 池 氏の 「俊^」 がな S 

百 三 氏の 「俊 寬」 を 意識に 入れ 過ぎて ゐ たのに 對 して、 此は菊 池 倉 W 雨 氏の 「俊 寬」 を 問題に し 過ぎて ゐたゥ 『菊 

池 や 倉 田 は 佼寬を あんな 風に 解釋 したが、 俺に は 又 別な 解釋が ある ぞ』 作者 は 確かに そんなた 城 持だった の だ。 

それ は 流 右に 俊 寬に對 する 解釋 として は 面白 いものだった。 ^:水^人でぁる吾々には殊に興味と2^^との持ち易 
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いもの. だった。 が、 惜しい ことに 作者 は、 發 見され た 俊 寬の氣 持 を 深く 描き 生かして 见 ようとし たので はなく 

て、 た^ 流謫 後の 俊寬の 生活と 氣 持と を あんな 風に 解釋 する ことにの み 興味 を 繁ぃ. で、 只管 淺く のみ 滑って 了 

つたの だ。 だから あの 作で は、 作者 はつ い 不用意に ふざけて 了って ゐる。 作家と して の 精進が 失 はれて、 知的 

輿 味に 滑つ て 行く 者の 安易 さが 額 を 出した の だ。 嘘 だと 思 ふ 者 は、 流人 赦免の 船が 島に 來て 少將 と康賴 とだけ. 

をのせ て出帐 すると ころ を 見る とい \。 作者 は あそこで、 妻 を 振りす て、 行く 少將 に對 して、 一 瞬間の 大愼恚 

を 起した 俊寬 に、 地 だんだ 路 みながら 船 を 返せと 手招き させて ゐる。 此の 條 など、 正面から 見つめて 行った な 

ら、 作者の 描かう とした 俊 寬の氣 持の 深さ を 描き 生かす ために は、 尤も 效^ 的な 場面であった らうのに。 それ 

を こんな 風に 惡く滑 襟 化して 了つ た の は、 取り もな ほさず 知的 興味に 滑った の だ。 た^^ \\ 古 い 記錄に ひも 

かけない 解釋を 下す ことに、 滿 腔の 興味 を 感じて 了った の だ。 と 同時に、 それ は 一面 此の 作者の、 都會 的な 惡 

戲 でも あつたの だ c」 (芥川龍之介の 作品 •「 國 語と 國 文學」 • 大正 十四 年 六： =o 

倉 田 氏の 俊 寛が 正面 か ら 本格的に 取組んで ゐる の に對 して、 これ は餘 りに 手 輕に筆 を 下し てゐる 

こと は 明で ある。 

芥川龍之介 は 、「澄 江堂雜 記」 の 中に 於て、 平家物語、 源平 盛衰 記、 近 松の 俊寬、 倉 m 菊 池 兩氏等 

一通り 軒並に 論じた 末、 「僕の 俊 寛 もこの 點 では、 菊 池 氏の 俊 寬の蹤 を 追 ふ ものである。 唯 菊 池 氏の 

悛寬 は、 寧ろ 外部の 生活に 安住の 因 を 見出して ゐ- るが、 僕の は必 すし も それば かりで はない。 

しかし 謠ゃ淨 瑠璃に ある 通り、 不毛の 孤島に 取り 殘 された 儘、 しかもな ほ 悠悠た る 偉い 俊 寬を考 


鏑 品 作 （32G) 


へぬ ではない。 唯 この 巨 鱗を捉 へる 事 は、 現在の 僕に は出來 ぬので ある。」 と吿. 01 して ゐる。 これ 以 

上 言 を 費す こと は 無意義 であらう。 

作者 は、 晩年 大正 十四 年 一 月もう 一 度 「俊 寬」 (別に 一 一七 四) を 描かう と 決心して 筆 を 文藝卷 秋に 

執った が、 これ も 未完の 儘書繽 けなかった。 

「將 軍」 は、 乃 木 將軍を 偶像 破壞 的に 痛切に 諷刺して ゐる。 

「西鄉 隆盛 を 描いても、 大石內 藏助を 描いても、 芭蕉 を 描いても、 乃 木 將軍を 描いても、 トルストイ や ツル ゲ 

ネフ を 描いても、 決して 彼等の 偉大 さや 深刻 さに 或る 感銘 を 感じて、 之 を 描き 生かさう と はしなかった。 所 fi 

正面から ぶつ つかる とか、 全心 仝 力 を あげて 取組む とか いふ 態度 は、 決して とらなかった" 何時でも さう いふ 

人々 に、 普通 の 評價で は 忘られ てゐる 或 人間的な 卑し さ を 見出さう として ゐ るの だ。」 と片岡 氏が 言った が これ 

は 正に その 通りで ある。 而 して 「この 將軍 は、 慘め にも 手痛く 嘲笑され 諷刺され てゐ る。 この長^^^らしぃ：1^服 

を 刹ぎ 取りながら、 作者 は 無智で 殘 忍で 打算的な 將 軍の 裸體に 冷笑的な 嫌惡を 示して ゐ る。」 (敗北の 文^: K 

本顯 治)  . 

云 ふまで もな く、 斯る 事物 を 正面から 見す 側面から 觀、 人物の 卑小 さ を 寧ろ 批 1： 的に 眺める の は、 

大正 完成 期の 各 作家の 著しい 特色で 歷 史的な 大人物 も、 爲 めに 彼等の 見事なる 曝露の 鎔 玉に つて 

ゐ るので ある T 將軍」 も 亦 それの 一 つで ある。 窒生摩 星 氏が 「戰爭 を 否定し、 僞惡を 指 適した」 と 


云って ゐ るの も、 亦 同感 せられる。 小 林 秀雄氏 も その 「績 文藝 評論」 のうちに この 作品に 言及して 

ゐ るが、 餘り 重大で はない。 

「一夕話」 に は 彼の 人生 觀が、 この頃、 已に 死に 向って ゐた事 を 察する に 充分なる 證 言を與 へる。 

と共に 彼が 所謂 「文人」 乃至 「通人」 を 如何に 否定すべき であるか を克く 熟知して ゐ たかが わかる- 

左の 引 ffl は それの 充分なる 證人 である。 

「我々 は 皆 同じ やうに、 實 生活の 木馬に 乘 せられて ゐ るから、 時た ま 『幸福』 にめ ぐり 遇っても、 摑ま へない 

內に すれ違つ てし まふ。 

、も、 し 『51. &』 を摑ま へ る氣 ならば、 一 思 ひに 木馬 を 飛び 下リ るが 好い。 -11 いはば 小 ゑん も 一 思 ひに、 實生 

が、 のが 馬い マリたん だ。 この 猛烈な 歡喜ゃ 苦痛 は、 若槻 如き 通人の 知る 所ぢ やない。 僕 は 人生の 價値を 思 ふと 

百の 若 视には 唾 を 吐いても、 一 の 小 ゑん を 尊びた いんだ。 君た ち はさう 思 はない か」 (傍點 竹內) 

兹に 明かに 野 蠻の美 さに 恍惚して ゐる 作者が ゐる。 
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第 七 章 「黃雀 風」 時代。 

〇、 一塊の 土、 〇 おしの、 〇 金 將軍、 〇 不思議な 島、 〇 雛、 〇 文 放 古、 〇 糸 女覺ぇ 書、 〇 子供の 氣、 〇 

寒さ、 〇 あばば ば は、 〇 魚河岸、 〇 或戀愛 小說、 〇 少年、 〇 保吉の 手帳から、 〇 お 時 儀、 〇 文^、  0^^^ 

寺 信 輔の牛 生、 〇 早春、 

「黄雀 風」 は 大正 十三 年 七月 新潮 社よ 力 小穴隆 一 氏の 装 _g にて 出版。 . 

「 一 塊の 土」 「おしの」 r 老將 軍」 「不思議な 島」 「雛」 「文 放 古.」 「糸 女覺ぇ 書」 「子供の 病氣 J 塞 さ」 「あばば 

ばば」 「魚河岸」 「或 戀愛 小說」 「少年」 「保吉 の 手帳 か ら」 「お 時 儀」 「文章」 の 十 六篇。 

「黄雀 風」 の跋 に、 作者 は 次の 如く 言って ゐる。 『「黄雀 風」 は 例の 通り 「春 服」 以後の 短篇 狼で あ 

る。 「黄雀 風」 と 云 ふ 名 は 深意の ある 譯 ではない。 唯 「此節 東南 常 有 風。 俗名 黄^ 風」 と あるに 依り 

「春 服」 に繼 いだ 意 を 示した だけで ある、』 

この 「黄雀 風」 刊行の 前後に は、 作者 は 漸く パ ルナ ッス の 頂上に 登り、 一 方の 重鎮と して 尊敬 を 

拂 はれて ゐた。 隨 つて 作品に も 重厚な もの、 深刻な もの、 諷刺 的な もの、 それぞれ、 極まり^^ぃた 

典型的な 作風 は遒 勁な タツ チ. を 受けて 彌が 上に も、 典雅な 出 來榮を 誇って ゐる。  . 
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「 一 塊の 土」 「糸 女覺ぇ 書」 「雛」 「不思議な 島」 等 それ を 雄 辯に 物語って ゐる。 

叉 一方、 作者 は 大正 十二^ 九月の 未曾有の 大震災に 相 遇し、 それ を轉 機と して 漸く その 圓 熟せる 

筆致で、 一群の 自傳的 作品 を 物す る やうに なった。 

これ は 『黄雀 風』 『湖南の 扇』 の 頃に 著しく、 後期の 作風の 主調 を 成す もので、 主として 私 小說の 

體を 取り、 日常茶飯の 生活の 中に 所感 を 述べ.' 心境 小說 風な 傾向 を 示して ゐる。 このうち 作者が 掘 

川保吉 とい ふ 主人公に よって、 海軍 機關舉 校敎官 時代の 自分の 經驗を 描いた 一 群の 作品 は 特に 「保 

吉物」 と 呼ばれて ゐ るので ある。 

この 時代の 「保吉 の 手帳から」 「文章」 「お 時 儀」 「あばば ばば」 等が それで ある。 これ r 此節 東南 

常 有 風」 とい ひ 「黄雀 風」 と 名 づけた 所以 かも 知れぬ。 

上述の 如く この 「黄雀 風」 時代 は ( 一 )、 作家の 圓熟を 語る 重厚な 作品。 (1 一) 自傳的 心境 的な 一 群 

の保吉 物。 と 大略 二 大別して 誤謬がない であらう。 (一 )( 二) を 問 はす 大家と しての 風貌 は、 各 品の 

偶々 にまで 鳴り響いて ゐる。 

彼 は保吉 物に 於ても、 緻密な 用意、 典型的な 描寫、 秀拔な 技巧と を變 へなかった、 彼が かって、 

その 爲に誹 難 を 蒙った ので はあった が、 この 期の 彼に して 見れば、 その 誹 難 さへ 何等の 痛痒 を感ざ 
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るが 如く、 然 かく 風馬牛に、 筆 を 運んで ゐる。 

「一 槐の 土」 は、 窒生犀 星の 所謂 「口籠る やうな 哀愁」 を 有った 「秋」 の その 哀愁 さへ 拂 ひのけて、 

その 變の 方-, g に 徹した 乎 硬い リアリズムの 作品で ある。 又 人情 的な 咏嘆を 持った 「お 雜と 子等と」 

の その 咏嘆 さへ 見あたらない。 

而 して 片岡鐵 兵 氏と 共に 言 ふで あらう。 

r 一  塊の 土」 は 或 意味で 寫實の 極致で あらう。 一 人の 女の 運命が、 I 塊の 土と 朽ち ra^ てる 運命が 恐 

しい ほど 冷やかに 客觀 され、 必然 を 追って 描寫 されて 居る。』 (追 掉號) 

岩 城 準 太 郞氏は 、「現 實 主義 小說の 一 面」 の 中に て その 梗概 を 書いて 次の 如く 云って ゐる。 

「かせぎ 手の 作 を 亡 くした 母親 お 住が 年若 い 嫁 をいた はつ て その 將來を 思 ひやる 心 持、 の勸め を斷っ て 

かたみ の 幼兒の 爲に路 止まる ことにした はたらき 手の 嫁が 野良仕事に 勵んで 夫の 時代よ り 却って 一 家 を 有； 51 

にした 時の 感謝の 心 持、 それが 病的に 昂 じて 家事 一 切に 追 使 はれる やうに なった 時の 惯惡を 合んだ 心 持。 丈夫 

自慢の- 1 が チブスに 罹って コ ロリと 死んだ 後の ホッ とした 心 持、 取殘 された. u 分 を 顧み てしみ>^情なさを^^3 

じた 饿 侮の 心 持。 

此の 土塊の やうな 農村の 老女 を 顧みて しみじみ 情な さ を 感じた のが 『1 塊の 土』 である。」 
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そして、 片岡氏 は、 それに 次の 如く 附 加して ゐる。 

「然し、 我々 は、 一塊の 土の 運命 を迪 つて 行って 何に 達する かと 云 ふと、 一塊の 土で ある。 作者 はま ざ- 2^ 

と 一塊の 土 を 指 1}6 する のみ。 そして ロを噤 む。 つまり、 作者 は 何 を 主張 もしない、 求 もしない。 一塊の 土と 我 

ら との 生活に、 何 をつな がう ともしな いの だ。 そこに は、 切 離された 一 塊の 土が あるば かりで ある。 生々 し い、 

然しながら 他人 ごとで ある 所の 一 つの 運命が。」 

しかし、 私の 云 ひたいの はこの 「切 離された 一 塊の 土」 は實に 暗示に 滿 ちて ゐ ると 云 ふ 事で ある。 

容觀 的に なげ 出して 主觀 的に 解釋ゃ 批判が 下されて ゐ ないだ け それだけ、 實に 作柄 を 重厚に して ゐ 

ると 思 はれる。 鷗外は 名作 「高 瀨舟」 に客觀 的に 人生 を 取扱って ゐる。 が 如何に 我々 に 大きな 暗示 

を 指示して ゐる であらう か。 その 意味で 「高 瀨舟」 を、 わが 芥川龍之介に 求めるならば、 「一塊の. 

土」 であらう と 思 ふ。 

「高瀨 舟」 は鷗 外の 第 一 の 傑作で ある。 『 一 塊の 土』 も 『地獄 變』 などと 共に 相 並んで、 龍 之 介の 全 

作者 中 最高 位に 立つ ものである。 そして 「自然主義 系統の 作家の 作者に 比べる と、 秩序 整然として 

冗談が な い 。」 と 白鳥 も 云 つ て ゐ る。 

これ は 又 著しく 自然主義 風な 作品で、 從來の 芥川龍之介の 機智 や 解釋が 底に 沈んで ゐる。 それ だ 
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けこの 作品 は lieii 厚な 趣 を、 我々 に感 5$ せしめる ので あるが、 それでも 猶、 自然主義の 作 口 i と 較べれ 

ば その 趣 は 自ら 相違して ゐる。 左の 一 一氏の 言 は それ を 物語って ゐる。 

「此の 題材 は 自然主義の 作と 同様の ものであるが、 その 手法が ゃはリ 言動の 描寫 よりも、 解 释ゃ說 叨に倾 い 

てゐ るから、 その 味 ひ は 仝く ちが ふので ある。」 (岩 城 準太郞 氏) 

『「一塊の 土」 が、 自然主義の 運命 觀 に似て、 それと 全く 違った 意味 を 持つ の も そこに ある。 働ら 

きもののお 民に まぎれられて、 一寸 重い 蓋 をの けられた やうな 救 はれた 感じ はした ものの、 そこに は- 

また 徹底的に 救 はれない、  老婆 自身の 死と、 勞 働と 幼ない 子供が 殘 つて ゐる。 どう すれば よい 人生 

か。 作家 は 冷酷に 投 出した だけで 答案 を與 へない。 どこまで 底 知れない 便りない 人生 か』 (千 葉！ i 雄) 

一 は、 手法の 點ー は內 容の點 である。 しかし、 芥川龍之介の ものと して は、 设も 自然 生義 的で あ 

つて、 それが 爲め、 深刻なる 暗示 を、 われわれの 心に 刻まれる ので ある。 

「糸 女覺ぇ 書、」 「おしの」 は 北 (に 切支丹 物 T 尾 形 了 齋覺ぇ 書」 以來 、「奉 敎 人の 死」 「ろしへ る」 「きり 

しと ほろ 上人 傅」 「じゅり あの *吉 助」 等 幾多の 切支丹 物の 極致 を 示した 作者で ある。 作 や はこの 後 

シナリオと 註した、 「誘惑」 と 題した 切支丹 物 を 昭和 一 一年 三月 執筆した だけで この 方面の 仕 を 終つ 

てゐ るので ある。 


(333) 論！ 品ぎ 作 


「糸 女覺ぇ 書」 は、 邪宗 門徒 秀林院 細 川 越 中守忠 興の 夫人の 栗て た 次第 を、 仕へ てゐた 女房 魚屋 淸 

左衞 門の 娘 糸 女が 手記した 覺 書風に 成れる 一 篇 であり、 全文 候文で 書かれて ゐる事 は、 「尾 形 了齋覺 

え 書」 と、 同じ 手法で ある T 糸 女覺ぇ 書」 は 「尾 形 了 齋覺ぇ 書」 に 較べて、 筋 も複雜 で圓熟 期の 作 

に相應 しい 出來榮 である 。「おしの」 は、 一 番ケ瀨 半 兵衞の 後家 「しの」 が、 その 枠 新 之^の 大病に 

際して 南蠻 寺の 神父に 醫方を 願 まう とする が、 神父 は 長々 と、 說敎を 始め 某て はィ H スの 「悲しい 

最後」 に 及ぶ。 そして エリ、 エリ、 ラマ サバ クタ 二  (わが 神、 わが 神 何 ぞ我を 捨て 給 ふや) とい ふ 

最後の 言葉 を 話す ので ある。 と、 おしの は 、「新 之 丞も首 取りの 半 兵 衞と云 はれた 夫の 悴で ございま 

す。 臆病 ものの 藥を飮 される より は 腹 を 切る と 云 ふで ございませう。」 と 言つ て祌 父を殘 した 儘 堂 外 

に 去る とい ふ 筋で ある。 

一 は 「はらい そ」 にお はす 「まりあ」 様 を 兎に角 信じつ . ^自害す る 一 人の 女人 を 扱 ひ、 一 は、 ィ 

H ス に 背 を 向けた 女人 を 取扱って ゐる。 

「糸 女覺ぇ 書」 に 於て、 作者 は T 地獄 變」 の 如く 主人公 を 自害 させ、 屋敷に 火 を 放って ゐる。 千 葉 

龜雄氏 は、 龍 之 介 を 「死 を 描く 藝術 家」 とし 、一 —この 昭和の ー藝術 家が 「死」 に關 する シ イン ゃ關心 

を、 創作に みなぎらして 居る 多量 さは、 眞に 恐怖 すべさ ものが ある。」 と 云 ひ 「たと へ、 死す るい ま 
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わにお いて はどうで あれ、 クライスが、 その 少ない 作物の 中で でも、 かくまで も 「死」 について、 

くり かへ し、 繰返して 記録した かどう か 自分 は 知らない。 それほどに 芥川氏 は、 「死」 について、 さ 

も 魅入られた やうに 書き 續 けク 1 こと を 止めなかった 作家であった。」 (作品 を 通して 见 たる 芥川龍之介 • 

太陽： 昭和 二  • 九) と 云って T 羅生門」 「藪の 中」 「奉 敎 人の 死」 「黑 衣進 母」 「枯 野杪」 「開化の 殺人」 「六 

の 宮の姬 君」 r 一  塊の 土」 「手 巾」 將軍」 「溫 5^ より」 「彼」 「^氣 樓」 r 玄鶴山 房」 等を舉 げた。 — こ の 

「糸 女覺ぇ 書」 も 正に この 一 つで ある。 

そして、 多くの 南蠻 物の 如く、 片岡鐵 兵 氏の 所 「作者 は 物語りながら ヂット 自分の .Sim の 或る 

神秘に 布れ おの k いて ゐる。 その 恐怖で、 犖 のさき まで 震へ てゐ る。」 「奥深い 內 心の 凝視に 成る 象 

徴詩」 であると 思 ふ。 が 窒生厚 星 氏 は その 解說 に、 

「この 作 を 書かう とした 作者の 氣 持に 「物語」 に 美 を 搜る龍 氏が ぁリ、 餘リに 物語 風な 委曲の 美に 沈游 する 

彼が 存在して ゐた。 「宇 粥」 以來の 昔から 彼 はかう いふ 道 を迪り 過ぎた やうで ある。 

といって ゐる。 所謂 龍 之 介の 「物語」 について は 前に 云った。 物語 を 通じて 作者の 心 は、 「突 を拽 

る」、. ではなくて、 寧ろ 前 二者の 如く、 もっと 根本に 觸 れてゐ たで あらう と 思 ふ。 彼 は、 物； より 

も、 自分 を 語って ゐ るので あるから。 


「おしの」 は 「おぎん」 「神神の 微笑」 などに 胚胎した と 見られる 日本 固有の 道 德ゃ祌 を イエ スな 

ら びに 基督教と 對立 せしめて ゐる 作者の 企 圖が窺 はれる。 この場合、 作者 は、 日本的な ものに 勝利 

を與 へて ゐる。 そして 篠田 太郞氏 も、 云 はれる が 如く、 人 ii 的な 解釋が 濃厚で、 r 異國的 情調 を 追求 

する 美的 感情」 から 遁 出て ゐる 。「おぎん」 はいん へる の (地獄) には兩 親が ゐ るから はらい そ (天 

國) より はよ いと 改宗す る。 「おしの」 は 息子の 病氣 祈願 を依賴 した 切支丹 僧から 「我が 神 何 ぞ我を 

捨て 給 ふや」 と キリストが 叫んだ こと を 聞く や、 その 弱者に 賴 るの は、 武 土の 妻と して 耻辱 だと 怒 

るので あって、 日本的な ものへの 覺醒が 見られる。 敢て 美の み を 追 ふた 作品で はない。 

『不思議な 島」 は、 空想から 生れた 作品であって、 夢に、 SUSSANRAP 島へ 航海し、 そこの 

野菜の 畑、 野菜 作り、 その 賣殘 りの 山、 大 市の 有様、 賣 買の 商人、 善惡の 鑑定 標準 そこの 大學、 B 

の 信仰 等 を 通じて、 作家、 作品、 その 發表、 編輯 者、 批評家、 大學敎 育、 等に 

對 する 輕 妙なる 諷刺に よって 成れる 作品で ある。 

品 "MWNSURA  ZOILI,, 「河童」 等と 規を同 ふす る 作品の 系統で ある。 池 崎 忠孝 氏の 言へ る (新潮 昭 

論 和 四、 一 一 1) が 如く 鷗 外の 一 面 を 思 はせ る 所が ある。 が 鶴 外の 一 部の 作品の 如く、 露骨で はなく、 

5 

g 自然主義 なぞの 對象 がない だけ、 それだけ 別箇の もので あり 純粹 でも ある。 作者の 批評 は、 これら 
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の 作品の 中に 的 を 誤 またない。 然 かも ー篇の 結構が 好箇 の、 その 方面の 典型に して ゐ るので ある。 

池 崎 氏が、 「鷗 外の 上衣 や、 アナ ト ー ルフラン スの肖 や、 淑 石の ffi 子」 を惡辣 にも これ 等の 作 ロ1 に 

探 出して ゐ るが 斯様な 言 を 弄すれば、 いづれ の藝術 も、 前代の 影 を 受ける 事 を 否む は出來 ないで 

あらう。 要は 代の 影響 を 受け 乍ら 然 かも、 その上に、 前代の 何人も 及ばない 或 もの を附 加へ たか 

題で あ. る。 わが 芥川龍之介 は鷗 外に も漱 石に も、 アナ ト ール • フランス にも 影響され たで あら 

うが、 日本 文 學に關 する 限り 隨外 全集に も漱石 全集に も斷 じて 見出し 難い ：= 本文 舉 史上 燥 然と 光つ 

た 作品 を 數多殘 して ゐ るので ある。 作風の 相似 を 以て、 然く 評する 事 は 誤 護で あらう。 

「侏儒 の 言葉」 の 中で 芥川龍之介 は 云って ゐる。 

あらゆる 古來の 天才 は、 我々 凡人の 手のと どかない 壁 上の 釘に 幘子を かけて ゐる。 尤も 踏み 毫は なかった 譯 

ではな い。 

又 

しかし ああ 云 ふ 踏み 臺 だけ は どこの 古道具屋 にも 轉が つて ゐる。 —— 作家 (6 丄ハ 二三) 

「雛」 は 蕪 村の 「箱 を 出る 顏 忘れめ や 雛 ニ對」 と 作者が 書け るが 如く、 11 化 期に シ イン を 取り^ 欲 

の 或 亞米利 加 人に、 十二 代 目の 紀の 國屋 伊兵衛が 娘の 見事なる 雛を賣 渡す 話で ある。 それ を 常： 


の 娘が 老いて 話す 様に 仕組まれて ゐる。 過去に 對 する 作者の 惝悅 である。 同時に 新時代に 對 する 夜 

明で ある 。「雛 を賣 渡す 前に、 一度 だけ 後生に 見たい と 思 ひ 父に 懇願す る 娘。 手附を 貰った 上 は 見る 

事 は 相 成らぬ と 云 ひき かせ 乍ら、 さて、 賣 渡の 前夜 自ら 一人 雛 を 取 出して 別 を 惜しんで ゐる 父。 そ 

れ等 は舊弊 人で ある。 が 作者 は、 娘の 兄、 英語の 讀 本を讀 み、 政治に 沒頭 する 兄 を 出して 開化 期 を 

代表せ しめて ゐる。 

. 「土藏 造の 家」 「新しい ラ ンプ」 「人力車の 街 廻り」 等 開化 期の 空氣を 濃厚に し、 母の 面疗 をして 一 味 

暗影 を 投じて ゐる。 

作者の 過去に 對 する 惝怳が 一 篇の 中に 尾を引いて ゐる 中に あざやかに 浮かんで ゐ るの は 覺 束ない 

封建的な 行 澄の 光の 中に 「象牙の 笏を かまへ た 男 雛 を、 冠の 瓔路を 垂れた 女 雛 を、 右近の 橘 を、 左 

. 近の 櫻 を、 柄の 長い 日傘 を擔 いだ 仕 丁 を、 眼 八 分に 高坏 を 捧げた 宫女 を、 小さい 蒔繪 の簞笥 を、 貝 

殼盡 しの 雛 屏風 を、 膳 椀 を、 畫 雪洞 を、 色 絲の手 鞠 を」 照され てゐる 賣られ ゆく 雛で ある。 

品 千 紫 龜雄は 「人情と 表現が しっくり 合って、 作家が 一面に 持って ゐた よさと、 美し さ を 稀に 表白 

論 

した もの」 の 中に 、「南京の 基督」 や 「蜜 w」 などと 共に 數 へて ゐる。 同感で ある。 

7 

^ 「舞踏 會」 などと 共に 開化 期の ィル ー ヂ ヨンが 彼の 藝術を 受けて せん 明に 描出され てゐ る。 これ 等 
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作品の 外に、 各異 つた 意圖に 成れる、 「子供の 病氣」 「金將 軍」 「文 放 古」 などが ある" > ^佻の-お 氣は、 

身 邊小說 の 典型と も 云 ふべ. く 龍 之 介の 次男 多 加 志 君の 入院 を 中心に 取扱った もので 望 生 摩 星 は (馬 

の 脚 • 三 五 九) 「これ は 彼の 素直 物の 一 つで あるか も 知れぬ」 と 云って ゐ るが、 素直な つか ひに 書 

かれ、 「父ぶ り」 を 示して ゐる。  - 

「多 加 志 は 洗 腸され ながら、 まじま じ 電燈の 火 を 眺めて ゐた。 洗 腸の 液 は 少時す ると、 淡黑ぃ 粘液 

を さら ひ 出した。 自分 は 病 を 見た やうに 感じた。」 

「仕事 は 相 不變涉 どらなかった。 が、 それ は必 すし も 子供の 病氣 のせ ゐば かりではなかった。 その 

中に、 庭木 を 鳴らしながら、 蒸 暑い 雨が 降り出した」 

等、 その 描寫が 的確な こと は 凡そ 右の 如くで ある。 前者 は、 洗 腸の 有様、 後者 は、 おらし い. 人 粒 

な 雨が 描かれて ゐる。 

作品 「文 放 古」 も 亦 素直に 描かれて ゐる。 蓋し 作品の 殆ど 全部が 「日 比ハ介 公園 0 ベ ンチの 下に ケ t 

ちて ゐた 西洋紙に 何枚 かの 文 放 古」 から 成って ゐる ためで あらう。 それ は 誰かお い 女へ よこした、 

やはり 誰か 若い 女の手 紙で ある。 自分の 結婚の 話。 小說の 話。 そして 終 ひに 結婚 難に 解決 を與 へな 

い 日本の 小 說家を 罵倒して わが 芥川龍之介に 及ぶ。 作者 は 後 註 を 加へ てゐ る。 


(339) 論 品 作 


「勿論 彼女 を輕 蔑した。 しかし 又 何 か 同情に 似た 心 もち を 感じた の も事實 であるに  " 

そして、 r 輕蔑」 と 「同情」 とが この 作品 を 生んだ ので あらう。 ここで はわれく は 前人未踏の^. 

地 を 行く 芥川龍之介に 出 遇 ふので ある。 安易な もの は 後 ま はし 困難な ものに つかん とする 彼で ある" 

「金將 軍」 の 中に、 われわれ は 二つの aphorism に 出合 ふ。  - 一 

英雄 は 古來セ ン ティ メ ンタ リズム を 脚下に 驟躅 する 怪物で ある。  一 

如何なる 國の 歷史も その 國 民に は 光榮 ある 藤史 である。  一 

加藤淸 正と 小 西 行 長が 朝鮮に 旅して、 一 人の 小 枠の 異相 を 見た 淸正は 殺生しょう とする が 思 ひ 止 一 

まる。 三十 年の 後、 例の 朝鮮 征伐。 往年の 童子 金應瑞 は宣祖 王 を 擁して、 倭 將小西 行 長 を、 その 娘- 

妓生、 桂月 香 を 使って— 騙し 討に する。 が、 桂月 香 は、 旣に、 行 長の 子供 を 宿して ゐ た。 「英雄 は 古 一 

來…」 金 將軍は 急ち 娃月香 を 殺す。 と 云 ふ 筋で ある。  , 

が、 これ 朝 # に傳 へられる 小 西 行 長の 話で ある。  ュ 

一 

「如何なる 國の 歷史も その 國 民に は必す 光榮 ある 歷. である。」 と 云 ふので ある。  丄 

2¥ 凌に、 一 群の， 保吉物 、「寒さ」 「あばば ばば」 「魚河岸」 「或 戀愛 小說」 「保吉 の 手帳から」 「お 時 儀」 「文 一 
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章」 等に， 及す るで あらう。  , 

その 中 同じ 保吉 物と 言 ひ條 I, 魚河岸」 「或 戀愛 小說」 「少年」 は 海軍 機 關學校 時代の 經驗 から 素材し 

たもので はない。 

「魚河岸」 は 東京の 魚河岸の 一事 件 を 取扱った もので あり 「少年」 は、 氏の 少年 時代の 追憶で あり、 そ 

して、 「或戀 愛 小說」 は、 對話 的に 筋 を 運んで はゐ るが： 種の 戀愛を 扱った 小說 である。 それ 故、 保 

吉物を 厳密に 機 關擧校 時代の 經驗 と視れ ば、 以上の 三つ は、 保吉 物で はない。 が、 氏の 一 群の ，：ZI 傅 的 作 

品の 系列に 置けば、 「少年」 のみ それに 妥當 する。 三度、 描 寫の點 よりしても 、「魚河岸」 「或 戀愛 小： < i 

は保吉 物と は 相違して ゐる。 要 之 T 魚河岸」 は 身 邊小說 、「或 戀愛 小說」 は、 純然たる 本格 小說 であろ。 

品 「魚河岸」 は、 現代の H 本 橋 は. I 水鏡 花の 小說の 如く 展開 しないと 思って ゐ たのに、 その 通り 

展開され るの を 見て、 鏡 花の 小說の 生きて ゐる事 を 知ろ と共に 保 吉の心 は 沈む 事が 書いて ある。 ふ 

とこの 作品に 彼 は、 ロシュ フ ゥコォ の 語 錄を點 出した T 或戀愛 小說」 は 11 或は r 戀愛 至上な り」 

11 と 作者 も 註し て あるが 如く 若 い 外交官 の 妻 妙 子が 音 樂家達 雄を戀 する が 违雄は妙 .^に 8^し て ゐ 

ない。 が 「それでも 豚の やうに 肥った 妙 子 はほんと うに 彼女と 愛し 合った もの は逮雄 だけだった と 

2 あって ゐる。 それ： 戀愛 は實際 至. H, なの だ。 さもなければ 到 iS 妙 子の やう^ 幸 輻 になれ る はない。 
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と 云って ゐる。 

世間の 戀 愛小說 を御覽 なさ い。 女 主人公 は マリアで なければ ク レオ パ トラ ぢ やありません か？ しかし 人生の 

女主 人 公 は 必ずしも 賢女ぢ やない と 同時に、 必ずしも 乂娃婦 でもない のです。 (屮 略) けれども 私の 戀愛 小說に 

は 少しも さう 云ふ惡 影響 を 普及す る 傾向はありません。 おまけに 結末に 女 主人公 を 讃美して ゐ るので す。 

兹 にも、 作者の 在来の 「戀愛 小說」 に 飽き 足りない 一面 を 示して ゐる。 新解釋 である。 主筆と 保 

吉 との 對 話で 筆 を 運んで ゐる。  ； 

「少年」 は 前 二者と 違った 意味で 保吉 物の 最初に 置かるべき 作品で ある。 或は 自敍傳 ではない かも 

知れぬ。 しかし 鬼に 角 追憶 をー應 整理して、 主觀 的に 取扱って ゐる。 

文章 は 古典的で すら ある。 

一、 クリスマス 二、 道の 上の 祕密 三、 死 叫、 海 S  、幻燈 六、 お母さん。 

二、 は、 四 歳の 保吉 がつ うやと 呼ぶ 女中から ニ條に 長々 と繽 いて ゐる路 の 上の， 祕密を 明され た 驚 

異を。 三、 は 死 は 不可解な ものである。 「殺された 蟥は 死んだ 蟻で はない。 それに も關 はらす 死んだ 

蟻で ある。 この 位 祕密の 魅 方に 富んだ。 摑へ 所の ない 問題 はない。」 その 問題 を、 死と は 「姿の 永久 

に 消えて しま ふ ものである」 と 遂に 發見 する 事が 書かれて ある。 
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四、 は 「代 緒 色の 海」 を： a て、 海の 必 すし も靑 色で ない 事 を 知る が、 然もた 人は靑 の： ばかり 

海で あると 信じて ゐる。 五、 は 「幻燈」 でべ ニス の 風景 を 眺め、 一 瞬、 少女の 顔を兑 るが、 I . そ 

の 同じ 寫眞 を寫 しても、 その 少女に 出會 はない。 

六、 は、 人は不 S 意に 母の 名 を 呼ぶ ものであると いふ 事實を 一は 少年 時代の 戰ゅ ごっこ 一は-::^ 院 

の 床に て發见 する。  -  、 

そして 一、 は、 クリスマスの 前夜 乘合 自動車に 乘 つた 少女が 宜敎師 から 「今日は 何の 曰か を^ は 

れて、 「今日は あたしのお 誕生日」 と 答へ る 事が 書いて ある。 それ は、 ぉ敎師 への 辣 刺なる 皮肉と な 

つて ゐる。 と共に、 少女の 童心 を 美しく 畫 いて ゐる。 

「少年」 は 過去への 郷愁で ある。 そして 同時に 龍 之 介の 場合に 於て は 行きつ く處 まで 到途 した もの 

の 後悔で ある。 不幸であった。 

左の 引用 は それ を 物語 つて ゐる。 

.「 保 吉も亦 二十 年 前に は 娑婆^ を 知らぬ 小 女の やうに、 或は 罪のない 問答の 前に^ 婆 tSc を 忘却した. K 敎師の や 

うに 小さ い 幸福 を 所有した。」 (中略) r 大 川の 向 ふ に 人と なった 二十 3f 前の 幸福 を 夢み つづけた。 ： ： ご 

—— タリ ス マ ス —— 
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「保 吉は 呆氣に とられた まま、 土埃の， 中に 斷續 した 二す ぢの線 を まもった。 同時に 大 沙漠の 空想な ど は S 氣 

摟の やうに 消滅した。 今 は 唯 泥 だらけの 荷車が 一 臺、 寂し い 彼の 心の中に おの づ から 車輪 を ま はして ゐ る。：」 

,  —1 道の 上の 祕密 ——— 

「保吉 は 母との 問答の 中に もう 一 つ 重大な 發見 をした。 それ は 誰も 代赭色の 海に は、 人生に 橫 はる 代赭色の 海 

にも 目をつぶ リ易 いと 云 ふこと である。」  海 

「保吉 は 死を考 へ る 度に、 或 日 回向 院の 境內に 見かけた 二 匹の 犬 を 思 ひ 出した。 あの 犬 は 入 リロの 光の 中に 反 

對の 方向へ 額 を 向けた まま、 一匹の やうに ぢっ として ゐた。 のみならず 妙に 嚴肅 だった。 死と 云 ふ もの も あの 

二. 匹の 犬と 何 か 似た 所 を 持って ゐ るの かも 知れない。 ：：」 —il 死 11 

作者 はなつ かしき 過去 を冋 想し、 現在の 婆 婆 苦にさい なまれた 「泥 だらけ^ 1 臺の 荷車」 に 我 身 

を 感じ 人生 の 代赭色 の 海に 目を濺 いで 、 嚴肅に 死 を豫！ 115- し て ゐ る やう だ。 

筆致 は 透徹した 枯淡の 風致に { ほんで 靜寂を 底 心に た. - へて ゐる。 

「寒さ」 は、 人生への 寒さの 發見 であらう。 宫 本と いふ 理學士 から 人間 を物體 にした 公式 を 說明さ 
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れ た保吉 は、 「實 際さう いふ 公式が あり や、 世の中 は餘 っ程樂 にな るんだ が」 と 云って.^ る。 

又 礫 かれた^ 切 I をみ て 「血の 中に 宿って ゐる 生命の 熱は官 本の 敎 へた 法則 通り、 一分一厘の 狂 

ひもな しに 刻薄に 線路へ 傳 はって ゐる。 その 又 生命 は 誰ので も 好い、 職に. I じた 踏切り 桥で もま 

犯人で も 同じ やうに やはり 刻薄に 傳 はって ゐ る。」 戰慄 をみ て、 しかし、 まだ 「焚火」 に 何 か；！！ 情 を 

感じて ゐる保 吉がゐ る。 

「あばば ばば」 は、 保吉の 行きつ けの 雜貨屋 の 妻 君が 一 人前の 母に なって 赤坊を あばば ばばば、 あ！ 

と あやす までの —— 經過、 卽ち ありし日の 嬌羞が 跡を絕 つて 度胸の 好い 母と なる。 一人の 女の 或 時 

期の 成長が 描かれて ゐる。  . 

「保 吉の 手帳から」 は 「わん」 「西洋人」 「午 休み— 或 空想—」 「恥」 「勇ましい 守衞」 の -^:-、 その 各 節が 

獨 立した 主題 を 把握し てゐ る。 

「わん」 は、 キ： 計 宫が或 レストランで 乞食に 「わん」 と 犬の.^ 聲を言 はして、 食物 を與 へて ゐ たの を 

昆た保 吉 が、 その後、 月給 を 貰 ひに 行った、 「主計 官、 わんと 云 ひませ うか？ え、 ホ： 計 { に」 と 云 ふ。 

「西洋人」 は、 タウゼン ト、 スタァ レットの 二 西洋人 敎師 のこと。 「午 休み」 は、 ロマンチックなら! 

想 を 、「恥」 は 教授の 經驗の 一 節 「勇ましい 守衛」 は 守衛の リアリズム を。 職に^ じても 赏與 にあり 
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つけない と 云 ふ 守衛の 「午 休み」 の 空想の 中で、 

人間 は 蝶に ならない かも 知れぬ。 

成程、 飛んで ゐる のが ある。 しかし 何と 云 ふ 醜 さ だら う！ 美意識 さへ 人間に はない と 見える。 

と 第一 一の 毛 蟲に云 はしめ てゐ る。 

こ れを龍 之 介の 人間 輕蔑 思想 乃至 美意識と 片岡鐵 兵 氏 は 云 つ た當っ てゐ る。 

「お 時 儀」、 に對 して 窒生犀 星 氏 は、 次の 如く 云って ゐる。 (芥川龍之介 氏の 人と 作) 

「彼と いふ 人物 や 生活に は 人懷こ いものが ある やうに、 存外 冷徹な 现智の 彼に 自分 は その 愛情の^ ひ を 嗅 い で 

ゐる 。「お 時 儀」 の 巾の 人生 は 誰れ でも 屢屢 經驗 すると ころの ものであるが、 汽車から 降り 立つ 何時も {HI  く 逢 ふ 

女の人に、 思 はず ひょいとお 時 儀 をす る 彼 は、 全く 彼らし い 人の 善い 氣輕な 氣持を 有って ゐる。 それに この 作 

の 中に 愛情 を 有つ 彼が 愉快げ に；^ んでゐ るの が 行間に 泌み 出て ゐる。 「. 1 1 お嬢さん は 今 目の前に 立 つた。 保吉 

は 頭 を 擡げた ま、、 まともに お嬢さんの 額 を 眺めた。 お嬢さん もぢ つと 彼の 額へ 落着いた 目 を 注いで ゐる。 二 

人 は叛を 見合せ たなり、 何 ごとな しに 行き 違 はう とした ご 

「丁度 その 刹那だった。 彼 はお 孃 さんの 目に 何 か 動搖に 似た もの を 感じた。 同時に 又殆體 中に お 時 儀 をした い 

^動 を 感じた」 彼の 謂 ふところの 簡潔と 壓拷 とが 逍憾 なく 表現され、 その 折の 氣 もちが 鮮銳に 透って ゐる。 彼 

は 此ぉ孃 さん を 可成り 高 びし やな、 上から：： 卸す やうに して ゐな がら、 遂 にお 時 儀 をした い 衝動 を 感じて ゐ る 

ところに、 彼らし ぃ氣 もちが 出て ゐる。 これ だけに 絞って 書く こと は 却 却 容易な ことで はな い。 
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これ 以上 私 は 蛇足 を 加へ る 必要 を 認めない であらう が 更に、 屋上 屋を 架せば、 次の 引 川で ある。 

「爾來 七 八た ヰを經 過した 今日、 その 時の 海の 静か さ だけ は 妙に 鮮 かに 覺 えて ゐる。 保. f-" はかう 云 ふ 海 を 前に、 

いつまでも 唯 茫然と 火の 消えた パイプ を啣へ てゐ た。 尤も 彼の 考 へ はお 纏さん の 上ば かリ あった 譯 ではな い。 

たと へ ば 近近と リ か- -る箬 の小說 のこと も 思 ひ 浮べ た。 その 小說の 主人公 は 革命的に 燃え立った、 或英 T:M 利；？ _i 

イギリス 

の敎師 である。」 (傍點 竹 内) 

_ 『あばば ばば」 の 中の 保吉の ポケットに は、 Spargo の 「社會 主義 早 わかり」 が 入って ゐた。 それ 

とこれ を 一 寸思ひ 較べて くる。 そして 私 は それに ついては 後の 「玄鶴 山 房」 の處で 述べようと 忍 ふ 

の だ。 

「文章」 に は 吊 辭には 成功し、 小 說には 見事 失敗した 經驗を 語って ゐる。 卽ち、 保吉の 書いた 本 多 

小 佐の 弔文 は、 會 葬の 人々 を 泣かしめ たと 共に 同僚から 賞讃を 買った。 しかし、 彼の 创作 は、 讀 

新聞紙 上 で 海軍 學校 教官 の 餘技は 全然 文壇 に は 不必要で ある。 

と 酷評され た。 

この 作 中保 吉の 小便 をす る 描寫が ある。 それから 「泣く。」 の を 始め 「笑 ひ聲」 と 間く。 こんな S 

にも： &者を 感じる。 
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保吉 物で は、 この 期に 他に 「早春」 が ある。 「早春」 は、 彼の 大學 時代。 の 經驗を 素材と した 一種 

の戀 愛小說 である。 

「保吉 物」 は 芥川龍之介の 半 自叙 傳 である けれども、 殆ど 自叙 傳に 近い ものに、 「大導 寺 信輔の 半生」 

？ . 一 一  五) が ある。 これ は 遂に 未完に 終った が、 彼の 前半の 生涯の 重要なる 契機 を、 殘 さす 把 揮 

して ゐろ點 に 於て、 後の 「或 阿呆の 一 生」 と共に 重要な 地位に 立つ。  _ 

(一 ) 本 所、 (二) 牛乳、 (三) 貧困、 (il) 學校、 (五) 本、 (六) 友 だち。 と 見出 をつ け 凡そ、 出生 環境 

境 遇敎育 友人 等 に 言及 して ゐる。 

猶、 彼 は T 大導寺 信輔の 半生」 を、 もう 一 つ 書いて ゐる。 (別 •  二八 四) それ は、 「{仝 虛」 「厭世 主 

義者」 の 見出の 下に. 書かれて ゐる。 これ も 未完で 終った。 

全集の 四 卷所牧 の もの は 主として 中舉 時代、 別冊 所牧の もの は擧生 時代の もの。 共に 作者の 註の 

如く 、「或 精神的 風景 畫」 では ある。 

共に 彼の 生涯 を 知る 重要な 資料で ある。 これ は、 芥川龍之介 沒後、 全集より 離して、 同 表題の 單 

行 本と して 出版した ものの 中に 四 卷所牧 の ものの みが 含まれて ゐる。 

さて、 兹に、 保吉 物の 諸家の 批評に 移らう。 
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片岡良 一 氏 (「國 語と 國 文事」。 大正 十 、六) 

「保. nn の 手帳」 以下、 特に 「保 吉物」 の 名稱を 以て 呼ばれる 小品のう ちの 幾つか は、 そこに 寄せられた ゾ低リ に 

も 際だった 技巧と 苦心との ために、 却つ て變な 嫌み に墮 して 了 はなければ ならなかった。 

片岡鐵 兵 氏 (「文藝春秋」。 芥川龍之介 追悼 號) 

「保 +n 物 は 自叙 傳 風の もの だが、 これ は 物に 對 する 興味の 持ち 方に 就いての 自傳と 云った 方が 好い。 作者の、 

殆ど 先天的 かと 見える 節度の たしな みは、， H 身に 就て 多くの 物 を 物語らせて 居ない。 然し、 我々 は、 たと へば 

絲 脈で、 脈膽を 数へ る 時の やうに、 微かに 作者の 心臓 を 感じる ことが 出來 る。 

「岩 城 準太郞 氏」 (明治 大！. の國 文學) 

1 つの ねら ひ 所 を 示す やうな 趣向で 出 來てゐ る： 人間性 は 現れて ゐ るが、 一個の 人 として はんで 來 ない。 

自己の 全部 を 投げ出して 問題に して ゐる ので はない からで ある。 

諸家の 言の 如く、 r 內容」 は、 經驗 そのもの ではなく、 經驗を ；應 整理して、 一 の 主题を 盛った も. 

のが 多く、 隨 つて、 技巧的で ある。 思想 的に は 追憶と 悔恨が ある。 

しかし 必す しも 心-膝の 呼 動が 聞かれない 程で はない。 描 寫も圆 熟な 端正 さで、 殆ど 典型的で すら 

ある。 作^^の用意は 「自分の 經驗 した もので も 王朝 時代の ものにして 害 く」 のに ある。 
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正宗 白鳥 氏 は 「私 は保吉 とい ふ 男 を 主人公と した 小說は 概して 藝 ー術價 値の 低い もの だと 思って ゐ 

る」 と 謂って ゐ るが、 必 すし もさう 思 はない。 それ は 前期の 「地獄 變」 「藪の 中」 「報恩 記」 に對 して 

謂って ゐ るので 止む を 得ない としても、 之 は 之な りで 發見も あり、 相 當の藝 術 價値を 持って ゐ ると 

田ぶ。  • 

以上で この 期 を 終る。 新潮 社の 廣吿 文に、 

大家 倦み、 新進 振 はず、 文壇 頗る 疲憊の 色 あるの 時、 芥川氏 ひとり 精進 須臾 も 己まず、 一作 毎に 新 思想 を 出し 

一 作 毎に 世評 を 動かして ゐる。 之れ を 本 集に 見る に、 r 一塊の 土」 の 重厚な 描寫、 「糸 女覺ぇ 書」 の 深刻なる 解剖 

「不思議な 島」 の輕 妙な 諷刺 を 初めと して 「おしの」 に は 切支丹 物の 極北 を 示し 「少年」 に は 追憶 文 學の型 を 

見せ その他の 諸篇、 いつれ も 一 作よ く 全文 壇を壓 する 體の ものなら ざる は 無 い、」 

と 云って ゐる。 亦 我々 も 同感せ すに 居られない。 

大正 士 一年 九月の 大震災 は 廣く社 界面に 蕩 搖を齎 した。 我國 資本主義 經濟 組織と その 歩調 を 同 ふ 

して、 略 完成した 個人主義 文學 は、 亦、 その 稀 有の 災害 をー轉 機と して 旋囘 したやう に 見える。 そ 

して、 社會 主義 的な プ レタ リア 文擧が 新しく 日本 文擧 史上に その 萌芽 を顯 して 來た。 今まで、 安 

々と受 入れて ゐた 彼等の 內部 生活に 新なる 試練がなければ ならなかった。 智識 階級の 苦惱の 正直な 
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表白と 稱 せれて、 有 島 武郞氏 は斃れ た。 

斯 くして 芥川龍之介 も 亦 偉大なる インテリ ゲン チ ュ ァ として その 機運に 關聯 をお つやう になって 

行った。 彼が 前期の 作風 を 著しく 淸算し 或は せんと 行きつ- - あつたのに 徵 しても、 その の 消息が 

明瞭で あらう。 

この 明の 彼の 作物 は、 かくて、 多 かれ 尠 かれ、 その 點描を 窺 ふに 足る ものであった。 
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第 八 章 「湖南の 扇」 時代 

〇 湖南の 扇、 〇 溫泉 だより、 〇 淺草 公園、 〇 誘惑、 〇 春の 夜、 〇 尼提、 〇 カルメン、 〇 彼、 〇 彼 第二、 〇 

僕 は 〇o 君の 新 秋、 〇 春の 夜 は、 〇 鬼ごっこ、 〇 或社會 主義者、 〇 塵勞、 〇ギ 末の 一 曰、 〇 海の ほと 

り、 OS 氣摟  . 

芥川龍之介 は その 自殺 を 二 年 以来の 意圖の 下に 決行され たと 云 ふ。 して 見れば、 「湖南の 扇」 時代 

の. K は、 旣に 「死」 に 直面して ゐた 彼の 創作で ある。 かくて、 短篇 集 「湖南の 扇」 は 氏 生前の 最後 

の 著と なった。 大正 十四 年の 後半から 昭和 一 一年の 二月へ かけての 氏の 創作の 大半で ある。 

刊行 は、 昭和 二 年 六月、 發行所 は 文藝春秋 社。 例の 如く 小穴隆 一氏の 装幀で ある。 この 外 氏は大 

正 十五 年 十二月 新潮 社より、 佐 藤 春 夫 氏の 装幀に て 隨筆集 「梅 *馬* 篤」 を 刊行した。 

「梅 .馬* 鶯」 は、 隨筆 家と しての 氏の 鬼才の 縱 横無礙 を立證 せる 好 著で 着想の 警拔 技巧の 洗練と 

擧 殖の豐 富と 趣味の 多方面と、 それらが 一丸となって 成 はれる ものだった、 それ 故、 芥川 氏の 隨筆 

は 時に、 その 小說を 凌ぐ もの が あると さへ 云 はれた。 しかし、 それ は 兎も角、 「湖南の 扇」 にも、 

「わ 品」 として、 數 へらるべき 作 (卽、 全集 編藝 者の 分類に よれば) 六篇を 見出す。 ro 君の 新 秋」. 
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「鬼ごっこ」 「僕 は」 「或る 社會 主義者」 「塵 勞」 「春の 夜」、 の六篇 である。 これ は 全集 五卷、 二 六 七— 

—一 一八 一 一 頁に 牧 めて ある。 その他 は 十一 0 「湖南の 扇」 「溫泉 だより」 r 淺草 公園」 惑」 「^の 夜」 「：^ 

提」 「カルメ ン」 「彼」 「彼 第一 一」 「年末の 一 日」 「海の ほとり」 r@ 氣樓」 である。 

晚 年期の 文 擧を觀 るに ®i くと も 二つの モメントが ゐる。 一は 昭和 二 年 二 n 改造 紙上に 於て、 ハ介崎 

潤 一郎が 「饒舌 錄」 にて 現代に 緣の 遠い 題 村で 筋の 複雜な 小說を 好む。 と、 張した のに 對 しわが 芥 

川 龍 之 介 は 「文 藝 的な 餘 りに 文藝 的な」 (同年 叫 月) に 於て 同じ 改造 紙上に 於て 「筋の ない 小^」 を 

提唱した ので ある。 そして 以下 數號 に亘 つて この 文壇の 二 匠 は 互に その 主張 を^ 持して 譲らな か 

つた。 今にして 按 ふれば 彼等 は、 立場 を相異 して 各、 各規道 を疾驅 した 機關 車であった。 

谷 崎 氏 の 立場 に 立脚 すれば 谷 崎 氏 の 言 は至當 であった ことが わかる と共に、 芥川 氏の 立場 に 立て 

ば、 氏の 言 は當然 至極で あつたので ある。 . 

芥川龍之介の 「筋の ない 小說」 と は、 彼の 言に 據れば 最も 純粹 な小說 である。 彼 は旣に 前期より 

餘 りに 筋 を 弄し 過ぎた 嫌 さへ あるので ある、 彼 は 常に 本格的に 構想し 過ぎた と 思 はれる。 彼に して 

れば、 これ 等に は 最早 倦厭た る もの が あ つ たで あらう と 思 ふ。 

彼が 詩作 をな し 小說を 詩にまで 高めようと したのに 何等 不 W 心議 はない。 「筋の ない 小？^」 と は、 fl^ 
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に 近い 小說」 を 謂 ふので あると 云って ゐる。 それが この 期の 特色と なった。 

一 は、 芥川龍之介の 晩年に 於け る 健康であった。 藝術的 精進 は、 元來 虚弱であった 彼 を、 もうこ 

の 頃 著しく 摧 破して ゐた。 肉體的 精神的の 病苦 は、 いぢ 惡く 起った 家庭的 悒 苦と 相 埃って、 彼の 面 

貌は 暗澹たる 色 を 深く した。  V 

瞳を轉 すれば、 新興 文學 たる プ n レタ リア 文擧は 次第に 鯨波 を あげて 我 文壇 を 襲った 時で ある。 

彼 は それに 對 しても 無關 心で は 居られない のであった。 

これ、 或 もの は 暗澹たる 心境 を傳 へ、 或 もの は社會 主義 的 關聯が 作品の 底 を 流れて ゐる 所以で あ 

る。 かくて この 期 作品 を讀 むこと によって 彼の 末期が、 敗北に っ^いて ゐ るの を 知る。 

彼の 瞳 は 何物 かを豫 期して ゐた。 

晩年の 作品に 於て、 以上の ニ點を 指示す る 事が 出來 るが • 前者の 代表的な ものに 「蠻 氣樓」 「年末 

の 一 曰」 「海の ほとり」 が あげられ、 後者の 代表的な ものに 「點 鬼簿」 r 玄鶴山 房」 「たね子の 憂鬱」 な 

どが ある。 尤も これ は 大別であって これ 等 相互 は關 係して ゐ るので ある。 玆 では、 前者の 作品が 多 

いから 始めに 論す る こと \ する。 

壓 縮され た 筆致で、 それ は 短篇の 極北と 云って い \ 位 作者の 心象 を寫 して ゐる のが、 この 期の 著 
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しい 特徴で、 又 暗い 心境の、 トンネル をく ぐった ほのぼのとした 一閃の 詩情 も 本 期の ものである。 

詩と いっても 單 なる 詩で はない。 ；ng も リア ル を象徵 した 如き 詩情 を 有った 小說 である。 

大正 十五 年 五月より、 昭和 二 年の 一月まで、 作者 は鵠 沼に 滯 在して ゐた。 宫本顯 治 氏 は、 この 期 

に 就いて 次の 如く 記して ゐる。 

「室 生 犀 星 氏の 傳 ふるところ によると 鵠沼 へ 行く 頃から、 芥川 氏は餘 り書畫 骨董に 興昧を 持た なか つたとの こ 

とで ある。 實際、 氏 はそんな もの を振リ 向く 氣 はしなかった に 違 ひない 。乂 その 顷出 席した 新潮 A" 評^で 「救 

の 中、」 を 賞め て 後期の 作品 を 好まな い 或 人の 言葉に 芥川氏 は 昂然と 答 へて ゐる。 「あ、 云 ふ 作品 は 近 顷の僕 は 

書きた くな いの だ。」 氏 は 全力 を盡 して 現實 的な ものの 中に 肉簿 して 行かう とした-に 

又、 片岡鐵 兵 氏 は、 

今、 私の 手許に、 氏の 最近の 創作 集 「湖南の 扇」 が ある。 これ は 「河童」 ^&前の作；：1を鏡めてぉる： この^ 

に 於て、 私 は芥川 氏の 微笑の 成長した る 形 を 見る。 それ は 恐し く 枯淡で ある： もはや、 何の。 マン チシ ズムも 

ない 均勢の 世界で ある。 この 人生に、 殆ど 何の 執着 力 もない 心が、 もはや 意識的の， ボ オズ もとらず いと も.：： 然 

に 微笑して 居る。 

この 微笑 は、 いつも 何事 を か 悔恨して ゐる。 生の 倦怠 を、 憂懲 を、 そして 平靜 そのもの であるつ 然し、 この 平 

靜の 中. に 生々 と 動いて 居る ものが ある。.！ それ は感覺 と神經 だ。 中略 人生に 對 する 何の 與味 も、 熱^も、 0 マ ン 
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チ シズム も 失 はれて ゐる。 その 條 恨が 枯淡な 手法に よって 暗示され てゐる 。(中略) そして 内面の 均整 を 崩さぬ 

程度で 現世 を 認識し、 その 世界との 調和のう ちに 生命の 確立 を 見ようと 精進した この 作者に とって、 斯る 境地 

は、 當然の 行き着く 所ではなかった か 

と 謂って ゐる。 

詩情と 謂っても 兹 では ロマンチシズム を 意味し ない。 リアルな 世界が 彼の 心に、 ほのぼのと 上昇 

して 行った 所產 である。 それが 詩にまで 象徵 され 陶冶され てゐ ると 云 ふだけ である。 

內容 的に 謂へば 彼の 死の 話 は、 これ 等の 作品に 多く 殆ど 實感 に觸れ るまでに 深刻に 語られて ゐる。 

「此の世の 名 殘夜も 名 淺。 死にに 行く 身を譬 ふれば、 仇し が 原の 道の 霜。 一足 づ つに 消えて 行く。 

夢の 夢 こそ あはれ なれ。」 近 松の 曾 根 崎 心中で はない 彼の 心境 は、 或は これに 等しい 惻侧 たる ものが 

あつたで あらう。 而 して、 この 期の 作品 は 、「一足 づ つに 消えて 行く 夢の 夢」 を 物語って ゐた とも 謂 

へる であらう。  . 

作品 「湖南の 扇」 は 湖南 三日 問の 滞在から 取 村され たもので、 作の 後段に、 玉 蘭と いふ 美妓が、 

情人の 土匪 黄 老爺の 首の 血 を にじませた ビ ス ケ ッ トを喻 ふ處が ある。 ー應 a マ ンチッ クな 物語で あ 

る。 が、 作者 は その 話 を 忘れた が 如く、 湖南 滯 在の 費用 を 計算して ゐ るの. である。 「性欲の 見えざる 
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g ろし さ を 忘れ つ ぼい 冷淡 さ で 眺めた だけで ある」 と片岡 氏が 謂 つて ゐる 所以で あ る。 

又、 土匪の 斬罪 を 見たがって ゐる 作者 は、 その 淡々 たる 灰汁の ぬけた 攀 致の 中に もや はり 「死」 

を 描かす に は 居られない。 

「富が？：： うん、 蔦 も 澤山ゐ る。 そら、 いっか 旅 繼堯と 譚延闓 との 戰^ があった 時 だね、 あの 時に や 張の 部 

下の 死骸が いくつ もこの 川へ 流れて 來 たもんだ。 すると、 乂 蔦が 一人の 死骸へ 二 羽 も 三 羽 も 下 リて來 て は：：」 

「温泉 だより」 は、 明治 三十 年代の 萩 野 半の 丞と いふ 大工の 可 笑 味に 滿 ちた 一 生 を、 細々 と 溢.：： 水先 

から 送る 手紙と しての 體 裁に 書かれて ゐる。 特に 形式 上、 國 木田獨 歩の 使った！： 粹的 ^略 法例へば 

「な」 の 字さん 「か」 の 字 村な どの 如く、 地名、 人名が 記されて ゐて、 可， タ、 し 味 ある キ： 人 公の 一生 

と共に、 好適な リズム を 成して ゐる。 

町が 火事 だと 聞く が 早い か、 尻 を 端折る 間もなく 盲 馬に 乘 つて 「お」 の 字 街 近に .lii! り 出した こと、 

五 百圓の 金で 「た」 の 字 病院に 死後 解剖 を 代償に 身寶 する 話 T 靑べ ン」 のお 松に 夢中になる； f ？。 靴 

が 出 來た頃 は その 靴 代 も支拂 はれなかった 話。 東京の 「な」 の 字さん に 朝 口の 穴.^ 箱に い w 草 を？ i め 周 

圍に穴 を あけて 首筋の 赤い 螢を 送った 話、 「 一 人 旅う き 世 を あとに 半 之，^:。」 とお 松に して 「か」 

の 字 川の 「獨鈷 の 湯」 で風變 りな 自殺 をした 話。 
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お 松が 半の 丞の子 を 生み チブスで 死に、 子 は 郵便局に つとめ 「靑ぺ ン」 通 ひ をす ると 云 ふ 話が， 

恰もつ むぐ 様に、 描かれて ゐる。 一見、 ュ T モアに 見える が、 作者 は、 半の 丞に 自己 を 觀てゐ ない 

と は 云 はれない。 そして 人間 を。 

千 葉 龜雄氏 は 「お 松 は 何も 云 はすに 「三 太」 猫 を 懐に 入れた ま XT か」 の 字 川の 「き」 の 字 橋へ 

行き、 靑ぁ をと 澱んだ 淵の 中へ 烏 猫を拋 りこんで しま ひました、」 を 引用し、 「靑ぁ をと 澱んだ 淵へ 烏 

猫」 などい ふやうな 對象 印象的 語 橐 は、 氏の かう した 場合よ く 使 ふ もので あり、 恐らく 聯想 美を耍 

素と する、 俳句の 習練から きた もので 自然 味の 効 栗 を 高めて 強める」 と 云って ゐる。 

が 一 面、 無 氣味さ を 物語つ てゐ る。 

われわれ は r 輕快」 な 筆致で 記されて ゐ るが 笑 ふ 事 は出來 ない。 

「年末の 一 日」 「海の ほとり」 「蠻 氣樓」 は 「筋の ない 小說」 の 典型で あらう。 

「年末の 一 日」 は、 年末の 一 曰漱 石の 墓に 詣る 事が 書かれて ゐる。 路が 仲々 わからす 漸く 墓地 掃除 

の 女に 敎 はって K 君 を 連れて行 くが、 作者 は 今更 恬然と お 時 儀す る勇氣 はな かつ. たと 書いて ゐる、 

歸途 胞衣 會 社の 車の 後 押 をす る。 そして 作者 は 次の 様に ー篇を 結んで ゐる。 

北風 は 長 い 坂の 上から 時々 まつ 直に 吹き下ろして 來た。 慕 地の 樹木 も その 每 にさ あっと 葉の 落ちた 稍 を 鳴ら 
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した。 ^はかう-一： ムふ薄 哈かリ の 中に 妙に 興窗を 感じながら、 まるで 僕 自身と 闘 ふやう に 一 心に 箱 車 を 押し つづ 

けた" 

描寫の 的確 さは、 殆 んど祌 品に 近い 様で ある。 久保田 万 太 郞氏は 新潮 座談 會 (芥川龍之介の 追惊 

座談 會、 新潮、 昭和 二、 九) にて 、「年末の 一 曰」 だの. 「海の ほとり」 を 好きな ものと して、 その i 肋 

のない 事 を 認め、 「人生の 苦悶の 影の 非常に 濃い」 ものである といって ゐる。 同席 上の 小，：：？ 政 ニ郞氏 

に 隨 へば この ー篇 は、 龍 之 介 も 自信が あつたとの 事で ある。 

「海の ほとり」 は、 作者の 大舉を 出た 頃、 友と 海岸で 暮 した 事から 取材して ゐる。 淡々 たる や 致の 

下に、 作者の 實感が ある。 が 更に 「蠻 氣樓」 が ある。 「蟹 氣樓」 に 就いて 久米正 雄 等 は 右の 座^ 會で 

次の 如く 云って ゐる。 

久米， - 機 は 『蠻 氣樓』 とい ふ 作品 は芥 川に とって 非常に 重要な 作品 だと 思 ふので すね、 これ は 俊の 见た 後期 

の 作品と して、 芥 川の 最も 代表的な もので、 芥 川が 筋の ない 小說 とい ふ もの を 一 方で カ說 して ゐ るの は、 つお：^ 

樓」 なんか 背景に なって ゐ る" これ は單 なる 海邊の スケッチみ たいな 「海の ほとり」 ょリ も、 もっと.^； な 

筋は少 いけれ ども、 もっと 變な 實感に 富んだ —— 鬼氣 にも 富んで ゐ るし、 深い 暗示 を 含んだ 作品 だと 思 つ た、 

さう して あれ だけの 力が ある 作品 は、 芥 川の 仝體を 通じて 矢 張リ なかった やうに 思 ふ。 
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久保 田。 それだけに、. 氣 持の 上で は 歪んだ 感じが する でせ う。 

久米。 非常に 歪んで ゐ ますよ。 病的と 云へば 病的です けれども。 

久保 田。 私 は 非常に 惡く 云って しまった。 「海の ほとり」 は 褒めたん です よ „T 蠻氣 樓」 は惡く 云つ たんです が、 

今にして 思へば、 知らないな ァ といった 額 をして ゐ ましたよ。 今 讀んで 事毎に 思 ひ あたる 所が ある。 

小島。 僕も惡 口 を 言つ たんです がね" さう したら、 そんな 事 を 云 はないで、 もう 一度 讀んで 吳れと 云 はれま 

した ゥ 

久米。 僕 は 非常に 感心した から 會 つた 時 あの 作品 はいい。 しかし あの 作品に は 危險を 感じたん です よ。 さう 

いふ 意味で、 變 な鬼氣 があった ものです から。 君 は へ ル に墜 ちて ゐ る。 スト リン 卜 ベ ル ヒを 東洋風に した もの 

だ氣 をつ けなければ いけない と 云ったら、 なに、 大丈夫 だと 云って ゐ ましたが、 (下略) 

久米正 雄の 氣を附 けろ と 云 ふの は、 

「まだ 僕 は 健全 ぢ やない ね、 ああい ふ 車の 痕を 見て さへ、 妙に 參 つてし まふんだ から。」 などと 云 ふ 

言葉から、 作品 全體に 漲ぎ つた 死相で あらう。 「海の ほとり」 の 幽靈の 話で 「ええ、 唯、 毎晚 十二 

時前後に^-^.^.^取りの墓の前へ來ちゃ、 ぼんやり 立って ゐ ただけ です。」 と 云った 作者 は、 「蠻氣 

樓」 では、 蠻氣樓 を 見に 行って、 水葬した 死骸に 附 ける、 瀝靑 らしい 黑 枠の 木 札 を 拾って その 横文 

字を讀 んでゐ るの だ。， 


論 品 作 〔36(J) 


ー篇 は、 新しい 表微、 神秘主義 とも 云ぶべく 暗示に 富んで ゐる。 

「何って こと はな いけれ ど —— ちょつ とかう 火 をつ けた だけで も、 ぃろんなもの が！^^ぇるでせぅ？」 

X 

「あたしの 木履の 鈴が 鳴る のでせ う。」 

「何 だ らう、 あの ネクタイ ビン は？ 

僕 は小聲 にかう 云 つ た 後、 忽ち ピ ン だと 思った の は卷 煙草だった のを發 見した。」 

それ は 如何に 淺く靑 白い 燐光の やうに 光って ゐる ことか。 

が、 これ は、 昭和 二 年の こと だ。 大正 十 gl 五 年に 書かれた もの は、 「尼 提」 でも、 の 夜」 「彼」 「彼 

第二」 などで も それ 程で はない。 

作品 「尼 提」 は、 釋迦 が舍衞 城の 除 糞 人の 一 人、 尼提を 弟子に する までの 經 過が 記され 「無智 

味の 衆生に 對 する 海よりも 深い 憐憫の 情」 大慈大悲 心 を 動かした 如 來の祌 通力 を 語って ゐる。 短篇 

では あるが 作者の 力強い 描寫 をう けて ゐる。 

「春の 夜」 は N さんと 云 ふ 看護婦の 話で ある。 その 沈 蒙な 話 は、 X さんが、 姊の S さんも^ の^太 
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郞も 肺結核で、 女隱 居と 三人き りの 家へ、 派出され た 話で ある。 或晚、 氷 を 買いに 行った 歸り 屋敷 

近く 淸太郞 そっくりの 者に 抱きつかれる。 が 淸太郞 は 來る害 はない。 そこで 若し か 死んで ゐ るので 

はない かと 思 ふ。 が 淸太郞 は ひとり 眠つ てゐ ると いふので ある。 

作者 は N さんに、 淸太郞 を 好きだつ たかと 聞き、 N さん は 好だった と 答へ てゐ る。 明に、 作者 は 

幻覺を 取扱って ゐる。 

この 話 そのものが 沈 である。 がそれ にも 增 して 描寫は 無氣昧 でさへ ある。 左に 木賊の 描 寫を觀 

よろ。 

何 か 妙に 氣の滅 人る の を 感じた。 それ は 一 つに は 姉 も 弟 も 肺結核に 權 つて ゐた爲 であらう。 けれども 又 一 つ 

. に は四疊 半の 離れの 抱へ こんだ、 飛び石 一 つ 打って な い 庭に 木賊ば かり 茂って ゐた爲 である。 實際こ の 夥しい 

木賊 は N さんの 言葉に 從 へば 「胡麻 竹 を 打った 濡れ 緣 さへ 突き上げ やる うに」 茂って ゐた。 

二十 一になる 淸太郎 は 滅多に 口答へ もした こと はない。 唯 仰向けに なった まま、 大 牴はぢ つと 目 を 閉ぢて 

ゐる。 その 又 額 も 透きと ほる やうに 白い。 N さん は 氷囊を 取リ換 へながら、 時々 その 頰の あた リに庭 一 ぱいの 

木賊の 影が 映る やうに 感じた と 云 ふこと である。 


1 品 作 C302) 


この 憂まノ と、 靑 白い 隈取り は 次の r 玄鶴山 房」 に受繼 がれた。 

「彼」 及 「彼 第二」 を註釋 して 第一 の 「彼」 は 何 をしても 寂しい。 第二の 波 は 何處へ 行っても 寂し 

いと i 呂本顯 治 氏が 云った のは當 つて ゐる。 

作品 「彼」 は 作者の 舊 友の 一 人、 「本 鄕の或 印刷屋の 一 一階の 六疊、 階下の 輪轉 機が ま はり 出す 度 毎 

に 丁度 小 蒸氣の 船室の やうに がたがた 身 震 ひ をす る 一 一階 を 借りて ゐた」 悲慘な 一 生 を 記して ゐる。 

「床屋の 裏にな つた 棟 割り 長屋」 の 妹の 家、 二 高の 試驗に 落第して、 次第に マルクス や H ンゲ ルス 

の本に^^,中し出した彼、 七 高へ 行って 間もなく 腎臟 結核に 胃され、 「硝子の 中に、 ぎらぎら する 血 

尿」 を 透かして ゐた 彼、 そして 、「到底 牢獄 生活 も 出来さう もない しね」 とい ふ 彼、 叔父の 娘に 失戀 

する 彼、 r ジ ヤン、 クリストフ」 を 旺盛す ぎて 讀み つ^けられな いと 云 ふ 彼、 砂演に 出て 「この 砂 は 

こんな 冷たいだ らう。 けれども すっと 手 を 入れて 見 給へ」 「うんちよ つと 氣味 が惡 いね。 朝に なって 

も やっぱり 溫 いかしら」 「何、 すぐに 冷たくな つてし まふ」 と 答へ た 彼。 そしてお 後に 「彼」 は 死ん 

で r 尙叉 故人の 所持した る 書籍 は遣骸 と共に 燒き棄 て 候へ ども、 萬 一貴 下より 御 贷與の 喾籍も その 

中に まじり 居り 候 節 は不惡 御赦し 下され 度 候」 と 云 ふ 手紙 を 受取って 當時、 感傷的な 伎に は 妙に 象 
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If. らしい 氣の する ものだった と 云って ゐる 作者。 X が 死んで 見る と。 何 か 君 は 勝利者ら しい 心 もち 

が 起って 來 はしない かと K が たづね るのに 對 して 「僕 はそんな 氣 がする」 と 云 ひ 乍ら、 K に會 ふの 

を 不安に 感 する 作者。  . 

『「僕 は、 あの 棕櫚の 木 を 見る度に 妙に 同情した くな るんだ がね。 そら、 あの 上の 葉つ ばが 動いて 

ゐる だら う。  」  • 

棕櫚の 木 はつい 硝子 窓の 外に 木末の 葉 を 吹かせて ゐた。 その 葉 は 又全體 も搖ら ぎながら、 細かに 

裂けた 葉の 先々 を 殆ど 祌經 的に 震 はせ てゐ た。』 

これ は、 彼の 自畫 像で ある。 肉體 的に も 精神的に も 疲憊の 中に あった 彼の 自畫 像で ある。 この頃 

の 彼 は 「細かに 裂けた 葉の 先々 を 殆ど 祌經 的に 震 はせ で」 ゐた 一本の 棕櫚に 遠 ひなかった。 

「彼、 第二」 で 彼 は 曾ての 口 マ ンチシ ストであった 彼 を 回想して ゐる。 雪の 朝、 どこまでも 路を歩 

いて 行きたい と 云 ふ 口 マ ンチシ \<ム を。 然し 彼 はやが て その 同じ 小說の 終りの 方で、 

「大股に ァス フ アル トを 踏んで 行った。 1 1 十五と 同じ やうに 11 しかし 僕 は 今では どこまでも 歩か 

うと は 思はなかった」 

と 記して ゐる。 ここに も 悔恨が あると いふより もこの 愛蘭 人 は、 何處へ 行って 何 をしても 救 は 
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ない 迷路に、 作者 は、 追 込んで ゐる。 そして、 それ は 作者の 人生 觀* 藝術觀 でも あつたの だ。 

日本に あって は、 「日本 も 亜 米 利 加 化する ね、」 とい ひ 「支那に あっても、 支那 も だんく； =0; 米 利 化 

する ね」 とい ふ。 そして 最後に、 ゾヴ H ット 治下の 露西亜へ 行きたい と 云 ふ。 が 「世の中 をう しと 

やさしと 思へ ども 飛び立ち かねつ 鳥に しあらねば」 と 萬 葉 集の 歌を覺 束ない 調子で 云 ふので ある。 

これ は 明に 作者の 虚無 を 語る ものである。 

又、 「口 ン ドンで 聲帶を しらべたら 世界的な バリトンだった が、 もう 遲 い。」 

それから 作者 は兹 に、 一匹の 犬の 死骸 を點 綴した。 ！ 靄の 中に 灰め いた 水に は. ：！ い 小犬の 死骸 

が 一 匹、 緩い 波に 絶えす 搖 すられて ゐた。 この 又 小犬 は 誰の 仕業 か、 頸の ま はりに 花 を 持った 一 つ 

づ りの 草 を ぶら下げて ゐた。 それ は慘 酷な 氣が すると 同時に 美しい 氣 がする のに 違 ひなか つた。 

—— と。 

暗示に 富んで ゐる。 

猶、 作品 中 主人公に 氣質 上の. - マ ン 主義者、 人生 觀 上の 現實 主義者、 政治 上の 共 產キ： 義 者と 云 は 

しめて ゐ るが、 小品、 「僕 は、」 の屮に 更に 彼 は、 

「僕 はい つも 僕 一人で はない。 息子、 亭主、 牡、 人生 觀 上の 現 K 、干； 義 *?。 氣質 上の マ ン、 義 *^、 
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哲學 上の 懐疑主義者 等、 等、 11 それ は 格別 差 支ない。 しかし その 何人 かの 僕が いつも 喧嘩す るの 

に 苦しんで ゐ る」 と 云って ゐる。 

又、 

「僕 はどう 云 ふ 良心 も、 —— 藝術的 良心 さへ 持って ゐ ない。 が、 神經は 持ち 合 はせ てゐ る。」 とも 云 

つて ゐる。 彼の 心に 巢 くらう 苦惱の 堪え難 さ を 知る。 

ros; の 新 秋」 は 恐らく は 小 穴隆ー 氏 を描寫 した もので あらう。 詩情に 滿 ちて ゐる。 龍 之 介 は 俳句 

に 於ても 裕に 一 流に 位して ゐた。 

「春の 夜」 は、 好箇の 散文詩で ある。 その 中で も 彼 は、 「そっと 鸚鹉を 絞め殺して ゐ る。」 

「鬼ごっこ」 は 「眞劎 な 女の 顏」 を 描いて ゐる。 

「或 社會 主義者」 は 若い 頃社會 主義だった 男が 妻 を 持ち、 子供が 出來 して 行く 中に 東洋の 「あきら 

め」 に 住して 行く。 が、 青年時代に 書いた 論文 「リイ プ クネヒト を 憶 ふ」 は、 それと は^に、 新し 

い 靑年を 動か し て 行く と いふ 筋で ある。  . 

「塵 勞」 は 或 知人から 大規模な 旅行 案內を 持へ て 見ようと 思 ふと 話され、 貧乏な 彼に 自分の 結 城の 

着物 を 恥ぢ、 一方 旅行ら しい 旅行 をした 事の ない 彼に、 小說の 印稅を 前借して 溫 泉へ 行くな ぞは贅 
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澤だ なと 云 はれる 事が 書いて ある。  1 

,ー 

これ 等の 小品 は、 いづれ も 短篇で ある。 そして 文擧 的に さした る 事 はない が 龍 之 介の 常時の 恐 想 一 

上の 傾向 を 知る 上に 趣味が わく。  ，  ； 

最後に、 「淺草 公園」 と 「誘惑」 であるが これ は 二つと も —— -或 シナリオ —— と附 して あるが 如 一 

く 活動の 臺 本式に 出 來てゐ る。 一 は、 淺草 公国の 一 人の 迷子 を 描き、 一 は 傅 的な 色彩 を 1吖 ひた 唯 

一 の 天主 敎徒 「さん • せば すち あん」 を描寫 して ゐる。 が いづれ も 作者の 暗 游 たる 心境の 影 を 投げ 一 

てゐ る。 描寫も 短く 無氣 味で ある。 左の、 數 行に 徵 しても よく 了解され るで あらう。  一 

「この 綱 や 猿の 後ろ は 深い 暗の あるば かり。」 

「行火の 裡 には黑 猫が 一 匹 時々 前足 を 嘗めて ゐ る。」  一 

「赤 兒の 死骸の 足の うら」 

凡そ こんな 調子で ある。  . 

以上で 大略 作品 を概觀 した。 文藝春秋の 廣吿 文に 曰く、  一 

r 靜か なること 湖の 如き 最後！ その 死 面の 如き 氣 高き 作品！ 本 短篇^ は 期せす し て 此 ise: な る 一 


文人 唯一 の 遣 著と なった。 氏 は近來 筋の ない 小說を 提唱した が 本書 は その 多く を それ 等 氏の 死 前 0 

傾向 を 最もよ く 語る 珠玉の 如き 短 11 を 以て 飾られて ゐ る。」 

「淸 白なる 文人」 は 姑く 問 はす、 この 一 卷が 彼の 末期の 作風の 或倾向 をよ く 物語って ゐる こと は 否 

定 されない。 而 して、 惻惻 たる 彼の 心境 は、 讀者 をう つて、 悲痛なる 彼の 運命の 遁れ ざる を 思 はし 

める ので ある。  ， 
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第 九 章 「大導 寺 信輔の 半生」 時代 

〇 白、 〇 第 四の 夫から、 〇 祧 太郞、 〇 馬の 脚、 〇 三つの なぜ、 〇 點 鬼簿、 〇 悠 々莊、 〇 玄鶴山 d3、 〇 河 帝； 

芥川龍之介 生前 出版に か、 る 短篇 集 は 以上の 七 卷に盡 きる が、 彼の 晩年 -11 悲壯 なる^ 作 過^の 

極、 自殺した 彼の 晩年 を識 るに は、 更に、 歿後 出版され た 二 著 「大導 寺 信輔の 半生」 並に 「西方の 

人」 とに 據ら なければ ならない。 

そのうち r 大導寺 信輔の 半生」 は、 昭和 五 年 1 0::、 岩波 書店から 小 穴隆ー 氏の 装帧 にて 出版され 

たもので、 生前 最後の 著作 集 「湖南の 扇」 と 略 M 時代 卽ち、 大正 十五 年なら びに 昭和 二 ハ卟の 初頭に 

かけて 「湖南の 扇」 に揭 載され なかった もの を 執り、 ^せて 十二 十三 十四 年の 著作の 落 稼 を 拾って 

ゐる。 

これ は、 芥川龍之介 歿後、 彼の 全集が 岩波から 出版せられ たが、 その 巾から 「湖南の 一：！」 と 略：：！ 

時代の 創作 を 一 卷に纒 めて 出版され たもの なので ある。 

「大導 寺 信輔の 半生」. と 命名した の は、 「さまざまな 傾向 を もった 長短 とりどりの ものが 要^よ く^ 

めら れてゐ るので、 人 はこの 一 卷の 中に 彼の 全 面貌 を ほとんど 殘 りなく 知る ことが 出来る であら 
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う」 (岩波 書店 廣吿 文) とい ふ 意圖の 下に 集められた 爲 であらう が、 兹で はこの ー卷を 芥川龍之介の 

創作 過程の 發展を 觀る爲 に 使用す るので あるから、 必す しも、 題目に 拘泥され ない。 保吉 物と 略 同 

時代に 執筆 發 表された T 大導寺 信輔の 半生」 や 「早春」 は旣 に、 われわれ は、 「黄雀 風 時代」 に 於て 

言及した ので あるから。 

一 卷內容 を發表 順に 示せば、 

白、 (大正 一 一 一、 八) 第 四の 夫から (同  一 一二、  i:) 桃太郞 (同 一 三、 七) 大導寺 信輔の 半生 (问 一 

三、 九、 11 一四、 一) 馬の 脚 (同 一 m  ) 早春 (同一 叫、 一) 三つの なぜ、 (同 一 五、 一 ) 點 鬼簿、 

(問 一 五、 一 〇) 悠々 莊、 (昭ー 一、 一 ) 玄鶴山 房 (昭ー 一、 一 、一 一) 河童 (昭 1 1 、三) の 十 一 篇、 その 中發展 

的に 見て， この 期の 特色の 著しく あら はれて、 最も 重要なる もの は、 大正 十五 年 昭和 二 年の 發 表に 

か」 る， r 點鬼簿 」「 悠々 莊」 「玄鶴 山 房」 「河童」 等で ある、 その他 は、 この 期 以前に 論ぜられても 然 

るべき であると 思 ふ。 が 便宜上、 發展經 過 を迎り 他に 言及しょう。  . 

さて、 右に 擧 げた r 點 鬼簿」 r 悠々 莊」 r 玄鶴山 房」 「河童」 に 於け る 著しい 特長 は 何で あるか、 それ 

は T 湖南の 扇」 と 同時代で あるが 故に、 それと 殆ど 變り はない、 が 、「湖南の 扇」 に は、 作家の 苦濉 

を 脚下に 踏へ た輕ら かな 象徵 があった。 詩が あった。 筆致 も、 哀愁が 底に 潜んで 一 應は輕 快で あつ 
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た。 が、 「點 鬼簿」 r 玄鶴山 房」 は、 それと は 多少 趣 を 異にして ゐる。 それ 等 は いづれ も 直接、 髒ゃ 

苦^ を 重厚に 疊ん で、 讀む もの は、 作家の 測り 知れない 壓 迫され た メラン コリ、 - や 命觀 に、 その 

ま、 とりこに されて しま ふ體の ものである。 憂欝 を 憂欝の ま、、 ぢ かに、 描いて ゐる處 に 本 期の 特 

色が あらう。  • 

今一 つの 特色 は、 新時代との 交涉 である。 彼の 敏感と、 聰明 さは 新しい 時代に 目 を閉ぢ てお る 事 

は出來 なかった。 從來 から 關心を 有って、 その 創作に は、 幾分の 影 を 投じた 彼で ある。 それが、 本 

期に 於て は、 或 形と なって 明確に 表面に あら はれ、 然 かも 一部の 批評家 は、 その 點に 注目した 事で 

ある。 

その他、 作者 は、 この頃から、 全 創作 過程 を哲 みて 總 決算 をしょう として ゐ るかの 如く、 「河 宽」 

「齒 車」 等 を 描いて それが 「或 阿呆の 一 生」 にまでつ： られ た。 

以上 それ 等の 諸點を 中心 點 として 各 作品 を 見て 行く ことと する。 

「第 四の 夫から」 「桃 太郞」 「三つの なぜ」 は 彼の 文明 批評 を 含んだ 創作の 中に 屬 すべき もので あらう。 

尤も 彼 自ら を 織 込んで ゐる こと は 謂 ふ 迄 もない。 

「第 の 夫から」 は、 手紙の 形式で、 現に 國籍は 支那、 チべ ッ トに 位んで  一 _ ^多 夫 を. 13： 行して ゐる 
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人の、 その 讃美から なって ゐる、 結婚 制度への 彼の 關心 である。 

「栊 太郞」 は、 在来の 童話 「桃 太郞」 を 基本と して 半ば 童話 風に 批評 的に 筆 を 運んで ゐる" 

始めに 桃の 木の 說 明が ある。 

「世界の 夜 明 以來、 j 萬 年に 一 度 花 を 開き、 一 萬 年に 一 度實 をつ けて ゐた。 花は眞 紅の 衣 蓋に 黄金 

の 流 蘇 を 垂らして ゐる やうで ある。 實は —— 實も 大き いのはい ふ を 待たない。 が、 それよりも 不思議 

さぬ 

なの は その 實は 核の ある 處に 美しい 赤兒を 一 人づ つ、 おの づ から 孕んで ゐ たこと である。」 その 桃の 

木へ 、「運命 は 一, 羽の 八 鴉に なり 實をー つ 谷川へ 落した。」 とし、 所 IS 「桃 太郞」 の 話 を 述べ 最後に _ 

作者 は 次の 如く 結末 をつ けて ゐる。  . 

「人間の 知らな い 山の 奧に 雲霧 を 破った 桃の 木 は 今日 もな ほ 昔の やうに、 累累と 無 數の赏 をつ けて ゐる。 勿論 

桃 太郎を 孕んで ゐ た 赏 だけ はとうに 谷川 を 流れ 去 つてし ま つ. た。， し か し未來 の 天才 はま だ それ らの责 の 中に 何 

人と も 知らず 眠って ゐる. - あの 大きい 八 H ^鶴 は 今度 は 何時 この 木の 梢へ もう 一 度 姿 を 露 はすで あらう か？ あ 

あ、 未來の 夭 才は まだ それら 實 の 巾に 何人と も 知らず 眠って ゐ る：：」 

これ は 天才 待望の 心で ある。 唐 木 順 三 氏 はこの 創作の 屮の鬼 共に 語らして ゐる 間 批評の 言葉 ノ 

r 人間と： S ふ もの は 角の 生えない、 生白い 顏ゃ， 手足 をした、 何ともい はれす 氣 味の 惡.？ -,. ^の だよ。.； 
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おまけに 人間の 女と 來た 日に は、 その 生白い 顏ゃ 手足へ 一面の 鉛の 粉 をな すって ゐ るの だよ、 それ 

だけなら ば まだよ いの だがぬ、 男で も 女で も 同じ やうに、 噓 はいふし、 欲 は 深いし、 燒 餅は燒 くし、 

己 惚は强 いし、  」 を 引用して 龍 之 介の 人間 慊惡の 精神 乃至、 當 時の ブル ジ ョ ァ人 の描寫 

を 試みた ものと して ゐる" 

何ものに 對 しても 欺瞞 を 見、 權威 をみ とめなかった 彼 龍 之 介の 寧ろ 捨鉢な 批評で あらう。 

「三つ の なぜ」 は 一 、 なぜ フ ァ ゥ スト は惡 魔に 出合った か？  二、 なぜ ソ 。乇 ン はシバ の 女王と た 

つた 一度し か會 はなかった か？  一二、 なぜ ti ビンソン は 猿 を 飼った か？  Q 自問自答 である。 {ザ： 生 

氏 は解說 して 「彼の 作の なかに ある 多くの 智慧の 木に 實る もの」 として ゐ るが、 か、 る 短い ものの 

中に も、 作者 その 人 を 語って ゐる。 

ファ ウス トもソ 口 モン も ロビンソン も、 實は 彼な ので ある。 そこに は 聰明なる 作者が ゐる。 ^肅 

な 彼が ゐる。 この 作に 何か寶 生活 的な 作者の 反省 をみ る。 作者 は戀愛 的に も 悶を おって ゐ たから。 

彼の 「或 阿呆の 一 生」 や 晩年 作られた 叙情詩 や 小穴隆 一 氏の 「二つの 繪」 など 參照 すれば、 その 11 

の 消息が 或 程度まで 究明 出来る であらう。 然 かも、 これ は 一箇の 作品で あろ。 

r 點 鬼簿」 は、 文字通り、 鬼籍に 人った 人々 の記錄 である。 作^ は玆 に、 近親： 二人、 母、 姉、 父、 
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の 三人 を 描いて ゐる。 (生涯 論參 照)  • 

生氣 のない 灰色の 顏を 持った 瘦 細った 狂人の 母、 その 母の 臨終、 葬式。 コ； 人の 姉弟の 中で も 一番 

賢かった 姉 初子。 芝の 新錢 座から わざわざ 築地の サン マァズ 夫人の 幼稚園 か 何 かへ 通って ゐた、 龍 

之 介が 生れない 先に 死んだ 姉 初子。 最後に、 牛乳屋であった 父。 バナナ、 アイスクリーム、 パイン 

ナツ プル、 ラム 酒 等を勸 め、 養家から 取戾 さう とした 實父、 短氣 だった 父、 その 臨終。 

これ 等 三人の 追憶 を 描いて、 彼等の 骨 を 埋めた 谷 中の 墓地へ 作者が 墓參 する。 作者 は、 この ー篇 

の 終末に 次の 如く 云って ゐる。 

「僕 は 墓参り を 好んで はゐ ない。 若し 忘れて ゐられ ると すれば、 僕の 兩親ゃ 姉の こと も 忘れて ゐ 

たいと 思って ゐる。 が、 特に その 日 だけ は肉體 的に 弱って ゐ たせ ゐか、 春先の 午後の 日の 光の 中に 

黑 すんだ 石塔 を 眺めながら、 ー體 彼等 三人の 中で は、 誰が 幸福だった らうと 考 へたり した。 

かげろ ふや 稼より 外に 住む ばかり、 

僕 は實際 この 時 ほど、 かう 云 ふ 丈 艸の心 もちが 押し迫って 來 るの を 感じた ことはなかった。」 
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胃、 腸、 祌經 衰弱、 總身 鶴の 如く 瘦せ衰 へ 〇、 八からの 催 g 藥ヴ H  ロナ アル を川ゐ なければ、 な 

ら なかった 作者 は、 この 丈艸の 人生 觀ゃ 厭世 觀が 「押し迫って 來 るの を 感じた」 のに 不思議 はない。 

實際、 窒生氏 も 解說の 中に 云って ゐる 様に、 「その 頃の 龍 氏 は 嫁の 外に 住んで ゐ たばかりの もので あ 

るか も 知れない」 

彼等 三人 は 各 の 宿命 そのもの である。 狂人の 母、 早生の 姉、 そして、 たった 一人の 子 を * 子 

に 出し 正當に 愛する こと も 出来なかった 父、 加 ふるに、 それ 等 鼠色の 宿命の 子、 龍 之 介、 ここに は 

作者の 遁 れられ ない 宿命が、 もう 一 つ 暗示され てゐる 様で ある。 

作品の 斯 かる 描 寫は實 に眞に 迫って 或 意味の 感傷に 陷る。 われわれ は 「年末の 一 日」 に 於て その 

「墓 參」 の描寫 をみ た。 この 描寫は 更に 屋上 屋を 架す る 憂 管 さが ある。 それ は、 とりもな ほさす 作 

者 自身の 憂 戀 さの 爲 であると 思 はれる。 志 賀直哉 氏 は 「丹掛 にて」 中央 公論 (昭和 ニハ牛 九：^) の 一 文 

の 中で r 一  魂の 土」 や 「密 柑」 と共に 龍 之 介の 傑作と して ゐる。 私 はこの 一 篇 にて 天才 的な 能 之 介 

その 人の 運 4 叩の 源泉 を 見る やうな 氣 がする。 

作品と しても 彼の 面目 躍如たる ものが ある。 この種の ものと して は 「年末の 一 ：：：」 以上で あらつ。 

r 悠々 莊」 は、 やはり そこの 主人が 肺病 か 何 かで 去年 あたり 死んだら しい 刖莊 を、 どうどう 廻り を 
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して ゐる S さん、 T、 それに 僕と 稱 する 人達に 出 遇 ふ。 最後に、 僕が、 「木蔦の 中に 僅に 釦を あら は 

して ゐ る」 ベルに 指 を やって みる。 が ベル は 鳴らない。 

「が、 萬 一鳴った としたら、 1- 僕 は 何 か無氣 味に なり、 二度と 押す 氣に はならなかった。」 と 書い 

てゐ る。 そして 三人が 悠々 莊の 名に 新しく 注目す るので ある。 如何にも 暗示に 富んで ゐる。 これ は 

詩 を ふくんで ゐる 「：；^^1氣樓」「海のほとり」 に 次ぐ ものと も 思 はれる。 

が 同時に、 これ は、 龍 之 介の 晩年の 3 《想 形態 を 象徴的に 表示して はゐ ないだら うか。 

「悠々 莊」 とい ふ 廢屋は 彼の 文學 的な 過去の 家で はない か。 この 家 を 新しい 時代の 家たら しむる に 

は、 11 悠々 莊 ではい けない。 彼 は その物 靜 かな 廢屋の ベル を先づ 鳴る か 否 か を 試みた。 が ベル は 

鳴らなかった。 嗚 つたら 直ぐ 彼 は 移り 接んだ かも 知れぬ。 - 

そんな 事 も 謂へ るで あらう。 

さきの 「點 鬼簿」 の 悒鬱と r 悠々 莊」 の 新時代への 關 心と を 壘曆 した 力作 を われわれ は 「玄鶴 

山 房」 に 觀る。 

r 玄鶴山 房」 は、 堀 越玄鶴 一家 を、 その 欝積の 巢窟 とも 思 はれる 玄鶴山 房 を、 たぢ ろぎ もせす 作者 

は 描いて ゐる。 「離れ」 に 床 をと り、 その 體 臭が、 e: の 中へ 人る と 鼻 をう つ、 沛 結核の 主人公 玄鶴、 
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七 八 年 前から 腰拔 けにな り、 便所へ も ゆけ ぬ 姑お 鳥、 銀行員の 婿の 重吉、 まのお 鈴、 息子 武夫、 ：5 

州 生れの 女中のお 松、 女中 上りの 玄 鶴の 妾お 力。 ぉ芳に 生ませた 玄 鶴の 子、 文 太郞。 それに 玄鹤の 

附添 看護婦 「甲 野さん。」 それ 等の 人物が 互に もつれ 合って、 この 息苦しい 複雑な 悲劇的な 一 家 を、 

作者 は まざまざと 描いて ゐる。 

譬 へば、 養父母に 對 する 婿の 心 持、 訪問のお 芳に對 する お 鈴の 心 持。 玄 鶴が どっと 病が 重くな り 

妾宅 通 ひも 出来 なくなって 持上がる 手 切の 話。 一 且 手を切つ たお 芳 親子。 を 家へ 入れる お ぉ芳 

が 泊り込む やうに なつてから 一 家の {tKm が 目に 見えて 險惡 になる 様子。 職業意識 にこの 悲釗を 眺め 

てゐる 看護婦 甲 野。 11 玄 鶴に はお 芳 親子に 好意が ある 様に、 お 鳥に 對 して は 惡意を 示す 心： &。 武 

夫と 文太郞 との 子供 同志の 喧嘩。 それに 對す るお 鈴 やお 芳の心 持、 態度、 甲 野の 仲裁、 E. 野に 對す 

る 重吉の 輕ぃ戀 愛、 お 芳が歸 るに つけての 重吉 夫婦、 お 鳥、 甲 野の それぞれの 氣持。 

そして、 次第に 衰弱した 玄 鶴が 甲 野に 棒に する の だと 稱 して、 晒木綿 六尺 を 買 はせ て、 それで 溢 

死しょう とする。 が この 計畫は 遂に 失敗す る。 間もなく 玄鹤は それより 一週 問 後に 絶命す る。 

作者 は、 この 一 篇の 最後の 一 回に 於て、 玄 鶴の 薛式を 描き、 重 吉の從 弟の 大舉 生を點 出して Li- 

ehknecht の 「追憶 錄」 の英譯 本を讀 ませ、 重 吉ゃ從 弟の 馬車が、 寵に射 印して 火葬場 を 出ようと す 
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る 時、 しょんぼり 佇んで ゐ るお 芳を 見て、 この 先 どうす る だら う、 と 皆に 考 へさせる。 そして、 次 

の 如く 云って ゐる。 

「彼の 從弟 は、 默 つて ゐた。 が、 彼の 想像 は 上 總の或 海岸の 漁師町 を 描いて ゐた。 それから その 漁 

師 町に 住まなければ ならぬ ぉ芳 親子 も。 —1 彼 は 急に 險 しい 顏 をし、 いっか さし はじめた 日の 光の 

屮 にもう 一 度 リイ プ クネヒト を讀み はじめた。」 ここで この 一 篇は 終って ゐ るので ある。 

窒生犀 星 は 「芥川龍之介の 人と 作」 (天馬の 脚。) の 六 「玄鶴 山 房の 內容」 に 於て 次の 如く 云って ゐ 

る 0 

『「玄 鶴 山 房」 に は 最近の 彼が 懷 いて ゐる 憂鬱な 氣魄 が泌み 出て ゐる。 「玄鶴 山 房」 に は 壓拷の 美が ある。 出來得 

る だけ 纏めつ けた 上に 彼の 好んで 恍惚と する 壓 搾の 美し さ を 彫って ゐる。 木彫の 美で あるか も 知れぬ。 そして 

乂甲野 は 種々 な 家庭から 家庭へ 涉り步 く 看護婦と しての 夭 職に 苛酷な ほど 忠實 である ことが、 時折 その 眼 を 上 

げて、 徐ろに 觀 察の 微妙 を その 女性ら しい 心に 落して ゐる。 

r 玄鶴山 房」 は 在来の 彼の 物語で あるよりも 一 層 物語の さねに 障って ゐる ところの、 彼の 銳ぃ 爪に 

據られ 彫られた しごとの 一 つで ある。 

自分 は これらの 人生に 各々 一人 づ つの 人間に 美 を 感じた。 玄 鶴に は玄 鶴の 美、 甲 野に は 甲 野の 美- 
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ぉ芳に はお 芳の s、 其 他の 人間で も 美を會 得した。 これ を 「秋」 に 較べ ■ ると 幽かな 新派 哀愁と も 一. ム 

ふべき ものが、 最 ぅ重疊 された 憂聽 をた たんで、 「玄 鶴」 に聳 立して ゐ る。』 至極 同感で ある。 そして 

描寫に 就ても、 氏 は 

『お 鈴の 聲は 「離れ」 に 近い 緣侧 から 響いて 來る らしかった。 甲 野 はこの 聲を閗 いた 時、^ み 渡った 銳に， M つ 

たま、、 初めてに やりと 冷笑 を 波ら した。 それから、 さも 驚いた やうに 「はい 唯今」 と 返 をした に を 引 川し 

て 「彼の 諸種の 作品の 內で もこ の數 行の 如き 透 被 冷厳の みは、 容易に 见 出せる もので はな い。 殊に 第二 聯の 

逆手 を 打った 逆 描 の^え は、 他人 は 知らず 自分の 推賞した いところ である.^ 仝く 展歴と 目に 見える までに 描 い 

てゐ る。 かう いふ 時の 彼に あまさ は 微塵 もな くぎりぎ リに 詰めて ゐる」 と 云って ゐる。 

更に 附加 するならば、 各人 物 問の ひながり の 事で ある。 その 干繫 は、 丁度 宿命的な 大きな ハ-- ケ^ 

の 中に たぎって ゐる 様に、 互に 各の 個性が 一 塊と なって、 この r 玄鶴山 房」 の屮に if をまい てゐ ろので 

ある。 作品 「機械」 を 書いた のは橫 光利 一 氏で ある。 私 は、 機械以前の「機械」としてその：^!^8^な{1^ 

命 をみたい と m 心 ふ。 それだけ、 描寫 も、 簡 勁の 中に 陰 騎を藏 して ゐる。 甲 野が 子 俳 を 仲裁す る條 に、 

「ぉ芳 はかう 云 ふお 鈴の 前に 文 太郞と 一 しょに 淚を 流し、 平 あやまりに あやまる 外 はな かつ た。 そ の 乂仲 £ ^役 

を 勤める もの は 必ず 看護婦の 甲 野だった。 甲 野 は _ ^を 赤め たお 鈴 を 一生 歷 命に 押戾 しながら、 いつももう 一人 
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の 人間の 11 ぢっ とこ の 騷ぎを 聞 いて ゐる玄 鶴の 心 もち を 想像し、 内心に は 冷笑 を 浮かべて ゐた。 が、 勿論 そ 

んな 素ぶ り は 決して 額 色に 見せた ことはなかった。」 

そして 左の 菅忠雄 氏の 一 文 (文章 供樂部 • 昭和 一 一年 九月) は 「點 鬼簿」 や 「玄鶴 山 房」 が 如何に 

暗澹た る 作品で あるか をよ く 物語 つて ゐる。 

「昨年の 秋に 鹄 沼のお まの 二階で ぉ會 ひした 折に は、 •！： が 悪くて 困る と 云って、 尻に 蒲圑を あてが.. 

ひ弱って 居られました。 私は雜 誌の ffl 件で 伺 ひ、 約束され た 原稿 を 貰 ひに 出掛けた のでした。 する 

と芥 川さん は 二つの 原稿 を 出さ れ、 兩 方讀ん でみ ていい 方 を 持って おいでな さいと いふ 言 紫で し た。 

その 時の 一 つ は 例の r 點 兜簿」 です。 私に は 作品の 出来不出来 は 觅も角 も、 あの 書かれた 審、 11 

發 狂され た 母上の ことな どが、 私に は、 とても 堪 ベが たく、 どうしても 手が 出なかった のです。 「；？ # 

は 此の 作品 は 嫌 ひです。 とても 頂いて ゆく 氣 になれ ません。 第 了め なた は 身體の 調子が 惡 いのに、 

どうして 斯んな もの 書かれる か 私に は 分りません。」 「いや 僕 は 身體の 具合が 惡 ければ 惡ぃ 程に、 さ 

うした ものが 書きたい の だ。 そんな もの だよ。」 

とい はれた が、 そんな もの かどう か 私に は 薄 氣味惡 く 思 はれ T 點 鬼簿」 に は 手 をつ けす、 他の を 

頂いて 歸 りました。 この 事 は 「玄鶴 山 房」 を 書かれた 時に も、 私に いはれ ました。 


論 品 作 （380) 


あの 肺病 老人の 體臭か 口臭 かが 玄關に 入る や 臭 ふとい ふやうな 事 を ズ、、 ハ ズバ 平氣で 書かれる 氣 

持に は 私 もどう も 同感 出来ませんでした。」 

「玄鶴 山 房」 の 憂欝な 半面 は 以上で 盡 きる。 次に、 その 末 段の 「リイ ブ クネヒト」 に關 して^ ある" 

この 「リ イブ クネヒト」 を當時 「新潮 合評 會」 で 原 敬で も 東 鄕大將 でも 乃至 は 「苦 樂」 でもい、 と 

云 ふ 意見が あった。 それ を 履んで 更に 靑野 季吉 氏が 當時、 「不同 調」 (昭和 二 年 七 H: 號) 紙上に r 芥 

川 龍 之 介と 新時代」 なる 論文 を揭 げた。 その 中に、 

r 『玄鶴 山 房』 の 中に とぢ 込められた 悲劇の 終りに、 廣ぃ 世間、 それ も 動的な 社 會の風 を ちょっと 迎 

ひ 人れ て、 そこで 悲劇の 小說的 浮彫 を 完成させる 上に もまた ！ これが 大切な 點 であるが ——— 芥川 

氏に 潜んだ 要求 を 適當な 形で 滿 足させる 上に も、 やはり リ イブ クネヒト でなくて は いけない の だ 

『玄鶴 山 房』 を 讀んだ 時、 最初に まづ 私に 感ぜられ たの はこの 點 であった」 と 言 ひ、 諸家に 反對 し- 

「芥川 氏 は 新時代の 存在 乃至 到來 を、 何等かの 形で 玄鹤山 房で、 暗示し ないで は をれ なかった。 そ 

れ はまた 芥川 氏が 彼の 生活の 世界の 傍に 新時代の 世界の 存在 乃至 到來を 認めない では をれ なかった 

こと を 意味す る。」 と 云って ゐ るので ある" この 前、 新潮 合評 會の 直後、 芥川氏 は 靑野季 士：： 氏に 齧 

九 一三) を 送って ゐる。 その 中に 次の 如く 彼 は、 云って ゐ るので ある。 
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11 「新潮」 の 合評 會 の 記事 を讀 み、. ちょっと この 手紙 を 書く 氣 にな リ ました。 それ は篇 中の リイ プ クネヒト 

のこと です。 或 人 は あの リイ プ クネヒト は 「苦 樂」 でも 善い と 云 ひました。 しかし 「苦 樂」 では わたしに はい 

けません。 わたし は 玄鶴山 房の 悲劇 を 最後で 山 房 以外の 世界へ 觸れ させたい 氣 もち を 持って ゐ ました C  (最後の 

一 回 以外が 悉く 山 一:^ 內に 起って ゐ るの は そ の爲 です。) なほ 又 その 世界の 中に 新時代の ある こ と を 暗示した い 

と 思 ひました。 チ H ホフ は 御 承知の 通り 、「櫻の 園」 の 中に 新時代の 大€- 生を點 出し、 それ を 二階から 轉げ 落ちる 

ことにして ゐ ます。 わたし は チェ ホフ ほど 新時代に あきらめ 切 つ た 笑 聲を與 へ る こと は出來 ません。 しかし 乂 

新時代と 抱き合 ふ ほどの 情熱 も 持って ゐ ません。 リイ プ クネヒト は 御 承知の 通り、 あの 「追憶 錄」 の 中に ある 

マルクス や H ン ゲル スと會 つた 時の 記事の 巾に 多少の 嘆聲を 洩らして ゐ ます。 わたし はわた しの 大學 生に も か 

う 云 ふ リイ プ クネヒトの 影 を 投げた かつ たのです。 わたし の 企圖は 失敗 だ つた かも 知れません。 少く とも 合評 

會の 諸君に は 尊臺を 除き 何の 暗示 も與 へなかった やうです。 それ は 勿論 やむ を 得ません。 しかし 尊臺に はこれ 

だけの こと を 申 上げた ぃ氣を 生じました から、 この 手紙 を 認める ことにしました。 (下略) 

この 手紙 を も 履んで、 如上の、 靑野 氏の 論文が 書かれて ゐ るので ある。 そして 靑野氏 は 云 ふ r 玄 

鶴 山 房に 現れて ゐる ところでは、 新時代の 存在 乃至 到 來を靜 かな 眼で 眺めて ゐ ると 云 ふ だけで あ 

る。」 

「彼 は、 新時代 を 認めない では をれ ない。 そして、 その 新時代 を靜 かな 眼で 眺めて ゐる だけの 素直 

さと 總明 さと 準備 を 持って ゐる、 しかし 彼 は、 彼の 言葉 を かりて 言へば、 『新時代と 抱き合 ふ ほどの 
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熱情』 を 持って ゐ ないし、 そんな 熱情が 彼の やうな 生活の 感史を 持った 者に 持ち 得る もので ない， 

とも 考へ るので ある。 —— 芥川氏 は 故 有 島武郎 氏より は、 消極的ではぁるがゃはり有^；！氏と；！：^^な 

心境 を 持って ゐる こと を、 私 は 意味 深く 思 ふ —— 」  - 

斯様な 「新時代」 への 關心 は、 この 時に 始まる わけで はない。 われわれ は， 旣に、 「あばば ばば」 

や 「お 時 儀」 「悠々 ffij に 注意した ので ある。 察ろ、 それ 等が 兹に、 一 つの 形 をと つた やうに も 恐 は 

れ る.。 なほ、 この 點 について はわれ われ は 時代 論に 於て、 略. - 究明した ので ある。 

一 代の インテリ ゲ ンチ ュ ァ としての 役割 を、 彼 は 彼な りに 實 行して ゐる ので ある。 

「白」 「馬の 脚」 「河童」 この 三者の 間に、 何等かの 關聯が あると すれば r 袁話 風，」 に 作^が 筆を 述んで 

ゐる點 である。 それ は 空想的に 構成され たもの だ。 しかし 乍ら、 この 三者に は、 いづれ も 丁度 「11: 

つの， なぜ」 の やうに 作者の 實 生活 上の 裏付、 濃厚なる ものが ある。 でなければ、 斯 くまで、 か、 る 

作品 を 形成す る 熱意がない 譯 である。 

とまれ、 か  > る 素 村 をして、 斯 くまで 驅使縱 横無礙 なの は、 作者の 鬼才と 稱 せらろ.^ 所以の £§2： 

ともなら う。 

「白」 は、 一 匹の 白と 呼ぶ 犬が お 隣の 黑が 犬^し の 輪に か. - るの をみ て以來 脆-お 風が 立ち、 へ S 
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つても 飼主から、 體 中が 眞黑 だと 云 はれ 遂に 宿無し 犬と なり、 恐怖に おそ はれ 出す。 窗際 「白の 容 

子 は 火の やうに 燃えた 眼の 色と 云 ひ、 匁 物の やうに むき 出した 牙の 列と 云 ひ、 今にも 嚙 みつく かと 

思 ふ 位、 恐ろしい けんまく」 になる。 が 死物ぐ る ひの 白 は 鬼神の 如く 出沒 して、 多くの 事 をな す。 

或 秋の 眞 夜中、 身 も 心 も 疲れ切った 白 は 飼主の 處 にかへ り、 昔の 犬小屋の 前で 月に 訴 へる i あ 

ら ゆる 危 險と戰 つて 來 ました。 それ は 一 つに は 何 かの 拍子に 煤よりも 黑ぃ體 を 見る と、 臆病 を恥ぢ 

る氣が 起った からです。 けれどもし まひに は黑 いのが いやさに II この 黑 いわた し を 殺した さに、 

或は 火の 中へ 飛び こんだり、 或は 又 狼と 戰っ たりし ました。 が 不思議に も わたしの 命 は どんな 强敵 

にも 奪 はれません。 死 も わたしの 顏を 見る と、 何處 かへ 逃げ去って しま ふので す。 わたし はとうと 

う 苦し さの 餘り、 自殺 をしょう と 決心し ました。 

そしてし まひに は、 飼主の 子供に 白の 泣いて ゐ るの が發見 される" と 云 ふ 筋で ある。 

晚 年の 作者の 自畫 像で あらう。 

「馬の 脚」 は、 主人公 北京 在勤 三菱 會 社員 忍 野 半 三 郞が腦 溢血で 頓死す る。 そして、 假 死の 狀 態に 

於て、 自分の 足に、 馬の 脚が つけられる。 正氣を 恢復す ると 自分 は XX 胡 同の 社宅に 据 ゑた 寢 松の 

中に ゐる。  . 一 
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それから、 恢復 後の 半三郞 は、 假 死に 於て みた 如く 自分の 足が 馬の 脚と 變 つて ゐ る！^ を發 し， 

他人 は 勿論、 家人に も 細心の 注意 を拂 ふ。 

運命 は 半 三 郞の爲 に 最後の 打擊を 用意した。 それ は、 三月の 末、 馬の 脚が 突然 躍ったり、 跳ねた 

りした ことで ある。 それ は、 馬の 脚が 蒙古の 空氣を 感じ 、「塞 外の 馬の 必死の 交尾 を 求めながら、 縱 

横に 駅け る 時期で あるから。」 

遂に 半 三郞は 家庭へ 縛りつ けた 人間の 鎖の 斷れ たるが 如く 失踪す るので ある。 醫 者は發 狂と なし 

新聞紙 は 恐迫觀 念に する。 

が 半年の 後、 帽子 を かぶらない 半 三郞が 夫人 を 訪ねる。 大體 以上の 筋で あるが、 「白」 や 「馬の 

脚」 は 筋 を 書く さへ 困難で ある。 唯、 晩年の 作者の 強度の 祌經 衰弱から くる 恐迫觀 念が 「.n」 や 

「馬の 脚」 を 物した ものと 見るべき であらう。 そして、 如何にも、 唐突なる 空想の 世界で あるが 作ガ 

は 自ら を 語って ゐる。 それ は、 餘 りに 端正な 貌 への 解放 だ。 挑戰 だ。 斯様な^ 地に われわれが， 落ち 

込んだ が 最後 自殺 か發 狂が あるば かりで ある。 ！ ：| 壓迫觀 念の 隈なく 張られた 宿命 を 描いて ゐろ。 

「河童」 は 一見 以上の 作品に 似て ゐ るが、 必す しも 同じで はない。 それ は、 藝 術の 分野が、 -史 に、 

擴大 されて 集積され てゐ ると 同時に、 作者の 晚ハ 牛の 苦悶が 裏に 藏 されて ゐる。 
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芥川龍之介 は、 生涯 論に 旣に 觸れた 如く  、「河童」 を 愛して ゐた。 旣に 大正 十一 年 匹 月 やはり 同じ 

「河童」 (別 • 一 一四 八) とい ふ 作品 を 書き出して ゐ るが 未完の 儘と なった。 

この 作 は、 その 以前の 「河童」 よりも はるかに 成長した 否、 はるかに 悲慘 なる 「河童」 であらう。 

前の 「河童」 に 於て は 作者 は 寧ろ 好事 的に しか 扱って ゐ ない。 

が この 「河童」 は、 河童 國に 住した と稱 する 一人の 狂人の 河童 世界の 話で ある。 この 世界 を 作者 

が 展開し て 行く 中に 人間 世界に 痛切な る 批判の 瞳 を 投げ てゐ る。 

出產、 戀愛、 遣傳、 法律、 人口問題、 食糧 問題、 音樂、 機械工業、 戰爭、 藝術、 宗敎、 自殺、 幽 

鍵、 等 あらゆる 問題に 觸 れてゐ る。 

それ 等 は 一見 明朗なる 機智の 中に、 深い 憂 管と 慨 きを 底に 疊 んでゐ る。 兹 では、 作 の懷 いて ゐ 

る 人 問 世界 は嗜澹 そのもので、 この 作品の 結末に 於て 彼 は ピストルで 詩人 トツ クを 自殺せ しめ、 死 

後の 狀況を トツ クの 幽靈 と、 心靈學 協會會 員との 問答に て 展開せ しめて ゐる。 

問 君の 交友の 多少 は？ 

答 予の 交友 は 古今東西に 互り、 三百 人 を 下らざる べし。 その 著名なる もの を擧 ぐれば、 クライスト、 マイ 

レンデル、 ワイ-一 ン ゲル：：  - 
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問 君の 交友 は 自殺者の みな リゃ。 

答 必ずしも 然り とせず、 自殺 を 辯 護せ るモ ンテ H  -I ュ の 如き は予が 畏友の 一 人な リ。 唯予は 自殺せ 、ざり し 

厭世主義 者 11 シ ョォ ペン ハウ H ルの 輩と は 交際せ ず。 

そして 死後の 名聲ゃ 全集 出版の ことにまで 及んで ゐる。 芥川龍之介に は、 旣に 大正 十 叫ハ牛 九パに 

「死後」 の 作品が ある。 われわれ は 彼の 自殺が 長い 計畫の 下に 實行 せられた る を 知る ので ある。 が、 

それよりも、 哲擧 者の マッグが 書いた とい ふ 「阿呆の 言葉」 の 中には、 晩年の 作者の 主張が 明瞭に 

出て ゐる やうで ある。 

何び とも 偶像 を破壤 する ことに 異存 を 持つ てゐる もの はな い。 同時に 又 何び とも 偶像になる ことに 存 をお 

つて ゐる もの はない。 しかし 偶像の 臺 座の 上に 安 じて 坐って ゐられ る もの は 最も 祌々 に惠 まれた もの、 —— 阿 

呆か、 惡人 か、 英雄 かで ある。  、 

X  • 

幸福 は 苦痛 を 伴 ひ、 平和 は 倦怠 を 伴 ふと すれば —— ？ 

物質的 欲望 を 減ずる こと は必 すし も 平和 を齎 さな い- - 我我 は 平和 を 得る 爲には 精神的 欲 5*.: も 減じなければ な 

ら ない。 
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我々 は 人間よ リも 不幸で ある。 人間 は 河童 ほど 進化して ゐ ない。 

若し 理性に 終始す ると すれば、 我々 は當然 我々 自身の 存在 を 否定し なければ ならぬ。 

理性 を祌 にした ヴ ォルテ ェ ルの 幸福に .ー 生 を 了った の は 卽ち人 問の 河童より 進-化して ゐな いこと を 示す もので あ 

る 0 

この 人間よりも 進化した 姿 ほど 世に も 不幸な もの はない。 これ は 天才の 不幸で ある。 「保 儒の 言 

葉」 の 中で 「わたし は 良心 は 持って ゐ ない。 わたしの 持って ゐ るの は祌經 ばかり だ」 (？六 三 七) と 

言った 彼 は、 この 作品の 中の 別の 處で、 河童の 神經 作用が 超 人間的に 微妙で ある こと を 謂って ゐる 0 

か \ る 研ぎ澄まされた 祌經に は、 あらゆる 人間 作用が 愚劣に 變り、 人間なら びに 人生の 嫌惡感 に^ 

ち 入る ので あらう。 

この 作品の 中、 いづれ の 「河童」 にも、 醫 者の チャック、 漁夫の バ ッグ、 詩人の トツ ク、 ：^t: 學者 

の マ ッグ、 作曲家の ぺ ッ ク、 擧 生の ラ ップ、 音樂 家の 11 ッ ク等 それぞれに 龍 之 介 は 自身の 姿 をう つ 
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して ゐる。 

左 の 言葉 は それ を 物語 つて ゐ よう。 

「僕 は 生れた く はぁリ ません。 第 j 僕のお 父さんの 遣傳は 精神病 だけで も大 へんです。 その上僕は河童的^4:在 

を惡 いと 信じます から。 —— バ ックの 子 

「僕 か？ 僕 は 超人 (直譯 すれば) 超 河 直です だ。」 11 ト グ ク 

「さう か、 ぢ ややめ にしよう C 何しろ ク ラバ ゾク は神經 衰弱 だからね C  ：: 僕 もこの 二三 週 は 眠られな いの 

に 弱って ゐ るの だ。」 —— ト ッ ク 

X 

「死にます とも。 我々 河童の 神餒 作用 は あなたがたよ リも徵 妙です からね。」 li ぺ ップ 

X 

(實は 一 人と 四 人です) 

「もう 駄目です C ト ク ク君 は元來 胃^で したから、 それだけ でも 憂鬱に なり 易 か つ た のです 二 —— チヤ ック 

そして、 詩人 トツ クを 自殺せ しめて ゐ るので ある。 これ 等 は、 生涯の 芥川龍之介 を 仔細に 觀る 時、 

丁度 彼の シル H ッ トの 如く われわれの 心象に 寫 るので ある。 
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まだ 語るべき 多くが 淺 されて ゐる。 が、 すべて 割愛す る。 「白」 が黑 となり、 「馬の 脚」 は 人間の P 

が b;? の 脚 こ， なる 様に、 上 高祖から 河童 國に 入る 様に、 この 作品で はして ゐ るので あり、 童話 風な 所 

は、 三者 共通で ある。 が、 少く とも 「河童」 は 前 二者に 比し 自然に 出來 上って ゐる。 

「或 批評家 は 『河童』 を 彼の 智識 的なる 慮 物と して 批評した。 また 或 批評家 はこれ を 童話と して 品 

隨 した。 また 或 批評家 は 彼で なければ 書け ぬ もの だと 所斷 した。 自分に 云 はすれば 『河童』 は 彼の 

苦汁の やうな おもちゃ 箱 を 彼が 整理して 見た までの ものである やうな 氣 がする。」 と 窒生厚 星 は 云つ 

てゐ る。 が、 作者の 言の 如く、 「河童 は あらゆる ものに 對 する. —— 就中 僕 自身 (作者 自身) に對 する 

デグゥ から 生れました」 (7  • 九 一六) と 云 ふのに 耳 を 傾けたい。 而 して 彼 は 「明るい 機智 を 否定 

して ゐる。 因に、 千 葉龜雄 氏の 「作品 を 通して 見た る 芥川龍之介」 はこの 河童の 中の 『阿呆の 言葉』 

から 始まって ゐる。 

この ー篇 r 大導寺 信輔の 半生」 の 表紙に は 彼が 自殺した 時の 着衣の 模様が とられ、 菊 池 寬が跋 を 

書いて ゐ る。 

「彼の 死因 は、 彼の 肉體及 精神 を 襲った 神經 衰弱に 半 以上 を歸 せしめる ことが 出来る だら うが、 そ 

の殘 つた 半 近き もの は、 彼が 人生 及藝 術に 對 して、 あまりに 良心的で あり、 あまりに 祌經 過敏で あ 
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つたた めで ある やうに 思 はれる」 

と 云って ゐ る。 

病氣の 他の もろもろの 原因に 就いては、 大略、 記した 通りで ある。 一言に して 謂 はば、 天才の 不 

幸で なければ ならぬ。 

彼 は、 かくて、 彼 自身 を 滅ぼしに 來る 運命 を 待ちつ 2^ けた。 彼の {iw< 叩 は旣に 十字架 を 負った クリ 

ストと 何等 選ぶ ところがな いので ある。 何よりも われわれ は 次の 時期に 於て、 全生涯 を盤现 して ゐ 

る 彼を發 見す るで あらう。 
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第 十 章 「西方の 人」 時代 

〇 たね子の 憂鬱、 〇 古 千屋、 〇 冬、 〇 手紙、 〇 三つの 窓、 〇 西方の 人、 〇 績 西方の 人、 〇 十本の 針、 〇 闇 

中間 答、 〇 齒車、 〇 或 阿呆の 一 生 

短篇 集 「西方の 人」 は、 短篇 集 r 大導寺 信輔の 半生」 に 次ぐ 短篇 を 以て 龍 之 介 死後 編 竹| された も 

ので ある。 芥川龍之介の 最後の 短篇 集で ある。 出版 は 昭和 四 年 十二月。 岩波 ti 店刊。 表紙に は、 彼 

の 遣 一 M 「マリア 觀音」 を寫 した 小 穴隆ー 氏の 装幀で ある。 

牧む る處、 生前 發表 にか. -る 「たね子の 憂欝」 (昭和 二、 三) 「古 千屋」 (昭和 二、 五) 「冬」) 昭和 二、 

六) 「手紙」 (昭和 二、 六) n 二つの 窓」 (昭和 二、 六) それに 隨筆 風の 「西方の 人」 (昭和 二、 七) 遣 稿と 

して 發 表せられた 「十本の 針」 (昭和 二、 七) 「闇 中 問答」 (昭和 元、 十二) r 齒軍」 (昭和 二、 四) 「或 阿 

呆の 一生」 (昭和 二、 六) r 繽 西方の 人」 (昭和 二、 七、 二三) の 十一 篇。 

その 中 芥川龍之介 全集 第四卷 創作 集に 載錄 せられざる もの は、 「十本の 針」 「西方の 人」 r 續 西方の 

人」 の 三つで ある。 これ 等 は、 隨 筆の 卷、 六 卷に牧 めら れてゐ る。 

寵之介 はこの 他に、 一 小說 作法 十 則」 (新潮 昭和 1 一年、 九月 發表) 「或 舊 友へ 送る 手記」 (都下 备 新聞 昭 
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和 二、 七、 二 五日 發表) 等 を 遣 稿と して 殘 して ゐる。 

しかし T 西方の 人」 ならびに 「繽 西方の 人」 は、 彼の 死の 直前 執筆に か k る もので、 創作と して 

も、 彼の 自殺 一歩 前の 氣魄 を傳 へる 力 强き好 短篇で ある。 

芥川龍之介 十 有 一 一年に 餘る 長年 月に 亘る 作家 生活の、 その 最後の 發表は 昭和 1  一^ 改造 ヒ： 號の 「三 

つの 窓」 であり、 そして、 幾つかの 遣 稿の 作品の 最終 を 飾る ものが 「或 阿：： 木の 一 生」 であると：： 儿る 

ことが 出来る。 

佐 藤 春 夫 氏 は、 本書の 跋文に 於て 

「ここに集められたものは悉く彼が晚年の^^でぁる。或ものは文字どほりに必死の努カにょっ て^ 命 を そのな 

かに 注入しょう として ゐ るし、 また 少数の 或る もの は 心に もない 重たげ な 筆 を 義務 を，：； i 感 しながら 不機嫌 さう 

に 運んで ゐ る。 各の 意味で 一 篇 として 彼が 傷まし い. 活を 反映せ ぬ もの はない 。就中 r 齒审」 の 如き は 紙^に 

こもって ゐる 作者の 喑淚が そぞろに 人に 迫つ て、 心なし に 通 讀出來 な い ので ある。 

さきの 日の 颯爽た るすが たは 今や 悲痛な 面 ざ しに 變 つた。 彼 を 愛する 讀 者に とって これらの 諸篇 こ そ は 最も 

愛惜に 得堪へ ぬ もので、 蓋し 卿 等 も 亦 わたしと ともに 卷を掩 うて 必ず 長く 歡总 せられる であらう ご 

と 云 ひ、 島 崎 藤 村 氏 は 「この 作者の 生涯の 花やかであった こと を 思 ひ、 請んで あの 遗； i| の 終の 方 

にいた ると 『霞 雪飄 零』 の 感に打 たれる」 (鈸倉 だより • 文 藝卷秋 昭和 二 年 十一 バ) と 云って ゐ る。. 
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而 して 又 宫本顯 洽氏は 「敗北の 文學」 に 於て、 『或 阿呆の 一 生」 は 「西方の 人」 と 並んで、 芥川 氏の 

文擧的 一生の 焦點 であり、 結論で ある。 それ は 過渡期 イシ テリ ゲン チヤ 文 擧の歷 史的な 高 塔と なる 

だら う。』 と 謂って ゐる。 

そ^ぞれ 觀點を 異にして はゐ るが、 皆 肯繁に 中って ゐ ると 思 ふ。 彼 は、 これ 等晚 年の 創作と 遣 稿 

とに よって、 一生 を 振り返り、 暗淚の 中に 必死の 記 錄を續 けた。 それ 等の 遣 稿 は、 一 つと して 彼の 

人生が 「地獄よりも 地獄 的で ある」 こと を 語って ゐな いもの はない 。「天 上から 地上に 登る ために、 

無淺 にも をれ た 梯子で ある。」 彼の 晚 年の 心境が、 息苦しい 迄に 洛印 にされ、 これ 等の 作品の 中に こ 

もって ゐる。  . 

兹 では 彼が 生きた 暗澹たる 人生 を 何の 覆 ひもな く、 狂暴に ちりばめ、 彼の 所謂 「野性の 叫び」 を 

放って ゐる。 これ は 初期の 端正なる 姿に 對 しての 慟哭で あり、 悔恨で もあった。 「徒然 草」 さへ 排し 

た 彼 は、 死に 就く に 際しても 生 悟りな ど はしないで、 傷いた 彼の 魂 をむ しろ 狂暴に かりたて & 行つ 

た。 旣に 「今昔 物語に ついて」 などで 野蠻な 美し さ を 求めた 彼 は、 ゴ ー ガンの 野蠻 人の 皮膚の 句 を 

放って ゐる 「タイ チの 女」 に 見とれて ゐる。 (文藝 的な 餘 りに 文藝 的な) 

か \ る 氏の 切齒 は、 あの 笆蕉を すら 「やぶれ かぶれの 勇に 富んだ 不退 轉の 一本道 を 歩んだ、 恐し 
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く 糞 やけに なった 詩人で ある。」 とし、 「彼 は實に 日本の 生んだ 三百 年 前の 大 山師」 であると した。 ； 

中 野 重 治 等の プ レク リア 作家 を 大家と 呼んだ の もこの 顷の 事で あり、 芥川龍之介が #1 沼に 滞在. 一 

した 頃より 書 戴 骨董に は餘り 興味 を 持たなかった と 窒生犀 3 生 氏が 言って ゐ るの も 亦 この の 事で あ 一 

つた。  一 

かくて 新しき 動向 を 想望し、 また 彼 自身の 宿命的な 死 を 前に これ 等 末期の 作品が 生れた。 .ー 

r 齒車」 「或 阿呆の 一 生」 等 は、 かくて 日本 文擧 史上に も 稀な 作者の 息吹の こもった 作品と なった。 一 

湖の 如き 死 面！ その 靜 寂な 死 は、 それ 等の 苦 惱を斷 ち 切った 代償で あるが 如く m.^ はれた。 1 

それ 程、 精神的 肉體 的の 苦惱 は、 彼を遁 れられ ない 死に 導いた ので あらう。  二 

しかし、 必す しも 彼の 心の 蕩搐 は、 この 時代に 始まる 譯 ではない。 われわれ は旣に 平 くから 不：： 初： 

期から 彼の 人生 觀藝 術觀の 軌道が 死 を のぞかせて ゐた 事を觀 察して 來た。 彼の 心に 生；：^ した 人^ 獸ー 

の哲擧 は、 互に 相反す る 敵 を 同時に 生 棲せ しめた。 彼 は、 その 二つの 相反す る ものの 闘 爭に傷 かね _ 

ばなら なかった。 それ は 又、 幸福の 中に 不幸 を 見る 天才の 常で あるか も 知れぬ。 時代の 認識 は それ： 

に 拍車 を 加へ た。  一 

彼 は、 齒の こぼれて しまった 劍を 杖に しながらの 最後まで、 戰 ひつ 付た。  一 
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死 を 決し 活 澄に 作品に 精出し、 多くの 遺書 的 作品 を 物し、 今までの 作品に も 加筆して 完成 を 期し 

たとい ふ。 

次に、 文章の 點に 於て は、 如何なる 事が 云 はれる であらう か。 窒生犀 星の 所謂 「壓 搾の 美」 も 或 

は 「文章の すぢ ばかり を 彼 一流の 魂で 練り上げて 行く」 と 云 ふの も 或は 「文章の 肉 を 必要と しない. 

ところの、 淸 瘠の 一 文 態 を 築き上げ たこと、 その 丁 又 態 は 在來の 描寫が 有つ 病的な ほど、 過剰され 

た 文字の 堆積から、 完全に 隔れた 一 新 樣式を 練り上げた こと、」 「あれ だけの 文章 はた だ簡勁 だと 片 

づけて はならぬ」。 更に 私 は 「飛躍の 美」 を 「象徵 の 美」 を擧 げたいと 思 ふ。 

そして、 か \ る 文章 は、 理智 を踏臺 としながら 然 かも 理智 を蹂蹦 して ゐる 一種の 新鮮なる 神秘 主 

義の 所産で あらう と 思 ふ。 個人主義と 社會 主義との 相尅、 {si 階級と 無產 階級との 鬪爭 等の 問に 立 

つて、 智識 階級の 人々 のとった 此の 期の 熊 度 は 或 者 は 斃れ或 者は轉 向し、 著しく 轉換 期に 相 遇した。 

有 島 武郞、 芥川龍之介 は實に 前者に 屬 する。 彼等が、 偉大なる インテリ ゲン チ ユアで あれば ある だ 

け、 その 苦 惱の跡 は 激甚 を 極めた。 これ 等 遺稿の 作品 は、 實に、 かふる 神秘的な 虚無的な 彼の 不安 

の 文舉に 外なら な. $0 
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靑^ 季吉氏 は 「芥川龍之介の 死に 關聯 して」 (新潮。 昭和 二 年 九月) と 云 ふ 論文の 中に、 芥川龍之介 

の 晩年の 作品 や 評論 を 目して 次の 如く 云って ゐ るの は 注目に 價 する。 

r 芥川 氏が もし 自殺し なかったら. i こんな こと 想像す るの は、 おかしな 話で あるが、 近 來の芥 川 氏の 創作 や 

評論 や 感想に 接して ゐて、 私 はこ の 人 はどう 進んで 行く であらう か、 と考へ たこと があった。 それ を 述べて^ 

きた い。 

「西 ョ—  ni ツバ の 世界に は、 歐洲 大戰の 外、 特に その後 新しい 祌祕 主義と 一： ム つた ものが、 溫^ されて ゐる。 そ 

れは巾 世 的の 祌祕 主義と は 違って、 理智の 白光が さし 込み、 人間の 現 資の句 ひの むせる やうな、 神秘.：.^ 義 であ 

る、 新ら たに 獲得され た科學 的， 知識と、 社會 的！！ 驗が、 ある 階級 暦の 人々 を 導いて いった 不可知的 世界 觀 であ 

る。 それ は、 憂懲 では あるが、 明るい、 if 知 "では あるが、 感傷的な 世界 觀 である。 (巾 略) 

私 は 口 本に おいて、 この 新し ぃ神祕 主義の 屮へ 3M 先に 入つ て 行って、 n 本 的な 包 彩と^ 調 を それに， 移入す る 

もの は、 芥川龍之介 氏で はない かと 思って ゐた。 氏の 最近の 藝術境 や、 その 感想 を见、 この 先へ つきぬけて 行 

くと すれば、 この 新しい 祌祕主 以外で はない と考 へて ゐた。 特に 極く 最近 「西方の 人」 や 「何 帝-」 を 誠んで、 

その 萠芽が いたるところに 見られ、 ちら 7\ と 光つ てゐる の を 感じた。 

と 云って ゐる。 これ は 文章 上に 於ても 云へ ると 思 ふ。 それ は、 新しい 「飛躍の 美」 であり 「象徴の 

美」 である。 そして それ 等の 祌， 祕 主義 的 象徵の 中に、 藤 村の 言へ るが 如く 「ち ひさな ふし 穴の やう 

な 短い 首 葉の 一 つ 一 つ を 通しても、」 芥川龍之介の 寂寥 や 切窗を 「野性の 叫び」 を 感化， S し、 观き兑 る 
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心 持が する ので ある。 

以下 作品 を 通して この 晚年 を； ii らうと 思 ふ。 

「たね子の 憂鬆」 の、 主人公 「たね子」 は 「秋」 の 主人公 「信 子」 の 成長した (？) 更に 憂鬱に な 

つた 形 を 見る。 たね子 は 信 子の 様に、 勤 人の 妻で ある。 彼女が、 或實業 家の 令姨の 結婚 披露 式に 臨 

む爲に 洋食の 食 ひ 方 を 夫から 敎 はって 臨む 事が 書かれて ゐる。 が、 半 ヒステリックで 琪 末な 事に も 

神經 的になる。 文字通り 憂營 になる ので ある。 

洋食の 食 ひ 方の 爲に、 女擧校 時代の 家政 讀本を 二 册も檢 ベたり、 帝國 ホテルの 大屋 石 や 煉瓦 を 用 

ひた 內 部に 何 か 無 氣味さ を 感じ、 壁に 傳 はって 走る 大きな M さへ 感じたり、 新聞 を みても 發 狂した 

娘に 注意したり、 「何 か大 へんな 間違 ひ をして 汽車の 線路へ とびこんだ 夢」 をみ たり、 式が うまくす 

ん でも、 失敗したら 何 をした かわからない と考 へたり。 15- に 角、 たね子の 祌經 は憂鬆 であり 尖って 

ゐる。 

「古 千屋」 は、 樫 井の 戰に 打ち 死した 缟團 右衛門 直 之の 首 を、 家康 が實檢 しょうと したが 本 多 佐 渡 守 

か もん 

正 純 は、 その 首が、 目 を 見開いて ゐ るので 斷る。 と、 井伊 掃 部 直 孝の 陣屋の、 古 千 屋と云 ふ 召 がー 
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俄に 氣が 狂って、 

rif 團 右衛門 ほどの 侍の 首 も 大御所の 實檢に は 具へ をらぬ か？ 甘 水 も 一 手の 火將 だった もの を。 か 

うい ふ 辱し め を 受けた 上 は 必す崇 り をせ すに はおかぬ ぞ」 と 叫ぶ ので、 家康 は、 竹 を 實檢し 女の 素 

性 を檢べ さす。 

檢 ベの 結果、 直 之 は 古千屋 にかって 子 を 一 人生 ませた 事が わかる。 家 康の心 を 作者 は說 明して、 

「人生 は 彼に は 東海道の 地圖の やうに 明かだった。 家 康は古 千屋の 狂亂の 中に もい つか 人生の 彼に 

敎 へた、 何 ごとに も 表裏の あると いふ 事實を 感じない 譯には 行かなかった。 この 推测は 今度 も 七十 

歳 を 越した 彼の 經驗に 合して ゐた。 …… 」 と 作者 は 云って ゐる。 

か、 る 一見、 本格的な 作 を この 時代に どうして 書いた か、 その 疑問に 答へ る 事 は 困難で あらう。 

が 「或 阿呆の 一 生」 三十 八復饕 の 如き 事實が 芥川龍之介に あつたと すれば、 か、 る 人生の 表 裘のぁ 

る 所以 を 主題に したかった かも 知れぬ。 單 なる 英雄の 描寫 とは受 取られない。 

「手紙」 は、 溫泉 宿からの 手紙の 形式で 書かれた 小品で、 そこに 出て 來る人 も 自然 も、 を 極め 

てなる。 

傷き 易い 神經を 持った K 君 S 君。 手風琴ば かり 彈 いて ゐる 女の 狂人、 左の 腕に 松葉の 入 の ある 
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四十 前後の 男の 狂人、 M 子さん 親子、 どこかの 人 擧試驗 に 落第した が爲 に、 ピストル 自殺 をした Mi 

子さん の 兄さん。 ——  一 

炎熱の トタン 屋根に 落ちて、 フライ 鍋の 中に 落ちた やうに 死ぬ 毛蟲。 甲羅の 半ば 碎け かかった 澤 

蟹 を じりじり 引す つて 行く もう 一 匹の 澤蟹。 半死半生の 赤 蜂 を 引す つて 行く 細かい 蟒 11 一 

それ 等 は いづれ も 救 はれない 人生の 或は 自然の 姿で ある。 この 姿に 作者 は 憐れみ を 感じて ゐる。 

か、 る 運命の 如何と もし 難い 姿に。  一 

描寫 は寫寳 的に、 しかし すらすらと 運んで 耍點を 逸しない。 左 は毛蟲 の描寫 である。  " 

西日 を 受けた トタ ン 屋根 は 波が たに ぎらぎら かがや いて ゐ ます。 そこ へ 庭の 葉 櫻の 枝から 毛蟲が 1 匹 韓げ落 

ちました。 毛蟲は 薄い 卜 タン 屋根の 上に かすかな 音を立て たと 思 ふと、 二三 度體 をう ねらせた きり、 すぐにぐ： 

つたり 死んで しま ひました。 

一 

一 つの 事象 を 殊に 死、 殺戮、 自殺、 狂人 等 -11 凝 乎と 見守って ゐる 作者の 剃刀の 如き 纖 細な 神 經 

ゃ描寫 は、 いつも 乍ら 神品に 近い ものが ある。 窒生摩 星 氏 も、 毛 蟲ゃ蜂 や 松林の 風景が 讀後 鋭く 殘 

つたと 云って ゐる。 又 毛 蟲の處 は讀話 筆記者が 他の 描寫 よりも 作者が 乘氣 になって 話した と 云って！ 

ゐる。  一 
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「冬」。 刑務所に 這 入った 從兄を 親戚 總代 となって 慰問に 行って、 寒い 控室で、 午前 十 時 •  ぬから 午後 

五 時まで 待た されて、 やっと 會ふ。 幾年 かたって その後 從 兄が 死んで 初七日、 その ありし日 を 想 ひ 

出す ことが 如何にも 寒さが 身に 泌 みる やうに 素直に 描かれて ゐる。 

作者に 「早春」 「秋」 11 そして この 「冬」。 ここに も 結尾が ある。 

「三つの 窓」 は、 芥川龍之介 生存 中、 袋 終に 發 表した 創作 だけに、 なぜか 一 つの 結論が ある やうに 

思 はれる。 

その 理由の 一 つ は、 彼の 第 一 短篇 集 「羅生門」 の 扉に 書いた 彼の 愛 句 

きみ f さつ がんの い ろ 

君 看 雙眼色 

かたら ざれ は うれ ひなき にに たり 

不語 似 無 愁 

を、 この 小說の 2 の 結末に 再錄 した こと。 

その 理由の 二つ は、 この 創作が 彼の 機關學 材敎官 時代 を旁鬆 せしめる 一等 戰闘艦 XX を 中心に 展 

開され てゐる こと。 

その 理由の 三つ は、 この 創作の 內容 が、 芥川龍之介の 一生 を 著しく 投影して ゐる。 殊に 3 は 彼の 

晚 年の 運命 を 著しく 反映して ゐる こと。 
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これ 等の 點 から、 創作と して は、 或は 特記に 價 しないで あらう けれども、 史的な 彼 を兒る 上で 可 

成 重要な 作で あらう と 思 ふ。 批評家の 誰も 言及 しないの は 寧ろ 不思議な 位で ある。 1 鼠 2 三人 3 一 

等 戰鬪艦 X  X の. 三から 成立して ゐる。 

軍艦が 碗 泊す ると 鼠が 殖える ので、 その 鼠 を 一 匹 取った ものに 一 日の 上陸 を 許可す ると 云 ふ 副 長 

の 命令 だ。 A 中尉 は 一匹の 鼠 をと つた S とい ふ 水兵に 上陸 を 許した。 が、 その 鼠 は、 實は 水兵 S の 

妻が、 事情 を 知って 外から 持って 來 たもので ある 事が わかり 許可 を 取消す。 

が A 中尉 は 思 ひ 返して、 ク ラッカ ァを 一 袋 買 はせ るに 託して S 水兵 を 外出 さす。 と 云 ふの が 1 「嵐」 

の 筋で ある。  - 

ここに 一人の 人な つっこい A 中尉が 立って ゐる。 私 はこの A 中尉に 作者 を 感じる の だ。 と 同時に、 

初期の 彼の 小說を 感じる の だ。 それ は 見當違 ひで あらう か。 A 中尉 は どこか、 「猿」 の 中で、 禁個窒 

の奈良 島に 勢の い \ 靴の 音 を 聞かせる のがす まない とい つて その 音 を 忍び足に する、 士官に 似て ゐ 

るで はない か T 溫き心 を」 と 云った 彼 も 亦 A 中尉と か はり はない。 

そして この A 中尉 は、 か- -る 善根 を 積んでも 決して 愉快で はない。 かへ つて 寂しい の だ。 

「けれども 妙に 寂し いんだが ね。 あいつ の ビン タを 張った 時には 可哀 さう だと も 何とも 思 はな かつ 
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た 癖に。 …… 」 と 友の Y 中尉に 云って ゐる。 

2 「三人」 に は、 三人の 死 を— 大砲に 跨って ゐた 水兵の 誤った 溺死、 若い 樂 手の 戰死、 それに 副お 

の點撿 前に 便所へ はいって ゐた爲 立た され、 それ を 恥ぢて 煙突の 銷で縱 死した 下士  ！ これら 一 二つ 

の 死 を 兒て來 た K 中尉の 人生 觀が 次第に 厭世主義に なった 事 を 語って 居る。 

3 一  等 戰鬪艦 X  X に、 粉れ もな く 作者 は 自身 を 感じて ゐ たらう と 思 ふ。 一 等 戰鬪艦 X  X は 横-; バ 

の ドックに 修 緩に 入った。 そして、 友 だち の 一 萬 二 千 噸^厶 の 火 J: 樂 庫に 火が 人って に 片輪になる 

の を 見た。 二 萬噸の X  X は 次第に 水壓を 失って、 甲板 も 乾 割れ 初めた。 

そして。 「X  X はいつ の 問に か 彼 自身 を 見離して ゐた。 △△ はま だ ハキも 若い のに、 ほの 前の^に 沈 

んで しまった。 さう 云 ふ △△ の 運命 を 思へば、 彼の 生涯 は少 くと も 喜び や 苦しみ を め盡 してんた。 

X  X はもう 昔に なった 或 海 戰の時 を 思 ひ 出した。 それ は 旗 もす たす たに 裂ければ、 マスト さへ 折れ 

てし まふ 海戰 だった。 …… 」 

r X X は 照つ たり 曇 つたり する 僙須賀 軍港 を 見渡し たま ま、 ぢ つと 彼の 運命 を 待ち つづけて ゐた。 
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その 間 もや はりお のづ から 甲板の じりじり 反り返つ て來 るのに 翁 分か 不安 を 感じながら。 …； 」 

これが この ー篇の 結末で ある。 私 は、 この 作品の それぞれに イン デッキ スを附 けようと は 田5 はな 

い。 しかし、 われわれ は、 この 二 萬噸、 一等 戰鬪艦 XX に r ぢ つと 彼の 運命 を 待ちつ づけて」 ゐる 

作者の 悲壯な 運命 を感 する ので ある。 

「十本の 針」 「闇 中 問答」 「齒 車」 は 共に、 死 か 狂への 淵に 立って 息苦しい 情熱の 中に 運命と 戰 ひっ^ 

けて ゐる 作者 を 見る。 

「わたしたち は必 すし も わたしたち ではない。 わたしたちの 祖先 は 悉く わたしたちの 中に 息づ いて 

ゐ る。」 と 云 ふ 「過去の. 業」 に 注目した 作者 は 、「わたしたちに 最も 恐し ぃ事實 はわた したち の畢 にわ 

たした ち を 超 えられな いと 云 ふこと である o」 と 自己の 宿命 を 認識す るに 至った。 

が 一 方、 彼 は 彼の 叫びに、 藝 術に 確信ら しい もの を 持って ゐた。 

大勢の 人々 2 叫んで ゐる 巾に 一 人の 話して ゐる 聲 は 決して 聞えない と 思 はれる であらう。 が、 事 赏上 必ず 聞 

える ので ある。 わたしたちの 心の中に j すじの 炎の 殘 つて ゐる 限り は。 II 尤も 時々 彼の 聲は 後代の マイクロ 

フ ォ ンを 待つ かも 知れな い。 

斯 くして 死 を 脚下に 瞰 下ろして 幾多の 傑作 を 物した。  . 
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「闇 中 問答」 は 「或 聲」 (俺 は 世界の 夜明けに ヤコ ブと カを爭 つた 天使 だ。) と 作者との 對話體 の 巾に こ 

の 期の 作者の 風 骨 や 自殺 過程が 展開され てゐ る。 

多 力 者 かの 質問に 對 して 「若し 最大の 多 力 者だった とすれば、 あの ゲ H テと云 ふ 男の やうに 安んじ 

て 偶像と なって ゐた であらう」 と 答へ てゐ る。 又 、「お前 は それでも 目先 生の 弟子 か」 に 答へ て 「僕 

は 夏 目先 生の 弟子 だ。 お前 は 文 墨に 親しんだ 漱石 先生 を 知って ゐる かも 知れない。 しかし あの： S 逮ひ 

じみた 天才の 夏 目先 生 を 知らない だら う」 と 云って ゐる。 . その 死 を 語って T 叫 分の 一 は 僕の^ 叫 

分の 一 は 僕の 境遇、 四 分の 一 は 僕の 遇然、 11 僕の 責任 は 分の 一 だけ だ」 .n! 分の 悲劇 は 人々 よりも 

乏しい 世間 智を 持って ゐ たこと 人生へ 微笑 を 送る ために は、 第一に は 吊り 合 ひのとれ た 性格、 二に 

金、 第三に 逞しい 祌經を 持って ゐ なければ ならない こと、 人生 は 「選ばれた る 少數」 阿 M 木 や： €」 心 人の 外 

は 暗 磨た る こと、 たと へ 玉は碎 けても、 瓦は碎 けない シェク スピィ ァゃゲ ェテゃ 近 松 門 左衞 門 はいつ 

か 一度 は 滅びる であらう。 しかし 彼等 を 生んだ 胎は、 —— 大 いなる 民衆 は 減び ない。 あらゆる 藝術は 

形を變 へても、 必 すそのう ちから 生まれる であらう こと。 僕 は 減び るか も 知れない が 僕 を 造った もの 

は、 第二の 僕 を 造る だら うと 云 ふこと。 そして、 彼 は 意識して ゐ ない、 然 かも 茫々 と^がつ てゐる s: 

分の 「魂の アフリカ」 に 恐怖して この 作の 結末に 於て、 斯う 叫んで ゐる。 
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芥川龍之介、：： 芥川龍之介、 お前の 根 をし つか" とおろ せ。 お前 は 風に 吹かれて ゐる葦 だ 空模樣 はいつ 變 

るか も 知れな い。 唯し つかり 踏ん ばって ゐろ。 ： ： これから お前 はや リ直 すの だ。 

死との 格闘が まざまざと 描かれて ゐる。 それ は藝術 以上の 人間の 慘 ましき 記錄 である。 時代の 嵐 

に 吹かれて ゐる 一 本の 弱い 葦. ！ その 戰慄を ゆく りなく も傳 へる 作品で ある。 

「齒 車」 は、 そこに 張 渡された 或は 隈取られた 運命の 糸の 不可思議 さに、 戰き堪 兼ねて ゐる 作者 を 

觀る。 晩年の 氏 を 襲 ふた 幾多の 實 生活 上の 悲劇と 强 度の 神 經 衰弱から くる 不眠症と が 相俟って、 こ 

の 作品 を讀む もの をして 宫本顯 治 氏の 所謂 「狂 氣の 一 歩 手前に くす ぼって ゐる 神經の 重苦し さに 暗 

然とせ すに は 居られない。 何人も かう した 人生が 『地獄よりも 地獄 的』 である こと を 疑 はないだ らう」 

と 思 はしめ る。 

r 齒車」 の 名 は、 祌經 衰弱の 心象に 寫る 半透明の 齒 車から 來てゐ る。 その 齒 車が 廻轉 して 次 tl^ に數 

を 殖やし 半ば 視野 を 塞いで しま ふ。 li 夢 遊 的な 神經の 疲れに 宿命的な 精神的な 打擊 である。 人 は 

か . ^る 運命に 身を滅 さない もの は 稀で あらう。 

1 、 レ H ン • コ オト、 一 一、 復籠 r 三、 夜、 四、 まだ？ 五、 赤 光、 六、 飛行機の 六 章から 成立し 

て ゐる。 
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〔一〕 レ ェン* コ オト 

レエ ン，コ オト を 着た 幽靈。 鼠色の 毛糸の ショ オル を かけた 女。 レエ ン，コ オト を 着た 男。 次から 

次へ 數を增 して ゆく 齒 車の 廻 轉、 め まひ。 肉の 上の 小さい 蛆、 Worm ::: 

「僕 は 壁に かけた 外套に 僕 自身の 立ち姿 を 感じ、 急いで それ を 部屋の 隅の 衣裳 戸棚の 巾へ 拋 りこんだ。 それ か 

、り 鏡臺の 前へ 行き、 おっと 鏡に 僕の 額 を 映した..' 鏡に 映った 僕の 顔 は 皮膚の 下の 骨 豁を露 はして. ゐた。 虮 はか 

う 云 ふ 僕の 記憶に 忽ち はっきり 浮かび 出した。」 

給仕の 答、 all  right ；…. 

「僕の 部屋 は 勿論 ひっそりして ゐた。 が、 戶を あけて は ひる こと は 妙に 僕に は無氣 味だった。」 

この 部屋の 中で 書いた 同じ 言葉。 

all  right:  all  rigllt:  all-right  sir.:an  right 

そこへ 姉の 夫の 自殺 を 姉の 娘が 知らす る 電話が 鳴る ので ある。 姉の 夫 は、 氣節 はづれ のレヱ ン* 

コ オト を 着て 死んで ゐた。 

〔二〕 復纏 D 

「トルストイの pclikollchls を讀み はじめた。 
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この 小說の 主人公 は、 虛榮心 や 病的 傾向 や、 名譽 心の 入り 交った、 複雜な 性格の 持主だった。 し 

かも 彼の 一生の 悲喜劇 は 多少の 修正 を 加へ さへ すれば、 僕の 一生の カリ カテ ユアだった。 殊に 彼の 

悲喜劇の 中に 運命の 冷笑 を 感じる の は 次第に 僕 を無氣 味に し 出した。」 

「くたばって しま へ 。—一 

彼 は、 自殺した 兄の 姉 を 問ね る。 そして、 姉と 話して ゐる 中に この 兄 も T 僕の やうに 地獄に 陷ち 

てゐ たこと を 悟る、 催眠 藥 だけで も大變 だよ。 ヴェ ロナ アル、 ノ イロナ アル、 トリオ ナ アル。 ヌマ 

ァ ル、 …… 」 と 話す 彼、 

「定休日」 の靑 山の レスト オラ. ン。 

「ィ ライラす る、  tantfiHzing I- Tantalus I- irserno  」 

ダンテの 地獄。 

「僕 はだん だん 息苦し さ を 感じ、 タク シィの 窓 を あけ 放ったり した。 が、 何 か 心臓 を しめられる 感 

じ は 去らなかった。」 

その タク シィ は、 道 を 間違へ て、 靑山齋 場へ 彼 を つれて 行き、 前の 夏 目先 生の 告別式 を 思 出させ 

る。 希 臓 神話の ツォイスの 神で も復纏 S の 神に はかな はない。 その 復 響の 神に つけ 狙 はれて るる、 作 
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者。 ——— これが 復鍾 E である。 

〔一二〕 夜。 

丸 善の 二階で —— 「僕 はい つか 憂欝の 中に 反抗的 精神の 起る の を 感じ、 やぶれ かぶれに なった 赌 

博 狂の やうに いろいろの 本 を 開いて 行った，」 

「恐ろしい 叫つ の 敵、 疑惑、 恐怖、 驕慢、 官能的 欲望。」 

「邯鄲の歩み を擧 ばない うちに 壽 陵の 歩み を 忘れて しま ひ、 蛇行 節 匐して 歸鄕 したと 云 ふ 「韓非 子」 

中の 靑年」 に 自分 を 見た 作者。 「人生 は 地獄よりも 地獄 的で ある。」 とい ふ 「侏儒の 言葉」 の 中の 丁フ 

ォ リズム や、 「地獄 變」 の 主人公 畫師良 秀に顏 を そむける 作者。 

が、 ここに 復 響の 神 S 子に 言及して ゐる。 

「僕 は 罪 を 犯した 爲に 地獄に 墮 ちた 一 人に 違 ひなかった」 とも 告白して ゐる。 

〔四〕 まだ？  - 

書物 屋 へ 人って 「アナ トオル • フランス の對話 集」 r メ リ メ  H の 書簡集」 を 買 ふ 作者。 蔡 友から r 點 

鬼簿」 は 病的だった と 云 はれ 「氣違 ひの 息子に は 當り前 だ」 と答へる作^^。 

r モ オル  scle  」 
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00  mcle.Ltl  iiiort ラ • モ オル  死。 

「死 は 姉の 夫に 迫って ゐ たやう に 僕に も 迫って ゐる らしかった。」 

〔五〕 赤 光。 

「テ H ヌの 英吉利 文 擧史を ひろげ、 詩人た ちの 生涯に 目を通した。 彼等 は いづれ も 不幸だった。 H 

リザべ ス 朝の 巨人 たちさへ、 一 代の 擧 者だった ベ ン • ヂョ ンソ ン さへ 彼の 足の 親指の 上に 羅馬 

と 力 ルセ H ヂ との 軍勢の 戰ひを 始める の を 眺めた ほど 神 經的疲 勞に陷 つて ゐた。 彼 はかう 云 ふ 彼等 

の 不幸に 殘 酷な 惡 意に 充ち滿 ちた 歡びを 感じす に は ゐられ なかった」 

或 聖書 會 社の 屋根裏の 小 使に、 惡魔を 信じても、 神 を 信じない と吿 白す る 彼。 

マ ドリ ッド へ、 リオへ、 サ マルカン ド へ遁れ たいと 思 ふ 作者、 

見知らない 靑 年の 手紙 —— 

あなたの 「地獄 變」 は  

「歌集 『赤 光』 の 再版 を 送ります から …… 」 

「赤 光！ 僕 は 何もの かの 冷笑 を 感じ、 僕の 部屋の 外へ 避難す る ことにした。」 

「罪と 罰」 
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「絶望的な 勇氣を 生じ …… 死に もの 狂 ひに ぺ ンを 動かす ことと した。」 

„ Ic  (liable  est:  Tnortii 

〔六〕 飛行機、 

妻の 實 家で 11 

r 靜 かです ね。」 

「この 町に は氣遠 ひが 一 人ゐ ますね。」 

「H ちゃんで せう。 あれ は氣 違ひぢ やない のです よ。 莫迦に なって しまったので すよ。」 

「早 發生 痴呆と 云 ふやつ です ね。 僕 は あいつ を 見る 毎に 氣 味が 惡 くって たまりません。」 

「あの 飛行機！ 2 落ち はしない か？」 

「ああ： K ふ 飛行機に 乘 つて ゐる人 は 高き 空の 空氣 ばかり 吸って ゐる もの だから、 だんだんこの 地 

の 上の空 氣に堪 へられない やうに なって しま ふの だって。 …… 」 

「何もの かの 僕 を 狙って ゐる こと は 一足 毎に 僕 を 不安に し 出した。 そこへ 半透明な 齒ポも 一 つづつ 

僕の 視野 を 遮り 出した。 僕 は 愈.^ 最後の 時の 近づい …… 」 

そして、 夢 遊 や 幻想に おそ はれた 作者 は 次の 如く 附加 へて、 この齒^5-を終ってゐる。 
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I かう 一 ムふ氣 もちの 中に 生きて ゐ るの は 何，； U も 云 はれない 苦痛で ある、 誰か 僕の 眠つ てゐ るう ちに 

そっと 絞め殺して くれる もの はない か？。」 (昭和 二 年 S 月 七日) 

以上 わたし は、 多く 引用して、 アウトライン したが、 か- -る作 は、 日本 文擧 史上 古今 獨 歩の 慘し 

ぃ吿 白で なければ ならない、 末期の 心理的 强迫觀 念 や 心象が ありあり とわれ われの 目に 映す るので 

ある。 佐 藤 春 夫 は、 「芥川龍之介 を 憶 ふ」 (改造 昭和 三年 七月) の 中に 齒車を 彼の 作 中 第一で あると 云 

つて ゐる。  • 

「或 阿呆の 一 牛に 

. これ は 久米正 雄 氏に 托せる 遺稿の 一 つで ある。 次 は 彼の 手紙で ある。 

僕 はこの 原稿 を發 表する 可否 は 勿論、 發 表する 時 や 機關も 君に 一 任したい と 思って ゐる。 君 はこ 

の 原稿の 中に 出て 來る 大抵の 人物 を 知って ゐる だら う。 しかし 僕は發 表する としても、 イン デ キス 

をつ けす において 貰 ひたいと 思って ゐる。 

僕 は 今 最も 不幸な 幸福の 中に 暮らして ゐる。 しかし 不思議に も 後悔して ゐ ない。 唯 僕の 如き 惡夫、 

惡子、 惡親を もった ものた ち を 如何にも 氣の 毒に 感じて ゐる。 では さやうなら。 僕 はこの 京 稿の 中 

では 少く とも 意識的に は 自己 辯 護 をし なかった つもり だ。 
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最後に 僕の この 原稿 を 特に 君に 托する の は 君の 恐らく は 誰よりも 僕 を 知って. 0 ると wi-i 力ら だ 

(都會 人と 云 ふ 僕の 皮 を 刹ぎ さ へ すれば) どうか この 原稿の 中に 僕の 阿 さ 加減 を 笑って くれおへ 

昭和 二 年 六月 二十 nz  芥 川 龍 之 介 

久米正 維 君 

右の 手紙に 從ひ T 或 阿呆の 一 生」 は 昭和 一 一年 十月 改造 誌上で 久米正 雄 氏の 手で 發 表された。 

久米正 雄 氏 は 右の 手紙の 後に、 數 行の プ レフ ェ 1- ス を报げ 次の 如く 言って ゐる。 

「.ln の 遺志に おり、 は 此處に 此の 原稿 を發 表する。 時期 も 場所 も、 最も 自然な 狀態 だと 信じて つ  が、 

點に 就て、 幾、 りかの 粗漏が あると すれば、 遺 靈に對 して 詫びる 外 はない。 

云 ふまで もな く、 是は故 入の r 自傳的 エスキス」 である o( 遣 稿に はさう 割 註が してあって、 抹消され て ある- 

消して ある 文句 を、 鼓に 發 表する の も 如何 かと も 思 はれる が、 幾らかで もさう 云 ふ 割 註 をした い iTH? 力 あ つた 

やうに 思 ふので、 玆に敢 て 補註して 置く。) が、 更に 云 ふ 迄 もな く、 是は 一個の 「作品」 であるつ 私 は 此の 發表 

に 際して、 故人が^に 囑 した 如く、  5! から 讀 者に、 此の 中に 出て 來る 人物に 對 して、 ヂャ— ナリ スティックな 

乃至 は ゴシップ 的な、 違 ふ 形式の 「インデックス」 を 付けずに 置いて 貰 ひたいと 思 ふ。 

それから 原稿 こ. は、 左の 脱字 乃至 誤字と 目 さるべき ものが ある。 もっと あるか も 知れない が、 1.$ 付いた もの 

だけ を 記して 置く。 明に 誤脫 だと 分って は 居ても.， 訂正す る 事が 出來な いのは 悲しい，^ 
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以上、 遣 志 を 汚す 恐れ を 抱き 乍ら、 敢て數 行の プ レフ ヱ ー スを 付ける。 ィ ン デック ス ではない から 故人 も 許 

して 吳れる だら う。 (久米 正 雄識) 

又 窒生厚 星の 解題 や 全集 月報 佐々 木 茂 索 氏の 言に 據れ ば、 こ の 作品の 章が 變る每 に 原稿紙が 改め 

て 書いて あつたの は、 恐らく 與に乘 じる 毎に 日課 的に 書き 繽 けて 行つ， たもので あらう との 事 だ。 

「或 阿呆の 一生」 は 11 一、 時代 二、 母 三、 家 ^、東京 五、 我 六、 病 七、 畫八、 火花 九、 死 

體 一 〇、 先生 一一、 夜 け 十二、 軍港 十三、 先生の 死 十四、 結婚 十五、 彼等 十六、 枕 十七、 

蝶 十八、 月 十九、 人工の 翼 二十、 械 二十 一、 狂人の 娘 二十 二、 或畫家 二十 三、 彼女 二十 四、 出 

產 二十 五 、スト リンドべ リイ、 二十 六、 古代 二十 七 スパルタ 式 訓練 二十 八、 殺人 二十 九、 形 三十 

雨 三十 一、 大地震 三十 二 、喧嘩 三十 n 一 、英雄 三十 四、 色彩 三十 五、 道化 人形 三十 六、 倦怠 三十 

七、 越し 人 三十 八、 復警 三十 九、 鏡 四十、 問答 四十 一、 病 四十 二、 祌々 の 笑ひ聲 四十 三、 夜 四 

十四、 死 四十 五、； Divan 四十 六、 嘘 四 卜 七、 火 あそび 四十 八、 死 四十 九、 剝 製の 白鳥。 五十、 俘 

五十 一 、 敗 死 —— の 五十 一 章  . 

から 成って ゐる。 その 一章 一 章が 彼の 一 生の モメ ン トを 節穴の 如く 窺 はせ るので ある。 

島 崎 藤 村 氏 は、 昭和 二 年 十一 月 文藝春秋 所載の 「飯 倉 だより」 (芥川龍之介 君の こと) の 中で、 大 

體 この 「或 阿呆の 一生」 を 中心に 白鳥 やその 他を參 照して ー篇の 芥川龍之介 論 を 試みて ゐる。 所詮 
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芥川龍之介 論 はこの 作品 一 つに 於ても 耍 約し 結論され るまでに、 彼の 人 及 藝術を 彼 {m 身の 乎で 蔡现 

して ゐ るので ある。 

然 かも 全體 として 一箇の 作品と して、 かくまで か、 る 短 章の 中に、 まざまざと 一生 を 整理す る 

は、 渾身の 力なくて は 不可能の 事であった らうと 思 はれる。  • 

この 作品 は、 r 自傅 的ヱス キス」 であって、 彼の 生涯 並に 藝術 上の 重要な 出來泰 を 始め、 藤 村 氏の 

所謂 「普通の 自傳 とも 違って、 故人の 生涯の 服に 見えない 重要な 部分が あの 中に： おって ゐ る。」 そし 

て その 語り 方が 印象的で 簡 勁で 、「心象の み を 記す」 乎 法であって、 「齒 車」 の 如く 宛 も 蜘蛛の 糸 を 叶 • 

くが 如く 麼々 壘々 とした &) 積した 作者の 心象の 連鎖で はない。 が 何かギ ラギラ 光る 作者の 末期の 働 

哭が、 ひえびえと われわれに 迫る 體の ものである。 「これ は 形式に 於ても 芥川 氏の 他の 作に も みられ 

ない 激し さ を 持って ゐる。 詩人 的な ハイ パ I ボリと ともに、 作者 は 傷いた 主觀 を、 むしろ、 仆； i にち 

りば めて ゐ る。」 と 宮本顯 治 氏 が 言 つ た の も 亦 そ の 間の 消息 を 語 つて ゐる。 

この ー篇を 讀んだ だけで も 龍 之 介が 單 なる 藝術 至上 主義者で はない 事が 刺 然 する" 正，： へ个： 氏 は 

旣に 「孤獨 地獄」 に 於て、 山間 曠野 樹下 空中、 何處 へで も 現す る 地獄 を 見た 初期 龍 之 介 を 解いて 芥 

川 能 之 介の 孤獨を 指摘した。 が玆 では 世紀末の 惡鬼 にさい なまされ、 新たなる 時代 を 想望し、 やが 
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て 、「m の こぼれて しまった 細い 劍を 杖に しながら」 の 敗北の 最後までの 一 生 を かへ りみ た 作者 自身 

の 吿白を 聞く ので ある。 これ は 評 家 達の 新たなる 驚異であった。 藤 村 氏 も 「あの 中に 感知 せらる- r 

やうな 作者の 悲愴な 激情 も、 何人の 假面 をも剝 いで 見ようと したやうな あの 勇氣 も、 病人の やうに 

繊細な あの 感覺 も、 世紀末な 詩人 を 思 ひ 出させる。 それにしても 日頃 私の 想像して ゐた芥 川 君 はも 

つと 別の 人で、 あれほど 君が 所謂 「世紀末の 惡鬼」 にさい なまれて ゐ ようと は 思 ひがけなかった。」 

と 云って ゐる。 

そして、 この 點は 死後 發 表の 芥川龍之介の 評 家 は 事新しく 膛 目した 重要な 點 である。 が 彼の 創作 

を 一 々その 皮肉 や 逆說ゃ 技巧 を拂 ひのけて 彼の 姿 を 見守った 者に は、 如何なる 一 つの 作品に も か、 

る 彼 自身 を顯 示して ゐな いもの は 稀であった 事に 氣附く 害であった。 

たヌ 初期の 龍 之 介 は、 それ を 直接に は 作品の 內に 語る 事 を肯ぜ すして 藝術 的に 幾重に も チョッキ 

を 纏い、 人と 作品との 間に 一定の 間隔 を 保持して ゐ たが 爲に、 人 は、 餘 りに その 爲に 幻惑され た Q 

であった。 

が、 その 間隔 は、 當 然縮少 されねば ならない 性質の ものであった。 晚 年になる に隨 ひ、 作 が 作 

者の 生々 しい 憂苦 を 我々 に 迫る の は その 爲 である。 
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結論た る 彼の 自殺が -—— その 死 を 前にした 遺稿の 數々 が 初期の 龍 之 介の み 見て ゐ たものに とって 

意外で あつたの は、 寧ろ 當然 であった かも 知れぬ。 

彼の 隨筆 、「侏儒の 言葉」 「文藝 的な 餘 りに 文藝 的な」 「十本の 針」 などに 於け る 彼の 主張 は、 彼の 创 

作 を實に 基礎と してな されて ゐる 事に 注意し なければ ならない。 

「人生 は 一 行の ポオ ドレ エルに も 若かない。」  . 

と 云 ひ、 人生 を 見渡しても 何も 特に 欲しい もの はない が、 雨に 濡れた 架 空 線から 發 する S 人し い 火花 

だ け は 命 と 取り 換 へても つかまへ たかった と 云 ふ。 これ は 彼の 藝術 至上 主義 的 主張で あ る。 

が、 實 生活 上 彼 は 狂人の 母の 子で あり、 家に は 養父母 や 伯母に 遠慮 勝な 生活 を總 けた。 熱に 驅ら 

れ 易い 彼 自身の 一面 はルソ ー に 行かないで 理智に 富んだ 「カン ディ イド」 の 哲舉に 近づいた。 

「人生 は 二十 九 歳の 彼に はもう 少しも 明るく はなかった。 が、 ヴ オル テ エル はかう 云 ふ 彼に 人工の 

翼 を 供給した。」 

そして 「人工的な ものの 愛が、 人生の 孤 獨感、 寂寞 感に极 ざして ゐる こと は 確か だと m わ ふ」 と 藤 

村 氏 も 云って ゐる。 

彼の 生活 上に 明暗の 兩面を 送り出した。 一は 藝術 上の 明で あり、 一は ffi 生沾觀 上の 晤 である。 そ 
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して 又藝術 上に も、 その 明暗が 交互に 色彩った。 精神の 寂寞 を 感じた 點で、 世紀末 的な 惱み を惱ん 

だ點 で、 逆說 的な 言說を 好んだ 點で、 人工的な もの を 愛した 點で、 「惡の 華」 の 詩人、 ポオ ドレ エル 

に似て ゐる。 これ は 暗で ある、 それに 反して、 詩人 ゲェテ は 彼に 最も 希望 を與 へた。 

「彼 は あらゆる 善惡の 彼岸に 悠々 と 立って ゐるゲ ヱ テを 見、 絶望に 近い 羨まし さ を 感じた。」 

と 云って ゐる。 

1 芥川君 は ポゥゃ ボォド レ ェ ル の 闇黑と ギヨ テ の 日光との 間 を 往来した 人の やうに 見える。 そ の いづれ へ 行く 

にも 君 は あまりに 聰明で あり 過ぎた と 思 ふ」 

と 藤 村 氏 は 云って ゐる。  ， 

「或 薄ら寒い 秋の 日の 暮、 彼 は I 本の 唐黍に 忽ち この 畫家を 思 ひ 出した。 丈の 高い 唐泰は 荒 あらし 

い 葉 をよ ろった まま、 盛り土の 上に は 神經の やうに 細 ぼ そと 根 を 露 はして ゐた。 それ は 又 勿論 傷き 

易い 彼の 自畫 像に も 違 ひなかった。 しかし かふ 云 ふ 發見は 彼 を 憂 まに する だけだった。」 

「もう 遲ぃ。 しかしい ざと なった 時には、 …… 」 長男の 出産 を 前に 、「何の 爲 にこい つも 生れて 來た 

ので あらう？ この 婆 婆 苦の 充ち滿 ちた 世界へ —— 」 とい ふ 彼。 「彼 は 彼と 才力の 上に も格鬪 出来る 

女に 遭遇した が 抒情詩 を 作り 危機 を脫 出した。 叉 ありし日の 狂人の 娘に、 復警を 感じた。 ， 
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「彼 は 不眠症に 襲 はれ 出した。 のみなら す體カ も衰へ はじめた。 何人 かの 醫者は 彼の 病に それぞれ 

二三の 診斷を 下した。 11 胃酸 過多、 胃 アト ユイ、 乾性 肋 膜 炎、 祌經 衰弱、 蔓性 結膜炎、 腦 疲勞。 …… 

しかし 彼 は 彼 自身の 病 源 を 承知して ゐた。 それ は 彼 自身 を 恥じる と共に 彼等 を 恐れる 心 もちだつ 

た。 彼等 を i 彼の 輕 蔑して ゐ た社會 を！」  . 

この 最後の 一 句 は、 宮本顯 1  口 氏 をして、 次の 如く 言 はしめ た。 

「芥川 氏の 病苦の 中に、 我々 は 「この 社 會に對 する 恐れ」 が、 强く影 を 落して ゐた吿 白 を ここに g 

くの だ。」 と G 

「三人の 子 は 彼等と 一し よに 沖の 稻妻を 眺めて ゐた。 彼の 妻 は 一人の 子 を 抱き、 淚を こらへ てゐる 

らしかった。 

「あすこに 船が 一 つ 見える ね？」 

「ええ」 

「檣の 二つに 折れた 船が。」 

X  X 

檣が 二つに 折れた 難破船、 絞罪 を 待つ ヴィ ヨンの 姿、 丁度 ス ウイ フトが 11- たとい ふ木宋 から 枯れ 


(419) 論 品 作 


て來る 一 本の 立 木、 等に 自分自身 を 見出した 彼 は、 もう 彼の 前に は 發狂か 自殺が あるば かりで ある。 

彼の 友人の 一 人は發 狂した。 世紀末の 惡鬼 にさい なまれて ゐる彼 は、 神 を も 信す る 事 は出來 なかつ 

た。 

そして 五十 一 「敗北」 に 於て この 一 篇を 次の 如く 終って ゐ るので ある。 

彼 はべ ンを 執る 手 も 震へ 出した。 のみなら す蜒 さへ 流れ出した。 彼の 頭 は 〇• 八の ヴェ ロナ アル 

を 用 ひて 覺 めた 後の 外 は 一 夜 も はっきりした ことはなかった。 しかも はっきりして ゐ るの はやつ と 

半時 間 か 一時間だった。 彼 は 唯 薄暗い 中に その 日 暮らしの 生活 をして ゐた。 言 はば^の こぼれて し 

まった、 細い 劍を 杖に しながら。 

「西方の 人.」 及 r 續 西方の 人」 は、 あの コク トォ さへ 信じた 祌を 信す る 事が 出來 なかった 芥川龍 之 

介が、 僅かに 藝術 的に クリスト 敎を 愛した 所產 である。 この 作品の 中に、 彼 は 明に 彼 自身 を 語り、 

慟哭 をして ゐる。 これ は クリストに 對 する 獨 歩の 新解釋 であると 共に、 彼 自身の 自畫 像を鐫 りつけ 

たもので ある。. せ：： 本 氏と 共に 言 ふ 。『「 西方 の 人」 の芥川 氏に と つて は、 十字架に か \ つた クリストの 
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祈 り は、 もう 單に 三千 餘年 前に 生きた 聖靈の 子の 慟哭ではなかった T わが 祌、 わが 祌、 どうして 私 

をお 棄て なさる。」 氏 は クリスト と共に 氏 を 襲って 來る 「敗 慘」 と 格闘し っ&、 ゴ ルゴ ダの 祈り を 祈 

つて ゐる。 氏 は、 「人間的」 な クリストの 中に 悲劇的な 情熱 を 燃え 上らして ゐ る。』 

芥川龍之介 は 、「或 舊 友へ 送る 乎 記」 を殘 し、 その 莫然 たる 不安のう ちに、 彼が 常^の 催眠 劑ヴ H 

ロナ アル を 多量に 用ゐ、 自邸 東京 市外 田 端 四 三 五番 地に 於て 自殺 を 遂げた の は、 寶に 昭和 一 パゃ 七：：：： 

二十 W 日であった。  _ 

彼が 創作 生活 前後 十 有 二 年、 初期 「羅生門」 時代より 晚年 r 績 西方の 人」 に 到る 迄、 せ に 現代； t 

にみ るュ 一 1 1 クな 作家と して 珠玉の 如き 好 短篇 を 以て、 大正 期の 小 說界を 席捲した。 

かの 多くの 短篇 は、 日本 文擧 史上、 燦然と 輝け る 星で ある。 その 鬼才、 その ハ 魄は、 これら 蘇 術 

の 中に 不滅の 光 を 放って ゐる。 
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第五 篇 結 論 

第一章 素材 論 

. よき ヴァイオリン 造リ は、 よき 木材 を 選ぶ に 違 ひない。 (形式主義 藝術 論) 

素 村の 意義 を 我々 に 的確に 敎へ たものに 近代で は 菊 池 寛が ある。 菊池寬 はかって その 「文藝 作品 

の內 容的價 値」 の 中に 「文藝 作品の 題 村の 中には、 作家が その 藝術的 表現の 魔 杖 を觸れ ない 裡 から- 

燦 として 輝く 人生の 寳 石が 澤山ぁ る。」 事 を 認識し、 それ は、 たと へ 表現 を 埃た なくと も、 それ 自ら 

價 値が ある こと を 指摘した。 それ は 言 ふまで もな く 素 村. である。 現に 氏 は 里 見 が 氏に 答 へられた 論 

文のう ちに 於て 「私の 所謂 藝術的 內容と は、 私の 所謂 藝術的 表現が、 依って 以て 起って くる、 素 村 

に 就いて 云って ゐ るので ある」 と 謂って ゐる。 

これ は、 素材が 作家の 主觀 より 外に、 客観的に 存在して ゐる こと を 認識した 點に 於て 卓見で ある 

と 思 ふ。 氏 は 幾多の 實例を 示した 中に、 氏 自身の 「恩纖 3 の 彼方に」 とい ふ 小說、 あの 素 村 はちゃん 

と耶馬 溪案內 記に 載って ゐ るので あるが、 案內 記で 讀ん でも、 旣 にある 感動に 打 たれる だら うとい. 


，ト -、 lo^  ？ つ、 flv^ils いたと き、 ，ばに 

-- C  、 、厂兌 お ある。 もま、 あの 題 村を芥 力 T 

ひ、 芥川 氏の 「蜜 相」 とい、 力 パ說カ ある 禾 I 

感動に 打 たれた といって ゐる。  1 也で D 泰ォサ 5^ の 次ぎの 投 階で 

、 、，.^£、 や ケゥ衫 式、 義 運動 は 菊汇 K のまお き" グら 

その 菊池寬 氏の 後を繼 いで (事實 ^々の开式^奉縫！  ズっ るン ^ 

^^^1  レ t うとす る 6^ 動で あると 云って ゐる) ...^.^.f ン . 

ある、 菊 池 氏の よき 素 村に 更ら によき 形式 を^し ようと- 1 

氏 は 次の 如く 言って ゐる。  1 き 11 して If 觸れ てく る 

.r.、  -  0ミニべ乍^^がそ.^て形式を附與する (三) .^v.. と は开ま を、、 7 

.i  ( 一 ) 素材が ある t (二) ダ名 x^tu  . 

ものである、  ；、， ク によ 乍 ちり、 技能 を 示し、 (三)、 內 "おは 作"^ 

—( 一 ) 素材の 選擇 は 作者の 方向と 興味と を 示し、 (二)  ll?n^ 

から 切 離されて 思惟の 對照 として 社會に 放散す る C 

.  ？ I  §  V きとして ii 家 間に 「形式 主 sf 喧し かった 折に、 そ 1 

これ は 力って〃 「ur  i  II の 中心 を成す ものであるが、 氏 

主張者の 一 人中 河與 一 氏カ强 力に 礎 /氏  Isfs の 方向と 與味 

は 素材 を 右の 如く  ( 一 ) 素 村が 客觀 的に 存在す る 事を 認め (一 一) I 

と を 示して ゐる こと を 明に しナ  - ： EMrstr^-NS 尺なる^ 一  歩で あ 

よき III、  llmla . 
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らう。 この 點に 於て 谷 崎 潤 一 郞、 芥川龍之介、 菊 池寬ら は、 自然主義 以後に 於て、 その 素材 を 身邊 

に 限らす あらゆる 視野から 捉へ來 つて 多彩 を 極め、 素材 觀 よりしても、 我 文壇に 一新 時期 を 劃した 

のであった。  •  - 

塞に よき ヴァイオリン 造り は、 よき 木材 を 選ぶ に 違 ひない。 芥川龍之介 はよ き藝術 家であった。 

彼の 文藝の 秀拔を 極めた の は、 その 素 村が ぁづ かって 力が あると 思 ふ。 

玆 では 龍 之 介の 素材に 就いて 考察の 歩 を 進める であらう。 

芥川龍之介の 取材の 對象 は、 彼の 學 問の 如く 束 西 古今に またがって ゐる。 今 それ を大體 分類す る 

と (甲) 歷史 物と (乙) 現代 物と に 二 大別 せられる。 (甲) は 更に ( 一 ) 「羅生門」 「鼻」 R 于粥」 「地獄 變」 

一往 生 繪卷」 の 如く 我國 平安朝の 物語 集、 今昔 物語 乃至 は 宇治 拾 遣な どから 取 村せ る 「王朝 物」 と 

呼稱 せられる もの、 (二)、 「枯 野杪」 「或 日の 大右 內藏 助」 「戲作 三味」 の 如き 江 戶文擧 を 背景に 持つ 作 

品 、(三)、 明治 開化 期 文化 を 取扱った 「開化の 良人」 「開化の 殺人」 「舞踏 會」 「お 富の 貞操」 「雛」 の 如 

きもの、 加 ふるに、 王朝 物と ならび 稱 せられ、 素材 選擇の 双璧と 稱 せられる ものに (M) 「南 蠻物」 

が ある。 これ は 南方 渡来の 切支丹 邪宗 門 布 敎に關 する 奇蹟 的な ヱ キクチ ッ クな 物語から 取 村され る 
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一群の 創作 を 指す のであって、 「尾 形 了 齋覺ぇ 書」 r 奉敎 人の 死」 「るし へる。」 「きりし とほろ 上人 

傳」 「じゅり あの • 吉 助」 「糸 女覺 え 書」 導 である 「い 

その他 (五) 支那の 傳說 などから 取材せ る 「酒 蟲」 「首が 落ちた 話」 「杜子 春」 「ァグ 二 の祌」 「南京の 

基督」 「秋 山圖」 「湖南の 扇」 などが ある。 しかし、 西洋から 素 村した もの は、 非常に 齡く 僅に Tur- 

genyef と Tolstoi が ヴァ口 ンカ 河の 向 ふの 雑木林へ 山嶋を 打ちに 出掛けた 事 を 誓いた 「山 吣」 と 

小品 風 「カルメ ン」 ぐら ゐ である。 更に 附加 するならば 怫典、 聖書から 取れる 「尼 提」 「西方の 入」 

等 を 擧げる ことが 出來 る。 

大別 以上の 如く 感史物 は 分類せられ るが、 これ は 前期から 中期に かけて 多く 作られ、 殊に 芥川能 

之 介の 素 村 選擇の 上に 特に 重耍な もの は 「王朝 物」 と 「南 蠻物」 とで ある。 彼 は、 か  >る素 材に生 

命 を 織 込んで いった 觀が ある。 一方 中期から 晩年に かけて は 「現代 物」 が 多い。 

そのうち (一 ) 現代から 取 村して 寫實 的に 描寫を 試みた 「秋」 「一 塊の 土」 「お 律と 子等と」 の 如き 

本格 小說、 (二)、 海軍 機關擧 校敎宫 時代から 多 •  く 取材され また 身邊雜 事から 取材した 私小說 心境 小 

說で 「保吉 物」 と呼稱 されて ゐる 一 群の 作品。 「保吉 の 手帳から」 「お 時 儀」 「文，； j:: 中」 「ケ广 末の  一 ロ」「海 

の ほとり、」 等。 これら は、 多く 堀川 保吉が 作の、： 十； 人 公と なって ゐ るので ある。 丁度 宽の 「啓. f::::^」 


(425) 諭 結 


の やうに、 (三) 空想から 取材して 何等かの 批評 を 含んで ゐる 作品、 「手 巾」 「不思議な 島」 rMEN- 

SUKA  ZOILI」 「河童」 等、 (四) 「大導 寺 信輔の 半生」 「點 鬼簿」 「あの 頃の 自分の 事」 r 齒車」 「闇 

中 問答」 「或 阿呆の 一 生」 等の 如く 彼 及 彼の 周圍 を、 自傳 的に 物せ る 作品。 などに 分類 せられる。 

. このうち、 自殺 直前の 彼の 作品に は、 貴重な 人間 記錄 が、 暗澹たる 息吹と なって 殘 つて ゐ るので 

ある。 .  .  . 

では 彼の 最も 素材 選擇 の 秀逸と 稱 せられ る 王朝 物 を 中 心と して、 その 素 村と 彼の 藝 術と が實 質的 

に 如何 やうな 關 係に 立って ゐ るか、 少しく 評論した く 思 ふ。 尤も 王朝 物で も牠 の歷史 物に 於ても 多 

く 確定 的な こと は 言 へない。 た^ 兹で は 作者が 發 表した も の 並に 餘 人の 研究に な つ たも の を 根底と 

して、 二三 豫 見して 見ようと 思 ふ。  ... - 

第 四 次 「新 思潮」 創刊 號に 「鼻」 を發 表した 龍 之 介 は、 その 編輯 後記に、 次の 如く 言って ゐる。 

「僕 はこれ から も 今月のと 同じ やうな 材料 を 使って 創作す るつ もりで ゐる。 あれ を單 なる 歷史 小說 

の 仲間 入 を させられて はた まらない。」 と、 この 言葉 は、 正しく 寳 行され たと 同時に、 彼の 藤 史小說 

を 解く 鍵と もなる がその 前に、 氏 は 帝 國文擧 に 羅生門 を發 表して ゐる。 「羅生門」 は 岩 城 氏 も 云 は 
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れてゐ る 様に 今昔 物語 卷 二十 丸から 取った もので 早く も 「王朝 物」 に 乎を附 けて ゐ るので ある。 さ 

うして 作者 自身 その 年譜に 述べて ゐる 通り、 まだ 世評に は 上らなかった。 と は 云へ、 彼の 他の 王朝 

物、 乃至 は 彼の 全 創作 中に 於ても 裕. に 佳品の 一 つで、 その見事なる出來榮を芥川龍之介全维^^^ 一  卷 

の卷 頭に 飾って ゐ るので ある。 

平安朝の 末期 地震 辻 風 火事 饑饉 等で 京洛が 寂 びれ て 羅生門の 樓 上が 死人の 棄場 となって ゐた ；、 

主家から 暇 を 出された 一 人の 下人が、 折からの 雨に 行き 惱んで 途方に くれて ゐた。 次^に 閱 が 迫つ 

てく る。 今は饑 死か盜 人になる より 外に 仕方がない。 しかし 盜 人になる 勇氣が 出ない。 见に角 ここ 

で 一夜 を 明 さう と 羅生門の 樓 上に 上る と 白髪頭の 猿の やうな 老婆が、 計らす も 極上に 死人の 髮を拔 

取って ゐ るの を發兒 する。 と惡 業に 對 する 嫌 惡が 猛然と 起って 老婆 を 一時 は 殺さう とする が、 その 

髮を拔 取つ て鬉 にして 賫 つて 命 を繼 ぐの だと 云 ふ。 それば かり か、 「今 わしの して ゐた察 も； ゆ- Bie!^ と 

は 思 はぬ ぞょ。 これ とても やはりせ ねば、 饑死 をす るぢ やて、 仕方がなく する 事ぢ やわい の、 ぢゃ 

て、 その 仕方のない 事 をよ く 知って ゐ たこの 女 は 大方 わしの する 事 も 大目に！ 3- て くれる であらう」 

と 言 ふ。 冷然と 聞いて ゐた 下人 は、 さっきまで 決し かねて ゐた 「盜 人に ならねば 生きて 行けない」 

自己の 生存 問題に S カひ當 り、 老婆の 論理に 力 を 得て T では 己が 引剝 をしょう と 恨むまい な、 已 もさ 
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うしなければ、 饑 死す るの だ。」 と 言 ひ 捨て 、老婆の 着物 を 強奪して 逃走 するとい ふ 筋で ある。 

これ は 今昔 物語で は盜 人で ある 男が、 京に 上って 日の 暮れる の を 待つ 爲に 羅生門に 隠れる。 がそ 

こで 死人の 髮を拔 く嫗を 見附けて、 卽 座に 死人の 衣と 嫗の 衣と、 拔 いた 髪と を 奪って 逃げた とい ふ 

盗人の 記事に 過ぎない。 

龍 之 介 は それ を 素 村と して、 窮迫せ る 人^が、 盜 人になる までの 心理的 經過 を、 現代人の 理智を 

以て 說 明解！： した ものである。 卽ち單 なる 盜 人の 記事に 點睛 して、 ビ イビ イツ ドに 素材 を 浮上ら せ 

たので ある。 然 かも 末 段 は 彼の 逆說 さへ 含んで ゐる。 

彼 は 生きん が爲 めの 苦 惱を或 程度まで 描出して ゐる。 然 かも 「羅生門」 とい ふ 背景に 於て。 

「鼻」 は、 龍 之 介の 出世作と して 餘り にも 有名で あるが、 その 素材 は 今昔 物語 卷廿， < 第 廿話及 宇治 

拾 遣 物語 卷ニ 「鼻 長き 僧の 事」 にある。 兩 書に 見える の は、 簡單 なる 笑話に 過ぎない。 

池の 尾の 禪智内 供が 鼻が 長くて、 氣に 病む 心理 を、 漸く 治療し 得た 滿 足の 氣持、 並の 鼻に なって 却 

つて 人に も 晒 はれ 後悔し、 元の 鼻を懷 しく 思ふ氣 持、 一夜 又 元の 鼻の 如く 長くな つたのに 氣附 き、 

—— 「かう なれば、 もう 誰も 哂ふ もの はない にち が ひない」 とい つて 晴々 しい 氣 持になる。 —— ほ -、 

三 段に 禪智の 心理 を描寫 して ゐる。 しかし、 今昔 物語 は 、「此れ を 思 ふに 實に何 かなりけ る 鼻に か 有 
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けむ。 殺^ 異 かりけ る 鼻 也。 童の 糸 可 咬く 云た る 事 をぞ、 聞く 人讃 ける となむ、 語り 俾 へたる とや」 

ノま 

と 結び 宇治 拾 造に は、 前段が、 治療して 「鼻 少く 凋み 上りて、 唯 人の 鼻の やうに なりぬ」， 力ら、 叉-, =^ 

び 鼻が 長くな つて、 弟子の 法師に 鼻 持 上げさせて 法師 粥 を 食 ふに 誤って、 「鼻 を ひんと て、 側 様に 向 

ひて 鼻 を ひる 程に、 手 震 ひて、 鼻 持て 上げの 木 ゆるぎて、 鼻 外れて 粥の 中へ ふたりと 打 入れつ」 力 

ら、 內供 大いに 立 服して 「うたて なりけ る 心なし の癡者 かな」 と 罵る。 「子弟 ども 物の 後に 逃げ^き 

てぞ笑 ひける」 となって ゐて. 二 書 共に 笑話であって 外面 的な 記事に 過ぎない。 然るに 龍 之 介 は、 

禪智內 供の 氣 持の 變移を 中心として、 事件 を も 前後 布置 を 新に して、 现 代の 好 短篇と したので ある- 

漱 石が 「鼻」 を 批評した 文中に その 材料の 新しい 事が 記されて ゐる。 しかし、 その 素 村 は旣に 平安 

朝に あった。 この 素材に 新しい 生命 を附與 したの は、 龍 之 介の 功績と 謂 はなければ ならぬ。 十  = い 器 

に 新しい 酒 を 盛った とも 謂 はれよう。 r 赛」 を發 表と 同時に、 彼は前述の如く今後「^3^と：^じ索材で_ 

創作す るで あらう 事を發 表して ゐる。 事實又 斯く實 行され た。 彼の 夥しい 平安 物 は、 それ を 立證し 

て餘り ある。 いま、 三 s: 擧げれ ば、 次の 如くなる。 

「芋 粥」 は、 今昔 物語 卷廿 六、 第 十七 語、 宇治 拾遺 物 ii 卷 一 、 十八 「利 仁 藉^ 粥の 一 ？^」 より、 

「地獄 變」 は、 拾訓抄 中卷^ 六、 宇治 拾 遣 物語 r 繪佛 師良秀 家の 燒 くる を 兑て よろこぶ isi^。」 より、 . 


(429) 論 結 


「好色」 は 今 等 物語 卷三ノ 第一 語、 宇治 拾遺 物語 卷三ノ 一  八 「平 貞文 本院 侍從 等の 事、」 宇治 大納言 

物語。 十訓抄 上卷第 一 の 第 1 一十 火 話 等より T 道 祖 問答」 は 宇治 拾 遣 物語 卷 一 、「道 命 阿 閬利和 泉 式部 

の 許に 於て 讀經 五條 道 祖祌聽 聞の 事」 や 古事 談卷 三、 今昔 物語 卷 十二、 第三 十六 語 又 東 齋隨筆 好色 

類な どに も 見える。 

その他、 「運」 は 今昔 物語 卷 十六 第三 十 話、 淸 水寺觀 音の 利 生 記の 一 、宇治 拾 遣 物語 卷十 一 ノ七、 淸 

水 寺 御 帳た ま はる 女」 から、 「龍」 は 宇治 拾 遣 物語 卷十  一 ノ六、 r 藏人得 業猿澤 池の 龍の 事」 等から など、 

氏の 王朝 物 は 今昔 物語、 字 治 拾 遣 物語、 十訓抄 等から 素 村した ものが 多い 事が わかる ので ある。 

これ 等 素材に 就れ も秀拔 な、 個性的な 彼の、 王觀 的解釋 を附與 し， また 時代の 雰圍 氣を鮮 かに 現 

出した。 彼が 文壇に 特異な 存在と なった の も、 その 素 村が ぁづ かって 力 あると 思 はれる。 

第 四 次 「新 思潮」 九月 號の 「校正 後」. に 菊 池 寛 は 次の 如く 謂って ゐる。 

「芥川龍之介が 平安朝 シ ー リ ー ズ を 書く やう に 、 久米は 高等 學校 の 寮生 活シ ー リ ー ズ を 書く らし い 。 

今月の r 艷書」 なぞ も その 一 鎖と 見るべき もの だ。 末に 集大成す るら しい。」 

芥川龍之介と 久米正 雄との 素 村の 選 擇に旣 に、 各自の 傾向 や 趣好が 窺 はれる ではない か。 久米正 

雄 は、 「競漕」 r 受驗 生の 手記」 やがて は、 それら 一 群の 短篇 を 集めて r 擧生 時代」 と 命名して 世に 問 
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ふたの は 大正 七 年 五月であった。 

而 して、 芥川龍之介の、 第一 短篇 集 は、 「羅生門」 と 命名され て 大正 六 年 五月 旣に 公に して ゐた。 

かくて 正 雄が r 學生 時代」 をよ く 描いた 如く、 龍 之 介 は 「羅生門」 等の 一 群の 平安朝 シ ー リ ー ズ 

を、 好く 描いて いったの である。 

これに 亞 ぐに r 聊齋 志異」 などの 支那の 稗史、 或は 支那 旅行から 素 村せ る ものが 可成 多い は 前 

述の 通りで ある。 - 

次に、 「王朝 物」 と 双璧 をな し、 素材 的に も、 日本 文擧 史上 一新 分野 を II 拓 せる ものに 氏の 「南^ 

物」 が ある。 

近代の 南 蠻文擧 は、 木 下 杏太郎、 平野 萬 里、 北 原 白 秋、 吉井 勇の 諸氏が 旣に、 明治 叫 十 ハ+に 長 崎 

に、 旅行し、 研究 もし、 又 創作に も综 人した 頃に 初 まると 言って いい。 (南蠻 文 舉雜記 • 木ド 小， 太郞 

「新 小說」 大 一:5- 十五 • 七南蠻 紅毛 號參 照) 

氏 等は潑 刺と、 詩 や 小說ゃ 戯曲に した ものであった。 それ は 南 蠻渡來 の 紅毛人の 奇^的な、 また、 

H キゾチ ッ クな 物語で ある。 俊敏な 龍 之 介が 之に 共^して 次第に 切支丹 物 を 物す やうに なって 多數 

の 傑作 を 遣した ので ある。 
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彼 は、 その 間の 消息 を、 後年 「西方の 人」 の 冒頭に、 次の 様に 謂って ゐる。 

『わたし は 彼是 十 年ば かり 前に 藝術 的に クリスト 敎を 殊に カトリック 敎を 愛して ゐた。 長 崎の 「日 

本の 聖母の 寺」 は 未だに 私の 記憶に 殘 つて ゐる。 かう 云 ふわた し は 北 原 白 秋 や 木 下 空太郞 氏の 播ぃ 

た 種 を せっせと 拾って ゐた稳 に過ぎない。 それから 叉 何年 か 前に は クリスト 敎徒 たちに 或 興味 を感 

じて ゐた。 殉敎 者の 心理 はわた しに あらゆる 狂 行者の やうに 病的な 與 味を與 へたので ある。 jK6. 七 

八 五) 

新 村 出 博士の 「南 蠻廣 記」 「績 南蠻廣 記」 等と 相俟って、 氏の 小說 「南蠻 物」 は、 世間の 評 刺 を 博 

したば かりで はなく、 藝術 的に クリスト を 愛した 晩年までの 彼の 藝術を 回想して みる 時、 氏の 南蠻 

物 は、 實に 彼のより 本質的な 自己 を これ 等の 素材の 中に 見出した ものと 思 はれる ので ある。 か \ る 

「南蠻 物」 は、 「作者 自身の 現實の 生活 記録よりも、 ー曆 よく 作者 自身の 面目 を 現して ゐ る。」 と 云 ふ 

正宗 白鳥 氏の 見解に 同じざる を 得ない ので ある。 か \る H キゾ チックな 素材 を縱 横に 驅 使して、 彼 

の 鬼才 を、 彼の 技巧 を、 彼の 叙情詩 を、 歌 ひ あげたの が 彼の 南蠻 物で あると 思 はれる。 

これ は、 あながち、 素材 的に 觀點を 置かな くと も 氏の 「平安 物」 「南 蠻物」 は それ 自體 特異な もの 

では ある けれども、 その 素 村が そして、 その 素材 をみ る 或は 觀 照が 如何に 的確で あつたか を證 する 
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に 足る ものである。 

それ は 早く 石 坂 養 平氏 も 指 適して ゐ るが 如く 作者 をして より 純粹 に！！ 緲 たる 獨自の 世界に 住せし 

め 著しく 氏の 文 學をュ 二 ー クな ものと したので ある。 

而 して、 か &る素 村 選擇の 巧妙 さは 氏の 豐 富なる 天分 や 造詣に 歸依 する 事 は 勿論で あるが、 これ 

が 引いて 早くから 彼 を 文壇に 重き を 成さし めた 所以 ともなった。 

なぜかな らば、 自然主義 以來、 凡 席 貧弱な 自己の 身 邊雜記 的な 日本の 文舉に 著しく 素材 的に 擴大 

した 功勞 である。 そして、 この 秀拔な 素材の 前に 旣に當 時の 人々 は 瞳 目した からで ある。 

尤も 歷史 物に 手 を 染めた の は 旣に鷗 外 等が ある けれども、 鶴 外に も、 これ 程の ものはなかった。 

潤 ー郞、 寬等 も、 歷史 物に 手 を 下した けれども これ 程の 素材 的に 氣 品と 特異 さ を 示して はいない と 

思 はれる。 

{muj に 「よき ヴァイオリン 造り は、 よき 木材 を 選ぶ に 違 ひない。」 芥川龍之介 はよ き蕩術 家で ある" 彼 

の 文擧の 秀拔を 極めた の は、 その 素 村が ぁづ かって 力が あるので ある。 
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第二 章 形 式 論 

r 藝術は 表現に 始まって 表現に 終る」 

或は 

「作品の 容とは 必然に 形式と 一 つに なった 內容 だ。」 

と 彼 は、 「藝術 その他」 (5  • 1 六) に 言って ゐる。 この 言葉 を、 嚴 格に 實踐に 移した のが 彼の 藝 術で 

あつたと 謂って 差 支ないで あらう。 ， 

しかく、 表現形式に は 渾身 を捧 けて 刻苦した 彼であった。 彼の 一 一十 臺の處 女 作から 、晩年 死 を 決し 

て 書いた 遣 書 的な 數々 の 作品。 その 折々 に 物した 隨筆、 小品、 詩，" 俳句、 短歌、 書簡、 ならびに 斷簡 

零 墨に 到る まで、 この 操 志 を かへ なかった。 この 點彼 は藝術 至上 主義者で あつたと 云へ るで あらう „ 

「題 村の 新奇と 着想の 警拔に 於て 類を絕 して ゐる と共に、 文章 手法 二つ乍ら 巧緻 洗練、 各篇 何れも 

寸分の 隙 もな く、 纏り 過ぎる 程に よく 纏り、 著しく 技巧的で、 叙述の 様式の 上に も、 口述 體、 擬古 

體、 手記 體等 種々 の 工夫 を 凝らした」 (日本 文學大 辭典 芥川龍之介) と 湯 地 孝 氏が 要約して ゐられ る 

が 如く、 所謂、 新 技巧 派の 特質 を 代表して ゐ るので ある。 而 して 技巧の 本義 は單 なる 文章 や 文體を 
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云 ふの みで はない。 それ 等 を も 包んだ 更に 脚色の 構 架 を も 謂 ふので ある。 

「人生 は 地獄よりも 地獄 的で ある」 或は 「人生 は 落丁の 多い 書物に 似て ゐる。 一 部 を 成して ゐると 

は稱し 難い。 しかし 鬼に 角 一部 を 成して ゐ る。」 と 言った 様な、 表現 方法 は、 氏の 短篇の 構 架に は 

所に 窺 はれる 形式であった。 

そして、 か，^ る 技巧 は 著しく 多面的な 懷疑 的な 又 都會 的な 風貌 を 表し てゐ るので ある。 

先づ 彼の 語彙の 豐富さ を擧げ なければ ならぬ。 池 崎 忠孝 氏が かの 「亡友 芥 川への 吿刖」 で 幾多の 

嫉妬 を その 一文に 弄した 中に も、 この 點の みは、 絕大の 賞 讃の筆 を 下ろして ゐる。 

「^の 作品に 備 はる 最後の そして 最大の 美 は、 君の 文章の 有する 美 だ。 が 縦横に 驅使 する It 条の 

豐 富なる 點に 至って は、 君の 先輩た る if 外漱 石の 大を 以てする も、 ； r あの 同 a. たる 谷 崎、 北 原：.！ 氏の 

手腕 を 以てする も、 未だ 君の 牙城に 薄る をえない かも 知れない。 古羅 馬の 美食家が、 食 丈、 山 

海の 奇珍 を陳 ねて 饗宴 を 盛んにす るが ごとく、 君 は 和漢 洋の 語彙 を倾 けて 辭を 修め、 首 猜の練 全 ゆ 

者た る 天分 を 遺憾な く發 揮し てゐ る。  、 

殊に、 君 は、 不思議な rehash の才を 有って ゐる。 君の ヱ リキヂ ー ル に觸れ ると、 如何に 陳腐な 

言葉で も、 皆 新鮮な 光を帶 びて 輝いて 來る。 君 は 決して 未熟な、 洗練され ない 一： n 葉 を 川 ひない。 M 
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一 の 事物 を 表現す る 時に も 「くぐ づ」 とい ふ 言葉の 適切なる 場合と T 淫賣」 とい ふ 言葉の 適切な 場 

合と、 「私窝 子」 とい ふ 言葉の 適切， 場合と を 別ち、 それぞれの 場合に、 それぞれ 適切な 言葉 を 用 ひ 

んと 努めて ゐる。 飾 文の 弊 極まって 君の 名文 も 時に 「縫 潰し」 の 煩に 陷る こと は あるが、 不思議に 

口 コ コ の惡 趣味に 墮 して ゐ ない。 層々 嫌味 を 以て 目せられ る 君の 古 ー玩 癖 や 琴 棋書畫 趣味 も、 この 點 

に 於て は、 君の 文章 を 一抹 蒼凉の 氣を點 じ、 以て 無用の 華美に 陷る こと を 制禦して ゐる やう だ。」 

(新潮 昭和 四 年 十二月) 

彼の 語彙の 豐富 さと 相俟って 彼の 言葉の 選び 方 は 非常に 精選 を 極めた ものである 事 は 以上の 如く 

であるが 、「その 言葉の 群 は、 由緒 正しい 家系 を 持ち、 一 種の 格式の 句が 家の 中に 漂って ゐる やうな 家 

庭 生活 を營ん でゐる 人々 の 家ば かりが ii つて ゐる 士挨 町、 山手の 屋敷町の やうな 感じ、 作り 主の 趣 

味に 統一され た 花園の やうな 感じと でも 云 ふべき であらう か。 そして 言葉の 選擇 ばかりでなく、 そ 

の 詞姿を 見ても、 その 句法 を 見ても、 その セン テンスの たたす まゐを 見ても、 森鵡外 氏の 文章な ど 

と共に どちら かと 云 へ ば 古典主義 的 傾向 を帶 びて ゐる。 しかも そこに 新しい 感觸を 失 はな いのは 近 

代 的な 理性、 近代的な 機智と 諧謔、 都會 人的な 尖鋭な 神經 なぞが 流れて ゐ るからで ある。」 (文章 學 

講座、 文藝 講座 • 十 三) と 川端 廢成氏 も 云って ゐる 通り 均齋 美、 高雅 美、 天賦の 氣禀 がその 節々 の 
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語彙の 統制に も 見られる と共に 正確に 於て は 漱石も 敵で はない。 漱石 は、 あて 字、 時には 誤字 さへ 

使用して ゐる。  、 

勿論、 か &る整 美 は 右 様の 上に 成った 場合が 多い が 故に、 部分 部分 は、 完成した もので も 全體と 

しての、 效 ej- がかへ つて そぐ はれ 「金 薛 槍の ベた 塗り」 の憾 ある 作品がない ではない がそれ も 度 

問題で、 よく 作品に 對 する 藝術 的ィル ー ヂョ ン はこの 爲に 一 段と 加 はって ゐ ると m 心 はれる。 

彼の 作品が 多面的で あるの は、 一面、 素 村に も 因る けれども、 素 村を驅 使す る 彼の 多面的な 核.^、 

文章に 據る 場合が 非常に 多い から。 初期 キリシタン 文 學の古 體を模 した かの 「南 蠻 物。」 支那 趣味 江 

溢せ る 「秋 山圖」 の 文章。 そして 彼 自身の 經驗 より 成れる 「保吉 物」 の 文章、 それ 等が 如何に、 彼 

等の 捉へ た 素材が 描く 藝術的 雰圍氣 を、 剀 切に 表現して 餘り あ るか を 見よ。 

われわれ はか-る 形式美 を 外に は、 日本 文學 史上 その 類例 を 見ない ので ある。 現代 作家 巾に 於て 

も 泉 鏡 花、 永 井 荷 風、 里 見 isr 谷 崎 潤 一 郞、 佐 藤 春 夫、 北 原 白 秋 等 技巧に かけて、 彼に匹敵する，^^ 

は 少なくない けれども、 その 技巧が、 作品の 藝術 的雰圍 氣を斯 くも 純粹 に- S 切に ^現し^た もの 

は、 稀で ある。 

漱石 は、 晚年 一 度 書いた 文章 は 丁度 角力 取が 取組んだ も 同然 だとず つたと 首 ふ。 然 かも われわれ 
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は、 漱 石の 語彙 や 文章 上に 不熟ゃ 剪除すべき もの ある を 知る。 けれども、 わが 芥川龍之介に 於て は、 

殆どぬ きさし ならない 有様で ある。 

そして われわれ は、 彼の 語彙 や 文章 を 通して、 勢 驚と して 誤 またす 彼の 藝術 境に 入って 行く こと 

が出來 るので ある。， 今更 乍ら 彼の 觀 照の 冷徹 さに 直面す るので ある。 

佐 藤 春 夫 は、 生前 龍 之 介の 金石文 字 的 表現 を 云々 した けれども 龍 之 介の 敎養 は、 もうさう した 毆 

り 書と は 凡そ 反對に 彼の 藝術は 次第に、 「此の上 もな く 完成され た 一 行」 ボ ー ドレ， ー ルに 向って ゐた 

ので ある。 

か、 る 一句 を も おろそかに しなかった 彫 球 は、 彼 をして、 長 篇小說 家と はしなかった。 そして、 

比類のない 短篇 作家と して、 世を畢 らしめ たので あると 思 はれる。 かくて 彼の 短篇 は 實に純 粹に纒 

り、 藝術 的ィル T ヂ ヨン を 我々 にもたら すので ある。 

これ 等が 文章と なる 迄に は 幾多の 經營 苦心が 拂 はれた のであった。 「秋 山圖」 や 「山 鷗」 が 各、 支 

那ゃ P シャ から、 飜譯 したが 如く 作られて ゐ たり T 秋」 の 描寫が 幾度 か改變 して ゐる事 を 思 はなけ 

れ ばなら ない。 

初期の 典雅な スタイル。 屮 期の 慰 縮の 美。 晩年の 病的な 象徵 的な 美。 それぞれ 氏の 文章に も變遷 
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があった けれども、 彼 はより 純 粹に過 剩の雜 駁さを 排除して、 細い、 しかし 丈夫な 絕絲の 如き 彼の 

神經 その ま \ の 文章 を 形成して 行った ので ある。 彼 は隨筆 「點 心」 の 中で、 文藝 上の 作品の 中で は简 

潔な 文體が 長持ちの する 所以 を 述べて ゐ るので ある。 そして、 こ 〇 事 はまた 誤らす 實踐 さ. e て 行つ 

た。 

この 點は、 當然、 <fr 後の 文學 により 大きな 踏臺 となるべき は窒生 厚 S! 生 氏 も J:z つて ゐる 通りで あら 

うと H 心 はれる。 同じ 語彙の 豐富も 谷 崎 潤 一郎 佐 藤 春 夫 等と 著しく 相 遠して ゐ るの も 亦、 この 點 であ 

る。 「河童」 以下の 文章が 如何に 將來を 暗示した 一新 機軸の スタイル であるか。 しかし われわれ は、 

この 點は、 遠い 將來の 文章 上の 動向に 聽 かねば ならない。 

新 技巧 派と 稱 せられた 彼 は、 その 形式に 於て それ は 天性と 思 はれる 程 縦横の 材を 揮った ので ある。 

そして、 單調. HI 然な センチメンタルな 日本の 作家 を 世界的な 水準にまで 高めて 行った の も、 彼の 

表現の ぁづ かって 力が ある こと を 思 ふ。 
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第三 章 內 容 論 

左の 如く 「内容 論」 を 要約す る。 r 內容 論」 とい ふよりも 寧ろ これが 芥川龍之介 研究の 結論と もな 

る こと を 否定し ない。 


1 


r 理智 • 懐疑 • 地獄 的 


一代の 鬼才と 稱 せられた 芥川龍之介 は 性 俊敏 博覽强 記、 和漢 洋に涉 つた その 擧殖、 その 豐冨 なる 

才華 は克く 一世の 最高 峯に 位して ゐた。 . 

隨 つて その 作品 は理智 的で、 一 方 彼 はもろ もろの 智識に 懷 疑に 臨み、 鋭敏なる 神經 ならびに 特異 

な 個性 は、 彼の 溫きヒ ュメン と 相 埃って、 獨自の 解釋を 下し、 心理的な 描 寫に彼 一流の 藝術 境を展 

開した。 

氏の 懷疑 ならびに 解釋 は、 人生の 暗 潜た る 地獄の 劫火 を 燃して ゐる體 の もので、 われわれ は斯か 

る 人間 地獄に 今更に 隨目 する。 そして 人生の 如何に 惱 みに 滿ち充 ちて ゐ るか を 知る ので ある。 彼 は 

か、 る陰慘 なる 人生の 泥濘 をた ぢ ろぎ もせす 執拗に 描 寫し繽 けた。 


論 結 （440) 


南京 藻の 浮んだ 大 川端、 薄 曇った 下町 本 所に 生長した 彼、 早くから 養家に 入って 控目 勝な 生活に 

育くまれ ていった 彼。 環境、 境遇 共に 世紀末な 詩人 を 思 はせ る。 

世紀末な 換惱と 人間苦の たへ がた さが、 何の 覆 ひもな く 作品の 中に 叫喚 を 放って ゐ るのに 不思議 

はない。 

多くの 作品の 中に 於て、 彼 は その 主人公 を遁れ ない 運命の 桎 梧に 追 込み、 殺し、 自 I 权 せしめて ゐ 

る。 作者 は こ の 人 悲劇 を 寧ろ 傍觀 的に 見守 つて ゐ るので ある。 

かくて 彼 は 「新しき 戰慄」 の 火 を 日本 文擧 史上に 點 じた。 

「死 を 描く 作家」 と は 千 葉 龜雄氏 も 道破した ところで ある。  > 

文人 的な 一面。 悲痛な 嚴肅 

江戶 子と して 生を享 け、 英文 學を 専攻した 彼は豐 かな 洒脫味 を 有ち、 詣謔ゃ 皮肉が 作品の 屮に影 

を 落して ゐる。 が、 より 近代的な 纖 細な 神 經が笑 ひ 切れない 悲痛な 嚴肅さ を その 影に かくして ゐ 

る。 したがって 理智は 明朗で なく、 諷刺 は 辛辣 を 極めて ゐる。 

初期に 於て は、 人と 作品との 間に、 また 人生との 間に 一定の 間隔 を 置いて 傍觀 的に 眺めて 微 
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笑 を もして ゐ るが、 晩年になる に隨 つて、 その 間が 急迫に なって 行った。 

そして われわれが、 文人 的と 思惟した 彼の 風貌 は、 その 底に 激しい 情熱 をた.^ へて ゐる體 の もの 

であった こと を發 見す る。 

端正なる 彼の 作 口 § の 一 偶に、 一 沫の 彼の 瞳の 曇 を發 見す るのに 不思議 はない。 

詐僞師 と 做す も 「文人と 做す 勿れ」 (G  • 三 〇 一 ) と 言った 彼、 文人 趣味 は道樂 のみと 言った 彼 は 

所謂 文人ではなかった。 

「我我 は 土砂降りの 往来に 似た 人生 を迎る 人足で ある」 (.0  二 一九 三) と 云った 彼 は、 やはり 人生 探 

求の 行者であった。  、 

多くの 作品に 於て、 われわれ は 隈なく 狂暴に 見 ゆるまでの 爛爛たる 彼の 隨に出 遇 ふ。 それ は 人生 

探求の 嚴肅 さに 輝いて ゐ るので ある。 

c<5 純粹 性。 完璧 性 

氏の 文學の 著しい 特微の 一 つ は その 純粹 性に ある。 作者の 純 粹な觀 照 は 洗練され た 技巧 をう けて、 

片言隻句 も 無駄がない。 一 篇 よく 首尾 一 貫 透徹した 作者の 藝術 境が 誤 またす 讀者を 支配して 何等 溷 
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濁の 跡 をと ビ めない。  に 

氏が 感じた 微妙な 戰慄 やなげ き ゃ氣息 は、 作品の 中に 陰騎 ある 波動 を ゑが いて ゐる。 そして  一 In 

の 作品 は それぞれ 纏った 韻律 を傳 へる。 詩的 精神 はために 高められ、 種々 相 異れる 調子 は、 多面的 

な 大作 家の 手腕 を遣憾 なく 示して ゐる。  ^ 

これ は 又、 氏の 完璧 性に もよ る。 空然の 完成 期に 出で 遇 はせ る を自覺 して ゐた彼 は、 誰れ よりも 

作品 完成に カを灑 いだ。 r ボ，' ドレ，.' H ルの 一 行」 を 欲した 彼の 氣魄は 一 作 毎に 鳴り をた て 、ゐ る。 一 

珠玉と いふ 語が その ま、 使用 出來 るの も、 彼の 短篇であった。  一 

一 

期くて 彼 は 百 四十 有餘の 短篇に、 純粹 完璧の 烙印 を捺 したので ある。  一 

4* 俳人 • 歌 人* ヱヅセ スト  _ 

彼の 作品の 完璧 は、 單 なる 作家 的 修養 以外に、 俳人、 歌人、 H ッ セ スト 等の 彼の 反映 を 多と せ ざ 

る を 得ない。 彼の 表現の よく 簡勁 にしても の K 肺肝 を 貫いて ゐ るが 如き、 恰然 たる II 緲の 世界が 江 

溢して ゐ るが 如き、 日本 支那の 古典 詩歌に 負 ふ 所 齢し としない であらう。  ； j 

1 兀祿 の古詞 になら つた 彼の 俳句、 寓 葉の 古 調に 就いた 彼の 歌 は、 それぞれの 尊 門 家に よって ィゾ广 ぶ 
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に 批判の 下に 置かれ、 賞讃を 呼んで ゐる やうで ある、 そして 氏の H ッセィ が、 厨 川 白 村 以上の 卓拔 

を 示した と 云っても 過褒で はないで あらう。 加 ふるに 彼 は、 書 畫骨靈 に 至る 造形美術に 對 しても 見 

識を具 ふるに 至った。 斯 くして、 詩人 兼ヂャ ー ナ リスト を 任じた 氏 は、 その 作品の 中に これらから 

来る 一 切の 滋養 を吸牧 して ゐ たと 思 はれる。 

より 多く 隨筆 家と しての 彼 を かふ 如き は、 私の とらざる 處 である。 寧ろ 彼の 隨筆 は點 心で はない か。 

5, 短篇の 極北 

芥川龍之介 は 天成 の 短篇 作家 であつ た。 

「短篇」 とい ふ 様式 を 近代に 完成した ものに 志賀直 哉が ある。 が 直 哉に は 「暗夜 行路」 の 如き 長篇 

に、 より 彼の 風貌 を 窺 ふに 足る とすれば、 彼 とても 短篇 作家に 終始した もので はない。 それに 比し 

て 芥川龍之介 は 一 一三の 中篇 を 物して はゐ るが 短篇に 比すれば 物の 數 ではない。 

彼の 短篇 は 多數に 上った ばかりで はなく、 短篇に 於て、 始めて 彼の 天成が 遺憾な く顯れ てゐ る。 

如何なる ー篇も 精巧なる 藝術 品たら ざる はない。 そして 又 如何なる 一 篇をも 各々 遠った 意圖の 下に 

成れる、 實に 天才の 多面性 を發 揮して ゐ るので ある。 而 して その 如何なる ー篇 をと る も、 よく その 
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方面の 顶點を 示す 作品なる に 驚嘆せ すに 居られない。 短篇の 極北と は 氏の 短篇に ふ 言 薬で あらう _ 

g くして 彼 は その 生涯 を 短篇 作家の 冠 冕と して 終始した。 

こ れ は 文舉史 的 に も 特筆大書す べき 事で ある。 

寺 代り！ 

芥川龍之介 は、 明治 初期 以來 幾多の 波亂 曲折 を經 た我國 個人主義 文學が ー應の 完成 を兑た 自然 主 

義 時代に 修行 をつ み、 やがて、 签然 の圓熟 期と なった 大正 期に 文 擅に 立ち、 强 力に 圆 熟に ひいた 作 

家の 一人で ある。 これ は 明治 以来 西歐の 資本主義 經濟 機構 を 模倣して 來 たこの 國の經 ^糾織 も 略よ 

大正に 人って 完成 をみ たもので あって、 その 點 政治、 敎育、 宗教、 哲學等 規をー にす るので ある。 

が、 大正 中期より、 所謂 プロ レク リア 思潮が 輸入し 似 人 主義 對社會 主義、 ぉ窗對 無産の 相 剡銜突 

が 醯 成し、 兹に圓 熟の 平和 は 破れた。 文學に 於ても 徒らに 崩壞的 現象 を呈 し、 インテリ ゲン チ ユア 

は 苦 惱に沈 Ira した。 

芥川龍之介の 作品の 前期 は 圓熟期 を 謳 ひ 後期 は 新時代の 曉を つげる。 

更に、 視野 を 廣く轉 すれば、 彼に 影 を 落した 時代 は實 に晤擔 たる 世紀末の 廢 鎖であった。 


その 暗澹たる 薄暮 を 彷徨した、 彼 は 詩人だった。 また 一面 彼 は、 新しき 英雄 を 想望した。 而 して、 

その いづれ に ゆく も餘 りに 聰明で あり 過ぎた。 

新時代と 握手す る 情熱に は缺 け、 然 かも 彼の 理智 は、 新しい 局面に 彼 を かりたてた。 加 ふるに 世 

紀 末の 惡鬼 は、 彼の 精神 及 肉體を 次第に さいなんだ。 彼 は 慟哭 を 以て、 その 一 生 を 記 錄し殘 して ゐ 

る。 彼の 「この 人 を 見よ」 である。 

時代の 嵐 は 容赦な く 吹き荒んだ。 そして 一 本の 葦で ある インテリ ゲン チ ュ ァの心 奥 を かきむしつ 

た その 昭和 初頭。 かくて 時代の 桎榜 となって 自ら 生 を 絶った。 末期の 作品 は、 彼が いとんだ 時代へ 

の 傷まし き 狂暴な 叫び をった へる。 同時に 「一時 代の 超ら れ ない」 敗北の 嘆息 をき くので ある。 
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第 四 章 「再び この 人 を 見よ」 (結語) 

芥川龍之介 は、 その 作品の なかに、 自己 を 披瀝し ない 作家と して 生前 一般の 評 家から 認められて 

ゐた。 しかし その 死後 發 表された 龍 之 介 研究の 文獻は 11 死、 かの 悲痛なる 自殺 を 前にして、 彼等 

一 般の龍 之 介觀が 根底から 動搖し 出した。 そして、 彼等の 故人に 從來 なげつけて ゐた 固定 的な 評； 説、 

「乾燥した 文人」 r 理智 的な 冷感 さ」 「才人」 「技巧 家」 「警句 家、」 r 藝術 至上 主義者」 等の 彼の 半面に 

於て 情熱 的な、 感傷的な 「人間的な、 餘 りに 人間的な」 一面 を 具有して ゐる 事に 瞪 目した ので ある。 

尤も 龍 之 介 は、 生々 しい 「吿白 」 に は 背 をむ けて ゐた。 併し それ は、 何よりも T 藝 術，： k# は藝 術の 

完成 を 期さなければ ならない」 とい ふ 彼の 信念から、 餘 りに 時代に 卽し、 ヂャ ー ナ リズムに i=! 傅 さ 

れる事 を 厭った からで あらう。 

『「もっと 己の 生活 を 書け、 もっと 大膽に 告白し ろ」 とは、歷{諸^;^の勸める言葉でぁる。 愤も齿 .n をせ ぬ譯 では 

な い。 僕の 小說は 多少に もせよ 僕の 體驗の 告白で ある。 けれども 諸君 は 求 知し な い。 君の 僕に 勸め るの は 僕 

自身 を 主人公に し、 僕の 身の上に 起った 事件 を 臆 而もな しに 書け と 云 ふので ある。 おまけに 卷 末の 一 に は 

主人公た る 僕 は 勿 諭、 作 中の 人物の 本名 假名 をず らリと 並べろ と 云 ふので ある。 それだけ は 御免 を ら ざる を 


得な い。 —— 

第 】 に 僕 はもの 見 高い 諸君に 僕の 暮らしの 奧底 をお 目に かける の は 不快で ある。 第二に さう 言 ふ 告白 を 種に 

必要 以上の 金と 名と を 着服す るの も 不快で ある。 たと へ ば 僕 も 1 茶の やうに 交合 記錄を 書いた とする。 それ を 

义 中央 公論 か 何 かの 新年 號に 載せた とする。 諸君 は皆而 白が る。 批評家 は 一 韓期を 来した などと 褒める。 友 だ 

ち は 愈 裸になった など > -考 へた だけで も 鳥肌になる。」 (「隨 筆」 創刊 號 大正 十二、 十 一 月) と 云 ひ、 

スト リンド ベルク も 金 さへ あれば 「痴人の 吿白」 は 出さなかった。 出しても 自國語 の 本に する 氣 

はなかった とい つ てゐ る。 

それ は、 彼の 藝 術に 「都 會 的な チョッキ」 を 幾重に もまと はざる を 得なかった 所以で あつたし、 

また 同時に 吿 白を肯 じなかった 心情が 那邊 にある か を 洞察す る 批評家の 味 到 力の 不足 を 指摘し なけ 

れ ばなら ない。 

多くの 批評家 は 技巧 ゃ理智 のき まり 文句に 餘 りに 多く 左右され て、 作品の 肺腑 を衝 いた 龍 之 介 そ 

の 人の 面貌 を 全面的に 窺 はう と はしなかった。 技巧 や 理智の 根底に 横 はる 彼の 瞳の 色 を 見る こと を 

しなかった。 端正な ボ ー ズ のなかに 息づ いて ゐる 「魂の アフリカ」 をみ なかった。 端正 や 现智が 脚 

下に 瞰 おろして ゐた彼 自身の 姿 こそ、 實は 本質的な 彼な ので ある。. 諧謔 や 皮肉の なかに 如何に 泣く 
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にも 泣きれ ない 笑 ふに も 笑 ひ 切れない 彼 自身の 眞情を 語って ゐ るか。 眞のュ ー モア は 嚴肅の 異名で 

ある。 彼の ュ ー モア は 正に それだった、 その 眞情を 見た もの は 稀であった。 この 意味から 言って 能 

之 介 は、 生前 餘り にも 自分 を 知らな 過ぎる 世評 を輕 蔑せ すに は 居れなかった ので あらう。 或^；^^味に 

於て、 彼の 自殺 は、 鬆積 せる 世評への 反逆で もあった の だ。 

それが かの， SI 殺 を 契機と して、 半ば その 嚴肅 さに うたれ、 氏の 風貌 を 再 批判す る 機 會が與 へられ 

た。  . 

小 i 呂豐隆 氏の 「芥川龍之介の 死」 は その 間の 消息 を 次の 如くい つて 文を閉 ぢてゐ る。 

『芥 川は是 まで、 才人と 言 はれ、 技巧 家と 言 はれ、 警句 家と 言 はれ、 藝術 至上 主義者と 言 はれ、 その他い ろい 

ろに 言 はれた。 芥川 はさう いふ いろいろの もので あつたに 違 ひない。 然し、 それよりも もっと 大事な 事 は、 芥 

川が 恐ろしく 33；； 面目であった 事で ある。 『行人』 の 主人公 は、 「人間 も氣 狂に して 見ない と 本心が わからな いの 

か」 と 言った。 芥川も 死な、 ければ、 或は その 本心 を 人に 分からせる 事 は 出来なかった かも 知れない。 然し 芥 

川 は 死んだ ので ある。 死んで 本心 を 出した ので ある、 死なずに 本心 を 出した 稼り でゐる 人よりも：： ii! は どんなに 

立派な 事 だか 分らない。 』ハ 中央 公論 昭和 四 年 六月) 

かくて 自殺が、 氏 を 藝術を 見る 視點を ー轉 させた ので ある。 { お 本 顯治氏 も 『一 九 二 七ギに 著し かつ 

たこの 「文人」 の 切迫した 羽搏きと、 その 結論と しての 自殺 は、 氏 をみ る 私の 態度に 强ぃ變 化 を ひ 
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き 起さす にゐ なかった。 意外に も、 我々 に 近く 立って ゐる 氏を發 見した ので ある。 私 はこの 時、 氏 

の 自殺が 私 を 感傷的に したので はない かと ー應考 へて 見た。 そこで、 私 は、 新しく、 嚴肅に 氏 を 見 

直さす に は 居られなかった。 …… だが、 感傷の ためで はない。 氏 は、 一生 脫ぐ ことの 出来なかった 

重い 鎧 を 力一杯 まへ ながら、 不安に 閉 された 必死の 鬪ひを 見せて ゐ るので あった。 その 數 種の 遣 稿 

と共に、 最後に、 我々 に肉簿 して 來てゐ るので ある。 疲勞し 切った 自己の 上に 投げられた 過渡 時代 

の 影 を 痛々 しく 語りつ、、 氏 を 襲って 来る 必然的な 結論に 慚哭 して ゐ るので ある。 そして、 そのこ 

と は、 氏に とって、 一 つの 異常な 轉 身と 言 ふより 氏の 文學的 出發點 において、 旣に內 在 的に 規定 さ 

れた 決勝線への 必然的な 到着であった こと も、 再 批判の 後に は 知る ことが 出來 るので ある。」 (敗 死 

の 文 學* 改造 • 昭和 四 年 八月) といって ゐる。 

芥川龍之介の 人 及藝術 は、 か- -る 二つの 基調 を內 包して ゐる。 その 意味に 於て 藝術 至上 主義で は 

なかった。 正宗 白鳥 氏 は、 彼の その 點に 共感して 次の 如く 言って ゐる。 

「谷 崎 氏 は、 かって、 熊 谷直實 が、 淨， 土の ある 西方に 背 を 向ける の を 憚って • 逆さまに 馬上に 跨つ 

て 歩 を 運んで ゐた その 敬虔なる 心 構へ に 感服し 自分に はさう いふ 宗敎心 はない が、 藝 術の 美に 沒頭 

して 安んじて ゐ ると いふ 意味の 感想 を、 ある 雑誌に 述べて ゐ たが、 芥川氏 はさう いふ 藝術 至上 主義 
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者ではなかった。 禪超ゃ 五位の 入道 ゃ良秀 について 無關 心で は 居られない 人であった。 私が 以前 か 

ら 氏の 作品に、 共鳴 を 感じて ゐ たの は その 點 であった。」 

彼 は 以上の 如く、 充分 藝術 至上 主義 的で あり 乍ら 然 かも 藝術 その もものに 懐疑に 臨み、 ！：：^っは人 

生 そのものに 肉藏 して、 常に 人生 を、 現實を 把握して 居った。 是 彼の 藝 術が 何よりも 現實. ；+; 義の作 

品と なった 所以で ある。 右三 氏の 引證は gi くと も、 芥川龍之介の 死後 發 表された ものであった が、 

龍 之 介の 深い 交友と、 友情 を 晩年まで 持鑌 した、 菊池寬 氏は华 くも、 大正 八ハキ 二月 次の 如く 言って 

ゐ る。 

r 芥川氏 は 孰れ かと 云へば、 其の 人生 觀に 於ても、 物の 見方に 於ても、 寧ろ 一個の リア リス 卜 だ。 現 .13; を、 只 

自分の 生活 を 描く 作家の み を リア リ ス 卜と 呼び、 その 作品 を リア リズ ム の 作品と 呼ぶ が 如き は、 眼光 紙背に 徹 

せざる 批評家の 屢々 犯し 易い 愚 だ。 歴史 小說を 描が いた こと も、 どんな 奔放 奇拔な 題材 を 扱っても、 その 作者 

の 心眼が リア リス チックで ある 以上、 その 作品 は 立派な リアリズムの 作品 だ。 題材の 如何な ど は 末の末 だ。 現 

實を 描かなければ 現實 主義の 作品で ない と 云 ふが 如き は、 百姓 讀み的 だ。 序で だから、 一 一一 n した いが 吿. a の 形 

式で 書かなければ、 告白 文學 でない と 云 ふやうな 議論 も、 やっぱり 之と 同じ 批評 だ。 芥川 氏の 「戯作： 一； 眯」 の 如 

き、 彼の 創作的 生活の 吿白 でな く J i て 何で あらう。 た i^、 彼が 世の 所謂 吿白小 說ょリ も、 もつ と藝術 家で ある 故 

に、 曲亭馬 琴を愧 儡と して、 吿 白の 代理 をせ しめた の に過ぎないと 思 ふ』 (浪漫主義の 本 • 文該 往來、 一 六 二) 
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といって ゐ るの は、 正に、 その 通で ある。 

然も 眼光 紙背に 徹せざる 批評家 達が、 如何に 龍 之 介 生前 横行して 居った であらう。 龍 之 介 は、 龍 

之 介の 文學 は、 この 意味に 於て、 技巧 派で はない。 理智 主義の 文擧 でもない、 現實 主義 文擧 である _ 

岩 城 準太郞 氏增訂 版. 「明治 大正の 國 文學」 に 於て、 龍 之 介の 文擧を 一. 現實 主義 小說の 一面」 と 耍ハポ 

したの は 故ない 事で はない。  • 

しかし、 その 現實 主義 は 現 實の爲 に 拘泥 はしなかった。 寧し ろ、 現實を 高い 觀點に 於て 瞰 下ろし 

てね るので ある。 

「作者の やうな 聰明な 知的な 人の 人生 觀は、 無論 現實 主義で なければ ならない が、 現 實に隨 喜す る樂夭 家の そ 

れ でない こと は 云 ふまで もな く、 現實 を嫌惡 する それでもな い。 現實を 認識して 表裏に 徹しながら、 之に 沒頭 

しな い 上品 さに 踏 止まって ゐる。 これが 彼れ の氣 質の 然 らしめ ると ころで、 東洋の 詩人に 見られる 1 i の ロマ 

ン チシズ ム である。 . ^つて、 唯一 の 原理に 總 ベて を 統合しょう とする 哲學 者の 一本 氣を 有つ わけもなく、 複菊 

な 素質 を その ま、 腹に 納めて ゐる C そこに 湛 然として 動じな い 調和の 世界が 作リ 得られ V ば、 それ もよ ろし 

いので あるが、 彼れ に は 知的な 明るさの 裡に 潜む 內部 的の 惱 まし さがあった， 生の 意志が はたらかないで 唯 頭 

腦の 尖端が はたらいた。 その 先端に 維 かって ゐる 神經が はたらいた ので ある。 不安と 倦怠と がそ こから 生れ 

る。 一代の 才人 芥川 は. 旺盛な 精神力の 不斷の 活動が 內 部へ 內 部へ と はたらきかけた 極、 その 肉體 はとうく 
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それに 耐 へきれ なくなって、 f;5! 稿に いは ゆる 「漠然 る 不安」 に惱 みながら 仆れ たので ある。」 (岩 城 準 太郞氏 • 

現 寅 主義の 一 面、：； 

龍 之 介の 對世 問の 哲理が、 長き 創作 生活の 間に、 あ、 した チ ョ ッ キを 幾重に も 着用し なけ ば、 

自分自身 を 滅ぼす 事と なった 爲 であった らう。 しかし 我々 は 彼の チ ョ ッ キに 幻惑され て滿 足す る， 

に は 行かない。 何よりも 彼の 瞳の 色 を、 頭腦の 泉で ある 心臓の 呼 動を聽 かなければ ならなかった。 

まだ 彼が 大擧に 入った ばかりの 大正！ 一年、 その 友 藤 岡藏六 氏に 送った 書簡の 中に もチ H スタ ー ト 

ンの 

Trtle  wise  men  are  tllosc  wlio  lia くひ com ひ dies  in  theif  lieads  nlld  tragedies  in  their  he,, 

arts. 

を 引用し、 「我我 は 失望す る爲に 生きて ゐる のか もしれ ない。 はれ ども 失望し きった 虚には 自ら 新し 

い 望が 芽ぐむ。 雜草 をむ しりと つた あとの 土で なければ ヒ ヤシン スの花 はさかない (lisilhlsion を 

經 過した あとの 心に 生れた のぞみで なければ カづ よい のぞみと は 云 はれない。 僕 等 はさび しい けれ 

ども それだけ さびしくない 人より は强 いと 思 ふ。」 と 云 つて ゐる。 

彼 は、 一 篇の 小說を 物さない 時代の 服 心の ない 友へ の 手簡 中に 於て ある。 
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「頭に は 喜劇 を 胸に は 悲劇 を、」 芥川龍之介 は 正に その 苦悶の 中に ぁぢ きない 一生 を 終始した。 それ 

は孤獨 にこ もった 人生の 逃亡者に 似て、 然 かも、 それと は異 ふの は現實 への 瞳の 凝視で ある。 而し 

て 彼の 藝術 は、 その 間の 消息 を 語る、 彼の 「悲しい 玩具」 であると 思 はれる。 然るに、 晩年 彼が 「河 

童」 を發 表した 當 時で すら、 世評 は、 彼の さう した 悲劇 を 見す して、 喜劇 を 「明朗な 理智」 を 云云 

した。 そこに 二重の 煩悶が あった。 人物 記 「佐 藤 春 夫」 は 如何に 世評の 誤れる かに 對 する 龍 之 介の 

一 の 解答で ある。 

—— 僕の 何 かの 拍子に 「喜劇 を 書きたい」 と 云った 時、 佐 藤 は 僕に かう 云った T 喜劇なら ば 君に 

はすぐ 書け る だら う」 僕の テ ンぺ ラ ント は嚴肅 である。 全 精神 を 振 ひ 起さなければ 滅多に 常 談も云 

ふこと は出來 ない。 それ を 佐 藤 は 世間と 共に 容易の 業の やうに 誤解して ゐる。 —— 

澄 切った 理 智と洗 練され たュ I モアの 影に は、 人生に 對 する 眞 面目な 瞳が 常に 瞬いて ゐ たの 

である。 そして その 瞳 は 時には 淚に ぬれさへ して 居った かも 知れぬ。  . 

きみ ； 5 よ がん 力 ^.ン 

君 看 雙眼色 

か. -ら され は 5 れひ； んき へに たり 

不 語 似 無 愁 

これ は處女 短篇 集 「羅生門」 の 扉に ある 彼の 愛 句で ある。 同時に 彼 は、 晚^ 死 を；^— して、 生前 最 
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後に 發 表した 創作 「三つの 窓」 の 2 の 結末に 再び この 句 を 引用した。 彼の 雙 眼が 憂愁 に^って ゐた 

の を、 理智ゃ 諧謔 や 秀拔な 技巧のう ちに 哀愁が た \ へられて ゐ たの を 見た d は 死後の ことであった。 

處女 出版の 扉の この 文字に 留意した もの も、 例へば 日 夏 耿之介 氏の やうに、 參 つて 彼が 自分の 心 

境に いさ- -か 感傷した な！ 位に しか 考へ なかった。 しかし 自分の 手で 語らなければ、 愁が あろ か 

否か は 判然し ない 世の中 だ つた。 斯 くして、 江 ロ渙氏 以来 彼が 作家 生^ 十 年に 及ぶ 文藝 批評家 は 「现 

智的」 「諧謔 的」 の 一 つ 言葉に 終始した。 

n 二つの 窓」 に 於て K: び 引用した の は 照應の 意味 もあった らう。 鬼して 然 らば 彼の 创作 生^に 於て、 

この 語 は 重大なる 契機 をつ くる ものと 言 ふこと が 出来る。 

以レ 無い 愁は、 憂愁が ある 意味で ある。 只 一見な きが 如く 見 ゆると いふので ある。 龍 之 介 はか.^ ろ 

技巧 を 愛して 居. つた。 が眞實 に讀む ものに は、 その 眞義は 明で ある。 直に 有愁 などと いふよりも か 

へ つて 切寳に ひ ^ くもので ある。 而 して こ の 點に 於ても 評 家 は無關 心で あ つ た。 

「文 を 作らん とする もの は 如何なる 都會 人で あるに しても、 その 魂の 奥底に は 野 蠻人を 一 人 持って 

ゐ なければ ならない。」 

「佚 儒の 言葉」 の 中で 「作家」 に 就いて 氏 は 斯う 語って ゐろ。 又、 「羅生門」 出版 會 席上、 ，：：n ら 「木 
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是 山中 人」 と 揮毫した 彼で ある。 龍 之 介 は リファイン された 典型的な 都會 人であった とい ふ 點は佐 

藤 春 夫 氏 を 始めと して あらゆる 評 家 は 言及した。 そして 總 ての 人々 が、 それが 爲 に賞讃 し、 また 誹 

難した。  .  . 

しかし、 半面に は、 逞しい 情熱 を かり 立てる 一 匹の 人間 獸が、 野蠻 人が 龍 之 介の あの 端正な 容姿 

のなかに 息づ いて ゐ るの を 見た もの は 稀であった。 さう して 龍 之 介の 悲劇 は、 實に その 二つの もの 

の 相剌に 原因して ゐ るので ある。 都會 人の 彼に 對 する 野 蠻 人の 彼の 反逆で ある。 彼の 枕の 中には 

「半身 半 馬 神」 が 始めから 存在して ゐた。 寵之介 は その 「魂の アフリカ」 に 恐れても ゐた。 しかし、 

それ 等の 相 剌鬪爭 は、 龍 之 介の 心の中に 戰 をつ ピ けた。 それが、 時代の 怒濤の 飛沫 をう けて 次第に 

彼 の 精神 乃至 身體 を 減して いった。 

作家 は、 時代の 嵐に 吹かれて ゐる 一本の 葦に 過ぎない。 

「芥川龍之介！ 芥川龍之介、 お前の 根 をし つかりと おろせ。 お前 は 風に 吹かれて ゐる葦 だ。 空模 

様 はいつ 何時 變る かも 知れない。」 (問 中 問答) と、 晩年、 彼 は、 斯う 叫ばなければ ならなかった _ 

か. -る 芥川龍之介の 藝術 は、 始めから 捨身の 藝 術だった。 藝 術に 漸く 彼の やるせない 足場 を 見出 

して ゐた に過ぎない。 


£E 熱 的な 彼 は、 デ オル テ H ルの 理智 をた のんだ。 芥 川に 「人工的な I 異」 を與 へたの は 彼であった。 

かくて 反 話 や 微笑の 中に 彼 自ら を 忘れ 次第に 太陽へ 登って 行った。 

しかし 孤獨ゃ 性來の 情熱， は、 彼 を 人 問 地獄に かりやらない では 置かなかった。 「齒 車」 や 「或 阿： 木 

の 一 生」 を 見よ。 そこに 一 匹の 人間 獸の 宿命へ の 反逆 を 見る。 しかし 運命 は 寸分の 狂 ひもな く 前進：： 

した T 人工の 翼」 は 折れ、 發狂か 自殺の 外にはなかった。 

-ーィ チェ は 「この 人を兒 よ」 と 書いて 狂氣 した。 芥川龍之介 は、 己の 半身に キリスト を 感じ 「西 

方の 人」 をの こして 自殺した。 彼の 理智と 云へ ども 彼の 上に か- - つた 十字架 を 如何と もす る ことが 

出來 なかった ので ある。 

が、 彼の 藝 術への 精進 は、 多くの 作品 11 殊に 短篇に 完成 を與 へた。 それ は 尠くとも：：： 本文 祭^ 

上 特異な 存在と なった。 

われわれ は 千 葉龜雄 氏と 共に 左に 結論す る。 

r 芥川 氏の 作品 を讀 みかへ してみ る。 やはり、 氏の 藝術 は、 日本の 文壇に あって、 類が 無い。 前. < 

が 無い。 唯一 つ だけ ある 尊と ぃ寳 玉であった。 そして 私 はい まさらに、 この 鬼才の 藝 術が、 出立 か 

ら 完成して ゐ るのに 驚かれる しま た 神經だ け で 出來上 つた やうな、 名人 的な 磨きの， か、 つた 技巧、 


靑 空の やうな 新鮮な、 直觀 と感覺 と、 印象の 感受性の 透明な どに も、 一 々しみじみと 味 得される Q 

である。 が、 それ 以上に、 私 は 氏の 作品が、 大正 昭和時代 を 反映す る文擧 として、 もっと 時代 特殊 

な 生命 觀を 持つ もので あり、 そして もっとも 特殊な 時代 神經 を記錄 しのこして くれた ものと して、 

永遠に 記念 さるべき もの だと 思 ふ。」 (太陽 昭和 1 1、 九) 
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〔附 錄〕 

日光 小品  ， 

芥川龍之介 

0 大 谷 川 

馬返し をす ぎて 少し 行く と大 谷川の 見える 所へ 出た。 落葉に 埋もれた 石の 上に 腰 を 下して 川 を 見 

る。 川 はすうつ と 下の 谷底 を 流れて ゐ るので 幅が やっと 五六 尺に 見える 川 を 挾んだ 山 は 紅葉と 黄葉 

とに 隙き 間な く蔽 はれて、 其 間 を殆、 純粹に 近い 藍色の 水が 白い 泡 を 噴いて 流れで ゆく。 

さう して 其 紅葉と 黄葉との 間 を 洩れて くる 光が 何とも 云へ ない 暖かさ を 洩らして 見上げる と 山 は 

私の 頭の 上に も聲 えて、 靑 空の、 畫窒の スカイ ライ 卜の 様に 狹く 限られて ゐる のが 丁度 岩の 間から 

深い 淵 を 窺いた 檬な氣 を 起させる。 
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對 岸の 山 は 半ば は 同じ 紅葉に つ \ まれて 其 上 は 流石に 冬枯れた 草 山 だが、 北ハ ゆったりした 肩に は 

紅い 光の ある 靄が か. -っ て 褐色の 毛 きらす 天鵞絨 をた \ん だ 様な 山の 肌が 如何にも 優しい 感じ を 起 

させる。 其 上に 白い 炭燒の 煙が 低く 山腹 を 這つ てゐ たの は 更に 私 を 床しい 思に 耽らせた。 

石 を はなれて 再 山道に か、 つた 時、 私 は 「谷水の つきて こがる、 紅葉 かな」 と 云 ふ 蕪 村の 句 を 思 

ひ 出した。 

0 戰場ケ 原 

枯 草の 間 を 沼の ほとりへ 出る。 

黄 泥の 岸に は、 薄氷が 殘 つて ゐる。 枯 直の 根に は 煤けた 泡く がかた まって、 家鴨の 死んだ のが 共 

屮に、 ぶつく り 浮んで ゐた。 どんより と 濁った 沼の 水に は靑穴 H が錯 びつ いた 様に 映って ほの 白い 雲 

の 影が 靜に 動いて ゆく の を 見える。  • 

對 岸に は 接骨木め いた 樹が すがれ か \ つた 黄葉 を 低れ て 力無 ささう に 水に 俯いた。 それ をめ ぐつ 

て 黄ばむ だ 鹿が 哀し さう に戰 いで 其 間から 淋しい 高原の 景色が 眺められる。 

ほ. - けた 尾花の つ V いた 大野に は、 北國 めいた、 黄葉した 落葉松が 所々 に 腕 だる さう に錄 えて 其 
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間 を さまよ ふ 放牧の 馬の 群 は そ ろに 我々 の 祖先の 水草 を 追うて 漂浪した 昔 を 想 ひ 出させる。 原 を 

めぐった 山々 は いづれ も 佗しい 灰色の 霧に つ 、まれて、 薄い 夕日の 光が 僅に 其 頂を濡 して ゐる。 

私 は荒凉 とした 思 を 抱きながら この 水の じく./ \ した 沼の 岸に 佇んで 獨 りで ツル ゲ ー 子フ の 森の • 

旅を考 へた。 そして 枯 草の 間に 龍 膽の靑 い 花が 夢見 顔に いて ゐ るの を昆た 時に し み じみ あの、 

I liave  nothing  to  do  with  thee と 云 ふ 悲しい 言が E やひ 出された。 

0 巫 女 

年を老 つた 巫女が 白い 衣に 緋の袴 を はいて 御簾の 陰に さびし さう に獨 りで 坐って ゐ るの を 見た。 

さう し て 私 も 何となく 淋しくな つ た。 

時雨 もよ ひの 夕に 舂 日の 森で 若い 二人の 巫女に 遇った 事が ある。 一 一人と も 十二 三で 矢 張緋の 袴に 

白い 衣 をき て 白粉 をつ： t? てゐ た。 小暗い 杉の 下 かげに は 落葉 を 焚く 煙が ほの 白く 上って しっとりと 

濕 つた 森の 大氣は 木 稍の 囁き も 聞え さうな、 云 ひ 難いし づけ さ を 漂せ た。 

其 物靜な 森の 路を 物靜に ゆきち がった 若い いや 幼い 巫女の 後 姿 は どんなに か 私に めづ らしく 覺ぇ 

たらう。 私 は ほ \ えみながら 何度も 後 を 振り かへ つた。 
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けれども 今、 冷な 山懐の 氣が肌 塞く 迫って くる 社の 片 かげに 寂然と 坐って ゐる 老年の 巫女 を 見て 

は そ ろに、 哀し さを覺 えす に は ゐられ ない。 

私 は、 一 生 を祌に 捧げた 巫女の 生涯の 淋し さが 何となく 私の 心 を ひきつける 様な 氣 がした。 

〇 高 原 

裏兌ケ 瀧へ 行った 歸 りに 獨 りで、 高原 を 貫いた、 日光 街道に 出る 小さな 路を迎 つて 行った。 

武藏 野で はま だ 百舌鳥が なき、 鶴が なき、 畑の 玉蜀泰 の穗が 出て、 藩 紫の 豆の 花が 薬の かげに ほ 

のめいて ゐ るが 此處は もうさな がらの 冬の 景色で、 薄い 黄色の 丸 葉が ひら/、， ついて ゐる白 禅の 小 W 

柱の 草の 中に 宁ん だのが 靜 かと 云 ふより は 寂しい 感じ を 起させる。 此日は 風の ない 暖かな 曰 で 禅 

林の 問から は堇 色の 光を帶 びた 野 州の 山々 の 姿が 何か來 るの を 待って ゐる やうに 冷 冷す る 高原の 人 

氣を 透し て 名 ごり なく 望ました。 

何時だった かこんな 話 をき いた 事が ある。 雪國の 野に は 冬の 夜 なぞに よくもの の聲 がすろ とい ふ。 • 

其聲が 塞い 國に 多くの 人が ゐてロ 々 に 哀歌 をうた ふと もき ければ 森 かげの 鬼の 十 羽 一 一， r 羽 力 夜霧 

のまの かな 中から 心細 さう になき あはす とも 聞え る。 唯 野の 末から 野の 末 へ 風に のって 響く おん 


5  ) 錄 附 


何もの の聲か はしらない。 唯 此原も はがくれから、 そんな 聲が 起り さう に 思 はれる。 

こんな 事を考 へながら 半里 も ある 野路 を 飽かす にある いた。 何の か はった 所 もない、 此 原の 眺が 

どうして 私の 感興 を 引い たかは しらないが、 私に はこの 高原の、 殊に 薄曇りの した 靜 寂が 何となく 

嬉しかった。 

0 工場 (以下 足 尾 所見) 

黄色い 硫化水素の 煙が 霧の 様に もや、/. \ して ゐる。 其 中に 職工の 姿が 黑く 見える。 煤び た シャツ 

の 胸の はだけ たの や、 しみ だらけの 乎 拭で 頰 かぶり をした の や、 中には 裸體で 濡菰を 装裟の 様に 肩 

からかけ たのが 反射 爐 のまつ 赤な 光を湛 えた 傍に 動いて ゐる。 機械の 蓮轉 する 響、 職工の 大きな 褂 

聲、 薄暗い 工場の 中に 雜 然として 聞え る此 等の 音が 氣の よはい 私に は 一 つ 一 つ 强く胸 を壓す やうに 

思 はれる。 —— 裸體の 一人が 爐の 傍に 近づいた。 汗で ぬれた 肌が 露 を 置いた 様に 光って 兒 える。 細 

長い 鐵の 棒で 小さな 爐のロ をが たりと あける。 紅に 輝いた 空の 日 を 溶した 様な、 火の 流れが す ー う 

つとまつ 直に 流れ出す。 流れ出す と爐の 下の、 大きな バケツの 樣な ものの 中へ ぼと ぼと と 重い 響き 

を させて 落ちて 行く、 バケツの 中が 一杯になる に從 つて 火の 流が はいる 度に、 はらく と 火の粉が 
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ちる。 火の粉 は 職工の ぬれ 菰 にも か \ る。 それでも 平 氣で何 か 歌を謠 つて ゐる。 

和 田さん の 「緯爐」 をみ た ことがある。 けれども 時代の 陰影と でも 云 ふやうな、 鋭い 感興 は 浮ば 

なかった。 其 後に マ， n  ニックの 「不漁」 を 兑た時 も 矢 張 暗い 切實な 感じ を覺 えなかった。 

が 今 この 工場の 中に 立って、 あの 煙 を 見、 あの 火 を 見、 さう して あの 響 をき くと 勞働 者の 眞生 J^〔 

と 云 ふやうな 悲壯な 思が 抑へ 難い 迄に 起って 來る。 彼等の 銅の やうな 筋肉 を 見 給へ。 彼等の 1^ まし 

い 歌 をき \ 給へ。 私たちの 生活 は 彼等 を 思 ふ 度に イラショナルな 様な 氣 がして くる。 或は に 空虚 

な 生活な のか もしれ ない。 

0 寺と 墓 

路ば たに 寺が あった。 

丹 も 見る かげが なく 剝げ て、 拔けか \ つた 屋根 瓦の 上に 擬寶珠 の 金が さみし さう に 光って ゐた。 

橡には 烏の 糞が 白く 見えて、 鰐口の ほ つれた 紅白の 紐の もう 色が さめた の にぶらり、 長く さがった 

のが 何となく うらが なしい。 寺の 內 はしん として 人が ゐ さう にも 思 はれぬ。 

其 右に 墓場が ある。 墓場 は 右ば かりの 山の 腹に そうて 開いた ので 灰色 をした 石の 問に 灰色 をし お 
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石塔が 何 本と なく 立って ゐる のが、 佗しい 感じ を 起させる。 草の 靑 いのもない、 立 花 さへ も 殆ど 見 

えぬ、 唯 灰色の 石と 灰色の 墓で ある 眞 中に 線香の 紙が き は 立って 赤い。 これで も 人 を 埋める の だ。 

私 はこの 石ば かりの 墓場が 何 かの シム ボルの 樣な氣 がした。 今でも あの 荒凉 した 石山と 其 上の 曇つ 

た 濁 色の 空と がま ざ/ \ と 目 にの こって ゐる。 

0 溫 き 心 

中禪 寺から 足 尾の 町へ 行く 路が まだ 古河 橋の 所へ 來 ない 所に 川に 沿うた、 あばら 家の 一 ならびが 

ある。 

石 をのせ た 屋根、 こ ー ま， I いの 露な 壁、 仆れ か、 つた 垣根と 垣根に は 竿 を 渡して おしめ やら 汚れ 

た靑ぃ 毛布 やらが、 薄い 日の 光に 干して ある。 その 垣根に ついて、 此處ら に は 珍しい コスモスが 紅 

や 白の 花 をつ けたのに、 片目の つぶれた 黑 犬が 懶さ うに 其 下に 寢 ころんで ゐた。 その 中で 一軒 門口 

の 往来へ むいた 家が あった。 外の 光に 馴れた 私の 眼に は 家の 中 は 暗くて 何も 見えなかった が、 其 明 

るい 椽 さきに は、 猫背の 御婆さんが、 古びた ちゃんく を 着て 坐って ゐた。 お婆さんの ゐる 所の 外 

が 直往 来で、 往来に は髮 のの びた、 手 も 足 も 塵と！ S がう す黑 くた まった 跣 足の 男の 兒が 三人で 土い 


錄 附 （ 8  ) 


ぢり をして ゐ たが、 私たちの 通る の を 見て 「や ァ」 と 云 ひながら 手 を あげた。 さう して 唯、 笑った。 

子供た ちの 聲に 驚かされ たと 見えて 御婆さん も 私たちの 方 を 見た。 けれども 御婆さん はぽ だった。 

私 はこの 汚れた 小 供の 顔と 盲の 御婆さん を 見る と、 急に ピ ー タ ー、 クロポトキンの r 靑 年よ、 溢 

き 心 を 以て 現實 を：：： 儿ょ」 と 云 ふ 言が 思 ひ 出された。 何故 思 ひ 出され たかは しらない。 唯、 漂浪の 晚 

年 を 口 ン ドンの 孤客と なって 送って ゐる、 迫害と 壓 迫と を 絕 えす 蒙った あの クロ ボト キンが 溫き心 

を 以てせよ と敎 へ る 心 持 を 思 ふと 我 知らす 胸が 迫って 來た。 さう だ 溫き心 を 以てする の は 私たちの 

務め だ。 

私たち は 飽く迄 態度 をヒ ュ ー マ ナイ ズ して 人生 を 見なければ ならぬ。 それが 私たちの 努力で ある。 

眞を 描く とい ふ、 それ も 結構 だ。 然し 、「形ば かりの 世界」 を 破って 其 中の 眞を 捕へ よつ とする 時に 

も必す 私たち は 溫き心 を 以てしなければ ならない。 「形ば かりの 世界」 に囚 はれた 人々 はこの あばら 

家に 樂 しさう に 遊んで ゐる 小兒の やうな、 それでなければ 窗 目の 顔 を 私たちの 方に むけて 私たち を 

見ようと する 御婆さん の やうな 人ば かりで は あるまい か。 

この 「形ば かりの 世界」 を 破る のに、 ぁく迄も溫き心を以てするのは當然^？^たちの っとめでぁる。 

文 擅の 人々 が排 技巧と いひ 無 結構と 云 ふ-, 唯眞を 描く と 云 ふ。 冷な 眼です ベて を 描た 所謂 公平無私 


に 幾何の 價 値が あるか は 私の 久しい 前からの 疑問で ある。 單に 著者の 個人性が 明に 印象せられ たと 

云 ふに 止り はしない だら うか。 

私 は 年長の 人と 語る 毎に その 人の なつかしい 世 なれた 風に 少なから す醉 はされ る。 文藝の 上ば か 

りで なく 温き 心 を 以てすべ てを兒 るの はやが て 人格の 上の 試鍊 であらう。 世 なれた 人の 態度 は 正し 

く是 だ。 ^は 世 なれた 人の やさし さ を 慕 ふ。 

私 はこん な 事を考 へながら 古河 橋の ほとりへ 來た。 さう して 皆と 一 緒に 笑 ひながら 足 尾の 町 を 歩 

いた。 

雜 誌の 編輯に 急がれて 思 ふやう に 書け ません。 宿屋 2 ラ ンプ の 下で 書いた 日記の 抄錄に 止めます。 


( 1 ) 譜 年 


2562  2558  2557 


2552 


紀 


代 
及 
年 


三 明 三 明 三 明 
五治 一治 〇 治 


二 明 
五、? 台 


11 


6 


0 芥川龍之介 年 


簦 一 


歷 


三月 一 日 東京 市 京橋區 入船 町に 生る、 新 原 

敏 三の 長男な り、 辰年 辰 月 辰 日 辰 刻の 出生 

なる を 以て 龍 之 助と 命名、 生後 母 病 氣の爲 

义 母方に 子な かりし 爲赏時 本 所 區小泉 町 十 

五番 地の 芥川 家に 入る、 養父 道 章 は 母の 實 

兄な り。 

東京 巿本所 區元町 江 東小學 校附屬 幼稚園に 

同小 學 校に 進む、 成績よ し 附近の 貸本屋の 

講釋 本を讀 む。 

四月 (推定〉 Cl の 生徒、 淸水 昌彥、 田 代 

劎 吉郞、 大島敏 夫、 野ロ眞 造、 秋永國 造、 

岡 本與四 郎等と 回 覽雜誌 「日 の 出界」 發行、 

龍 之 助 編輯に 當 る" 

戶籍上 芥川家 を 胃す、 龍 之 助 を 龍 之 介と 改 

む。 

十一月、 實母を 失 ふ： この 顷 より 英語、 漢 

學、 習字 を學 ぶ、 英語 は ナショナル、 リ- 

ダ I  よ リ漢學 は 日本 外史よ リ始 む、  蘆 花の 

riw 然と 人生」 等讀む 


作 


品 


〇 四月 

大 海賊 (一：：； の 出界」 (第二 編) 

〇 五月 

ゥェ， I ルカ— ム (同 三 編) 不思ー 

無鐡 砲と 不活潑 (同) 


(同， > 


譜 年 （ 2  ) 


5 

2 


5 

2 

0 

7 

5 

2 


7 

5 


00 

7 


明治へ 2 ひ 

三 六 r し 


明治 

三 八 


5 


明治 

四 二 

明治 

四 三 


S) 


(S) 


明治， 

四 四 


(？ -) 


大正 

二 年 


四月 二日 「：！！ の 出界」 創立 一 週 年 記念 雜誌 

發行 


東京 11 立 第三 中學 校に 入學、 上級に 後藤 末 

雄、 久保田 万 太 郎ぁリ 文 藝の書 を多讀 す、 

成績よ し、 

漱石、 鷗外、 鏡 花の ものに 沒 頭す 

作家た らんより は 寧ろ 歴史家た ら ん と 思 

、v 

三月、 第三 中學 卒業、 九月、 無試驗 にて 第 

一 高等 學校 一 部 乙 (英文科) 入學。 同級に 

久米正 雄、 菊 池寬、 山 本 有 三、 松 岡讓、 成 

瀨正 一 、 土屋 文明 あり" 一 級 上に 豐島與 志 

雄、 山{„^允ぁり。特に作家たらん希望なし。 

新 二 丁目 七十 一 番地に 移轉。 


第 一 高等 學校 卒業。 帝國 文科 大學 英文科 入 

學。 田 端 四 三 五番 地に 移轉 (- 


〇 二月 

彰仁 親王 薨ず。 な >- しぐさ 。月下の 散步。 

雪 後の 旭日。 春の 夕べ。 つきぬな がめ。 

(「口の 出界」 お 伽 一 束號) 

〇 四月 

怒濤の 乘切 e 學問械 攻擎。 夜 C 夏の 夕べ。 

(同 一 週ハヰ 記念 號)  . 


〇 二月 

義仲論 (第三 中學校 • 友侖 "雜 誌) 

〇 十 1 月 

水の 三 nz  (第三 中 校學 友會雜 誌) 


槍ケ岳に 登った 記。 (惟定) 

土 佐 日記 (文語 譯、 (推.： え) 

P 光 小品 (描 定) 


二月、 久米、 菊 池、 松 岡、 成瀨、 山 本、 土 

屋、 豐島、 山宫 等と 共に 第三 次 「新 思潮」 

發刊 す。 十月、 「新 思潮」 疲刊。 

アナ トオル ランスの 「バルタ ザ アル」 ィ 

H  H ッの 「春の 心臓」 等の 飜譯發 表、 

この頃、 柳 川隆之 介の ぺ ンネ ー ムを 使用す、 

短篇 「ひょっと こ」 「羅生門」 發表。 世評 一 

言 も 加 へず。 

十二月 久米正 雄と 共に 夏 目漱石 の-門に 入 

る、 林 原 耕 三の 紹介に 據る。 


二月 十五 日、 久米、 菊 池、 松 岡、 成 瀨と共 

に 笫四次 「新 思潮」 を發刊 短篇 「鼻」 を问 一 

誌 創刊 號に發 表、 夏 0 漱 石の 賞 讃を 蒙る 爾 

來、 一 ケ年餘 同誌 上に 毎月 短篇 を發 表す。 

五月 雜誌 「希望」 に riii ？」 を發 表、 原稿料 

を 得た る始 なり。 但 一枚 三十 錢。 

七月、 英文科 卒業。 卒業論文 は 「ウイ リア 

ム* モリ ス 硏究」 

九月、 赏時 「新 小說」 主幹 鈴 木 三重 亩の好 

意に 據リ 短篇 「辛 粥」 を 同誌 上に 發表、 十 

月 短篇 「手 巾」 を 中央 公論に 發表。 

十二月、 海軍 機關 學校囑 託と なり 英語 を敎 


〇 二月 

老年 (新 思潮 創刊 號) 

〇 四月 

大 川の 水 (心の 花) 

〇 九月 

靑 年と 死と (新 思潮) 

〇 四月 

ひょっと こ (帝國 文學) 

〇 八月 

松 江 印象 記 (松 陽 新報) 

〇 十月 

羅生門 (帝國 文學) 

〇 二月 

i 鼻 (新 思潮 創刊 號) 

〇 四月 

孤獨 地獄 (新 思潮) 

〇 五月 

父 (新 思潮) 1^。 (希望) 

〇 六月 

洒蟲 (新 思潮： > 

〇 八月 

仙人 (新 思潮) 野呂松 人形 (人文) 

〇 九月 

芋 粥 (新 小說) 猿 (新 思潮) 


譜 年 （ 4  ) 


5 


プ正、 6 


六 


プ正 r7 ン 

七 ハ 2  、 


授す、 第 一 高等^校 敎授 畔柳芥 舟の.^ 介に 

據る、 同月 夏目漱 石の 訃に 接す、 爾來 概ね 

E 端に 住す。 


二月、 第 四 次 「新 思潮」 廢刊 

五月、 短篇 集 ^羅.l^:i:」 を 阿蘭陀 窖房 よ； 

上梓。 著者 装幀。 


二月、 塚 本文と 結婚す つ 「地獄 變」 「奉敎 人の 

死」 等 傑作 を 多く 物す。 


〇 十月 

手 巾 (中央 公論) 

〇 十 一 月 

煙草 (改題 「煙草と 惡 魔」) (新 思潮) 

煙管 (新 小說) 

〇 一 月 

IVlENSUKA  ZOILI  (新 思潮) 運 (文章 世界) 

尾 形 了 齋覺ぇ 書 (新潮) 道 風 問答 ( ) 

0 三月 

忠義 (黑 潮) 

〇 四月 

偸盗 (fil^ ム^) 絡 (讀賣 ) 

〇 六月 

さまよ へ る 猶太 人 (新潮) 

〇 九月 

二つの 手紙 (黑 潮) 或る日の 火 石 內 藏之 

助 (中央 公論) 

〇 十月 

片戀 (文章 世界) 

〇 十 一 月 

戲作 三昧 (大阪 I 母 

〇 一 月 

西鄕 隆盛 (新小；^^) 首が 落ちた 話 (新潮) 

〇 四月 


一月、 短篇 集 「愧 儡師」 を 新潮 社よ リ 上梓、 

著者 装幀。 

三月、 海軍 機關 學校囑 託を辭 し大阪 毎日 新 

聞 社に 入る、 同月 實父敏 三 を 失 ふ、 爾來再 

び 田 端に 住す。 尊ら 創作に 從 事す。 

五月、 菊 池 寬と長 崎に 遊ぶ。 


裝裟と 盛 遠 (中央 公論) 世 之 助の 話 (新 

小說) 

〇 五月 

地獄 變ぺ 東京 日日、 大阪 毎日) 

〇 七月 

蜘珠の 糸 (赤い 鳥) 路上 (大 阪每日 J> 開 

化の 殺人 (中央 公論) 

〇 八月 

奉敎 人の 死 (三 田 文學) 

〇 十月 

枯野抄 (新 小說) 邪宗 門 (東京 日： w、 一 

〇、 一 二) 

〇 一 月 

るし へる (雄 辯) 毛 利 先生 (新潮) あの 

顷の 自分の 事 (中央 公論) 犬と 笛 (赤い 

鳥) 開化の 良人 (中外) 

〇 三月 

きりし ほろ 上人 傳 r 亲 小說) 

〇 五月 

私の 出逢った 事 (密枇 沼地 X 新潮) 龍 (中 

央 公論) 

〇 七月 

疑惑 (中央 公論し 

〇 九月 


m    ¥  c  6 ) 


5 

2 


太 正 

九 


一 月、 短篇 集 「影燈 籠」 を 春陽 堂よ リ 上梓、 

野 口 功造 装幀 

三月、 長男 比 呂志： IH る。 


1 

8 

5 

2 


大正 

1 〇 


0 


三月、 短篇 集 「夜 來の 花」 を 新潮 社より 上 

梓、 小穴隆 一 装螭、 爾後の 短篇 集 概ね 隆 一 


妖婆 (f:^ 忪論) じゅ； 

說) 

〇 十 一 . 


あの *亩 助 (新 


/ 


〇 一 

葱 (新 小說) 鼠 小^ 次郞き (中央 公論) 

舞路會 (新潮) 奇怪な 再會 (大阪 J,$nl) 

〇 四月 

秋 (中央 公論) 

〇 五月 

黑夜 聖母 (文章 仉樂 部) 女 (解放) 或 敵 

打ちの 話 (雄 辯) 素戔 鳴矜寸 (改作 「老い 

たる 素 f{ 鳴雞」 0^ 服)) (ま 京 H 日 大阪铄 

日) 

〇 七月 

南京の 基督 (中央 公論) 杜子 # (赤い ftD 

〇 八月 

捨兒 (新潮) 

〇 九月 

影 (改造) 

〇 十月 

お 律と 子等と (1:^ ゆ 論) 

〇 1 月 

妙な 話 (現代) 山 略 (中央 公論： * 


の 装幀に 係る、 啻に 親交に 據る のみならず、 

藝術 上隆ー に 服 すれば なり： 同月、 支那に 

遊び 上海よ リ江南 一 帶に 遊び 漢ロを 經て洛 

陽 龍 門 を觀、 北京よ リ 更に 大同に 至る 朝鮮 

を 經て歸 れるは 八月な"。 


四月、 長 崎に 再遊、 滯布約 一 ヶ月 

五月、 隨筆集 「點 心」 を 金星 堂よ リ森 田恒 

友の 装幀に て 上梓、 

八 丹、 選集 r 沙羅の 花」 を 改造 社より、 

十一月、 中篇 「邪宗 門」 を 春陽 堂よ リ それ 

ぞれ 上梓。 

十 一 月、 次男 多 加 志 生る。 


秋山圖 (改造) ァグ 二の 神 (l^llf ) 

〇 四月 

奇遇 (屮央 公論) 往生 綺卷 (國粹 ) 

〇 九月 

母 (中央 公論) 

〇 十月  * 

好色 (改造) 

〇 一 月 

將軍 (改造」 藪の 中 (新潮) 俊寬 (中央 

公論) 神神の 微笑 (新 小說) 

〇 三月 

トロッコ (大觀 ) 

〇 四月 

報恩 記 (中央 公論) 仙人 (サ ンデ ー 毎日) 

〇 五月 

お 富の 貞操 (改造 5-—9) 

〇 七月 

庭 (中央 公論) 一夕話 (サン デ ー 毎日) 

〇 八月 

六の 宫の姬 君 (表現) 

〇 九月 

おぎん (中央 公論) 

〇 十月 

百合 (新潮) 


譜 年 （ 8  ) 


5 

2 


大正 

一 二 


I  2 ン 


五月、 短篇 集 「# 服」 を 春陽 堂より 上梓、 

小穴隆 一 装幀、 

九月、 大 震に 遇へ ども 一家 無事なる を 得た 


4 

8 

6 


大正 

十三 


七月、 短篇 集 「黃雀 風」 を 新潮 社よ リ 上梓、 

小穴隆 一 装幀 乂、  J! 月よ リ SThe  modern 

,_.erles  cf  English  を 編す、 

終れる は 十四 年 三月な リウ • 

九月、 隨筆集 「百 艸」 を 新潮 社よ リ 上梓、 

恩 地 孝 氏 装幀 


〇 十 一 月 

三つの 一 


(女性 改造) 


〇 三月 

猿 蟹合戰 (綠 人 公論) 二人 小町 (サ ンデ 

1 毎日) 雛 (中央 公論) 

〇 四月 

おしの (中央 公論) 

〇 五月 

保吉の 手帳から (改造) 

〇 八月 

白 (女性 改造) 子供の^ 氣 C  ) 

〇 九月 

春 (中央 公論) 

〇 十月 

お 時 儀 (女性) 

〇 十二月 

あばば ばば (中央 公論) 

〇 一 月 

一塊の 土  (新潮) 三右衞 門の 罪 (改造) 

不思議な 岛 (隨 筆) 糸 女覺ぇ ilfS  (中央 公 

論) 

〇 二月 

金將軍 (新 小說)  ， 

〇 四月 


( 9  ) 譜 年 


8 

5 一 

2 


大正 

十四 


5 

2 


TN 正、 5  ノ 

十五 £ 

(昭和 元) 


三 HIT 近代 口 本文 藝讀 本」 五卷の 編纂 を 終 

る、 十 H! 發行。 こ は 大正 十二 年 九月よ リ與 

文 杜石川 氏より 依嘱せられ しもの なリ。 

七月、 三男 也 寸志 生る。 

十 一 月、 「支那 游記」 を 改造 社よ リ 上梓、 小 

穴隆 一 装幀。 


五月、 ょリ鵠 沼に 滯在、 胃、 腸、 祌經 衰弱 

甚だしく 不眠症に 陷 る。 

十二月、 隨筆集 「梅 っ馬. 鶯」 新潮 社より 上 


或戀 愛小說 (婦人 グラフ) 第 四 の 夫から 

( サ ン デ I 毎日) 傳吉 の 敲 打ち ( サ ン デ — 

毎日) 寒さ (改造； 文章 へ 女性) 少年 (中 

央 公論 4  ;|-5) 

〇 五月 

文 放 古 (婦人 公論) 

〇 九月 
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〇 八月 海の ほとり (中央 公論) 

〇 九月 

尼提 (文藝春秋) 死後 (中央 公論) 

〇 1 月 

湖南の 扇 (中央 公論) 年末の 一 日 (新潮) 
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|れーま識っ^、.|語ま特ゅ破格な文章の|^は其註|書^なかっ^?1£ぱ 

ズ^ は 特に 著者に 乞.；； 1 て、 學界 最初の 著述と して 本書 を 出 奴した。 擦れた 蕴賞. b£ 確な 訓^の.：. 一 

に 立脚せ ねばならぬ。 西 鶴 一 流の 文脈 を 解き ほぐして せ1^殊なる111?2び#,^^!?13.&酊1键き" 

施された 本書 こそ は、 必ずや 大方..^ の 5f 學 研究者 の 好 しるて き ilt^ な 汗 ％迎 し をて 博? お lljasso 
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判 上製 三 百 页 


If 认女は 西 鶴 傑作 中、 特に 珍ら しく 感傷的な 作品で 其 內容は 何れも 常時の 巷談 を 集めた もので ぁリ、 

^明らかな モデル を 持って ゐる 所に 異色が ある。 作者の 愛慾 描寫 は、 此 作に 於て 初めて .1:; 在 的 傾，：？ を 

ほん 其 奇拔離 利な 觀 察と、 大瞻 奔放な 寫實的 描寫と は元祿 市民の 哀戀 悲戀の 種々 相 を、 心 ゆく 迄 描き 

盡 して ゐる。 乞 ふ 1 本を購 ふて 千古 變リ なき 愛慾の 祕 境に 醉ひ 給へ。 
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番贰七 八 ひ. 1 了 リス 麗 i°J 入"— 三 町 通 JtnV-^ 

 ——  L  


◊ 大阪 朝日 新聞記者 山 名，. 正太郞 著 —《大 好評 忽 再版))— 


こ 50s«3 する 


四六判 最上 裝本 

仝 毫册 三百 餘頁 

正憒 liK 

ト八錢 


一 *r 


r 本邦 ftlso 自 ゆお 0  E  著者 は 自殺 研究に 沒頭 する こと： に 十 年 其の 諷 OS なる 資料と 考察と 

^^K^^^^^^^ を 以て 成果 を發 表す。 されば 卽ち隨 筆 的 自殺 研究 書と は 類 を 異にし 

LBrNHPa 嗡 ft&ff.^ 力. siKCJ 未見の 興味深き 研究 を 初め 最近の 諸問題に 至る まで，.！ さす 實に 自殺 

時代 必讀の 書で ある。  ( 

自殺 論序說 二死の 魅力： 希 死の 感情： 健康と 疾^の 中間： 人間 生滅の 秩序)： 各 國 

に 於け る 自殺 事情： S 界の 自殺 國： 自殺の 國民 性丫 自殺の 統計と 解說： ((日 

本の自殺数：自殺の方法：自殺の季節：ほ殺者の年齡：自殺者の職業：^：！殺の原因))： 

研究 • - (遣 書の 價値： 遣 書 の 歴史： 遺書 の 形式： 其 他 V  - 遺書の Jili 態 . . ， 4hI ョ. t^B り 舌： 


liiia 


： 情死の a 會學的 研究— 自殺と 階級 問題— 飛 降り 自殺 史 戰爭と 目 殺の 硏究— 

((集 圑的硏 究の對 象と 軍人： 滿洲事 變以來 の 軍人 自殺と 旣往の 比較： 何故に 兵卒よ リも 下士 下士より 將校 

に 自殺 多き か： 自殺 學說と 軍人の 自殺：. 首座 を 占める 大尉 級の d 殺 吟味：. 戰 時の 自殺 は 中 少尉に 多き 理 

由 . . 行 軍：：^ 軍艦に おける ショックと 自殺 の 誘發性 . . 戰 t ハ と 死 ：戰 r がと 自殺： . 勇士 模範 兵 ほど 自殺 多し.： 

戰死は 自殺な リ や))： 全家 族 心中の 研究： 爆彈 自殺 心中： 自殺 形態 學： (縊死： 投身： 切 

腹： 喉笛き リ.. 飛 降り.. 飛込み： 練 死： 爆彈： 電氣 冗斯： 劇藥 ：,；X5. 支 B の 自殺 . 自殺と 阿片 

• 自殺 心中に 關 する 雜纂. • 三 原 山 事 41: に 就て . . 
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- ((發 行 以來大 好評 を 博し 增刷 出來) )- 


待 5- 久しくして 本 寄 遂に 出つ n 登臣氏 滅亡 lY 四六判 最上 製美ォ TjBD;  4^1111^  』ivl 

の史赏 に附て 萬人袍 懐の 疑心 を 一掃し 史ヒ三 VV 令： 壹册 £ 百 五 10;  J1 >3  S E 十八 錢 、7 

Kl 年の 賦瞭を 啓く。 考證 論斷の 正確、 史眼 探究の 透徹、 讀 者は慢 然啞然 ょリ會 心の 法悅に 浸りて 卷を蔽 ふの ■ 

.:?^|なく時に^化され行く殘頁を愛ほしむ。 關_* の間牒 なる 偽 忠臣 片桐 a, 元 を 梓々 とし 粉飾の 色概 せた る 

姿の 淀 君 を 女 城 生と する 陰慘な 大阪城 中。 豐臣氏 滅亡の， 深刻なる 悲劇 は 今や 尖銳メ スの 如き 確 證に照 さ 

れ蔽ふ 所な く把羅 剔抉され て 限 前に あり。 本 寄 を讀 まずして 日常 常識の 史資 たる 大阪冬 夏の 役 を ゥカ卜 

語り 萬人嗤 笑の 悔を胎 す 勿れ。  一 
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.^i  Ift^rr^  awl 1乂  獎&^ 大戰 中の 種々 の 事項 を說 きて 正 頃 二 ..^Q 

滋賀 貞著 € せ 4<；  g#  ^  S§ 詳細なる 趣味 實益 兼備の 良書 料 一八 

St  li^rc  4^  <>K  /r>  »m  mi»  bj 現代 を 知り 時代の 動き を識ら 正價  一 了 五 Q 

滋 費.， 貞著 €大| 戰 翁の rlE!  _ んには 本書 を讀 ざるべからず 》s 料 一 八 

^  C  ム 布 行文 明快 四十 一章 四 Ki; 餘頁は i^g 三 
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支那 は 今や 孫 文 主義の 支那で ある。 現代 支那 を 知らん に は 本書 を讀 ねばならぬ。 〇 支那 は 如何にして 共和 M 

となった か 〇 支 K はなぎ 騒ぐ か 〇 支那 はどうな るか 凡そこう した 質問に 解答 を與 f るの が 本書の 8. 的で あ 

る。 本書 は 孫文佥 集中の 眞隨 にして 內容は 波 凝 萬 丈祌を 泣かしむ 『孫 文 自叙 傳』 を 初め 秋霜の 感を 起さす 
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-■■■■■■■l-uil 删 III 隱 國1^  TTTnnaTg—— ,8— T.I 


、菊判 最ま J 正犢金 貳讓八 拾錢， き)) 


【驟術 新聞 批__ お〕 著作 地帶の 振幅 = 々に その 廣 

さ を^す とき 我々 は 本瞽の 如き 辭典で 著作者 の 紙數 三 百 五 拾 頁 一 

傳記 作風 特別 W 究の結 を 知る こと ゆ W, 來 るの は 嬉し い 文化人と しての 常識 を 週 さ S にし， 乂本 邦文 術界 

の沾 字引と して 近來 の 快 著で ある。 


一 o 

AO 


— o 

AO 


— O 

AO 


一 O 
AO 


三 町 通 橋ッ一 


發館 同大)） 田 神 市 京 東 


申、 <5£4;- 奢 M-^p  IMJ^IU^  ofcJM 土 坂 本 龍馬の 傳記 として 本書の 如く 1^儇  ー了^^^  ,f 

fl^^^w^^  fi^f  tttt^^-^,^ 行屆 きたる もの 他に なし  送料 一八 ^ 


^良 ノ 144«  ^\  ^  S  S 大久保 卿 は 近世 稀に 見る 大政 治 家 

も パ良島 バン，^  rT  ^ 14^ 禾 173  <K  I であった 其 評傳は 本書に 詳 かなり 

^.14.吿8^yja.^^ £•  U  S  $ 山 鹿 流の 陣 太ぎ を 以て 世に 知られ 正？^ 

ぉネ严 g 著 € バン 4t.  ip  M  0  ^  は博學 多才な 彼— の 一 代記錄  ^粋 

5,^..^  -  PK^El M  U  00  C\  fcj  0 賴 山陽の 熱血の 氣は 令； 卷の隨 所に 正 憤 

s^w--^  ^  d  4-  躍如す 眞 に必讀 すべき 窨  i 

鵑チ g 凑. き n^-^u^  .fl  ^  ^  敎 ふるに あらず 說 くに 非ず 一切の 正傻 

高 盛義， バン 4t  ^mjnl^ 禾.^ f^tr1i§2 人々 を 純化した 良 寛の、.； -を簿 ふ —送料 


大同 館 出版 少年 史傳 叢書 lis 本 圔書作 協會推 選者)) 

々高 木 英 ir^ 氏 新著 (顏 igslfes 正憒金 園 18) 


IT 見 F^aat り央 Mnn) 『武士道』 と は 代 や 形式 を 超越した 永遠に 變る ことなき 日本 民族の 田-. j 想 的 精華 W あ 

^B^^l^^ る。 本書 說く听 の 白 虎隊は 今や 5： 太 利 II 民より 崇敬と 追慕の 念 を 示され 最早 日本の 

白虎隊 でな く 世界の 白虎隊 となって 其壯烈 義勇な 勳は 世界 各 に 日本 武士道の 精華 を 最も 雄 辯に 語る と共に 

日本の 國民性 を 更に 一 層の 光輝 あらしめ た 本番 は 白 虎隊の 33： 〈精神 を 最も 鎮劍. に 最も 詳細に 然も 極めて 興味深 

く說 くと 同時に 白 虎隊の 背景た る 會津 落城 史 を 語 るべ く 著者が 渾身の 力 を 注ぎし もの 乞 ふ 本書 を 手に して 此 

忠烈な 少年 武士の 爲に 一掬の 熱 淚を濺 いて K きた い。 


中 村翁 著 爆 少年 伊藤博文 公傳 MI5§#ss2f 詳細. - 0  J 


((行 發雀宫 同大)） 田 神 市 京 3tt 


文 漢國撿 文 
備必 者驗受 


笠 松 彬雄著 • 精 要 左  ®tj  詳 


左傳 W 究は 本書で 

十分に 盡 さる 


正價 三 • 五 0 

送料 一八 


笠 松彬 雄 著 ©1 唐 宋八家 文 詳解 聽 ぼ 徹 正き. 


ク 


宇 野^  士閱< 

笠 松 彬雄著 一 


一 唐 詩 


0  0  (九 版) 


如何なる 初學 者に 

も 了解 出 來る書 


正價 IT 八 0 

送料 一 八 


宇野博士閱^^.1^£^^.1;.^.^!5^ り と 开 .？ し 支那 學を 成す に 於 正價  一丁 五 C 

武 E e  ft-gJJ 其 .5^  ては絕 好の 指南 軍 送料 一八 


本書 は 文檢^ 漢 科の 豫備と 漢文 科の 本 試に， ^する！；：； 力 養成 は 勿論 合^ 圈內 へ の 絡 好 指針たら しむべく 編述し 

たもので ある。 殊に 漢文の 設問に 於て 支那 文學は 其の 极蹄 をな す ものである。 それ にも拘らず 古來 か、 り 支那 

文^ は最 難解の ものと せられて きた 故に 受驗者 は n 常 精力の 大部分 は 此方 面に 注がれて 屛 ると 云ふ狀 態で あ 

る。 著者 は 此點に 鑑み 最近の 出題 傾向 を 中心として 文學の 變遷を 系統的に 叙し 更に 受驗 者に 最も 肝要なる 過 

去の 文 檢旣出 問題 を 悉く 綱羅し 併も 各 章 各 時代 別に 舉げ赏 際に 役立つ 様に 純 乎た る 整理 ノ ー 卜 代用たら しめ 

たもの が 本書で ある。 されば 時間と 勞カ 經濟の 上から 云 ふても 此の方 面の 受驗者 か 日常の 必携と して 恐らく 

隨 一 の ものと 信ずる。 幸なる 合格の 榮を 受け やうと する 士は 何等 躊躇す る 事な く 其の 研究の 第一 階梯と し C 

本書に^る ベ きで ある。 
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書 


大同 館 蔵版 ® 新 井 白石讀 史 餘 論 (拾 Isg 版リ 


正 債 金 Is? 圆 

送料 十八 JIf 


新 屋敷 幸繁 0^ 率 


ち 

さ 一 a 


の 


(新 刊) 


金壹圓 八拾錢 

送料 十二 錢 


春 藤 與市郎 參細 救士ロ 野 朝 時代 記 (大 好評) 


金贰圆 八拾錢 

送料 十八 錢 


小 林 博 著 @大 反 城 悲劇の 眞相 i 新刊 リ 


正價金 

送 料 


武 廣 

十二 錢 


大坪 草ニ郎 


嵐の 時代 明治 九 年 S 新 3 


正價金 

送 料 


% 圓 

十二 錢 


朝日 融溪 著⑩聖 親鸞の 生活と 精祌 £ 版) 金 


甙拾錢 

十 錢 


松 尾 直 明 著 ®l 年史鶴 憎签 海の 一生 (最新 刊リ 


正價金 

送 料 


甙 鬪 

十二 錢 


松 本 浩記著 


- 少年 史傳 

叢 書 


休 禪師の 生涯 (最新 3 


正價金 

送 料 


甙 圓 

十二 錢 


高木 英 一 郎 


一 少年 史傳 3 

一叢 ， 書 E- 


蓮 上人 瞎 (最 新刊) 


林 


勇 著 


一 少年 史傳 

叢 書 


奈良島 知 堂 


^ 大 臣 源 實 朝 

年 曾 我 


111  a. 


(最 新刊) 

(四 版). 


正價金 

送 料 


正價金 

送 料 


金 查 圓 

送 料. 


す 醇 

tlL 錢— 

十 二 錢 

八拾錢 

十 二 餞 


井原 儀著 き| 德— 川 時— 代 通 —史 Oil S 

國史 研究 會 瘳足 利 41 五 史 (三 版) 


金七圓 五拾錢 

—送料 世三錢 

金 三 圓五拾 f 

送料 十八 鋒 


A 八 八 八 


三 町 通 橋 ツー 


((行 發館 同 大)） 田 神 市 京 束 


濱田窗 著參 少年 楠 木 正 成の 精忠 i ほば tISiSI 正價 一一 .oo  S 


郎著⑩ 少年 楠 木 正 行の 忠烈 l^il:-? ま S 正價 一一 .00  S 

矢 橋-二子 雄 il^iJfMMlfflfflfwIf せ 鴨 if ま Mw^io 送料 

の 謙 信 は 世の 听謂 英雄と 同 一 視 


^^一- -s- ま藝少 上め 兼 一言 專し t,; くな，^ 本書の 二 册啦れ か c 血 正 匿 二。 〇o 送料 

？ト^  ^.n^fll- ズン 4^ と 突と に；！^ かしめ る記錄 なり C  Jfl-  ^  CC  i**. 


大同 館 出版 少年 史傳 i 

0 春 藤 與市郞 氏 新著 

忽 


書 (日本 圜書館 協會推 選書) 

貳 圓 送料 


十八 錢 


(一 關ケ ねの 露 fflp^wn) 『勝者 榮ぇ 敗者 衰ふ』 は 之れ 世の常と は い へ國 史上 未曾有の 大會戰 天下 分 目の 關ケ 

ははけ 原 役 を： u 論んだ 石 田 三 成 は 惜し い 哉 一 敗 地に 塗れて 彼の 名 は 永く 佞奸 邪智 の、 代 名 

((失敗の 英雄に 同惰 せよ)) 詞な るが 如く考 へられた のであった。 乍然 敗者 必ずしも 惡 人に あらす 勝者 決して 

li- 義の 士 と は 限らな い 歴史の 恭判は 公平であって 今や 關ケ原 役の 相 は 愈々 世に 鬧 明せられ 從 つて 三 成の 孤 

忠も 追々 世の 認める 所と なる は 欣快の 至りで ある 本書 また 彼れ 不遇の 英雄 三 成の 爲 めに 敢て辩 護の 勞を 執ら 

ん とする もの である。 


I 與 市郞售 少年 織 田 信長傳 纏 If お S 鯰？ 正價ニ io— 送料， 1.^ 

野 尻 二 太， 郞慘 少年 毛 糊 I 雄 fis 粗 ss， 正價ニ  60 送料 一八 
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